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校友会本部

中京大学大学祭のお知らせ

10/30（木）
豊田キャンパスのみ

10/31（金） /2（日）～11
■名古屋キャンパス

  第61回 中京大学祭テーマ『素』
■豊田キャンパス

  第21回 中京大学とよた祭テーマ『翔』

・ 開催時間／11:00～15:00
・ 受付時間／10:30～13:00
・ 受付場所／名古屋キャンパス：センタービルG階ロビー
　　　　　   豊田キャンパス：19号館ロビー11/1（土）

1.名古屋キャンパス・豊田キャンパスで開催します。　2．受付後、学内を自由にご見学ください。（学内施設見学ツアーも予定しています。）
3．食堂やバザーで利用できるチケットを来学されたご家族分お渡しいたします。

12：00～14：00

［名古屋キャンパス］
■地下鉄鶴舞線・名城線「八事駅」下車、5番出口から徒歩0分（中京大学センタービル入口直結）
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

［豊田キャンパス］
■名鉄豊田線「浄水駅」下車、スクールバス9分（地下鉄鶴舞線と名鉄豊田線は、「赤池駅」で連絡しています。）
※豊田キャンパスと浄水駅を結ぶスクールバスを運行（臨時ダイヤ）予定。 ※駐車場は200台程度あります。

■愛知環状鉄道「貝津駅」下車、徒歩8分

時間 場所 ・名古屋キャンパス： センタービル６階 ゼミ教室
： 20号館1階・豊田キャンパス

交通機関について

個別相談会（学業・学生生活・就職・留学・資格対策について）

中京大学開学60周年記念事業

※お気軽にご相談ください。

大学祭
開催中

前夜祭 本 祭

キャンパス見学会のお知らせ（全学年の保護者対象）

全国青年弁論大会
日時／2014年11月9日（日） 9：00～17：00　会場／中京大学 清明ホール（入場無料）

主催 ／ 日本弁論連盟　中京大学
後援 ／ 文部科学省　愛知県　名古屋市　豊田市　愛知県議会　名古屋市議会　豊田市議会　愛知県教育委員会　名古屋市教育委員会

豊田市教育委員会　中日新聞社　高等学校文化連盟全国弁論専門部会　中京大学同窓会　中京大学教育後援会

第59回
文部科学大臣杯

保護者と教職員が協力し、学生をサポートする中京大学

A n n u a l R e p o r t o f t h e E d u c a t i o n a l S u p p o r t S o c i e t y

　
さ
て「
資
格
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
名
称
で

す
が
、メ
イ
ン
は
公
務
員
試
験
の
サ
ポ
ー

ト
で
す
。今
年
度
、国
家
公
務
員（
総
合

職
）試
験
で
は
合
格
者
が
十
名（
人
事
院

公
表
値
）に
達
し
ま
し
た
。や
っ
と
合
格

ま
で
の
道
筋
を
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
環
境

が
整
った
か
な
、と
思
って
い
ま
す
。

　一
方
、民
間
企
業
で
は
採
用
に
直
結
す

る
よ
う
な
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、Ｆ
Ｐ

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・プ
ラ
ン
ナ
ー
）の
頂
点

「
Ｃ
Ｆ
Ｐ
」は
例
外
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

銀
行
で
も
支
店
長
ク
ラ
ス
が
目
指
す
国

際
資
格
だ
け
に
、金
融
機
関
への
就
職
を

目
指
す
人
に
は
お
薦
め
で
す
。

　
ま
た「
通
関
士
」は
貿
易
に
関
す
る
資

格
で
す
の
で
、幅
広
い
業
界
の
仕
事
に
役

立
つ
知
識
が
得
ら
れ
ま
す
。こ
の
他
、社
会

人
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
磨
く
講
座
も
あ
り

ま
す
の
で
、ま
ず
は
目
標
を
見
定
め
、そ
の

上
で
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
、大
学
へ
入
っ
た
の
だ
か
ら
資
格

の
一
つ
ぐ
ら
い
、と
お
考
え
の
保
護
者
の

方
は
多
く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。確

か
に
保
護
者
の
方
々
の
時
代
は
、先
生
に

な
ら
な
く
て
も
、教
員
免
許
ぐ
ら
い
取
っ

て
当
た
り
前
と
い
う
認
識
で
し
た
。し
か

し
今
や
採
用
企
業
の
多
く
が「
人
物
重

視
」「
学
歴
不
問
」を
掲
げ
て
人
材
を
選

ぶ
時
代
。コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
な
ど
、

人
物
重
視
の
高
い
ス
キ
ル
が
要
求
さ
れ

ま
す
。そ
れ
に
は
四
年
間
と
い
う
限
り

あ
る
時
間
を
ど
う
過
ご
す
の
か
。部
活

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ア
ル
バ
イ
ト
、や
る
べ
き

こ
と
は
沢
山
あ
る
で
し
ょ
う
。資
格
取
得

を
や
み
く
も
に
勧
め
る
の
で
な
く
、お
子

様
の
進
路
に
必
要
で
あ
る
か
、否
か
。そ

こ
を
見
極
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

資格センター

資格センター　津谷 圭一 部長

か
げ
か
え
の
な
い
学
生
時
代
、

何
を
学
び
、何
を
磨
く
の
か
。

明
確
な
目
標
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
、

目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
。

資格対策講座 合格者

社会人基礎力養成から
難関試験までサポート

速報！ 2014年度10名合格!（人事院公表値） 国 家 公 務 員 総 合 職 合 格 者 の 皆 さ ん（判明分9名）

市川 拳次さん
法学部法律学科（4年）

1年生の頃から培った
勉強を続ける習慣が
合格の一番の武器に。

小栗 崇明さん
法学部法律学科（4年）

合格者の先輩から
アドバイスをいただき
参考になりました。

鈴木 理恵さん
心理学部心理学科（4年）

周囲の温かい支えに
助けられ、励まされて
ついにゴールへ。

夏目 真暢さん
心理学部心理学科（4年）

東大生や京大生と
互角に戦い、
大きな自信を獲得。

後藤 翔一さん
法学部法律学科（4年）

競争意識を持ちつつ、
ともに刺激し合える
仲間の存在が励みに。

佐藤 宏紀さん
法学部法律学科（4年）

中京大生の実力なら
合格できるはず。
諦めず前進あるのみ！

濱條 由莉さん
経済学部経済学科（4年）

目標をしっかり持つ。
あとは努力次第で、
なんとかなる！

鶸田 英之さん
法学部法律学科（4年）

コツコツ勉強するのが
苦手でも合格できた。
すべて大学のおかげ。

熊澤 沙紀さん
法学部法律学科（4年）

自分の殻にこもらず
ポジティブに、
何事にも意欲的に。

※国家総合職及び国家一般職の合格者数は人事院公表値

■主要公務員試験合格者数

国家総合職
国家一般職

2011年度種類 2012年度 2013年度

国税専門官
裁判所一般職

地方上級
（内訳）

財務専門官
労働基準監督官
法務省専門職

合計

2名
33名
45名
10名
59名

愛知県
名古屋市
静岡県
その他

23名
6名
3名
27名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

26名
8名
3名
3名
24名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

28名
10名
7名
4名
18名

ー
ー
ー

149名

5名
50名
40名
7名
67名

3名
1名
ー

173名

8名
17名
34名
8名
64名

ー
ー
1名

132名

■国家資格試験合格者数

宅地建物取引主任者
総合・国内旅行業務取扱管理者
通関士
2級FP技能士（AFP）
1級FP技能士
基本情報技術者

過去3年（2011～2013年度計）種別
663名
74名
18名
607名
23名
19名

幅広い資格取得を手厚くサポートしています

富樫 香央理さん経営学部
経営学科（4年）

徐々に勉強にの
めり込んでいき、
2度目の受験で、
晴れて合格！

柴田 一慶さん経営学部
経営学科（4年）

難関資格に合格
できたことが
大きな自信に
つながりました。

資格
センター

　宅建、行政書士の資
格取得を目標に掲げ、
1年生から法律関連の知
識を学ぶなかで、徐々に
勉強の習慣が身について
いったのが合格の一番の
理由だと思います。合格
後の官庁訪問では、東大
や京大などの有名大学の
学生たちと一緒に。自分
も同じ立場だと思うと、大
きな自信になりました。

　資格センターでは、合
格を勝ち取った1学年上
の先輩と話す機会を設け
ていただけたのが良かっ
たです。モチベーションの
保ち方、具体的な勉強法
についてアドバイスをいた
だいたうえ、「つらい時期
だけど頑張りなよ」と温か
い励ましの言葉もかけて
もらい、勉強への意欲が
改めて湧きました。

　勉強する科目も多いで
すし、心の余裕を失わな
いようポジティブな気持ち
で取り組むことが大切。そ
れでも不安になった時、
いつも味方になり自信を
与えてくれたのが、資格
センターの方々でした。ま
た講座の先生や先輩方
の声はモチベーション
アップに役立ちます。よう
は何を吸収すべきか、勉
強が全てではありません。

　国家総合職は難関で
すが、卒業することが大
前提。学部の勉強も疎か
にはできません。そこで片
道2時間弱の通学時間
を講座の復習にあて、授
業との両立を図りました。
　個別の自習スペース
「弘道塾」では、仲間と競
争意識を持ちながらも、
一緒に勉強に励むことが
でき、合格の決め手に
なったかなと思います。

　法務省に内定した先
輩に触発され、自分もこ
の国を支える力になりた
いと奮起。無理だ、という
親の反対を押し切っての
挑戦でしたので、アルバイ
トで資金を稼ぎながら、効
率よく勉強できるよう工
夫して乗り切りました。
　中京大生はもっと自信
を持つべきだし、公務員
に強いという伝統を僕も
築いていきたいですね。

　私は経済学部ですの
で、得意な「経済区分」で
の合格。勉強も宅建でな
く、論文や面接対策など
を行う「準備講座」から始
めたことで、難しい法律の
勉強にもスムーズに入っ
ていけたと思います。
　学部では2年、3年次
の成績が認められ教育
奨励賞も受賞。目標を強
く持ち続けることで、一人
暮らしでも頑張れました。

　入学後のガイダンスで、
中京大学には公務員へ
の道が用意されていると
知り、自分はなんてラッ
キーだろうと思いましたね。
　地道に勉強を重ねる
のが苦手なタイプ。です
から1年生で宅建、2年生
で行政書士とステップを
踏みながら学べたこと、し
かも手厚いサポートを受
けられて、改めて運が良
かったと思っています。

　霞が関の訪問セミナー
など、資格講座を通して1
年次から総合職という高
い目標を与えて貰えたこ
とに感謝しています。
　2週間の官庁訪問は、
この3年半の勉強が霞ん
でしまうぐらいハードなも
のでした。ですが最終クー
ルまで残り、東大生や京
大生と肩を並べて戦えた
のは、大きな自信になりま
したし収穫でしたね。

　歴史の暗記など、教養
科目の勉強が大変でした
が、その分、得意な数的
処理の勉強に力を注い
で苦手なところをカバー。
資格センターのサポート
にも助けられながら、官庁
訪問も終え、内々定を獲
得できたところです。
　もう一つ、放任主義の
親ですが、いろいろな面
で私を支えてくれたことに
改めて感謝しています。

高校時代の留学を機に貿易の仕事
に興味を持っていたため、入学後に通
関士の存在を知り、やりがいがありそう
だと感じて取得を決意。1度目の試験
では不合格でしたが、徐々に通関士
の勉強が面白くなり、2度目の挑戦で
合格を手にしました。

※CFP®
合格

通関士
合格

入学前から金融に強い関心があった
ため、全国の大学で唯一のCFP講座
があると知り、説明を聞きに行ったの
が取得のきっかけでした。難関資格に
合格したことで就活にも自信を持って
臨むことができ、第一志望の銀行から
内定をいただきました。
※Certified Financial Planner®。 
　2級FP（AFP）の上位資格。

中京大学教育後援会長

杉野 邦廣

保
護
者
の
皆
様
の
想
い
を

受
け
止
め
、伝
え
な
が
ら

今
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ

発
揮
す
べ
き
は「
家
族
力
」

教育後援会長
ご挨拶

保護者と大学がともに

学生を見守れるよう、

できる支援を探り続けたい。

一
人
ひ
と
り
の
未
来
へ
。

想
い
を
つ
な
い
で
い
く

ミ
ッ
シ
ョ
ン
。

二
〇
一
四
年
春
、中
京
大
学
は
開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
走
り
始
め
ま
し
た
。

新
生
・
中
京
大
学
へ
、第
二
の
建
学
期
と
し
て

大
き
く
動
き
つ
つ
あ
る
今
、子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
環
境
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

そ
の
先
に
、ど
ん
な
大
学
の
未
来
像
が
あ
る
の
か
。

教
育
後
援
会
報
は
、そ
ん
な
大
学
の

「
い
ま
」と「
こ
れ
か
ら
」を
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、

保
護
者
の
皆
様
に
大
学
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

皆
様
と
と
も
に
、子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
充
実
し
た

学
生
生
活
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
後
援
会
長
ご
挨
拶

学
長
ご
挨
拶

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

中
京
大
学
長
期
計
画「
N
E
X
T
10
」ス
タ
ー
ト
。

建
学
の
精
神
を 

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

留
学
、と
い
う
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

国
際
セ
ン
タ
ー

社
会
人
基
礎
力
養
成
か
ら
難
関
試
験
ま
で
サ
ポ
ー
ト

資
格
セ
ン
タ
ー

ど
こ
ま
で
も
意
欲
的
な
学
生
の
想
い
に
応
え
る

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

就
活
を
き
ち
ん
と
語
ろ
う
！

H
ealth C

are

心
と
体
の
健
康
サ
ポ
ー
ト

良
き
学
び
の
場
へ

中
京
大
学 

F
D
活
動
を
支
え
る

輝
く
中
京
大
生

中
京
大
学
の〝
産
官
学
〞連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

二
〇
一
四
年
度
教
育
懇
談
会
報
告 

第
十
四
回 

教
育
奨
励
賞
授
与
式

施
設
紹
介

部
活
応
援
紹
介
／
成
績
表
の
見
方
／

個
人
情
報
保
護
の
基
本
方
針

　
中
京
大
学
教
育
後
援
会
は
、教
育
懇
談
会
や
奨
学

金
制
度
、教
育
奨
励
賞
の
授
与
な
ど
、他
大
学
に
先
駆

け
諸
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
の
間
、社
会

構
造
の
急
激
な
変
化
や
少
子
化
の
進
展
を
背
景
に
、

近
年
と
く
に
保
護
者
の
皆
様
の
大
学
に
対
す
る
期
待

の
大
き
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。先
の
教

育
懇
談
会
で
も
ご
両
親
揃
っ
て
参
加
さ
れ
る
姿
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
な
り
、教
育
後
援
会
の
存
在
意
義

を
噛
み
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、中
部
地
区
私
大

ト
ッ
プ
に
進
化・発
展
し
た
本
学
で
す
が
、関
係
各
位

の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
と
、時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
改

革
が
功
を
奏
し
た
結
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。今
年
度

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
将
来
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」も
、グ

ロ
ー
バ
ル
化
、複
雑
化
の
進
む
時
代
の
先
を
見
据
え
、

厳
し
い
経
済
社
会
を
生
き
抜
く
人
材
を
育
成
し
て
く

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
つ
き
ま
し
て
は
、少
子

化
に
よ
る
学
生
数
の
減
少
、あ
る
い
は
地
域
社
会
へ
の

貢
献
と
い
う
視
点
か
ら「
社
会
人
学
生
の
受
入
れ
」に

も
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。さ
ら
に「
国
際
化
の
推

進
」は
、外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
体
制
の
整
備
、英

語
教
育
や
奨
学
金
の
充
実
、国
際
学
生
寮
の
新
設
な

ど
、大
学
の
み
な
ら
ず
、同
窓
会
や
教
育
後
援
会
が
一

体
と
な
っ
て
推
進
す
べ
き
取
り
組
み
で
あ
ろ
う
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、保
護
者
に
と
っ
て
一
番
の
心
配
事
で
あ

る「
就
職
未
決
定
者
に
対
す
る
支
援
」も
教
育
後
援

会
と
し
て
は
早
急
に
検
討
し
た
い
事
項
の
一
つ
。教
育

後
援
会
で
は
今
後
と
も
、学
生
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
ど

ん
な
支
援
が
で
き
る
の
か
。大
学
、そ
し
て
保
護
者
の

方
々
と
の
連
携
を
深
め
、検
討
を
加
え
な
が
ら
前
進

し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
保
護
者
の
皆
様
に
は
、お
子
様
が
自
分
の
目

的
に
向
か
っ
て
邁
進
で
き
る
よ
う
、大
学
の
教
育
方
針

や
支
援
体
制
を
理
解
し
、お
子
様
と
の
会
話
の
機
会

を
少
し
で
も
多
く
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。意
見（
愛
情
）を
交
わ
し
合
い
、陰
な
が
ら
応
援
し

て
欲
し
い
。家
族
が
力
を
合
わ
せ
て
生
き
て
い
く「
家

族
力
」を
発
揮
し
、ど
う
か
し
っ
か
り
と
お
子
様
を
支

え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
で
は
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

就
職
活
動
を
意
識
し
て
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
？

青
木　
私
は
三
年
生
の
春
学
期
で
す
。初
め
て
の

就
職
説
明
会
後
、の
ん
び
り
構
え
て
い
た
ら
、ま
わ

り
の
皆
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
意
欲
的
で
。置
い

て
い
か
れ
な
い
よ
う
、軽
い
気
持
ち
で
一
日
だ
け
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ

だ
！
」と
い
う
会
社
に
め
ぐ
り
逢
え
た
ん
で
す
。偶

然
で
す
が
、縁
あ
って
そ
の
会
社
か
ら
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

野
添
　
僕
は
こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
一
筋
。卒
業
後
も

プ
ロ
の
道
へ
進
む
べ
き
か
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
悩
ん
で
い
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
エ
ン
ト
リ
ー
、

保
護
者
の
方
々
に
は
ど
れ
も

耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
や
就
職
戦
線
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

か
つ
て
の「
就
活
」か
ら
は
、

想
像
も
つ
か
な
い
苦
労
を
乗
り
越
え
、

学
生
は
道
を
切
り
拓
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
か
。

卒
業
生
、内
定
者
の
皆
さ
ん
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
と
も
あ
って
、就
活
を
始
め
た
の
が
三
年
生
の
十

二
月
。や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
ず
、業
種
も
絞
れ

な
い
。四
十
年
、五
十
年
と
働
く
の
に
、そ
れ
を
こ
の

短
期
間
で
決
め
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、た
だ
あ
せ
る
ば

か
り
で…

。結
果
的
に
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、

行
き
た
い
会
社
に
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
に
は
早
め
の
ス
タ
ー
ト
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

目
指
す
業
界
を
ど
う
絞
り
こ
み
ま
し
た
か
？

山
田
　
も
と
も
と
ホ
テ
ル
マ
ン
を
目
指
し
て
、一
年

生
の
頃
か
ら
大
手
外
資
系
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
き
ま
し
た
が
、長
い
目
で
考
え
れ
ば
、女
性

積水ハウス（株）、大成建設（株）、大和ハウス工業（株）、日本ハム（株）、森永製菓（株）、アサヒ飲料（株）、日本たばこ産業（株）、
アイカ工業（株）、タカラスタンダード（株）、クリナップ（株）、大王製紙（株）、小林クリエイト（株）、大日本印刷（株）、新日本法規出版（株）、

笹徳印刷（株）、武田薬品工業（株）、エーザイ（株）、協和発酵キリン（株）、三ツ星ベルト（株）、ＴＯＴＯ（株）、ビューテック（株）、中央可鍛工業（株）、三協立山（株）、ＹＫＫＡＰ（株）、
日本ヒューレット・パッカード（株）、（株）マキタ、オーエスジー（株）、豊和工業（株）、富士通（株）、（株）デンソー、住友電装（株）、トヨタ自動車（株）、スズキ（株）、本田技研工業（株）、
（株）メニコン、日進医療器（株）、（株）スズケン、（株）大塚商会、岡谷鋼機（株）、（株）カナデン、（株）オリバー、宮吉硝子（株）、（株）コメリ、（株）セブン－イレブン・ジャパン、（株）ファ
ミリーマート、青山商事（株）、（株）バロー、（株）アルペン、（株）ゆうちょ銀行、（株）三菱東京ＵＦＪ銀行、（株）三井住友銀行、三菱ＵＦＪニコス（株）、（株）セディナ、岐阜信金、みずほ
証券（株）、ＳＭＢＣフレンド証券（株）、ＳＭＢＣ日興証券（株）、日本生命保険（相）、（株）かんぽ生命保険、明治安田生命保険（相）、（株）大和証券グループ本社、ソフトバンク（株）、
三菱UFJモルガン・スタンレー証券（株）、三井不動産リアルティ（株）、三交不動産（株）、住友不動産販売（株）、東日本旅客鉄道（株）、西日本旅客鉄道（株）、近畿日本鉄道（株）、
全日本空輸（株）、日本航空（株）、（株）住友倉庫、日本トランスシティ（株）、近畿日本ツーリスト（株）、（株）近鉄エクスプレス、（株）エイチ・アイ・エス、（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ、西日
本電信電話（株）、日本郵便（株）、（株）ジェイアール東海ホテルズ、ワタキューセイモア（株）、中部日本放送（株）、ＴＩＳ（株）、（株）インテック、NECソリューションイノベータ（株）、
楽天（株）、綜合警備保障（株）、（株）ミキハウス、（株）日立システムズ、ＣＤＳ（株）、法務省、岡崎市役所、京都府警察本部、豊田市役所、半田市役所、豊橋市役所 など 

内定速報（2014年7月末現在）

キャリア
センター

どこまでも意欲的な学生の
想いに応える

　
今
年
度
は
採
用
状
況
も
非
常
に
良

く
、就
職
率
は
昨
年
度
の
八
二・一
％（
全

国
平
均
六
七・五
％
）を
大
き
く
上
回
る

勢
い
で
伸
び
て
い
ま
す
。会
社
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、企
業
が
い
よ
い
よ
本
気

で
人
材
獲
得
に
取
り
組
み
始
め
た
。エン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
し
っ
か
り
読
み
、学
生

を
絞
り
こ
ん
だ
上
で
面
接
を
三
度
、四

度
と
重
ね
な
が
ら
、「
グ
ロ
ー
バル
人
材
」

「
人
物
重
視
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
生
を

見
極
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
観
点
と
し
て
は
、将
来
性・人
的
対

応
能
力・社
会
人
基
礎
力
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る
人

を
採
用
し
、自
分
た
ち
の
手
で
育
て
て
い

く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
と
思
い
ま
す
。

キャリアセンター　飯田　晃 部長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、

新
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
。

答
え
を
見
つ
け
る
ま
で

ま
っ
す
ぐ
な
目
で

自
分
と
向
き
あ
った
日
々
。

早
期
対
応
で
万
全
の
準
備
を

　
二
〇
一
六
年
卒
業
予
定
者
か
ら
就
活

ス
ケ
ジ
ュー
ル
が
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
に
な

り
ま
す
。企
業
の
選
考
期
間
も
大
幅
に

短
縮
化
さ
れ
、大
手
も
中
堅
企
業
も
入

り
乱
れ
て
の
短
期
決
戦
に
な
る
。試
験

日
が
重
な
る
企
業
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
反
面
、準
備
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
で
企
業
や
業
界
研
究
に
時
間
を
か

け
ら
れ
ま
す
し
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
企
業
に

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
べ
く
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は「
個
」の
対
応
を
重
視
し
、万

全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
早

め
の
活
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

企
業
の
採
用
活
動

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

企業の採用活動とキャリアセンターのサポート（予定）

4月 5月 6月 7月 8月 9月
3年生 4年生
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●プレエントリー受付スタート（主要就職サイトグランドオープン）

●学部別就職ガイダンス（春）
●インターンシップガイダンス
●就職プレサイト活用ガイダンス

SPI模擬試験（Web受検）

就活対策講座
（身だしなみ・マナー対策／自己PR・志望動機対策／業界・企業研究）

●企業・官公庁セミナー ※ブース形式の合同企業説明会

学内企業セミナー
（随時）

※上記の他、就職活動やインターンシップ、その他進路に関する個別相談を毎日（月～金）受け付けています。

会社説明会
書類選考（エントリーシート・履歴書）
学力・適性検査（筆記・パソコン）

グループディスカッション・面接
内定

●学部別就職ガイダンス（秋）

いつでも学べる就活対策セミナー

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）自己PR対策／志望動機対策
グループディスカッション対策／面接対策

業界・職種研究会 ※教室での業界説明会
（企業・官公庁編／内定者編／OB・OG編）

が
日
常
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
厳
し
い
業
界
。そ
こ
で
自
己

分
析
を
や
り
直
し
て
み
る
と
、困
っ
た
人
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
想
い
に
気

が
つ
い
て
、女
性
が
長
く
、第
一
線
で
活
躍
で
き
る

保
険
業
界
に
軌
道
修
正
し
た
ん
で
す
。

浅
井
　
僕
は
学
生
時
代
、ソ
フ
ト
テ
ニス
部
に
専
念

し
て
い
た
の
で
、正
直
就
活
への
取
り
掛
り
は
遅
か
っ

た
で
す
。リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
厳
し
い
時
代
で
し

た
の
で
、業
界
を
絞
り
込
む
勇
気
も
な
く
、と
に
か

く
多
く
の
企
業
に
ト
ラ
イ
し
、ど
こ
か
で
内
定
を

頂
け
れ
ば
いい
か
な
と
最
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

写真右上から

写真左上から

青木 奈未さん（心理学科4年・内定先／株式会社ジェイアール東海髙島屋）
長尾 直さん（豊田キャリアセンター課長）
浅井 亮二さん（2009年度健康科学科卒・株式会社竹中工務店勤務）
浅井 芳樹さん（名古屋キャリアセンター課長）
山田 千裕さん（2007年度心理学科卒・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社勤務）
野添 陽太さん（競技スポーツ科学科4年・内定先／武田薬品工業株式会社）

（
以
下
、文
中
の
敬
称
略
）

就活を
きちんと
語ろう！



〒466-8666　名古屋市昭和区八事本町101-2
TEL：052-835-7111（大学代表）／052-835-7140（校友会本部）・ FAX：052-835-6069
中京大学ホームページ　http://www.chukyo-u.ac.jp ・ 中京大学校友会本部　e-mail koyu@mng.chukyo-u.ac.jp

校友会本部

中京大学大学祭のお知らせ

10/30（木）
豊田キャンパスのみ

10/31（金） /2（日）～11
■名古屋キャンパス

  第61回 中京大学祭テーマ『素』
■豊田キャンパス

  第21回 中京大学とよた祭テーマ『翔』

・ 開催時間／11:00～15:00
・ 受付時間／10:30～13:00
・ 受付場所／名古屋キャンパス：センタービルG階ロビー
　　　　　   豊田キャンパス：19号館ロビー11/1（土）

1.名古屋キャンパス・豊田キャンパスで開催します。　2．受付後、学内を自由にご見学ください。（学内施設見学ツアーも予定しています。）
3．食堂やバザーで利用できるチケットを来学されたご家族分お渡しいたします。

12：00～14：00

［名古屋キャンパス］
■地下鉄鶴舞線・名城線「八事駅」下車、5番出口から徒歩0分（中京大学センタービル入口直結）
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

［豊田キャンパス］
■名鉄豊田線「浄水駅」下車、スクールバス9分（地下鉄鶴舞線と名鉄豊田線は、「赤池駅」で連絡しています。）
※豊田キャンパスと浄水駅を結ぶスクールバスを運行（臨時ダイヤ）予定。 ※駐車場は200台程度あります。

■愛知環状鉄道「貝津駅」下車、徒歩8分

時間 場所 ・名古屋キャンパス： センタービル６階 ゼミ教室
： 20号館1階・豊田キャンパス

交通機関について

個別相談会（学業・学生生活・就職・留学・資格対策について）

中京大学開学60周年記念事業

※お気軽にご相談ください。

大学祭
開催中

前夜祭 本 祭

キャンパス見学会のお知らせ（全学年の保護者対象）

全国青年弁論大会
日時／2014年11月9日（日） 9：00～17：00　会場／中京大学 清明ホール（入場無料）

主催 ／ 日本弁論連盟　中京大学
後援 ／ 文部科学省　愛知県　名古屋市　豊田市　愛知県議会　名古屋市議会　豊田市議会　愛知県教育委員会　名古屋市教育委員会

豊田市教育委員会　中日新聞社　高等学校文化連盟全国弁論専門部会　中京大学同窓会　中京大学教育後援会

第59回
文部科学大臣杯

保護者と教職員が協力し、学生をサポートする中京大学

A n n u a l R e p o r t o f t h e E d u c a t i o n a l S u p p o r t S o c i e t y

就
職
活
動
を
意
識
し
て
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
？

青
木　
私
は
三
年
生
の
春
学
期
で
す
。初
め
て
の

就
職
説
明
会
後
、の
ん
び
り
構
え
て
い
た
ら
、ま
わ

り
の
皆
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
意
欲
的
で
。置
い

て
い
か
れ
な
い
よ
う
、軽
い
気
持
ち
で
一
日
だ
け
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ

だ
！
」と
い
う
会
社
に
め
ぐ
り
逢
え
た
ん
で
す
。偶

然
で
す
が
、縁
あ
って
そ
の
会
社
か
ら
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

野
添
　
僕
は
こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
一
筋
。卒
業
後
も

プ
ロ
の
道
へ
進
む
べ
き
か
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
悩
ん
で
い
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
エ
ン
ト
リ
ー
、

保
護
者
の
方
々
に
は
ど
れ
も

耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
や
就
職
戦
線
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

か
つ
て
の「
就
活
」か
ら
は
、

想
像
も
つ
か
な
い
苦
労
を
乗
り
越
え
、

学
生
は
道
を
切
り
拓
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
か
。

卒
業
生
、内
定
者
の
皆
さ
ん
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
と
も
あ
って
、就
活
を
始
め
た
の
が
三
年
生
の
十

二
月
。や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
ず
、業
種
も
絞
れ

な
い
。四
十
年
、五
十
年
と
働
く
の
に
、そ
れ
を
こ
の

短
期
間
で
決
め
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、た
だ
あ
せ
る
ば

か
り
で…

。結
果
的
に
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、

行
き
た
い
会
社
に
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
に
は
早
め
の
ス
タ
ー
ト
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

目
指
す
業
界
を
ど
う
絞
り
こ
み
ま
し
た
か
？

山
田
　
も
と
も
と
ホ
テ
ル
マ
ン
を
目
指
し
て
、一
年

生
の
頃
か
ら
大
手
外
資
系
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
き
ま
し
た
が
、長
い
目
で
考
え
れ
ば
、女
性

積水ハウス（株）、大成建設（株）、大和ハウス工業（株）、日本ハム（株）、森永製菓（株）、アサヒ飲料（株）、日本たばこ産業（株）、
アイカ工業（株）、タカラスタンダード（株）、クリナップ（株）、大王製紙（株）、小林クリエイト（株）、大日本印刷（株）、新日本法規出版（株）、

笹徳印刷（株）、武田薬品工業（株）、エーザイ（株）、協和発酵キリン（株）、三ツ星ベルト（株）、ＴＯＴＯ（株）、ビューテック（株）、中央可鍛工業（株）、三協立山（株）、ＹＫＫＡＰ（株）、
日本ヒューレット・パッカード（株）、（株）マキタ、オーエスジー（株）、豊和工業（株）、富士通（株）、（株）デンソー、住友電装（株）、トヨタ自動車（株）、スズキ（株）、本田技研工業（株）、
（株）メニコン、日進医療器（株）、（株）スズケン、（株）大塚商会、岡谷鋼機（株）、（株）カナデン、（株）オリバー、宮吉硝子（株）、（株）コメリ、（株）セブン－イレブン・ジャパン、（株）ファ
ミリーマート、青山商事（株）、（株）バロー、（株）アルペン、（株）ゆうちょ銀行、（株）三菱東京ＵＦＪ銀行、（株）三井住友銀行、三菱ＵＦＪニコス（株）、（株）セディナ、岐阜信金、みずほ
証券（株）、ＳＭＢＣフレンド証券（株）、ＳＭＢＣ日興証券（株）、日本生命保険（相）、（株）かんぽ生命保険、明治安田生命保険（相）、（株）大和証券グループ本社、ソフトバンク（株）、
三菱UFJモルガン・スタンレー証券（株）、三井不動産リアルティ（株）、三交不動産（株）、住友不動産販売（株）、東日本旅客鉄道（株）、西日本旅客鉄道（株）、近畿日本鉄道（株）、
全日本空輸（株）、日本航空（株）、（株）住友倉庫、日本トランスシティ（株）、近畿日本ツーリスト（株）、（株）近鉄エクスプレス、（株）エイチ・アイ・エス、（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ、西日
本電信電話（株）、日本郵便（株）、（株）ジェイアール東海ホテルズ、ワタキューセイモア（株）、中部日本放送（株）、ＴＩＳ（株）、（株）インテック、NECソリューションイノベータ（株）、
楽天（株）、綜合警備保障（株）、（株）ミキハウス、（株）日立システムズ、ＣＤＳ（株）、法務省、岡崎市役所、京都府警察本部、豊田市役所、半田市役所、豊橋市役所 など 

内定速報（2014年7月末現在）

キャリア
センター

どこまでも意欲的な学生の
想いに応える

　
今
年
度
は
採
用
状
況
も
非
常
に
良

く
、就
職
率
は
昨
年
度
の
八
二・一
％（
全

国
平
均
六
七・五
％
）を
大
き
く
上
回
る

勢
い
で
伸
び
て
い
ま
す
。会
社
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、企
業
が
い
よ
い
よ
本
気

で
人
材
獲
得
に
取
り
組
み
始
め
た
。エン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
し
っ
か
り
読
み
、学
生

を
絞
り
こ
ん
だ
上
で
面
接
を
三
度
、四

度
と
重
ね
な
が
ら
、「
グ
ロ
ー
バル
人
材
」

「
人
物
重
視
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
生
を

見
極
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
観
点
と
し
て
は
、将
来
性・人
的
対

応
能
力・社
会
人
基
礎
力
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る
人

を
採
用
し
、自
分
た
ち
の
手
で
育
て
て
い

く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
と
思
い
ま
す
。

キャリアセンター　飯田　晃 部長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、

新
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
。

答
え
を
見
つ
け
る
ま
で

ま
っ
す
ぐ
な
目
で

自
分
と
向
き
あ
った
日
々
。

早
期
対
応
で
万
全
の
準
備
を

　
二
〇
一
六
年
卒
業
予
定
者
か
ら
就
活

ス
ケ
ジ
ュー
ル
が
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
に
な

り
ま
す
。企
業
の
選
考
期
間
も
大
幅
に

短
縮
化
さ
れ
、大
手
も
中
堅
企
業
も
入

り
乱
れ
て
の
短
期
決
戦
に
な
る
。試
験

日
が
重
な
る
企
業
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
反
面
、準
備
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
で
企
業
や
業
界
研
究
に
時
間
を
か

け
ら
れ
ま
す
し
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
企
業
に

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
べ
く
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は「
個
」の
対
応
を
重
視
し
、万

全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
早

め
の
活
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

企
業
の
採
用
活
動

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

企業の採用活動とキャリアセンターのサポート（予定）

4月 5月 6月 7月 8月 9月
3年生 4年生
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●プレエントリー受付スタート（主要就職サイトグランドオープン）

●学部別就職ガイダンス（春）
●インターンシップガイダンス
●就職プレサイト活用ガイダンス

SPI模擬試験（Web受検）

就活対策講座
（身だしなみ・マナー対策／自己PR・志望動機対策／業界・企業研究）

●企業・官公庁セミナー ※ブース形式の合同企業説明会

学内企業セミナー
（随時）

※上記の他、就職活動やインターンシップ、その他進路に関する個別相談を毎日（月～金）受け付けています。

会社説明会
書類選考（エントリーシート・履歴書）
学力・適性検査（筆記・パソコン）

グループディスカッション・面接
内定

●学部別就職ガイダンス（秋）

いつでも学べる就活対策セミナー

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）自己PR対策／志望動機対策
グループディスカッション対策／面接対策

業界・職種研究会 ※教室での業界説明会
（企業・官公庁編／内定者編／OB・OG編）

が
日
常
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
厳
し
い
業
界
。そ
こ
で
自
己

分
析
を
や
り
直
し
て
み
る
と
、困
っ
た
人
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
想
い
に
気

が
つ
い
て
、女
性
が
長
く
、第
一
線
で
活
躍
で
き
る

保
険
業
界
に
軌
道
修
正
し
た
ん
で
す
。

浅
井
　
僕
は
学
生
時
代
、ソ
フ
ト
テ
ニス
部
に
専
念

し
て
い
た
の
で
、正
直
就
活
への
取
り
掛
り
は
遅
か
っ

た
で
す
。リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
厳
し
い
時
代
で
し

た
の
で
、業
界
を
絞
り
込
む
勇
気
も
な
く
、と
に
か

く
多
く
の
企
業
に
ト
ラ
イ
し
、ど
こ
か
で
内
定
を

頂
け
れ
ば
いい
か
な
と
最
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

写真右上から

写真左上から

青木 奈未さん（心理学科4年・内定先／株式会社ジェイアール東海髙島屋）
長尾 直さん（豊田キャリアセンター課長）
浅井 亮二さん（2009年度健康科学科卒・株式会社竹中工務店勤務）
浅井 芳樹さん（名古屋キャリアセンター課長）
山田 千裕さん（2007年度心理学科卒・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社勤務）
野添 陽太さん（競技スポーツ科学科4年・内定先／武田薬品工業株式会社）

（
以
下
、文
中
の
敬
称
略
）

就活を
きちんと
語ろう！

　
さ
て「
資
格
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
名
称
で

す
が
、メ
イ
ン
は
公
務
員
試
験
の
サ
ポ
ー

ト
で
す
。今
年
度
、国
家
公
務
員（
総
合

職
）試
験
で
は
合
格
者
が
十
名（
人
事
院

公
表
値
）に
達
し
ま
し
た
。や
っ
と
合
格

ま
で
の
道
筋
を
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
環
境

が
整
った
か
な
、と
思
って
い
ま
す
。

　一
方
、民
間
企
業
で
は
採
用
に
直
結
す

る
よ
う
な
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、Ｆ
Ｐ

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・プ
ラ
ン
ナ
ー
）の
頂
点

「
Ｃ
Ｆ
Ｐ
」は
例
外
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

銀
行
で
も
支
店
長
ク
ラ
ス
が
目
指
す
国

際
資
格
だ
け
に
、金
融
機
関
への
就
職
を

目
指
す
人
に
は
お
薦
め
で
す
。

　
ま
た「
通
関
士
」は
貿
易
に
関
す
る
資

格
で
す
の
で
、幅
広
い
業
界
の
仕
事
に
役

立
つ
知
識
が
得
ら
れ
ま
す
。こ
の
他
、社
会

人
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
磨
く
講
座
も
あ
り

ま
す
の
で
、ま
ず
は
目
標
を
見
定
め
、そ
の

上
で
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
、大
学
へ
入
っ
た
の
だ
か
ら
資
格

の
一
つ
ぐ
ら
い
、と
お
考
え
の
保
護
者
の

方
は
多
く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。確

か
に
保
護
者
の
方
々
の
時
代
は
、先
生
に

な
ら
な
く
て
も
、教
員
免
許
ぐ
ら
い
取
っ

て
当
た
り
前
と
い
う
認
識
で
し
た
。し
か

し
今
や
採
用
企
業
の
多
く
が「
人
物
重

視
」「
学
歴
不
問
」を
掲
げ
て
人
材
を
選

ぶ
時
代
。コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
な
ど
、

人
物
重
視
の
高
い
ス
キ
ル
が
要
求
さ
れ

ま
す
。そ
れ
に
は
四
年
間
と
い
う
限
り

あ
る
時
間
を
ど
う
過
ご
す
の
か
。部
活

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ア
ル
バ
イ
ト
、や
る
べ
き

こ
と
は
沢
山
あ
る
で
し
ょ
う
。資
格
取
得

を
や
み
く
も
に
勧
め
る
の
で
な
く
、お
子

様
の
進
路
に
必
要
で
あ
る
か
、否
か
。そ

こ
を
見
極
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

資格センター

資格センター　津谷 圭一 部長

か
げ
か
え
の
な
い
学
生
時
代
、

何
を
学
び
、何
を
磨
く
の
か
。

明
確
な
目
標
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
、

目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
。

資格対策講座 合格者

社会人基礎力養成から
難関試験までサポート

速報！ 2014年度10名合格!（人事院公表値） 国 家 公 務 員 総 合 職 合 格 者 の 皆 さ ん（判明分9名）

市川 拳次さん
法学部法律学科（4年）

1年生の頃から培った
勉強を続ける習慣が
合格の一番の武器に。

小栗 崇明さん
法学部法律学科（4年）

合格者の先輩から
アドバイスをいただき
参考になりました。

鈴木 理恵さん
心理学部心理学科（4年）

周囲の温かい支えに
助けられ、励まされて
ついにゴールへ。

夏目 真暢さん
心理学部心理学科（4年）

東大生や京大生と
互角に戦い、
大きな自信を獲得。

後藤 翔一さん
法学部法律学科（4年）

競争意識を持ちつつ、
ともに刺激し合える
仲間の存在が励みに。

佐藤 宏紀さん
法学部法律学科（4年）

中京大生の実力なら
合格できるはず。
諦めず前進あるのみ！

濱條 由莉さん
経済学部経済学科（4年）

目標をしっかり持つ。
あとは努力次第で、
なんとかなる！

鶸田 英之さん
法学部法律学科（4年）

コツコツ勉強するのが
苦手でも合格できた。
すべて大学のおかげ。

熊澤 沙紀さん
法学部法律学科（4年）

自分の殻にこもらず
ポジティブに、
何事にも意欲的に。

※国家総合職及び国家一般職の合格者数は人事院公表値

■主要公務員試験合格者数

国家総合職
国家一般職

2011年度種類 2012年度 2013年度

国税専門官
裁判所一般職

地方上級
（内訳）

財務専門官
労働基準監督官
法務省専門職

合計

2名
33名
45名
10名
59名

愛知県
名古屋市
静岡県
その他

23名
6名
3名
27名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

26名
8名
3名
3名
24名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

28名
10名
7名
4名
18名

ー
ー
ー

149名

5名
50名
40名
7名
67名

3名
1名
ー

173名

8名
17名
34名
8名
64名

ー
ー
1名

132名

■国家資格試験合格者数

宅地建物取引主任者
総合・国内旅行業務取扱管理者
通関士
2級FP技能士（AFP）
1級FP技能士
基本情報技術者

過去3年（2011～2013年度計）種別
663名
74名
18名
607名
23名
19名

幅広い資格取得を手厚くサポートしています

富樫 香央理さん経営学部
経営学科（4年）

徐々に勉強にの
めり込んでいき、
2度目の受験で、
晴れて合格！

柴田 一慶さん経営学部
経営学科（4年）

難関資格に合格
できたことが
大きな自信に
つながりました。

資格
センター

　宅建、行政書士の資
格取得を目標に掲げ、
1年生から法律関連の知
識を学ぶなかで、徐々に
勉強の習慣が身について
いったのが合格の一番の
理由だと思います。合格
後の官庁訪問では、東大
や京大などの有名大学の
学生たちと一緒に。自分
も同じ立場だと思うと、大
きな自信になりました。

　資格センターでは、合
格を勝ち取った1学年上
の先輩と話す機会を設け
ていただけたのが良かっ
たです。モチベーションの
保ち方、具体的な勉強法
についてアドバイスをいた
だいたうえ、「つらい時期
だけど頑張りなよ」と温か
い励ましの言葉もかけて
もらい、勉強への意欲が
改めて湧きました。

　勉強する科目も多いで
すし、心の余裕を失わな
いようポジティブな気持ち
で取り組むことが大切。そ
れでも不安になった時、
いつも味方になり自信を
与えてくれたのが、資格
センターの方々でした。ま
た講座の先生や先輩方
の声はモチベーション
アップに役立ちます。よう
は何を吸収すべきか、勉
強が全てではありません。

　国家総合職は難関で
すが、卒業することが大
前提。学部の勉強も疎か
にはできません。そこで片
道2時間弱の通学時間
を講座の復習にあて、授
業との両立を図りました。
　個別の自習スペース
「弘道塾」では、仲間と競
争意識を持ちながらも、
一緒に勉強に励むことが
でき、合格の決め手に
なったかなと思います。

　法務省に内定した先
輩に触発され、自分もこ
の国を支える力になりた
いと奮起。無理だ、という
親の反対を押し切っての
挑戦でしたので、アルバイ
トで資金を稼ぎながら、効
率よく勉強できるよう工
夫して乗り切りました。
　中京大生はもっと自信
を持つべきだし、公務員
に強いという伝統を僕も
築いていきたいですね。

　私は経済学部ですの
で、得意な「経済区分」で
の合格。勉強も宅建でな
く、論文や面接対策など
を行う「準備講座」から始
めたことで、難しい法律の
勉強にもスムーズに入っ
ていけたと思います。
　学部では2年、3年次
の成績が認められ教育
奨励賞も受賞。目標を強
く持ち続けることで、一人
暮らしでも頑張れました。

　入学後のガイダンスで、
中京大学には公務員へ
の道が用意されていると
知り、自分はなんてラッ
キーだろうと思いましたね。
　地道に勉強を重ねる
のが苦手なタイプ。です
から1年生で宅建、2年生
で行政書士とステップを
踏みながら学べたこと、し
かも手厚いサポートを受
けられて、改めて運が良
かったと思っています。

　霞が関の訪問セミナー
など、資格講座を通して1
年次から総合職という高
い目標を与えて貰えたこ
とに感謝しています。
　2週間の官庁訪問は、
この3年半の勉強が霞ん
でしまうぐらいハードなも
のでした。ですが最終クー
ルまで残り、東大生や京
大生と肩を並べて戦えた
のは、大きな自信になりま
したし収穫でしたね。

　歴史の暗記など、教養
科目の勉強が大変でした
が、その分、得意な数的
処理の勉強に力を注い
で苦手なところをカバー。
資格センターのサポート
にも助けられながら、官庁
訪問も終え、内々定を獲
得できたところです。
　もう一つ、放任主義の
親ですが、いろいろな面
で私を支えてくれたことに
改めて感謝しています。

高校時代の留学を機に貿易の仕事
に興味を持っていたため、入学後に通
関士の存在を知り、やりがいがありそう
だと感じて取得を決意。1度目の試験
では不合格でしたが、徐々に通関士
の勉強が面白くなり、2度目の挑戦で
合格を手にしました。

※CFP®
合格

通関士
合格

入学前から金融に強い関心があった
ため、全国の大学で唯一のCFP講座
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※Certified Financial Planner®。 
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保
護
者
の
皆
様
の
想
い
を

受
け
止
め
、伝
え
な
が
ら

今
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ

発
揮
す
べ
き
は「
家
族
力
」

教育後援会長
ご挨拶

保護者と大学がともに

学生を見守れるよう、

できる支援を探り続けたい。

一
人
ひ
と
り
の
未
来
へ
。

想
い
を
つ
な
い
で
い
く

ミ
ッ
シ
ョ
ン
。

二
〇
一
四
年
春
、中
京
大
学
は
開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
走
り
始
め
ま
し
た
。

新
生
・
中
京
大
学
へ
、第
二
の
建
学
期
と
し
て

大
き
く
動
き
つ
つ
あ
る
今
、子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
環
境
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

そ
の
先
に
、ど
ん
な
大
学
の
未
来
像
が
あ
る
の
か
。

教
育
後
援
会
報
は
、そ
ん
な
大
学
の

「
い
ま
」と「
こ
れ
か
ら
」を
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、

保
護
者
の
皆
様
に
大
学
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

皆
様
と
と
も
に
、子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
充
実
し
た

学
生
生
活
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
後
援
会
長
ご
挨
拶

学
長
ご
挨
拶

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

中
京
大
学
長
期
計
画「
N
E
X
T
10
」ス
タ
ー
ト
。

建
学
の
精
神
を 

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

留
学
、と
い
う
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

国
際
セ
ン
タ
ー

社
会
人
基
礎
力
養
成
か
ら
難
関
試
験
ま
で
サ
ポ
ー
ト

資
格
セ
ン
タ
ー

ど
こ
ま
で
も
意
欲
的
な
学
生
の
想
い
に
応
え
る

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

就
活
を
き
ち
ん
と
語
ろ
う
！

H
ealth C

are

心
と
体
の
健
康
サ
ポ
ー
ト

良
き
学
び
の
場
へ

中
京
大
学 

F
D
活
動
を
支
え
る

輝
く
中
京
大
生

中
京
大
学
の〝
産
官
学
〞連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

二
〇
一
四
年
度
教
育
懇
談
会
報
告 

第
十
四
回 

教
育
奨
励
賞
授
与
式

施
設
紹
介

部
活
応
援
紹
介
／
成
績
表
の
見
方
／

個
人
情
報
保
護
の
基
本
方
針

　
中
京
大
学
教
育
後
援
会
は
、教
育
懇
談
会
や
奨
学

金
制
度
、教
育
奨
励
賞
の
授
与
な
ど
、他
大
学
に
先
駆

け
諸
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
の
間
、社
会

構
造
の
急
激
な
変
化
や
少
子
化
の
進
展
を
背
景
に
、

近
年
と
く
に
保
護
者
の
皆
様
の
大
学
に
対
す
る
期
待

の
大
き
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。先
の
教

育
懇
談
会
で
も
ご
両
親
揃
っ
て
参
加
さ
れ
る
姿
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
な
り
、教
育
後
援
会
の
存
在
意
義

を
噛
み
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、中
部
地
区
私
大

ト
ッ
プ
に
進
化・発
展
し
た
本
学
で
す
が
、関
係
各
位

の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
と
、時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
改

革
が
功
を
奏
し
た
結
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。今
年
度

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
将
来
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」も
、グ

ロ
ー
バ
ル
化
、複
雑
化
の
進
む
時
代
の
先
を
見
据
え
、

厳
し
い
経
済
社
会
を
生
き
抜
く
人
材
を
育
成
し
て
く

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
つ
き
ま
し
て
は
、少
子

化
に
よ
る
学
生
数
の
減
少
、あ
る
い
は
地
域
社
会
へ
の

貢
献
と
い
う
視
点
か
ら「
社
会
人
学
生
の
受
入
れ
」に

も
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。さ
ら
に「
国
際
化
の
推

進
」は
、外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
体
制
の
整
備
、英

語
教
育
や
奨
学
金
の
充
実
、国
際
学
生
寮
の
新
設
な

ど
、大
学
の
み
な
ら
ず
、同
窓
会
や
教
育
後
援
会
が
一

体
と
な
っ
て
推
進
す
べ
き
取
り
組
み
で
あ
ろ
う
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、保
護
者
に
と
っ
て
一
番
の
心
配
事
で
あ

る「
就
職
未
決
定
者
に
対
す
る
支
援
」も
教
育
後
援

会
と
し
て
は
早
急
に
検
討
し
た
い
事
項
の
一
つ
。教
育

後
援
会
で
は
今
後
と
も
、学
生
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
ど

ん
な
支
援
が
で
き
る
の
か
。大
学
、そ
し
て
保
護
者
の

方
々
と
の
連
携
を
深
め
、検
討
を
加
え
な
が
ら
前
進

し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
保
護
者
の
皆
様
に
は
、お
子
様
が
自
分
の
目

的
に
向
か
っ
て
邁
進
で
き
る
よ
う
、大
学
の
教
育
方
針

や
支
援
体
制
を
理
解
し
、お
子
様
と
の
会
話
の
機
会

を
少
し
で
も
多
く
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。意
見（
愛
情
）を
交
わ
し
合
い
、陰
な
が
ら
応
援
し

て
欲
し
い
。家
族
が
力
を
合
わ
せ
て
生
き
て
い
く「
家

族
力
」を
発
揮
し
、ど
う
か
し
っ
か
り
と
お
子
様
を
支

え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
で
は
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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就
職
活
動
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意
識
し
て
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
？

青
木　
私
は
三
年
生
の
春
学
期
で
す
。初
め
て
の

就
職
説
明
会
後
、の
ん
び
り
構
え
て
い
た
ら
、ま
わ

り
の
皆
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
意
欲
的
で
。置
い

て
い
か
れ
な
い
よ
う
、軽
い
気
持
ち
で
一
日
だ
け
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ

だ
！
」と
い
う
会
社
に
め
ぐ
り
逢
え
た
ん
で
す
。偶

然
で
す
が
、縁
あ
って
そ
の
会
社
か
ら
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

野
添
　
僕
は
こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
一
筋
。卒
業
後
も

プ
ロ
の
道
へ
進
む
べ
き
か
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
悩
ん
で
い
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
エ
ン
ト
リ
ー
、

保
護
者
の
方
々
に
は
ど
れ
も

耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
や
就
職
戦
線
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

か
つ
て
の「
就
活
」か
ら
は
、

想
像
も
つ
か
な
い
苦
労
を
乗
り
越
え
、

学
生
は
道
を
切
り
拓
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
か
。

卒
業
生
、内
定
者
の
皆
さ
ん
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
と
も
あ
って
、就
活
を
始
め
た
の
が
三
年
生
の
十

二
月
。や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
ず
、業
種
も
絞
れ

な
い
。四
十
年
、五
十
年
と
働
く
の
に
、そ
れ
を
こ
の

短
期
間
で
決
め
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、た
だ
あ
せ
る
ば

か
り
で…

。結
果
的
に
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、

行
き
た
い
会
社
に
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
に
は
早
め
の
ス
タ
ー
ト
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

目
指
す
業
界
を
ど
う
絞
り
こ
み
ま
し
た
か
？

山
田
　
も
と
も
と
ホ
テ
ル
マ
ン
を
目
指
し
て
、一
年

生
の
頃
か
ら
大
手
外
資
系
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
き
ま
し
た
が
、長
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目
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キャリア
センター

どこまでも意欲的な学生の
想いに応える

　
今
年
度
は
採
用
状
況
も
非
常
に
良

く
、就
職
率
は
昨
年
度
の
八
二・一
％（
全

国
平
均
六
七・五
％
）を
大
き
く
上
回
る

勢
い
で
伸
び
て
い
ま
す
。会
社
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、企
業
が
い
よ
い
よ
本
気

で
人
材
獲
得
に
取
り
組
み
始
め
た
。エン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
し
っ
か
り
読
み
、学
生

を
絞
り
こ
ん
だ
上
で
面
接
を
三
度
、四

度
と
重
ね
な
が
ら
、「
グ
ロ
ー
バル
人
材
」

「
人
物
重
視
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
生
を

見
極
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
観
点
と
し
て
は
、将
来
性・人
的
対

応
能
力・社
会
人
基
礎
力
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る
人

を
採
用
し
、自
分
た
ち
の
手
で
育
て
て
い

く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
と
思
い
ま
す
。

キャリアセンター　飯田　晃 部長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、

新
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
。

答
え
を
見
つ
け
る
ま
で

ま
っ
す
ぐ
な
目
で

自
分
と
向
き
あ
った
日
々
。

早
期
対
応
で
万
全
の
準
備
を

　
二
〇
一
六
年
卒
業
予
定
者
か
ら
就
活

ス
ケ
ジ
ュー
ル
が
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
に
な

り
ま
す
。企
業
の
選
考
期
間
も
大
幅
に

短
縮
化
さ
れ
、大
手
も
中
堅
企
業
も
入

り
乱
れ
て
の
短
期
決
戦
に
な
る
。試
験

日
が
重
な
る
企
業
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
反
面
、準
備
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
で
企
業
や
業
界
研
究
に
時
間
を
か

け
ら
れ
ま
す
し
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
企
業
に

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
べ
く
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は「
個
」の
対
応
を
重
視
し
、万

全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
早

め
の
活
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

企
業
の
採
用
活
動

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

企業の採用活動とキャリアセンターのサポート（予定）

4月 5月 6月 7月 8月 9月
3年生 4年生
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●プレエントリー受付スタート（主要就職サイトグランドオープン）

●学部別就職ガイダンス（春）
●インターンシップガイダンス
●就職プレサイト活用ガイダンス

SPI模擬試験（Web受検）

就活対策講座
（身だしなみ・マナー対策／自己PR・志望動機対策／業界・企業研究）

●企業・官公庁セミナー ※ブース形式の合同企業説明会

学内企業セミナー
（随時）

※上記の他、就職活動やインターンシップ、その他進路に関する個別相談を毎日（月～金）受け付けています。

会社説明会
書類選考（エントリーシート・履歴書）
学力・適性検査（筆記・パソコン）

グループディスカッション・面接
内定

●学部別就職ガイダンス（秋）

いつでも学べる就活対策セミナー

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）自己PR対策／志望動機対策
グループディスカッション対策／面接対策

業界・職種研究会 ※教室での業界説明会
（企業・官公庁編／内定者編／OB・OG編）

が
日
常
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
厳
し
い
業
界
。そ
こ
で
自
己

分
析
を
や
り
直
し
て
み
る
と
、困
っ
た
人
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
想
い
に
気

が
つ
い
て
、女
性
が
長
く
、第
一
線
で
活
躍
で
き
る

保
険
業
界
に
軌
道
修
正
し
た
ん
で
す
。

浅
井
　
僕
は
学
生
時
代
、ソ
フ
ト
テ
ニス
部
に
専
念

し
て
い
た
の
で
、正
直
就
活
への
取
り
掛
り
は
遅
か
っ

た
で
す
。リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
厳
し
い
時
代
で
し

た
の
で
、業
界
を
絞
り
込
む
勇
気
も
な
く
、と
に
か

く
多
く
の
企
業
に
ト
ラ
イ
し
、ど
こ
か
で
内
定
を

頂
け
れ
ば
いい
か
な
と
最
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

写真右上から

写真左上から

青木 奈未さん（心理学科4年・内定先／株式会社ジェイアール東海髙島屋）
長尾 直さん（豊田キャリアセンター課長）
浅井 亮二さん（2009年度健康科学科卒・株式会社竹中工務店勤務）
浅井 芳樹さん（名古屋キャリアセンター課長）
山田 千裕さん（2007年度心理学科卒・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社勤務）
野添 陽太さん（競技スポーツ科学科4年・内定先／武田薬品工業株式会社）

（
以
下
、文
中
の
敬
称
略
）

就活を
きちんと
語ろう！



就
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意
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取
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？
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イ
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キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、

新
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
。

答
え
を
見
つ
け
る
ま
で

ま
っ
す
ぐ
な
目
で

自
分
と
向
き
あ
った
日
々
。

早
期
対
応
で
万
全
の
準
備
を

　
二
〇
一
六
年
卒
業
予
定
者
か
ら
就
活

ス
ケ
ジ
ュー
ル
が
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
に
な

り
ま
す
。企
業
の
選
考
期
間
も
大
幅
に

短
縮
化
さ
れ
、大
手
も
中
堅
企
業
も
入

り
乱
れ
て
の
短
期
決
戦
に
な
る
。試
験

日
が
重
な
る
企
業
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
反
面
、準
備
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
で
企
業
や
業
界
研
究
に
時
間
を
か

け
ら
れ
ま
す
し
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
企
業
に

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
べ
く
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は「
個
」の
対
応
を
重
視
し
、万

全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
早

め
の
活
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

企
業
の
採
用
活
動

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

企業の採用活動とキャリアセンターのサポート（予定）

4月 5月 6月 7月 8月 9月
3年生 4年生
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●プレエントリー受付スタート（主要就職サイトグランドオープン）

●学部別就職ガイダンス（春）
●インターンシップガイダンス
●就職プレサイト活用ガイダンス

SPI模擬試験（Web受検）

就活対策講座
（身だしなみ・マナー対策／自己PR・志望動機対策／業界・企業研究）

●企業・官公庁セミナー ※ブース形式の合同企業説明会

学内企業セミナー
（随時）

※上記の他、就職活動やインターンシップ、その他進路に関する個別相談を毎日（月～金）受け付けています。

会社説明会
書類選考（エントリーシート・履歴書）
学力・適性検査（筆記・パソコン）

グループディスカッション・面接
内定

●学部別就職ガイダンス（秋）

いつでも学べる就活対策セミナー

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）自己PR対策／志望動機対策
グループディスカッション対策／面接対策

業界・職種研究会 ※教室での業界説明会
（企業・官公庁編／内定者編／OB・OG編）

が
日
常
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
厳
し
い
業
界
。そ
こ
で
自
己

分
析
を
や
り
直
し
て
み
る
と
、困
っ
た
人
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
想
い
に
気

が
つ
い
て
、女
性
が
長
く
、第
一
線
で
活
躍
で
き
る

保
険
業
界
に
軌
道
修
正
し
た
ん
で
す
。

浅
井
　
僕
は
学
生
時
代
、ソ
フ
ト
テ
ニス
部
に
専
念

し
て
い
た
の
で
、正
直
就
活
への
取
り
掛
り
は
遅
か
っ

た
で
す
。リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
厳
し
い
時
代
で
し

た
の
で
、業
界
を
絞
り
込
む
勇
気
も
な
く
、と
に
か

く
多
く
の
企
業
に
ト
ラ
イ
し
、ど
こ
か
で
内
定
を

頂
け
れ
ば
いい
か
な
と
最
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

写真右上から

写真左上から

青木 奈未さん（心理学科4年・内定先／株式会社ジェイアール東海髙島屋）
長尾 直さん（豊田キャリアセンター課長）
浅井 亮二さん（2009年度健康科学科卒・株式会社竹中工務店勤務）
浅井 芳樹さん（名古屋キャリアセンター課長）
山田 千裕さん（2007年度心理学科卒・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社勤務）
野添 陽太さん（競技スポーツ科学科4年・内定先／武田薬品工業株式会社）

（
以
下
、文
中
の
敬
称
略
）

就活を
きちんと
語ろう！

中京大学教育後援会長

杉野 邦廣

保
護
者
の
皆
様
の
想
い
を

受
け
止
め
、伝
え
な
が
ら

今
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ

発
揮
す
べ
き
は「
家
族
力
」

教育後援会長
ご挨拶

保護者と大学がともに

学生を見守れるよう、

できる支援を探り続けたい。

一
人
ひ
と
り
の
未
来
へ
。

想
い
を
つ
な
い
で
い
く

ミ
ッ
シ
ョ
ン
。

二
〇
一
四
年
春
、中
京
大
学
は
開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
走
り
始
め
ま
し
た
。

新
生
・
中
京
大
学
へ
、第
二
の
建
学
期
と
し
て

大
き
く
動
き
つ
つ
あ
る
今
、子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
環
境
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

そ
の
先
に
、ど
ん
な
大
学
の
未
来
像
が
あ
る
の
か
。

教
育
後
援
会
報
は
、そ
ん
な
大
学
の

「
い
ま
」と「
こ
れ
か
ら
」を
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、

保
護
者
の
皆
様
に
大
学
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

皆
様
と
と
も
に
、子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
充
実
し
た

学
生
生
活
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
後
援
会
長
ご
挨
拶

学
長
ご
挨
拶

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

中
京
大
学
長
期
計
画「
N
E
X
T
10
」ス
タ
ー
ト
。

建
学
の
精
神
を 

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

留
学
、と
い
う
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

国
際
セ
ン
タ
ー

社
会
人
基
礎
力
養
成
か
ら
難
関
試
験
ま
で
サ
ポ
ー
ト

資
格
セ
ン
タ
ー

ど
こ
ま
で
も
意
欲
的
な
学
生
の
想
い
に
応
え
る

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

就
活
を
き
ち
ん
と
語
ろ
う
！

H
ealth C

are

心
と
体
の
健
康
サ
ポ
ー
ト

良
き
学
び
の
場
へ

中
京
大
学 

F
D
活
動
を
支
え
る

輝
く
中
京
大
生

中
京
大
学
の〝
産
官
学
〞連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

二
〇
一
四
年
度
教
育
懇
談
会
報
告 

第
十
四
回 

教
育
奨
励
賞
授
与
式

施
設
紹
介

部
活
応
援
紹
介
／
成
績
表
の
見
方
／

個
人
情
報
保
護
の
基
本
方
針

　
中
京
大
学
教
育
後
援
会
は
、教
育
懇
談
会
や
奨
学

金
制
度
、教
育
奨
励
賞
の
授
与
な
ど
、他
大
学
に
先
駆

け
諸
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
の
間
、社
会

構
造
の
急
激
な
変
化
や
少
子
化
の
進
展
を
背
景
に
、

近
年
と
く
に
保
護
者
の
皆
様
の
大
学
に
対
す
る
期
待

の
大
き
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。先
の
教

育
懇
談
会
で
も
ご
両
親
揃
っ
て
参
加
さ
れ
る
姿
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
な
り
、教
育
後
援
会
の
存
在
意
義

を
噛
み
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、中
部
地
区
私
大

ト
ッ
プ
に
進
化・発
展
し
た
本
学
で
す
が
、関
係
各
位

の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
と
、時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
改

革
が
功
を
奏
し
た
結
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。今
年
度

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
将
来
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」も
、グ

ロ
ー
バ
ル
化
、複
雑
化
の
進
む
時
代
の
先
を
見
据
え
、

厳
し
い
経
済
社
会
を
生
き
抜
く
人
材
を
育
成
し
て
く

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
つ
き
ま
し
て
は
、少
子

化
に
よ
る
学
生
数
の
減
少
、あ
る
い
は
地
域
社
会
へ
の

貢
献
と
い
う
視
点
か
ら「
社
会
人
学
生
の
受
入
れ
」に

も
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。さ
ら
に「
国
際
化
の
推

進
」は
、外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
体
制
の
整
備
、英

語
教
育
や
奨
学
金
の
充
実
、国
際
学
生
寮
の
新
設
な

ど
、大
学
の
み
な
ら
ず
、同
窓
会
や
教
育
後
援
会
が
一

体
と
な
っ
て
推
進
す
べ
き
取
り
組
み
で
あ
ろ
う
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、保
護
者
に
と
っ
て
一
番
の
心
配
事
で
あ

る「
就
職
未
決
定
者
に
対
す
る
支
援
」も
教
育
後
援

会
と
し
て
は
早
急
に
検
討
し
た
い
事
項
の
一
つ
。教
育

後
援
会
で
は
今
後
と
も
、学
生
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
ど

ん
な
支
援
が
で
き
る
の
か
。大
学
、そ
し
て
保
護
者
の

方
々
と
の
連
携
を
深
め
、検
討
を
加
え
な
が
ら
前
進

し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
保
護
者
の
皆
様
に
は
、お
子
様
が
自
分
の
目

的
に
向
か
っ
て
邁
進
で
き
る
よ
う
、大
学
の
教
育
方
針

や
支
援
体
制
を
理
解
し
、お
子
様
と
の
会
話
の
機
会

を
少
し
で
も
多
く
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。意
見（
愛
情
）を
交
わ
し
合
い
、陰
な
が
ら
応
援
し

て
欲
し
い
。家
族
が
力
を
合
わ
せ
て
生
き
て
い
く「
家

族
力
」を
発
揮
し
、ど
う
か
し
っ
か
り
と
お
子
様
を
支

え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
で
は
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

中京大学教育後援会長

杉野 邦廣
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今
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時
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そ

発
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べ
き
は「
家
族
力
」

教育後援会長
ご挨拶

保護者と大学がともに

学生を見守れるよう、

できる支援を探り続けたい。
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来
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つ
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で
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く

ミ
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ン
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二
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大
学
は
開
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を
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て
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る
の
か
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の
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に
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ん
な
大
学
の
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来
像
が
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の
か
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後
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会
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な
大
学
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「
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」と「
こ
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お
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え
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る
こ
と
で
、

保
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者
の
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に
大
学
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の
理
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深
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た
だ
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、

皆
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と
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も
に
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た
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一
人
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と
り
の
充
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し
た

学
生
生
活
を
支
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て
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た
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と
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い
ま
す
。

教
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後
援
会
長
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学
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ご
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学
六
十
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年
の
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点
回
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。

中
京
大
学
長
期
計
画「
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」ス
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建
学
の
精
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ま
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代
の
改
革
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国
際
セ
ン
タ
ー

社
会
人
基
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力
養
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難
関
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ま
で
サ
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ト

資
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タ
ー

ど
こ
ま
で
も
意
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的
な
学
生
の
想
い
に
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る
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ア
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ー
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で
は
今
後
と
も
、学
生
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
ど

ん
な
支
援
が
で
き
る
の
か
。大
学
、そ
し
て
保
護
者
の

方
々
と
の
連
携
を
深
め
、検
討
を
加
え
な
が
ら
前
進

し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
保
護
者
の
皆
様
に
は
、お
子
様
が
自
分
の
目

的
に
向
か
っ
て
邁
進
で
き
る
よ
う
、大
学
の
教
育
方
針

や
支
援
体
制
を
理
解
し
、お
子
様
と
の
会
話
の
機
会

を
少
し
で
も
多
く
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。意
見（
愛
情
）を
交
わ
し
合
い
、陰
な
が
ら
応
援
し

て
欲
し
い
。家
族
が
力
を
合
わ
せ
て
生
き
て
い
く「
家

族
力
」を
発
揮
し
、ど
う
か
し
っ
か
り
と
お
子
様
を
支

え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
で
は
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、

仕
事
の
苦
労
も
歓
び
に
な
る
。

自
分
が
ど
れ
ほ
ど
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。

浮
か
ん
だ
、「
感
謝
」の
二
文
字
。

就
活
で
も
っ
と
も
苦
労
し
た
こ
と
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
は
？

浅
井　
結
局
、プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
が
百
五
十
社
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
た
の
が
約
七
十
社

で
、そ
の
半
分
が
手
書
き
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、体
力
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

野
添
　
僕
は
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
、十
五

社
で
も
相
当
つ
ら
か
っ
た（
笑
）。で
も
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
　
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
そ
う
で
し
た
が
、面

接
練
習
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
何

度
も
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て…

。ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
た
ら
絶
対
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
、

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
存
在
で
し
た
ね
。

浅
井
　
逆
に
、僕
は
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
も
面
接

で
も
、最
初
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
教
わ
っ
た
こ

と
を
た
だ
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
。自
分
の
就
職

活
動
な
の
に
、人
任
せ
に
な
って
い
ま
し
た
。取
り

掛
り
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、失
敗
す
る
こ
と
が
怖

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。〝
自
分
〞を
出
す
こ
と

も
忘
れ
、振
り
返
る
と
、た
だ「
就
活
」の
ま
ね
ご

と
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。企
業
の
説

明
会
を
受
け
に
東
京
や
大
阪
を
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
が
、気
付
け
ば
卒
業
旅
行
の
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
も
消
え
て
い
き
、お
ま
け

に
内
定
も
取
れ
な
い
。「
俺
は
いっ
た
い
何
を
や
って

ん
だ
ろ
う
」と
恥
ず
か
し
な
が
ら
、電
車
の
中
で

一
人
、泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

浅
井
課
長
　
周
り
が
決
ま
って
い
く
焦
り
と
、ど

う
し
て
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
内
定
が
貰

え
な
い
の
か
、そ
ん
な
悔
し
さ
で
す
よ
ね
。い
つ
頃

が
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
？

浅
井
　
選
考
が
進
ん
で
く
る
二
月
中
旬
頃
で
す

ね
。そ
の
後
、自
分
が
本
当
に
就
き
た
い
仕
事
は

何
か
。自
己
分
析・業
界
研
究
を
き
ち
ん
と
や
り

直
し
、一
社
一
社〝
自
分
〞の
言
葉
で
、気
持
ち
を

込
め
て
臨
む
よ
う
に
な
って
、初
め
て
内
定
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
役
立
っ
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
は
何
で
す
か
？

長
尾
課
長　
山
田
さ
ん
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
し
て

いっ
た
印
象
が
あ
る
け
れ
ど
。

山
田
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
関
し
て
は
比
較
的

そ
う
で
す
が
、私
は
業
界
を
絞
り
こ
み
過
ぎ
て
し

ま
って
、「
全
滅
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う

焦
り
が
実
は
強
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
当
時
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
い

う
講
座
で
、お
じ
ぎ
や
戸
の
開
け
閉
め
な
ど
の
立

ち
居
振
る
舞
い
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
、自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
添
　「
いつ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」と
い
う
就
職

対
策
講
座
で
、自
分
の
面
接
風
景
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ

て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、我
な
が
ら
態
度
が

悪
く
て…

こ
ん
な
学
生
、採
り
た
く
な
い
な
あ
って

反
省
し
ま
し
た（
笑
）。そ
の
後
、自
分
の
姿
を
見

て
、面
接
本
番
に
向
け
て
修
正
し
て
い
き
ま
し
た
。

浅
井
　
企
業・官
公
庁
セ
ミ
ナ
ー
は
凄
い
規
模
で

し
た
ね
。

山
田
　
大
手
の
企
業
が
足
を
運
ば
ず
と
も
大
学

ま
で
来
て
く
れ
る
。そ
う
い
う
企
業
を
呼
び
寄
せ

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の
腕
が
ス
ゴ
イ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
に
手
厚
い
な
ら
中
京
大
学
に
入
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
他
大
学
の
友
人
も
い
ま
し
た
。

長
尾
課
長
　
業
界・職
種
研
究
会
と
企
業・官
公

庁
セ
ミ
ナ
ー
を
合
わ
せ
て
四
〇
〇
社
前
後
か
な
。

た
ぶ
ん
他
大
学
さ
ん
と
比
べ
て
も
最
大
級
の
規
模

じ
ゃ
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

浅
井
課
長
　
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

保
護
者
の
方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

青
木　
岐
阜
県
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す
が
、家
か

ら
駅
ま
で
は
バ
ス
で
四
十
分
。就
活
は
移
動
も
多

く
、冬
は
寒
い
で
す
し
、体
力
的
に
つ
ら
か
っ
た
の

で
す
が
、母
が
察
知
し
て
く
れ
、駅
ま
で
毎
日
送

迎
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
し
た
の
で
、よ
く
電

話
で
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。親
と
し
て
は

私
の
選
択
に
意
見
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
安
心
感
を
与
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
添
　
ス
ー
ツ
代
や
交
通
費
、生
活
費
も
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
休
ん
で
就
活
に
集

中
で
き
ま
し
た
し
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

浅
井
　
僕
は
一
切
、両
親
に
就
活
の
話
は
し
て
い

な
い
で
す
ね
。そ
れ
ま
で
の
人
生
で
相
当
な
苦
労

を
か
け
て
き
た
の
で
、「
こ
う
い
う
会
社
に
内
定
を

貰
い
ま
し
た
」と
き
ち
ん
と
報
告
す
る
こ
と
が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。就
活
だ
け
は
親
に
甘

え
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。流
石
に
親
も

心
配
し
て
か
、一
度
だ
け「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？
」と
訊
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

時
も
、「
適
当
に
や
っ
て
る
よ
」と
答
え
て
お
し
ま

い
。で
も
何
気
な
い
そ
の
一
言
が
よ
り
一
層
や
る
気

を
掻
き
立
て
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、こ
れ
か
ら
就
活
に 

臨
む
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田　
受
験
勉
強
は
大
学
四
年
間
の
た
め
、就

職
活
動
は
そ
の
後
、何
十
年
と
い
う
人
生
の
た

め
、と
考
え
る
と
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
就
職
活
動
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。社
会
人
に

な
って
み
る
と
、こ
ん
な
に
責
任
の
あ
る
仕
事
に
就

か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。で
も
学
生
時
代
、あ
れ
ほ
ど
な
り
た
か
っ
た

仕
事
に
就
い
て
い
る
。そ
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、就
職
活
動
を
頑
張
っ
た
お
か
げ
。そ
ん
な
ふ

う
に
思
え
る
仕
事
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

浅
井
　
今
の
世
の
中
、生
き
方
は
様
々
で
す
が
、

就
活
に
臨
む
と
決
め
た
後
輩
に
は
、一
生
に
一
回

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
納
得
い
く
ま
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
へ
ひ
と
こ
と

浅
井
課
長　
今
の
学
生
が
ど
れ
ほ
ど
悩
み
、時
に

は
泣
き
な
が
ら
就
活
を
乗
り
越
え
て
い
る
か
。そ

の
現
実
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、親
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
考

え
方
、行
動
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、社
会
人
と

の
接
点
を
作
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

長
尾
課
長
　
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
活
用
で
き
る
と
、考
え
を
整
理
し
や
す
く
、う

ま
く
レ
ー
ル
に
乗
れ
る
気
が
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
子

様
に
は
、当
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就活をきちんと語ろう！

就
職
活
動
を
意
識
し
て
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
？

青
木　
私
は
三
年
生
の
春
学
期
で
す
。初
め
て
の

就
職
説
明
会
後
、の
ん
び
り
構
え
て
い
た
ら
、ま
わ

り
の
皆
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
意
欲
的
で
。置
い

て
い
か
れ
な
い
よ
う
、軽
い
気
持
ち
で
一
日
だ
け
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ

だ
！
」と
い
う
会
社
に
め
ぐ
り
逢
え
た
ん
で
す
。偶

然
で
す
が
、縁
あ
って
そ
の
会
社
か
ら
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

野
添
　
僕
は
こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
一
筋
。卒
業
後
も

プ
ロ
の
道
へ
進
む
べ
き
か
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
悩
ん
で
い
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
エ
ン
ト
リ
ー
、

保
護
者
の
方
々
に
は
ど
れ
も

耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
や
就
職
戦
線
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

か
つ
て
の「
就
活
」か
ら
は
、

想
像
も
つ
か
な
い
苦
労
を
乗
り
越
え
、

学
生
は
道
を
切
り
拓
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
か
。

卒
業
生
、内
定
者
の
皆
さ
ん
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
と
も
あ
って
、就
活
を
始
め
た
の
が
三
年
生
の
十

二
月
。や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
ず
、業
種
も
絞
れ

な
い
。四
十
年
、五
十
年
と
働
く
の
に
、そ
れ
を
こ
の

短
期
間
で
決
め
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、た
だ
あ
せ
る
ば

か
り
で…

。結
果
的
に
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、

行
き
た
い
会
社
に
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
に
は
早
め
の
ス
タ
ー
ト
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

目
指
す
業
界
を
ど
う
絞
り
こ
み
ま
し
た
か
？

山
田
　
も
と
も
と
ホ
テ
ル
マ
ン
を
目
指
し
て
、一
年

生
の
頃
か
ら
大
手
外
資
系
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
き
ま
し
た
が
、長
い
目
で
考
え
れ
ば
、女
性
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キャリア
センター

どこまでも意欲的な学生の
想いに応える

　
今
年
度
は
採
用
状
況
も
非
常
に
良

く
、就
職
率
は
昨
年
度
の
八
二・一
％（
全

国
平
均
六
七・五
％
）を
大
き
く
上
回
る

勢
い
で
伸
び
て
い
ま
す
。会
社
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、企
業
が
い
よ
い
よ
本
気

で
人
材
獲
得
に
取
り
組
み
始
め
た
。エン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
し
っ
か
り
読
み
、学
生

を
絞
り
こ
ん
だ
上
で
面
接
を
三
度
、四

度
と
重
ね
な
が
ら
、「
グ
ロ
ー
バル
人
材
」

「
人
物
重
視
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
生
を

見
極
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
観
点
と
し
て
は
、将
来
性・人
的
対

応
能
力・社
会
人
基
礎
力
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る
人

を
採
用
し
、自
分
た
ち
の
手
で
育
て
て
い

く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
と
思
い
ま
す
。

キャリアセンター　飯田　晃 部長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、

新
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
。

答
え
を
見
つ
け
る
ま
で

ま
っ
す
ぐ
な
目
で

自
分
と
向
き
あ
った
日
々
。

早
期
対
応
で
万
全
の
準
備
を

　
二
〇
一
六
年
卒
業
予
定
者
か
ら
就
活

ス
ケ
ジ
ュー
ル
が
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
に
な

り
ま
す
。企
業
の
選
考
期
間
も
大
幅
に

短
縮
化
さ
れ
、大
手
も
中
堅
企
業
も
入

り
乱
れ
て
の
短
期
決
戦
に
な
る
。試
験

日
が
重
な
る
企
業
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
反
面
、準
備
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
で
企
業
や
業
界
研
究
に
時
間
を
か

け
ら
れ
ま
す
し
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
企
業
に

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
べ
く
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は「
個
」の
対
応
を
重
視
し
、万

全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
早

め
の
活
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

企
業
の
採
用
活
動

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

企業の採用活動とキャリアセンターのサポート（予定）

4月 5月 6月 7月 8月 9月
3年生 4年生
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●プレエントリー受付スタート（主要就職サイトグランドオープン）

●学部別就職ガイダンス（春）
●インターンシップガイダンス
●就職プレサイト活用ガイダンス

SPI模擬試験（Web受検）

就活対策講座
（身だしなみ・マナー対策／自己PR・志望動機対策／業界・企業研究）

●企業・官公庁セミナー ※ブース形式の合同企業説明会

学内企業セミナー
（随時）

※上記の他、就職活動やインターンシップ、その他進路に関する個別相談を毎日（月～金）受け付けています。

会社説明会
書類選考（エントリーシート・履歴書）
学力・適性検査（筆記・パソコン）

グループディスカッション・面接
内定

●学部別就職ガイダンス（秋）

いつでも学べる就活対策セミナー

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）自己PR対策／志望動機対策
グループディスカッション対策／面接対策

業界・職種研究会 ※教室での業界説明会
（企業・官公庁編／内定者編／OB・OG編）

が
日
常
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
厳
し
い
業
界
。そ
こ
で
自
己

分
析
を
や
り
直
し
て
み
る
と
、困
っ
た
人
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
想
い
に
気

が
つ
い
て
、女
性
が
長
く
、第
一
線
で
活
躍
で
き
る

保
険
業
界
に
軌
道
修
正
し
た
ん
で
す
。

浅
井
　
僕
は
学
生
時
代
、ソ
フ
ト
テ
ニス
部
に
専
念

し
て
い
た
の
で
、正
直
就
活
への
取
り
掛
り
は
遅
か
っ

た
で
す
。リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
厳
し
い
時
代
で
し

た
の
で
、業
界
を
絞
り
込
む
勇
気
も
な
く
、と
に
か

く
多
く
の
企
業
に
ト
ラ
イ
し
、ど
こ
か
で
内
定
を

頂
け
れ
ば
いい
か
な
と
最
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

写真右上から

写真左上から

青木 奈未さん（心理学科4年・内定先／株式会社ジェイアール東海髙島屋）
長尾 直さん（豊田キャリアセンター課長）
浅井 亮二さん（2009年度健康科学科卒・株式会社竹中工務店勤務）
浅井 芳樹さん（名古屋キャリアセンター課長）
山田 千裕さん（2007年度心理学科卒・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社勤務）
野添 陽太さん（競技スポーツ科学科4年・内定先／武田薬品工業株式会社）

（
以
下
、文
中
の
敬
称
略
）

就活を
きちんと
語ろう！

梅
村
学
園
理
事
長

梅
村 

清
英

これから先の10年も、

保護者の皆様とともに歩む

中京大学でありたい。

　
中
京
大
学
は
今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、さ
ら

な
る
発
展
を
図
る
た
め
、長
期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、教
育
、研
究
、国
際

化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連
携
を
五
つ
の
骨
子
と
し
て
い

ま
す
が
、大
学
の
使
命
は
、有
為
の
人
材
を
育
て（
教
育
）、

社
会
に
送
り
出
す（
国
際
化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連

携
）こ
と
で
あ
り
、研
究
成
果（
研
究
）を
社
会
に
公
開
し

（
社
会
連
携
、国
際
化
）活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
実
現
に
は
、大
学
が
自
ら
の
教
育
方
針
や
研
究

方
針
を
立
て
、ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
、ど
う
社
会
に

貢
献
し
て
い
く
か
、を
明
示
し
て
い
く
こ
と
、そ
れ
を
学

生
及
び
保
護
者
の
方
々
に
理
解
、咀
嚼
い
た
だ
く
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

　
幸
い
、本
学
は
早
い
時
期
か
ら
保
護
者
対
象
の
教
育

懇
談
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。開
学
よ
り
六
十
年
の

歩
み
は
、す
な
わ
ち
学
生
、保
護
者
、社
会
と
の
連
携
の

歴
史
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
って
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
一
研

究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
と
本
学
は
学
部
学
科
を

新
設
あ
る
い
は
分
離
独
立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。こ
の
姿

勢
が
社
会
や
保
護
者
の
方
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、学
生

も
自
ら
の
学
修
領
域
で
励
み
、中
京
の
名
を
高
め
て
く

れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
の
時
々
に
保
護
者
の
方
々
、教
育
後
援
会
の

会
員
の
皆
様
か
ら
、温
か
い
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
及
び
学
生
へ
の
叱
咤
激
励
が
、ど
れ
ほ
ど
我
々
を

発
奮
さ
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。教
育
環
境
へ
の
ご
援
助

が
、ど
れ
ほ
ど
学
修
意
欲
を
高
め
た
で
し
ょ
う
か
。感
謝

の
限
り
で
す
。

　
今
、少
子
化
と
国
際
化
の
進
展
で
、日
本
は
グ
ロ
ー
バル

な
競
争
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
核
と
な
る
の
は

人
材
を
輩
出
す
る
大
学
で
す
。

　
中
京
大
学
で
は
、各
種
留
学
制
度
を
備
え
、学
生
が

グ
ロ
ー
バル
に
羽
ば
た
く
よ
う
応
援
す
る
一
方
、情
報
理

工
学
部
の
工
学
部
への
改
組
、文
学
部
への
歴
史
文
化
学

科
の
新
設
、国
際
英
語
学
部
の
三
専
攻
化
、さ
ら
に
は
来

年
、現
代
社
会
学
部
の
四
専
攻
化
を
予
定
す
る
な
ど
、

不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
は
保
護
者
の
方
々
の
理
解
と
応
援
あ
っ
て
の

こ
と
。「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
下
、保
護
者
の
方
々
に
一
層
信

頼
さ
れ
、学
生
の
学
修
意
欲
を
高
め
る
た
め〝
あ
く
な

き
挑
戦
〞を
今
後
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。ご
理
解
と

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
、学
生
、保
護
者
、

三
者
一
体
と
な
っ
た
連
携
の
中
で

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に

胸
を
張
れ
る
人
材
を
送
り
出
す
た
め
に

中京大学学長

北川 薫

学長ご挨拶
建
学
の
精
神
を

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

中
京
大
学
長
期
計
画
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」ス
タ
ー
ト
。

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

商
科
の
単
科
大
学
か
ら
、十
一
学
部
十
一
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

中
京
大
学
は
六
十
年
と
い
う
歩
み
の
中
で
改
革
の
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

飛
躍
的
な
進
化・発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。そ
し
て
今
、「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」と
い
う

新
た
な
旗
印
の
下
、中
京
大
学
は
ど
ん
な
改
革
に
挑
み
、ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

そ
の
舵
を
取
る
、梅
村
清
英
理
事
長
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Pro f i l e梅村 清英
1969年生まれ。1990年度経済学部卒、
1995年度経済学研究科博士単位取得。
博士（経済学）。経済学部教授、大学院
研究科長を経て現在に至る。



大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、

仕
事
の
苦
労
も
歓
び
に
な
る
。

自
分
が
ど
れ
ほ
ど
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。

浮
か
ん
だ
、「
感
謝
」の
二
文
字
。

就
活
で
も
っ
と
も
苦
労
し
た
こ
と
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
は
？

浅
井　
結
局
、プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
が
百
五
十
社
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
た
の
が
約
七
十
社

で
、そ
の
半
分
が
手
書
き
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、体
力
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

野
添
　
僕
は
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
、十
五

社
で
も
相
当
つ
ら
か
っ
た（
笑
）。で
も
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
　
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
そ
う
で
し
た
が
、面

接
練
習
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
何

度
も
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て…

。ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
た
ら
絶
対
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
、

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
存
在
で
し
た
ね
。

浅
井
　
逆
に
、僕
は
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
も
面
接

で
も
、最
初
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
教
わ
っ
た
こ

と
を
た
だ
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
。自
分
の
就
職

活
動
な
の
に
、人
任
せ
に
な
って
い
ま
し
た
。取
り

掛
り
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、失
敗
す
る
こ
と
が
怖

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。〝
自
分
〞を
出
す
こ
と

も
忘
れ
、振
り
返
る
と
、た
だ「
就
活
」の
ま
ね
ご

と
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。企
業
の
説

明
会
を
受
け
に
東
京
や
大
阪
を
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
が
、気
付
け
ば
卒
業
旅
行
の
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
も
消
え
て
い
き
、お
ま
け

に
内
定
も
取
れ
な
い
。「
俺
は
いっ
た
い
何
を
や
って

ん
だ
ろ
う
」と
恥
ず
か
し
な
が
ら
、電
車
の
中
で

一
人
、泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

浅
井
課
長
　
周
り
が
決
ま
って
い
く
焦
り
と
、ど

う
し
て
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
内
定
が
貰

え
な
い
の
か
、そ
ん
な
悔
し
さ
で
す
よ
ね
。い
つ
頃

が
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
？

浅
井
　
選
考
が
進
ん
で
く
る
二
月
中
旬
頃
で
す

ね
。そ
の
後
、自
分
が
本
当
に
就
き
た
い
仕
事
は

何
か
。自
己
分
析・業
界
研
究
を
き
ち
ん
と
や
り

直
し
、一
社
一
社〝
自
分
〞の
言
葉
で
、気
持
ち
を

込
め
て
臨
む
よ
う
に
な
って
、初
め
て
内
定
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
役
立
っ
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
は
何
で
す
か
？

長
尾
課
長　
山
田
さ
ん
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
し
て

いっ
た
印
象
が
あ
る
け
れ
ど
。

山
田
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
関
し
て
は
比
較
的

そ
う
で
す
が
、私
は
業
界
を
絞
り
こ
み
過
ぎ
て
し

ま
って
、「
全
滅
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う

焦
り
が
実
は
強
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
当
時
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
い

う
講
座
で
、お
じ
ぎ
や
戸
の
開
け
閉
め
な
ど
の
立

ち
居
振
る
舞
い
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
、自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
添
　「
いつ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」と
い
う
就
職

対
策
講
座
で
、自
分
の
面
接
風
景
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ

て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、我
な
が
ら
態
度
が

悪
く
て…

こ
ん
な
学
生
、採
り
た
く
な
い
な
あ
って

反
省
し
ま
し
た（
笑
）。そ
の
後
、自
分
の
姿
を
見

て
、面
接
本
番
に
向
け
て
修
正
し
て
い
き
ま
し
た
。

浅
井
　
企
業・官
公
庁
セ
ミ
ナ
ー
は
凄
い
規
模
で

し
た
ね
。

山
田
　
大
手
の
企
業
が
足
を
運
ば
ず
と
も
大
学

ま
で
来
て
く
れ
る
。そ
う
い
う
企
業
を
呼
び
寄
せ

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の
腕
が
ス
ゴ
イ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
に
手
厚
い
な
ら
中
京
大
学
に
入
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
他
大
学
の
友
人
も
い
ま
し
た
。

長
尾
課
長
　
業
界・職
種
研
究
会
と
企
業・官
公

庁
セ
ミ
ナ
ー
を
合
わ
せ
て
四
〇
〇
社
前
後
か
な
。

た
ぶ
ん
他
大
学
さ
ん
と
比
べ
て
も
最
大
級
の
規
模

じ
ゃ
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

浅
井
課
長
　
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

保
護
者
の
方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

青
木　
岐
阜
県
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す
が
、家
か

ら
駅
ま
で
は
バ
ス
で
四
十
分
。就
活
は
移
動
も
多

く
、冬
は
寒
い
で
す
し
、体
力
的
に
つ
ら
か
っ
た
の

で
す
が
、母
が
察
知
し
て
く
れ
、駅
ま
で
毎
日
送

迎
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
し
た
の
で
、よ
く
電

話
で
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。親
と
し
て
は

私
の
選
択
に
意
見
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
安
心
感
を
与
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
添
　
ス
ー
ツ
代
や
交
通
費
、生
活
費
も
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
休
ん
で
就
活
に
集

中
で
き
ま
し
た
し
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

浅
井
　
僕
は
一
切
、両
親
に
就
活
の
話
は
し
て
い

な
い
で
す
ね
。そ
れ
ま
で
の
人
生
で
相
当
な
苦
労

を
か
け
て
き
た
の
で
、「
こ
う
い
う
会
社
に
内
定
を

貰
い
ま
し
た
」と
き
ち
ん
と
報
告
す
る
こ
と
が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。就
活
だ
け
は
親
に
甘

え
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。流
石
に
親
も

心
配
し
て
か
、一
度
だ
け「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？
」と
訊
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

時
も
、「
適
当
に
や
っ
て
る
よ
」と
答
え
て
お
し
ま

い
。で
も
何
気
な
い
そ
の
一
言
が
よ
り
一
層
や
る
気

を
掻
き
立
て
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、こ
れ
か
ら
就
活
に 

臨
む
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田　
受
験
勉
強
は
大
学
四
年
間
の
た
め
、就

職
活
動
は
そ
の
後
、何
十
年
と
い
う
人
生
の
た

め
、と
考
え
る
と
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
就
職
活
動
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。社
会
人
に

な
って
み
る
と
、こ
ん
な
に
責
任
の
あ
る
仕
事
に
就

か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。で
も
学
生
時
代
、あ
れ
ほ
ど
な
り
た
か
っ
た

仕
事
に
就
い
て
い
る
。そ
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、就
職
活
動
を
頑
張
っ
た
お
か
げ
。そ
ん
な
ふ

う
に
思
え
る
仕
事
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

浅
井
　
今
の
世
の
中
、生
き
方
は
様
々
で
す
が
、

就
活
に
臨
む
と
決
め
た
後
輩
に
は
、一
生
に
一
回

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
納
得
い
く
ま
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
へ
ひ
と
こ
と

浅
井
課
長　
今
の
学
生
が
ど
れ
ほ
ど
悩
み
、時
に

は
泣
き
な
が
ら
就
活
を
乗
り
越
え
て
い
る
か
。そ

の
現
実
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、親
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
考

え
方
、行
動
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、社
会
人
と

の
接
点
を
作
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

長
尾
課
長
　
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
活
用
で
き
る
と
、考
え
を
整
理
し
や
す
く
、う

ま
く
レ
ー
ル
に
乗
れ
る
気
が
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
子

様
に
は
、当
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就活をきちんと語ろう！

就
職
活
動
を
意
識
し
て
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
？

青
木　
私
は
三
年
生
の
春
学
期
で
す
。初
め
て
の

就
職
説
明
会
後
、の
ん
び
り
構
え
て
い
た
ら
、ま
わ

り
の
皆
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
意
欲
的
で
。置
い

て
い
か
れ
な
い
よ
う
、軽
い
気
持
ち
で
一
日
だ
け
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ

だ
！
」と
い
う
会
社
に
め
ぐ
り
逢
え
た
ん
で
す
。偶

然
で
す
が
、縁
あ
って
そ
の
会
社
か
ら
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

野
添
　
僕
は
こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
一
筋
。卒
業
後
も

プ
ロ
の
道
へ
進
む
べ
き
か
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
悩
ん
で
い
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
エ
ン
ト
リ
ー
、

保
護
者
の
方
々
に
は
ど
れ
も

耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
や
就
職
戦
線
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

か
つ
て
の「
就
活
」か
ら
は
、

想
像
も
つ
か
な
い
苦
労
を
乗
り
越
え
、

学
生
は
道
を
切
り
拓
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
か
。

卒
業
生
、内
定
者
の
皆
さ
ん
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
と
も
あ
って
、就
活
を
始
め
た
の
が
三
年
生
の
十

二
月
。や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
ず
、業
種
も
絞
れ

な
い
。四
十
年
、五
十
年
と
働
く
の
に
、そ
れ
を
こ
の

短
期
間
で
決
め
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、た
だ
あ
せ
る
ば

か
り
で…

。結
果
的
に
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、

行
き
た
い
会
社
に
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
に
は
早
め
の
ス
タ
ー
ト
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

目
指
す
業
界
を
ど
う
絞
り
こ
み
ま
し
た
か
？

山
田
　
も
と
も
と
ホ
テ
ル
マ
ン
を
目
指
し
て
、一
年

生
の
頃
か
ら
大
手
外
資
系
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
き
ま
し
た
が
、長
い
目
で
考
え
れ
ば
、女
性

積水ハウス（株）、大成建設（株）、大和ハウス工業（株）、日本ハム（株）、森永製菓（株）、アサヒ飲料（株）、日本たばこ産業（株）、
アイカ工業（株）、タカラスタンダード（株）、クリナップ（株）、大王製紙（株）、小林クリエイト（株）、大日本印刷（株）、新日本法規出版（株）、

笹徳印刷（株）、武田薬品工業（株）、エーザイ（株）、協和発酵キリン（株）、三ツ星ベルト（株）、ＴＯＴＯ（株）、ビューテック（株）、中央可鍛工業（株）、三協立山（株）、ＹＫＫＡＰ（株）、
日本ヒューレット・パッカード（株）、（株）マキタ、オーエスジー（株）、豊和工業（株）、富士通（株）、（株）デンソー、住友電装（株）、トヨタ自動車（株）、スズキ（株）、本田技研工業（株）、
（株）メニコン、日進医療器（株）、（株）スズケン、（株）大塚商会、岡谷鋼機（株）、（株）カナデン、（株）オリバー、宮吉硝子（株）、（株）コメリ、（株）セブン－イレブン・ジャパン、（株）ファ
ミリーマート、青山商事（株）、（株）バロー、（株）アルペン、（株）ゆうちょ銀行、（株）三菱東京ＵＦＪ銀行、（株）三井住友銀行、三菱ＵＦＪニコス（株）、（株）セディナ、岐阜信金、みずほ
証券（株）、ＳＭＢＣフレンド証券（株）、ＳＭＢＣ日興証券（株）、日本生命保険（相）、（株）かんぽ生命保険、明治安田生命保険（相）、（株）大和証券グループ本社、ソフトバンク（株）、
三菱UFJモルガン・スタンレー証券（株）、三井不動産リアルティ（株）、三交不動産（株）、住友不動産販売（株）、東日本旅客鉄道（株）、西日本旅客鉄道（株）、近畿日本鉄道（株）、
全日本空輸（株）、日本航空（株）、（株）住友倉庫、日本トランスシティ（株）、近畿日本ツーリスト（株）、（株）近鉄エクスプレス、（株）エイチ・アイ・エス、（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ、西日
本電信電話（株）、日本郵便（株）、（株）ジェイアール東海ホテルズ、ワタキューセイモア（株）、中部日本放送（株）、ＴＩＳ（株）、（株）インテック、NECソリューションイノベータ（株）、
楽天（株）、綜合警備保障（株）、（株）ミキハウス、（株）日立システムズ、ＣＤＳ（株）、法務省、岡崎市役所、京都府警察本部、豊田市役所、半田市役所、豊橋市役所 など 

内定速報（2014年7月末現在）

キャリア
センター

どこまでも意欲的な学生の
想いに応える

　
今
年
度
は
採
用
状
況
も
非
常
に
良

く
、就
職
率
は
昨
年
度
の
八
二・一
％（
全

国
平
均
六
七・五
％
）を
大
き
く
上
回
る

勢
い
で
伸
び
て
い
ま
す
。会
社
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、企
業
が
い
よ
い
よ
本
気

で
人
材
獲
得
に
取
り
組
み
始
め
た
。エン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
し
っ
か
り
読
み
、学
生

を
絞
り
こ
ん
だ
上
で
面
接
を
三
度
、四

度
と
重
ね
な
が
ら
、「
グ
ロ
ー
バル
人
材
」

「
人
物
重
視
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
生
を

見
極
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
観
点
と
し
て
は
、将
来
性・人
的
対

応
能
力・社
会
人
基
礎
力
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る
人

を
採
用
し
、自
分
た
ち
の
手
で
育
て
て
い

く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
と
思
い
ま
す
。

キャリアセンター　飯田　晃 部長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、

新
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
。

答
え
を
見
つ
け
る
ま
で

ま
っ
す
ぐ
な
目
で

自
分
と
向
き
あ
った
日
々
。

早
期
対
応
で
万
全
の
準
備
を

　
二
〇
一
六
年
卒
業
予
定
者
か
ら
就
活

ス
ケ
ジ
ュー
ル
が
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
に
な

り
ま
す
。企
業
の
選
考
期
間
も
大
幅
に

短
縮
化
さ
れ
、大
手
も
中
堅
企
業
も
入

り
乱
れ
て
の
短
期
決
戦
に
な
る
。試
験

日
が
重
な
る
企
業
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
反
面
、準
備
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
で
企
業
や
業
界
研
究
に
時
間
を
か

け
ら
れ
ま
す
し
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
企
業
に

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
べ
く
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は「
個
」の
対
応
を
重
視
し
、万

全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
早

め
の
活
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

企
業
の
採
用
活
動

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

企業の採用活動とキャリアセンターのサポート（予定）

4月 5月 6月 7月 8月 9月
3年生 4年生
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●プレエントリー受付スタート（主要就職サイトグランドオープン）

●学部別就職ガイダンス（春）
●インターンシップガイダンス
●就職プレサイト活用ガイダンス

SPI模擬試験（Web受検）

就活対策講座
（身だしなみ・マナー対策／自己PR・志望動機対策／業界・企業研究）

●企業・官公庁セミナー ※ブース形式の合同企業説明会

学内企業セミナー
（随時）

※上記の他、就職活動やインターンシップ、その他進路に関する個別相談を毎日（月～金）受け付けています。

会社説明会
書類選考（エントリーシート・履歴書）
学力・適性検査（筆記・パソコン）

グループディスカッション・面接
内定

●学部別就職ガイダンス（秋）

いつでも学べる就活対策セミナー

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）自己PR対策／志望動機対策
グループディスカッション対策／面接対策

業界・職種研究会 ※教室での業界説明会
（企業・官公庁編／内定者編／OB・OG編）

が
日
常
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
厳
し
い
業
界
。そ
こ
で
自
己

分
析
を
や
り
直
し
て
み
る
と
、困
っ
た
人
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
想
い
に
気

が
つ
い
て
、女
性
が
長
く
、第
一
線
で
活
躍
で
き
る

保
険
業
界
に
軌
道
修
正
し
た
ん
で
す
。

浅
井
　
僕
は
学
生
時
代
、ソ
フ
ト
テ
ニス
部
に
専
念

し
て
い
た
の
で
、正
直
就
活
への
取
り
掛
り
は
遅
か
っ

た
で
す
。リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
厳
し
い
時
代
で
し

た
の
で
、業
界
を
絞
り
込
む
勇
気
も
な
く
、と
に
か

く
多
く
の
企
業
に
ト
ラ
イ
し
、ど
こ
か
で
内
定
を

頂
け
れ
ば
いい
か
な
と
最
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

写真右上から

写真左上から

青木 奈未さん（心理学科4年・内定先／株式会社ジェイアール東海髙島屋）
長尾 直さん（豊田キャリアセンター課長）
浅井 亮二さん（2009年度健康科学科卒・株式会社竹中工務店勤務）
浅井 芳樹さん（名古屋キャリアセンター課長）
山田 千裕さん（2007年度心理学科卒・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社勤務）
野添 陽太さん（競技スポーツ科学科4年・内定先／武田薬品工業株式会社）

（
以
下
、文
中
の
敬
称
略
）

就活を
きちんと
語ろう！

梅
村
学
園
理
事
長

梅
村 

清
英

これから先の10年も、

保護者の皆様とともに歩む

中京大学でありたい。

　
中
京
大
学
は
今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、さ
ら

な
る
発
展
を
図
る
た
め
、長
期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、教
育
、研
究
、国
際

化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連
携
を
五
つ
の
骨
子
と
し
て
い

ま
す
が
、大
学
の
使
命
は
、有
為
の
人
材
を
育
て（
教
育
）、

社
会
に
送
り
出
す（
国
際
化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連

携
）こ
と
で
あ
り
、研
究
成
果（
研
究
）を
社
会
に
公
開
し

（
社
会
連
携
、国
際
化
）活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
実
現
に
は
、大
学
が
自
ら
の
教
育
方
針
や
研
究

方
針
を
立
て
、ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
、ど
う
社
会
に

貢
献
し
て
い
く
か
、を
明
示
し
て
い
く
こ
と
、そ
れ
を
学

生
及
び
保
護
者
の
方
々
に
理
解
、咀
嚼
い
た
だ
く
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

　
幸
い
、本
学
は
早
い
時
期
か
ら
保
護
者
対
象
の
教
育

懇
談
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。開
学
よ
り
六
十
年
の

歩
み
は
、す
な
わ
ち
学
生
、保
護
者
、社
会
と
の
連
携
の

歴
史
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
って
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
一
研

究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
と
本
学
は
学
部
学
科
を

新
設
あ
る
い
は
分
離
独
立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。こ
の
姿

勢
が
社
会
や
保
護
者
の
方
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、学
生

も
自
ら
の
学
修
領
域
で
励
み
、中
京
の
名
を
高
め
て
く

れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
の
時
々
に
保
護
者
の
方
々
、教
育
後
援
会
の

会
員
の
皆
様
か
ら
、温
か
い
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
及
び
学
生
へ
の
叱
咤
激
励
が
、ど
れ
ほ
ど
我
々
を

発
奮
さ
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。教
育
環
境
へ
の
ご
援
助

が
、ど
れ
ほ
ど
学
修
意
欲
を
高
め
た
で
し
ょ
う
か
。感
謝

の
限
り
で
す
。

　
今
、少
子
化
と
国
際
化
の
進
展
で
、日
本
は
グ
ロ
ー
バル

な
競
争
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
核
と
な
る
の
は

人
材
を
輩
出
す
る
大
学
で
す
。

　
中
京
大
学
で
は
、各
種
留
学
制
度
を
備
え
、学
生
が

グ
ロ
ー
バル
に
羽
ば
た
く
よ
う
応
援
す
る
一
方
、情
報
理

工
学
部
の
工
学
部
への
改
組
、文
学
部
への
歴
史
文
化
学

科
の
新
設
、国
際
英
語
学
部
の
三
専
攻
化
、さ
ら
に
は
来

年
、現
代
社
会
学
部
の
四
専
攻
化
を
予
定
す
る
な
ど
、

不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
は
保
護
者
の
方
々
の
理
解
と
応
援
あ
っ
て
の

こ
と
。「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
下
、保
護
者
の
方
々
に
一
層
信

頼
さ
れ
、学
生
の
学
修
意
欲
を
高
め
る
た
め〝
あ
く
な

き
挑
戦
〞を
今
後
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。ご
理
解
と

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
、学
生
、保
護
者
、

三
者
一
体
と
な
っ
た
連
携
の
中
で

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に

胸
を
張
れ
る
人
材
を
送
り
出
す
た
め
に

中京大学学長

北川 薫

学長ご挨拶
建
学
の
精
神
を

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

中
京
大
学
長
期
計
画
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」ス
タ
ー
ト
。

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

商
科
の
単
科
大
学
か
ら
、十
一
学
部
十
一
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

中
京
大
学
は
六
十
年
と
い
う
歩
み
の
中
で
改
革
の
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

飛
躍
的
な
進
化・発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。そ
し
て
今
、「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」と
い
う

新
た
な
旗
印
の
下
、中
京
大
学
は
ど
ん
な
改
革
に
挑
み
、ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

そ
の
舵
を
取
る
、梅
村
清
英
理
事
長
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Pro f i l e梅村 清英
1969年生まれ。1990年度経済学部卒、
1995年度経済学研究科博士単位取得。
博士（経済学）。経済学部教授、大学院
研究科長を経て現在に至る。

中京大学教育後援会長

杉野 邦廣

保
護
者
の
皆
様
の
想
い
を

受
け
止
め
、伝
え
な
が
ら

今
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ

発
揮
す
べ
き
は「
家
族
力
」

教育後援会長
ご挨拶

保護者と大学がともに

学生を見守れるよう、

できる支援を探り続けたい。

一
人
ひ
と
り
の
未
来
へ
。

想
い
を
つ
な
い
で
い
く

ミ
ッ
シ
ョ
ン
。

二
〇
一
四
年
春
、中
京
大
学
は
開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
走
り
始
め
ま
し
た
。

新
生
・
中
京
大
学
へ
、第
二
の
建
学
期
と
し
て

大
き
く
動
き
つ
つ
あ
る
今
、子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
環
境
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

そ
の
先
に
、ど
ん
な
大
学
の
未
来
像
が
あ
る
の
か
。

教
育
後
援
会
報
は
、そ
ん
な
大
学
の

「
い
ま
」と「
こ
れ
か
ら
」を
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、

保
護
者
の
皆
様
に
大
学
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

皆
様
と
と
も
に
、子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
充
実
し
た

学
生
生
活
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
後
援
会
長
ご
挨
拶

学
長
ご
挨
拶

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

中
京
大
学
長
期
計
画「
N
E
X
T
10
」ス
タ
ー
ト
。

建
学
の
精
神
を 

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

留
学
、と
い
う
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

国
際
セ
ン
タ
ー

社
会
人
基
礎
力
養
成
か
ら
難
関
試
験
ま
で
サ
ポ
ー
ト

資
格
セ
ン
タ
ー

ど
こ
ま
で
も
意
欲
的
な
学
生
の
想
い
に
応
え
る

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

就
活
を
き
ち
ん
と
語
ろ
う
！

H
ealth C

are

心
と
体
の
健
康
サ
ポ
ー
ト

良
き
学
び
の
場
へ

中
京
大
学 

F
D
活
動
を
支
え
る

輝
く
中
京
大
生

中
京
大
学
の〝
産
官
学
〞連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

二
〇
一
四
年
度
教
育
懇
談
会
報
告 

第
十
四
回 

教
育
奨
励
賞
授
与
式

施
設
紹
介

部
活
応
援
紹
介
／
成
績
表
の
見
方
／

個
人
情
報
保
護
の
基
本
方
針

　
中
京
大
学
教
育
後
援
会
は
、教
育
懇
談
会
や
奨
学

金
制
度
、教
育
奨
励
賞
の
授
与
な
ど
、他
大
学
に
先
駆

け
諸
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
の
間
、社
会

構
造
の
急
激
な
変
化
や
少
子
化
の
進
展
を
背
景
に
、

近
年
と
く
に
保
護
者
の
皆
様
の
大
学
に
対
す
る
期
待

の
大
き
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。先
の
教

育
懇
談
会
で
も
ご
両
親
揃
っ
て
参
加
さ
れ
る
姿
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
な
り
、教
育
後
援
会
の
存
在
意
義

を
噛
み
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、中
部
地
区
私
大

ト
ッ
プ
に
進
化・発
展
し
た
本
学
で
す
が
、関
係
各
位

の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
と
、時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
改

革
が
功
を
奏
し
た
結
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。今
年
度

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
将
来
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」も
、グ

ロ
ー
バ
ル
化
、複
雑
化
の
進
む
時
代
の
先
を
見
据
え
、

厳
し
い
経
済
社
会
を
生
き
抜
く
人
材
を
育
成
し
て
く

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
つ
き
ま
し
て
は
、少
子

化
に
よ
る
学
生
数
の
減
少
、あ
る
い
は
地
域
社
会
へ
の

貢
献
と
い
う
視
点
か
ら「
社
会
人
学
生
の
受
入
れ
」に

も
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。さ
ら
に「
国
際
化
の
推

進
」は
、外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
体
制
の
整
備
、英

語
教
育
や
奨
学
金
の
充
実
、国
際
学
生
寮
の
新
設
な

ど
、大
学
の
み
な
ら
ず
、同
窓
会
や
教
育
後
援
会
が
一

体
と
な
っ
て
推
進
す
べ
き
取
り
組
み
で
あ
ろ
う
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、保
護
者
に
と
っ
て
一
番
の
心
配
事
で
あ

る「
就
職
未
決
定
者
に
対
す
る
支
援
」も
教
育
後
援

会
と
し
て
は
早
急
に
検
討
し
た
い
事
項
の
一
つ
。教
育

後
援
会
で
は
今
後
と
も
、学
生
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
ど

ん
な
支
援
が
で
き
る
の
か
。大
学
、そ
し
て
保
護
者
の

方
々
と
の
連
携
を
深
め
、検
討
を
加
え
な
が
ら
前
進

し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
保
護
者
の
皆
様
に
は
、お
子
様
が
自
分
の
目

的
に
向
か
っ
て
邁
進
で
き
る
よ
う
、大
学
の
教
育
方
針

や
支
援
体
制
を
理
解
し
、お
子
様
と
の
会
話
の
機
会

を
少
し
で
も
多
く
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。意
見（
愛
情
）を
交
わ
し
合
い
、陰
な
が
ら
応
援
し

て
欲
し
い
。家
族
が
力
を
合
わ
せ
て
生
き
て
い
く「
家

族
力
」を
発
揮
し
、ど
う
か
し
っ
か
り
と
お
子
様
を
支

え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
で
は
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、

仕
事
の
苦
労
も
歓
び
に
な
る
。

自
分
が
ど
れ
ほ
ど
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。

浮
か
ん
だ
、「
感
謝
」の
二
文
字
。

就
活
で
も
っ
と
も
苦
労
し
た
こ
と
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
は
？

浅
井　
結
局
、プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
が
百
五
十
社
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
た
の
が
約
七
十
社

で
、そ
の
半
分
が
手
書
き
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、体
力
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

野
添
　
僕
は
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
、十
五

社
で
も
相
当
つ
ら
か
っ
た（
笑
）。で
も
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
　
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
そ
う
で
し
た
が
、面

接
練
習
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
何

度
も
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て…

。ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
た
ら
絶
対
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
、

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
存
在
で
し
た
ね
。

浅
井
　
逆
に
、僕
は
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
も
面
接

で
も
、最
初
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
教
わ
っ
た
こ

と
を
た
だ
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
。自
分
の
就
職

活
動
な
の
に
、人
任
せ
に
な
って
い
ま
し
た
。取
り

掛
り
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、失
敗
す
る
こ
と
が
怖

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。〝
自
分
〞を
出
す
こ
と

も
忘
れ
、振
り
返
る
と
、た
だ「
就
活
」の
ま
ね
ご

と
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。企
業
の
説

明
会
を
受
け
に
東
京
や
大
阪
を
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
が
、気
付
け
ば
卒
業
旅
行
の
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
も
消
え
て
い
き
、お
ま
け

に
内
定
も
取
れ
な
い
。「
俺
は
いっ
た
い
何
を
や
って

ん
だ
ろ
う
」と
恥
ず
か
し
な
が
ら
、電
車
の
中
で

一
人
、泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

浅
井
課
長
　
周
り
が
決
ま
って
い
く
焦
り
と
、ど

う
し
て
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
内
定
が
貰

え
な
い
の
か
、そ
ん
な
悔
し
さ
で
す
よ
ね
。い
つ
頃

が
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
？

浅
井
　
選
考
が
進
ん
で
く
る
二
月
中
旬
頃
で
す

ね
。そ
の
後
、自
分
が
本
当
に
就
き
た
い
仕
事
は

何
か
。自
己
分
析・業
界
研
究
を
き
ち
ん
と
や
り

直
し
、一
社
一
社〝
自
分
〞の
言
葉
で
、気
持
ち
を

込
め
て
臨
む
よ
う
に
な
って
、初
め
て
内
定
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
役
立
っ
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
は
何
で
す
か
？

長
尾
課
長　
山
田
さ
ん
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
し
て

いっ
た
印
象
が
あ
る
け
れ
ど
。

山
田
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
関
し
て
は
比
較
的

そ
う
で
す
が
、私
は
業
界
を
絞
り
こ
み
過
ぎ
て
し

ま
って
、「
全
滅
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う

焦
り
が
実
は
強
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
当
時
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
い

う
講
座
で
、お
じ
ぎ
や
戸
の
開
け
閉
め
な
ど
の
立

ち
居
振
る
舞
い
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
、自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
添
　「
いつ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」と
い
う
就
職

対
策
講
座
で
、自
分
の
面
接
風
景
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ

て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、我
な
が
ら
態
度
が

悪
く
て…

こ
ん
な
学
生
、採
り
た
く
な
い
な
あ
って

反
省
し
ま
し
た（
笑
）。そ
の
後
、自
分
の
姿
を
見

て
、面
接
本
番
に
向
け
て
修
正
し
て
い
き
ま
し
た
。

浅
井
　
企
業・官
公
庁
セ
ミ
ナ
ー
は
凄
い
規
模
で

し
た
ね
。

山
田
　
大
手
の
企
業
が
足
を
運
ば
ず
と
も
大
学

ま
で
来
て
く
れ
る
。そ
う
い
う
企
業
を
呼
び
寄
せ

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の
腕
が
ス
ゴ
イ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
に
手
厚
い
な
ら
中
京
大
学
に
入
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
他
大
学
の
友
人
も
い
ま
し
た
。

長
尾
課
長
　
業
界・職
種
研
究
会
と
企
業・官
公

庁
セ
ミ
ナ
ー
を
合
わ
せ
て
四
〇
〇
社
前
後
か
な
。

た
ぶ
ん
他
大
学
さ
ん
と
比
べ
て
も
最
大
級
の
規
模

じ
ゃ
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

浅
井
課
長
　
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

保
護
者
の
方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

青
木　
岐
阜
県
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す
が
、家
か

ら
駅
ま
で
は
バ
ス
で
四
十
分
。就
活
は
移
動
も
多

く
、冬
は
寒
い
で
す
し
、体
力
的
に
つ
ら
か
っ
た
の

で
す
が
、母
が
察
知
し
て
く
れ
、駅
ま
で
毎
日
送

迎
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
し
た
の
で
、よ
く
電

話
で
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。親
と
し
て
は

私
の
選
択
に
意
見
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
安
心
感
を
与
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
添
　
ス
ー
ツ
代
や
交
通
費
、生
活
費
も
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
休
ん
で
就
活
に
集

中
で
き
ま
し
た
し
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

浅
井
　
僕
は
一
切
、両
親
に
就
活
の
話
は
し
て
い

な
い
で
す
ね
。そ
れ
ま
で
の
人
生
で
相
当
な
苦
労

を
か
け
て
き
た
の
で
、「
こ
う
い
う
会
社
に
内
定
を

貰
い
ま
し
た
」と
き
ち
ん
と
報
告
す
る
こ
と
が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。就
活
だ
け
は
親
に
甘

え
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。流
石
に
親
も

心
配
し
て
か
、一
度
だ
け「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？
」と
訊
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

時
も
、「
適
当
に
や
っ
て
る
よ
」と
答
え
て
お
し
ま

い
。で
も
何
気
な
い
そ
の
一
言
が
よ
り
一
層
や
る
気

を
掻
き
立
て
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、こ
れ
か
ら
就
活
に 

臨
む
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田　
受
験
勉
強
は
大
学
四
年
間
の
た
め
、就

職
活
動
は
そ
の
後
、何
十
年
と
い
う
人
生
の
た

め
、と
考
え
る
と
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
就
職
活
動
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。社
会
人
に

な
って
み
る
と
、こ
ん
な
に
責
任
の
あ
る
仕
事
に
就

か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。で
も
学
生
時
代
、あ
れ
ほ
ど
な
り
た
か
っ
た

仕
事
に
就
い
て
い
る
。そ
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、就
職
活
動
を
頑
張
っ
た
お
か
げ
。そ
ん
な
ふ

う
に
思
え
る
仕
事
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

浅
井
　
今
の
世
の
中
、生
き
方
は
様
々
で
す
が
、

就
活
に
臨
む
と
決
め
た
後
輩
に
は
、一
生
に
一
回

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
納
得
い
く
ま
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
へ
ひ
と
こ
と

浅
井
課
長　
今
の
学
生
が
ど
れ
ほ
ど
悩
み
、時
に

は
泣
き
な
が
ら
就
活
を
乗
り
越
え
て
い
る
か
。そ

の
現
実
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、親
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
考

え
方
、行
動
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、社
会
人
と

の
接
点
を
作
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

長
尾
課
長
　
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
活
用
で
き
る
と
、考
え
を
整
理
し
や
す
く
、う

ま
く
レ
ー
ル
に
乗
れ
る
気
が
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
子

様
に
は
、当
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就活をきちんと語ろう！

梅
村
学
園
理
事
長

梅
村 
清
英

これから先の10年も、

保護者の皆様とともに歩む

中京大学でありたい。

　
中
京
大
学
は
今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、さ
ら

な
る
発
展
を
図
る
た
め
、長
期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、教
育
、研
究
、国
際

化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連
携
を
五
つ
の
骨
子
と
し
て
い

ま
す
が
、大
学
の
使
命
は
、有
為
の
人
材
を
育
て（
教
育
）、

社
会
に
送
り
出
す（
国
際
化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連

携
）こ
と
で
あ
り
、研
究
成
果（
研
究
）を
社
会
に
公
開
し

（
社
会
連
携
、国
際
化
）活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
実
現
に
は
、大
学
が
自
ら
の
教
育
方
針
や
研
究

方
針
を
立
て
、ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
、ど
う
社
会
に

貢
献
し
て
い
く
か
、を
明
示
し
て
い
く
こ
と
、そ
れ
を
学

生
及
び
保
護
者
の
方
々
に
理
解
、咀
嚼
い
た
だ
く
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

　
幸
い
、本
学
は
早
い
時
期
か
ら
保
護
者
対
象
の
教
育

懇
談
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。開
学
よ
り
六
十
年
の

歩
み
は
、す
な
わ
ち
学
生
、保
護
者
、社
会
と
の
連
携
の

歴
史
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
って
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
一
研

究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
と
本
学
は
学
部
学
科
を

新
設
あ
る
い
は
分
離
独
立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。こ
の
姿

勢
が
社
会
や
保
護
者
の
方
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、学
生

も
自
ら
の
学
修
領
域
で
励
み
、中
京
の
名
を
高
め
て
く

れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
の
時
々
に
保
護
者
の
方
々
、教
育
後
援
会
の

会
員
の
皆
様
か
ら
、温
か
い
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
及
び
学
生
へ
の
叱
咤
激
励
が
、ど
れ
ほ
ど
我
々
を

発
奮
さ
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。教
育
環
境
へ
の
ご
援
助

が
、ど
れ
ほ
ど
学
修
意
欲
を
高
め
た
で
し
ょ
う
か
。感
謝

の
限
り
で
す
。

　
今
、少
子
化
と
国
際
化
の
進
展
で
、日
本
は
グ
ロ
ー
バル

な
競
争
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
核
と
な
る
の
は

人
材
を
輩
出
す
る
大
学
で
す
。

　
中
京
大
学
で
は
、各
種
留
学
制
度
を
備
え
、学
生
が

グ
ロ
ー
バル
に
羽
ば
た
く
よ
う
応
援
す
る
一
方
、情
報
理

工
学
部
の
工
学
部
への
改
組
、文
学
部
への
歴
史
文
化
学

科
の
新
設
、国
際
英
語
学
部
の
三
専
攻
化
、さ
ら
に
は
来

年
、現
代
社
会
学
部
の
四
専
攻
化
を
予
定
す
る
な
ど
、

不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
は
保
護
者
の
方
々
の
理
解
と
応
援
あ
っ
て
の

こ
と
。「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
下
、保
護
者
の
方
々
に
一
層
信

頼
さ
れ
、学
生
の
学
修
意
欲
を
高
め
る
た
め〝
あ
く
な

き
挑
戦
〞を
今
後
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。ご
理
解
と

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
、学
生
、保
護
者
、

三
者
一
体
と
な
っ
た
連
携
の
中
で

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に

胸
を
張
れ
る
人
材
を
送
り
出
す
た
め
に

中京大学学長

北川 薫

学長ご挨拶
建
学
の
精
神
を

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

中
京
大
学
長
期
計
画
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」ス
タ
ー
ト
。

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

商
科
の
単
科
大
学
か
ら
、十
一
学
部
十
一
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

中
京
大
学
は
六
十
年
と
い
う
歩
み
の
中
で
改
革
の
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

飛
躍
的
な
進
化・発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。そ
し
て
今
、「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」と
い
う

新
た
な
旗
印
の
下
、中
京
大
学
は
ど
ん
な
改
革
に
挑
み
、ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

そ
の
舵
を
取
る
、梅
村
清
英
理
事
長
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Pro f i l e梅村 清英
1969年生まれ。1990年度経済学部卒、
1995年度経済学研究科博士単位取得。
博士（経済学）。経済学部教授、大学院
研究科長を経て現在に至る。



大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、

仕
事
の
苦
労
も
歓
び
に
な
る
。

自
分
が
ど
れ
ほ
ど
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。

浮
か
ん
だ
、「
感
謝
」の
二
文
字
。

就
活
で
も
っ
と
も
苦
労
し
た
こ
と
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
は
？

浅
井　
結
局
、プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
が
百
五
十
社
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
た
の
が
約
七
十
社

で
、そ
の
半
分
が
手
書
き
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、体
力
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

野
添
　
僕
は
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
、十
五

社
で
も
相
当
つ
ら
か
っ
た（
笑
）。で
も
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
　
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
そ
う
で
し
た
が
、面

接
練
習
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
何

度
も
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て…

。ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
た
ら
絶
対
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
、

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
存
在
で
し
た
ね
。

浅
井
　
逆
に
、僕
は
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
も
面
接

で
も
、最
初
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
教
わ
っ
た
こ

と
を
た
だ
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
。自
分
の
就
職

活
動
な
の
に
、人
任
せ
に
な
って
い
ま
し
た
。取
り

掛
り
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、失
敗
す
る
こ
と
が
怖

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。〝
自
分
〞を
出
す
こ
と

も
忘
れ
、振
り
返
る
と
、た
だ「
就
活
」の
ま
ね
ご

と
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。企
業
の
説

明
会
を
受
け
に
東
京
や
大
阪
を
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
が
、気
付
け
ば
卒
業
旅
行
の
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
も
消
え
て
い
き
、お
ま
け

に
内
定
も
取
れ
な
い
。「
俺
は
いっ
た
い
何
を
や
って

ん
だ
ろ
う
」と
恥
ず
か
し
な
が
ら
、電
車
の
中
で

一
人
、泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

浅
井
課
長
　
周
り
が
決
ま
って
い
く
焦
り
と
、ど

う
し
て
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
内
定
が
貰

え
な
い
の
か
、そ
ん
な
悔
し
さ
で
す
よ
ね
。い
つ
頃

が
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
？

浅
井
　
選
考
が
進
ん
で
く
る
二
月
中
旬
頃
で
す

ね
。そ
の
後
、自
分
が
本
当
に
就
き
た
い
仕
事
は

何
か
。自
己
分
析・業
界
研
究
を
き
ち
ん
と
や
り

直
し
、一
社
一
社〝
自
分
〞の
言
葉
で
、気
持
ち
を

込
め
て
臨
む
よ
う
に
な
って
、初
め
て
内
定
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
役
立
っ
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
は
何
で
す
か
？

長
尾
課
長　
山
田
さ
ん
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
し
て

いっ
た
印
象
が
あ
る
け
れ
ど
。

山
田
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
関
し
て
は
比
較
的

そ
う
で
す
が
、私
は
業
界
を
絞
り
こ
み
過
ぎ
て
し

ま
って
、「
全
滅
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う

焦
り
が
実
は
強
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
当
時
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
い

う
講
座
で
、お
じ
ぎ
や
戸
の
開
け
閉
め
な
ど
の
立

ち
居
振
る
舞
い
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
、自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
添
　「
いつ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」と
い
う
就
職

対
策
講
座
で
、自
分
の
面
接
風
景
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ

て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、我
な
が
ら
態
度
が

悪
く
て…

こ
ん
な
学
生
、採
り
た
く
な
い
な
あ
って

反
省
し
ま
し
た（
笑
）。そ
の
後
、自
分
の
姿
を
見

て
、面
接
本
番
に
向
け
て
修
正
し
て
い
き
ま
し
た
。

浅
井
　
企
業・官
公
庁
セ
ミ
ナ
ー
は
凄
い
規
模
で

し
た
ね
。

山
田
　
大
手
の
企
業
が
足
を
運
ば
ず
と
も
大
学

ま
で
来
て
く
れ
る
。そ
う
い
う
企
業
を
呼
び
寄
せ

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の
腕
が
ス
ゴ
イ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
に
手
厚
い
な
ら
中
京
大
学
に
入
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
他
大
学
の
友
人
も
い
ま
し
た
。

長
尾
課
長
　
業
界・職
種
研
究
会
と
企
業・官
公

庁
セ
ミ
ナ
ー
を
合
わ
せ
て
四
〇
〇
社
前
後
か
な
。

た
ぶ
ん
他
大
学
さ
ん
と
比
べ
て
も
最
大
級
の
規
模

じ
ゃ
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

浅
井
課
長
　
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

保
護
者
の
方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

青
木　
岐
阜
県
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す
が
、家
か

ら
駅
ま
で
は
バ
ス
で
四
十
分
。就
活
は
移
動
も
多

く
、冬
は
寒
い
で
す
し
、体
力
的
に
つ
ら
か
っ
た
の

で
す
が
、母
が
察
知
し
て
く
れ
、駅
ま
で
毎
日
送

迎
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
し
た
の
で
、よ
く
電

話
で
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。親
と
し
て
は

私
の
選
択
に
意
見
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
安
心
感
を
与
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
添
　
ス
ー
ツ
代
や
交
通
費
、生
活
費
も
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
休
ん
で
就
活
に
集

中
で
き
ま
し
た
し
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

浅
井
　
僕
は
一
切
、両
親
に
就
活
の
話
は
し
て
い

な
い
で
す
ね
。そ
れ
ま
で
の
人
生
で
相
当
な
苦
労

を
か
け
て
き
た
の
で
、「
こ
う
い
う
会
社
に
内
定
を

貰
い
ま
し
た
」と
き
ち
ん
と
報
告
す
る
こ
と
が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。就
活
だ
け
は
親
に
甘

え
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。流
石
に
親
も

心
配
し
て
か
、一
度
だ
け「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？
」と
訊
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

時
も
、「
適
当
に
や
っ
て
る
よ
」と
答
え
て
お
し
ま

い
。で
も
何
気
な
い
そ
の
一
言
が
よ
り
一
層
や
る
気

を
掻
き
立
て
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、こ
れ
か
ら
就
活
に 

臨
む
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田　
受
験
勉
強
は
大
学
四
年
間
の
た
め
、就

職
活
動
は
そ
の
後
、何
十
年
と
い
う
人
生
の
た

め
、と
考
え
る
と
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
就
職
活
動
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。社
会
人
に

な
って
み
る
と
、こ
ん
な
に
責
任
の
あ
る
仕
事
に
就

か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。で
も
学
生
時
代
、あ
れ
ほ
ど
な
り
た
か
っ
た

仕
事
に
就
い
て
い
る
。そ
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、就
職
活
動
を
頑
張
っ
た
お
か
げ
。そ
ん
な
ふ

う
に
思
え
る
仕
事
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

浅
井
　
今
の
世
の
中
、生
き
方
は
様
々
で
す
が
、

就
活
に
臨
む
と
決
め
た
後
輩
に
は
、一
生
に
一
回

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
納
得
い
く
ま
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
へ
ひ
と
こ
と

浅
井
課
長　
今
の
学
生
が
ど
れ
ほ
ど
悩
み
、時
に

は
泣
き
な
が
ら
就
活
を
乗
り
越
え
て
い
る
か
。そ

の
現
実
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、親
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
考

え
方
、行
動
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、社
会
人
と

の
接
点
を
作
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

長
尾
課
長
　
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
活
用
で
き
る
と
、考
え
を
整
理
し
や
す
く
、う

ま
く
レ
ー
ル
に
乗
れ
る
気
が
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
子

様
に
は
、当
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就活をきちんと語ろう！

梅
村
学
園
理
事
長

梅
村 

清
英

これから先の10年も、

保護者の皆様とともに歩む

中京大学でありたい。

　
中
京
大
学
は
今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、さ
ら

な
る
発
展
を
図
る
た
め
、長
期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、教
育
、研
究
、国
際

化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連
携
を
五
つ
の
骨
子
と
し
て
い

ま
す
が
、大
学
の
使
命
は
、有
為
の
人
材
を
育
て（
教
育
）、

社
会
に
送
り
出
す（
国
際
化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連

携
）こ
と
で
あ
り
、研
究
成
果（
研
究
）を
社
会
に
公
開
し

（
社
会
連
携
、国
際
化
）活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
実
現
に
は
、大
学
が
自
ら
の
教
育
方
針
や
研
究

方
針
を
立
て
、ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
、ど
う
社
会
に

貢
献
し
て
い
く
か
、を
明
示
し
て
い
く
こ
と
、そ
れ
を
学

生
及
び
保
護
者
の
方
々
に
理
解
、咀
嚼
い
た
だ
く
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

　
幸
い
、本
学
は
早
い
時
期
か
ら
保
護
者
対
象
の
教
育

懇
談
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。開
学
よ
り
六
十
年
の

歩
み
は
、す
な
わ
ち
学
生
、保
護
者
、社
会
と
の
連
携
の

歴
史
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
って
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
一
研

究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
と
本
学
は
学
部
学
科
を

新
設
あ
る
い
は
分
離
独
立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。こ
の
姿

勢
が
社
会
や
保
護
者
の
方
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、学
生

も
自
ら
の
学
修
領
域
で
励
み
、中
京
の
名
を
高
め
て
く

れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
の
時
々
に
保
護
者
の
方
々
、教
育
後
援
会
の

会
員
の
皆
様
か
ら
、温
か
い
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
及
び
学
生
へ
の
叱
咤
激
励
が
、ど
れ
ほ
ど
我
々
を

発
奮
さ
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。教
育
環
境
へ
の
ご
援
助

が
、ど
れ
ほ
ど
学
修
意
欲
を
高
め
た
で
し
ょ
う
か
。感
謝

の
限
り
で
す
。

　
今
、少
子
化
と
国
際
化
の
進
展
で
、日
本
は
グ
ロ
ー
バル

な
競
争
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
核
と
な
る
の
は

人
材
を
輩
出
す
る
大
学
で
す
。

　
中
京
大
学
で
は
、各
種
留
学
制
度
を
備
え
、学
生
が

グ
ロ
ー
バル
に
羽
ば
た
く
よ
う
応
援
す
る
一
方
、情
報
理

工
学
部
の
工
学
部
への
改
組
、文
学
部
への
歴
史
文
化
学

科
の
新
設
、国
際
英
語
学
部
の
三
専
攻
化
、さ
ら
に
は
来

年
、現
代
社
会
学
部
の
四
専
攻
化
を
予
定
す
る
な
ど
、

不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
は
保
護
者
の
方
々
の
理
解
と
応
援
あ
っ
て
の

こ
と
。「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
下
、保
護
者
の
方
々
に
一
層
信

頼
さ
れ
、学
生
の
学
修
意
欲
を
高
め
る
た
め〝
あ
く
な

き
挑
戦
〞を
今
後
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。ご
理
解
と

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
、学
生
、保
護
者
、

三
者
一
体
と
な
っ
た
連
携
の
中
で

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に

胸
を
張
れ
る
人
材
を
送
り
出
す
た
め
に

中京大学学長

北川 薫

学長ご挨拶
建
学
の
精
神
を

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

中
京
大
学
長
期
計
画
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」ス
タ
ー
ト
。

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

商
科
の
単
科
大
学
か
ら
、十
一
学
部
十
一
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

中
京
大
学
は
六
十
年
と
い
う
歩
み
の
中
で
改
革
の
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

飛
躍
的
な
進
化・発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。そ
し
て
今
、「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」と
い
う

新
た
な
旗
印
の
下
、中
京
大
学
は
ど
ん
な
改
革
に
挑
み
、ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

そ
の
舵
を
取
る
、梅
村
清
英
理
事
長
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Pro f i l e梅村 清英
1969年生まれ。1990年度経済学部卒、
1995年度経済学研究科博士単位取得。
博士（経済学）。経済学部教授、大学院
研究科長を経て現在に至る。

保 健 室 ／ 保 健 セ ン タ ー

名古屋キャンパス

※相談内容については秘密を厳守し、外部に漏らすことはありません。

曜日

月

火

水

木

金

名古屋キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

（第2金曜日）
精神科医による相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

14：00～17：00

健康相談

（第2月曜日）校医による健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

9：00～17：00

10：30～12：30

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～12：30

整形外科・健康相談

内科

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

名古屋キャンパス時間

月

火

水

木

金

土

曜日

月

火

水

木

金

土

曜日 豊田キャンパス時間

9：15～12：45

10：00～12：00

11：00～13：00

9：15～12：45

9：15～12：45

休診

休診

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、

い
ま
や
社
会
的
に
も

重
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ

の
悩
み
を
感
じ
た
ら

早
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

状
況
に
応
じ
て
継
続

的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
不
安
や
迷
い

を
感
じ
た
と
き
や
、誰

か
に
話
を
聴
い
て
も
ら

い
た
い
と
き
、具
体
的

に
は
、学
業
・
進
路
・
交

友
関
係
・
課
外
活
動
・

経
済・生
活
全
般
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
は
、遠
慮
せ
ず

に
「
学
生
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
大
学
生
の
健
康
管
理
】

　
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、み
な
さ
ん
の

健
康
状
態
を
知
り
、病
気
の
早
期

発
見
や
相
談
・
応
急
処
置
な
ど
が

常
に
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。健
康
管
理・健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
、保
健
室
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
毎
年

春
に
は
、全
学
年
を
対
象
に
定
期

健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。一

般
計
測
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
尿

検
査
、内
科
検
診
、一
年
次
に
は
心

電
図
検
査
を
行
って
お
り
ま
す
。

曜日

月

火

水

木

金

豊田キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

と
し
て
、ケ
ガ
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
動
作
を
指
導
し
、競

技
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、故
障
す
る
前

よ
り
記
録
が
伸
び
た
な
ど
、大
喜
び

で
報
告
に
く
る
学
生
も
多
く
、私
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
猫
背

や
肩
の
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
、使
い
方
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学
生

の
約
九
割
が
、体
育
の
授
業
や
部
活

動
中
の
ケ
ガ
で
や
って
き
ま
す
。単
な

る
打
撲
や
捻
挫
か
ら
前
十
字
靭
帯
損

整形外科の専門医、スポーツ科学部教授として、2000年に前

任校の国立大学から本学へ赴任。ケガを防ぐ、正しい筋肉の

使い方まで指導し、丁寧なメディカルサポートを心がける。

清水 卓也先生（保健センター長）

1日40～50人の学生が利用する「保健センター」。
スポーツ科学部を置く豊田キャンパス内の施設だけに、運動によるケガが利用者の大半を占めているそうです。

最先端のトレーニング理論で
学生アスリートを力強くサポート。

学 生 相 談 セ ン タ ー
学生相談センターでは学生のみなさんが入学から卒業まで「よりよい学生生活を送るための支援」を目的としています。一人ひとりの話を
じっくりと聴き、あるいは話し合いながら、悩みを克服するためのお手伝いをします。気軽に学生相談センターを訪ねてください。

すこやかな学生生活をバックアップするために、学生のみなさんの健康管理やケガの応急処置など、
万一の場合も迅速にサポートできる体制を整えています。

豊田キャンパス 保健センター

豊田キャンパス

名古屋キャンパス 保健室

パフォーマンス向上にまで
役に立てると
やっぱり嬉しいですね。

傷
な
ど
重
傷
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、そ
う
し
た
場
合
は
い
か
に
早
く
診

断
を
つ
け
、適
切
な
病
院
に
つ
な
げ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。当
セ
ン
タ
ー
は
ス

ポ
ー
ツ
専
門
外
来
と
し
て
専
門
医
を

置
く
ク
リ
ニッ
ク
で
す
か
ら
、そ
の
点
、

ご
安
心
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

を
支
援
す
る「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
」と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
を
提
唱
し
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門

H e a l t h C a r e
心 と 体 の 健 康 サ ポ ー ト

ついはりきり過ぎてしまう
新学期はとくに、ケガや
体調を崩しやすいもの。
心も体も、早め早めのケア
がいちばんです。

【
一
般
相
談
】

【
心
理
相
談
】

TEL
（0565）46-1232（直通）

TEL
（052）835-7861（直通）

大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、

仕
事
の
苦
労
も
歓
び
に
な
る
。

自
分
が
ど
れ
ほ
ど
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。

浮
か
ん
だ
、「
感
謝
」の
二
文
字
。

就
活
で
も
っ
と
も
苦
労
し
た
こ
と
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
は
？

浅
井　
結
局
、プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
が
百
五
十
社
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
た
の
が
約
七
十
社

で
、そ
の
半
分
が
手
書
き
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、体
力
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

野
添
　
僕
は
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
、十
五

社
で
も
相
当
つ
ら
か
っ
た（
笑
）。で
も
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
　
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
そ
う
で
し
た
が
、面

接
練
習
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
何

度
も
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て…

。ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
た
ら
絶
対
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
、

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
存
在
で
し
た
ね
。

浅
井
　
逆
に
、僕
は
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
も
面
接

で
も
、最
初
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
教
わ
っ
た
こ

と
を
た
だ
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
。自
分
の
就
職

活
動
な
の
に
、人
任
せ
に
な
って
い
ま
し
た
。取
り

掛
り
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、失
敗
す
る
こ
と
が
怖

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。〝
自
分
〞を
出
す
こ
と

も
忘
れ
、振
り
返
る
と
、た
だ「
就
活
」の
ま
ね
ご

と
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。企
業
の
説

明
会
を
受
け
に
東
京
や
大
阪
を
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
が
、気
付
け
ば
卒
業
旅
行
の
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
も
消
え
て
い
き
、お
ま
け

に
内
定
も
取
れ
な
い
。「
俺
は
いっ
た
い
何
を
や
って

ん
だ
ろ
う
」と
恥
ず
か
し
な
が
ら
、電
車
の
中
で

一
人
、泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

浅
井
課
長
　
周
り
が
決
ま
って
い
く
焦
り
と
、ど

う
し
て
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
内
定
が
貰

え
な
い
の
か
、そ
ん
な
悔
し
さ
で
す
よ
ね
。い
つ
頃

が
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
？

浅
井
　
選
考
が
進
ん
で
く
る
二
月
中
旬
頃
で
す

ね
。そ
の
後
、自
分
が
本
当
に
就
き
た
い
仕
事
は

何
か
。自
己
分
析・業
界
研
究
を
き
ち
ん
と
や
り

直
し
、一
社
一
社〝
自
分
〞の
言
葉
で
、気
持
ち
を

込
め
て
臨
む
よ
う
に
な
って
、初
め
て
内
定
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
役
立
っ
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
は
何
で
す
か
？

長
尾
課
長　
山
田
さ
ん
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
し
て

いっ
た
印
象
が
あ
る
け
れ
ど
。

山
田
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
関
し
て
は
比
較
的

そ
う
で
す
が
、私
は
業
界
を
絞
り
こ
み
過
ぎ
て
し

ま
って
、「
全
滅
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う

焦
り
が
実
は
強
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
当
時
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
い

う
講
座
で
、お
じ
ぎ
や
戸
の
開
け
閉
め
な
ど
の
立

ち
居
振
る
舞
い
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
、自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
添
　「
いつ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」と
い
う
就
職

対
策
講
座
で
、自
分
の
面
接
風
景
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ

て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、我
な
が
ら
態
度
が

悪
く
て…

こ
ん
な
学
生
、採
り
た
く
な
い
な
あ
って

反
省
し
ま
し
た（
笑
）。そ
の
後
、自
分
の
姿
を
見

て
、面
接
本
番
に
向
け
て
修
正
し
て
い
き
ま
し
た
。

浅
井
　
企
業・官
公
庁
セ
ミ
ナ
ー
は
凄
い
規
模
で

し
た
ね
。

山
田
　
大
手
の
企
業
が
足
を
運
ば
ず
と
も
大
学

ま
で
来
て
く
れ
る
。そ
う
い
う
企
業
を
呼
び
寄
せ

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の
腕
が
ス
ゴ
イ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
に
手
厚
い
な
ら
中
京
大
学
に
入
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
他
大
学
の
友
人
も
い
ま
し
た
。

長
尾
課
長
　
業
界・職
種
研
究
会
と
企
業・官
公

庁
セ
ミ
ナ
ー
を
合
わ
せ
て
四
〇
〇
社
前
後
か
な
。

た
ぶ
ん
他
大
学
さ
ん
と
比
べ
て
も
最
大
級
の
規
模

じ
ゃ
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

浅
井
課
長
　
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

保
護
者
の
方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

青
木　
岐
阜
県
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す
が
、家
か

ら
駅
ま
で
は
バ
ス
で
四
十
分
。就
活
は
移
動
も
多

く
、冬
は
寒
い
で
す
し
、体
力
的
に
つ
ら
か
っ
た
の

で
す
が
、母
が
察
知
し
て
く
れ
、駅
ま
で
毎
日
送

迎
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
し
た
の
で
、よ
く
電

話
で
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。親
と
し
て
は

私
の
選
択
に
意
見
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
安
心
感
を
与
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
添
　
ス
ー
ツ
代
や
交
通
費
、生
活
費
も
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
休
ん
で
就
活
に
集

中
で
き
ま
し
た
し
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

浅
井
　
僕
は
一
切
、両
親
に
就
活
の
話
は
し
て
い

な
い
で
す
ね
。そ
れ
ま
で
の
人
生
で
相
当
な
苦
労

を
か
け
て
き
た
の
で
、「
こ
う
い
う
会
社
に
内
定
を

貰
い
ま
し
た
」と
き
ち
ん
と
報
告
す
る
こ
と
が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。就
活
だ
け
は
親
に
甘

え
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。流
石
に
親
も

心
配
し
て
か
、一
度
だ
け「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？
」と
訊
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

時
も
、「
適
当
に
や
っ
て
る
よ
」と
答
え
て
お
し
ま

い
。で
も
何
気
な
い
そ
の
一
言
が
よ
り
一
層
や
る
気

を
掻
き
立
て
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、こ
れ
か
ら
就
活
に 

臨
む
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田　
受
験
勉
強
は
大
学
四
年
間
の
た
め
、就

職
活
動
は
そ
の
後
、何
十
年
と
い
う
人
生
の
た

め
、と
考
え
る
と
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
就
職
活
動
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。社
会
人
に

な
って
み
る
と
、こ
ん
な
に
責
任
の
あ
る
仕
事
に
就

か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。で
も
学
生
時
代
、あ
れ
ほ
ど
な
り
た
か
っ
た

仕
事
に
就
い
て
い
る
。そ
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、就
職
活
動
を
頑
張
っ
た
お
か
げ
。そ
ん
な
ふ

う
に
思
え
る
仕
事
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

浅
井
　
今
の
世
の
中
、生
き
方
は
様
々
で
す
が
、

就
活
に
臨
む
と
決
め
た
後
輩
に
は
、一
生
に
一
回

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
納
得
い
く
ま
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
へ
ひ
と
こ
と

浅
井
課
長　
今
の
学
生
が
ど
れ
ほ
ど
悩
み
、時
に

は
泣
き
な
が
ら
就
活
を
乗
り
越
え
て
い
る
か
。そ

の
現
実
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、親
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
考

え
方
、行
動
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、社
会
人
と

の
接
点
を
作
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

長
尾
課
長
　
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
活
用
で
き
る
と
、考
え
を
整
理
し
や
す
く
、う

ま
く
レ
ー
ル
に
乗
れ
る
気
が
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
子

様
に
は
、当
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就活をきちんと語ろう！

5分野10の推進事項に全学的に取り
組み、「教育力」と「研究力」のさらなる
充実を目指します。

̶

理
事
長
ご
就
任
か
ら
約
一
年
、慌
た
だ
し
い
日
々
を
振
り
返
っ

て
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
そ
の
前
に
、今
年
も
教
育
懇
談
会
が
全
国
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、大
変
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
十
月
一
日
に
就
任
後
、一
か
月
、三
か
月
、半
年
と
、時

間
が
経
過
す
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
自
分
の
ペ
ー
ス
を
掴
め
る
よ
う
に

な
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。正
直
な
と
こ
ろ
、理
事
長
就
任
前
は
大
き

な
不
安
を
通
り
越
し
て
恐
怖
心
を
覚
え
る
ほ
ど
で
し
た
が
、や
る
べ

き
こ
と
の
一
つ
ひ
と
つ
、着
実
に
実
行
に
移
そ
う
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注

ぐ
う
ち
に
不
安
も
す
っ
か
り
吹
き
と
ん
で
い
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

̶

今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。そ
の
歩
み
は
、改

革
に
次
ぐ
改
革
、の
歴
史
で
し
た
ね
。

　
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
し
な
が
ら
年
々
、社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。大
学
に
求
め
ら
れ
る
モ
ノ
も
様
変
わ
り
し
、本
学
も
こ
れ

に
応
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、た
ゆ
ま
ざ
る
改
革
を
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
も
そ
も
中
京
大
学
は
一
九
五
四（
昭
和
二
十
九
）年
、商
科

の
短
期
大
学
と
し
て
産
声
を
あ
げ
、そ
の
二
年
後
に
四
年
制
大
学
、

十
年
後
の
一
九
六
六（
昭
和
四
十
一
）年
に
商・体
育・文・法
学
部
の

四
学
部
体
制
が
確
立
。現
在
の
総
合
大
学
への
道
の
り
を
歩
み
始
め

た
の
は
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
で
あ
り
、二
代
目
理
事
長（
現
梅
村
清
弘
名

誉
総
長
）が
将
来
計
画
を
明
確
に
示
し
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

な
が
ら
実
現
に
導
い
て
いっ
た
。し
か
し
一
連
の
改
革
を
通
し
て
何
を

尊
重
し
て
き
た
か
と
い
う
と
、教
職
員
と
の
情
報
の
共
有
化
で
す

ね
。現
場
の
声
を
い
か
に
吸
い
上
げ
、教
育
に
反
映
さ
せ
る
か
。私
は

こ
の
流
れ
を
踏
襲
し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
昨
年
、新
た
な
長
期
計

画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

̶

そ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」が
目
指
す
の
は
、建
学
の
精
神
の
具
現

化
と
の
こ
と
で
す
が
。

　
本
学
の
建
学
の
精
神
は
、「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た

れ
」で
す
。こ
れ
は「
文
無
き
武
は
愚
」「
武
無
き
文
は
弱
」と
す
る
、か

つ
て
の
水
戸
学
に
お
け
る『
文
武
不
岐
』の
教
え
を
継
ぐ
も
の
で
す
。本

学
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
と
、一
七
一
六（
享
保
元
）年
に
四
代
目

梅
村
清
茂
、徳
川
光
圀
の
大
日
本
史
編
纂
に
関
わ
っ
た
人
で
す
が
、彼

が
水
戸
で
清
信
塾
を
開
き
、藩
士
の
子
弟
に
説
い
た
教
え
は
時
を
重

ね
て
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
し
て
こ
れ
を
梅
村

清
光
先
生
が
梅
村

家
父
祖
の
地
、愛
知

に
持
ち
か
え
り
、

一
九
二
三（
大
正

十
二
）年
に
中
京

商
業
学
校
を
開
校
し
た
。つ
ま
り
水
戸
学
の
教
え
に
本
学
の
教
育
の

源
流
が
あ
り
、人
で
い
う
と
こ
ろ
の
還
暦
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
た

今
こ
そ
原
点
に
立
ち
、学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ら
な
る
真
剣
味
の
殿
堂

を
築
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

̶

で
は「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」で
推
進
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
、具
体

的
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
、長
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
って
は
、約
五
十
名
の
教
職
員
で

現
状
の
問
題
点
を
洗
い
ざ
ら
い
抽
出
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
の
上
で「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
連
携
」「
国
際
化
」「
卒
業
生
連

携
」と
い
う
五
つ
の
方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
と
し
、さ
ら
に
十

項
目
に
わ
た
る
分
野
別
推
進
事
項
か
ら
十
二
の「
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」を
定
め
、昨
年
よ
り
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば「
目
的
別
寄
付
金
制
度
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、卒
業

生
や
一
般
の
方
か
ら
も
広
く
寄
付
を
募
り
、学
生
に
還
元
す
る
仕
組

み
を
整
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
、現
在
、制
度
が
着
々
と
固
ま
り
つつ

あ
り
ま
す
。ま
た
愛
校
心
を
育
む「
自
校
教
育
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」は
、校

訓
や
建
学
の
精
神
、本
学
の
歴
史
な
ど
を
授
業
の
一
環
と
し
て
学
ん

で
貰
お
う
と
い
う
も
の
で
、国
際
化
に
も
関
連
し
た
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
他
、「
奨
学
金・授
業
料
減
免
の
見
直
し
」や
学
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
教
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
見
直
し
」な
ど
、プ
ロ

ジェク
ト
は
多
岐
に
わ
た
って
い
ま
す
。

　
さ
ら
に「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
計
画
に
沿
う
形
で
、各
学
部
や
事
務
局
、

大
学
内
の
各
研
究
所
な
ど
、部
局
単
位
で
推
進
で
き
る
取
り
組
み
を

学
内
で
公
募
し
、現
在
、十
二
件
の
採
択
事
業
が
進
行
中
で
す
。

　「
中
京
大
学
博
物
館（
仮
称
）設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」に「
教
育
推
進

セ
ン
タ
ー
設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」、あ
る
い
は
保
護
者
の
皆
様
に
分
か
り

や
す
い
と
こ
ろ
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
し
ょ
う
か
。こ

れ
ま
で
皆
様
に
は
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
一
生
懸
命
応
援
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、今
後
は
も
っ
と
大
学
全
体
と
し
て
応
援
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
本
学
は
人
材
に
非
常
に
恵
ま
れ
た
大
学
で
、い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
素
晴
ら
し
い
研
究
者
が
揃
って
い
ま
す
。「
先
端
研
究
機
構
の
創
設

と
大
学
院
改
革
」は
、そ
う
し
た
人
材
を
活
か
し
、質
の
高
い
教
育
と

研
究
の
好
循
環
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
さ
に「
学
術
」と「
ス
ポ
ー
ツ
」、『
文
武
不
岐
』の
視
点
か
ら
中
京

大
学
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
、皆

様
に
ぜ
ひ
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

̶

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
四
月
よ
り
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
採
択
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、教
職
員
約
百
名
体
制
で
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
増
員
を
図
り
な
が
ら〝
教
職
協
働
〞に
よ
る
総
力
戦

で
、し
か
る
べ
き
改
革
の
手
を
打
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の

先
、中
京
大
学
が
学
生
に
と
って
愛
す
べ
き
母
校
、誇
る
べ
き
母
校
と

な
れ
ま
す
よ
う
、保
護
者
の
皆
様
に
も
こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
ご
支
援
、ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

梅
村
理
事
長 IN

T
E
RV
IEW

「
中
京
大
学
を
知
り
、自
分
を
知
る
。そ
こ
か
ら

  

国
際
社
会
で
の
対
話
力
も
磨
か
れ
る
で
し
ょ
う
。」

文
無
き
武
は
愚
で
あ
り

武
無
き
文
は
弱
で
あ
る

し
た
が
っ
て
文
武
は
不
岐
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

学問を好んだ徳川光圀が「大日本史」を編纂するにあたり、水戸へ集められた学者の一人。
編纂過程で生まれた水戸学は、幕末の志士にも多大な影響を与えました。

第4代  梅村 清茂

梅
村
学
園
理
事
長

梅
村 

清
英

これから先の10年も、

保護者の皆様とともに歩む

中京大学でありたい。

　
中
京
大
学
は
今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、さ
ら

な
る
発
展
を
図
る
た
め
、長
期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、教
育
、研
究
、国
際

化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連
携
を
五
つ
の
骨
子
と
し
て
い

ま
す
が
、大
学
の
使
命
は
、有
為
の
人
材
を
育
て（
教
育
）、

社
会
に
送
り
出
す（
国
際
化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連

携
）こ
と
で
あ
り
、研
究
成
果（
研
究
）を
社
会
に
公
開
し

（
社
会
連
携
、国
際
化
）活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
実
現
に
は
、大
学
が
自
ら
の
教
育
方
針
や
研
究

方
針
を
立
て
、ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
、ど
う
社
会
に

貢
献
し
て
い
く
か
、を
明
示
し
て
い
く
こ
と
、そ
れ
を
学

生
及
び
保
護
者
の
方
々
に
理
解
、咀
嚼
い
た
だ
く
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

　
幸
い
、本
学
は
早
い
時
期
か
ら
保
護
者
対
象
の
教
育

懇
談
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。開
学
よ
り
六
十
年
の

歩
み
は
、す
な
わ
ち
学
生
、保
護
者
、社
会
と
の
連
携
の

歴
史
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
って
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
一
研

究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
と
本
学
は
学
部
学
科
を

新
設
あ
る
い
は
分
離
独
立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。こ
の
姿

勢
が
社
会
や
保
護
者
の
方
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、学
生

も
自
ら
の
学
修
領
域
で
励
み
、中
京
の
名
を
高
め
て
く

れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
の
時
々
に
保
護
者
の
方
々
、教
育
後
援
会
の

会
員
の
皆
様
か
ら
、温
か
い
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
及
び
学
生
へ
の
叱
咤
激
励
が
、ど
れ
ほ
ど
我
々
を

発
奮
さ
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。教
育
環
境
へ
の
ご
援
助

が
、ど
れ
ほ
ど
学
修
意
欲
を
高
め
た
で
し
ょ
う
か
。感
謝

の
限
り
で
す
。

　
今
、少
子
化
と
国
際
化
の
進
展
で
、日
本
は
グ
ロ
ー
バル

な
競
争
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
核
と
な
る
の
は

人
材
を
輩
出
す
る
大
学
で
す
。

　
中
京
大
学
で
は
、各
種
留
学
制
度
を
備
え
、学
生
が

グ
ロ
ー
バル
に
羽
ば
た
く
よ
う
応
援
す
る
一
方
、情
報
理

工
学
部
の
工
学
部
への
改
組
、文
学
部
への
歴
史
文
化
学

科
の
新
設
、国
際
英
語
学
部
の
三
専
攻
化
、さ
ら
に
は
来

年
、現
代
社
会
学
部
の
四
専
攻
化
を
予
定
す
る
な
ど
、

不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
は
保
護
者
の
方
々
の
理
解
と
応
援
あ
っ
て
の

こ
と
。「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
下
、保
護
者
の
方
々
に
一
層
信

頼
さ
れ
、学
生
の
学
修
意
欲
を
高
め
る
た
め〝
あ
く
な

き
挑
戦
〞を
今
後
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。ご
理
解
と

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
、学
生
、保
護
者
、

三
者
一
体
と
な
っ
た
連
携
の
中
で

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に

胸
を
張
れ
る
人
材
を
送
り
出
す
た
め
に

中京大学学長

北川 薫

学長ご挨拶
建
学
の
精
神
を

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

中
京
大
学
長
期
計
画
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」ス
タ
ー
ト
。

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

商
科
の
単
科
大
学
か
ら
、十
一
学
部
十
一
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

中
京
大
学
は
六
十
年
と
い
う
歩
み
の
中
で
改
革
の
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

飛
躍
的
な
進
化・発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。そ
し
て
今
、「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」と
い
う

新
た
な
旗
印
の
下
、中
京
大
学
は
ど
ん
な
改
革
に
挑
み
、ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

そ
の
舵
を
取
る
、梅
村
清
英
理
事
長
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Pro f i l e梅村 清英
1969年生まれ。1990年度経済学部卒、
1995年度経済学研究科博士単位取得。
博士（経済学）。経済学部教授、大学院
研究科長を経て現在に至る。



保 健 室 ／ 保 健 セ ン タ ー

名古屋キャンパス

※相談内容については秘密を厳守し、外部に漏らすことはありません。

曜日

月

火

水

木

金

名古屋キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

（第2金曜日）
精神科医による相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

14：00～17：00

健康相談

（第2月曜日）校医による健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

9：00～17：00

10：30～12：30

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～12：30

整形外科・健康相談

内科

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

名古屋キャンパス時間

月

火

水

木

金

土

曜日

月

火

水

木

金

土

曜日 豊田キャンパス時間

9：15～12：45

10：00～12：00

11：00～13：00

9：15～12：45

9：15～12：45

休診

休診

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、

い
ま
や
社
会
的
に
も

重
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ

の
悩
み
を
感
じ
た
ら

早
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

状
況
に
応
じ
て
継
続

的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
不
安
や
迷
い

を
感
じ
た
と
き
や
、誰

か
に
話
を
聴
い
て
も
ら

い
た
い
と
き
、具
体
的

に
は
、学
業
・
進
路
・
交

友
関
係
・
課
外
活
動
・

経
済・生
活
全
般
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
は
、遠
慮
せ
ず

に
「
学
生
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
大
学
生
の
健
康
管
理
】

　
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、み
な
さ
ん
の

健
康
状
態
を
知
り
、病
気
の
早
期

発
見
や
相
談
・
応
急
処
置
な
ど
が

常
に
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。健
康
管
理・健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
、保
健
室
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
毎
年

春
に
は
、全
学
年
を
対
象
に
定
期

健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。一

般
計
測
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
尿

検
査
、内
科
検
診
、一
年
次
に
は
心

電
図
検
査
を
行
って
お
り
ま
す
。

曜日

月

火

水

木

金

豊田キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

と
し
て
、ケ
ガ
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
動
作
を
指
導
し
、競

技
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、故
障
す
る
前

よ
り
記
録
が
伸
び
た
な
ど
、大
喜
び

で
報
告
に
く
る
学
生
も
多
く
、私
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
猫
背

や
肩
の
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
、使
い
方
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学
生

の
約
九
割
が
、体
育
の
授
業
や
部
活

動
中
の
ケ
ガ
で
や
って
き
ま
す
。単
な

る
打
撲
や
捻
挫
か
ら
前
十
字
靭
帯
損

整形外科の専門医、スポーツ科学部教授として、2000年に前

任校の国立大学から本学へ赴任。ケガを防ぐ、正しい筋肉の

使い方まで指導し、丁寧なメディカルサポートを心がける。

清水 卓也先生（保健センター長）

1日40～50人の学生が利用する「保健センター」。
スポーツ科学部を置く豊田キャンパス内の施設だけに、運動によるケガが利用者の大半を占めているそうです。

最先端のトレーニング理論で
学生アスリートを力強くサポート。

学 生 相 談 セ ン タ ー
学生相談センターでは学生のみなさんが入学から卒業まで「よりよい学生生活を送るための支援」を目的としています。一人ひとりの話を
じっくりと聴き、あるいは話し合いながら、悩みを克服するためのお手伝いをします。気軽に学生相談センターを訪ねてください。

すこやかな学生生活をバックアップするために、学生のみなさんの健康管理やケガの応急処置など、
万一の場合も迅速にサポートできる体制を整えています。

豊田キャンパス 保健センター

豊田キャンパス

名古屋キャンパス 保健室

パフォーマンス向上にまで
役に立てると
やっぱり嬉しいですね。

傷
な
ど
重
傷
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、そ
う
し
た
場
合
は
い
か
に
早
く
診

断
を
つ
け
、適
切
な
病
院
に
つ
な
げ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。当
セ
ン
タ
ー
は
ス

ポ
ー
ツ
専
門
外
来
と
し
て
専
門
医
を

置
く
ク
リ
ニッ
ク
で
す
か
ら
、そ
の
点
、

ご
安
心
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

を
支
援
す
る「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
」と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
を
提
唱
し
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門

H e a l t h C a r e
心 と 体 の 健 康 サ ポ ー ト

ついはりきり過ぎてしまう
新学期はとくに、ケガや
体調を崩しやすいもの。
心も体も、早め早めのケア
がいちばんです。

【
一
般
相
談
】

【
心
理
相
談
】

TEL
（0565）46-1232（直通）

TEL
（052）835-7861（直通）

大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、

仕
事
の
苦
労
も
歓
び
に
な
る
。

自
分
が
ど
れ
ほ
ど
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。

浮
か
ん
だ
、「
感
謝
」の
二
文
字
。

就
活
で
も
っ
と
も
苦
労
し
た
こ
と
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
は
？

浅
井　
結
局
、プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
が
百
五
十
社
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
た
の
が
約
七
十
社

で
、そ
の
半
分
が
手
書
き
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、体
力
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

野
添
　
僕
は
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
、十
五

社
で
も
相
当
つ
ら
か
っ
た（
笑
）。で
も
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
　
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
そ
う
で
し
た
が
、面

接
練
習
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
何

度
も
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て…

。ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
た
ら
絶
対
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
、

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
存
在
で
し
た
ね
。

浅
井
　
逆
に
、僕
は
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
も
面
接

で
も
、最
初
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
教
わ
っ
た
こ

と
を
た
だ
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
。自
分
の
就
職

活
動
な
の
に
、人
任
せ
に
な
って
い
ま
し
た
。取
り

掛
り
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、失
敗
す
る
こ
と
が
怖

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。〝
自
分
〞を
出
す
こ
と

も
忘
れ
、振
り
返
る
と
、た
だ「
就
活
」の
ま
ね
ご

と
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。企
業
の
説

明
会
を
受
け
に
東
京
や
大
阪
を
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
が
、気
付
け
ば
卒
業
旅
行
の
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
も
消
え
て
い
き
、お
ま
け

に
内
定
も
取
れ
な
い
。「
俺
は
いっ
た
い
何
を
や
って

ん
だ
ろ
う
」と
恥
ず
か
し
な
が
ら
、電
車
の
中
で

一
人
、泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

浅
井
課
長
　
周
り
が
決
ま
って
い
く
焦
り
と
、ど

う
し
て
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
内
定
が
貰

え
な
い
の
か
、そ
ん
な
悔
し
さ
で
す
よ
ね
。い
つ
頃

が
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
？

浅
井
　
選
考
が
進
ん
で
く
る
二
月
中
旬
頃
で
す

ね
。そ
の
後
、自
分
が
本
当
に
就
き
た
い
仕
事
は

何
か
。自
己
分
析・業
界
研
究
を
き
ち
ん
と
や
り

直
し
、一
社
一
社〝
自
分
〞の
言
葉
で
、気
持
ち
を

込
め
て
臨
む
よ
う
に
な
って
、初
め
て
内
定
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
役
立
っ
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
は
何
で
す
か
？

長
尾
課
長　
山
田
さ
ん
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
し
て

いっ
た
印
象
が
あ
る
け
れ
ど
。

山
田
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
関
し
て
は
比
較
的

そ
う
で
す
が
、私
は
業
界
を
絞
り
こ
み
過
ぎ
て
し

ま
って
、「
全
滅
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う

焦
り
が
実
は
強
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
当
時
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
い

う
講
座
で
、お
じ
ぎ
や
戸
の
開
け
閉
め
な
ど
の
立

ち
居
振
る
舞
い
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
、自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
添
　「
いつ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」と
い
う
就
職

対
策
講
座
で
、自
分
の
面
接
風
景
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ

て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、我
な
が
ら
態
度
が

悪
く
て…

こ
ん
な
学
生
、採
り
た
く
な
い
な
あ
って

反
省
し
ま
し
た（
笑
）。そ
の
後
、自
分
の
姿
を
見

て
、面
接
本
番
に
向
け
て
修
正
し
て
い
き
ま
し
た
。

浅
井
　
企
業・官
公
庁
セ
ミ
ナ
ー
は
凄
い
規
模
で

し
た
ね
。

山
田
　
大
手
の
企
業
が
足
を
運
ば
ず
と
も
大
学

ま
で
来
て
く
れ
る
。そ
う
い
う
企
業
を
呼
び
寄
せ

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の
腕
が
ス
ゴ
イ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
に
手
厚
い
な
ら
中
京
大
学
に
入
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
他
大
学
の
友
人
も
い
ま
し
た
。

長
尾
課
長
　
業
界・職
種
研
究
会
と
企
業・官
公

庁
セ
ミ
ナ
ー
を
合
わ
せ
て
四
〇
〇
社
前
後
か
な
。

た
ぶ
ん
他
大
学
さ
ん
と
比
べ
て
も
最
大
級
の
規
模

じ
ゃ
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

浅
井
課
長
　
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

保
護
者
の
方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

青
木　
岐
阜
県
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す
が
、家
か

ら
駅
ま
で
は
バ
ス
で
四
十
分
。就
活
は
移
動
も
多

く
、冬
は
寒
い
で
す
し
、体
力
的
に
つ
ら
か
っ
た
の

で
す
が
、母
が
察
知
し
て
く
れ
、駅
ま
で
毎
日
送

迎
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
し
た
の
で
、よ
く
電

話
で
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。親
と
し
て
は

私
の
選
択
に
意
見
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
安
心
感
を
与
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
添
　
ス
ー
ツ
代
や
交
通
費
、生
活
費
も
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
休
ん
で
就
活
に
集

中
で
き
ま
し
た
し
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

浅
井
　
僕
は
一
切
、両
親
に
就
活
の
話
は
し
て
い

な
い
で
す
ね
。そ
れ
ま
で
の
人
生
で
相
当
な
苦
労

を
か
け
て
き
た
の
で
、「
こ
う
い
う
会
社
に
内
定
を

貰
い
ま
し
た
」と
き
ち
ん
と
報
告
す
る
こ
と
が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。就
活
だ
け
は
親
に
甘

え
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。流
石
に
親
も

心
配
し
て
か
、一
度
だ
け「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？
」と
訊
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

時
も
、「
適
当
に
や
っ
て
る
よ
」と
答
え
て
お
し
ま

い
。で
も
何
気
な
い
そ
の
一
言
が
よ
り
一
層
や
る
気

を
掻
き
立
て
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、こ
れ
か
ら
就
活
に 

臨
む
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田　
受
験
勉
強
は
大
学
四
年
間
の
た
め
、就

職
活
動
は
そ
の
後
、何
十
年
と
い
う
人
生
の
た

め
、と
考
え
る
と
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
就
職
活
動
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。社
会
人
に

な
って
み
る
と
、こ
ん
な
に
責
任
の
あ
る
仕
事
に
就

か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。で
も
学
生
時
代
、あ
れ
ほ
ど
な
り
た
か
っ
た

仕
事
に
就
い
て
い
る
。そ
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、就
職
活
動
を
頑
張
っ
た
お
か
げ
。そ
ん
な
ふ

う
に
思
え
る
仕
事
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

浅
井
　
今
の
世
の
中
、生
き
方
は
様
々
で
す
が
、

就
活
に
臨
む
と
決
め
た
後
輩
に
は
、一
生
に
一
回

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
納
得
い
く
ま
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
へ
ひ
と
こ
と

浅
井
課
長　
今
の
学
生
が
ど
れ
ほ
ど
悩
み
、時
に

は
泣
き
な
が
ら
就
活
を
乗
り
越
え
て
い
る
か
。そ

の
現
実
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、親
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
考

え
方
、行
動
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、社
会
人
と

の
接
点
を
作
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

長
尾
課
長
　
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
活
用
で
き
る
と
、考
え
を
整
理
し
や
す
く
、う

ま
く
レ
ー
ル
に
乗
れ
る
気
が
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
子

様
に
は
、当
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就活をきちんと語ろう！

5分野10の推進事項に全学的に取り
組み、「教育力」と「研究力」のさらなる
充実を目指します。

̶

理
事
長
ご
就
任
か
ら
約
一
年
、慌
た
だ
し
い
日
々
を
振
り
返
っ

て
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
そ
の
前
に
、今
年
も
教
育
懇
談
会
が
全
国
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、大
変
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
十
月
一
日
に
就
任
後
、一
か
月
、三
か
月
、半
年
と
、時

間
が
経
過
す
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
自
分
の
ペ
ー
ス
を
掴
め
る
よ
う
に

な
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。正
直
な
と
こ
ろ
、理
事
長
就
任
前
は
大
き

な
不
安
を
通
り
越
し
て
恐
怖
心
を
覚
え
る
ほ
ど
で
し
た
が
、や
る
べ

き
こ
と
の
一
つ
ひ
と
つ
、着
実
に
実
行
に
移
そ
う
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注

ぐ
う
ち
に
不
安
も
す
っ
か
り
吹
き
と
ん
で
い
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

̶

今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。そ
の
歩
み
は
、改

革
に
次
ぐ
改
革
、の
歴
史
で
し
た
ね
。

　
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
し
な
が
ら
年
々
、社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。大
学
に
求
め
ら
れ
る
モ
ノ
も
様
変
わ
り
し
、本
学
も
こ
れ

に
応
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、た
ゆ
ま
ざ
る
改
革
を
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
も
そ
も
中
京
大
学
は
一
九
五
四（
昭
和
二
十
九
）年
、商
科

の
短
期
大
学
と
し
て
産
声
を
あ
げ
、そ
の
二
年
後
に
四
年
制
大
学
、

十
年
後
の
一
九
六
六（
昭
和
四
十
一
）年
に
商・体
育・文・法
学
部
の

四
学
部
体
制
が
確
立
。現
在
の
総
合
大
学
への
道
の
り
を
歩
み
始
め

た
の
は
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
で
あ
り
、二
代
目
理
事
長（
現
梅
村
清
弘
名

誉
総
長
）が
将
来
計
画
を
明
確
に
示
し
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

な
が
ら
実
現
に
導
い
て
いっ
た
。し
か
し
一
連
の
改
革
を
通
し
て
何
を

尊
重
し
て
き
た
か
と
い
う
と
、教
職
員
と
の
情
報
の
共
有
化
で
す

ね
。現
場
の
声
を
い
か
に
吸
い
上
げ
、教
育
に
反
映
さ
せ
る
か
。私
は

こ
の
流
れ
を
踏
襲
し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
昨
年
、新
た
な
長
期
計

画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

̶

そ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」が
目
指
す
の
は
、建
学
の
精
神
の
具
現

化
と
の
こ
と
で
す
が
。

　
本
学
の
建
学
の
精
神
は
、「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た

れ
」で
す
。こ
れ
は「
文
無
き
武
は
愚
」「
武
無
き
文
は
弱
」と
す
る
、か

つ
て
の
水
戸
学
に
お
け
る『
文
武
不
岐
』の
教
え
を
継
ぐ
も
の
で
す
。本

学
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
と
、一
七
一
六（
享
保
元
）年
に
四
代
目

梅
村
清
茂
、徳
川
光
圀
の
大
日
本
史
編
纂
に
関
わ
っ
た
人
で
す
が
、彼

が
水
戸
で
清
信
塾
を
開
き
、藩
士
の
子
弟
に
説
い
た
教
え
は
時
を
重

ね
て
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
し
て
こ
れ
を
梅
村

清
光
先
生
が
梅
村

家
父
祖
の
地
、愛
知

に
持
ち
か
え
り
、

一
九
二
三（
大
正

十
二
）年
に
中
京

商
業
学
校
を
開
校
し
た
。つ
ま
り
水
戸
学
の
教
え
に
本
学
の
教
育
の

源
流
が
あ
り
、人
で
い
う
と
こ
ろ
の
還
暦
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
た

今
こ
そ
原
点
に
立
ち
、学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ら
な
る
真
剣
味
の
殿
堂

を
築
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

̶

で
は「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」で
推
進
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
、具
体

的
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
、長
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
って
は
、約
五
十
名
の
教
職
員
で

現
状
の
問
題
点
を
洗
い
ざ
ら
い
抽
出
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
の
上
で「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
連
携
」「
国
際
化
」「
卒
業
生
連

携
」と
い
う
五
つ
の
方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
と
し
、さ
ら
に
十

項
目
に
わ
た
る
分
野
別
推
進
事
項
か
ら
十
二
の「
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」を
定
め
、昨
年
よ
り
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば「
目
的
別
寄
付
金
制
度
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、卒
業

生
や
一
般
の
方
か
ら
も
広
く
寄
付
を
募
り
、学
生
に
還
元
す
る
仕
組

み
を
整
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
、現
在
、制
度
が
着
々
と
固
ま
り
つつ

あ
り
ま
す
。ま
た
愛
校
心
を
育
む「
自
校
教
育
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」は
、校

訓
や
建
学
の
精
神
、本
学
の
歴
史
な
ど
を
授
業
の
一
環
と
し
て
学
ん

で
貰
お
う
と
い
う
も
の
で
、国
際
化
に
も
関
連
し
た
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
他
、「
奨
学
金・授
業
料
減
免
の
見
直
し
」や
学
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
教
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
見
直
し
」な
ど
、プ
ロ

ジェク
ト
は
多
岐
に
わ
た
って
い
ま
す
。

　
さ
ら
に「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
計
画
に
沿
う
形
で
、各
学
部
や
事
務
局
、

大
学
内
の
各
研
究
所
な
ど
、部
局
単
位
で
推
進
で
き
る
取
り
組
み
を

学
内
で
公
募
し
、現
在
、十
二
件
の
採
択
事
業
が
進
行
中
で
す
。

　「
中
京
大
学
博
物
館（
仮
称
）設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」に「
教
育
推
進

セ
ン
タ
ー
設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」、あ
る
い
は
保
護
者
の
皆
様
に
分
か
り

や
す
い
と
こ
ろ
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
し
ょ
う
か
。こ

れ
ま
で
皆
様
に
は
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
一
生
懸
命
応
援
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、今
後
は
も
っ
と
大
学
全
体
と
し
て
応
援
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
本
学
は
人
材
に
非
常
に
恵
ま
れ
た
大
学
で
、い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
素
晴
ら
し
い
研
究
者
が
揃
って
い
ま
す
。「
先
端
研
究
機
構
の
創
設

と
大
学
院
改
革
」は
、そ
う
し
た
人
材
を
活
か
し
、質
の
高
い
教
育
と

研
究
の
好
循
環
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
さ
に「
学
術
」と「
ス
ポ
ー
ツ
」、『
文
武
不
岐
』の
視
点
か
ら
中
京

大
学
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
、皆

様
に
ぜ
ひ
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

̶

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
四
月
よ
り
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
採
択
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、教
職
員
約
百
名
体
制
で
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
増
員
を
図
り
な
が
ら〝
教
職
協
働
〞に
よ
る
総
力
戦

で
、し
か
る
べ
き
改
革
の
手
を
打
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の

先
、中
京
大
学
が
学
生
に
と
って
愛
す
べ
き
母
校
、誇
る
べ
き
母
校
と

な
れ
ま
す
よ
う
、保
護
者
の
皆
様
に
も
こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
ご
支
援
、ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

梅
村
理
事
長 IN

T
E
RV
IEW

「
中
京
大
学
を
知
り
、自
分
を
知
る
。そ
こ
か
ら

  

国
際
社
会
で
の
対
話
力
も
磨
か
れ
る
で
し
ょ
う
。」

文
無
き
武
は
愚
で
あ
り

武
無
き
文
は
弱
で
あ
る

し
た
が
っ
て
文
武
は
不
岐
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

学問を好んだ徳川光圀が「大日本史」を編纂するにあたり、水戸へ集められた学者の一人。
編纂過程で生まれた水戸学は、幕末の志士にも多大な影響を与えました。

第4代  梅村 清茂

梅
村
学
園
理
事
長

梅
村 

清
英

これから先の10年も、

保護者の皆様とともに歩む

中京大学でありたい。

　
中
京
大
学
は
今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、さ
ら

な
る
発
展
を
図
る
た
め
、長
期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、教
育
、研
究
、国
際

化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連
携
を
五
つ
の
骨
子
と
し
て
い

ま
す
が
、大
学
の
使
命
は
、有
為
の
人
材
を
育
て（
教
育
）、

社
会
に
送
り
出
す（
国
際
化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連

携
）こ
と
で
あ
り
、研
究
成
果（
研
究
）を
社
会
に
公
開
し

（
社
会
連
携
、国
際
化
）活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
実
現
に
は
、大
学
が
自
ら
の
教
育
方
針
や
研
究

方
針
を
立
て
、ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
、ど
う
社
会
に

貢
献
し
て
い
く
か
、を
明
示
し
て
い
く
こ
と
、そ
れ
を
学

生
及
び
保
護
者
の
方
々
に
理
解
、咀
嚼
い
た
だ
く
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

　
幸
い
、本
学
は
早
い
時
期
か
ら
保
護
者
対
象
の
教
育

懇
談
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。開
学
よ
り
六
十
年
の

歩
み
は
、す
な
わ
ち
学
生
、保
護
者
、社
会
と
の
連
携
の

歴
史
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
って
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
一
研

究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
と
本
学
は
学
部
学
科
を

新
設
あ
る
い
は
分
離
独
立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。こ
の
姿

勢
が
社
会
や
保
護
者
の
方
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、学
生

も
自
ら
の
学
修
領
域
で
励
み
、中
京
の
名
を
高
め
て
く

れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
の
時
々
に
保
護
者
の
方
々
、教
育
後
援
会
の

会
員
の
皆
様
か
ら
、温
か
い
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
及
び
学
生
へ
の
叱
咤
激
励
が
、ど
れ
ほ
ど
我
々
を

発
奮
さ
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。教
育
環
境
へ
の
ご
援
助

が
、ど
れ
ほ
ど
学
修
意
欲
を
高
め
た
で
し
ょ
う
か
。感
謝

の
限
り
で
す
。

　
今
、少
子
化
と
国
際
化
の
進
展
で
、日
本
は
グ
ロ
ー
バル

な
競
争
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
核
と
な
る
の
は

人
材
を
輩
出
す
る
大
学
で
す
。

　
中
京
大
学
で
は
、各
種
留
学
制
度
を
備
え
、学
生
が

グ
ロ
ー
バル
に
羽
ば
た
く
よ
う
応
援
す
る
一
方
、情
報
理

工
学
部
の
工
学
部
への
改
組
、文
学
部
への
歴
史
文
化
学

科
の
新
設
、国
際
英
語
学
部
の
三
専
攻
化
、さ
ら
に
は
来

年
、現
代
社
会
学
部
の
四
専
攻
化
を
予
定
す
る
な
ど
、

不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
は
保
護
者
の
方
々
の
理
解
と
応
援
あ
っ
て
の

こ
と
。「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
下
、保
護
者
の
方
々
に
一
層
信

頼
さ
れ
、学
生
の
学
修
意
欲
を
高
め
る
た
め〝
あ
く
な

き
挑
戦
〞を
今
後
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。ご
理
解
と

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
、学
生
、保
護
者
、

三
者
一
体
と
な
っ
た
連
携
の
中
で

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に

胸
を
張
れ
る
人
材
を
送
り
出
す
た
め
に

中京大学学長

北川 薫

学長ご挨拶
建
学
の
精
神
を

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

中
京
大
学
長
期
計
画
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」ス
タ
ー
ト
。

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

商
科
の
単
科
大
学
か
ら
、十
一
学
部
十
一
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

中
京
大
学
は
六
十
年
と
い
う
歩
み
の
中
で
改
革
の
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

飛
躍
的
な
進
化・発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。そ
し
て
今
、「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」と
い
う

新
た
な
旗
印
の
下
、中
京
大
学
は
ど
ん
な
改
革
に
挑
み
、ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

そ
の
舵
を
取
る
、梅
村
清
英
理
事
長
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Pro f i l e梅村 清英
1969年生まれ。1990年度経済学部卒、
1995年度経済学研究科博士単位取得。
博士（経済学）。経済学部教授、大学院
研究科長を経て現在に至る。

保 健 室 ／ 保 健 セ ン タ ー

名古屋キャンパス

※相談内容については秘密を厳守し、外部に漏らすことはありません。

曜日

月

火

水

木

金

名古屋キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

（第2金曜日）
精神科医による相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

14：00～17：00

健康相談

（第2月曜日）校医による健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

9：00～17：00

10：30～12：30

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～12：30

整形外科・健康相談

内科

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

名古屋キャンパス時間

月

火

水

木

金

土

曜日

月

火

水

木

金

土

曜日 豊田キャンパス時間

9：15～12：45

10：00～12：00

11：00～13：00

9：15～12：45

9：15～12：45

休診

休診

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、

い
ま
や
社
会
的
に
も

重
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ

の
悩
み
を
感
じ
た
ら

早
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

状
況
に
応
じ
て
継
続

的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
不
安
や
迷
い

を
感
じ
た
と
き
や
、誰

か
に
話
を
聴
い
て
も
ら

い
た
い
と
き
、具
体
的

に
は
、学
業
・
進
路
・
交

友
関
係
・
課
外
活
動
・

経
済・生
活
全
般
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
は
、遠
慮
せ
ず

に
「
学
生
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
大
学
生
の
健
康
管
理
】

　
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、み
な
さ
ん
の

健
康
状
態
を
知
り
、病
気
の
早
期

発
見
や
相
談
・
応
急
処
置
な
ど
が

常
に
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。健
康
管
理・健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
、保
健
室
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
毎
年

春
に
は
、全
学
年
を
対
象
に
定
期

健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。一

般
計
測
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
尿

検
査
、内
科
検
診
、一
年
次
に
は
心

電
図
検
査
を
行
って
お
り
ま
す
。

曜日

月

火

水

木

金

豊田キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

と
し
て
、ケ
ガ
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
動
作
を
指
導
し
、競

技
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、故
障
す
る
前

よ
り
記
録
が
伸
び
た
な
ど
、大
喜
び

で
報
告
に
く
る
学
生
も
多
く
、私
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
猫
背

や
肩
の
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
、使
い
方
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学
生

の
約
九
割
が
、体
育
の
授
業
や
部
活

動
中
の
ケ
ガ
で
や
って
き
ま
す
。単
な

る
打
撲
や
捻
挫
か
ら
前
十
字
靭
帯
損

整形外科の専門医、スポーツ科学部教授として、2000年に前

任校の国立大学から本学へ赴任。ケガを防ぐ、正しい筋肉の

使い方まで指導し、丁寧なメディカルサポートを心がける。

清水 卓也先生（保健センター長）

1日40～50人の学生が利用する「保健センター」。
スポーツ科学部を置く豊田キャンパス内の施設だけに、運動によるケガが利用者の大半を占めているそうです。

最先端のトレーニング理論で
学生アスリートを力強くサポート。

学 生 相 談 セ ン タ ー
学生相談センターでは学生のみなさんが入学から卒業まで「よりよい学生生活を送るための支援」を目的としています。一人ひとりの話を
じっくりと聴き、あるいは話し合いながら、悩みを克服するためのお手伝いをします。気軽に学生相談センターを訪ねてください。

すこやかな学生生活をバックアップするために、学生のみなさんの健康管理やケガの応急処置など、
万一の場合も迅速にサポートできる体制を整えています。

豊田キャンパス 保健センター

豊田キャンパス

名古屋キャンパス 保健室

パフォーマンス向上にまで
役に立てると
やっぱり嬉しいですね。

傷
な
ど
重
傷
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、そ
う
し
た
場
合
は
い
か
に
早
く
診

断
を
つ
け
、適
切
な
病
院
に
つ
な
げ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。当
セ
ン
タ
ー
は
ス

ポ
ー
ツ
専
門
外
来
と
し
て
専
門
医
を

置
く
ク
リ
ニッ
ク
で
す
か
ら
、そ
の
点
、

ご
安
心
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

を
支
援
す
る「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
」と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
を
提
唱
し
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門

H e a l t h C a r e
心 と 体 の 健 康 サ ポ ー ト

ついはりきり過ぎてしまう
新学期はとくに、ケガや
体調を崩しやすいもの。
心も体も、早め早めのケア
がいちばんです。

【
一
般
相
談
】

【
心
理
相
談
】

TEL
（0565）46-1232（直通）

TEL
（052）835-7861（直通）

5分野10の推進事項に全学的に取り
組み、「教育力」と「研究力」のさらなる
充実を目指します。

̶

理
事
長
ご
就
任
か
ら
約
一
年
、慌
た
だ
し
い
日
々
を
振
り
返
っ

て
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
そ
の
前
に
、今
年
も
教
育
懇
談
会
が
全
国
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、大
変
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
十
月
一
日
に
就
任
後
、一
か
月
、三
か
月
、半
年
と
、時

間
が
経
過
す
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
自
分
の
ペ
ー
ス
を
掴
め
る
よ
う
に

な
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。正
直
な
と
こ
ろ
、理
事
長
就
任
前
は
大
き

な
不
安
を
通
り
越
し
て
恐
怖
心
を
覚
え
る
ほ
ど
で
し
た
が
、や
る
べ

き
こ
と
の
一
つ
ひ
と
つ
、着
実
に
実
行
に
移
そ
う
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注

ぐ
う
ち
に
不
安
も
す
っ
か
り
吹
き
と
ん
で
い
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

̶

今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。そ
の
歩
み
は
、改

革
に
次
ぐ
改
革
、の
歴
史
で
し
た
ね
。

　
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
し
な
が
ら
年
々
、社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。大
学
に
求
め
ら
れ
る
モ
ノ
も
様
変
わ
り
し
、本
学
も
こ
れ

に
応
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、た
ゆ
ま
ざ
る
改
革
を
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
も
そ
も
中
京
大
学
は
一
九
五
四（
昭
和
二
十
九
）年
、商
科

の
短
期
大
学
と
し
て
産
声
を
あ
げ
、そ
の
二
年
後
に
四
年
制
大
学
、

十
年
後
の
一
九
六
六（
昭
和
四
十
一
）年
に
商・体
育・文・法
学
部
の

四
学
部
体
制
が
確
立
。現
在
の
総
合
大
学
への
道
の
り
を
歩
み
始
め

た
の
は
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
で
あ
り
、二
代
目
理
事
長（
現
梅
村
清
弘
名

誉
総
長
）が
将
来
計
画
を
明
確
に
示
し
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

な
が
ら
実
現
に
導
い
て
いっ
た
。し
か
し
一
連
の
改
革
を
通
し
て
何
を

尊
重
し
て
き
た
か
と
い
う
と
、教
職
員
と
の
情
報
の
共
有
化
で
す

ね
。現
場
の
声
を
い
か
に
吸
い
上
げ
、教
育
に
反
映
さ
せ
る
か
。私
は

こ
の
流
れ
を
踏
襲
し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
昨
年
、新
た
な
長
期
計

画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

̶

そ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」が
目
指
す
の
は
、建
学
の
精
神
の
具
現

化
と
の
こ
と
で
す
が
。

　
本
学
の
建
学
の
精
神
は
、「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た

れ
」で
す
。こ
れ
は「
文
無
き
武
は
愚
」「
武
無
き
文
は
弱
」と
す
る
、か

つ
て
の
水
戸
学
に
お
け
る『
文
武
不
岐
』の
教
え
を
継
ぐ
も
の
で
す
。本

学
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
と
、一
七
一
六（
享
保
元
）年
に
四
代
目

梅
村
清
茂
、徳
川
光
圀
の
大
日
本
史
編
纂
に
関
わ
っ
た
人
で
す
が
、彼

が
水
戸
で
清
信
塾
を
開
き
、藩
士
の
子
弟
に
説
い
た
教
え
は
時
を
重

ね
て
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
し
て
こ
れ
を
梅
村

清
光
先
生
が
梅
村

家
父
祖
の
地
、愛
知

に
持
ち
か
え
り
、

一
九
二
三（
大
正

十
二
）年
に
中
京

商
業
学
校
を
開
校
し
た
。つ
ま
り
水
戸
学
の
教
え
に
本
学
の
教
育
の

源
流
が
あ
り
、人
で
い
う
と
こ
ろ
の
還
暦
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
た

今
こ
そ
原
点
に
立
ち
、学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ら
な
る
真
剣
味
の
殿
堂

を
築
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

̶

で
は「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」で
推
進
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
、具
体

的
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
、長
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
って
は
、約
五
十
名
の
教
職
員
で

現
状
の
問
題
点
を
洗
い
ざ
ら
い
抽
出
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
の
上
で「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
連
携
」「
国
際
化
」「
卒
業
生
連

携
」と
い
う
五
つ
の
方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
と
し
、さ
ら
に
十

項
目
に
わ
た
る
分
野
別
推
進
事
項
か
ら
十
二
の「
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」を
定
め
、昨
年
よ
り
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば「
目
的
別
寄
付
金
制
度
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、卒
業

生
や
一
般
の
方
か
ら
も
広
く
寄
付
を
募
り
、学
生
に
還
元
す
る
仕
組

み
を
整
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
、現
在
、制
度
が
着
々
と
固
ま
り
つつ

あ
り
ま
す
。ま
た
愛
校
心
を
育
む「
自
校
教
育
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」は
、校

訓
や
建
学
の
精
神
、本
学
の
歴
史
な
ど
を
授
業
の
一
環
と
し
て
学
ん

で
貰
お
う
と
い
う
も
の
で
、国
際
化
に
も
関
連
し
た
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
他
、「
奨
学
金・授
業
料
減
免
の
見
直
し
」や
学
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
教
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
見
直
し
」な
ど
、プ
ロ

ジェク
ト
は
多
岐
に
わ
た
って
い
ま
す
。

　
さ
ら
に「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
計
画
に
沿
う
形
で
、各
学
部
や
事
務
局
、

大
学
内
の
各
研
究
所
な
ど
、部
局
単
位
で
推
進
で
き
る
取
り
組
み
を

学
内
で
公
募
し
、現
在
、十
二
件
の
採
択
事
業
が
進
行
中
で
す
。

　「
中
京
大
学
博
物
館（
仮
称
）設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」に「
教
育
推
進

セ
ン
タ
ー
設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」、あ
る
い
は
保
護
者
の
皆
様
に
分
か
り

や
す
い
と
こ
ろ
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
し
ょ
う
か
。こ

れ
ま
で
皆
様
に
は
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
一
生
懸
命
応
援
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、今
後
は
も
っ
と
大
学
全
体
と
し
て
応
援
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
本
学
は
人
材
に
非
常
に
恵
ま
れ
た
大
学
で
、い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
素
晴
ら
し
い
研
究
者
が
揃
って
い
ま
す
。「
先
端
研
究
機
構
の
創
設

と
大
学
院
改
革
」は
、そ
う
し
た
人
材
を
活
か
し
、質
の
高
い
教
育
と

研
究
の
好
循
環
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
さ
に「
学
術
」と「
ス
ポ
ー
ツ
」、『
文
武
不
岐
』の
視
点
か
ら
中
京

大
学
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
、皆

様
に
ぜ
ひ
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

̶

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
四
月
よ
り
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
採
択
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、教
職
員
約
百
名
体
制
で
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
増
員
を
図
り
な
が
ら〝
教
職
協
働
〞に
よ
る
総
力
戦

で
、し
か
る
べ
き
改
革
の
手
を
打
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の

先
、中
京
大
学
が
学
生
に
と
って
愛
す
べ
き
母
校
、誇
る
べ
き
母
校
と

な
れ
ま
す
よ
う
、保
護
者
の
皆
様
に
も
こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
ご
支
援
、ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

梅
村
理
事
長 IN

T
E
RV
IEW

「
中
京
大
学
を
知
り
、自
分
を
知
る
。そ
こ
か
ら

  

国
際
社
会
で
の
対
話
力
も
磨
か
れ
る
で
し
ょ
う
。」

文
無
き
武
は
愚
で
あ
り

武
無
き
文
は
弱
で
あ
る

し
た
が
っ
て
文
武
は
不
岐
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

学問を好んだ徳川光圀が「大日本史」を編纂するにあたり、水戸へ集められた学者の一人。
編纂過程で生まれた水戸学は、幕末の志士にも多大な影響を与えました。

第4代  梅村 清茂



保 健 室 ／ 保 健 セ ン タ ー

名古屋キャンパス

※相談内容については秘密を厳守し、外部に漏らすことはありません。

曜日

月

火

水

木

金

名古屋キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

（第2金曜日）
精神科医による相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

14：00～17：00

健康相談

（第2月曜日）校医による健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

9：00～17：00

10：30～12：30

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～12：30

整形外科・健康相談

内科

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

名古屋キャンパス時間

月

火

水

木

金

土

曜日

月

火

水

木

金

土

曜日 豊田キャンパス時間

9：15～12：45

10：00～12：00

11：00～13：00

9：15～12：45

9：15～12：45

休診

休診

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、

い
ま
や
社
会
的
に
も

重
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ

の
悩
み
を
感
じ
た
ら

早
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

状
況
に
応
じ
て
継
続

的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
不
安
や
迷
い

を
感
じ
た
と
き
や
、誰

か
に
話
を
聴
い
て
も
ら

い
た
い
と
き
、具
体
的

に
は
、学
業
・
進
路
・
交

友
関
係
・
課
外
活
動
・

経
済・生
活
全
般
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
は
、遠
慮
せ
ず

に
「
学
生
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
大
学
生
の
健
康
管
理
】

　
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、み
な
さ
ん
の

健
康
状
態
を
知
り
、病
気
の
早
期

発
見
や
相
談
・
応
急
処
置
な
ど
が

常
に
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。健
康
管
理・健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
、保
健
室
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
毎
年

春
に
は
、全
学
年
を
対
象
に
定
期

健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。一

般
計
測
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
尿

検
査
、内
科
検
診
、一
年
次
に
は
心

電
図
検
査
を
行
って
お
り
ま
す
。

曜日

月

火

水

木

金

豊田キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

と
し
て
、ケ
ガ
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
動
作
を
指
導
し
、競

技
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、故
障
す
る
前

よ
り
記
録
が
伸
び
た
な
ど
、大
喜
び

で
報
告
に
く
る
学
生
も
多
く
、私
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
猫
背

や
肩
の
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
、使
い
方
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学
生

の
約
九
割
が
、体
育
の
授
業
や
部
活

動
中
の
ケ
ガ
で
や
って
き
ま
す
。単
な

る
打
撲
や
捻
挫
か
ら
前
十
字
靭
帯
損

整形外科の専門医、スポーツ科学部教授として、2000年に前

任校の国立大学から本学へ赴任。ケガを防ぐ、正しい筋肉の

使い方まで指導し、丁寧なメディカルサポートを心がける。

清水 卓也先生（保健センター長）

1日40～50人の学生が利用する「保健センター」。
スポーツ科学部を置く豊田キャンパス内の施設だけに、運動によるケガが利用者の大半を占めているそうです。

最先端のトレーニング理論で
学生アスリートを力強くサポート。

学 生 相 談 セ ン タ ー
学生相談センターでは学生のみなさんが入学から卒業まで「よりよい学生生活を送るための支援」を目的としています。一人ひとりの話を
じっくりと聴き、あるいは話し合いながら、悩みを克服するためのお手伝いをします。気軽に学生相談センターを訪ねてください。

すこやかな学生生活をバックアップするために、学生のみなさんの健康管理やケガの応急処置など、
万一の場合も迅速にサポートできる体制を整えています。

豊田キャンパス 保健センター

豊田キャンパス

名古屋キャンパス 保健室

パフォーマンス向上にまで
役に立てると
やっぱり嬉しいですね。

傷
な
ど
重
傷
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、そ
う
し
た
場
合
は
い
か
に
早
く
診

断
を
つ
け
、適
切
な
病
院
に
つ
な
げ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。当
セ
ン
タ
ー
は
ス

ポ
ー
ツ
専
門
外
来
と
し
て
専
門
医
を

置
く
ク
リ
ニッ
ク
で
す
か
ら
、そ
の
点
、

ご
安
心
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

を
支
援
す
る「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
」と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
を
提
唱
し
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門

H e a l t h C a r e
心 と 体 の 健 康 サ ポ ー ト

ついはりきり過ぎてしまう
新学期はとくに、ケガや
体調を崩しやすいもの。
心も体も、早め早めのケア
がいちばんです。

【
一
般
相
談
】

【
心
理
相
談
】

TEL
（0565）46-1232（直通）

TEL
（052）835-7861（直通）

5分野10の推進事項に全学的に取り
組み、「教育力」と「研究力」のさらなる
充実を目指します。

̶

理
事
長
ご
就
任
か
ら
約
一
年
、慌
た
だ
し
い
日
々
を
振
り
返
っ

て
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
そ
の
前
に
、今
年
も
教
育
懇
談
会
が
全
国
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、大
変
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
十
月
一
日
に
就
任
後
、一
か
月
、三
か
月
、半
年
と
、時

間
が
経
過
す
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
自
分
の
ペ
ー
ス
を
掴
め
る
よ
う
に

な
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。正
直
な
と
こ
ろ
、理
事
長
就
任
前
は
大
き

な
不
安
を
通
り
越
し
て
恐
怖
心
を
覚
え
る
ほ
ど
で
し
た
が
、や
る
べ

き
こ
と
の
一
つ
ひ
と
つ
、着
実
に
実
行
に
移
そ
う
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注

ぐ
う
ち
に
不
安
も
す
っ
か
り
吹
き
と
ん
で
い
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

̶

今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。そ
の
歩
み
は
、改

革
に
次
ぐ
改
革
、の
歴
史
で
し
た
ね
。

　
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
し
な
が
ら
年
々
、社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。大
学
に
求
め
ら
れ
る
モ
ノ
も
様
変
わ
り
し
、本
学
も
こ
れ

に
応
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、た
ゆ
ま
ざ
る
改
革
を
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
も
そ
も
中
京
大
学
は
一
九
五
四（
昭
和
二
十
九
）年
、商
科

の
短
期
大
学
と
し
て
産
声
を
あ
げ
、そ
の
二
年
後
に
四
年
制
大
学
、

十
年
後
の
一
九
六
六（
昭
和
四
十
一
）年
に
商・体
育・文・法
学
部
の

四
学
部
体
制
が
確
立
。現
在
の
総
合
大
学
への
道
の
り
を
歩
み
始
め

た
の
は
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
で
あ
り
、二
代
目
理
事
長（
現
梅
村
清
弘
名

誉
総
長
）が
将
来
計
画
を
明
確
に
示
し
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

な
が
ら
実
現
に
導
い
て
いっ
た
。し
か
し
一
連
の
改
革
を
通
し
て
何
を

尊
重
し
て
き
た
か
と
い
う
と
、教
職
員
と
の
情
報
の
共
有
化
で
す

ね
。現
場
の
声
を
い
か
に
吸
い
上
げ
、教
育
に
反
映
さ
せ
る
か
。私
は

こ
の
流
れ
を
踏
襲
し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
昨
年
、新
た
な
長
期
計

画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

̶

そ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」が
目
指
す
の
は
、建
学
の
精
神
の
具
現

化
と
の
こ
と
で
す
が
。

　
本
学
の
建
学
の
精
神
は
、「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た

れ
」で
す
。こ
れ
は「
文
無
き
武
は
愚
」「
武
無
き
文
は
弱
」と
す
る
、か

つ
て
の
水
戸
学
に
お
け
る『
文
武
不
岐
』の
教
え
を
継
ぐ
も
の
で
す
。本

学
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
と
、一
七
一
六（
享
保
元
）年
に
四
代
目

梅
村
清
茂
、徳
川
光
圀
の
大
日
本
史
編
纂
に
関
わ
っ
た
人
で
す
が
、彼

が
水
戸
で
清
信
塾
を
開
き
、藩
士
の
子
弟
に
説
い
た
教
え
は
時
を
重

ね
て
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
し
て
こ
れ
を
梅
村

清
光
先
生
が
梅
村

家
父
祖
の
地
、愛
知

に
持
ち
か
え
り
、

一
九
二
三（
大
正

十
二
）年
に
中
京

商
業
学
校
を
開
校
し
た
。つ
ま
り
水
戸
学
の
教
え
に
本
学
の
教
育
の

源
流
が
あ
り
、人
で
い
う
と
こ
ろ
の
還
暦
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
た

今
こ
そ
原
点
に
立
ち
、学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ら
な
る
真
剣
味
の
殿
堂

を
築
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

̶

で
は「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」で
推
進
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
、具
体

的
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
、長
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
って
は
、約
五
十
名
の
教
職
員
で

現
状
の
問
題
点
を
洗
い
ざ
ら
い
抽
出
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
の
上
で「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
連
携
」「
国
際
化
」「
卒
業
生
連

携
」と
い
う
五
つ
の
方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
と
し
、さ
ら
に
十

項
目
に
わ
た
る
分
野
別
推
進
事
項
か
ら
十
二
の「
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」を
定
め
、昨
年
よ
り
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば「
目
的
別
寄
付
金
制
度
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、卒
業

生
や
一
般
の
方
か
ら
も
広
く
寄
付
を
募
り
、学
生
に
還
元
す
る
仕
組

み
を
整
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
、現
在
、制
度
が
着
々
と
固
ま
り
つつ

あ
り
ま
す
。ま
た
愛
校
心
を
育
む「
自
校
教
育
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」は
、校

訓
や
建
学
の
精
神
、本
学
の
歴
史
な
ど
を
授
業
の
一
環
と
し
て
学
ん

で
貰
お
う
と
い
う
も
の
で
、国
際
化
に
も
関
連
し
た
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
他
、「
奨
学
金・授
業
料
減
免
の
見
直
し
」や
学
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
教
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
見
直
し
」な
ど
、プ
ロ

ジェク
ト
は
多
岐
に
わ
た
って
い
ま
す
。

　
さ
ら
に「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
計
画
に
沿
う
形
で
、各
学
部
や
事
務
局
、

大
学
内
の
各
研
究
所
な
ど
、部
局
単
位
で
推
進
で
き
る
取
り
組
み
を

学
内
で
公
募
し
、現
在
、十
二
件
の
採
択
事
業
が
進
行
中
で
す
。

　「
中
京
大
学
博
物
館（
仮
称
）設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」に「
教
育
推
進

セ
ン
タ
ー
設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」、あ
る
い
は
保
護
者
の
皆
様
に
分
か
り

や
す
い
と
こ
ろ
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
し
ょ
う
か
。こ

れ
ま
で
皆
様
に
は
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
一
生
懸
命
応
援
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、今
後
は
も
っ
と
大
学
全
体
と
し
て
応
援
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
本
学
は
人
材
に
非
常
に
恵
ま
れ
た
大
学
で
、い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
素
晴
ら
し
い
研
究
者
が
揃
って
い
ま
す
。「
先
端
研
究
機
構
の
創
設

と
大
学
院
改
革
」は
、そ
う
し
た
人
材
を
活
か
し
、質
の
高
い
教
育
と

研
究
の
好
循
環
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
さ
に「
学
術
」と「
ス
ポ
ー
ツ
」、『
文
武
不
岐
』の
視
点
か
ら
中
京

大
学
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
、皆

様
に
ぜ
ひ
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

̶

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
四
月
よ
り
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
採
択
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、教
職
員
約
百
名
体
制
で
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
増
員
を
図
り
な
が
ら〝
教
職
協
働
〞に
よ
る
総
力
戦

で
、し
か
る
べ
き
改
革
の
手
を
打
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の

先
、中
京
大
学
が
学
生
に
と
って
愛
す
べ
き
母
校
、誇
る
べ
き
母
校
と

な
れ
ま
す
よ
う
、保
護
者
の
皆
様
に
も
こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
ご
支
援
、ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

梅
村
理
事
長 IN

T
E
RV
IEW

「
中
京
大
学
を
知
り
、自
分
を
知
る
。そ
こ
か
ら

  

国
際
社
会
で
の
対
話
力
も
磨
か
れ
る
で
し
ょ
う
。」

文
無
き
武
は
愚
で
あ
り

武
無
き
文
は
弱
で
あ
る

し
た
が
っ
て
文
武
は
不
岐
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

学問を好んだ徳川光圀が「大日本史」を編纂するにあたり、水戸へ集められた学者の一人。
編纂過程で生まれた水戸学は、幕末の志士にも多大な影響を与えました。

第4代  梅村 清茂

Ｄ
委
員
会
は
年
に
七
回
ほ
ど
催
し
、委
員

会
で
の
決
定
事
項
や
検
討
す
る
事
案
に

つ
い
て
は
、各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教
授
会

で
報
告
し
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
委
員
会
で
は
三
本
柱
の
ほ
か
、Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
講
演
会
の
開
催
、国
際
教
養
学
部
の「
経
験

交
流
会
」や
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。と
く
に
経
験
交
流
会
は
成
功
も
失
敗
も
含
め
、

教
員
自
身
の
経
験
談
を
披
露
す
る
こ
と
で
、よ
り

良
い
授
業
を
行
う
た
め
の
手
法
を
学
び
合
う
場
と

な
って
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
の
基
礎
的
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
想
い
が

私
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
の
教
育
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
教
員
を

主
と
す
る
Ｆ
Ｄ
に
対
し
、職
員
、つ
ま
り
ス
タ
ッ
フ
の

能
力
向
上
を
意
味
す
る
Ｓ
Ｄ
（S

ta
ff 

D
evelopm

ent

）も
重
視
す
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
大
学
は
、い
ち
ば
ん
大
切
な
主
人
公
で
あ

る
学
生
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。単
に「
教
え

る
」

｜「
学
ぶ
」だ
け
の
関
係
で
な
く
、学
生
も
一
緒

に
な
って
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。通

常
、〝
大
学
ス
タ
ッフ
〞と
い
え
ば
、「
教
員
」あ
る
い
は

「
教
職
員
」が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、我
々
、中
京

大
学
と
し
て
は「
学
生
」も
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ

や
高
校
生
の
半
数
以
上
が
大
学
へ
進
学
す

る
時
代
。推
薦
や
Ａ
О
入
試
な
ど
入
試
の

方
法
も
多
彩
に
な
り
、学
生
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
は
、こ
の
対
応
を
各
大
学
に
求
め

た
も
の
で
す
が
、か
ね
て
よ
り
教
育
の
質
的
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
本
学
に
お
い
て
も
、全
学
的
な
活

動
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
、

ざ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
す
と
、一
つ
は「
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
」で
す
ね
。ま
ず
は
教
員
が
行
って
い
る
授
業
に
つ

い
て
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、教
員
自
身
が

授
業
内
容
を
点
検
し
、改
善
す
べ
き
点
を
教
育
に

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
つ
目
は「
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
」で
す
。

高
校
ま
で
と
違
っ
て
、大
学
で
は
自
分
で
受
け
た
い

授
業
を
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
判
断
材
料

と
し
て「
シ
ラ
バ
ス
」と
い
う
授
業
計
画
書
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
十
分
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、意
味

が
な
い
。そ
こ
で
先
生
方
に
シ
ラ
バ
ス
の
ま
と
め
方
も

改
善
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
が「
公
開
授
業
」。そ

も
そ
も
大
学
教
員
は
教
育
実
習
経
験
が
な
く
、各

自
、模
索
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
だ
っ
た
授
業
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
で
、教
員
同
士
が
互
い
に
学
び
合
お
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
を
柱
に
Ｆ
Ｄ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

〇
〇
九
年
に
各
学
部・研
究
科
か
ら
委
員

を
選
出
し
て
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
組
織
し
、翌

年
の
春
、第
一
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
教
員
の
声
は
はっ
き
り
聞
こ
え
る
か
」「
授
業
内

容
は
十
分
、理
解
で
き
て
い
た
か
」「
シ
ラ
バ
ス
通
り

の
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
か
」「
補
助
教
材
が
き
ち

ん
と
生
か
さ
れ
て
い
た
か
」な
ど
、変
化
を
把
握
す

る
意
味
も
あ
って
、ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
の
五
、六
年
、同

じ
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ
変

化
が
出
て
き
ま
し
た
。と
く
に
授
業
中
の
声
や
補

助
教
材
等
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
改
善
に
結
び
つ
き

や
す
く
、評
価
の
数
値
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
学
生
の
立
場
で

考
え
ま
す
と
、自
分
た
ち
の
意
見
が
い
か
に
反
映
さ

れ
る
の
か
、そ
こ
が
最
大
の
関
心
事
で
し
ょ
う
。学

習
環
境
に
つ
い
て
は
、改
修
工
事
を
行
う
際
な
ど
、

随
時
、要
望
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
一
方
で
、教

員
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、各
教
員
が
そ
の
結
果
を

「
自
己
点
検
報
告
書
」と
し
て
ま
と
め
、学
生
に
公

開
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
こ
で
Ｆ
Ｄ
が
教
員
に
と
って
、重
苦
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。振
り
返
り
ま
す
と
、当
初
こ
の
活
動
を
推
進
す

る
上
で
、何
が
い
ち
ば
ん
難
し
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、

教
員
に
考
え
方
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

　
昔
と
比
べ
る
と
大
学
教
員
の
仕
事
は
増
え
て
い

ま
す
し
、何
と
いって
も
、自
分
の
授
業
が
学
生
か
ら

点
数
を
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。「
学
生
が
教
員
を

評
価
す
る
と
は
何
た
る
こ
と
」と
抵
抗
を
感
じ
る

先
生
方
も
正
直
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
来
、学
生
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
に

な
り
ま
せ
ん
。学
生
は
黙
って
講
義
に
つい
て
く
れ
ば

い
い
、と
い
う
、旧
式
の
考
え
か
ら
脱
し
、授
業
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
で
学
生
と
の
関
係
が
良
好
に
な

れ
ば
、教
員
自
身
が
望
む
授
業
を
実
現
で
き
る
と
、

地
道
な
意
識
改
革
を
行
って
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、そ
ろ
そ
ろ
第
一
段

階
を
終
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

今
後
も
継
続
す
る
方
針
で
す
が
、導
入
時
と
比
べ

る
と
形
式
的
に
な
る
と
い
う
か
、結
果
を
受
け
止
め

る
教
員
の
緊
張
感
も
減
退
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
段
階
へ
発
展
さ
せ
る
べ
く
、改
善
に
つ
と

め
た
い
と
思
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中京大学でもFD活動に取り組むこととなり、2008年、委員会発足と
合わせてFD委員長に。同時に副学長にも就任した。

り
、こ
の
三
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、Ｆ
Ｄ
活
動
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
に
、よ
り
良
い
教
育
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
み
た
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
を
学
生

の
中
か
ら
募
集
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、す
ぐ
に
三
十
名
ほ
ど
が
手
を
挙
げ
て
く
れ

ま
し
た
。果
た
し
て
学
生
が
集
ま
って
く
れ
る
の
か
、

正
直
、不
安
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、委

員
会
の
先
生
方
と
感
激
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま

す
。現
在
、彼
ら
は「
学
生
Ｆ
Ｄ
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
、

「
授
業
中
の
私
語
を
な
く
し
た
い
」「
机
の
落
書
き

を
消
し
た
い
」な
ど
、学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、自

主
的
な
活
動
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は「
大
学
の
す
べ
て
の
者
の《
幸
せ
》の
た

め
」と
Ｆ
Ｄ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、よ
り
良
い
授
業
が
現
実

化
さ
れ
れ
ば
、学
生
が
ま
ず
幸
せ
に
な
り
ま
す
。学

生
が
い
き
い
き
と
授
業
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
、教
員

も
元
気
に
な
れ
る
。つ
ま
り
学
生
も
教
員
も
、そ
し

て
ま
わ
り
で
支
え
て
く
だ
さ
る
職
員
の
方
々
も
、大

学
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
。私
た
ち
は
こ
れ
を
標

榜
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、Ｆ
Ｄ
は
誰
も
が
明

る
く
、前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
べ
き
活
動
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で〝
Ｆ
Ｄ
〞を“For D

oing our best！
”

と

読
み
替
え
た
わ
け
で
す
が
、教
職
員
も
学
生
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、学
内
の
好
循

環
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

今二

F

大
学
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
た
め
の
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
、

今
、中
京
大
学
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
安
村
仁
志
副
学
長
に
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
京
大
学 

副
学
長
・

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

安
村 

仁
志

FDとは「Faculty Development（教
授団の資質改善・能力開発）」という
意味であり、個々の大学教員の教育
力向上を図るために大学全体で行う
組織的な取り組みが“FD活動”です。
それまでFDは大学における努力義務
とされていましたが、2008年より、大
学設置基準において明確に義務づけ
られるようになっています。

FD活動とは

保 健 室 ／ 保 健 セ ン タ ー

名古屋キャンパス

※相談内容については秘密を厳守し、外部に漏らすことはありません。

曜日

月

火

水

木

金

名古屋キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

（第2金曜日）
精神科医による相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

14：00～17：00

健康相談

（第2月曜日）校医による健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

9：00～17：00

10：30～12：30

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～12：30

整形外科・健康相談

内科

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

名古屋キャンパス時間

月

火

水

木

金

土

曜日

月

火

水

木

金

土

曜日 豊田キャンパス時間

9：15～12：45

10：00～12：00

11：00～13：00

9：15～12：45

9：15～12：45

休診

休診

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、

い
ま
や
社
会
的
に
も

重
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ

の
悩
み
を
感
じ
た
ら

早
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

状
況
に
応
じ
て
継
続

的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
不
安
や
迷
い

を
感
じ
た
と
き
や
、誰

か
に
話
を
聴
い
て
も
ら

い
た
い
と
き
、具
体
的

に
は
、学
業
・
進
路
・
交

友
関
係
・
課
外
活
動
・

経
済・生
活
全
般
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
は
、遠
慮
せ
ず

に
「
学
生
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
大
学
生
の
健
康
管
理
】

　
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、み
な
さ
ん
の

健
康
状
態
を
知
り
、病
気
の
早
期

発
見
や
相
談
・
応
急
処
置
な
ど
が

常
に
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。健
康
管
理・健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
、保
健
室
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
毎
年

春
に
は
、全
学
年
を
対
象
に
定
期

健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。一

般
計
測
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
尿

検
査
、内
科
検
診
、一
年
次
に
は
心

電
図
検
査
を
行
って
お
り
ま
す
。

曜日

月

火

水

木

金

豊田キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

と
し
て
、ケ
ガ
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
動
作
を
指
導
し
、競

技
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、故
障
す
る
前

よ
り
記
録
が
伸
び
た
な
ど
、大
喜
び

で
報
告
に
く
る
学
生
も
多
く
、私
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
猫
背

や
肩
の
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
、使
い
方
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学
生

の
約
九
割
が
、体
育
の
授
業
や
部
活

動
中
の
ケ
ガ
で
や
って
き
ま
す
。単
な

る
打
撲
や
捻
挫
か
ら
前
十
字
靭
帯
損

整形外科の専門医、スポーツ科学部教授として、2000年に前

任校の国立大学から本学へ赴任。ケガを防ぐ、正しい筋肉の

使い方まで指導し、丁寧なメディカルサポートを心がける。

清水 卓也先生（保健センター長）

1日40～50人の学生が利用する「保健センター」。
スポーツ科学部を置く豊田キャンパス内の施設だけに、運動によるケガが利用者の大半を占めているそうです。

最先端のトレーニング理論で
学生アスリートを力強くサポート。

学 生 相 談 セ ン タ ー
学生相談センターでは学生のみなさんが入学から卒業まで「よりよい学生生活を送るための支援」を目的としています。一人ひとりの話を
じっくりと聴き、あるいは話し合いながら、悩みを克服するためのお手伝いをします。気軽に学生相談センターを訪ねてください。

すこやかな学生生活をバックアップするために、学生のみなさんの健康管理やケガの応急処置など、
万一の場合も迅速にサポートできる体制を整えています。

豊田キャンパス 保健センター

豊田キャンパス

名古屋キャンパス 保健室

パフォーマンス向上にまで
役に立てると
やっぱり嬉しいですね。

傷
な
ど
重
傷
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、そ
う
し
た
場
合
は
い
か
に
早
く
診

断
を
つ
け
、適
切
な
病
院
に
つ
な
げ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。当
セ
ン
タ
ー
は
ス

ポ
ー
ツ
専
門
外
来
と
し
て
専
門
医
を

置
く
ク
リ
ニッ
ク
で
す
か
ら
、そ
の
点
、

ご
安
心
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

を
支
援
す
る「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
」と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
を
提
唱
し
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門

H e a l t h C a r e
心 と 体 の 健 康 サ ポ ー ト

ついはりきり過ぎてしまう
新学期はとくに、ケガや
体調を崩しやすいもの。
心も体も、早め早めのケア
がいちばんです。

【
一
般
相
談
】

【
心
理
相
談
】

TEL
（0565）46-1232（直通）

TEL
（052）835-7861（直通）

　留
学
に
対
す
る
学
生
の
動
機
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
は

就
活
に
直
結
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
ひ

と
つ
だ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。昨
今
、

急
速
に
グ
ロ
ー
バル
化
が
進
み
、企
業
の

人
材
の
ニ
ー
ズ
も
以
前
と
は
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。今
や
一
部
の
大
手
企
業
だ

け
で
な
く
中
小
企
業
で
も
語
学
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、ユ
ニ
ク
ロ
や
イ

オ
ン
に
よ
る
外
国
人
の
積
極
採
用
に
も

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、小
売・サ
ー
ビ
ス

業
に
ま
で
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
ま
す
。近
年
の
就
活
戦
線
に
お
い
て

は
、も
は
や
語
学
力
や
留
学
経
験
は
、

闘
い
を
勝
ち
抜
く
た
め
の「
必
須
の
武

国際センター

国際センター　金澤 龍生 係長

未
体
験
の
地
で
味
わ
う
大
き
な
感
動
や
達
成
感
。留
学
を
経
て
、

多
く
の
学
生
が「
一
生
モ
ノ
の
財
産
」を
手
に
し
て
い
ま
す
。

安
全
面
か
ら
金
銭
面
ま
で

留
学
を
き
め
細
か
く
支
援

海外留学を
体験してみたい！

海外短期研修
海外大学体験
プログラム
（4～5週間）

海外短期研修
海外ビジネス研修
プログラム
（2週間）

海外ビジネスを
体験してみたい！

英語力をしっかり
身につけたい！

セメスター留学
（1セメスター）

交換留学
（1年間）

海外の大学に
本格的に留学したい！

短期

長期

国際センター主催の
留学・研修プログラム

■ 学部主催の海外留学・研修プログラム
1年生／海外基礎研修（2週間）

シンガポール

海外ビジネス研修 Ⅰ・Ⅱ
カナダ・ニューヨーク

総合政策学部

心理学部

国際教養学部

経営学部

スポーツ科学部

国際英語学部
国際英語学科

国際英語
キャリア専攻

英語圏
文化専攻

国際学専攻

必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択

選択

選択

選択

選択必修

選択必修

器
」と
な
って
い
る
の
で
す
。

　国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、二
〜
五
週
間
の「
海
外

短
期
研
修
」、一
学
期
間
の「
セ
メ
ス

タ
ー
留
学
」、一
年
間
の「
交
換
留
学
」

と
、短
期
か
ら
長
期
ま
で
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
、留
学
を
希
望
す

る
学
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
り
、日
本
の
大
学
生

は
内
向
き
志
向
だ
と
言
わ
れ
る
な

か
、中
京
大
学
で
は
、〇
八
年
か
ら
の

五
年
間
で
、留
学
す
る
学
生
が
約
三

百
名
か
ら
六
百
名
以
上
へ
と
倍
増

し
、「
外
向
き
志
向
」の
学
生
が
右
肩

上
が
り
で
増
え
て
い
ま
す
。

　保
護
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、留
学
に

対
す
る
最
大
の
関
心
事
は「
安
全
」か

も
し
れ
ま
せ
ん
。国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、

留
学
を
控
え
た
学
生
を
対
象
に
事
前

研
修
会
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。ビ
ザ
の
取
得
、保
険
の
加
入
、航
空

券
の
手
配
な
ど
留
学
前
に
必
要
な
手

続
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、様
々
な
場

面
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
な
ど

を
行
い
、不
測
の
事
態
への
対
処
法
や
留

学
への
心
構
え
な
ど
を
徹
底
指
導
し
た

上
で
、海
外
へ
と
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、あ
ら
か
じ
め
本
学
指

定
の
海
外
旅
行
保
険
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
料
金
で
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。こ
の
保
険
に
は
、大
学
側
が
費
用

を
負
担
す
る
形
で「
海
外
危
機
管
理

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」を
付

帯
し
、現
地
で
の
病
院
の
手
配
な
ど
、

困
っ
た
時
に
は
電
話
一
本
で
サ
ポ
ー
ト

が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
整
備
。さ

ら
に
は
、金
銭
面
で
も
留
学
中
の
学
費

の
減
免
措
置
を
実
施
す
る
な
ど
、あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
学
生
た
ち
の
実
り

あ
る
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

国際センター

タンペレ大学［フィンランド］

留学、というキャリア形成を
バックアップ

あなたの希望は？

岩田 紗椰さん

国際英語学部
国際英語学科（3年）

個性を尊重する
異国の文化に触れ
自信が持てました。

留学先の講義を通じ
日本の素晴らしさを
再発見できました。

学
に
憧
れ
て
い
た

の
は
高
校
時
代

か
ら
。旅
行
好
き
の
両
親

に
連
れ
ら
れ
、ア
メ
リ
カ
や

欧
州
各
地
を
訪
れ
る
う

ち
、英
語
を
も
っ
と
勉
強

し
て
現
地
の
人
と
自
由
に

交
流
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。今
年
八

月
か
ら
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

タ
ン
ペ
レ
大
学
に
行
き
ま

す
が
、こ
の
大
学
を
選
ん

だ
の
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
第

二
の
都
市
の
た
め
、人
と

交
流
す
る
機
会
が
多
く
、

語
学
力
を
磨
く
の
に
ピ
ッ

タ
リ
だ
か
ら
。そ
し
て
な
に

よ
り
、以
前
か
ら
北
欧
の

イ
ン
テ
リ
ア
が
大
好
き
で
、

現
地
の
暮
ら
し
に
触
れ
て

み
た
い
と
考
え
て
い
た
か

ら
で
す
。で
き
れ
ば
、現
地

に
あ
る
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の

本
社
を
訪
問
し
、も
の
づ

く
り
へ
の
想
い
な
ど
を
直

接
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

留

以前から憧れていた
フィンランドの文化に
触れるのが楽しみ。

ノースカロライナ州立大学
ウィルミントン校［米国］

熊本 誠太さん
経営学部経営学科（3年）

ウェスタン・キャロライナ大学
［米国］

辻 大輔さん
国際教養学部国際教養学科（4年）

年
八
月
か
ら
約

四
ヶ
月
間
に
わ
た

る
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
は
、語

学
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、

異
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な

体
験
が
得
ら
れ
、と
て
も

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

留
学
先
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内

を
裸
足
で
歩
く
学
生
が
い

る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
尊
重
す
る
風
土
が
根

付
い
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し

た
。
日
本
で
は
細
か
い

部
分
を
気
に
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、も
っ
と
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
発
揮
す
れ

ば
い
い
ん
だ
と
、帰
国
後
は

以
前
に
も
増
し
て
自
分
の

考
え
や
行
動
に
自
信
を
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。ま
た
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

も
留
学
前
に
比
べ
て
二
百

二
十
点
上
昇
。英
語
を
聞

く
の
が
苦
に
な
ら
な
く
な

り
、確
か
な
成
長
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

昨

ヘルシンキ大学［フィンランド］

トゥオミ・テュッティさん

換
留
学
の
た
め
の

国
際
的
な
大
学

連
合
組
織「
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
」を

通
じ
て
事
前
に
調
べ
た
と

こ
ろ
、私
が
か
ね
て
か
ら
学

ん
で
き
た
日
本
語
を
さ
ら

に
究
め
る
た
め
に
は
、中

京
大
学
が
一
番
ふ
さ
わ
し

い
と
感
じ
、留
学
先
に
選

び
ま
し
た
。留
学
期
間
は

七
月
末
で
終
了
し
ま
す

が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
企
画

さ
れ
た
京
都
旅
行
や
友
人

た
ち
と
一
緒
に
着
物
体
験

を
楽
し
む
な
ど
、た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。中
京
大
学
で
学
び
、

数
多
く
の
友
人
が
で
き
た

名
古
屋
は
、私
の
人
生
に

と
っ
て
本
当
に
特
別
な
場

所
。で
き
れ
ば
、大
学
卒

業
後
は
日
本
で
暮
ら
し
、

英
語
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

を
教
え
る
教
師
と
し
て
活

躍
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

交

私にとって名古屋は
思い出が詰まった
特別な場所です。

学
先
で
は
、あ
え

て
専
門
以
外
の

分
野
に
も
関
心
を
深
め
て

み
よ
う
と
、地
理
学
や
社

会
福
祉
な
ど
、幅
広
い
分

野
の
講
義
を
受
講
し
ま
し

た
。な
か
で
も
印
象
的
だ
っ

た
の
が
、世
界
の
民
俗
学

や
人
口
動
態
な
ど
を
知
る

地
理
学
の
講
義
で
、先
進

的
な
事
例
の
ひ
と
つ
と
し

て
、日
本
が
頻
繁
に
引
き

合
い
に
出
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、充
実
し
た
医
療
環

境
な
ど
、異
国
の
地
で
も

こ
れ
だ
け
話
題
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
か
と
、日
本
人

と
し
て
の
誇
り
や
愛
国
心

が
芽
生
え
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。卒
業
後
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
図
る

食
品
商
社
で
働
く
予
定
で

す
が
、留
学
で
得
た
経
験

を
糧
に
世
界
で
活
躍
す
る

社
会
人
に
な
り
た
い
で
す
。

留

国際
センター

2年生／海外研修A（5週間）
オーストラリア

2年生／海外研修B（2～5週間）
カナダ・シドニー・ニューヨーク

2年生／海外研修C（3週間）
オーストラリア・ハワイ

3年生／海外業務体験 Ⅰ～Ⅳ
ロサンゼルス・ハワイ

2年生／海外大学研修1（3～4週間）
英国

2年生／海外大学研修2（3～4週間）
北米

海外業界研究 Ⅰ～Ⅵ
インド・韓国・シンガポール・アメリカ・ニュージーランド

海外ビジネス研修（2週間）
オーストラリア

海外課題研究（4～5ヶ月）
フランス、スペイン、ドイツ、ロシア、中国

心理学海外演習（4週間）
オーストラリア

海外インターンシップ（3週間）
ロサンゼルス

スポーツマネジメント事例研究、トレーナー事例研究
アメリカ

5分野10の推進事項に全学的に取り
組み、「教育力」と「研究力」のさらなる
充実を目指します。

̶

理
事
長
ご
就
任
か
ら
約
一
年
、慌
た
だ
し
い
日
々
を
振
り
返
っ

て
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
そ
の
前
に
、今
年
も
教
育
懇
談
会
が
全
国
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、大
変
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
十
月
一
日
に
就
任
後
、一
か
月
、三
か
月
、半
年
と
、時

間
が
経
過
す
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
自
分
の
ペ
ー
ス
を
掴
め
る
よ
う
に

な
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。正
直
な
と
こ
ろ
、理
事
長
就
任
前
は
大
き

な
不
安
を
通
り
越
し
て
恐
怖
心
を
覚
え
る
ほ
ど
で
し
た
が
、や
る
べ

き
こ
と
の
一
つ
ひ
と
つ
、着
実
に
実
行
に
移
そ
う
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注

ぐ
う
ち
に
不
安
も
す
っ
か
り
吹
き
と
ん
で
い
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

̶

今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。そ
の
歩
み
は
、改

革
に
次
ぐ
改
革
、の
歴
史
で
し
た
ね
。

　
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
し
な
が
ら
年
々
、社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。大
学
に
求
め
ら
れ
る
モ
ノ
も
様
変
わ
り
し
、本
学
も
こ
れ

に
応
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、た
ゆ
ま
ざ
る
改
革
を
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
も
そ
も
中
京
大
学
は
一
九
五
四（
昭
和
二
十
九
）年
、商
科

の
短
期
大
学
と
し
て
産
声
を
あ
げ
、そ
の
二
年
後
に
四
年
制
大
学
、

十
年
後
の
一
九
六
六（
昭
和
四
十
一
）年
に
商・体
育・文・法
学
部
の

四
学
部
体
制
が
確
立
。現
在
の
総
合
大
学
への
道
の
り
を
歩
み
始
め

た
の
は
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
で
あ
り
、二
代
目
理
事
長（
現
梅
村
清
弘
名

誉
総
長
）が
将
来
計
画
を
明
確
に
示
し
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

な
が
ら
実
現
に
導
い
て
いっ
た
。し
か
し
一
連
の
改
革
を
通
し
て
何
を

尊
重
し
て
き
た
か
と
い
う
と
、教
職
員
と
の
情
報
の
共
有
化
で
す

ね
。現
場
の
声
を
い
か
に
吸
い
上
げ
、教
育
に
反
映
さ
せ
る
か
。私
は

こ
の
流
れ
を
踏
襲
し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
昨
年
、新
た
な
長
期
計

画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

̶

そ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」が
目
指
す
の
は
、建
学
の
精
神
の
具
現

化
と
の
こ
と
で
す
が
。

　
本
学
の
建
学
の
精
神
は
、「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た

れ
」で
す
。こ
れ
は「
文
無
き
武
は
愚
」「
武
無
き
文
は
弱
」と
す
る
、か

つ
て
の
水
戸
学
に
お
け
る『
文
武
不
岐
』の
教
え
を
継
ぐ
も
の
で
す
。本

学
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
と
、一
七
一
六（
享
保
元
）年
に
四
代
目

梅
村
清
茂
、徳
川
光
圀
の
大
日
本
史
編
纂
に
関
わ
っ
た
人
で
す
が
、彼

が
水
戸
で
清
信
塾
を
開
き
、藩
士
の
子
弟
に
説
い
た
教
え
は
時
を
重

ね
て
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
し
て
こ
れ
を
梅
村

清
光
先
生
が
梅
村

家
父
祖
の
地
、愛
知

に
持
ち
か
え
り
、

一
九
二
三（
大
正

十
二
）年
に
中
京

商
業
学
校
を
開
校
し
た
。つ
ま
り
水
戸
学
の
教
え
に
本
学
の
教
育
の

源
流
が
あ
り
、人
で
い
う
と
こ
ろ
の
還
暦
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
た

今
こ
そ
原
点
に
立
ち
、学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ら
な
る
真
剣
味
の
殿
堂

を
築
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

̶

で
は「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」で
推
進
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
、具
体

的
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
、長
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
って
は
、約
五
十
名
の
教
職
員
で

現
状
の
問
題
点
を
洗
い
ざ
ら
い
抽
出
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
の
上
で「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
連
携
」「
国
際
化
」「
卒
業
生
連

携
」と
い
う
五
つ
の
方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
と
し
、さ
ら
に
十

項
目
に
わ
た
る
分
野
別
推
進
事
項
か
ら
十
二
の「
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」を
定
め
、昨
年
よ
り
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば「
目
的
別
寄
付
金
制
度
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、卒
業

生
や
一
般
の
方
か
ら
も
広
く
寄
付
を
募
り
、学
生
に
還
元
す
る
仕
組

み
を
整
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
、現
在
、制
度
が
着
々
と
固
ま
り
つつ

あ
り
ま
す
。ま
た
愛
校
心
を
育
む「
自
校
教
育
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」は
、校

訓
や
建
学
の
精
神
、本
学
の
歴
史
な
ど
を
授
業
の
一
環
と
し
て
学
ん

で
貰
お
う
と
い
う
も
の
で
、国
際
化
に
も
関
連
し
た
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
他
、「
奨
学
金・授
業
料
減
免
の
見
直
し
」や
学
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
教
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
見
直
し
」な
ど
、プ
ロ

ジェク
ト
は
多
岐
に
わ
た
って
い
ま
す
。

　
さ
ら
に「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
計
画
に
沿
う
形
で
、各
学
部
や
事
務
局
、

大
学
内
の
各
研
究
所
な
ど
、部
局
単
位
で
推
進
で
き
る
取
り
組
み
を

学
内
で
公
募
し
、現
在
、十
二
件
の
採
択
事
業
が
進
行
中
で
す
。

　「
中
京
大
学
博
物
館（
仮
称
）設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」に「
教
育
推
進

セ
ン
タ
ー
設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」、あ
る
い
は
保
護
者
の
皆
様
に
分
か
り

や
す
い
と
こ
ろ
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
し
ょ
う
か
。こ

れ
ま
で
皆
様
に
は
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
一
生
懸
命
応
援
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、今
後
は
も
っ
と
大
学
全
体
と
し
て
応
援
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
本
学
は
人
材
に
非
常
に
恵
ま
れ
た
大
学
で
、い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
素
晴
ら
し
い
研
究
者
が
揃
って
い
ま
す
。「
先
端
研
究
機
構
の
創
設

と
大
学
院
改
革
」は
、そ
う
し
た
人
材
を
活
か
し
、質
の
高
い
教
育
と

研
究
の
好
循
環
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
さ
に「
学
術
」と「
ス
ポ
ー
ツ
」、『
文
武
不
岐
』の
視
点
か
ら
中
京

大
学
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
、皆

様
に
ぜ
ひ
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

̶

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
四
月
よ
り
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
採
択
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、教
職
員
約
百
名
体
制
で
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
増
員
を
図
り
な
が
ら〝
教
職
協
働
〞に
よ
る
総
力
戦

で
、し
か
る
べ
き
改
革
の
手
を
打
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の

先
、中
京
大
学
が
学
生
に
と
って
愛
す
べ
き
母
校
、誇
る
べ
き
母
校
と

な
れ
ま
す
よ
う
、保
護
者
の
皆
様
に
も
こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
ご
支
援
、ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

梅
村
理
事
長 IN

T
E
RV
IEW

「
中
京
大
学
を
知
り
、自
分
を
知
る
。そ
こ
か
ら

  

国
際
社
会
で
の
対
話
力
も
磨
か
れ
る
で
し
ょ
う
。」

文
無
き
武
は
愚
で
あ
り

武
無
き
文
は
弱
で
あ
る

し
た
が
っ
て
文
武
は
不
岐
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

学問を好んだ徳川光圀が「大日本史」を編纂するにあたり、水戸へ集められた学者の一人。
編纂過程で生まれた水戸学は、幕末の志士にも多大な影響を与えました。

第4代  梅村 清茂



Ｄ
委
員
会
は
年
に
七
回
ほ
ど
催
し
、委
員

会
で
の
決
定
事
項
や
検
討
す
る
事
案
に

つ
い
て
は
、各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教
授
会

で
報
告
し
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
委
員
会
で
は
三
本
柱
の
ほ
か
、Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
講
演
会
の
開
催
、国
際
教
養
学
部
の「
経
験

交
流
会
」や
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。と
く
に
経
験
交
流
会
は
成
功
も
失
敗
も
含
め
、

教
員
自
身
の
経
験
談
を
披
露
す
る
こ
と
で
、よ
り

良
い
授
業
を
行
う
た
め
の
手
法
を
学
び
合
う
場
と

な
って
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
の
基
礎
的
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
想
い
が

私
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
の
教
育
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
教
員
を

主
と
す
る
Ｆ
Ｄ
に
対
し
、職
員
、つ
ま
り
ス
タ
ッ
フ
の

能
力
向
上
を
意
味
す
る
Ｓ
Ｄ
（S

ta
ff 

D
evelopm

ent

）も
重
視
す
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
大
学
は
、い
ち
ば
ん
大
切
な
主
人
公
で
あ

る
学
生
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。単
に「
教
え

る
」

｜「
学
ぶ
」だ
け
の
関
係
で
な
く
、学
生
も
一
緒

に
な
って
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。通

常
、〝
大
学
ス
タ
ッフ
〞と
い
え
ば
、「
教
員
」あ
る
い
は

「
教
職
員
」が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、我
々
、中
京

大
学
と
し
て
は「
学
生
」も
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ

や
高
校
生
の
半
数
以
上
が
大
学
へ
進
学
す

る
時
代
。推
薦
や
Ａ
О
入
試
な
ど
入
試
の

方
法
も
多
彩
に
な
り
、学
生
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
は
、こ
の
対
応
を
各
大
学
に
求
め

た
も
の
で
す
が
、か
ね
て
よ
り
教
育
の
質
的
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
本
学
に
お
い
て
も
、全
学
的
な
活

動
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
、

ざ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
す
と
、一
つ
は「
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
」で
す
ね
。ま
ず
は
教
員
が
行
って
い
る
授
業
に
つ

い
て
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、教
員
自
身
が

授
業
内
容
を
点
検
し
、改
善
す
べ
き
点
を
教
育
に

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
つ
目
は「
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
」で
す
。

高
校
ま
で
と
違
っ
て
、大
学
で
は
自
分
で
受
け
た
い

授
業
を
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
判
断
材
料

と
し
て「
シ
ラ
バ
ス
」と
い
う
授
業
計
画
書
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
十
分
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、意
味

が
な
い
。そ
こ
で
先
生
方
に
シ
ラ
バ
ス
の
ま
と
め
方
も

改
善
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
が「
公
開
授
業
」。そ

も
そ
も
大
学
教
員
は
教
育
実
習
経
験
が
な
く
、各

自
、模
索
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
だ
っ
た
授
業
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
で
、教
員
同
士
が
互
い
に
学
び
合
お
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
を
柱
に
Ｆ
Ｄ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

〇
〇
九
年
に
各
学
部・研
究
科
か
ら
委
員

を
選
出
し
て
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
組
織
し
、翌

年
の
春
、第
一
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
教
員
の
声
は
はっ
き
り
聞
こ
え
る
か
」「
授
業
内

容
は
十
分
、理
解
で
き
て
い
た
か
」「
シ
ラ
バ
ス
通
り

の
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
か
」「
補
助
教
材
が
き
ち

ん
と
生
か
さ
れ
て
い
た
か
」な
ど
、変
化
を
把
握
す

る
意
味
も
あ
って
、ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
の
五
、六
年
、同

じ
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ
変

化
が
出
て
き
ま
し
た
。と
く
に
授
業
中
の
声
や
補

助
教
材
等
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
改
善
に
結
び
つ
き

や
す
く
、評
価
の
数
値
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
学
生
の
立
場
で

考
え
ま
す
と
、自
分
た
ち
の
意
見
が
い
か
に
反
映
さ

れ
る
の
か
、そ
こ
が
最
大
の
関
心
事
で
し
ょ
う
。学

習
環
境
に
つ
い
て
は
、改
修
工
事
を
行
う
際
な
ど
、

随
時
、要
望
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
一
方
で
、教

員
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、各
教
員
が
そ
の
結
果
を

「
自
己
点
検
報
告
書
」と
し
て
ま
と
め
、学
生
に
公

開
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
こ
で
Ｆ
Ｄ
が
教
員
に
と
って
、重
苦
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。振
り
返
り
ま
す
と
、当
初
こ
の
活
動
を
推
進
す

る
上
で
、何
が
い
ち
ば
ん
難
し
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、

教
員
に
考
え
方
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

　
昔
と
比
べ
る
と
大
学
教
員
の
仕
事
は
増
え
て
い

ま
す
し
、何
と
いって
も
、自
分
の
授
業
が
学
生
か
ら

点
数
を
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。「
学
生
が
教
員
を

評
価
す
る
と
は
何
た
る
こ
と
」と
抵
抗
を
感
じ
る

先
生
方
も
正
直
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
来
、学
生
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
に

な
り
ま
せ
ん
。学
生
は
黙
って
講
義
に
つい
て
く
れ
ば

い
い
、と
い
う
、旧
式
の
考
え
か
ら
脱
し
、授
業
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
で
学
生
と
の
関
係
が
良
好
に
な

れ
ば
、教
員
自
身
が
望
む
授
業
を
実
現
で
き
る
と
、

地
道
な
意
識
改
革
を
行
って
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、そ
ろ
そ
ろ
第
一
段

階
を
終
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

今
後
も
継
続
す
る
方
針
で
す
が
、導
入
時
と
比
べ

る
と
形
式
的
に
な
る
と
い
う
か
、結
果
を
受
け
止
め

る
教
員
の
緊
張
感
も
減
退
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
段
階
へ
発
展
さ
せ
る
べ
く
、改
善
に
つ
と

め
た
い
と
思
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中京大学でもFD活動に取り組むこととなり、2008年、委員会発足と
合わせてFD委員長に。同時に副学長にも就任した。

り
、こ
の
三
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、Ｆ
Ｄ
活
動
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
に
、よ
り
良
い
教
育
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
み
た
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
を
学
生

の
中
か
ら
募
集
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、す
ぐ
に
三
十
名
ほ
ど
が
手
を
挙
げ
て
く
れ

ま
し
た
。果
た
し
て
学
生
が
集
ま
って
く
れ
る
の
か
、

正
直
、不
安
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、委

員
会
の
先
生
方
と
感
激
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま

す
。現
在
、彼
ら
は「
学
生
Ｆ
Ｄ
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
、

「
授
業
中
の
私
語
を
な
く
し
た
い
」「
机
の
落
書
き

を
消
し
た
い
」な
ど
、学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、自

主
的
な
活
動
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は「
大
学
の
す
べ
て
の
者
の《
幸
せ
》の
た

め
」と
Ｆ
Ｄ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、よ
り
良
い
授
業
が
現
実

化
さ
れ
れ
ば
、学
生
が
ま
ず
幸
せ
に
な
り
ま
す
。学

生
が
い
き
い
き
と
授
業
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
、教
員

も
元
気
に
な
れ
る
。つ
ま
り
学
生
も
教
員
も
、そ
し

て
ま
わ
り
で
支
え
て
く
だ
さ
る
職
員
の
方
々
も
、大

学
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
。私
た
ち
は
こ
れ
を
標

榜
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、Ｆ
Ｄ
は
誰
も
が
明

る
く
、前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
べ
き
活
動
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で〝
Ｆ
Ｄ
〞を“For D

oing our best！
”

と

読
み
替
え
た
わ
け
で
す
が
、教
職
員
も
学
生
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、学
内
の
好
循

環
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

今二

F

大
学
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
た
め
の
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
、

今
、中
京
大
学
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
安
村
仁
志
副
学
長
に
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
京
大
学 

副
学
長
・

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

安
村 

仁
志

FDとは「Faculty Development（教
授団の資質改善・能力開発）」という
意味であり、個々の大学教員の教育
力向上を図るために大学全体で行う
組織的な取り組みが“FD活動”です。
それまでFDは大学における努力義務
とされていましたが、2008年より、大
学設置基準において明確に義務づけ
られるようになっています。

FD活動とは

保 健 室 ／ 保 健 セ ン タ ー

名古屋キャンパス

※相談内容については秘密を厳守し、外部に漏らすことはありません。

曜日

月

火

水

木

金

名古屋キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

（第2金曜日）
精神科医による相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

14：00～17：00

健康相談

（第2月曜日）校医による健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

9：00～17：00

10：30～12：30

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～12：30

整形外科・健康相談

内科

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

名古屋キャンパス時間

月

火

水

木

金

土

曜日

月

火

水

木

金

土

曜日 豊田キャンパス時間

9：15～12：45

10：00～12：00

11：00～13：00

9：15～12：45

9：15～12：45

休診

休診

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、

い
ま
や
社
会
的
に
も

重
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ

の
悩
み
を
感
じ
た
ら

早
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

状
況
に
応
じ
て
継
続

的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
不
安
や
迷
い

を
感
じ
た
と
き
や
、誰

か
に
話
を
聴
い
て
も
ら

い
た
い
と
き
、具
体
的

に
は
、学
業
・
進
路
・
交

友
関
係
・
課
外
活
動
・

経
済・生
活
全
般
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
は
、遠
慮
せ
ず

に
「
学
生
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
大
学
生
の
健
康
管
理
】

　
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、み
な
さ
ん
の

健
康
状
態
を
知
り
、病
気
の
早
期

発
見
や
相
談
・
応
急
処
置
な
ど
が

常
に
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。健
康
管
理・健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
、保
健
室
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
毎
年

春
に
は
、全
学
年
を
対
象
に
定
期

健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。一

般
計
測
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
尿

検
査
、内
科
検
診
、一
年
次
に
は
心

電
図
検
査
を
行
って
お
り
ま
す
。

曜日

月

火

水

木

金

豊田キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

と
し
て
、ケ
ガ
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
動
作
を
指
導
し
、競

技
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、故
障
す
る
前

よ
り
記
録
が
伸
び
た
な
ど
、大
喜
び

で
報
告
に
く
る
学
生
も
多
く
、私
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
猫
背

や
肩
の
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
、使
い
方
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学
生

の
約
九
割
が
、体
育
の
授
業
や
部
活

動
中
の
ケ
ガ
で
や
って
き
ま
す
。単
な

る
打
撲
や
捻
挫
か
ら
前
十
字
靭
帯
損

整形外科の専門医、スポーツ科学部教授として、2000年に前

任校の国立大学から本学へ赴任。ケガを防ぐ、正しい筋肉の

使い方まで指導し、丁寧なメディカルサポートを心がける。

清水 卓也先生（保健センター長）

1日40～50人の学生が利用する「保健センター」。
スポーツ科学部を置く豊田キャンパス内の施設だけに、運動によるケガが利用者の大半を占めているそうです。

最先端のトレーニング理論で
学生アスリートを力強くサポート。

学 生 相 談 セ ン タ ー
学生相談センターでは学生のみなさんが入学から卒業まで「よりよい学生生活を送るための支援」を目的としています。一人ひとりの話を
じっくりと聴き、あるいは話し合いながら、悩みを克服するためのお手伝いをします。気軽に学生相談センターを訪ねてください。

すこやかな学生生活をバックアップするために、学生のみなさんの健康管理やケガの応急処置など、
万一の場合も迅速にサポートできる体制を整えています。

豊田キャンパス 保健センター

豊田キャンパス

名古屋キャンパス 保健室

パフォーマンス向上にまで
役に立てると
やっぱり嬉しいですね。

傷
な
ど
重
傷
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、そ
う
し
た
場
合
は
い
か
に
早
く
診

断
を
つ
け
、適
切
な
病
院
に
つ
な
げ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。当
セ
ン
タ
ー
は
ス

ポ
ー
ツ
専
門
外
来
と
し
て
専
門
医
を

置
く
ク
リ
ニッ
ク
で
す
か
ら
、そ
の
点
、

ご
安
心
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

を
支
援
す
る「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
」と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
を
提
唱
し
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門

H e a l t h C a r e
心 と 体 の 健 康 サ ポ ー ト

ついはりきり過ぎてしまう
新学期はとくに、ケガや
体調を崩しやすいもの。
心も体も、早め早めのケア
がいちばんです。

【
一
般
相
談
】

【
心
理
相
談
】

TEL
（0565）46-1232（直通）

TEL
（052）835-7861（直通）

　留
学
に
対
す
る
学
生
の
動
機
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
は

就
活
に
直
結
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
ひ

と
つ
だ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。昨
今
、

急
速
に
グ
ロ
ー
バル
化
が
進
み
、企
業
の

人
材
の
ニ
ー
ズ
も
以
前
と
は
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。今
や
一
部
の
大
手
企
業
だ

け
で
な
く
中
小
企
業
で
も
語
学
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、ユ
ニ
ク
ロ
や
イ

オ
ン
に
よ
る
外
国
人
の
積
極
採
用
に
も

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、小
売・サ
ー
ビ
ス

業
に
ま
で
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
ま
す
。近
年
の
就
活
戦
線
に
お
い
て

は
、も
は
や
語
学
力
や
留
学
経
験
は
、

闘
い
を
勝
ち
抜
く
た
め
の「
必
須
の
武

国際センター

国際センター　金澤 龍生 係長

未
体
験
の
地
で
味
わ
う
大
き
な
感
動
や
達
成
感
。留
学
を
経
て
、

多
く
の
学
生
が「
一
生
モ
ノ
の
財
産
」を
手
に
し
て
い
ま
す
。

安
全
面
か
ら
金
銭
面
ま
で

留
学
を
き
め
細
か
く
支
援

海外留学を
体験してみたい！

海外短期研修
海外大学体験
プログラム
（4～5週間）

海外短期研修
海外ビジネス研修
プログラム
（2週間）

海外ビジネスを
体験してみたい！

英語力をしっかり
身につけたい！

セメスター留学
（1セメスター）

交換留学
（1年間）

海外の大学に
本格的に留学したい！

短期

長期

国際センター主催の
留学・研修プログラム

■ 学部主催の海外留学・研修プログラム
1年生／海外基礎研修（2週間）

シンガポール

海外ビジネス研修 Ⅰ・Ⅱ
カナダ・ニューヨーク

総合政策学部

心理学部

国際教養学部

経営学部

スポーツ科学部

国際英語学部
国際英語学科

国際英語
キャリア専攻

英語圏
文化専攻

国際学専攻

必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択

選択

選択

選択

選択必修

選択必修

器
」と
な
って
い
る
の
で
す
。

　国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、二
〜
五
週
間
の「
海
外

短
期
研
修
」、一
学
期
間
の「
セ
メ
ス

タ
ー
留
学
」、一
年
間
の「
交
換
留
学
」

と
、短
期
か
ら
長
期
ま
で
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
、留
学
を
希
望
す

る
学
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
り
、日
本
の
大
学
生

は
内
向
き
志
向
だ
と
言
わ
れ
る
な

か
、中
京
大
学
で
は
、〇
八
年
か
ら
の

五
年
間
で
、留
学
す
る
学
生
が
約
三

百
名
か
ら
六
百
名
以
上
へ
と
倍
増

し
、「
外
向
き
志
向
」の
学
生
が
右
肩

上
が
り
で
増
え
て
い
ま
す
。

　保
護
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、留
学
に

対
す
る
最
大
の
関
心
事
は「
安
全
」か

も
し
れ
ま
せ
ん
。国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、

留
学
を
控
え
た
学
生
を
対
象
に
事
前

研
修
会
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。ビ
ザ
の
取
得
、保
険
の
加
入
、航
空

券
の
手
配
な
ど
留
学
前
に
必
要
な
手

続
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、様
々
な
場

面
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
な
ど

を
行
い
、不
測
の
事
態
への
対
処
法
や
留

学
への
心
構
え
な
ど
を
徹
底
指
導
し
た

上
で
、海
外
へ
と
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、あ
ら
か
じ
め
本
学
指

定
の
海
外
旅
行
保
険
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
料
金
で
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。こ
の
保
険
に
は
、大
学
側
が
費
用

を
負
担
す
る
形
で「
海
外
危
機
管
理

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」を
付

帯
し
、現
地
で
の
病
院
の
手
配
な
ど
、

困
っ
た
時
に
は
電
話
一
本
で
サ
ポ
ー
ト

が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
整
備
。さ

ら
に
は
、金
銭
面
で
も
留
学
中
の
学
費

の
減
免
措
置
を
実
施
す
る
な
ど
、あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
学
生
た
ち
の
実
り

あ
る
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

国際センター

タンペレ大学［フィンランド］

留学、というキャリア形成を
バックアップ

あなたの希望は？

岩田 紗椰さん

国際英語学部
国際英語学科（3年）

個性を尊重する
異国の文化に触れ
自信が持てました。

留学先の講義を通じ
日本の素晴らしさを
再発見できました。

学
に
憧
れ
て
い
た

の
は
高
校
時
代

か
ら
。旅
行
好
き
の
両
親

に
連
れ
ら
れ
、ア
メ
リ
カ
や

欧
州
各
地
を
訪
れ
る
う

ち
、英
語
を
も
っ
と
勉
強

し
て
現
地
の
人
と
自
由
に

交
流
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。今
年
八

月
か
ら
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

タ
ン
ペ
レ
大
学
に
行
き
ま

す
が
、こ
の
大
学
を
選
ん

だ
の
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
第

二
の
都
市
の
た
め
、人
と

交
流
す
る
機
会
が
多
く
、

語
学
力
を
磨
く
の
に
ピ
ッ

タ
リ
だ
か
ら
。そ
し
て
な
に

よ
り
、以
前
か
ら
北
欧
の

イ
ン
テ
リ
ア
が
大
好
き
で
、

現
地
の
暮
ら
し
に
触
れ
て

み
た
い
と
考
え
て
い
た
か

ら
で
す
。で
き
れ
ば
、現
地

に
あ
る
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の

本
社
を
訪
問
し
、も
の
づ

く
り
へ
の
想
い
な
ど
を
直

接
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

留

以前から憧れていた
フィンランドの文化に
触れるのが楽しみ。

ノースカロライナ州立大学
ウィルミントン校［米国］

熊本 誠太さん
経営学部経営学科（3年）

ウェスタン・キャロライナ大学
［米国］

辻 大輔さん
国際教養学部国際教養学科（4年）

年
八
月
か
ら
約

四
ヶ
月
間
に
わ
た

る
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
は
、語

学
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、

異
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な

体
験
が
得
ら
れ
、と
て
も

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

留
学
先
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内

を
裸
足
で
歩
く
学
生
が
い

る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
尊
重
す
る
風
土
が
根

付
い
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し

た
。
日
本
で
は
細
か
い

部
分
を
気
に
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、も
っ
と
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
発
揮
す
れ

ば
い
い
ん
だ
と
、帰
国
後
は

以
前
に
も
増
し
て
自
分
の

考
え
や
行
動
に
自
信
を
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。ま
た
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

も
留
学
前
に
比
べ
て
二
百

二
十
点
上
昇
。英
語
を
聞

く
の
が
苦
に
な
ら
な
く
な

り
、確
か
な
成
長
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

昨

ヘルシンキ大学［フィンランド］

トゥオミ・テュッティさん

換
留
学
の
た
め
の

国
際
的
な
大
学

連
合
組
織「
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
」を

通
じ
て
事
前
に
調
べ
た
と

こ
ろ
、私
が
か
ね
て
か
ら
学

ん
で
き
た
日
本
語
を
さ
ら

に
究
め
る
た
め
に
は
、中

京
大
学
が
一
番
ふ
さ
わ
し

い
と
感
じ
、留
学
先
に
選

び
ま
し
た
。留
学
期
間
は

七
月
末
で
終
了
し
ま
す

が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
企
画

さ
れ
た
京
都
旅
行
や
友
人

た
ち
と
一
緒
に
着
物
体
験

を
楽
し
む
な
ど
、た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。中
京
大
学
で
学
び
、

数
多
く
の
友
人
が
で
き
た

名
古
屋
は
、私
の
人
生
に

と
っ
て
本
当
に
特
別
な
場

所
。で
き
れ
ば
、大
学
卒

業
後
は
日
本
で
暮
ら
し
、

英
語
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

を
教
え
る
教
師
と
し
て
活

躍
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

交

私にとって名古屋は
思い出が詰まった
特別な場所です。

学
先
で
は
、あ
え

て
専
門
以
外
の

分
野
に
も
関
心
を
深
め
て

み
よ
う
と
、地
理
学
や
社

会
福
祉
な
ど
、幅
広
い
分

野
の
講
義
を
受
講
し
ま
し

た
。な
か
で
も
印
象
的
だ
っ

た
の
が
、世
界
の
民
俗
学

や
人
口
動
態
な
ど
を
知
る

地
理
学
の
講
義
で
、先
進

的
な
事
例
の
ひ
と
つ
と
し

て
、日
本
が
頻
繁
に
引
き

合
い
に
出
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、充
実
し
た
医
療
環

境
な
ど
、異
国
の
地
で
も

こ
れ
だ
け
話
題
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
か
と
、日
本
人

と
し
て
の
誇
り
や
愛
国
心

が
芽
生
え
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。卒
業
後
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
図
る

食
品
商
社
で
働
く
予
定
で

す
が
、留
学
で
得
た
経
験

を
糧
に
世
界
で
活
躍
す
る

社
会
人
に
な
り
た
い
で
す
。

留

国際
センター

2年生／海外研修A（5週間）
オーストラリア

2年生／海外研修B（2～5週間）
カナダ・シドニー・ニューヨーク

2年生／海外研修C（3週間）
オーストラリア・ハワイ

3年生／海外業務体験 Ⅰ～Ⅳ
ロサンゼルス・ハワイ

2年生／海外大学研修1（3～4週間）
英国

2年生／海外大学研修2（3～4週間）
北米

海外業界研究 Ⅰ～Ⅵ
インド・韓国・シンガポール・アメリカ・ニュージーランド

海外ビジネス研修（2週間）
オーストラリア

海外課題研究（4～5ヶ月）
フランス、スペイン、ドイツ、ロシア、中国

心理学海外演習（4週間）
オーストラリア

海外インターンシップ（3週間）
ロサンゼルス

スポーツマネジメント事例研究、トレーナー事例研究
アメリカ

5分野10の推進事項に全学的に取り
組み、「教育力」と「研究力」のさらなる
充実を目指します。

̶
理
事
長
ご
就
任
か
ら
約
一
年
、慌
た
だ
し
い
日
々
を
振
り
返
っ

て
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
そ
の
前
に
、今
年
も
教
育
懇
談
会
が
全
国
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、大
変
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
十
月
一
日
に
就
任
後
、一
か
月
、三
か
月
、半
年
と
、時

間
が
経
過
す
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
自
分
の
ペ
ー
ス
を
掴
め
る
よ
う
に

な
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。正
直
な
と
こ
ろ
、理
事
長
就
任
前
は
大
き

な
不
安
を
通
り
越
し
て
恐
怖
心
を
覚
え
る
ほ
ど
で
し
た
が
、や
る
べ

き
こ
と
の
一
つ
ひ
と
つ
、着
実
に
実
行
に
移
そ
う
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注

ぐ
う
ち
に
不
安
も
す
っ
か
り
吹
き
と
ん
で
い
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

̶

今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。そ
の
歩
み
は
、改

革
に
次
ぐ
改
革
、の
歴
史
で
し
た
ね
。

　
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
し
な
が
ら
年
々
、社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。大
学
に
求
め
ら
れ
る
モ
ノ
も
様
変
わ
り
し
、本
学
も
こ
れ

に
応
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、た
ゆ
ま
ざ
る
改
革
を
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
も
そ
も
中
京
大
学
は
一
九
五
四（
昭
和
二
十
九
）年
、商
科

の
短
期
大
学
と
し
て
産
声
を
あ
げ
、そ
の
二
年
後
に
四
年
制
大
学
、

十
年
後
の
一
九
六
六（
昭
和
四
十
一
）年
に
商・体
育・文・法
学
部
の

四
学
部
体
制
が
確
立
。現
在
の
総
合
大
学
への
道
の
り
を
歩
み
始
め

た
の
は
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
で
あ
り
、二
代
目
理
事
長（
現
梅
村
清
弘
名

誉
総
長
）が
将
来
計
画
を
明
確
に
示
し
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

な
が
ら
実
現
に
導
い
て
いっ
た
。し
か
し
一
連
の
改
革
を
通
し
て
何
を

尊
重
し
て
き
た
か
と
い
う
と
、教
職
員
と
の
情
報
の
共
有
化
で
す

ね
。現
場
の
声
を
い
か
に
吸
い
上
げ
、教
育
に
反
映
さ
せ
る
か
。私
は

こ
の
流
れ
を
踏
襲
し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
昨
年
、新
た
な
長
期
計

画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

̶

そ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」が
目
指
す
の
は
、建
学
の
精
神
の
具
現

化
と
の
こ
と
で
す
が
。

　
本
学
の
建
学
の
精
神
は
、「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た

れ
」で
す
。こ
れ
は「
文
無
き
武
は
愚
」「
武
無
き
文
は
弱
」と
す
る
、か

つ
て
の
水
戸
学
に
お
け
る『
文
武
不
岐
』の
教
え
を
継
ぐ
も
の
で
す
。本

学
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
と
、一
七
一
六（
享
保
元
）年
に
四
代
目

梅
村
清
茂
、徳
川
光
圀
の
大
日
本
史
編
纂
に
関
わ
っ
た
人
で
す
が
、彼

が
水
戸
で
清
信
塾
を
開
き
、藩
士
の
子
弟
に
説
い
た
教
え
は
時
を
重

ね
て
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
し
て
こ
れ
を
梅
村

清
光
先
生
が
梅
村

家
父
祖
の
地
、愛
知

に
持
ち
か
え
り
、

一
九
二
三（
大
正

十
二
）年
に
中
京

商
業
学
校
を
開
校
し
た
。つ
ま
り
水
戸
学
の
教
え
に
本
学
の
教
育
の

源
流
が
あ
り
、人
で
い
う
と
こ
ろ
の
還
暦
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
た

今
こ
そ
原
点
に
立
ち
、学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ら
な
る
真
剣
味
の
殿
堂

を
築
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

̶

で
は「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」で
推
進
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
、具
体

的
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
、長
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
って
は
、約
五
十
名
の
教
職
員
で

現
状
の
問
題
点
を
洗
い
ざ
ら
い
抽
出
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
の
上
で「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
連
携
」「
国
際
化
」「
卒
業
生
連

携
」と
い
う
五
つ
の
方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
と
し
、さ
ら
に
十

項
目
に
わ
た
る
分
野
別
推
進
事
項
か
ら
十
二
の「
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」を
定
め
、昨
年
よ
り
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば「
目
的
別
寄
付
金
制
度
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、卒
業

生
や
一
般
の
方
か
ら
も
広
く
寄
付
を
募
り
、学
生
に
還
元
す
る
仕
組

み
を
整
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
、現
在
、制
度
が
着
々
と
固
ま
り
つつ

あ
り
ま
す
。ま
た
愛
校
心
を
育
む「
自
校
教
育
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」は
、校

訓
や
建
学
の
精
神
、本
学
の
歴
史
な
ど
を
授
業
の
一
環
と
し
て
学
ん

で
貰
お
う
と
い
う
も
の
で
、国
際
化
に
も
関
連
し
た
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
他
、「
奨
学
金・授
業
料
減
免
の
見
直
し
」や
学
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
教
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
見
直
し
」な
ど
、プ
ロ

ジェク
ト
は
多
岐
に
わ
た
って
い
ま
す
。

　
さ
ら
に「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
計
画
に
沿
う
形
で
、各
学
部
や
事
務
局
、

大
学
内
の
各
研
究
所
な
ど
、部
局
単
位
で
推
進
で
き
る
取
り
組
み
を

学
内
で
公
募
し
、現
在
、十
二
件
の
採
択
事
業
が
進
行
中
で
す
。

　「
中
京
大
学
博
物
館（
仮
称
）設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」に「
教
育
推
進

セ
ン
タ
ー
設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」、あ
る
い
は
保
護
者
の
皆
様
に
分
か
り

や
す
い
と
こ
ろ
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
し
ょ
う
か
。こ

れ
ま
で
皆
様
に
は
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
一
生
懸
命
応
援
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、今
後
は
も
っ
と
大
学
全
体
と
し
て
応
援
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
本
学
は
人
材
に
非
常
に
恵
ま
れ
た
大
学
で
、い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
素
晴
ら
し
い
研
究
者
が
揃
って
い
ま
す
。「
先
端
研
究
機
構
の
創
設

と
大
学
院
改
革
」は
、そ
う
し
た
人
材
を
活
か
し
、質
の
高
い
教
育
と

研
究
の
好
循
環
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
さ
に「
学
術
」と「
ス
ポ
ー
ツ
」、『
文
武
不
岐
』の
視
点
か
ら
中
京

大
学
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
、皆

様
に
ぜ
ひ
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

̶

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
四
月
よ
り
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
採
択
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、教
職
員
約
百
名
体
制
で
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
増
員
を
図
り
な
が
ら〝
教
職
協
働
〞に
よ
る
総
力
戦

で
、し
か
る
べ
き
改
革
の
手
を
打
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の

先
、中
京
大
学
が
学
生
に
と
って
愛
す
べ
き
母
校
、誇
る
べ
き
母
校
と

な
れ
ま
す
よ
う
、保
護
者
の
皆
様
に
も
こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
ご
支
援
、ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

梅
村
理
事
長 IN

T
E
RV
IEW

「
中
京
大
学
を
知
り
、自
分
を
知
る
。そ
こ
か
ら

  

国
際
社
会
で
の
対
話
力
も
磨
か
れ
る
で
し
ょ
う
。」

文
無
き
武
は
愚
で
あ
り

武
無
き
文
は
弱
で
あ
る

し
た
が
っ
て
文
武
は
不
岐
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

学問を好んだ徳川光圀が「大日本史」を編纂するにあたり、水戸へ集められた学者の一人。
編纂過程で生まれた水戸学は、幕末の志士にも多大な影響を与えました。

第4代  梅村 清茂

Ｄ
委
員
会
は
年
に
七
回
ほ
ど
催
し
、委
員

会
で
の
決
定
事
項
や
検
討
す
る
事
案
に

つ
い
て
は
、各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教
授
会

で
報
告
し
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
委
員
会
で
は
三
本
柱
の
ほ
か
、Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
講
演
会
の
開
催
、国
際
教
養
学
部
の「
経
験

交
流
会
」や
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。と
く
に
経
験
交
流
会
は
成
功
も
失
敗
も
含
め
、

教
員
自
身
の
経
験
談
を
披
露
す
る
こ
と
で
、よ
り

良
い
授
業
を
行
う
た
め
の
手
法
を
学
び
合
う
場
と

な
って
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
の
基
礎
的
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
想
い
が

私
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
の
教
育
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
教
員
を

主
と
す
る
Ｆ
Ｄ
に
対
し
、職
員
、つ
ま
り
ス
タ
ッ
フ
の

能
力
向
上
を
意
味
す
る
Ｓ
Ｄ
（S

ta
ff 

D
evelopm

ent

）も
重
視
す
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
大
学
は
、い
ち
ば
ん
大
切
な
主
人
公
で
あ

る
学
生
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。単
に「
教
え

る
」

｜「
学
ぶ
」だ
け
の
関
係
で
な
く
、学
生
も
一
緒

に
な
って
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。通

常
、〝
大
学
ス
タ
ッフ
〞と
い
え
ば
、「
教
員
」あ
る
い
は

「
教
職
員
」が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、我
々
、中
京

大
学
と
し
て
は「
学
生
」も
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ

や
高
校
生
の
半
数
以
上
が
大
学
へ
進
学
す

る
時
代
。推
薦
や
Ａ
О
入
試
な
ど
入
試
の

方
法
も
多
彩
に
な
り
、学
生
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
は
、こ
の
対
応
を
各
大
学
に
求
め

た
も
の
で
す
が
、か
ね
て
よ
り
教
育
の
質
的
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
本
学
に
お
い
て
も
、全
学
的
な
活

動
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
、

ざ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
す
と
、一
つ
は「
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
」で
す
ね
。ま
ず
は
教
員
が
行
って
い
る
授
業
に
つ

い
て
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、教
員
自
身
が

授
業
内
容
を
点
検
し
、改
善
す
べ
き
点
を
教
育
に

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
つ
目
は「
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
」で
す
。

高
校
ま
で
と
違
っ
て
、大
学
で
は
自
分
で
受
け
た
い

授
業
を
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
判
断
材
料

と
し
て「
シ
ラ
バ
ス
」と
い
う
授
業
計
画
書
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
十
分
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、意
味

が
な
い
。そ
こ
で
先
生
方
に
シ
ラ
バ
ス
の
ま
と
め
方
も

改
善
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
が「
公
開
授
業
」。そ

も
そ
も
大
学
教
員
は
教
育
実
習
経
験
が
な
く
、各

自
、模
索
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
だ
っ
た
授
業
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
で
、教
員
同
士
が
互
い
に
学
び
合
お
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
を
柱
に
Ｆ
Ｄ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

〇
〇
九
年
に
各
学
部・研
究
科
か
ら
委
員

を
選
出
し
て
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
組
織
し
、翌

年
の
春
、第
一
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
教
員
の
声
は
はっ
き
り
聞
こ
え
る
か
」「
授
業
内

容
は
十
分
、理
解
で
き
て
い
た
か
」「
シ
ラ
バ
ス
通
り

の
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
か
」「
補
助
教
材
が
き
ち

ん
と
生
か
さ
れ
て
い
た
か
」な
ど
、変
化
を
把
握
す

る
意
味
も
あ
って
、ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
の
五
、六
年
、同

じ
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ
変

化
が
出
て
き
ま
し
た
。と
く
に
授
業
中
の
声
や
補

助
教
材
等
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
改
善
に
結
び
つ
き

や
す
く
、評
価
の
数
値
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
学
生
の
立
場
で

考
え
ま
す
と
、自
分
た
ち
の
意
見
が
い
か
に
反
映
さ

れ
る
の
か
、そ
こ
が
最
大
の
関
心
事
で
し
ょ
う
。学

習
環
境
に
つ
い
て
は
、改
修
工
事
を
行
う
際
な
ど
、

随
時
、要
望
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
一
方
で
、教

員
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、各
教
員
が
そ
の
結
果
を

「
自
己
点
検
報
告
書
」と
し
て
ま
と
め
、学
生
に
公

開
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
こ
で
Ｆ
Ｄ
が
教
員
に
と
って
、重
苦
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。振
り
返
り
ま
す
と
、当
初
こ
の
活
動
を
推
進
す

る
上
で
、何
が
い
ち
ば
ん
難
し
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、

教
員
に
考
え
方
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

　
昔
と
比
べ
る
と
大
学
教
員
の
仕
事
は
増
え
て
い

ま
す
し
、何
と
いって
も
、自
分
の
授
業
が
学
生
か
ら

点
数
を
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。「
学
生
が
教
員
を

評
価
す
る
と
は
何
た
る
こ
と
」と
抵
抗
を
感
じ
る

先
生
方
も
正
直
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
来
、学
生
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
に

な
り
ま
せ
ん
。学
生
は
黙
って
講
義
に
つい
て
く
れ
ば

い
い
、と
い
う
、旧
式
の
考
え
か
ら
脱
し
、授
業
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
で
学
生
と
の
関
係
が
良
好
に
な

れ
ば
、教
員
自
身
が
望
む
授
業
を
実
現
で
き
る
と
、

地
道
な
意
識
改
革
を
行
って
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、そ
ろ
そ
ろ
第
一
段

階
を
終
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

今
後
も
継
続
す
る
方
針
で
す
が
、導
入
時
と
比
べ

る
と
形
式
的
に
な
る
と
い
う
か
、結
果
を
受
け
止
め

る
教
員
の
緊
張
感
も
減
退
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
段
階
へ
発
展
さ
せ
る
べ
く
、改
善
に
つ
と

め
た
い
と
思
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中京大学でもFD活動に取り組むこととなり、2008年、委員会発足と
合わせてFD委員長に。同時に副学長にも就任した。

り
、こ
の
三
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、Ｆ
Ｄ
活
動
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
に
、よ
り
良
い
教
育
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
み
た
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
を
学
生

の
中
か
ら
募
集
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、す
ぐ
に
三
十
名
ほ
ど
が
手
を
挙
げ
て
く
れ

ま
し
た
。果
た
し
て
学
生
が
集
ま
って
く
れ
る
の
か
、

正
直
、不
安
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、委

員
会
の
先
生
方
と
感
激
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま

す
。現
在
、彼
ら
は「
学
生
Ｆ
Ｄ
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
、

「
授
業
中
の
私
語
を
な
く
し
た
い
」「
机
の
落
書
き

を
消
し
た
い
」な
ど
、学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、自

主
的
な
活
動
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は「
大
学
の
す
べ
て
の
者
の《
幸
せ
》の
た

め
」と
Ｆ
Ｄ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、よ
り
良
い
授
業
が
現
実

化
さ
れ
れ
ば
、学
生
が
ま
ず
幸
せ
に
な
り
ま
す
。学

生
が
い
き
い
き
と
授
業
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
、教
員

も
元
気
に
な
れ
る
。つ
ま
り
学
生
も
教
員
も
、そ
し

て
ま
わ
り
で
支
え
て
く
だ
さ
る
職
員
の
方
々
も
、大

学
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
。私
た
ち
は
こ
れ
を
標

榜
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、Ｆ
Ｄ
は
誰
も
が
明

る
く
、前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
べ
き
活
動
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で〝
Ｆ
Ｄ
〞を“For D

oing our best！
”

と

読
み
替
え
た
わ
け
で
す
が
、教
職
員
も
学
生
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、学
内
の
好
循

環
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

今二

F

大
学
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
た
め
の
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
、

今
、中
京
大
学
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
安
村
仁
志
副
学
長
に
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
京
大
学 

副
学
長
・

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

安
村 

仁
志

FDとは「Faculty Development（教
授団の資質改善・能力開発）」という
意味であり、個々の大学教員の教育
力向上を図るために大学全体で行う
組織的な取り組みが“FD活動”です。
それまでFDは大学における努力義務
とされていましたが、2008年より、大
学設置基準において明確に義務づけ
られるようになっています。

FD活動とは

　留
学
に
対
す
る
学
生
の
動
機
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
は

就
活
に
直
結
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
ひ

と
つ
だ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。昨
今
、

急
速
に
グ
ロ
ー
バル
化
が
進
み
、企
業
の

人
材
の
ニ
ー
ズ
も
以
前
と
は
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。今
や
一
部
の
大
手
企
業
だ

け
で
な
く
中
小
企
業
で
も
語
学
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、ユ
ニ
ク
ロ
や
イ

オ
ン
に
よ
る
外
国
人
の
積
極
採
用
に
も

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、小
売・サ
ー
ビ
ス

業
に
ま
で
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
ま
す
。近
年
の
就
活
戦
線
に
お
い
て

は
、も
は
や
語
学
力
や
留
学
経
験
は
、

闘
い
を
勝
ち
抜
く
た
め
の「
必
須
の
武

国際センター

国際センター　金澤 龍生 係長

未
体
験
の
地
で
味
わ
う
大
き
な
感
動
や
達
成
感
。留
学
を
経
て
、

多
く
の
学
生
が「
一
生
モ
ノ
の
財
産
」を
手
に
し
て
い
ま
す
。

安
全
面
か
ら
金
銭
面
ま
で

留
学
を
き
め
細
か
く
支
援

海外留学を
体験してみたい！

海外短期研修
海外大学体験
プログラム
（4～5週間）

海外短期研修
海外ビジネス研修
プログラム
（2週間）

海外ビジネスを
体験してみたい！

英語力をしっかり
身につけたい！

セメスター留学
（1セメスター）

交換留学
（1年間）

海外の大学に
本格的に留学したい！

短期

長期

国際センター主催の
留学・研修プログラム

■ 学部主催の海外留学・研修プログラム
1年生／海外基礎研修（2週間）

シンガポール

海外ビジネス研修 Ⅰ・Ⅱ
カナダ・ニューヨーク

総合政策学部

心理学部

国際教養学部

経営学部

スポーツ科学部

国際英語学部
国際英語学科

国際英語
キャリア専攻

英語圏
文化専攻

国際学専攻

必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択

選択

選択

選択

選択必修

選択必修

器
」と
な
って
い
る
の
で
す
。

　国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、二
〜
五
週
間
の「
海
外

短
期
研
修
」、一
学
期
間
の「
セ
メ
ス

タ
ー
留
学
」、一
年
間
の「
交
換
留
学
」

と
、短
期
か
ら
長
期
ま
で
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
、留
学
を
希
望
す

る
学
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
り
、日
本
の
大
学
生

は
内
向
き
志
向
だ
と
言
わ
れ
る
な

か
、中
京
大
学
で
は
、〇
八
年
か
ら
の

五
年
間
で
、留
学
す
る
学
生
が
約
三

百
名
か
ら
六
百
名
以
上
へ
と
倍
増

し
、「
外
向
き
志
向
」の
学
生
が
右
肩

上
が
り
で
増
え
て
い
ま
す
。

　保
護
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、留
学
に

対
す
る
最
大
の
関
心
事
は「
安
全
」か

も
し
れ
ま
せ
ん
。国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、

留
学
を
控
え
た
学
生
を
対
象
に
事
前

研
修
会
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。ビ
ザ
の
取
得
、保
険
の
加
入
、航
空

券
の
手
配
な
ど
留
学
前
に
必
要
な
手

続
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、様
々
な
場

面
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
な
ど

を
行
い
、不
測
の
事
態
への
対
処
法
や
留

学
への
心
構
え
な
ど
を
徹
底
指
導
し
た

上
で
、海
外
へ
と
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、あ
ら
か
じ
め
本
学
指

定
の
海
外
旅
行
保
険
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
料
金
で
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。こ
の
保
険
に
は
、大
学
側
が
費
用

を
負
担
す
る
形
で「
海
外
危
機
管
理

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」を
付

帯
し
、現
地
で
の
病
院
の
手
配
な
ど
、

困
っ
た
時
に
は
電
話
一
本
で
サ
ポ
ー
ト

が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
整
備
。さ

ら
に
は
、金
銭
面
で
も
留
学
中
の
学
費

の
減
免
措
置
を
実
施
す
る
な
ど
、あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
学
生
た
ち
の
実
り

あ
る
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

国際センター

タンペレ大学［フィンランド］

留学、というキャリア形成を
バックアップ

あなたの希望は？

岩田 紗椰さん

国際英語学部
国際英語学科（3年）

個性を尊重する
異国の文化に触れ
自信が持てました。

留学先の講義を通じ
日本の素晴らしさを
再発見できました。

学
に
憧
れ
て
い
た

の
は
高
校
時
代

か
ら
。旅
行
好
き
の
両
親

に
連
れ
ら
れ
、ア
メ
リ
カ
や

欧
州
各
地
を
訪
れ
る
う

ち
、英
語
を
も
っ
と
勉
強

し
て
現
地
の
人
と
自
由
に

交
流
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。今
年
八

月
か
ら
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

タ
ン
ペ
レ
大
学
に
行
き
ま

す
が
、こ
の
大
学
を
選
ん

だ
の
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
第

二
の
都
市
の
た
め
、人
と

交
流
す
る
機
会
が
多
く
、

語
学
力
を
磨
く
の
に
ピ
ッ

タ
リ
だ
か
ら
。そ
し
て
な
に

よ
り
、以
前
か
ら
北
欧
の

イ
ン
テ
リ
ア
が
大
好
き
で
、

現
地
の
暮
ら
し
に
触
れ
て

み
た
い
と
考
え
て
い
た
か

ら
で
す
。で
き
れ
ば
、現
地

に
あ
る
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の

本
社
を
訪
問
し
、も
の
づ

く
り
へ
の
想
い
な
ど
を
直

接
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

留

以前から憧れていた
フィンランドの文化に
触れるのが楽しみ。

ノースカロライナ州立大学
ウィルミントン校［米国］

熊本 誠太さん
経営学部経営学科（3年）

ウェスタン・キャロライナ大学
［米国］

辻 大輔さん
国際教養学部国際教養学科（4年）

年
八
月
か
ら
約

四
ヶ
月
間
に
わ
た

る
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
は
、語

学
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、

異
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な

体
験
が
得
ら
れ
、と
て
も

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

留
学
先
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内

を
裸
足
で
歩
く
学
生
が
い

る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
尊
重
す
る
風
土
が
根

付
い
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し

た
。
日
本
で
は
細
か
い

部
分
を
気
に
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、も
っ
と
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
発
揮
す
れ

ば
い
い
ん
だ
と
、帰
国
後
は

以
前
に
も
増
し
て
自
分
の

考
え
や
行
動
に
自
信
を
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。ま
た
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

も
留
学
前
に
比
べ
て
二
百

二
十
点
上
昇
。英
語
を
聞

く
の
が
苦
に
な
ら
な
く
な

り
、確
か
な
成
長
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

昨

ヘルシンキ大学［フィンランド］

トゥオミ・テュッティさん

換
留
学
の
た
め
の

国
際
的
な
大
学

連
合
組
織「
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
」を

通
じ
て
事
前
に
調
べ
た
と

こ
ろ
、私
が
か
ね
て
か
ら
学

ん
で
き
た
日
本
語
を
さ
ら

に
究
め
る
た
め
に
は
、中

京
大
学
が
一
番
ふ
さ
わ
し

い
と
感
じ
、留
学
先
に
選

び
ま
し
た
。留
学
期
間
は

七
月
末
で
終
了
し
ま
す

が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
企
画

さ
れ
た
京
都
旅
行
や
友
人

た
ち
と
一
緒
に
着
物
体
験

を
楽
し
む
な
ど
、た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。中
京
大
学
で
学
び
、

数
多
く
の
友
人
が
で
き
た

名
古
屋
は
、私
の
人
生
に

と
っ
て
本
当
に
特
別
な
場

所
。で
き
れ
ば
、大
学
卒

業
後
は
日
本
で
暮
ら
し
、

英
語
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

を
教
え
る
教
師
と
し
て
活

躍
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

交

私にとって名古屋は
思い出が詰まった
特別な場所です。

学
先
で
は
、あ
え

て
専
門
以
外
の

分
野
に
も
関
心
を
深
め
て

み
よ
う
と
、地
理
学
や
社

会
福
祉
な
ど
、幅
広
い
分

野
の
講
義
を
受
講
し
ま
し

た
。な
か
で
も
印
象
的
だ
っ

た
の
が
、世
界
の
民
俗
学

や
人
口
動
態
な
ど
を
知
る

地
理
学
の
講
義
で
、先
進

的
な
事
例
の
ひ
と
つ
と
し

て
、日
本
が
頻
繁
に
引
き

合
い
に
出
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、充
実
し
た
医
療
環

境
な
ど
、異
国
の
地
で
も

こ
れ
だ
け
話
題
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
か
と
、日
本
人

と
し
て
の
誇
り
や
愛
国
心

が
芽
生
え
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。卒
業
後
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
図
る

食
品
商
社
で
働
く
予
定
で

す
が
、留
学
で
得
た
経
験

を
糧
に
世
界
で
活
躍
す
る

社
会
人
に
な
り
た
い
で
す
。

留

国際
センター

2年生／海外研修A（5週間）
オーストラリア

2年生／海外研修B（2～5週間）
カナダ・シドニー・ニューヨーク

2年生／海外研修C（3週間）
オーストラリア・ハワイ

3年生／海外業務体験 Ⅰ～Ⅳ
ロサンゼルス・ハワイ

2年生／海外大学研修1（3～4週間）
英国

2年生／海外大学研修2（3～4週間）
北米

海外業界研究 Ⅰ～Ⅵ
インド・韓国・シンガポール・アメリカ・ニュージーランド

海外ビジネス研修（2週間）
オーストラリア

海外課題研究（4～5ヶ月）
フランス、スペイン、ドイツ、ロシア、中国

心理学海外演習（4週間）
オーストラリア

海外インターンシップ（3週間）
ロサンゼルス

スポーツマネジメント事例研究、トレーナー事例研究
アメリカ



Ｄ
委
員
会
は
年
に
七
回
ほ
ど
催
し
、委
員

会
で
の
決
定
事
項
や
検
討
す
る
事
案
に

つ
い
て
は
、各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教
授
会

で
報
告
し
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
委
員
会
で
は
三
本
柱
の
ほ
か
、Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
講
演
会
の
開
催
、国
際
教
養
学
部
の「
経
験

交
流
会
」や
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。と
く
に
経
験
交
流
会
は
成
功
も
失
敗
も
含
め
、

教
員
自
身
の
経
験
談
を
披
露
す
る
こ
と
で
、よ
り

良
い
授
業
を
行
う
た
め
の
手
法
を
学
び
合
う
場
と

な
って
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
の
基
礎
的
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
想
い
が

私
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
の
教
育
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
教
員
を

主
と
す
る
Ｆ
Ｄ
に
対
し
、職
員
、つ
ま
り
ス
タ
ッ
フ
の

能
力
向
上
を
意
味
す
る
Ｓ
Ｄ
（S

ta
ff 

D
evelopm

ent

）も
重
視
す
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
大
学
は
、い
ち
ば
ん
大
切
な
主
人
公
で
あ

る
学
生
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。単
に「
教
え

る
」

｜「
学
ぶ
」だ
け
の
関
係
で
な
く
、学
生
も
一
緒

に
な
って
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。通

常
、〝
大
学
ス
タ
ッフ
〞と
い
え
ば
、「
教
員
」あ
る
い
は

「
教
職
員
」が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、我
々
、中
京

大
学
と
し
て
は「
学
生
」も
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ

や
高
校
生
の
半
数
以
上
が
大
学
へ
進
学
す

る
時
代
。推
薦
や
Ａ
О
入
試
な
ど
入
試
の

方
法
も
多
彩
に
な
り
、学
生
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
は
、こ
の
対
応
を
各
大
学
に
求
め

た
も
の
で
す
が
、か
ね
て
よ
り
教
育
の
質
的
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
本
学
に
お
い
て
も
、全
学
的
な
活

動
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
、

ざ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
す
と
、一
つ
は「
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
」で
す
ね
。ま
ず
は
教
員
が
行
って
い
る
授
業
に
つ

い
て
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、教
員
自
身
が

授
業
内
容
を
点
検
し
、改
善
す
べ
き
点
を
教
育
に

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
つ
目
は「
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
」で
す
。

高
校
ま
で
と
違
っ
て
、大
学
で
は
自
分
で
受
け
た
い

授
業
を
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
判
断
材
料

と
し
て「
シ
ラ
バ
ス
」と
い
う
授
業
計
画
書
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
十
分
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、意
味

が
な
い
。そ
こ
で
先
生
方
に
シ
ラ
バ
ス
の
ま
と
め
方
も

改
善
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
が「
公
開
授
業
」。そ

も
そ
も
大
学
教
員
は
教
育
実
習
経
験
が
な
く
、各

自
、模
索
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
だ
っ
た
授
業
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
で
、教
員
同
士
が
互
い
に
学
び
合
お
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
を
柱
に
Ｆ
Ｄ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

〇
〇
九
年
に
各
学
部・研
究
科
か
ら
委
員

を
選
出
し
て
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
組
織
し
、翌

年
の
春
、第
一
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
教
員
の
声
は
はっ
き
り
聞
こ
え
る
か
」「
授
業
内

容
は
十
分
、理
解
で
き
て
い
た
か
」「
シ
ラ
バ
ス
通
り

の
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
か
」「
補
助
教
材
が
き
ち

ん
と
生
か
さ
れ
て
い
た
か
」な
ど
、変
化
を
把
握
す

る
意
味
も
あ
って
、ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
の
五
、六
年
、同

じ
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ
変

化
が
出
て
き
ま
し
た
。と
く
に
授
業
中
の
声
や
補

助
教
材
等
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
改
善
に
結
び
つ
き

や
す
く
、評
価
の
数
値
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
学
生
の
立
場
で

考
え
ま
す
と
、自
分
た
ち
の
意
見
が
い
か
に
反
映
さ

れ
る
の
か
、そ
こ
が
最
大
の
関
心
事
で
し
ょ
う
。学

習
環
境
に
つ
い
て
は
、改
修
工
事
を
行
う
際
な
ど
、

随
時
、要
望
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
一
方
で
、教

員
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、各
教
員
が
そ
の
結
果
を

「
自
己
点
検
報
告
書
」と
し
て
ま
と
め
、学
生
に
公

開
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
こ
で
Ｆ
Ｄ
が
教
員
に
と
って
、重
苦
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。振
り
返
り
ま
す
と
、当
初
こ
の
活
動
を
推
進
す

る
上
で
、何
が
い
ち
ば
ん
難
し
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、

教
員
に
考
え
方
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

　
昔
と
比
べ
る
と
大
学
教
員
の
仕
事
は
増
え
て
い

ま
す
し
、何
と
いって
も
、自
分
の
授
業
が
学
生
か
ら

点
数
を
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。「
学
生
が
教
員
を

評
価
す
る
と
は
何
た
る
こ
と
」と
抵
抗
を
感
じ
る

先
生
方
も
正
直
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
来
、学
生
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
に

な
り
ま
せ
ん
。学
生
は
黙
って
講
義
に
つい
て
く
れ
ば

い
い
、と
い
う
、旧
式
の
考
え
か
ら
脱
し
、授
業
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
で
学
生
と
の
関
係
が
良
好
に
な

れ
ば
、教
員
自
身
が
望
む
授
業
を
実
現
で
き
る
と
、

地
道
な
意
識
改
革
を
行
って
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、そ
ろ
そ
ろ
第
一
段

階
を
終
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

今
後
も
継
続
す
る
方
針
で
す
が
、導
入
時
と
比
べ

る
と
形
式
的
に
な
る
と
い
う
か
、結
果
を
受
け
止
め

る
教
員
の
緊
張
感
も
減
退
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
段
階
へ
発
展
さ
せ
る
べ
く
、改
善
に
つ
と

め
た
い
と
思
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中京大学でもFD活動に取り組むこととなり、2008年、委員会発足と
合わせてFD委員長に。同時に副学長にも就任した。

り
、こ
の
三
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、Ｆ
Ｄ
活
動
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
に
、よ
り
良
い
教
育
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
み
た
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
を
学
生

の
中
か
ら
募
集
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、す
ぐ
に
三
十
名
ほ
ど
が
手
を
挙
げ
て
く
れ

ま
し
た
。果
た
し
て
学
生
が
集
ま
って
く
れ
る
の
か
、

正
直
、不
安
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、委

員
会
の
先
生
方
と
感
激
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま

す
。現
在
、彼
ら
は「
学
生
Ｆ
Ｄ
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
、

「
授
業
中
の
私
語
を
な
く
し
た
い
」「
机
の
落
書
き

を
消
し
た
い
」な
ど
、学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、自

主
的
な
活
動
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は「
大
学
の
す
べ
て
の
者
の《
幸
せ
》の
た

め
」と
Ｆ
Ｄ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、よ
り
良
い
授
業
が
現
実

化
さ
れ
れ
ば
、学
生
が
ま
ず
幸
せ
に
な
り
ま
す
。学

生
が
い
き
い
き
と
授
業
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
、教
員

も
元
気
に
な
れ
る
。つ
ま
り
学
生
も
教
員
も
、そ
し

て
ま
わ
り
で
支
え
て
く
だ
さ
る
職
員
の
方
々
も
、大

学
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
。私
た
ち
は
こ
れ
を
標

榜
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、Ｆ
Ｄ
は
誰
も
が
明

る
く
、前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
べ
き
活
動
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で〝
Ｆ
Ｄ
〞を“For D

oing our best！
”

と

読
み
替
え
た
わ
け
で
す
が
、教
職
員
も
学
生
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、学
内
の
好
循

環
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

今二

F

大
学
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
た
め
の
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
、

今
、中
京
大
学
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
安
村
仁
志
副
学
長
に
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
京
大
学 

副
学
長
・

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

安
村 

仁
志

FDとは「Faculty Development（教
授団の資質改善・能力開発）」という
意味であり、個々の大学教員の教育
力向上を図るために大学全体で行う
組織的な取り組みが“FD活動”です。
それまでFDは大学における努力義務
とされていましたが、2008年より、大
学設置基準において明確に義務づけ
られるようになっています。

FD活動とは

　留
学
に
対
す
る
学
生
の
動
機
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
は

就
活
に
直
結
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
ひ

と
つ
だ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。昨
今
、

急
速
に
グ
ロ
ー
バル
化
が
進
み
、企
業
の

人
材
の
ニ
ー
ズ
も
以
前
と
は
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。今
や
一
部
の
大
手
企
業
だ

け
で
な
く
中
小
企
業
で
も
語
学
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、ユ
ニ
ク
ロ
や
イ

オ
ン
に
よ
る
外
国
人
の
積
極
採
用
に
も

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、小
売・サ
ー
ビ
ス

業
に
ま
で
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
ま
す
。近
年
の
就
活
戦
線
に
お
い
て

は
、も
は
や
語
学
力
や
留
学
経
験
は
、

闘
い
を
勝
ち
抜
く
た
め
の「
必
須
の
武

国際センター

国際センター　金澤 龍生 係長

未
体
験
の
地
で
味
わ
う
大
き
な
感
動
や
達
成
感
。留
学
を
経
て
、

多
く
の
学
生
が「
一
生
モ
ノ
の
財
産
」を
手
に
し
て
い
ま
す
。

安
全
面
か
ら
金
銭
面
ま
で

留
学
を
き
め
細
か
く
支
援

海外留学を
体験してみたい！

海外短期研修
海外大学体験
プログラム
（4～5週間）

海外短期研修
海外ビジネス研修
プログラム
（2週間）

海外ビジネスを
体験してみたい！

英語力をしっかり
身につけたい！

セメスター留学
（1セメスター）

交換留学
（1年間）

海外の大学に
本格的に留学したい！

短期

長期

国際センター主催の
留学・研修プログラム

■ 学部主催の海外留学・研修プログラム
1年生／海外基礎研修（2週間）

シンガポール

海外ビジネス研修 Ⅰ・Ⅱ
カナダ・ニューヨーク

総合政策学部

心理学部

国際教養学部

経営学部

スポーツ科学部

国際英語学部
国際英語学科

国際英語
キャリア専攻

英語圏
文化専攻

国際学専攻

必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択

選択

選択

選択

選択必修

選択必修

器
」と
な
って
い
る
の
で
す
。

　国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、二
〜
五
週
間
の「
海
外

短
期
研
修
」、一
学
期
間
の「
セ
メ
ス

タ
ー
留
学
」、一
年
間
の「
交
換
留
学
」

と
、短
期
か
ら
長
期
ま
で
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
、留
学
を
希
望
す

る
学
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
り
、日
本
の
大
学
生

は
内
向
き
志
向
だ
と
言
わ
れ
る
な

か
、中
京
大
学
で
は
、〇
八
年
か
ら
の

五
年
間
で
、留
学
す
る
学
生
が
約
三

百
名
か
ら
六
百
名
以
上
へ
と
倍
増

し
、「
外
向
き
志
向
」の
学
生
が
右
肩

上
が
り
で
増
え
て
い
ま
す
。

　保
護
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、留
学
に

対
す
る
最
大
の
関
心
事
は「
安
全
」か

も
し
れ
ま
せ
ん
。国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、

留
学
を
控
え
た
学
生
を
対
象
に
事
前

研
修
会
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。ビ
ザ
の
取
得
、保
険
の
加
入
、航
空

券
の
手
配
な
ど
留
学
前
に
必
要
な
手

続
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、様
々
な
場

面
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
な
ど

を
行
い
、不
測
の
事
態
への
対
処
法
や
留

学
への
心
構
え
な
ど
を
徹
底
指
導
し
た

上
で
、海
外
へ
と
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、あ
ら
か
じ
め
本
学
指

定
の
海
外
旅
行
保
険
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
料
金
で
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。こ
の
保
険
に
は
、大
学
側
が
費
用

を
負
担
す
る
形
で「
海
外
危
機
管
理

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」を
付

帯
し
、現
地
で
の
病
院
の
手
配
な
ど
、

困
っ
た
時
に
は
電
話
一
本
で
サ
ポ
ー
ト

が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
整
備
。さ

ら
に
は
、金
銭
面
で
も
留
学
中
の
学
費

の
減
免
措
置
を
実
施
す
る
な
ど
、あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
学
生
た
ち
の
実
り

あ
る
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

国際センター

タンペレ大学［フィンランド］

留学、というキャリア形成を
バックアップ

あなたの希望は？

岩田 紗椰さん

国際英語学部
国際英語学科（3年）

個性を尊重する
異国の文化に触れ
自信が持てました。

留学先の講義を通じ
日本の素晴らしさを
再発見できました。

学
に
憧
れ
て
い
た

の
は
高
校
時
代

か
ら
。旅
行
好
き
の
両
親

に
連
れ
ら
れ
、ア
メ
リ
カ
や

欧
州
各
地
を
訪
れ
る
う

ち
、英
語
を
も
っ
と
勉
強

し
て
現
地
の
人
と
自
由
に

交
流
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。今
年
八

月
か
ら
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

タ
ン
ペ
レ
大
学
に
行
き
ま

す
が
、こ
の
大
学
を
選
ん

だ
の
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
第

二
の
都
市
の
た
め
、人
と

交
流
す
る
機
会
が
多
く
、

語
学
力
を
磨
く
の
に
ピ
ッ

タ
リ
だ
か
ら
。そ
し
て
な
に

よ
り
、以
前
か
ら
北
欧
の

イ
ン
テ
リ
ア
が
大
好
き
で
、

現
地
の
暮
ら
し
に
触
れ
て

み
た
い
と
考
え
て
い
た
か

ら
で
す
。で
き
れ
ば
、現
地

に
あ
る
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の

本
社
を
訪
問
し
、も
の
づ

く
り
へ
の
想
い
な
ど
を
直

接
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

留

以前から憧れていた
フィンランドの文化に
触れるのが楽しみ。

ノースカロライナ州立大学
ウィルミントン校［米国］

熊本 誠太さん
経営学部経営学科（3年）

ウェスタン・キャロライナ大学
［米国］

辻 大輔さん
国際教養学部国際教養学科（4年）

年
八
月
か
ら
約

四
ヶ
月
間
に
わ
た

る
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
は
、語

学
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、

異
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な

体
験
が
得
ら
れ
、と
て
も

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

留
学
先
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内

を
裸
足
で
歩
く
学
生
が
い

る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
尊
重
す
る
風
土
が
根

付
い
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し

た
。
日
本
で
は
細
か
い

部
分
を
気
に
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、も
っ
と
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
発
揮
す
れ

ば
い
い
ん
だ
と
、帰
国
後
は

以
前
に
も
増
し
て
自
分
の

考
え
や
行
動
に
自
信
を
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。ま
た
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

も
留
学
前
に
比
べ
て
二
百

二
十
点
上
昇
。英
語
を
聞

く
の
が
苦
に
な
ら
な
く
な

り
、確
か
な
成
長
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

昨

ヘルシンキ大学［フィンランド］

トゥオミ・テュッティさん

換
留
学
の
た
め
の

国
際
的
な
大
学

連
合
組
織「
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
」を

通
じ
て
事
前
に
調
べ
た
と

こ
ろ
、私
が
か
ね
て
か
ら
学

ん
で
き
た
日
本
語
を
さ
ら

に
究
め
る
た
め
に
は
、中

京
大
学
が
一
番
ふ
さ
わ
し

い
と
感
じ
、留
学
先
に
選

び
ま
し
た
。留
学
期
間
は

七
月
末
で
終
了
し
ま
す

が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
企
画

さ
れ
た
京
都
旅
行
や
友
人

た
ち
と
一
緒
に
着
物
体
験

を
楽
し
む
な
ど
、た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。中
京
大
学
で
学
び
、

数
多
く
の
友
人
が
で
き
た

名
古
屋
は
、私
の
人
生
に

と
っ
て
本
当
に
特
別
な
場

所
。で
き
れ
ば
、大
学
卒

業
後
は
日
本
で
暮
ら
し
、

英
語
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

を
教
え
る
教
師
と
し
て
活

躍
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

交

私にとって名古屋は
思い出が詰まった
特別な場所です。

学
先
で
は
、あ
え

て
専
門
以
外
の

分
野
に
も
関
心
を
深
め
て

み
よ
う
と
、地
理
学
や
社

会
福
祉
な
ど
、幅
広
い
分

野
の
講
義
を
受
講
し
ま
し

た
。な
か
で
も
印
象
的
だ
っ

た
の
が
、世
界
の
民
俗
学

や
人
口
動
態
な
ど
を
知
る

地
理
学
の
講
義
で
、先
進

的
な
事
例
の
ひ
と
つ
と
し

て
、日
本
が
頻
繁
に
引
き

合
い
に
出
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、充
実
し
た
医
療
環

境
な
ど
、異
国
の
地
で
も

こ
れ
だ
け
話
題
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
か
と
、日
本
人

と
し
て
の
誇
り
や
愛
国
心

が
芽
生
え
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。卒
業
後
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
図
る

食
品
商
社
で
働
く
予
定
で

す
が
、留
学
で
得
た
経
験

を
糧
に
世
界
で
活
躍
す
る

社
会
人
に
な
り
た
い
で
す
。

留

国際
センター

2年生／海外研修A（5週間）
オーストラリア

2年生／海外研修B（2～5週間）
カナダ・シドニー・ニューヨーク

2年生／海外研修C（3週間）
オーストラリア・ハワイ

3年生／海外業務体験 Ⅰ～Ⅳ
ロサンゼルス・ハワイ

2年生／海外大学研修1（3～4週間）
英国

2年生／海外大学研修2（3～4週間）
北米

海外業界研究 Ⅰ～Ⅵ
インド・韓国・シンガポール・アメリカ・ニュージーランド

海外ビジネス研修（2週間）
オーストラリア

海外課題研究（4～5ヶ月）
フランス、スペイン、ドイツ、ロシア、中国

心理学海外演習（4週間）
オーストラリア

海外インターンシップ（3週間）
ロサンゼルス

スポーツマネジメント事例研究、トレーナー事例研究
アメリカ

・「教育推進センター」設置構想
・新たなFD活動の可能性の模索

など

大学での授業計画書である「シラバス」に
は、何を学び、どんなことが身につく授業か、あ
るいは使用する教科書や教材、参考文献な
どが掲載されています。シラバスを活用し、大
学での学びを有意義なものにできるよう、FD
委員会で各科目のシラバスを数年かけて点
検し、書式も統一しました。大学ホームページ
で見ることができ、授業を履修する上でのアド
バイスや学習課題もチェックできます。バイスや学習課題もチェックできます。

FD委員会

FD活動推進部会
・授業改善のための
  アンケートの見直し・工夫
・シラバスの改善
・公開授業の推進

FD活動開発部会

F D は 大 学 すべての 者 の（ 幸 せ ）のため

For Doing our best !

う
し
た
活
動
に
、保
護
者
の
皆
様
に
は
、

今
の
大
学
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
お
感
じ
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
毎
年
、入
学
式
や
教
育
懇
談
会
で
配
布
し
て
い

る「
Ｆ
Ｄ
ニュ
ー
ス
」は
、こ
う
し
た
Ｆ
Ｄ
活
動
の
取
り

組
み
や
内
容
を
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。今
の
大
学

の
状
況
や
教
育
内
容
に
関
す
る
こ
と
、大
学
が
目
指

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、保

護
者
の
皆
様
に
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
、中
京
大
学

が
よ
り
良
い
学
び
の
た
め
に
、ど
ん
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

そ
れ
を
何
ら
か
の
機
会
に
親
子
の
会
話
に
交
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

　
最
近
の
学
生
は
、出
席
率
も
高
く
、遅
刻
者
も
割

合
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。レ
ポ
ー
ト
の
提
出
率

も
い
い
で
す
。Ｆ
Ｄ
の
成
果
で
あ
れ
ば
有
難
い
こ
と
で

す
が
、ど
う
や
ら
若
者
の
一
般
的
気
質
の
変
化
に
よ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。平
均
点
に

は
達
す
る
け
れ
ど
、そ
れ
以
上
に
個
性
あ
る
答
案

を
書
く
よ
う
な
、意
欲
的
な
部
分
で
少
し
物
足
り

な
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
高
校
ま
で
は「
学
び
習
う
」と
い
う
意
味
で
の

「
学
習
」で
し
た
。し
か
し
大
学
で
は
、「
学
び
修
め

る
」と
書
く「
学
修
」な
ん
で
す
ね
。「
学
習
か
ら
学

修
へ
」、用
意
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
こ
な
す
だ
け

で
な
く
、ぜ
ひ
自
立
的
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
学
ん
で
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
引
き
出
す
の
が
今
の
大

学
教
員
の
役
目
で
あ
り
、一
人
ひ
と
り
の
力
量
が
問

わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　「
難
し
過
ぎ
る
」「
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
」な

ど
、学
生
の
評
価
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、教
育
レ
ベ

ル
が
下
が
って
し
ま
って
は
本
末
転
倒
で
す
。教
育
の

質
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、ぜ
ひ
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
自
由
に
、意
欲
的
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸
収
し

て
欲
し
い
と
い
う
の
が
切
な
る
願
い
で
す
。

　
究
極
の
目
標
は
、「
Ｆ
Ｄ
活
動
」と
い
う
用
語
が
な

く
な
る
こ
と
で
す
。中
京
大
学
で
教
員
、職
員
、学

生
に
よって
、自
然
に
良
い
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る

状
態
に
な
って
い
る
こ
と
が
理
想
で
す
ね
。

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的
解消し、FDをより強化に進めるための「大学教育推進センター（仮称）」の設置が検討され
ています。

大人数、少人数教育それぞれに、効果的な
授業方法があり、より良い伝え方があります。
そこで教員同士が授業を見せあい、とりわけ
学生アンケートでも評価の高い授業方法を
学びあうことで、個 の々授業改善に結びつけ
ることができるよう、本学では原則「すべての
授業を公開」しています。日頃の研究成果を
確実に学生に伝え、学習効果の上がるノウ
ハウを全学的に共有できる仕組みです。

1人の教員につき、担当する1科目について、
年2回、授業アンケートを実施しています。学
生のアンケートに対する負担を減らすため、質
問を7項目程度に絞りこみ、その結果を教職
員へフィードバック。授業についての学生の
満足度を把握し、教員自身のイメージとの
ギャップを認識した上で、今後の授業方法
やカリキュラム、教育環境などの改善につな
げるための意識の共有を目的としています。

こ

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的

中京大学FD活動スローガン

・教職員と学生FDスタッフによる協働活動
・TA（Teaching Assistant）・
 SA（Student Assistant）の活動支援
・図書館等利用の促進

FD活動協働部会

・FDニュースの発行
・FD活動の広報

下部組織（FDニュース編集局）

などなど

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

Ｄ
委
員
会
は
年
に
七
回
ほ
ど
催
し
、委
員

会
で
の
決
定
事
項
や
検
討
す
る
事
案
に

つ
い
て
は
、各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教
授
会

で
報
告
し
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
委
員
会
で
は
三
本
柱
の
ほ
か
、Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
講
演
会
の
開
催
、国
際
教
養
学
部
の「
経
験

交
流
会
」や
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。と
く
に
経
験
交
流
会
は
成
功
も
失
敗
も
含
め
、

教
員
自
身
の
経
験
談
を
披
露
す
る
こ
と
で
、よ
り

良
い
授
業
を
行
う
た
め
の
手
法
を
学
び
合
う
場
と

な
って
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
の
基
礎
的
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
想
い
が

私
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
の
教
育
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
教
員
を

主
と
す
る
Ｆ
Ｄ
に
対
し
、職
員
、つ
ま
り
ス
タ
ッ
フ
の

能
力
向
上
を
意
味
す
る
Ｓ
Ｄ
（S

ta
ff 

D
evelopm

ent

）も
重
視
す
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
大
学
は
、い
ち
ば
ん
大
切
な
主
人
公
で
あ

る
学
生
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。単
に「
教
え

る
」

｜「
学
ぶ
」だ
け
の
関
係
で
な
く
、学
生
も
一
緒

に
な
って
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。通

常
、〝
大
学
ス
タ
ッフ
〞と
い
え
ば
、「
教
員
」あ
る
い
は

「
教
職
員
」が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、我
々
、中
京

大
学
と
し
て
は「
学
生
」も
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ

や
高
校
生
の
半
数
以
上
が
大
学
へ
進
学
す

る
時
代
。推
薦
や
Ａ
О
入
試
な
ど
入
試
の

方
法
も
多
彩
に
な
り
、学
生
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
は
、こ
の
対
応
を
各
大
学
に
求
め

た
も
の
で
す
が
、か
ね
て
よ
り
教
育
の
質
的
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
本
学
に
お
い
て
も
、全
学
的
な
活

動
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
、

ざ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
す
と
、一
つ
は「
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
」で
す
ね
。ま
ず
は
教
員
が
行
って
い
る
授
業
に
つ

い
て
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、教
員
自
身
が

授
業
内
容
を
点
検
し
、改
善
す
べ
き
点
を
教
育
に

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
つ
目
は「
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
」で
す
。

高
校
ま
で
と
違
っ
て
、大
学
で
は
自
分
で
受
け
た
い

授
業
を
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
判
断
材
料

と
し
て「
シ
ラ
バ
ス
」と
い
う
授
業
計
画
書
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
十
分
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、意
味

が
な
い
。そ
こ
で
先
生
方
に
シ
ラ
バ
ス
の
ま
と
め
方
も

改
善
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
が「
公
開
授
業
」。そ

も
そ
も
大
学
教
員
は
教
育
実
習
経
験
が
な
く
、各

自
、模
索
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
だ
っ
た
授
業
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
で
、教
員
同
士
が
互
い
に
学
び
合
お
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
を
柱
に
Ｆ
Ｄ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

〇
〇
九
年
に
各
学
部・研
究
科
か
ら
委
員

を
選
出
し
て
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
組
織
し
、翌

年
の
春
、第
一
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
教
員
の
声
は
はっ
き
り
聞
こ
え
る
か
」「
授
業
内

容
は
十
分
、理
解
で
き
て
い
た
か
」「
シ
ラ
バ
ス
通
り

の
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
か
」「
補
助
教
材
が
き
ち

ん
と
生
か
さ
れ
て
い
た
か
」な
ど
、変
化
を
把
握
す

る
意
味
も
あ
って
、ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
の
五
、六
年
、同

じ
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ
変

化
が
出
て
き
ま
し
た
。と
く
に
授
業
中
の
声
や
補

助
教
材
等
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
改
善
に
結
び
つ
き

や
す
く
、評
価
の
数
値
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
学
生
の
立
場
で

考
え
ま
す
と
、自
分
た
ち
の
意
見
が
い
か
に
反
映
さ

れ
る
の
か
、そ
こ
が
最
大
の
関
心
事
で
し
ょ
う
。学

習
環
境
に
つ
い
て
は
、改
修
工
事
を
行
う
際
な
ど
、

随
時
、要
望
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
一
方
で
、教

員
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、各
教
員
が
そ
の
結
果
を

「
自
己
点
検
報
告
書
」と
し
て
ま
と
め
、学
生
に
公

開
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
こ
で
Ｆ
Ｄ
が
教
員
に
と
って
、重
苦
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。振
り
返
り
ま
す
と
、当
初
こ
の
活
動
を
推
進
す

る
上
で
、何
が
い
ち
ば
ん
難
し
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、

教
員
に
考
え
方
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

　
昔
と
比
べ
る
と
大
学
教
員
の
仕
事
は
増
え
て
い

ま
す
し
、何
と
いって
も
、自
分
の
授
業
が
学
生
か
ら

点
数
を
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。「
学
生
が
教
員
を

評
価
す
る
と
は
何
た
る
こ
と
」と
抵
抗
を
感
じ
る

先
生
方
も
正
直
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
来
、学
生
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
に

な
り
ま
せ
ん
。学
生
は
黙
って
講
義
に
つい
て
く
れ
ば

い
い
、と
い
う
、旧
式
の
考
え
か
ら
脱
し
、授
業
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
で
学
生
と
の
関
係
が
良
好
に
な

れ
ば
、教
員
自
身
が
望
む
授
業
を
実
現
で
き
る
と
、

地
道
な
意
識
改
革
を
行
って
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、そ
ろ
そ
ろ
第
一
段

階
を
終
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

今
後
も
継
続
す
る
方
針
で
す
が
、導
入
時
と
比
べ

る
と
形
式
的
に
な
る
と
い
う
か
、結
果
を
受
け
止
め

る
教
員
の
緊
張
感
も
減
退
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
段
階
へ
発
展
さ
せ
る
べ
く
、改
善
に
つ
と

め
た
い
と
思
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中京大学でもFD活動に取り組むこととなり、2008年、委員会発足と
合わせてFD委員長に。同時に副学長にも就任した。

り
、こ
の
三
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、Ｆ
Ｄ
活
動
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
に
、よ
り
良
い
教
育
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
み
た
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
を
学
生

の
中
か
ら
募
集
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、す
ぐ
に
三
十
名
ほ
ど
が
手
を
挙
げ
て
く
れ

ま
し
た
。果
た
し
て
学
生
が
集
ま
って
く
れ
る
の
か
、

正
直
、不
安
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、委

員
会
の
先
生
方
と
感
激
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま

す
。現
在
、彼
ら
は「
学
生
Ｆ
Ｄ
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
、

「
授
業
中
の
私
語
を
な
く
し
た
い
」「
机
の
落
書
き

を
消
し
た
い
」な
ど
、学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、自

主
的
な
活
動
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は「
大
学
の
す
べ
て
の
者
の《
幸
せ
》の
た

め
」と
Ｆ
Ｄ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、よ
り
良
い
授
業
が
現
実

化
さ
れ
れ
ば
、学
生
が
ま
ず
幸
せ
に
な
り
ま
す
。学

生
が
い
き
い
き
と
授
業
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
、教
員

も
元
気
に
な
れ
る
。つ
ま
り
学
生
も
教
員
も
、そ
し

て
ま
わ
り
で
支
え
て
く
だ
さ
る
職
員
の
方
々
も
、大

学
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
。私
た
ち
は
こ
れ
を
標

榜
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、Ｆ
Ｄ
は
誰
も
が
明

る
く
、前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
べ
き
活
動
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で〝
Ｆ
Ｄ
〞を“For D

oing our best！
”

と

読
み
替
え
た
わ
け
で
す
が
、教
職
員
も
学
生
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、学
内
の
好
循

環
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

今二

F

大
学
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
た
め
の
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
、

今
、中
京
大
学
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
安
村
仁
志
副
学
長
に
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
京
大
学 

副
学
長
・

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

安
村 

仁
志

FDとは「Faculty Development（教
授団の資質改善・能力開発）」という
意味であり、個々の大学教員の教育
力向上を図るために大学全体で行う
組織的な取り組みが“FD活動”です。
それまでFDは大学における努力義務
とされていましたが、2008年より、大
学設置基準において明確に義務づけ
られるようになっています。

FD活動とは

　
さ
て「
資
格
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
名
称
で

す
が
、メ
イ
ン
は
公
務
員
試
験
の
サ
ポ
ー

ト
で
す
。今
年
度
、国
家
公
務
員（
総
合

職
）試
験
で
は
合
格
者
が
十
名（
人
事
院

公
表
値
）に
達
し
ま
し
た
。や
っ
と
合
格

ま
で
の
道
筋
を
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
環
境

が
整
った
か
な
、と
思
って
い
ま
す
。

　一
方
、民
間
企
業
で
は
採
用
に
直
結
す

る
よ
う
な
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、Ｆ
Ｐ

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・プ
ラ
ン
ナ
ー
）の
頂
点

「
Ｃ
Ｆ
Ｐ
」は
例
外
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

銀
行
で
も
支
店
長
ク
ラ
ス
が
目
指
す
国

際
資
格
だ
け
に
、金
融
機
関
への
就
職
を

目
指
す
人
に
は
お
薦
め
で
す
。

　
ま
た「
通
関
士
」は
貿
易
に
関
す
る
資

格
で
す
の
で
、幅
広
い
業
界
の
仕
事
に
役

立
つ
知
識
が
得
ら
れ
ま
す
。こ
の
他
、社
会

人
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
磨
く
講
座
も
あ
り

ま
す
の
で
、ま
ず
は
目
標
を
見
定
め
、そ
の

上
で
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
、大
学
へ
入
っ
た
の
だ
か
ら
資
格

の
一
つ
ぐ
ら
い
、と
お
考
え
の
保
護
者
の

方
は
多
く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。確

か
に
保
護
者
の
方
々
の
時
代
は
、先
生
に

な
ら
な
く
て
も
、教
員
免
許
ぐ
ら
い
取
っ

て
当
た
り
前
と
い
う
認
識
で
し
た
。し
か

し
今
や
採
用
企
業
の
多
く
が「
人
物
重

視
」「
学
歴
不
問
」を
掲
げ
て
人
材
を
選

ぶ
時
代
。コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
な
ど
、

人
物
重
視
の
高
い
ス
キ
ル
が
要
求
さ
れ

ま
す
。そ
れ
に
は
四
年
間
と
い
う
限
り

あ
る
時
間
を
ど
う
過
ご
す
の
か
。部
活

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ア
ル
バ
イ
ト
、や
る
べ
き

こ
と
は
沢
山
あ
る
で
し
ょ
う
。資
格
取
得

を
や
み
く
も
に
勧
め
る
の
で
な
く
、お
子

様
の
進
路
に
必
要
で
あ
る
か
、否
か
。そ

こ
を
見
極
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

資格センター

資格センター　津谷 圭一 部長

か
げ
か
え
の
な
い
学
生
時
代
、

何
を
学
び
、何
を
磨
く
の
か
。

明
確
な
目
標
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
、

目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
。

資格対策講座 合格者

社会人基礎力養成から
難関試験までサポート

速報！ 2014年度10名合格!（人事院公表値） 国 家 公 務 員 総 合 職 合 格 者 の 皆 さ ん（判明分9名）

市川 拳次さん
法学部法律学科（4年）

1年生の頃から培った
勉強を続ける習慣が
合格の一番の武器に。

小栗 崇明さん
法学部法律学科（4年）

合格者の先輩から
アドバイスをいただき
参考になりました。

鈴木 理恵さん
心理学部心理学科（4年）

周囲の温かい支えに
助けられ、励まされて
ついにゴールへ。

夏目 真暢さん
心理学部心理学科（4年）

東大生や京大生と
互角に戦い、
大きな自信を獲得。

後藤 翔一さん
法学部法律学科（4年）

競争意識を持ちつつ、
ともに刺激し合える
仲間の存在が励みに。

佐藤 宏紀さん
法学部法律学科（4年）

中京大生の実力なら
合格できるはず。
諦めず前進あるのみ！

濱條 由莉さん
経済学部経済学科（4年）

目標をしっかり持つ。
あとは努力次第で、
なんとかなる！

鶸田 英之さん
法学部法律学科（4年）

コツコツ勉強するのが
苦手でも合格できた。
すべて大学のおかげ。

熊澤 沙紀さん
法学部法律学科（4年）

自分の殻にこもらず
ポジティブに、
何事にも意欲的に。

※国家総合職及び国家一般職の合格者数は人事院公表値

■主要公務員試験合格者数

国家総合職
国家一般職

2011年度種類 2012年度 2013年度

国税専門官
裁判所一般職

地方上級
（内訳）

財務専門官
労働基準監督官
法務省専門職

合計

2名
33名
45名
10名
59名

愛知県
名古屋市
静岡県
その他

23名
6名
3名
27名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

26名
8名
3名
3名
24名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

28名
10名
7名
4名
18名

ー
ー
ー

149名

5名
50名
40名
7名
67名

3名
1名
ー

173名

8名
17名
34名
8名
64名

ー
ー
1名

132名

■国家資格試験合格者数

宅地建物取引主任者
総合・国内旅行業務取扱管理者
通関士
2級FP技能士（AFP）
1級FP技能士
基本情報技術者

過去3年（2011～2013年度計）種別
663名
74名
18名
607名
23名
19名

幅広い資格取得を手厚くサポートしています

富樫 香央理さん経営学部
経営学科（4年）

徐々に勉強にの
めり込んでいき、
2度目の受験で、
晴れて合格！

柴田 一慶さん経営学部
経営学科（4年）

難関資格に合格
できたことが
大きな自信に
つながりました。

資格
センター

　宅建、行政書士の資
格取得を目標に掲げ、
1年生から法律関連の知
識を学ぶなかで、徐々に
勉強の習慣が身について
いったのが合格の一番の
理由だと思います。合格
後の官庁訪問では、東大
や京大などの有名大学の
学生たちと一緒に。自分
も同じ立場だと思うと、大
きな自信になりました。

　資格センターでは、合
格を勝ち取った1学年上
の先輩と話す機会を設け
ていただけたのが良かっ
たです。モチベーションの
保ち方、具体的な勉強法
についてアドバイスをいた
だいたうえ、「つらい時期
だけど頑張りなよ」と温か
い励ましの言葉もかけて
もらい、勉強への意欲が
改めて湧きました。

　勉強する科目も多いで
すし、心の余裕を失わな
いようポジティブな気持ち
で取り組むことが大切。そ
れでも不安になった時、
いつも味方になり自信を
与えてくれたのが、資格
センターの方々でした。ま
た講座の先生や先輩方
の声はモチベーション
アップに役立ちます。よう
は何を吸収すべきか、勉
強が全てではありません。

　国家総合職は難関で
すが、卒業することが大
前提。学部の勉強も疎か
にはできません。そこで片
道2時間弱の通学時間
を講座の復習にあて、授
業との両立を図りました。
　個別の自習スペース
「弘道塾」では、仲間と競
争意識を持ちながらも、
一緒に勉強に励むことが
でき、合格の決め手に
なったかなと思います。

　法務省に内定した先
輩に触発され、自分もこ
の国を支える力になりた
いと奮起。無理だ、という
親の反対を押し切っての
挑戦でしたので、アルバイ
トで資金を稼ぎながら、効
率よく勉強できるよう工
夫して乗り切りました。
　中京大生はもっと自信
を持つべきだし、公務員
に強いという伝統を僕も
築いていきたいですね。

　私は経済学部ですの
で、得意な「経済区分」で
の合格。勉強も宅建でな
く、論文や面接対策など
を行う「準備講座」から始
めたことで、難しい法律の
勉強にもスムーズに入っ
ていけたと思います。
　学部では2年、3年次
の成績が認められ教育
奨励賞も受賞。目標を強
く持ち続けることで、一人
暮らしでも頑張れました。

　入学後のガイダンスで、
中京大学には公務員へ
の道が用意されていると
知り、自分はなんてラッ
キーだろうと思いましたね。
　地道に勉強を重ねる
のが苦手なタイプ。です
から1年生で宅建、2年生
で行政書士とステップを
踏みながら学べたこと、し
かも手厚いサポートを受
けられて、改めて運が良
かったと思っています。

　霞が関の訪問セミナー
など、資格講座を通して1
年次から総合職という高
い目標を与えて貰えたこ
とに感謝しています。
　2週間の官庁訪問は、
この3年半の勉強が霞ん
でしまうぐらいハードなも
のでした。ですが最終クー
ルまで残り、東大生や京
大生と肩を並べて戦えた
のは、大きな自信になりま
したし収穫でしたね。

　歴史の暗記など、教養
科目の勉強が大変でした
が、その分、得意な数的
処理の勉強に力を注い
で苦手なところをカバー。
資格センターのサポート
にも助けられながら、官庁
訪問も終え、内々定を獲
得できたところです。
　もう一つ、放任主義の
親ですが、いろいろな面
で私を支えてくれたことに
改めて感謝しています。

高校時代の留学を機に貿易の仕事
に興味を持っていたため、入学後に通
関士の存在を知り、やりがいがありそう
だと感じて取得を決意。1度目の試験
では不合格でしたが、徐々に通関士
の勉強が面白くなり、2度目の挑戦で
合格を手にしました。

※CFP®
合格

通関士
合格

入学前から金融に強い関心があった
ため、全国の大学で唯一のCFP講座
があると知り、説明を聞きに行ったの
が取得のきっかけでした。難関資格に
合格したことで就活にも自信を持って
臨むことができ、第一志望の銀行から
内定をいただきました。
※Certified Financial Planner®。 
　2級FP（AFP）の上位資格。

　留
学
に
対
す
る
学
生
の
動
機
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
は

就
活
に
直
結
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
ひ

と
つ
だ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。昨
今
、

急
速
に
グ
ロ
ー
バル
化
が
進
み
、企
業
の

人
材
の
ニ
ー
ズ
も
以
前
と
は
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。今
や
一
部
の
大
手
企
業
だ

け
で
な
く
中
小
企
業
で
も
語
学
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、ユ
ニ
ク
ロ
や
イ

オ
ン
に
よ
る
外
国
人
の
積
極
採
用
に
も

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、小
売・サ
ー
ビ
ス

業
に
ま
で
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
ま
す
。近
年
の
就
活
戦
線
に
お
い
て

は
、も
は
や
語
学
力
や
留
学
経
験
は
、

闘
い
を
勝
ち
抜
く
た
め
の「
必
須
の
武

国際センター

国際センター　金澤 龍生 係長

未
体
験
の
地
で
味
わ
う
大
き
な
感
動
や
達
成
感
。留
学
を
経
て
、

多
く
の
学
生
が「
一
生
モ
ノ
の
財
産
」を
手
に
し
て
い
ま
す
。

安
全
面
か
ら
金
銭
面
ま
で

留
学
を
き
め
細
か
く
支
援

海外留学を
体験してみたい！

海外短期研修
海外大学体験
プログラム
（4～5週間）

海外短期研修
海外ビジネス研修
プログラム
（2週間）

海外ビジネスを
体験してみたい！

英語力をしっかり
身につけたい！

セメスター留学
（1セメスター）

交換留学
（1年間）

海外の大学に
本格的に留学したい！

短期

長期

国際センター主催の
留学・研修プログラム

■ 学部主催の海外留学・研修プログラム
1年生／海外基礎研修（2週間）

シンガポール

海外ビジネス研修 Ⅰ・Ⅱ
カナダ・ニューヨーク

総合政策学部

心理学部

国際教養学部

経営学部

スポーツ科学部

国際英語学部
国際英語学科

国際英語
キャリア専攻

英語圏
文化専攻

国際学専攻

必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択

選択

選択

選択

選択必修

選択必修

器
」と
な
って
い
る
の
で
す
。

　国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、二
〜
五
週
間
の「
海
外

短
期
研
修
」、一
学
期
間
の「
セ
メ
ス

タ
ー
留
学
」、一
年
間
の「
交
換
留
学
」

と
、短
期
か
ら
長
期
ま
で
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
、留
学
を
希
望
す

る
学
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
り
、日
本
の
大
学
生

は
内
向
き
志
向
だ
と
言
わ
れ
る
な

か
、中
京
大
学
で
は
、〇
八
年
か
ら
の

五
年
間
で
、留
学
す
る
学
生
が
約
三

百
名
か
ら
六
百
名
以
上
へ
と
倍
増

し
、「
外
向
き
志
向
」の
学
生
が
右
肩

上
が
り
で
増
え
て
い
ま
す
。

　保
護
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、留
学
に

対
す
る
最
大
の
関
心
事
は「
安
全
」か

も
し
れ
ま
せ
ん
。国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、

留
学
を
控
え
た
学
生
を
対
象
に
事
前

研
修
会
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。ビ
ザ
の
取
得
、保
険
の
加
入
、航
空

券
の
手
配
な
ど
留
学
前
に
必
要
な
手

続
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、様
々
な
場

面
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
な
ど

を
行
い
、不
測
の
事
態
への
対
処
法
や
留

学
への
心
構
え
な
ど
を
徹
底
指
導
し
た

上
で
、海
外
へ
と
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、あ
ら
か
じ
め
本
学
指

定
の
海
外
旅
行
保
険
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
料
金
で
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。こ
の
保
険
に
は
、大
学
側
が
費
用

を
負
担
す
る
形
で「
海
外
危
機
管
理

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」を
付

帯
し
、現
地
で
の
病
院
の
手
配
な
ど
、

困
っ
た
時
に
は
電
話
一
本
で
サ
ポ
ー
ト

が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
整
備
。さ

ら
に
は
、金
銭
面
で
も
留
学
中
の
学
費

の
減
免
措
置
を
実
施
す
る
な
ど
、あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
学
生
た
ち
の
実
り

あ
る
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

国際センター

タンペレ大学［フィンランド］

留学、というキャリア形成を
バックアップ

あなたの希望は？

岩田 紗椰さん

国際英語学部
国際英語学科（3年）

個性を尊重する
異国の文化に触れ
自信が持てました。

留学先の講義を通じ
日本の素晴らしさを
再発見できました。

学
に
憧
れ
て
い
た

の
は
高
校
時
代

か
ら
。旅
行
好
き
の
両
親

に
連
れ
ら
れ
、ア
メ
リ
カ
や

欧
州
各
地
を
訪
れ
る
う

ち
、英
語
を
も
っ
と
勉
強

し
て
現
地
の
人
と
自
由
に

交
流
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。今
年
八

月
か
ら
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

タ
ン
ペ
レ
大
学
に
行
き
ま

す
が
、こ
の
大
学
を
選
ん

だ
の
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
第

二
の
都
市
の
た
め
、人
と

交
流
す
る
機
会
が
多
く
、

語
学
力
を
磨
く
の
に
ピ
ッ

タ
リ
だ
か
ら
。そ
し
て
な
に

よ
り
、以
前
か
ら
北
欧
の

イ
ン
テ
リ
ア
が
大
好
き
で
、

現
地
の
暮
ら
し
に
触
れ
て

み
た
い
と
考
え
て
い
た
か

ら
で
す
。で
き
れ
ば
、現
地

に
あ
る
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の

本
社
を
訪
問
し
、も
の
づ

く
り
へ
の
想
い
な
ど
を
直

接
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

留

以前から憧れていた
フィンランドの文化に
触れるのが楽しみ。

ノースカロライナ州立大学
ウィルミントン校［米国］

熊本 誠太さん
経営学部経営学科（3年）

ウェスタン・キャロライナ大学
［米国］

辻 大輔さん
国際教養学部国際教養学科（4年）

年
八
月
か
ら
約

四
ヶ
月
間
に
わ
た

る
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
は
、語

学
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、

異
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な

体
験
が
得
ら
れ
、と
て
も

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

留
学
先
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内

を
裸
足
で
歩
く
学
生
が
い

る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
尊
重
す
る
風
土
が
根

付
い
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し

た
。
日
本
で
は
細
か
い

部
分
を
気
に
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、も
っ
と
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
発
揮
す
れ

ば
い
い
ん
だ
と
、帰
国
後
は

以
前
に
も
増
し
て
自
分
の

考
え
や
行
動
に
自
信
を
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。ま
た
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

も
留
学
前
に
比
べ
て
二
百

二
十
点
上
昇
。英
語
を
聞

く
の
が
苦
に
な
ら
な
く
な

り
、確
か
な
成
長
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

昨

ヘルシンキ大学［フィンランド］

トゥオミ・テュッティさん

換
留
学
の
た
め
の

国
際
的
な
大
学

連
合
組
織「
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
」を

通
じ
て
事
前
に
調
べ
た
と

こ
ろ
、私
が
か
ね
て
か
ら
学

ん
で
き
た
日
本
語
を
さ
ら

に
究
め
る
た
め
に
は
、中

京
大
学
が
一
番
ふ
さ
わ
し

い
と
感
じ
、留
学
先
に
選

び
ま
し
た
。留
学
期
間
は

七
月
末
で
終
了
し
ま
す

が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
企
画

さ
れ
た
京
都
旅
行
や
友
人

た
ち
と
一
緒
に
着
物
体
験

を
楽
し
む
な
ど
、た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。中
京
大
学
で
学
び
、

数
多
く
の
友
人
が
で
き
た

名
古
屋
は
、私
の
人
生
に

と
っ
て
本
当
に
特
別
な
場

所
。で
き
れ
ば
、大
学
卒

業
後
は
日
本
で
暮
ら
し
、

英
語
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

を
教
え
る
教
師
と
し
て
活

躍
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

交

私にとって名古屋は
思い出が詰まった
特別な場所です。

学
先
で
は
、あ
え

て
専
門
以
外
の

分
野
に
も
関
心
を
深
め
て

み
よ
う
と
、地
理
学
や
社

会
福
祉
な
ど
、幅
広
い
分

野
の
講
義
を
受
講
し
ま
し

た
。な
か
で
も
印
象
的
だ
っ

た
の
が
、世
界
の
民
俗
学

や
人
口
動
態
な
ど
を
知
る

地
理
学
の
講
義
で
、先
進

的
な
事
例
の
ひ
と
つ
と
し

て
、日
本
が
頻
繁
に
引
き

合
い
に
出
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、充
実
し
た
医
療
環

境
な
ど
、異
国
の
地
で
も

こ
れ
だ
け
話
題
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
か
と
、日
本
人

と
し
て
の
誇
り
や
愛
国
心

が
芽
生
え
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。卒
業
後
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
図
る

食
品
商
社
で
働
く
予
定
で

す
が
、留
学
で
得
た
経
験

を
糧
に
世
界
で
活
躍
す
る

社
会
人
に
な
り
た
い
で
す
。

留

国際
センター

2年生／海外研修A（5週間）
オーストラリア

2年生／海外研修B（2～5週間）
カナダ・シドニー・ニューヨーク

2年生／海外研修C（3週間）
オーストラリア・ハワイ

3年生／海外業務体験 Ⅰ～Ⅳ
ロサンゼルス・ハワイ

2年生／海外大学研修1（3～4週間）
英国

2年生／海外大学研修2（3～4週間）
北米

海外業界研究 Ⅰ～Ⅵ
インド・韓国・シンガポール・アメリカ・ニュージーランド

海外ビジネス研修（2週間）
オーストラリア

海外課題研究（4～5ヶ月）
フランス、スペイン、ドイツ、ロシア、中国

心理学海外演習（4週間）
オーストラリア

海外インターンシップ（3週間）
ロサンゼルス

スポーツマネジメント事例研究、トレーナー事例研究
アメリカ



Ｄ
委
員
会
は
年
に
七
回
ほ
ど
催
し
、委
員

会
で
の
決
定
事
項
や
検
討
す
る
事
案
に

つ
い
て
は
、各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教
授
会

で
報
告
し
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
委
員
会
で
は
三
本
柱
の
ほ
か
、Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
講
演
会
の
開
催
、国
際
教
養
学
部
の「
経
験

交
流
会
」や
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。と
く
に
経
験
交
流
会
は
成
功
も
失
敗
も
含
め
、

教
員
自
身
の
経
験
談
を
披
露
す
る
こ
と
で
、よ
り

良
い
授
業
を
行
う
た
め
の
手
法
を
学
び
合
う
場
と

な
って
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
の
基
礎
的
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
想
い
が

私
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
の
教
育
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
教
員
を

主
と
す
る
Ｆ
Ｄ
に
対
し
、職
員
、つ
ま
り
ス
タ
ッ
フ
の

能
力
向
上
を
意
味
す
る
Ｓ
Ｄ
（S

ta
ff 

D
evelopm

ent

）も
重
視
す
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
大
学
は
、い
ち
ば
ん
大
切
な
主
人
公
で
あ

る
学
生
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。単
に「
教
え

る
」

｜「
学
ぶ
」だ
け
の
関
係
で
な
く
、学
生
も
一
緒

に
な
って
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。通

常
、〝
大
学
ス
タ
ッフ
〞と
い
え
ば
、「
教
員
」あ
る
い
は

「
教
職
員
」が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、我
々
、中
京

大
学
と
し
て
は「
学
生
」も
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ

や
高
校
生
の
半
数
以
上
が
大
学
へ
進
学
す

る
時
代
。推
薦
や
Ａ
О
入
試
な
ど
入
試
の

方
法
も
多
彩
に
な
り
、学
生
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
は
、こ
の
対
応
を
各
大
学
に
求
め

た
も
の
で
す
が
、か
ね
て
よ
り
教
育
の
質
的
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
本
学
に
お
い
て
も
、全
学
的
な
活

動
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
、

ざ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
す
と
、一
つ
は「
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
」で
す
ね
。ま
ず
は
教
員
が
行
って
い
る
授
業
に
つ

い
て
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、教
員
自
身
が

授
業
内
容
を
点
検
し
、改
善
す
べ
き
点
を
教
育
に

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
つ
目
は「
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
」で
す
。

高
校
ま
で
と
違
っ
て
、大
学
で
は
自
分
で
受
け
た
い

授
業
を
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
判
断
材
料

と
し
て「
シ
ラ
バ
ス
」と
い
う
授
業
計
画
書
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
十
分
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、意
味

が
な
い
。そ
こ
で
先
生
方
に
シ
ラ
バ
ス
の
ま
と
め
方
も

改
善
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
が「
公
開
授
業
」。そ

も
そ
も
大
学
教
員
は
教
育
実
習
経
験
が
な
く
、各

自
、模
索
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
だ
っ
た
授
業
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
で
、教
員
同
士
が
互
い
に
学
び
合
お
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
を
柱
に
Ｆ
Ｄ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

〇
〇
九
年
に
各
学
部・研
究
科
か
ら
委
員

を
選
出
し
て
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
組
織
し
、翌

年
の
春
、第
一
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
教
員
の
声
は
はっ
き
り
聞
こ
え
る
か
」「
授
業
内

容
は
十
分
、理
解
で
き
て
い
た
か
」「
シ
ラ
バ
ス
通
り

の
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
か
」「
補
助
教
材
が
き
ち

ん
と
生
か
さ
れ
て
い
た
か
」な
ど
、変
化
を
把
握
す

る
意
味
も
あ
って
、ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
の
五
、六
年
、同

じ
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ
変

化
が
出
て
き
ま
し
た
。と
く
に
授
業
中
の
声
や
補

助
教
材
等
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
改
善
に
結
び
つ
き

や
す
く
、評
価
の
数
値
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
学
生
の
立
場
で

考
え
ま
す
と
、自
分
た
ち
の
意
見
が
い
か
に
反
映
さ

れ
る
の
か
、そ
こ
が
最
大
の
関
心
事
で
し
ょ
う
。学

習
環
境
に
つ
い
て
は
、改
修
工
事
を
行
う
際
な
ど
、

随
時
、要
望
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
一
方
で
、教

員
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、各
教
員
が
そ
の
結
果
を

「
自
己
点
検
報
告
書
」と
し
て
ま
と
め
、学
生
に
公

開
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
こ
で
Ｆ
Ｄ
が
教
員
に
と
って
、重
苦
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。振
り
返
り
ま
す
と
、当
初
こ
の
活
動
を
推
進
す

る
上
で
、何
が
い
ち
ば
ん
難
し
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、

教
員
に
考
え
方
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

　
昔
と
比
べ
る
と
大
学
教
員
の
仕
事
は
増
え
て
い

ま
す
し
、何
と
いって
も
、自
分
の
授
業
が
学
生
か
ら

点
数
を
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。「
学
生
が
教
員
を

評
価
す
る
と
は
何
た
る
こ
と
」と
抵
抗
を
感
じ
る

先
生
方
も
正
直
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
来
、学
生
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
に

な
り
ま
せ
ん
。学
生
は
黙
って
講
義
に
つい
て
く
れ
ば

い
い
、と
い
う
、旧
式
の
考
え
か
ら
脱
し
、授
業
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
で
学
生
と
の
関
係
が
良
好
に
な

れ
ば
、教
員
自
身
が
望
む
授
業
を
実
現
で
き
る
と
、

地
道
な
意
識
改
革
を
行
って
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、そ
ろ
そ
ろ
第
一
段

階
を
終
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

今
後
も
継
続
す
る
方
針
で
す
が
、導
入
時
と
比
べ

る
と
形
式
的
に
な
る
と
い
う
か
、結
果
を
受
け
止
め

る
教
員
の
緊
張
感
も
減
退
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
段
階
へ
発
展
さ
せ
る
べ
く
、改
善
に
つ
と

め
た
い
と
思
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中京大学でもFD活動に取り組むこととなり、2008年、委員会発足と
合わせてFD委員長に。同時に副学長にも就任した。

り
、こ
の
三
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、Ｆ
Ｄ
活
動
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
に
、よ
り
良
い
教
育
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
み
た
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
を
学
生

の
中
か
ら
募
集
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、す
ぐ
に
三
十
名
ほ
ど
が
手
を
挙
げ
て
く
れ

ま
し
た
。果
た
し
て
学
生
が
集
ま
って
く
れ
る
の
か
、

正
直
、不
安
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、委

員
会
の
先
生
方
と
感
激
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま

す
。現
在
、彼
ら
は「
学
生
Ｆ
Ｄ
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
、

「
授
業
中
の
私
語
を
な
く
し
た
い
」「
机
の
落
書
き

を
消
し
た
い
」な
ど
、学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、自

主
的
な
活
動
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は「
大
学
の
す
べ
て
の
者
の《
幸
せ
》の
た

め
」と
Ｆ
Ｄ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、よ
り
良
い
授
業
が
現
実

化
さ
れ
れ
ば
、学
生
が
ま
ず
幸
せ
に
な
り
ま
す
。学

生
が
い
き
い
き
と
授
業
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
、教
員

も
元
気
に
な
れ
る
。つ
ま
り
学
生
も
教
員
も
、そ
し

て
ま
わ
り
で
支
え
て
く
だ
さ
る
職
員
の
方
々
も
、大

学
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
。私
た
ち
は
こ
れ
を
標

榜
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、Ｆ
Ｄ
は
誰
も
が
明

る
く
、前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
べ
き
活
動
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で〝
Ｆ
Ｄ
〞を“For D

oing our best！
”

と

読
み
替
え
た
わ
け
で
す
が
、教
職
員
も
学
生
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、学
内
の
好
循

環
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

今二

F

大
学
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
た
め
の
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
、

今
、中
京
大
学
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
安
村
仁
志
副
学
長
に
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
京
大
学 

副
学
長
・

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

安
村 

仁
志

FDとは「Faculty Development（教
授団の資質改善・能力開発）」という
意味であり、個々の大学教員の教育
力向上を図るために大学全体で行う
組織的な取り組みが“FD活動”です。
それまでFDは大学における努力義務
とされていましたが、2008年より、大
学設置基準において明確に義務づけ
られるようになっています。

FD活動とは

　留
学
に
対
す
る
学
生
の
動
機
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
は

就
活
に
直
結
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
ひ

と
つ
だ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。昨
今
、

急
速
に
グ
ロ
ー
バル
化
が
進
み
、企
業
の

人
材
の
ニ
ー
ズ
も
以
前
と
は
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。今
や
一
部
の
大
手
企
業
だ

け
で
な
く
中
小
企
業
で
も
語
学
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、ユ
ニ
ク
ロ
や
イ

オ
ン
に
よ
る
外
国
人
の
積
極
採
用
に
も

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、小
売・サ
ー
ビ
ス

業
に
ま
で
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
ま
す
。近
年
の
就
活
戦
線
に
お
い
て

は
、も
は
や
語
学
力
や
留
学
経
験
は
、

闘
い
を
勝
ち
抜
く
た
め
の「
必
須
の
武

国際センター

国際センター　金澤 龍生 係長

未
体
験
の
地
で
味
わ
う
大
き
な
感
動
や
達
成
感
。留
学
を
経
て
、

多
く
の
学
生
が「
一
生
モ
ノ
の
財
産
」を
手
に
し
て
い
ま
す
。

安
全
面
か
ら
金
銭
面
ま
で

留
学
を
き
め
細
か
く
支
援

海外留学を
体験してみたい！

海外短期研修
海外大学体験
プログラム
（4～5週間）

海外短期研修
海外ビジネス研修
プログラム
（2週間）

海外ビジネスを
体験してみたい！

英語力をしっかり
身につけたい！

セメスター留学
（1セメスター）

交換留学
（1年間）

海外の大学に
本格的に留学したい！

短期

長期

国際センター主催の
留学・研修プログラム

■ 学部主催の海外留学・研修プログラム
1年生／海外基礎研修（2週間）

シンガポール

海外ビジネス研修 Ⅰ・Ⅱ
カナダ・ニューヨーク

総合政策学部

心理学部

国際教養学部

経営学部

スポーツ科学部

国際英語学部
国際英語学科

国際英語
キャリア専攻

英語圏
文化専攻

国際学専攻

必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択

選択

選択

選択

選択必修

選択必修

器
」と
な
って
い
る
の
で
す
。

　国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、二
〜
五
週
間
の「
海
外

短
期
研
修
」、一
学
期
間
の「
セ
メ
ス

タ
ー
留
学
」、一
年
間
の「
交
換
留
学
」

と
、短
期
か
ら
長
期
ま
で
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
、留
学
を
希
望
す

る
学
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
り
、日
本
の
大
学
生

は
内
向
き
志
向
だ
と
言
わ
れ
る
な

か
、中
京
大
学
で
は
、〇
八
年
か
ら
の

五
年
間
で
、留
学
す
る
学
生
が
約
三

百
名
か
ら
六
百
名
以
上
へ
と
倍
増

し
、「
外
向
き
志
向
」の
学
生
が
右
肩

上
が
り
で
増
え
て
い
ま
す
。

　保
護
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、留
学
に

対
す
る
最
大
の
関
心
事
は「
安
全
」か

も
し
れ
ま
せ
ん
。国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、

留
学
を
控
え
た
学
生
を
対
象
に
事
前

研
修
会
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。ビ
ザ
の
取
得
、保
険
の
加
入
、航
空

券
の
手
配
な
ど
留
学
前
に
必
要
な
手

続
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、様
々
な
場

面
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
な
ど

を
行
い
、不
測
の
事
態
への
対
処
法
や
留

学
への
心
構
え
な
ど
を
徹
底
指
導
し
た

上
で
、海
外
へ
と
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、あ
ら
か
じ
め
本
学
指

定
の
海
外
旅
行
保
険
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
料
金
で
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。こ
の
保
険
に
は
、大
学
側
が
費
用

を
負
担
す
る
形
で「
海
外
危
機
管
理

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」を
付

帯
し
、現
地
で
の
病
院
の
手
配
な
ど
、

困
っ
た
時
に
は
電
話
一
本
で
サ
ポ
ー
ト

が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
整
備
。さ

ら
に
は
、金
銭
面
で
も
留
学
中
の
学
費

の
減
免
措
置
を
実
施
す
る
な
ど
、あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
学
生
た
ち
の
実
り

あ
る
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

国際センター

タンペレ大学［フィンランド］

留学、というキャリア形成を
バックアップ

あなたの希望は？

岩田 紗椰さん

国際英語学部
国際英語学科（3年）

個性を尊重する
異国の文化に触れ
自信が持てました。

留学先の講義を通じ
日本の素晴らしさを
再発見できました。

学
に
憧
れ
て
い
た

の
は
高
校
時
代

か
ら
。旅
行
好
き
の
両
親

に
連
れ
ら
れ
、ア
メ
リ
カ
や

欧
州
各
地
を
訪
れ
る
う

ち
、英
語
を
も
っ
と
勉
強

し
て
現
地
の
人
と
自
由
に

交
流
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。今
年
八

月
か
ら
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

タ
ン
ペ
レ
大
学
に
行
き
ま

す
が
、こ
の
大
学
を
選
ん

だ
の
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
第

二
の
都
市
の
た
め
、人
と

交
流
す
る
機
会
が
多
く
、

語
学
力
を
磨
く
の
に
ピ
ッ

タ
リ
だ
か
ら
。そ
し
て
な
に

よ
り
、以
前
か
ら
北
欧
の

イ
ン
テ
リ
ア
が
大
好
き
で
、

現
地
の
暮
ら
し
に
触
れ
て

み
た
い
と
考
え
て
い
た
か

ら
で
す
。で
き
れ
ば
、現
地

に
あ
る
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の

本
社
を
訪
問
し
、も
の
づ

く
り
へ
の
想
い
な
ど
を
直

接
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

留

以前から憧れていた
フィンランドの文化に
触れるのが楽しみ。

ノースカロライナ州立大学
ウィルミントン校［米国］

熊本 誠太さん
経営学部経営学科（3年）

ウェスタン・キャロライナ大学
［米国］

辻 大輔さん
国際教養学部国際教養学科（4年）

年
八
月
か
ら
約

四
ヶ
月
間
に
わ
た

る
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
は
、語

学
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、

異
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な

体
験
が
得
ら
れ
、と
て
も

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

留
学
先
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内

を
裸
足
で
歩
く
学
生
が
い

る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
尊
重
す
る
風
土
が
根

付
い
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し

た
。
日
本
で
は
細
か
い

部
分
を
気
に
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、も
っ
と
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
発
揮
す
れ

ば
い
い
ん
だ
と
、帰
国
後
は

以
前
に
も
増
し
て
自
分
の

考
え
や
行
動
に
自
信
を
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。ま
た
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

も
留
学
前
に
比
べ
て
二
百

二
十
点
上
昇
。英
語
を
聞

く
の
が
苦
に
な
ら
な
く
な

り
、確
か
な
成
長
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

昨

ヘルシンキ大学［フィンランド］

トゥオミ・テュッティさん

換
留
学
の
た
め
の

国
際
的
な
大
学

連
合
組
織「
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
」を

通
じ
て
事
前
に
調
べ
た
と

こ
ろ
、私
が
か
ね
て
か
ら
学

ん
で
き
た
日
本
語
を
さ
ら

に
究
め
る
た
め
に
は
、中

京
大
学
が
一
番
ふ
さ
わ
し

い
と
感
じ
、留
学
先
に
選

び
ま
し
た
。留
学
期
間
は

七
月
末
で
終
了
し
ま
す

が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
企
画

さ
れ
た
京
都
旅
行
や
友
人

た
ち
と
一
緒
に
着
物
体
験

を
楽
し
む
な
ど
、た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。中
京
大
学
で
学
び
、

数
多
く
の
友
人
が
で
き
た

名
古
屋
は
、私
の
人
生
に

と
っ
て
本
当
に
特
別
な
場

所
。で
き
れ
ば
、大
学
卒

業
後
は
日
本
で
暮
ら
し
、

英
語
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

を
教
え
る
教
師
と
し
て
活

躍
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

交

私にとって名古屋は
思い出が詰まった
特別な場所です。

学
先
で
は
、あ
え

て
専
門
以
外
の

分
野
に
も
関
心
を
深
め
て

み
よ
う
と
、地
理
学
や
社

会
福
祉
な
ど
、幅
広
い
分

野
の
講
義
を
受
講
し
ま
し

た
。な
か
で
も
印
象
的
だ
っ

た
の
が
、世
界
の
民
俗
学

や
人
口
動
態
な
ど
を
知
る

地
理
学
の
講
義
で
、先
進

的
な
事
例
の
ひ
と
つ
と
し

て
、日
本
が
頻
繁
に
引
き

合
い
に
出
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、充
実
し
た
医
療
環

境
な
ど
、異
国
の
地
で
も

こ
れ
だ
け
話
題
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
か
と
、日
本
人

と
し
て
の
誇
り
や
愛
国
心

が
芽
生
え
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。卒
業
後
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
図
る

食
品
商
社
で
働
く
予
定
で

す
が
、留
学
で
得
た
経
験

を
糧
に
世
界
で
活
躍
す
る

社
会
人
に
な
り
た
い
で
す
。

留

国際
センター

2年生／海外研修A（5週間）
オーストラリア

2年生／海外研修B（2～5週間）
カナダ・シドニー・ニューヨーク

2年生／海外研修C（3週間）
オーストラリア・ハワイ

3年生／海外業務体験 Ⅰ～Ⅳ
ロサンゼルス・ハワイ

2年生／海外大学研修1（3～4週間）
英国

2年生／海外大学研修2（3～4週間）
北米

海外業界研究 Ⅰ～Ⅵ
インド・韓国・シンガポール・アメリカ・ニュージーランド

海外ビジネス研修（2週間）
オーストラリア

海外課題研究（4～5ヶ月）
フランス、スペイン、ドイツ、ロシア、中国

心理学海外演習（4週間）
オーストラリア

海外インターンシップ（3週間）
ロサンゼルス

スポーツマネジメント事例研究、トレーナー事例研究
アメリカ

・「教育推進センター」設置構想
・新たなFD活動の可能性の模索

など

大学での授業計画書である「シラバス」に
は、何を学び、どんなことが身につく授業か、あ
るいは使用する教科書や教材、参考文献な
どが掲載されています。シラバスを活用し、大
学での学びを有意義なものにできるよう、FD
委員会で各科目のシラバスを数年かけて点
検し、書式も統一しました。大学ホームページ
で見ることができ、授業を履修する上でのアド
バイスや学習課題もチェックできます。バイスや学習課題もチェックできます。

FD委員会

FD活動推進部会
・授業改善のための
  アンケートの見直し・工夫
・シラバスの改善
・公開授業の推進

FD活動開発部会

F D は 大 学 すべての 者 の（ 幸 せ ）のため

For Doing our best !

う
し
た
活
動
に
、保
護
者
の
皆
様
に
は
、

今
の
大
学
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
お
感
じ
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
毎
年
、入
学
式
や
教
育
懇
談
会
で
配
布
し
て
い

る「
Ｆ
Ｄ
ニュ
ー
ス
」は
、こ
う
し
た
Ｆ
Ｄ
活
動
の
取
り

組
み
や
内
容
を
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。今
の
大
学

の
状
況
や
教
育
内
容
に
関
す
る
こ
と
、大
学
が
目
指

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、保

護
者
の
皆
様
に
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
、中
京
大
学

が
よ
り
良
い
学
び
の
た
め
に
、ど
ん
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

そ
れ
を
何
ら
か
の
機
会
に
親
子
の
会
話
に
交
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

　
最
近
の
学
生
は
、出
席
率
も
高
く
、遅
刻
者
も
割

合
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。レ
ポ
ー
ト
の
提
出
率

も
い
い
で
す
。Ｆ
Ｄ
の
成
果
で
あ
れ
ば
有
難
い
こ
と
で

す
が
、ど
う
や
ら
若
者
の
一
般
的
気
質
の
変
化
に
よ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。平
均
点
に

は
達
す
る
け
れ
ど
、そ
れ
以
上
に
個
性
あ
る
答
案

を
書
く
よ
う
な
、意
欲
的
な
部
分
で
少
し
物
足
り

な
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
高
校
ま
で
は「
学
び
習
う
」と
い
う
意
味
で
の

「
学
習
」で
し
た
。し
か
し
大
学
で
は
、「
学
び
修
め

る
」と
書
く「
学
修
」な
ん
で
す
ね
。「
学
習
か
ら
学

修
へ
」、用
意
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
こ
な
す
だ
け

で
な
く
、ぜ
ひ
自
立
的
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
学
ん
で
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
引
き
出
す
の
が
今
の
大

学
教
員
の
役
目
で
あ
り
、一
人
ひ
と
り
の
力
量
が
問

わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　「
難
し
過
ぎ
る
」「
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
」な

ど
、学
生
の
評
価
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、教
育
レ
ベ

ル
が
下
が
って
し
ま
って
は
本
末
転
倒
で
す
。教
育
の

質
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、ぜ
ひ
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
自
由
に
、意
欲
的
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸
収
し

て
欲
し
い
と
い
う
の
が
切
な
る
願
い
で
す
。

　
究
極
の
目
標
は
、「
Ｆ
Ｄ
活
動
」と
い
う
用
語
が
な

く
な
る
こ
と
で
す
。中
京
大
学
で
教
員
、職
員
、学

生
に
よって
、自
然
に
良
い
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る

状
態
に
な
って
い
る
こ
と
が
理
想
で
す
ね
。

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的
解消し、FDをより強化に進めるための「大学教育推進センター（仮称）」の設置が検討され
ています。

大人数、少人数教育それぞれに、効果的な
授業方法があり、より良い伝え方があります。
そこで教員同士が授業を見せあい、とりわけ
学生アンケートでも評価の高い授業方法を
学びあうことで、個 の々授業改善に結びつけ
ることができるよう、本学では原則「すべての
授業を公開」しています。日頃の研究成果を
確実に学生に伝え、学習効果の上がるノウ
ハウを全学的に共有できる仕組みです。

1人の教員につき、担当する1科目について、
年2回、授業アンケートを実施しています。学
生のアンケートに対する負担を減らすため、質
問を7項目程度に絞りこみ、その結果を教職
員へフィードバック。授業についての学生の
満足度を把握し、教員自身のイメージとの
ギャップを認識した上で、今後の授業方法
やカリキュラム、教育環境などの改善につな
げるための意識の共有を目的としています。

こ

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的

中京大学FD活動スローガン

・教職員と学生FDスタッフによる協働活動
・TA（Teaching Assistant）・
 SA（Student Assistant）の活動支援
・図書館等利用の促進

FD活動協働部会

・FDニュースの発行
・FD活動の広報

下部組織（FDニュース編集局）

などなど

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

　
さ
て「
資
格
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
名
称
で

す
が
、メ
イ
ン
は
公
務
員
試
験
の
サ
ポ
ー

ト
で
す
。今
年
度
、国
家
公
務
員（
総
合

職
）試
験
で
は
合
格
者
が
十
名（
人
事
院

公
表
値
）に
達
し
ま
し
た
。や
っ
と
合
格

ま
で
の
道
筋
を
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
環
境

が
整
った
か
な
、と
思
って
い
ま
す
。

　一
方
、民
間
企
業
で
は
採
用
に
直
結
す

る
よ
う
な
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、Ｆ
Ｐ

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・プ
ラ
ン
ナ
ー
）の
頂
点

「
Ｃ
Ｆ
Ｐ
」は
例
外
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

銀
行
で
も
支
店
長
ク
ラ
ス
が
目
指
す
国

際
資
格
だ
け
に
、金
融
機
関
への
就
職
を

目
指
す
人
に
は
お
薦
め
で
す
。

　
ま
た「
通
関
士
」は
貿
易
に
関
す
る
資

格
で
す
の
で
、幅
広
い
業
界
の
仕
事
に
役

立
つ
知
識
が
得
ら
れ
ま
す
。こ
の
他
、社
会

人
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
磨
く
講
座
も
あ
り

ま
す
の
で
、ま
ず
は
目
標
を
見
定
め
、そ
の

上
で
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
、大
学
へ
入
っ
た
の
だ
か
ら
資
格

の
一
つ
ぐ
ら
い
、と
お
考
え
の
保
護
者
の

方
は
多
く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。確

か
に
保
護
者
の
方
々
の
時
代
は
、先
生
に

な
ら
な
く
て
も
、教
員
免
許
ぐ
ら
い
取
っ

て
当
た
り
前
と
い
う
認
識
で
し
た
。し
か

し
今
や
採
用
企
業
の
多
く
が「
人
物
重

視
」「
学
歴
不
問
」を
掲
げ
て
人
材
を
選

ぶ
時
代
。コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
な
ど
、

人
物
重
視
の
高
い
ス
キ
ル
が
要
求
さ
れ

ま
す
。そ
れ
に
は
四
年
間
と
い
う
限
り

あ
る
時
間
を
ど
う
過
ご
す
の
か
。部
活

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ア
ル
バ
イ
ト
、や
る
べ
き

こ
と
は
沢
山
あ
る
で
し
ょ
う
。資
格
取
得

を
や
み
く
も
に
勧
め
る
の
で
な
く
、お
子

様
の
進
路
に
必
要
で
あ
る
か
、否
か
。そ

こ
を
見
極
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

資格センター

資格センター　津谷 圭一 部長

か
げ
か
え
の
な
い
学
生
時
代
、

何
を
学
び
、何
を
磨
く
の
か
。

明
確
な
目
標
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
、

目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
。

資格対策講座 合格者

社会人基礎力養成から
難関試験までサポート

速報！ 2014年度10名合格!（人事院公表値） 国 家 公 務 員 総 合 職 合 格 者 の 皆 さ ん（判明分9名）

市川 拳次さん
法学部法律学科（4年）

1年生の頃から培った
勉強を続ける習慣が
合格の一番の武器に。

小栗 崇明さん
法学部法律学科（4年）

合格者の先輩から
アドバイスをいただき
参考になりました。

鈴木 理恵さん
心理学部心理学科（4年）

周囲の温かい支えに
助けられ、励まされて
ついにゴールへ。

夏目 真暢さん
心理学部心理学科（4年）

東大生や京大生と
互角に戦い、
大きな自信を獲得。

後藤 翔一さん
法学部法律学科（4年）

競争意識を持ちつつ、
ともに刺激し合える
仲間の存在が励みに。

佐藤 宏紀さん
法学部法律学科（4年）

中京大生の実力なら
合格できるはず。
諦めず前進あるのみ！

濱條 由莉さん
経済学部経済学科（4年）

目標をしっかり持つ。
あとは努力次第で、
なんとかなる！

鶸田 英之さん
法学部法律学科（4年）

コツコツ勉強するのが
苦手でも合格できた。
すべて大学のおかげ。

熊澤 沙紀さん
法学部法律学科（4年）

自分の殻にこもらず
ポジティブに、
何事にも意欲的に。

※国家総合職及び国家一般職の合格者数は人事院公表値

■主要公務員試験合格者数

国家総合職
国家一般職

2011年度種類 2012年度 2013年度

国税専門官
裁判所一般職

地方上級
（内訳）

財務専門官
労働基準監督官
法務省専門職

合計

2名
33名
45名
10名
59名

愛知県
名古屋市
静岡県
その他

23名
6名
3名
27名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

26名
8名
3名
3名
24名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

28名
10名
7名
4名
18名

ー
ー
ー

149名

5名
50名
40名
7名
67名

3名
1名
ー

173名

8名
17名
34名
8名
64名

ー
ー
1名

132名

■国家資格試験合格者数

宅地建物取引主任者
総合・国内旅行業務取扱管理者
通関士
2級FP技能士（AFP）
1級FP技能士
基本情報技術者

過去3年（2011～2013年度計）種別
663名
74名
18名
607名
23名
19名

幅広い資格取得を手厚くサポートしています

富樫 香央理さん経営学部
経営学科（4年）

徐々に勉強にの
めり込んでいき、
2度目の受験で、
晴れて合格！

柴田 一慶さん経営学部
経営学科（4年）

難関資格に合格
できたことが
大きな自信に
つながりました。

資格
センター

　宅建、行政書士の資
格取得を目標に掲げ、
1年生から法律関連の知
識を学ぶなかで、徐々に
勉強の習慣が身について
いったのが合格の一番の
理由だと思います。合格
後の官庁訪問では、東大
や京大などの有名大学の
学生たちと一緒に。自分
も同じ立場だと思うと、大
きな自信になりました。

　資格センターでは、合
格を勝ち取った1学年上
の先輩と話す機会を設け
ていただけたのが良かっ
たです。モチベーションの
保ち方、具体的な勉強法
についてアドバイスをいた
だいたうえ、「つらい時期
だけど頑張りなよ」と温か
い励ましの言葉もかけて
もらい、勉強への意欲が
改めて湧きました。

　勉強する科目も多いで
すし、心の余裕を失わな
いようポジティブな気持ち
で取り組むことが大切。そ
れでも不安になった時、
いつも味方になり自信を
与えてくれたのが、資格
センターの方々でした。ま
た講座の先生や先輩方
の声はモチベーション
アップに役立ちます。よう
は何を吸収すべきか、勉
強が全てではありません。

　国家総合職は難関で
すが、卒業することが大
前提。学部の勉強も疎か
にはできません。そこで片
道2時間弱の通学時間
を講座の復習にあて、授
業との両立を図りました。
　個別の自習スペース
「弘道塾」では、仲間と競
争意識を持ちながらも、
一緒に勉強に励むことが
でき、合格の決め手に
なったかなと思います。

　法務省に内定した先
輩に触発され、自分もこ
の国を支える力になりた
いと奮起。無理だ、という
親の反対を押し切っての
挑戦でしたので、アルバイ
トで資金を稼ぎながら、効
率よく勉強できるよう工
夫して乗り切りました。
　中京大生はもっと自信
を持つべきだし、公務員
に強いという伝統を僕も
築いていきたいですね。

　私は経済学部ですの
で、得意な「経済区分」で
の合格。勉強も宅建でな
く、論文や面接対策など
を行う「準備講座」から始
めたことで、難しい法律の
勉強にもスムーズに入っ
ていけたと思います。
　学部では2年、3年次
の成績が認められ教育
奨励賞も受賞。目標を強
く持ち続けることで、一人
暮らしでも頑張れました。

　入学後のガイダンスで、
中京大学には公務員へ
の道が用意されていると
知り、自分はなんてラッ
キーだろうと思いましたね。
　地道に勉強を重ねる
のが苦手なタイプ。です
から1年生で宅建、2年生
で行政書士とステップを
踏みながら学べたこと、し
かも手厚いサポートを受
けられて、改めて運が良
かったと思っています。

　霞が関の訪問セミナー
など、資格講座を通して1
年次から総合職という高
い目標を与えて貰えたこ
とに感謝しています。
　2週間の官庁訪問は、
この3年半の勉強が霞ん
でしまうぐらいハードなも
のでした。ですが最終クー
ルまで残り、東大生や京
大生と肩を並べて戦えた
のは、大きな自信になりま
したし収穫でしたね。

　歴史の暗記など、教養
科目の勉強が大変でした
が、その分、得意な数的
処理の勉強に力を注い
で苦手なところをカバー。
資格センターのサポート
にも助けられながら、官庁
訪問も終え、内々定を獲
得できたところです。
　もう一つ、放任主義の
親ですが、いろいろな面
で私を支えてくれたことに
改めて感謝しています。

高校時代の留学を機に貿易の仕事
に興味を持っていたため、入学後に通
関士の存在を知り、やりがいがありそう
だと感じて取得を決意。1度目の試験
では不合格でしたが、徐々に通関士
の勉強が面白くなり、2度目の挑戦で
合格を手にしました。

※CFP®
合格

通関士
合格

入学前から金融に強い関心があった
ため、全国の大学で唯一のCFP講座
があると知り、説明を聞きに行ったの
が取得のきっかけでした。難関資格に
合格したことで就活にも自信を持って
臨むことができ、第一志望の銀行から
内定をいただきました。
※Certified Financial Planner®。 
　2級FP（AFP）の上位資格。



〒466-8666　名古屋市昭和区八事本町101-2
TEL：052-835-7111（大学代表）／052-835-7140（校友会本部）・ FAX：052-835-6069
中京大学ホームページ　http://www.chukyo-u.ac.jp ・ 中京大学校友会本部　e-mail koyu@mng.chukyo-u.ac.jp

校友会本部

中京大学大学祭のお知らせ

10/30（木）
豊田キャンパスのみ

10/31（金） /2（日）～11
■名古屋キャンパス

  第61回 中京大学祭テーマ『素』
■豊田キャンパス

  第21回 中京大学とよた祭テーマ『翔』

・ 開催時間／11:00～15:00
・ 受付時間／10:30～13:00
・ 受付場所／名古屋キャンパス：センタービルG階ロビー
　　　　　   豊田キャンパス：19号館ロビー11/1（土）

1.名古屋キャンパス・豊田キャンパスで開催します。　2．受付後、学内を自由にご見学ください。（学内施設見学ツアーも予定しています。）
3．食堂やバザーで利用できるチケットを来学されたご家族分お渡しいたします。

12：00～14：00

［名古屋キャンパス］
■地下鉄鶴舞線・名城線「八事駅」下車、5番出口から徒歩0分（中京大学センタービル入口直結）
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

［豊田キャンパス］
■名鉄豊田線「浄水駅」下車、スクールバス9分（地下鉄鶴舞線と名鉄豊田線は、「赤池駅」で連絡しています。）
※豊田キャンパスと浄水駅を結ぶスクールバスを運行（臨時ダイヤ）予定。 ※駐車場は200台程度あります。

■愛知環状鉄道「貝津駅」下車、徒歩8分

時間 場所 ・名古屋キャンパス： センタービル６階 ゼミ教室
： 20号館1階・豊田キャンパス

交通機関について

個別相談会（学業・学生生活・就職・留学・資格対策について）

中京大学開学60周年記念事業

※お気軽にご相談ください。

大学祭
開催中

前夜祭 本 祭

キャンパス見学会のお知らせ（全学年の保護者対象）

全国青年弁論大会
日時／2014年11月9日（日） 9：00～17：00　会場／中京大学 清明ホール（入場無料）

主催 ／ 日本弁論連盟　中京大学
後援 ／ 文部科学省　愛知県　名古屋市　豊田市　愛知県議会　名古屋市議会　豊田市議会　愛知県教育委員会　名古屋市教育委員会

豊田市教育委員会　中日新聞社　高等学校文化連盟全国弁論専門部会　中京大学同窓会　中京大学教育後援会

第59回
文部科学大臣杯

保護者と教職員が協力し、学生をサポートする中京大学

A n n u a l R e p o r t o f t h e E d u c a t i o n a l S u p p o r t S o c i e t y

・「教育推進センター」設置構想
・新たなFD活動の可能性の模索

など

大学での授業計画書である「シラバス」に
は、何を学び、どんなことが身につく授業か、あ
るいは使用する教科書や教材、参考文献な
どが掲載されています。シラバスを活用し、大
学での学びを有意義なものにできるよう、FD
委員会で各科目のシラバスを数年かけて点
検し、書式も統一しました。大学ホームページ
で見ることができ、授業を履修する上でのアド
バイスや学習課題もチェックできます。バイスや学習課題もチェックできます。

FD委員会

FD活動推進部会
・授業改善のための
  アンケートの見直し・工夫
・シラバスの改善
・公開授業の推進

FD活動開発部会

F D は 大 学 すべての 者 の（ 幸 せ ）のため

For Doing our best !

う
し
た
活
動
に
、保
護
者
の
皆
様
に
は
、

今
の
大
学
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
お
感
じ
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
毎
年
、入
学
式
や
教
育
懇
談
会
で
配
布
し
て
い

る「
Ｆ
Ｄ
ニュ
ー
ス
」は
、こ
う
し
た
Ｆ
Ｄ
活
動
の
取
り

組
み
や
内
容
を
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。今
の
大
学

の
状
況
や
教
育
内
容
に
関
す
る
こ
と
、大
学
が
目
指

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、保

護
者
の
皆
様
に
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
、中
京
大
学

が
よ
り
良
い
学
び
の
た
め
に
、ど
ん
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

そ
れ
を
何
ら
か
の
機
会
に
親
子
の
会
話
に
交
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

　
最
近
の
学
生
は
、出
席
率
も
高
く
、遅
刻
者
も
割

合
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。レ
ポ
ー
ト
の
提
出
率

も
い
い
で
す
。Ｆ
Ｄ
の
成
果
で
あ
れ
ば
有
難
い
こ
と
で

す
が
、ど
う
や
ら
若
者
の
一
般
的
気
質
の
変
化
に
よ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。平
均
点
に

は
達
す
る
け
れ
ど
、そ
れ
以
上
に
個
性
あ
る
答
案

を
書
く
よ
う
な
、意
欲
的
な
部
分
で
少
し
物
足
り

な
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
高
校
ま
で
は「
学
び
習
う
」と
い
う
意
味
で
の

「
学
習
」で
し
た
。し
か
し
大
学
で
は
、「
学
び
修
め

る
」と
書
く「
学
修
」な
ん
で
す
ね
。「
学
習
か
ら
学

修
へ
」、用
意
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
こ
な
す
だ
け

で
な
く
、ぜ
ひ
自
立
的
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
学
ん
で
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
引
き
出
す
の
が
今
の
大

学
教
員
の
役
目
で
あ
り
、一
人
ひ
と
り
の
力
量
が
問

わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　「
難
し
過
ぎ
る
」「
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
」な

ど
、学
生
の
評
価
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、教
育
レ
ベ

ル
が
下
が
って
し
ま
って
は
本
末
転
倒
で
す
。教
育
の

質
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、ぜ
ひ
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
自
由
に
、意
欲
的
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸
収
し

て
欲
し
い
と
い
う
の
が
切
な
る
願
い
で
す
。

　
究
極
の
目
標
は
、「
Ｆ
Ｄ
活
動
」と
い
う
用
語
が
な

く
な
る
こ
と
で
す
。中
京
大
学
で
教
員
、職
員
、学

生
に
よって
、自
然
に
良
い
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る

状
態
に
な
って
い
る
こ
と
が
理
想
で
す
ね
。

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的
解消し、FDをより強化に進めるための「大学教育推進センター（仮称）」の設置が検討され
ています。

大人数、少人数教育それぞれに、効果的な
授業方法があり、より良い伝え方があります。
そこで教員同士が授業を見せあい、とりわけ
学生アンケートでも評価の高い授業方法を
学びあうことで、個 の々授業改善に結びつけ
ることができるよう、本学では原則「すべての
授業を公開」しています。日頃の研究成果を
確実に学生に伝え、学習効果の上がるノウ
ハウを全学的に共有できる仕組みです。

1人の教員につき、担当する1科目について、
年2回、授業アンケートを実施しています。学
生のアンケートに対する負担を減らすため、質
問を7項目程度に絞りこみ、その結果を教職
員へフィードバック。授業についての学生の
満足度を把握し、教員自身のイメージとの
ギャップを認識した上で、今後の授業方法
やカリキュラム、教育環境などの改善につな
げるための意識の共有を目的としています。

こ

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的

中京大学FD活動スローガン

・教職員と学生FDスタッフによる協働活動
・TA（Teaching Assistant）・
 SA（Student Assistant）の活動支援
・図書館等利用の促進

FD活動協働部会

・FDニュースの発行
・FD活動の広報

下部組織（FDニュース編集局）

などなど

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

　
さ
て「
資
格
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
名
称
で

す
が
、メ
イ
ン
は
公
務
員
試
験
の
サ
ポ
ー

ト
で
す
。今
年
度
、国
家
公
務
員（
総
合

職
）試
験
で
は
合
格
者
が
十
名（
人
事
院

公
表
値
）に
達
し
ま
し
た
。や
っ
と
合
格

ま
で
の
道
筋
を
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
環
境

が
整
った
か
な
、と
思
って
い
ま
す
。

　一
方
、民
間
企
業
で
は
採
用
に
直
結
す

る
よ
う
な
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、Ｆ
Ｐ

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・プ
ラ
ン
ナ
ー
）の
頂
点

「
Ｃ
Ｆ
Ｐ
」は
例
外
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

銀
行
で
も
支
店
長
ク
ラ
ス
が
目
指
す
国

際
資
格
だ
け
に
、金
融
機
関
への
就
職
を

目
指
す
人
に
は
お
薦
め
で
す
。

　
ま
た「
通
関
士
」は
貿
易
に
関
す
る
資

格
で
す
の
で
、幅
広
い
業
界
の
仕
事
に
役

立
つ
知
識
が
得
ら
れ
ま
す
。こ
の
他
、社
会

人
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
磨
く
講
座
も
あ
り

ま
す
の
で
、ま
ず
は
目
標
を
見
定
め
、そ
の

上
で
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
、大
学
へ
入
っ
た
の
だ
か
ら
資
格

の
一
つ
ぐ
ら
い
、と
お
考
え
の
保
護
者
の

方
は
多
く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。確

か
に
保
護
者
の
方
々
の
時
代
は
、先
生
に

な
ら
な
く
て
も
、教
員
免
許
ぐ
ら
い
取
っ

て
当
た
り
前
と
い
う
認
識
で
し
た
。し
か

し
今
や
採
用
企
業
の
多
く
が「
人
物
重

視
」「
学
歴
不
問
」を
掲
げ
て
人
材
を
選

ぶ
時
代
。コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
な
ど
、

人
物
重
視
の
高
い
ス
キ
ル
が
要
求
さ
れ

ま
す
。そ
れ
に
は
四
年
間
と
い
う
限
り

あ
る
時
間
を
ど
う
過
ご
す
の
か
。部
活

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ア
ル
バ
イ
ト
、や
る
べ
き

こ
と
は
沢
山
あ
る
で
し
ょ
う
。資
格
取
得

を
や
み
く
も
に
勧
め
る
の
で
な
く
、お
子

様
の
進
路
に
必
要
で
あ
る
か
、否
か
。そ

こ
を
見
極
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

資格センター

資格センター　津谷 圭一 部長

か
げ
か
え
の
な
い
学
生
時
代
、

何
を
学
び
、何
を
磨
く
の
か
。

明
確
な
目
標
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
、

目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
。

資格対策講座 合格者

社会人基礎力養成から
難関試験までサポート

速報！ 2014年度10名合格!（人事院公表値） 国 家 公 務 員 総 合 職 合 格 者 の 皆 さ ん（判明分9名）

市川 拳次さん
法学部法律学科（4年）

1年生の頃から培った
勉強を続ける習慣が
合格の一番の武器に。

小栗 崇明さん
法学部法律学科（4年）

合格者の先輩から
アドバイスをいただき
参考になりました。

鈴木 理恵さん
心理学部心理学科（4年）

周囲の温かい支えに
助けられ、励まされて
ついにゴールへ。

夏目 真暢さん
心理学部心理学科（4年）

東大生や京大生と
互角に戦い、
大きな自信を獲得。

後藤 翔一さん
法学部法律学科（4年）

競争意識を持ちつつ、
ともに刺激し合える
仲間の存在が励みに。

佐藤 宏紀さん
法学部法律学科（4年）

中京大生の実力なら
合格できるはず。
諦めず前進あるのみ！

濱條 由莉さん
経済学部経済学科（4年）

目標をしっかり持つ。
あとは努力次第で、
なんとかなる！

鶸田 英之さん
法学部法律学科（4年）

コツコツ勉強するのが
苦手でも合格できた。
すべて大学のおかげ。

熊澤 沙紀さん
法学部法律学科（4年）

自分の殻にこもらず
ポジティブに、
何事にも意欲的に。

※国家総合職及び国家一般職の合格者数は人事院公表値

■主要公務員試験合格者数

国家総合職
国家一般職

2011年度種類 2012年度 2013年度

国税専門官
裁判所一般職

地方上級
（内訳）

財務専門官
労働基準監督官
法務省専門職

合計

2名
33名
45名
10名
59名

愛知県
名古屋市
静岡県
その他

23名
6名
3名
27名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

26名
8名
3名
3名
24名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

28名
10名
7名
4名
18名

ー
ー
ー

149名

5名
50名
40名
7名
67名

3名
1名
ー

173名

8名
17名
34名
8名
64名

ー
ー
1名

132名

■国家資格試験合格者数

宅地建物取引主任者
総合・国内旅行業務取扱管理者
通関士
2級FP技能士（AFP）
1級FP技能士
基本情報技術者

過去3年（2011～2013年度計）種別
663名
74名
18名
607名
23名
19名

幅広い資格取得を手厚くサポートしています

富樫 香央理さん経営学部
経営学科（4年）

徐々に勉強にの
めり込んでいき、
2度目の受験で、
晴れて合格！

柴田 一慶さん経営学部
経営学科（4年）

難関資格に合格
できたことが
大きな自信に
つながりました。

資格
センター

　宅建、行政書士の資
格取得を目標に掲げ、
1年生から法律関連の知
識を学ぶなかで、徐々に
勉強の習慣が身について
いったのが合格の一番の
理由だと思います。合格
後の官庁訪問では、東大
や京大などの有名大学の
学生たちと一緒に。自分
も同じ立場だと思うと、大
きな自信になりました。

　資格センターでは、合
格を勝ち取った1学年上
の先輩と話す機会を設け
ていただけたのが良かっ
たです。モチベーションの
保ち方、具体的な勉強法
についてアドバイスをいた
だいたうえ、「つらい時期
だけど頑張りなよ」と温か
い励ましの言葉もかけて
もらい、勉強への意欲が
改めて湧きました。

　勉強する科目も多いで
すし、心の余裕を失わな
いようポジティブな気持ち
で取り組むことが大切。そ
れでも不安になった時、
いつも味方になり自信を
与えてくれたのが、資格
センターの方々でした。ま
た講座の先生や先輩方
の声はモチベーション
アップに役立ちます。よう
は何を吸収すべきか、勉
強が全てではありません。

　国家総合職は難関で
すが、卒業することが大
前提。学部の勉強も疎か
にはできません。そこで片
道2時間弱の通学時間
を講座の復習にあて、授
業との両立を図りました。
　個別の自習スペース
「弘道塾」では、仲間と競
争意識を持ちながらも、
一緒に勉強に励むことが
でき、合格の決め手に
なったかなと思います。

　法務省に内定した先
輩に触発され、自分もこ
の国を支える力になりた
いと奮起。無理だ、という
親の反対を押し切っての
挑戦でしたので、アルバイ
トで資金を稼ぎながら、効
率よく勉強できるよう工
夫して乗り切りました。
　中京大生はもっと自信
を持つべきだし、公務員
に強いという伝統を僕も
築いていきたいですね。

　私は経済学部ですの
で、得意な「経済区分」で
の合格。勉強も宅建でな
く、論文や面接対策など
を行う「準備講座」から始
めたことで、難しい法律の
勉強にもスムーズに入っ
ていけたと思います。
　学部では2年、3年次
の成績が認められ教育
奨励賞も受賞。目標を強
く持ち続けることで、一人
暮らしでも頑張れました。

　入学後のガイダンスで、
中京大学には公務員へ
の道が用意されていると
知り、自分はなんてラッ
キーだろうと思いましたね。
　地道に勉強を重ねる
のが苦手なタイプ。です
から1年生で宅建、2年生
で行政書士とステップを
踏みながら学べたこと、し
かも手厚いサポートを受
けられて、改めて運が良
かったと思っています。

　霞が関の訪問セミナー
など、資格講座を通して1
年次から総合職という高
い目標を与えて貰えたこ
とに感謝しています。
　2週間の官庁訪問は、
この3年半の勉強が霞ん
でしまうぐらいハードなも
のでした。ですが最終クー
ルまで残り、東大生や京
大生と肩を並べて戦えた
のは、大きな自信になりま
したし収穫でしたね。

　歴史の暗記など、教養
科目の勉強が大変でした
が、その分、得意な数的
処理の勉強に力を注い
で苦手なところをカバー。
資格センターのサポート
にも助けられながら、官庁
訪問も終え、内々定を獲
得できたところです。
　もう一つ、放任主義の
親ですが、いろいろな面
で私を支えてくれたことに
改めて感謝しています。

高校時代の留学を機に貿易の仕事
に興味を持っていたため、入学後に通
関士の存在を知り、やりがいがありそう
だと感じて取得を決意。1度目の試験
では不合格でしたが、徐々に通関士
の勉強が面白くなり、2度目の挑戦で
合格を手にしました。

※CFP®
合格

通関士
合格

入学前から金融に強い関心があった
ため、全国の大学で唯一のCFP講座
があると知り、説明を聞きに行ったの
が取得のきっかけでした。難関資格に
合格したことで就活にも自信を持って
臨むことができ、第一志望の銀行から
内定をいただきました。
※Certified Financial Planner®。 
　2級FP（AFP）の上位資格。

中京大学教育後援会長

杉野 邦廣

保
護
者
の
皆
様
の
想
い
を

受
け
止
め
、伝
え
な
が
ら

今
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ

発
揮
す
べ
き
は「
家
族
力
」

教育後援会長
ご挨拶

保護者と大学がともに

学生を見守れるよう、

できる支援を探り続けたい。

一
人
ひ
と
り
の
未
来
へ
。

想
い
を
つ
な
い
で
い
く

ミ
ッ
シ
ョ
ン
。

二
〇
一
四
年
春
、中
京
大
学
は
開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
走
り
始
め
ま
し
た
。

新
生
・
中
京
大
学
へ
、第
二
の
建
学
期
と
し
て

大
き
く
動
き
つ
つ
あ
る
今
、子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
環
境
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

そ
の
先
に
、ど
ん
な
大
学
の
未
来
像
が
あ
る
の
か
。

教
育
後
援
会
報
は
、そ
ん
な
大
学
の

「
い
ま
」と「
こ
れ
か
ら
」を
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、

保
護
者
の
皆
様
に
大
学
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

皆
様
と
と
も
に
、子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
充
実
し
た

学
生
生
活
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
後
援
会
長
ご
挨
拶

学
長
ご
挨
拶

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

中
京
大
学
長
期
計
画「
N
E
X
T
10
」ス
タ
ー
ト
。

建
学
の
精
神
を 

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

留
学
、と
い
う
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

国
際
セ
ン
タ
ー

社
会
人
基
礎
力
養
成
か
ら
難
関
試
験
ま
で
サ
ポ
ー
ト

資
格
セ
ン
タ
ー

ど
こ
ま
で
も
意
欲
的
な
学
生
の
想
い
に
応
え
る

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

就
活
を
き
ち
ん
と
語
ろ
う
！

H
ealth C

are

心
と
体
の
健
康
サ
ポ
ー
ト

良
き
学
び
の
場
へ

中
京
大
学 

F
D
活
動
を
支
え
る

輝
く
中
京
大
生

中
京
大
学
の〝
産
官
学
〞連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

二
〇
一
四
年
度
教
育
懇
談
会
報
告 

第
十
四
回 

教
育
奨
励
賞
授
与
式

施
設
紹
介

部
活
応
援
紹
介
／
成
績
表
の
見
方
／

個
人
情
報
保
護
の
基
本
方
針

　
中
京
大
学
教
育
後
援
会
は
、教
育
懇
談
会
や
奨
学

金
制
度
、教
育
奨
励
賞
の
授
与
な
ど
、他
大
学
に
先
駆

け
諸
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
の
間
、社
会

構
造
の
急
激
な
変
化
や
少
子
化
の
進
展
を
背
景
に
、

近
年
と
く
に
保
護
者
の
皆
様
の
大
学
に
対
す
る
期
待

の
大
き
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。先
の
教

育
懇
談
会
で
も
ご
両
親
揃
っ
て
参
加
さ
れ
る
姿
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
な
り
、教
育
後
援
会
の
存
在
意
義

を
噛
み
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、中
部
地
区
私
大

ト
ッ
プ
に
進
化・発
展
し
た
本
学
で
す
が
、関
係
各
位

の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
と
、時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
改

革
が
功
を
奏
し
た
結
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。今
年
度

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
将
来
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」も
、グ

ロ
ー
バ
ル
化
、複
雑
化
の
進
む
時
代
の
先
を
見
据
え
、

厳
し
い
経
済
社
会
を
生
き
抜
く
人
材
を
育
成
し
て
く

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
つ
き
ま
し
て
は
、少
子

化
に
よ
る
学
生
数
の
減
少
、あ
る
い
は
地
域
社
会
へ
の

貢
献
と
い
う
視
点
か
ら「
社
会
人
学
生
の
受
入
れ
」に

も
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。さ
ら
に「
国
際
化
の
推

進
」は
、外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
体
制
の
整
備
、英

語
教
育
や
奨
学
金
の
充
実
、国
際
学
生
寮
の
新
設
な

ど
、大
学
の
み
な
ら
ず
、同
窓
会
や
教
育
後
援
会
が
一

体
と
な
っ
て
推
進
す
べ
き
取
り
組
み
で
あ
ろ
う
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、保
護
者
に
と
っ
て
一
番
の
心
配
事
で
あ

る「
就
職
未
決
定
者
に
対
す
る
支
援
」も
教
育
後
援

会
と
し
て
は
早
急
に
検
討
し
た
い
事
項
の
一
つ
。教
育

後
援
会
で
は
今
後
と
も
、学
生
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
ど

ん
な
支
援
が
で
き
る
の
か
。大
学
、そ
し
て
保
護
者
の

方
々
と
の
連
携
を
深
め
、検
討
を
加
え
な
が
ら
前
進

し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
保
護
者
の
皆
様
に
は
、お
子
様
が
自
分
の
目

的
に
向
か
っ
て
邁
進
で
き
る
よ
う
、大
学
の
教
育
方
針

や
支
援
体
制
を
理
解
し
、お
子
様
と
の
会
話
の
機
会

を
少
し
で
も
多
く
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。意
見（
愛
情
）を
交
わ
し
合
い
、陰
な
が
ら
応
援
し

て
欲
し
い
。家
族
が
力
を
合
わ
せ
て
生
き
て
い
く「
家

族
力
」を
発
揮
し
、ど
う
か
し
っ
か
り
と
お
子
様
を
支

え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
で
は
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

年2回、約200名の文化会員が集まり、交流や会議を行う「リーダーズキャンプ」は
執行部主催の大きなイベント。2泊3日の全日程を仕切る。

舟橋 大裕さん
心理学部心理学科（4年）

熱き志を胸に文化会を牽引する、執行部第60代幹事長。

輝く
中京大生

洞庭 誠治さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

1年生から体育会幹事会に所属。現在、第58代体育会幹事会
幹事長。

輝く
中京大生

　1年生で司会放送部に入り、文化会の一員として過ごしてきまし
たが、2年生の秋、「マジメそうな奴がいる」と先輩の目に留まり、
声を掛けられたのが執行部に入ったきっかけです。
　初年度は総務局長を務め、先輩の推薦で幹事長を引き受ける
ことに。しかしそのプレッシャーたるや、外から見ていたのとでは大
違いでした。そもそも正規の部活動を行っているか、部室が不正
に使用されていないかなど、所属団体の活動を管理し、円滑な活
動をサポートするのが執行部の役割。中には予算の審議も含まれ
ており、団体の活動内容によっては予算ゼロ、という最終決定を
幹事長の僕が下さなければならないこともあります。判断を誤れば、
文化会だけでなく、所属する800人近くの学生に負担を強いてしま
うことを考えると、胃の痛くなる思いでした。
　でも、後輩たちが可愛いんですよね。彼らの部活が存続し、今の
1年生が卒業するまで好きな活動ができるよう、正すべきところは正
しておきたい。文化系ではありますが、僕がしっかり先頭を突っ
走っていかないと、皆もきっと熱くなれないですから。
　大学と学生をつなぐ架け橋として仕事をこなしてきたことで、双
方向の視点を持てるようになりました。まずは相手の気持ちを慮る、
そんなところから新たな視点が芽生えるように思います。次の幹事
長には、そんな考えも一緒にバトンタッチしたいですね。

後輩を思いやる熱い気持ちを原動力に、
文化会の先頭で走りつづける。

　体育会幹事会に入ったのは、部活で「幹事会に入ってほしい」
と言われたから。皆、そうだと思いますが、好きな部活動だけに専念
していたいじゃないですか。仕事もよくわからないし、正直、最初は
嫌々、参加していました。
　そのうちリーダーズキャンプやスポーツ功労賞祝賀会の企画運
営、体育会誌の編集発行と、幹事会の役割がわかるようになっ
て、この組織の面白さに気づきました。
　とくに幹事会の場合、スポーツ振興室と一緒に仕事をする機会
も多く、職員の方々と触れ合うなかで教えられること、学ぶことが本
当にたくさんあるんですね。アメフトや陸上、水泳選手…元アス
リートとして日本を背負った方もいらっしゃいますし、掛けていただ
いた言葉の一つひとつ、どれも宝物のように感じられて全部ノート
に書き留めています。
　とはいえ、僕たち幹事会の方からも声を出していかなくちゃいけ
ない。先日、名古屋キャンパスで開催した「応援プロジェクト」は、
スポーツ振興室に僕らが積極的にアイデアを提案しながらカタチ
にしていったものです。もともと名古屋キャンパスの学生にも体育
会の選手を応援してもらおうと企画したイベントですが、学生を
一つにまとめられるのは、学生の勢いだと思うんですよね。まだまだ
幹事会にしかできないこともあるでしょうし、次の世代のお手本に
なれるよう、もっと情熱を注いでいきたいと思います。

部活動にはない出会いと学びのなかで、
気づいた幹事会の意義。

名古屋キャンパスに学生アスリートが集結した「応援プロジェクト」。洞庭君も裏方を
務めながらステージに登場し、会場を熱く盛り上げた。

就
職
活
動
を
意
識
し
て
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
？

青
木　
私
は
三
年
生
の
春
学
期
で
す
。初
め
て
の

就
職
説
明
会
後
、の
ん
び
り
構
え
て
い
た
ら
、ま
わ

り
の
皆
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
意
欲
的
で
。置
い

て
い
か
れ
な
い
よ
う
、軽
い
気
持
ち
で
一
日
だ
け
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ

だ
！
」と
い
う
会
社
に
め
ぐ
り
逢
え
た
ん
で
す
。偶

然
で
す
が
、縁
あ
って
そ
の
会
社
か
ら
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

野
添
　
僕
は
こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
一
筋
。卒
業
後
も

プ
ロ
の
道
へ
進
む
べ
き
か
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
悩
ん
で
い
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
エ
ン
ト
リ
ー
、

保
護
者
の
方
々
に
は
ど
れ
も

耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
や
就
職
戦
線
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

か
つ
て
の「
就
活
」か
ら
は
、

想
像
も
つ
か
な
い
苦
労
を
乗
り
越
え
、

学
生
は
道
を
切
り
拓
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
か
。

卒
業
生
、内
定
者
の
皆
さ
ん
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
と
も
あ
って
、就
活
を
始
め
た
の
が
三
年
生
の
十

二
月
。や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
ず
、業
種
も
絞
れ

な
い
。四
十
年
、五
十
年
と
働
く
の
に
、そ
れ
を
こ
の

短
期
間
で
決
め
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、た
だ
あ
せ
る
ば

か
り
で…

。結
果
的
に
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、

行
き
た
い
会
社
に
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
に
は
早
め
の
ス
タ
ー
ト
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

目
指
す
業
界
を
ど
う
絞
り
こ
み
ま
し
た
か
？

山
田
　
も
と
も
と
ホ
テ
ル
マ
ン
を
目
指
し
て
、一
年

生
の
頃
か
ら
大
手
外
資
系
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
き
ま
し
た
が
、長
い
目
で
考
え
れ
ば
、女
性

積水ハウス（株）、大成建設（株）、大和ハウス工業（株）、日本ハム（株）、森永製菓（株）、アサヒ飲料（株）、日本たばこ産業（株）、
アイカ工業（株）、タカラスタンダード（株）、クリナップ（株）、大王製紙（株）、小林クリエイト（株）、大日本印刷（株）、新日本法規出版（株）、

笹徳印刷（株）、武田薬品工業（株）、エーザイ（株）、協和発酵キリン（株）、三ツ星ベルト（株）、ＴＯＴＯ（株）、ビューテック（株）、中央可鍛工業（株）、三協立山（株）、ＹＫＫＡＰ（株）、
日本ヒューレット・パッカード（株）、（株）マキタ、オーエスジー（株）、豊和工業（株）、富士通（株）、（株）デンソー、住友電装（株）、トヨタ自動車（株）、スズキ（株）、本田技研工業（株）、
（株）メニコン、日進医療器（株）、（株）スズケン、（株）大塚商会、岡谷鋼機（株）、（株）カナデン、（株）オリバー、宮吉硝子（株）、（株）コメリ、（株）セブン－イレブン・ジャパン、（株）ファ
ミリーマート、青山商事（株）、（株）バロー、（株）アルペン、（株）ゆうちょ銀行、（株）三菱東京ＵＦＪ銀行、（株）三井住友銀行、三菱ＵＦＪニコス（株）、（株）セディナ、岐阜信金、みずほ
証券（株）、ＳＭＢＣフレンド証券（株）、ＳＭＢＣ日興証券（株）、日本生命保険（相）、（株）かんぽ生命保険、明治安田生命保険（相）、（株）大和証券グループ本社、ソフトバンク（株）、
三菱UFJモルガン・スタンレー証券（株）、三井不動産リアルティ（株）、三交不動産（株）、住友不動産販売（株）、東日本旅客鉄道（株）、西日本旅客鉄道（株）、近畿日本鉄道（株）、
全日本空輸（株）、日本航空（株）、（株）住友倉庫、日本トランスシティ（株）、近畿日本ツーリスト（株）、（株）近鉄エクスプレス、（株）エイチ・アイ・エス、（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ、西日
本電信電話（株）、日本郵便（株）、（株）ジェイアール東海ホテルズ、ワタキューセイモア（株）、中部日本放送（株）、ＴＩＳ（株）、（株）インテック、NECソリューションイノベータ（株）、
楽天（株）、綜合警備保障（株）、（株）ミキハウス、（株）日立システムズ、ＣＤＳ（株）、法務省、岡崎市役所、京都府警察本部、豊田市役所、半田市役所、豊橋市役所 など 

内定速報（2014年7月末現在）

キャリア
センター

どこまでも意欲的な学生の
想いに応える

　
今
年
度
は
採
用
状
況
も
非
常
に
良

く
、就
職
率
は
昨
年
度
の
八
二・一
％（
全

国
平
均
六
七・五
％
）を
大
き
く
上
回
る

勢
い
で
伸
び
て
い
ま
す
。会
社
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、企
業
が
い
よ
い
よ
本
気

で
人
材
獲
得
に
取
り
組
み
始
め
た
。エン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
し
っ
か
り
読
み
、学
生

を
絞
り
こ
ん
だ
上
で
面
接
を
三
度
、四

度
と
重
ね
な
が
ら
、「
グ
ロ
ー
バル
人
材
」

「
人
物
重
視
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
生
を

見
極
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
観
点
と
し
て
は
、将
来
性・人
的
対

応
能
力・社
会
人
基
礎
力
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る
人

を
採
用
し
、自
分
た
ち
の
手
で
育
て
て
い

く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
と
思
い
ま
す
。

キャリアセンター　飯田　晃 部長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、

新
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
。

答
え
を
見
つ
け
る
ま
で

ま
っ
す
ぐ
な
目
で

自
分
と
向
き
あ
った
日
々
。

早
期
対
応
で
万
全
の
準
備
を

　
二
〇
一
六
年
卒
業
予
定
者
か
ら
就
活

ス
ケ
ジ
ュー
ル
が
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
に
な

り
ま
す
。企
業
の
選
考
期
間
も
大
幅
に

短
縮
化
さ
れ
、大
手
も
中
堅
企
業
も
入

り
乱
れ
て
の
短
期
決
戦
に
な
る
。試
験

日
が
重
な
る
企
業
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
反
面
、準
備
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
で
企
業
や
業
界
研
究
に
時
間
を
か

け
ら
れ
ま
す
し
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
企
業
に

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
べ
く
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は「
個
」の
対
応
を
重
視
し
、万

全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
早

め
の
活
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

企
業
の
採
用
活
動

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

企業の採用活動とキャリアセンターのサポート（予定）

4月 5月 6月 7月 8月 9月
3年生 4年生
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●プレエントリー受付スタート（主要就職サイトグランドオープン）

●学部別就職ガイダンス（春）
●インターンシップガイダンス
●就職プレサイト活用ガイダンス

SPI模擬試験（Web受検）

就活対策講座
（身だしなみ・マナー対策／自己PR・志望動機対策／業界・企業研究）

●企業・官公庁セミナー ※ブース形式の合同企業説明会

学内企業セミナー
（随時）

※上記の他、就職活動やインターンシップ、その他進路に関する個別相談を毎日（月～金）受け付けています。

会社説明会
書類選考（エントリーシート・履歴書）
学力・適性検査（筆記・パソコン）

グループディスカッション・面接
内定

●学部別就職ガイダンス（秋）

いつでも学べる就活対策セミナー

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）自己PR対策／志望動機対策
グループディスカッション対策／面接対策

業界・職種研究会 ※教室での業界説明会
（企業・官公庁編／内定者編／OB・OG編）

が
日
常
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
厳
し
い
業
界
。そ
こ
で
自
己

分
析
を
や
り
直
し
て
み
る
と
、困
っ
た
人
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
想
い
に
気

が
つ
い
て
、女
性
が
長
く
、第
一
線
で
活
躍
で
き
る

保
険
業
界
に
軌
道
修
正
し
た
ん
で
す
。

浅
井
　
僕
は
学
生
時
代
、ソ
フ
ト
テ
ニス
部
に
専
念

し
て
い
た
の
で
、正
直
就
活
への
取
り
掛
り
は
遅
か
っ

た
で
す
。リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
厳
し
い
時
代
で
し

た
の
で
、業
界
を
絞
り
込
む
勇
気
も
な
く
、と
に
か

く
多
く
の
企
業
に
ト
ラ
イ
し
、ど
こ
か
で
内
定
を

頂
け
れ
ば
いい
か
な
と
最
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

写真右上から

写真左上から

青木 奈未さん（心理学科4年・内定先／株式会社ジェイアール東海髙島屋）
長尾 直さん（豊田キャリアセンター課長）
浅井 亮二さん（2009年度健康科学科卒・株式会社竹中工務店勤務）
浅井 芳樹さん（名古屋キャリアセンター課長）
山田 千裕さん（2007年度心理学科卒・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社勤務）
野添 陽太さん（競技スポーツ科学科4年・内定先／武田薬品工業株式会社）

（
以
下
、文
中
の
敬
称
略
）

就活を
きちんと
語ろう！



〒466-8666　名古屋市昭和区八事本町101-2
TEL：052-835-7111（大学代表）／052-835-7140（校友会本部）・ FAX：052-835-6069
中京大学ホームページ　http://www.chukyo-u.ac.jp ・ 中京大学校友会本部　e-mail koyu@mng.chukyo-u.ac.jp

校友会本部

中京大学大学祭のお知らせ

10/30（木）
豊田キャンパスのみ

10/31（金） /2（日）～11
■名古屋キャンパス

  第61回 中京大学祭テーマ『素』
■豊田キャンパス

  第21回 中京大学とよた祭テーマ『翔』

・ 開催時間／11:00～15:00
・ 受付時間／10:30～13:00
・ 受付場所／名古屋キャンパス：センタービルG階ロビー
　　　　　   豊田キャンパス：19号館ロビー11/1（土）

1.名古屋キャンパス・豊田キャンパスで開催します。　2．受付後、学内を自由にご見学ください。（学内施設見学ツアーも予定しています。）
3．食堂やバザーで利用できるチケットを来学されたご家族分お渡しいたします。

12：00～14：00

［名古屋キャンパス］
■地下鉄鶴舞線・名城線「八事駅」下車、5番出口から徒歩0分（中京大学センタービル入口直結）
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

［豊田キャンパス］
■名鉄豊田線「浄水駅」下車、スクールバス9分（地下鉄鶴舞線と名鉄豊田線は、「赤池駅」で連絡しています。）
※豊田キャンパスと浄水駅を結ぶスクールバスを運行（臨時ダイヤ）予定。 ※駐車場は200台程度あります。

■愛知環状鉄道「貝津駅」下車、徒歩8分

時間 場所 ・名古屋キャンパス： センタービル６階 ゼミ教室
： 20号館1階・豊田キャンパス

交通機関について

個別相談会（学業・学生生活・就職・留学・資格対策について）

中京大学開学60周年記念事業

※お気軽にご相談ください。

大学祭
開催中

前夜祭 本 祭

キャンパス見学会のお知らせ（全学年の保護者対象）

全国青年弁論大会
日時／2014年11月9日（日） 9：00～17：00　会場／中京大学 清明ホール（入場無料）

主催 ／ 日本弁論連盟　中京大学
後援 ／ 文部科学省　愛知県　名古屋市　豊田市　愛知県議会　名古屋市議会　豊田市議会　愛知県教育委員会　名古屋市教育委員会

豊田市教育委員会　中日新聞社　高等学校文化連盟全国弁論専門部会　中京大学同窓会　中京大学教育後援会

第59回
文部科学大臣杯

保護者と教職員が協力し、学生をサポートする中京大学

A n n u a l R e p o r t o f t h e E d u c a t i o n a l S u p p o r t S o c i e t y

年2回、約200名の文化会員が集まり、交流や会議を行う「リーダーズキャンプ」は
執行部主催の大きなイベント。2泊3日の全日程を仕切る。

舟橋 大裕さん
心理学部心理学科（4年）

熱き志を胸に文化会を牽引する、執行部第60代幹事長。

輝く
中京大生

洞庭 誠治さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

1年生から体育会幹事会に所属。現在、第58代体育会幹事会
幹事長。

輝く
中京大生

　1年生で司会放送部に入り、文化会の一員として過ごしてきまし
たが、2年生の秋、「マジメそうな奴がいる」と先輩の目に留まり、
声を掛けられたのが執行部に入ったきっかけです。
　初年度は総務局長を務め、先輩の推薦で幹事長を引き受ける
ことに。しかしそのプレッシャーたるや、外から見ていたのとでは大
違いでした。そもそも正規の部活動を行っているか、部室が不正
に使用されていないかなど、所属団体の活動を管理し、円滑な活
動をサポートするのが執行部の役割。中には予算の審議も含まれ
ており、団体の活動内容によっては予算ゼロ、という最終決定を
幹事長の僕が下さなければならないこともあります。判断を誤れば、
文化会だけでなく、所属する800人近くの学生に負担を強いてしま
うことを考えると、胃の痛くなる思いでした。
　でも、後輩たちが可愛いんですよね。彼らの部活が存続し、今の
1年生が卒業するまで好きな活動ができるよう、正すべきところは正
しておきたい。文化系ではありますが、僕がしっかり先頭を突っ
走っていかないと、皆もきっと熱くなれないですから。
　大学と学生をつなぐ架け橋として仕事をこなしてきたことで、双
方向の視点を持てるようになりました。まずは相手の気持ちを慮る、
そんなところから新たな視点が芽生えるように思います。次の幹事
長には、そんな考えも一緒にバトンタッチしたいですね。

後輩を思いやる熱い気持ちを原動力に、
文化会の先頭で走りつづける。

　体育会幹事会に入ったのは、部活で「幹事会に入ってほしい」
と言われたから。皆、そうだと思いますが、好きな部活動だけに専念
していたいじゃないですか。仕事もよくわからないし、正直、最初は
嫌々、参加していました。
　そのうちリーダーズキャンプやスポーツ功労賞祝賀会の企画運
営、体育会誌の編集発行と、幹事会の役割がわかるようになっ
て、この組織の面白さに気づきました。
　とくに幹事会の場合、スポーツ振興室と一緒に仕事をする機会
も多く、職員の方々と触れ合うなかで教えられること、学ぶことが本
当にたくさんあるんですね。アメフトや陸上、水泳選手…元アス
リートとして日本を背負った方もいらっしゃいますし、掛けていただ
いた言葉の一つひとつ、どれも宝物のように感じられて全部ノート
に書き留めています。
　とはいえ、僕たち幹事会の方からも声を出していかなくちゃいけ
ない。先日、名古屋キャンパスで開催した「応援プロジェクト」は、
スポーツ振興室に僕らが積極的にアイデアを提案しながらカタチ
にしていったものです。もともと名古屋キャンパスの学生にも体育
会の選手を応援してもらおうと企画したイベントですが、学生を
一つにまとめられるのは、学生の勢いだと思うんですよね。まだまだ
幹事会にしかできないこともあるでしょうし、次の世代のお手本に
なれるよう、もっと情熱を注いでいきたいと思います。

部活動にはない出会いと学びのなかで、
気づいた幹事会の意義。

名古屋キャンパスに学生アスリートが集結した「応援プロジェクト」。洞庭君も裏方を
務めながらステージに登場し、会場を熱く盛り上げた。

・「教育推進センター」設置構想
・新たなFD活動の可能性の模索

など

大学での授業計画書である「シラバス」に
は、何を学び、どんなことが身につく授業か、あ
るいは使用する教科書や教材、参考文献な
どが掲載されています。シラバスを活用し、大
学での学びを有意義なものにできるよう、FD
委員会で各科目のシラバスを数年かけて点
検し、書式も統一しました。大学ホームページ
で見ることができ、授業を履修する上でのアド
バイスや学習課題もチェックできます。バイスや学習課題もチェックできます。

FD委員会

FD活動推進部会
・授業改善のための
  アンケートの見直し・工夫
・シラバスの改善
・公開授業の推進

FD活動開発部会

F D は 大 学 すべての 者 の（ 幸 せ ）のため

For Doing our best !

う
し
た
活
動
に
、保
護
者
の
皆
様
に
は
、

今
の
大
学
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
お
感
じ
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
毎
年
、入
学
式
や
教
育
懇
談
会
で
配
布
し
て
い

る「
Ｆ
Ｄ
ニュ
ー
ス
」は
、こ
う
し
た
Ｆ
Ｄ
活
動
の
取
り

組
み
や
内
容
を
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。今
の
大
学

の
状
況
や
教
育
内
容
に
関
す
る
こ
と
、大
学
が
目
指

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、保

護
者
の
皆
様
に
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
、中
京
大
学

が
よ
り
良
い
学
び
の
た
め
に
、ど
ん
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

そ
れ
を
何
ら
か
の
機
会
に
親
子
の
会
話
に
交
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

　
最
近
の
学
生
は
、出
席
率
も
高
く
、遅
刻
者
も
割

合
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。レ
ポ
ー
ト
の
提
出
率

も
い
い
で
す
。Ｆ
Ｄ
の
成
果
で
あ
れ
ば
有
難
い
こ
と
で

す
が
、ど
う
や
ら
若
者
の
一
般
的
気
質
の
変
化
に
よ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。平
均
点
に

は
達
す
る
け
れ
ど
、そ
れ
以
上
に
個
性
あ
る
答
案

を
書
く
よ
う
な
、意
欲
的
な
部
分
で
少
し
物
足
り

な
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
高
校
ま
で
は「
学
び
習
う
」と
い
う
意
味
で
の

「
学
習
」で
し
た
。し
か
し
大
学
で
は
、「
学
び
修
め

る
」と
書
く「
学
修
」な
ん
で
す
ね
。「
学
習
か
ら
学

修
へ
」、用
意
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
こ
な
す
だ
け

で
な
く
、ぜ
ひ
自
立
的
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
学
ん
で
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
引
き
出
す
の
が
今
の
大

学
教
員
の
役
目
で
あ
り
、一
人
ひ
と
り
の
力
量
が
問

わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　「
難
し
過
ぎ
る
」「
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
」な

ど
、学
生
の
評
価
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、教
育
レ
ベ

ル
が
下
が
って
し
ま
って
は
本
末
転
倒
で
す
。教
育
の

質
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、ぜ
ひ
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
自
由
に
、意
欲
的
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸
収
し

て
欲
し
い
と
い
う
の
が
切
な
る
願
い
で
す
。

　
究
極
の
目
標
は
、「
Ｆ
Ｄ
活
動
」と
い
う
用
語
が
な

く
な
る
こ
と
で
す
。中
京
大
学
で
教
員
、職
員
、学

生
に
よって
、自
然
に
良
い
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る

状
態
に
な
って
い
る
こ
と
が
理
想
で
す
ね
。

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的
解消し、FDをより強化に進めるための「大学教育推進センター（仮称）」の設置が検討され
ています。

大人数、少人数教育それぞれに、効果的な
授業方法があり、より良い伝え方があります。
そこで教員同士が授業を見せあい、とりわけ
学生アンケートでも評価の高い授業方法を
学びあうことで、個 の々授業改善に結びつけ
ることができるよう、本学では原則「すべての
授業を公開」しています。日頃の研究成果を
確実に学生に伝え、学習効果の上がるノウ
ハウを全学的に共有できる仕組みです。

1人の教員につき、担当する1科目について、
年2回、授業アンケートを実施しています。学
生のアンケートに対する負担を減らすため、質
問を7項目程度に絞りこみ、その結果を教職
員へフィードバック。授業についての学生の
満足度を把握し、教員自身のイメージとの
ギャップを認識した上で、今後の授業方法
やカリキュラム、教育環境などの改善につな
げるための意識の共有を目的としています。

こ

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的

中京大学FD活動スローガン

・教職員と学生FDスタッフによる協働活動
・TA（Teaching Assistant）・
 SA（Student Assistant）の活動支援
・図書館等利用の促進

FD活動協働部会

・FDニュースの発行
・FD活動の広報

下部組織（FDニュース編集局）

などなど

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

就
職
活
動
を
意
識
し
て
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
？

青
木　
私
は
三
年
生
の
春
学
期
で
す
。初
め
て
の

就
職
説
明
会
後
、の
ん
び
り
構
え
て
い
た
ら
、ま
わ

り
の
皆
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
意
欲
的
で
。置
い

て
い
か
れ
な
い
よ
う
、軽
い
気
持
ち
で
一
日
だ
け
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ

だ
！
」と
い
う
会
社
に
め
ぐ
り
逢
え
た
ん
で
す
。偶

然
で
す
が
、縁
あ
って
そ
の
会
社
か
ら
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

野
添
　
僕
は
こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
一
筋
。卒
業
後
も

プ
ロ
の
道
へ
進
む
べ
き
か
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
悩
ん
で
い
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
エ
ン
ト
リ
ー
、

保
護
者
の
方
々
に
は
ど
れ
も

耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
や
就
職
戦
線
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

か
つ
て
の「
就
活
」か
ら
は
、

想
像
も
つ
か
な
い
苦
労
を
乗
り
越
え
、

学
生
は
道
を
切
り
拓
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
か
。

卒
業
生
、内
定
者
の
皆
さ
ん
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
と
も
あ
って
、就
活
を
始
め
た
の
が
三
年
生
の
十

二
月
。や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
ず
、業
種
も
絞
れ

な
い
。四
十
年
、五
十
年
と
働
く
の
に
、そ
れ
を
こ
の

短
期
間
で
決
め
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、た
だ
あ
せ
る
ば

か
り
で…

。結
果
的
に
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、

行
き
た
い
会
社
に
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
に
は
早
め
の
ス
タ
ー
ト
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

目
指
す
業
界
を
ど
う
絞
り
こ
み
ま
し
た
か
？

山
田
　
も
と
も
と
ホ
テ
ル
マ
ン
を
目
指
し
て
、一
年

生
の
頃
か
ら
大
手
外
資
系
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
き
ま
し
た
が
、長
い
目
で
考
え
れ
ば
、女
性

積水ハウス（株）、大成建設（株）、大和ハウス工業（株）、日本ハム（株）、森永製菓（株）、アサヒ飲料（株）、日本たばこ産業（株）、
アイカ工業（株）、タカラスタンダード（株）、クリナップ（株）、大王製紙（株）、小林クリエイト（株）、大日本印刷（株）、新日本法規出版（株）、

笹徳印刷（株）、武田薬品工業（株）、エーザイ（株）、協和発酵キリン（株）、三ツ星ベルト（株）、ＴＯＴＯ（株）、ビューテック（株）、中央可鍛工業（株）、三協立山（株）、ＹＫＫＡＰ（株）、
日本ヒューレット・パッカード（株）、（株）マキタ、オーエスジー（株）、豊和工業（株）、富士通（株）、（株）デンソー、住友電装（株）、トヨタ自動車（株）、スズキ（株）、本田技研工業（株）、
（株）メニコン、日進医療器（株）、（株）スズケン、（株）大塚商会、岡谷鋼機（株）、（株）カナデン、（株）オリバー、宮吉硝子（株）、（株）コメリ、（株）セブン－イレブン・ジャパン、（株）ファ
ミリーマート、青山商事（株）、（株）バロー、（株）アルペン、（株）ゆうちょ銀行、（株）三菱東京ＵＦＪ銀行、（株）三井住友銀行、三菱ＵＦＪニコス（株）、（株）セディナ、岐阜信金、みずほ
証券（株）、ＳＭＢＣフレンド証券（株）、ＳＭＢＣ日興証券（株）、日本生命保険（相）、（株）かんぽ生命保険、明治安田生命保険（相）、（株）大和証券グループ本社、ソフトバンク（株）、
三菱UFJモルガン・スタンレー証券（株）、三井不動産リアルティ（株）、三交不動産（株）、住友不動産販売（株）、東日本旅客鉄道（株）、西日本旅客鉄道（株）、近畿日本鉄道（株）、
全日本空輸（株）、日本航空（株）、（株）住友倉庫、日本トランスシティ（株）、近畿日本ツーリスト（株）、（株）近鉄エクスプレス、（株）エイチ・アイ・エス、（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ、西日
本電信電話（株）、日本郵便（株）、（株）ジェイアール東海ホテルズ、ワタキューセイモア（株）、中部日本放送（株）、ＴＩＳ（株）、（株）インテック、NECソリューションイノベータ（株）、
楽天（株）、綜合警備保障（株）、（株）ミキハウス、（株）日立システムズ、ＣＤＳ（株）、法務省、岡崎市役所、京都府警察本部、豊田市役所、半田市役所、豊橋市役所 など 

内定速報（2014年7月末現在）

キャリア
センター

どこまでも意欲的な学生の
想いに応える

　
今
年
度
は
採
用
状
況
も
非
常
に
良

く
、就
職
率
は
昨
年
度
の
八
二・一
％（
全

国
平
均
六
七・五
％
）を
大
き
く
上
回
る

勢
い
で
伸
び
て
い
ま
す
。会
社
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、企
業
が
い
よ
い
よ
本
気

で
人
材
獲
得
に
取
り
組
み
始
め
た
。エン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
し
っ
か
り
読
み
、学
生

を
絞
り
こ
ん
だ
上
で
面
接
を
三
度
、四

度
と
重
ね
な
が
ら
、「
グ
ロ
ー
バル
人
材
」

「
人
物
重
視
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
生
を

見
極
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
観
点
と
し
て
は
、将
来
性・人
的
対

応
能
力・社
会
人
基
礎
力
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る
人

を
採
用
し
、自
分
た
ち
の
手
で
育
て
て
い

く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
と
思
い
ま
す
。

キャリアセンター　飯田　晃 部長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、

新
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
。

答
え
を
見
つ
け
る
ま
で

ま
っ
す
ぐ
な
目
で

自
分
と
向
き
あ
った
日
々
。

早
期
対
応
で
万
全
の
準
備
を

　
二
〇
一
六
年
卒
業
予
定
者
か
ら
就
活

ス
ケ
ジ
ュー
ル
が
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
に
な

り
ま
す
。企
業
の
選
考
期
間
も
大
幅
に

短
縮
化
さ
れ
、大
手
も
中
堅
企
業
も
入

り
乱
れ
て
の
短
期
決
戦
に
な
る
。試
験

日
が
重
な
る
企
業
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
反
面
、準
備
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
で
企
業
や
業
界
研
究
に
時
間
を
か

け
ら
れ
ま
す
し
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
企
業
に

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
べ
く
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は「
個
」の
対
応
を
重
視
し
、万

全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
早

め
の
活
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

企
業
の
採
用
活
動

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

企業の採用活動とキャリアセンターのサポート（予定）

4月 5月 6月 7月 8月 9月
3年生 4年生
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●プレエントリー受付スタート（主要就職サイトグランドオープン）

●学部別就職ガイダンス（春）
●インターンシップガイダンス
●就職プレサイト活用ガイダンス

SPI模擬試験（Web受検）

就活対策講座
（身だしなみ・マナー対策／自己PR・志望動機対策／業界・企業研究）

●企業・官公庁セミナー ※ブース形式の合同企業説明会

学内企業セミナー
（随時）

※上記の他、就職活動やインターンシップ、その他進路に関する個別相談を毎日（月～金）受け付けています。

会社説明会
書類選考（エントリーシート・履歴書）
学力・適性検査（筆記・パソコン）

グループディスカッション・面接
内定

●学部別就職ガイダンス（秋）

いつでも学べる就活対策セミナー

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）自己PR対策／志望動機対策
グループディスカッション対策／面接対策

業界・職種研究会 ※教室での業界説明会
（企業・官公庁編／内定者編／OB・OG編）

が
日
常
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
厳
し
い
業
界
。そ
こ
で
自
己

分
析
を
や
り
直
し
て
み
る
と
、困
っ
た
人
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
想
い
に
気

が
つ
い
て
、女
性
が
長
く
、第
一
線
で
活
躍
で
き
る

保
険
業
界
に
軌
道
修
正
し
た
ん
で
す
。

浅
井
　
僕
は
学
生
時
代
、ソ
フ
ト
テ
ニス
部
に
専
念

し
て
い
た
の
で
、正
直
就
活
への
取
り
掛
り
は
遅
か
っ

た
で
す
。リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
厳
し
い
時
代
で
し

た
の
で
、業
界
を
絞
り
込
む
勇
気
も
な
く
、と
に
か

く
多
く
の
企
業
に
ト
ラ
イ
し
、ど
こ
か
で
内
定
を

頂
け
れ
ば
いい
か
な
と
最
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

写真右上から

写真左上から

青木 奈未さん（心理学科4年・内定先／株式会社ジェイアール東海髙島屋）
長尾 直さん（豊田キャリアセンター課長）
浅井 亮二さん（2009年度健康科学科卒・株式会社竹中工務店勤務）
浅井 芳樹さん（名古屋キャリアセンター課長）
山田 千裕さん（2007年度心理学科卒・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社勤務）
野添 陽太さん（競技スポーツ科学科4年・内定先／武田薬品工業株式会社）

（
以
下
、文
中
の
敬
称
略
）

就活を
きちんと
語ろう！

　
さ
て「
資
格
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
名
称
で

す
が
、メ
イ
ン
は
公
務
員
試
験
の
サ
ポ
ー

ト
で
す
。今
年
度
、国
家
公
務
員（
総
合

職
）試
験
で
は
合
格
者
が
十
名（
人
事
院

公
表
値
）に
達
し
ま
し
た
。や
っ
と
合
格

ま
で
の
道
筋
を
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
環
境

が
整
った
か
な
、と
思
って
い
ま
す
。

　一
方
、民
間
企
業
で
は
採
用
に
直
結
す

る
よ
う
な
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、Ｆ
Ｐ

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・プ
ラ
ン
ナ
ー
）の
頂
点

「
Ｃ
Ｆ
Ｐ
」は
例
外
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

銀
行
で
も
支
店
長
ク
ラ
ス
が
目
指
す
国

際
資
格
だ
け
に
、金
融
機
関
への
就
職
を

目
指
す
人
に
は
お
薦
め
で
す
。

　
ま
た「
通
関
士
」は
貿
易
に
関
す
る
資

格
で
す
の
で
、幅
広
い
業
界
の
仕
事
に
役

立
つ
知
識
が
得
ら
れ
ま
す
。こ
の
他
、社
会

人
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
磨
く
講
座
も
あ
り

ま
す
の
で
、ま
ず
は
目
標
を
見
定
め
、そ
の

上
で
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
、大
学
へ
入
っ
た
の
だ
か
ら
資
格

の
一
つ
ぐ
ら
い
、と
お
考
え
の
保
護
者
の

方
は
多
く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。確

か
に
保
護
者
の
方
々
の
時
代
は
、先
生
に

な
ら
な
く
て
も
、教
員
免
許
ぐ
ら
い
取
っ

て
当
た
り
前
と
い
う
認
識
で
し
た
。し
か

し
今
や
採
用
企
業
の
多
く
が「
人
物
重

視
」「
学
歴
不
問
」を
掲
げ
て
人
材
を
選

ぶ
時
代
。コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
な
ど
、

人
物
重
視
の
高
い
ス
キ
ル
が
要
求
さ
れ

ま
す
。そ
れ
に
は
四
年
間
と
い
う
限
り

あ
る
時
間
を
ど
う
過
ご
す
の
か
。部
活

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ア
ル
バ
イ
ト
、や
る
べ
き

こ
と
は
沢
山
あ
る
で
し
ょ
う
。資
格
取
得

を
や
み
く
も
に
勧
め
る
の
で
な
く
、お
子

様
の
進
路
に
必
要
で
あ
る
か
、否
か
。そ

こ
を
見
極
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

資格センター

資格センター　津谷 圭一 部長

か
げ
か
え
の
な
い
学
生
時
代
、

何
を
学
び
、何
を
磨
く
の
か
。

明
確
な
目
標
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
、

目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
。

資格対策講座 合格者

社会人基礎力養成から
難関試験までサポート

速報！ 2014年度10名合格!（人事院公表値） 国 家 公 務 員 総 合 職 合 格 者 の 皆 さ ん（判明分9名）

市川 拳次さん
法学部法律学科（4年）

1年生の頃から培った
勉強を続ける習慣が
合格の一番の武器に。

小栗 崇明さん
法学部法律学科（4年）

合格者の先輩から
アドバイスをいただき
参考になりました。

鈴木 理恵さん
心理学部心理学科（4年）

周囲の温かい支えに
助けられ、励まされて
ついにゴールへ。

夏目 真暢さん
心理学部心理学科（4年）

東大生や京大生と
互角に戦い、
大きな自信を獲得。

後藤 翔一さん
法学部法律学科（4年）

競争意識を持ちつつ、
ともに刺激し合える
仲間の存在が励みに。

佐藤 宏紀さん
法学部法律学科（4年）

中京大生の実力なら
合格できるはず。
諦めず前進あるのみ！

濱條 由莉さん
経済学部経済学科（4年）

目標をしっかり持つ。
あとは努力次第で、
なんとかなる！

鶸田 英之さん
法学部法律学科（4年）

コツコツ勉強するのが
苦手でも合格できた。
すべて大学のおかげ。

熊澤 沙紀さん
法学部法律学科（4年）

自分の殻にこもらず
ポジティブに、
何事にも意欲的に。

※国家総合職及び国家一般職の合格者数は人事院公表値

■主要公務員試験合格者数

国家総合職
国家一般職

2011年度種類 2012年度 2013年度

国税専門官
裁判所一般職

地方上級
（内訳）

財務専門官
労働基準監督官
法務省専門職

合計

2名
33名
45名
10名
59名

愛知県
名古屋市
静岡県
その他

23名
6名
3名
27名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

26名
8名
3名
3名
24名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

28名
10名
7名
4名
18名

ー
ー
ー

149名

5名
50名
40名
7名
67名

3名
1名
ー

173名

8名
17名
34名
8名
64名

ー
ー
1名

132名

■国家資格試験合格者数

宅地建物取引主任者
総合・国内旅行業務取扱管理者
通関士
2級FP技能士（AFP）
1級FP技能士
基本情報技術者

過去3年（2011～2013年度計）種別
663名
74名
18名
607名
23名
19名

幅広い資格取得を手厚くサポートしています

富樫 香央理さん経営学部
経営学科（4年）

徐々に勉強にの
めり込んでいき、
2度目の受験で、
晴れて合格！

柴田 一慶さん経営学部
経営学科（4年）

難関資格に合格
できたことが
大きな自信に
つながりました。

資格
センター

　宅建、行政書士の資
格取得を目標に掲げ、
1年生から法律関連の知
識を学ぶなかで、徐々に
勉強の習慣が身について
いったのが合格の一番の
理由だと思います。合格
後の官庁訪問では、東大
や京大などの有名大学の
学生たちと一緒に。自分
も同じ立場だと思うと、大
きな自信になりました。

　資格センターでは、合
格を勝ち取った1学年上
の先輩と話す機会を設け
ていただけたのが良かっ
たです。モチベーションの
保ち方、具体的な勉強法
についてアドバイスをいた
だいたうえ、「つらい時期
だけど頑張りなよ」と温か
い励ましの言葉もかけて
もらい、勉強への意欲が
改めて湧きました。

　勉強する科目も多いで
すし、心の余裕を失わな
いようポジティブな気持ち
で取り組むことが大切。そ
れでも不安になった時、
いつも味方になり自信を
与えてくれたのが、資格
センターの方々でした。ま
た講座の先生や先輩方
の声はモチベーション
アップに役立ちます。よう
は何を吸収すべきか、勉
強が全てではありません。

　国家総合職は難関で
すが、卒業することが大
前提。学部の勉強も疎か
にはできません。そこで片
道2時間弱の通学時間
を講座の復習にあて、授
業との両立を図りました。
　個別の自習スペース
「弘道塾」では、仲間と競
争意識を持ちながらも、
一緒に勉強に励むことが
でき、合格の決め手に
なったかなと思います。

　法務省に内定した先
輩に触発され、自分もこ
の国を支える力になりた
いと奮起。無理だ、という
親の反対を押し切っての
挑戦でしたので、アルバイ
トで資金を稼ぎながら、効
率よく勉強できるよう工
夫して乗り切りました。
　中京大生はもっと自信
を持つべきだし、公務員
に強いという伝統を僕も
築いていきたいですね。

　私は経済学部ですの
で、得意な「経済区分」で
の合格。勉強も宅建でな
く、論文や面接対策など
を行う「準備講座」から始
めたことで、難しい法律の
勉強にもスムーズに入っ
ていけたと思います。
　学部では2年、3年次
の成績が認められ教育
奨励賞も受賞。目標を強
く持ち続けることで、一人
暮らしでも頑張れました。

　入学後のガイダンスで、
中京大学には公務員へ
の道が用意されていると
知り、自分はなんてラッ
キーだろうと思いましたね。
　地道に勉強を重ねる
のが苦手なタイプ。です
から1年生で宅建、2年生
で行政書士とステップを
踏みながら学べたこと、し
かも手厚いサポートを受
けられて、改めて運が良
かったと思っています。

　霞が関の訪問セミナー
など、資格講座を通して1
年次から総合職という高
い目標を与えて貰えたこ
とに感謝しています。
　2週間の官庁訪問は、
この3年半の勉強が霞ん
でしまうぐらいハードなも
のでした。ですが最終クー
ルまで残り、東大生や京
大生と肩を並べて戦えた
のは、大きな自信になりま
したし収穫でしたね。

　歴史の暗記など、教養
科目の勉強が大変でした
が、その分、得意な数的
処理の勉強に力を注い
で苦手なところをカバー。
資格センターのサポート
にも助けられながら、官庁
訪問も終え、内々定を獲
得できたところです。
　もう一つ、放任主義の
親ですが、いろいろな面
で私を支えてくれたことに
改めて感謝しています。

高校時代の留学を機に貿易の仕事
に興味を持っていたため、入学後に通
関士の存在を知り、やりがいがありそう
だと感じて取得を決意。1度目の試験
では不合格でしたが、徐々に通関士
の勉強が面白くなり、2度目の挑戦で
合格を手にしました。

※CFP®
合格

通関士
合格

入学前から金融に強い関心があった
ため、全国の大学で唯一のCFP講座
があると知り、説明を聞きに行ったの
が取得のきっかけでした。難関資格に
合格したことで就活にも自信を持って
臨むことができ、第一志望の銀行から
内定をいただきました。
※Certified Financial Planner®。 
　2級FP（AFP）の上位資格。

中京大学教育後援会長

杉野 邦廣

保
護
者
の
皆
様
の
想
い
を

受
け
止
め
、伝
え
な
が
ら

今
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ

発
揮
す
べ
き
は「
家
族
力
」

教育後援会長
ご挨拶

保護者と大学がともに

学生を見守れるよう、

できる支援を探り続けたい。

一
人
ひ
と
り
の
未
来
へ
。

想
い
を
つ
な
い
で
い
く

ミ
ッ
シ
ョ
ン
。

二
〇
一
四
年
春
、中
京
大
学
は
開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
走
り
始
め
ま
し
た
。

新
生
・
中
京
大
学
へ
、第
二
の
建
学
期
と
し
て

大
き
く
動
き
つ
つ
あ
る
今
、子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
環
境
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

そ
の
先
に
、ど
ん
な
大
学
の
未
来
像
が
あ
る
の
か
。

教
育
後
援
会
報
は
、そ
ん
な
大
学
の

「
い
ま
」と「
こ
れ
か
ら
」を
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、

保
護
者
の
皆
様
に
大
学
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

皆
様
と
と
も
に
、子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
充
実
し
た

学
生
生
活
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
後
援
会
長
ご
挨
拶

学
長
ご
挨
拶

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

中
京
大
学
長
期
計
画「
N
E
X
T
10
」ス
タ
ー
ト
。

建
学
の
精
神
を 

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

留
学
、と
い
う
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

国
際
セ
ン
タ
ー

社
会
人
基
礎
力
養
成
か
ら
難
関
試
験
ま
で
サ
ポ
ー
ト

資
格
セ
ン
タ
ー

ど
こ
ま
で
も
意
欲
的
な
学
生
の
想
い
に
応
え
る

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

就
活
を
き
ち
ん
と
語
ろ
う
！

H
ealth C

are

心
と
体
の
健
康
サ
ポ
ー
ト

良
き
学
び
の
場
へ

中
京
大
学 

F
D
活
動
を
支
え
る

輝
く
中
京
大
生

中
京
大
学
の〝
産
官
学
〞連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

二
〇
一
四
年
度
教
育
懇
談
会
報
告 

第
十
四
回 

教
育
奨
励
賞
授
与
式

施
設
紹
介

部
活
応
援
紹
介
／
成
績
表
の
見
方
／

個
人
情
報
保
護
の
基
本
方
針

　
中
京
大
学
教
育
後
援
会
は
、教
育
懇
談
会
や
奨
学

金
制
度
、教
育
奨
励
賞
の
授
与
な
ど
、他
大
学
に
先
駆

け
諸
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
の
間
、社
会

構
造
の
急
激
な
変
化
や
少
子
化
の
進
展
を
背
景
に
、

近
年
と
く
に
保
護
者
の
皆
様
の
大
学
に
対
す
る
期
待

の
大
き
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。先
の
教

育
懇
談
会
で
も
ご
両
親
揃
っ
て
参
加
さ
れ
る
姿
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
な
り
、教
育
後
援
会
の
存
在
意
義

を
噛
み
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、中
部
地
区
私
大

ト
ッ
プ
に
進
化・発
展
し
た
本
学
で
す
が
、関
係
各
位

の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
と
、時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
改

革
が
功
を
奏
し
た
結
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。今
年
度

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
将
来
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」も
、グ

ロ
ー
バ
ル
化
、複
雑
化
の
進
む
時
代
の
先
を
見
据
え
、

厳
し
い
経
済
社
会
を
生
き
抜
く
人
材
を
育
成
し
て
く

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
つ
き
ま
し
て
は
、少
子

化
に
よ
る
学
生
数
の
減
少
、あ
る
い
は
地
域
社
会
へ
の

貢
献
と
い
う
視
点
か
ら「
社
会
人
学
生
の
受
入
れ
」に

も
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。さ
ら
に「
国
際
化
の
推

進
」は
、外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
体
制
の
整
備
、英

語
教
育
や
奨
学
金
の
充
実
、国
際
学
生
寮
の
新
設
な

ど
、大
学
の
み
な
ら
ず
、同
窓
会
や
教
育
後
援
会
が
一

体
と
な
っ
て
推
進
す
べ
き
取
り
組
み
で
あ
ろ
う
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、保
護
者
に
と
っ
て
一
番
の
心
配
事
で
あ

る「
就
職
未
決
定
者
に
対
す
る
支
援
」も
教
育
後
援

会
と
し
て
は
早
急
に
検
討
し
た
い
事
項
の
一
つ
。教
育

後
援
会
で
は
今
後
と
も
、学
生
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
ど

ん
な
支
援
が
で
き
る
の
か
。大
学
、そ
し
て
保
護
者
の

方
々
と
の
連
携
を
深
め
、検
討
を
加
え
な
が
ら
前
進

し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
保
護
者
の
皆
様
に
は
、お
子
様
が
自
分
の
目

的
に
向
か
っ
て
邁
進
で
き
る
よ
う
、大
学
の
教
育
方
針

や
支
援
体
制
を
理
解
し
、お
子
様
と
の
会
話
の
機
会

を
少
し
で
も
多
く
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。意
見（
愛
情
）を
交
わ
し
合
い
、陰
な
が
ら
応
援
し

て
欲
し
い
。家
族
が
力
を
合
わ
せ
て
生
き
て
い
く「
家

族
力
」を
発
揮
し
、ど
う
か
し
っ
か
り
と
お
子
様
を
支

え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
で
は
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

中京大学教育後援会長
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会
へ
の

貢
献
と
い
う
視
点
か
ら「
社
会
人
学
生
の
受
入
れ
」に

も
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。さ
ら
に「
国
際
化
の
推

進
」は
、外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
体
制
の
整
備
、英

語
教
育
や
奨
学
金
の
充
実
、国
際
学
生
寮
の
新
設
な

ど
、大
学
の
み
な
ら
ず
、同
窓
会
や
教
育
後
援
会
が
一

体
と
な
っ
て
推
進
す
べ
き
取
り
組
み
で
あ
ろ
う
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、保
護
者
に
と
っ
て
一
番
の
心
配
事
で
あ

る「
就
職
未
決
定
者
に
対
す
る
支
援
」も
教
育
後
援

会
と
し
て
は
早
急
に
検
討
し
た
い
事
項
の
一
つ
。教
育

後
援
会
で
は
今
後
と
も
、学
生
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
ど

ん
な
支
援
が
で
き
る
の
か
。大
学
、そ
し
て
保
護
者
の

方
々
と
の
連
携
を
深
め
、検
討
を
加
え
な
が
ら
前
進

し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
保
護
者
の
皆
様
に
は
、お
子
様
が
自
分
の
目

的
に
向
か
っ
て
邁
進
で
き
る
よ
う
、大
学
の
教
育
方
針

や
支
援
体
制
を
理
解
し
、お
子
様
と
の
会
話
の
機
会

を
少
し
で
も
多
く
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。意
見（
愛
情
）を
交
わ
し
合
い
、陰
な
が
ら
応
援
し

て
欲
し
い
。家
族
が
力
を
合
わ
せ
て
生
き
て
い
く「
家

族
力
」を
発
揮
し
、ど
う
か
し
っ
か
り
と
お
子
様
を
支

え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
で
は
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

年2回、約200名の文化会員が集まり、交流や会議を行う「リーダーズキャンプ」は
執行部主催の大きなイベント。2泊3日の全日程を仕切る。

舟橋 大裕さん
心理学部心理学科（4年）

熱き志を胸に文化会を牽引する、執行部第60代幹事長。

輝く
中京大生

洞庭 誠治さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

1年生から体育会幹事会に所属。現在、第58代体育会幹事会
幹事長。

輝く
中京大生

　1年生で司会放送部に入り、文化会の一員として過ごしてきまし
たが、2年生の秋、「マジメそうな奴がいる」と先輩の目に留まり、
声を掛けられたのが執行部に入ったきっかけです。
　初年度は総務局長を務め、先輩の推薦で幹事長を引き受ける
ことに。しかしそのプレッシャーたるや、外から見ていたのとでは大
違いでした。そもそも正規の部活動を行っているか、部室が不正
に使用されていないかなど、所属団体の活動を管理し、円滑な活
動をサポートするのが執行部の役割。中には予算の審議も含まれ
ており、団体の活動内容によっては予算ゼロ、という最終決定を
幹事長の僕が下さなければならないこともあります。判断を誤れば、
文化会だけでなく、所属する800人近くの学生に負担を強いてしま
うことを考えると、胃の痛くなる思いでした。
　でも、後輩たちが可愛いんですよね。彼らの部活が存続し、今の
1年生が卒業するまで好きな活動ができるよう、正すべきところは正
しておきたい。文化系ではありますが、僕がしっかり先頭を突っ
走っていかないと、皆もきっと熱くなれないですから。
　大学と学生をつなぐ架け橋として仕事をこなしてきたことで、双
方向の視点を持てるようになりました。まずは相手の気持ちを慮る、
そんなところから新たな視点が芽生えるように思います。次の幹事
長には、そんな考えも一緒にバトンタッチしたいですね。

後輩を思いやる熱い気持ちを原動力に、
文化会の先頭で走りつづける。

　体育会幹事会に入ったのは、部活で「幹事会に入ってほしい」
と言われたから。皆、そうだと思いますが、好きな部活動だけに専念
していたいじゃないですか。仕事もよくわからないし、正直、最初は
嫌々、参加していました。
　そのうちリーダーズキャンプやスポーツ功労賞祝賀会の企画運
営、体育会誌の編集発行と、幹事会の役割がわかるようになっ
て、この組織の面白さに気づきました。
　とくに幹事会の場合、スポーツ振興室と一緒に仕事をする機会
も多く、職員の方々と触れ合うなかで教えられること、学ぶことが本
当にたくさんあるんですね。アメフトや陸上、水泳選手…元アス
リートとして日本を背負った方もいらっしゃいますし、掛けていただ
いた言葉の一つひとつ、どれも宝物のように感じられて全部ノート
に書き留めています。
　とはいえ、僕たち幹事会の方からも声を出していかなくちゃいけ
ない。先日、名古屋キャンパスで開催した「応援プロジェクト」は、
スポーツ振興室に僕らが積極的にアイデアを提案しながらカタチ
にしていったものです。もともと名古屋キャンパスの学生にも体育
会の選手を応援してもらおうと企画したイベントですが、学生を
一つにまとめられるのは、学生の勢いだと思うんですよね。まだまだ
幹事会にしかできないこともあるでしょうし、次の世代のお手本に
なれるよう、もっと情熱を注いでいきたいと思います。

部活動にはない出会いと学びのなかで、
気づいた幹事会の意義。

名古屋キャンパスに学生アスリートが集結した「応援プロジェクト」。洞庭君も裏方を
務めながらステージに登場し、会場を熱く盛り上げた。

就
職
活
動
を
意
識
し
て
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
？

青
木　
私
は
三
年
生
の
春
学
期
で
す
。初
め
て
の

就
職
説
明
会
後
、の
ん
び
り
構
え
て
い
た
ら
、ま
わ

り
の
皆
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
意
欲
的
で
。置
い

て
い
か
れ
な
い
よ
う
、軽
い
気
持
ち
で
一
日
だ
け
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ

だ
！
」と
い
う
会
社
に
め
ぐ
り
逢
え
た
ん
で
す
。偶

然
で
す
が
、縁
あ
って
そ
の
会
社
か
ら
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

野
添
　
僕
は
こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
一
筋
。卒
業
後
も

プ
ロ
の
道
へ
進
む
べ
き
か
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
悩
ん
で
い
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
エ
ン
ト
リ
ー
、

保
護
者
の
方
々
に
は
ど
れ
も

耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
や
就
職
戦
線
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

か
つ
て
の「
就
活
」か
ら
は
、

想
像
も
つ
か
な
い
苦
労
を
乗
り
越
え
、

学
生
は
道
を
切
り
拓
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
か
。

卒
業
生
、内
定
者
の
皆
さ
ん
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
と
も
あ
って
、就
活
を
始
め
た
の
が
三
年
生
の
十

二
月
。や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
ず
、業
種
も
絞
れ

な
い
。四
十
年
、五
十
年
と
働
く
の
に
、そ
れ
を
こ
の

短
期
間
で
決
め
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、た
だ
あ
せ
る
ば

か
り
で…

。結
果
的
に
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、

行
き
た
い
会
社
に
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
に
は
早
め
の
ス
タ
ー
ト
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

目
指
す
業
界
を
ど
う
絞
り
こ
み
ま
し
た
か
？

山
田
　
も
と
も
と
ホ
テ
ル
マ
ン
を
目
指
し
て
、一
年

生
の
頃
か
ら
大
手
外
資
系
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
き
ま
し
た
が
、長
い
目
で
考
え
れ
ば
、女
性

積水ハウス（株）、大成建設（株）、大和ハウス工業（株）、日本ハム（株）、森永製菓（株）、アサヒ飲料（株）、日本たばこ産業（株）、
アイカ工業（株）、タカラスタンダード（株）、クリナップ（株）、大王製紙（株）、小林クリエイト（株）、大日本印刷（株）、新日本法規出版（株）、

笹徳印刷（株）、武田薬品工業（株）、エーザイ（株）、協和発酵キリン（株）、三ツ星ベルト（株）、ＴＯＴＯ（株）、ビューテック（株）、中央可鍛工業（株）、三協立山（株）、ＹＫＫＡＰ（株）、
日本ヒューレット・パッカード（株）、（株）マキタ、オーエスジー（株）、豊和工業（株）、富士通（株）、（株）デンソー、住友電装（株）、トヨタ自動車（株）、スズキ（株）、本田技研工業（株）、
（株）メニコン、日進医療器（株）、（株）スズケン、（株）大塚商会、岡谷鋼機（株）、（株）カナデン、（株）オリバー、宮吉硝子（株）、（株）コメリ、（株）セブン－イレブン・ジャパン、（株）ファ
ミリーマート、青山商事（株）、（株）バロー、（株）アルペン、（株）ゆうちょ銀行、（株）三菱東京ＵＦＪ銀行、（株）三井住友銀行、三菱ＵＦＪニコス（株）、（株）セディナ、岐阜信金、みずほ
証券（株）、ＳＭＢＣフレンド証券（株）、ＳＭＢＣ日興証券（株）、日本生命保険（相）、（株）かんぽ生命保険、明治安田生命保険（相）、（株）大和証券グループ本社、ソフトバンク（株）、
三菱UFJモルガン・スタンレー証券（株）、三井不動産リアルティ（株）、三交不動産（株）、住友不動産販売（株）、東日本旅客鉄道（株）、西日本旅客鉄道（株）、近畿日本鉄道（株）、
全日本空輸（株）、日本航空（株）、（株）住友倉庫、日本トランスシティ（株）、近畿日本ツーリスト（株）、（株）近鉄エクスプレス、（株）エイチ・アイ・エス、（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ、西日
本電信電話（株）、日本郵便（株）、（株）ジェイアール東海ホテルズ、ワタキューセイモア（株）、中部日本放送（株）、ＴＩＳ（株）、（株）インテック、NECソリューションイノベータ（株）、
楽天（株）、綜合警備保障（株）、（株）ミキハウス、（株）日立システムズ、ＣＤＳ（株）、法務省、岡崎市役所、京都府警察本部、豊田市役所、半田市役所、豊橋市役所 など 
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キャリア
センター

どこまでも意欲的な学生の
想いに応える

　
今
年
度
は
採
用
状
況
も
非
常
に
良

く
、就
職
率
は
昨
年
度
の
八
二・一
％（
全

国
平
均
六
七・五
％
）を
大
き
く
上
回
る

勢
い
で
伸
び
て
い
ま
す
。会
社
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、企
業
が
い
よ
い
よ
本
気

で
人
材
獲
得
に
取
り
組
み
始
め
た
。エン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
し
っ
か
り
読
み
、学
生

を
絞
り
こ
ん
だ
上
で
面
接
を
三
度
、四

度
と
重
ね
な
が
ら
、「
グ
ロ
ー
バル
人
材
」

「
人
物
重
視
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
生
を

見
極
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
観
点
と
し
て
は
、将
来
性・人
的
対

応
能
力・社
会
人
基
礎
力
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る
人

を
採
用
し
、自
分
た
ち
の
手
で
育
て
て
い

く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
と
思
い
ま
す
。

キャリアセンター　飯田　晃 部長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、

新
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
。

答
え
を
見
つ
け
る
ま
で

ま
っ
す
ぐ
な
目
で

自
分
と
向
き
あ
った
日
々
。

早
期
対
応
で
万
全
の
準
備
を

　
二
〇
一
六
年
卒
業
予
定
者
か
ら
就
活

ス
ケ
ジ
ュー
ル
が
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
に
な

り
ま
す
。企
業
の
選
考
期
間
も
大
幅
に

短
縮
化
さ
れ
、大
手
も
中
堅
企
業
も
入

り
乱
れ
て
の
短
期
決
戦
に
な
る
。試
験

日
が
重
な
る
企
業
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
反
面
、準
備
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
で
企
業
や
業
界
研
究
に
時
間
を
か

け
ら
れ
ま
す
し
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
企
業
に

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
べ
く
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は「
個
」の
対
応
を
重
視
し
、万

全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
早

め
の
活
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

企
業
の
採
用
活
動

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

企業の採用活動とキャリアセンターのサポート（予定）

4月 5月 6月 7月 8月 9月
3年生 4年生
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●プレエントリー受付スタート（主要就職サイトグランドオープン）

●学部別就職ガイダンス（春）
●インターンシップガイダンス
●就職プレサイト活用ガイダンス

SPI模擬試験（Web受検）

就活対策講座
（身だしなみ・マナー対策／自己PR・志望動機対策／業界・企業研究）

●企業・官公庁セミナー ※ブース形式の合同企業説明会

学内企業セミナー
（随時）

※上記の他、就職活動やインターンシップ、その他進路に関する個別相談を毎日（月～金）受け付けています。

会社説明会
書類選考（エントリーシート・履歴書）
学力・適性検査（筆記・パソコン）

グループディスカッション・面接
内定

●学部別就職ガイダンス（秋）

いつでも学べる就活対策セミナー

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）自己PR対策／志望動機対策
グループディスカッション対策／面接対策

業界・職種研究会 ※教室での業界説明会
（企業・官公庁編／内定者編／OB・OG編）

が
日
常
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
厳
し
い
業
界
。そ
こ
で
自
己

分
析
を
や
り
直
し
て
み
る
と
、困
っ
た
人
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
想
い
に
気

が
つ
い
て
、女
性
が
長
く
、第
一
線
で
活
躍
で
き
る

保
険
業
界
に
軌
道
修
正
し
た
ん
で
す
。

浅
井
　
僕
は
学
生
時
代
、ソ
フ
ト
テ
ニス
部
に
専
念

し
て
い
た
の
で
、正
直
就
活
への
取
り
掛
り
は
遅
か
っ

た
で
す
。リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
厳
し
い
時
代
で
し

た
の
で
、業
界
を
絞
り
込
む
勇
気
も
な
く
、と
に
か

く
多
く
の
企
業
に
ト
ラ
イ
し
、ど
こ
か
で
内
定
を

頂
け
れ
ば
いい
か
な
と
最
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

写真右上から

写真左上から

青木 奈未さん（心理学科4年・内定先／株式会社ジェイアール東海髙島屋）
長尾 直さん（豊田キャリアセンター課長）
浅井 亮二さん（2009年度健康科学科卒・株式会社竹中工務店勤務）
浅井 芳樹さん（名古屋キャリアセンター課長）
山田 千裕さん（2007年度心理学科卒・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社勤務）
野添 陽太さん（競技スポーツ科学科4年・内定先／武田薬品工業株式会社）

（
以
下
、文
中
の
敬
称
略
）

就活を
きちんと
語ろう！



年2回、約200名の文化会員が集まり、交流や会議を行う「リーダーズキャンプ」は
執行部主催の大きなイベント。2泊3日の全日程を仕切る。

舟橋 大裕さん
心理学部心理学科（4年）

熱き志を胸に文化会を牽引する、執行部第60代幹事長。

輝く
中京大生

洞庭 誠治さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

1年生から体育会幹事会に所属。現在、第58代体育会幹事会
幹事長。

輝く
中京大生

　1年生で司会放送部に入り、文化会の一員として過ごしてきまし
たが、2年生の秋、「マジメそうな奴がいる」と先輩の目に留まり、
声を掛けられたのが執行部に入ったきっかけです。
　初年度は総務局長を務め、先輩の推薦で幹事長を引き受ける
ことに。しかしそのプレッシャーたるや、外から見ていたのとでは大
違いでした。そもそも正規の部活動を行っているか、部室が不正
に使用されていないかなど、所属団体の活動を管理し、円滑な活
動をサポートするのが執行部の役割。中には予算の審議も含まれ
ており、団体の活動内容によっては予算ゼロ、という最終決定を
幹事長の僕が下さなければならないこともあります。判断を誤れば、
文化会だけでなく、所属する800人近くの学生に負担を強いてしま
うことを考えると、胃の痛くなる思いでした。
　でも、後輩たちが可愛いんですよね。彼らの部活が存続し、今の
1年生が卒業するまで好きな活動ができるよう、正すべきところは正
しておきたい。文化系ではありますが、僕がしっかり先頭を突っ
走っていかないと、皆もきっと熱くなれないですから。
　大学と学生をつなぐ架け橋として仕事をこなしてきたことで、双
方向の視点を持てるようになりました。まずは相手の気持ちを慮る、
そんなところから新たな視点が芽生えるように思います。次の幹事
長には、そんな考えも一緒にバトンタッチしたいですね。

後輩を思いやる熱い気持ちを原動力に、
文化会の先頭で走りつづける。

　体育会幹事会に入ったのは、部活で「幹事会に入ってほしい」
と言われたから。皆、そうだと思いますが、好きな部活動だけに専念
していたいじゃないですか。仕事もよくわからないし、正直、最初は
嫌々、参加していました。
　そのうちリーダーズキャンプやスポーツ功労賞祝賀会の企画運
営、体育会誌の編集発行と、幹事会の役割がわかるようになっ
て、この組織の面白さに気づきました。
　とくに幹事会の場合、スポーツ振興室と一緒に仕事をする機会
も多く、職員の方々と触れ合うなかで教えられること、学ぶことが本
当にたくさんあるんですね。アメフトや陸上、水泳選手…元アス
リートとして日本を背負った方もいらっしゃいますし、掛けていただ
いた言葉の一つひとつ、どれも宝物のように感じられて全部ノート
に書き留めています。
　とはいえ、僕たち幹事会の方からも声を出していかなくちゃいけ
ない。先日、名古屋キャンパスで開催した「応援プロジェクト」は、
スポーツ振興室に僕らが積極的にアイデアを提案しながらカタチ
にしていったものです。もともと名古屋キャンパスの学生にも体育
会の選手を応援してもらおうと企画したイベントですが、学生を
一つにまとめられるのは、学生の勢いだと思うんですよね。まだまだ
幹事会にしかできないこともあるでしょうし、次の世代のお手本に
なれるよう、もっと情熱を注いでいきたいと思います。

部活動にはない出会いと学びのなかで、
気づいた幹事会の意義。

名古屋キャンパスに学生アスリートが集結した「応援プロジェクト」。洞庭君も裏方を
務めながらステージに登場し、会場を熱く盛り上げた。

就
職
活
動
を
意
識
し
て
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
？

青
木　
私
は
三
年
生
の
春
学
期
で
す
。初
め
て
の

就
職
説
明
会
後
、の
ん
び
り
構
え
て
い
た
ら
、ま
わ

り
の
皆
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
意
欲
的
で
。置
い

て
い
か
れ
な
い
よ
う
、軽
い
気
持
ち
で
一
日
だ
け
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ

だ
！
」と
い
う
会
社
に
め
ぐ
り
逢
え
た
ん
で
す
。偶

然
で
す
が
、縁
あ
って
そ
の
会
社
か
ら
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

野
添
　
僕
は
こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
一
筋
。卒
業
後
も

プ
ロ
の
道
へ
進
む
べ
き
か
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
悩
ん
で
い
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
エ
ン
ト
リ
ー
、

保
護
者
の
方
々
に
は
ど
れ
も

耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
や
就
職
戦
線
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

か
つ
て
の「
就
活
」か
ら
は
、

想
像
も
つ
か
な
い
苦
労
を
乗
り
越
え
、

学
生
は
道
を
切
り
拓
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
か
。

卒
業
生
、内
定
者
の
皆
さ
ん
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
と
も
あ
って
、就
活
を
始
め
た
の
が
三
年
生
の
十

二
月
。や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
ず
、業
種
も
絞
れ

な
い
。四
十
年
、五
十
年
と
働
く
の
に
、そ
れ
を
こ
の

短
期
間
で
決
め
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、た
だ
あ
せ
る
ば

か
り
で…

。結
果
的
に
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、

行
き
た
い
会
社
に
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
に
は
早
め
の
ス
タ
ー
ト
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

目
指
す
業
界
を
ど
う
絞
り
こ
み
ま
し
た
か
？

山
田
　
も
と
も
と
ホ
テ
ル
マ
ン
を
目
指
し
て
、一
年

生
の
頃
か
ら
大
手
外
資
系
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
き
ま
し
た
が
、長
い
目
で
考
え
れ
ば
、女
性

積水ハウス（株）、大成建設（株）、大和ハウス工業（株）、日本ハム（株）、森永製菓（株）、アサヒ飲料（株）、日本たばこ産業（株）、
アイカ工業（株）、タカラスタンダード（株）、クリナップ（株）、大王製紙（株）、小林クリエイト（株）、大日本印刷（株）、新日本法規出版（株）、

笹徳印刷（株）、武田薬品工業（株）、エーザイ（株）、協和発酵キリン（株）、三ツ星ベルト（株）、ＴＯＴＯ（株）、ビューテック（株）、中央可鍛工業（株）、三協立山（株）、ＹＫＫＡＰ（株）、
日本ヒューレット・パッカード（株）、（株）マキタ、オーエスジー（株）、豊和工業（株）、富士通（株）、（株）デンソー、住友電装（株）、トヨタ自動車（株）、スズキ（株）、本田技研工業（株）、
（株）メニコン、日進医療器（株）、（株）スズケン、（株）大塚商会、岡谷鋼機（株）、（株）カナデン、（株）オリバー、宮吉硝子（株）、（株）コメリ、（株）セブン－イレブン・ジャパン、（株）ファ
ミリーマート、青山商事（株）、（株）バロー、（株）アルペン、（株）ゆうちょ銀行、（株）三菱東京ＵＦＪ銀行、（株）三井住友銀行、三菱ＵＦＪニコス（株）、（株）セディナ、岐阜信金、みずほ
証券（株）、ＳＭＢＣフレンド証券（株）、ＳＭＢＣ日興証券（株）、日本生命保険（相）、（株）かんぽ生命保険、明治安田生命保険（相）、（株）大和証券グループ本社、ソフトバンク（株）、
三菱UFJモルガン・スタンレー証券（株）、三井不動産リアルティ（株）、三交不動産（株）、住友不動産販売（株）、東日本旅客鉄道（株）、西日本旅客鉄道（株）、近畿日本鉄道（株）、
全日本空輸（株）、日本航空（株）、（株）住友倉庫、日本トランスシティ（株）、近畿日本ツーリスト（株）、（株）近鉄エクスプレス、（株）エイチ・アイ・エス、（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ、西日
本電信電話（株）、日本郵便（株）、（株）ジェイアール東海ホテルズ、ワタキューセイモア（株）、中部日本放送（株）、ＴＩＳ（株）、（株）インテック、NECソリューションイノベータ（株）、
楽天（株）、綜合警備保障（株）、（株）ミキハウス、（株）日立システムズ、ＣＤＳ（株）、法務省、岡崎市役所、京都府警察本部、豊田市役所、半田市役所、豊橋市役所 など 

内定速報（2014年7月末現在）

キャリア
センター

どこまでも意欲的な学生の
想いに応える

　
今
年
度
は
採
用
状
況
も
非
常
に
良

く
、就
職
率
は
昨
年
度
の
八
二・一
％（
全

国
平
均
六
七・五
％
）を
大
き
く
上
回
る

勢
い
で
伸
び
て
い
ま
す
。会
社
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、企
業
が
い
よ
い
よ
本
気

で
人
材
獲
得
に
取
り
組
み
始
め
た
。エン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
し
っ
か
り
読
み
、学
生

を
絞
り
こ
ん
だ
上
で
面
接
を
三
度
、四

度
と
重
ね
な
が
ら
、「
グ
ロ
ー
バル
人
材
」

「
人
物
重
視
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
生
を

見
極
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
観
点
と
し
て
は
、将
来
性・人
的
対

応
能
力・社
会
人
基
礎
力
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る
人

を
採
用
し
、自
分
た
ち
の
手
で
育
て
て
い

く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
と
思
い
ま
す
。

キャリアセンター　飯田　晃 部長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、

新
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
。

答
え
を
見
つ
け
る
ま
で

ま
っ
す
ぐ
な
目
で

自
分
と
向
き
あ
った
日
々
。

早
期
対
応
で
万
全
の
準
備
を

　
二
〇
一
六
年
卒
業
予
定
者
か
ら
就
活

ス
ケ
ジ
ュー
ル
が
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
に
な

り
ま
す
。企
業
の
選
考
期
間
も
大
幅
に

短
縮
化
さ
れ
、大
手
も
中
堅
企
業
も
入

り
乱
れ
て
の
短
期
決
戦
に
な
る
。試
験

日
が
重
な
る
企
業
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
反
面
、準
備
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
で
企
業
や
業
界
研
究
に
時
間
を
か

け
ら
れ
ま
す
し
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
企
業
に

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
べ
く
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は「
個
」の
対
応
を
重
視
し
、万

全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
早

め
の
活
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

企
業
の
採
用
活
動

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

企業の採用活動とキャリアセンターのサポート（予定）

4月 5月 6月 7月 8月 9月
3年生 4年生
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●プレエントリー受付スタート（主要就職サイトグランドオープン）

●学部別就職ガイダンス（春）
●インターンシップガイダンス
●就職プレサイト活用ガイダンス

SPI模擬試験（Web受検）

就活対策講座
（身だしなみ・マナー対策／自己PR・志望動機対策／業界・企業研究）

●企業・官公庁セミナー ※ブース形式の合同企業説明会

学内企業セミナー
（随時）

※上記の他、就職活動やインターンシップ、その他進路に関する個別相談を毎日（月～金）受け付けています。

会社説明会
書類選考（エントリーシート・履歴書）
学力・適性検査（筆記・パソコン）

グループディスカッション・面接
内定

●学部別就職ガイダンス（秋）

いつでも学べる就活対策セミナー

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）自己PR対策／志望動機対策
グループディスカッション対策／面接対策

業界・職種研究会 ※教室での業界説明会
（企業・官公庁編／内定者編／OB・OG編）

が
日
常
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
厳
し
い
業
界
。そ
こ
で
自
己

分
析
を
や
り
直
し
て
み
る
と
、困
っ
た
人
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
想
い
に
気

が
つ
い
て
、女
性
が
長
く
、第
一
線
で
活
躍
で
き
る

保
険
業
界
に
軌
道
修
正
し
た
ん
で
す
。

浅
井
　
僕
は
学
生
時
代
、ソ
フ
ト
テ
ニス
部
に
専
念

し
て
い
た
の
で
、正
直
就
活
への
取
り
掛
り
は
遅
か
っ

た
で
す
。リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
厳
し
い
時
代
で
し

た
の
で
、業
界
を
絞
り
込
む
勇
気
も
な
く
、と
に
か

く
多
く
の
企
業
に
ト
ラ
イ
し
、ど
こ
か
で
内
定
を

頂
け
れ
ば
いい
か
な
と
最
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

写真右上から

写真左上から

青木 奈未さん（心理学科4年・内定先／株式会社ジェイアール東海髙島屋）
長尾 直さん（豊田キャリアセンター課長）
浅井 亮二さん（2009年度健康科学科卒・株式会社竹中工務店勤務）
浅井 芳樹さん（名古屋キャリアセンター課長）
山田 千裕さん（2007年度心理学科卒・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社勤務）
野添 陽太さん（競技スポーツ科学科4年・内定先／武田薬品工業株式会社）

（
以
下
、文
中
の
敬
称
略
）

就活を
きちんと
語ろう！

中京大学教育後援会長

杉野 邦廣

保
護
者
の
皆
様
の
想
い
を

受
け
止
め
、伝
え
な
が
ら

今
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ

発
揮
す
べ
き
は「
家
族
力
」

教育後援会長
ご挨拶

保護者と大学がともに

学生を見守れるよう、

できる支援を探り続けたい。

一
人
ひ
と
り
の
未
来
へ
。

想
い
を
つ
な
い
で
い
く

ミ
ッ
シ
ョ
ン
。

二
〇
一
四
年
春
、中
京
大
学
は
開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
走
り
始
め
ま
し
た
。

新
生
・
中
京
大
学
へ
、第
二
の
建
学
期
と
し
て

大
き
く
動
き
つ
つ
あ
る
今
、子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
環
境
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

そ
の
先
に
、ど
ん
な
大
学
の
未
来
像
が
あ
る
の
か
。

教
育
後
援
会
報
は
、そ
ん
な
大
学
の

「
い
ま
」と「
こ
れ
か
ら
」を
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、

保
護
者
の
皆
様
に
大
学
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

皆
様
と
と
も
に
、子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
充
実
し
た

学
生
生
活
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
後
援
会
長
ご
挨
拶

学
長
ご
挨
拶

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

中
京
大
学
長
期
計
画「
N
E
X
T
10
」ス
タ
ー
ト
。

建
学
の
精
神
を 

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

留
学
、と
い
う
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

国
際
セ
ン
タ
ー

社
会
人
基
礎
力
養
成
か
ら
難
関
試
験
ま
で
サ
ポ
ー
ト

資
格
セ
ン
タ
ー

ど
こ
ま
で
も
意
欲
的
な
学
生
の
想
い
に
応
え
る

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

就
活
を
き
ち
ん
と
語
ろ
う
！

H
ealth C

are

心
と
体
の
健
康
サ
ポ
ー
ト

良
き
学
び
の
場
へ

中
京
大
学 

F
D
活
動
を
支
え
る

輝
く
中
京
大
生

中
京
大
学
の〝
産
官
学
〞連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

二
〇
一
四
年
度
教
育
懇
談
会
報
告 

第
十
四
回 

教
育
奨
励
賞
授
与
式

施
設
紹
介

部
活
応
援
紹
介
／
成
績
表
の
見
方
／

個
人
情
報
保
護
の
基
本
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中
京
大
学
教
育
後
援
会
は
、教
育
懇
談
会
や
奨
学

金
制
度
、教
育
奨
励
賞
の
授
与
な
ど
、他
大
学
に
先
駆

け
諸
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
の
間
、社
会

構
造
の
急
激
な
変
化
や
少
子
化
の
進
展
を
背
景
に
、

近
年
と
く
に
保
護
者
の
皆
様
の
大
学
に
対
す
る
期
待

の
大
き
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。先
の
教

育
懇
談
会
で
も
ご
両
親
揃
っ
て
参
加
さ
れ
る
姿
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
な
り
、教
育
後
援
会
の
存
在
意
義

を
噛
み
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、中
部
地
区
私
大

ト
ッ
プ
に
進
化・発
展
し
た
本
学
で
す
が
、関
係
各
位

の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
と
、時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
改

革
が
功
を
奏
し
た
結
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。今
年
度

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
将
来
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」も
、グ

ロ
ー
バ
ル
化
、複
雑
化
の
進
む
時
代
の
先
を
見
据
え
、

厳
し
い
経
済
社
会
を
生
き
抜
く
人
材
を
育
成
し
て
く

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
つ
き
ま
し
て
は
、少
子

化
に
よ
る
学
生
数
の
減
少
、あ
る
い
は
地
域
社
会
へ
の

貢
献
と
い
う
視
点
か
ら「
社
会
人
学
生
の
受
入
れ
」に

も
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。さ
ら
に「
国
際
化
の
推

進
」は
、外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
体
制
の
整
備
、英

語
教
育
や
奨
学
金
の
充
実
、国
際
学
生
寮
の
新
設
な

ど
、大
学
の
み
な
ら
ず
、同
窓
会
や
教
育
後
援
会
が
一

体
と
な
っ
て
推
進
す
べ
き
取
り
組
み
で
あ
ろ
う
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、保
護
者
に
と
っ
て
一
番
の
心
配
事
で
あ

る「
就
職
未
決
定
者
に
対
す
る
支
援
」も
教
育
後
援

会
と
し
て
は
早
急
に
検
討
し
た
い
事
項
の
一
つ
。教
育

後
援
会
で
は
今
後
と
も
、学
生
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
ど

ん
な
支
援
が
で
き
る
の
か
。大
学
、そ
し
て
保
護
者
の

方
々
と
の
連
携
を
深
め
、検
討
を
加
え
な
が
ら
前
進

し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
保
護
者
の
皆
様
に
は
、お
子
様
が
自
分
の
目

的
に
向
か
っ
て
邁
進
で
き
る
よ
う
、大
学
の
教
育
方
針

や
支
援
体
制
を
理
解
し
、お
子
様
と
の
会
話
の
機
会

を
少
し
で
も
多
く
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。意
見（
愛
情
）を
交
わ
し
合
い
、陰
な
が
ら
応
援
し

て
欲
し
い
。家
族
が
力
を
合
わ
せ
て
生
き
て
い
く「
家

族
力
」を
発
揮
し
、ど
う
か
し
っ
か
り
と
お
子
様
を
支

え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
で
は
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

中京大学教育後援会長

杉野 邦廣

保
護
者
の
皆
様
の
想
い
を

受
け
止
め
、伝
え
な
が
ら

今
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ

発
揮
す
べ
き
は「
家
族
力
」

教育後援会長
ご挨拶

保護者と大学がともに

学生を見守れるよう、

できる支援を探り続けたい。

一
人
ひ
と
り
の
未
来
へ
。

想
い
を
つ
な
い
で
い
く

ミ
ッ
シ
ョ
ン
。

二
〇
一
四
年
春
、中
京
大
学
は
開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
走
り
始
め
ま
し
た
。

新
生
・
中
京
大
学
へ
、第
二
の
建
学
期
と
し
て

大
き
く
動
き
つ
つ
あ
る
今
、子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
環
境
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

そ
の
先
に
、ど
ん
な
大
学
の
未
来
像
が
あ
る
の
か
。

教
育
後
援
会
報
は
、そ
ん
な
大
学
の

「
い
ま
」と「
こ
れ
か
ら
」を
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、

保
護
者
の
皆
様
に
大
学
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

皆
様
と
と
も
に
、子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
充
実
し
た

学
生
生
活
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
後
援
会
長
ご
挨
拶

学
長
ご
挨
拶

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

中
京
大
学
長
期
計
画「
N
E
X
T
10
」ス
タ
ー
ト
。

建
学
の
精
神
を 

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

留
学
、と
い
う
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

国
際
セ
ン
タ
ー

社
会
人
基
礎
力
養
成
か
ら
難
関
試
験
ま
で
サ
ポ
ー
ト

資
格
セ
ン
タ
ー

ど
こ
ま
で
も
意
欲
的
な
学
生
の
想
い
に
応
え
る

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

就
活
を
き
ち
ん
と
語
ろ
う
！
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へ
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　教育奨励賞の存在は知っていましたが、何かの紹介文で「会員
のご子女の中から成績優秀な学生に」という一文を“女子の中から”
と読み違え、自分には関係ないものと思い込んでいました。大学は
真面目に勉強するところ、と親に言われていましたし、最初の1年目
は純粋に勉強に取り組んだ結果の受賞でした。
　受賞者には表彰状と成績に応じて決められた額の奨励金が与
えられます。僕自身、アルバイトはしていたものの、自活しているこ
ともあって、なかなかお金を貯められないでいましたが、奨励金を
いただいたことで宅建の資格取得にチャレンジできました。
　やはり一度、経験してしまうと欲が出るもので、2年生からは教
育奨励賞を目標に頑張りました。大学図書館が閉まるまで勉強し、
その後コンビニの夜勤が午後10時から午前2時まで、土日は朝6
時までという日もありましたが、2年生の成績（GPA）はオールS。
結局、資格への挑戦を通して勉強の習慣が身についたこと、一緒
に学ぶ仲間を得たことが大きかったと思います。
　奨励金のおかげで少し余裕もでき、3年生の春休みにはカンボ
ジアを訪ねました。貧困にあえぐ国をイメージしていましたが、星空
は感動的に美しく、誰もが笑顔で挨拶してくれる。視野が広がる
思いでした。奨励賞をいただいたことがきっかけで、いろいろなこと
に意欲的に取り組めるようになれたと感謝しています。

教育奨励賞がなければ、やりたいこと
一つ、できなかったかもしれない。

1年次、2年次、3年次の成績が毎年合算され、上位者が選ばれる賞だけに、
3年連続受賞は、いかに努力を積み重ねてきたか、その証し。

輝く
中京大生

青木 耀平さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

教育後援会「教育奨励賞」を3年連続トップ受賞。

輝く
中京大生

寺本 明日香さん
スポーツ科学部競技スポーツ科学科（1年）

ロンドン五輪・体操女子で個人総合11位に輝いた日本のエース。

　私が所属する体操クラブ（レジックスポーツ）のコーチ、坂本周
次先生も中京大学の卒業生。その先生が体操競技部女子の監
督ということもあり、また名古屋で引き続きご指導いただきたくて、
今春、中京大学に進学しました。
　いつも朝7時頃には大学へ。3限まで授業を受け、午後5時から
夜10時過ぎまで、体操部の拠点でもあるレジックスポーツで毎日
練習しています。たまに体調がすぐれず、休みたくなる日もありますが、
足が勝手に体育館に向いてしまいます。
　ロンドン五輪では、試合に出ることだけに集中していましたので、
日の丸を背負うプレッシャーのようなものは無かったです。たしかに
会場内はものすごい歓声に沸いていましたが、「何だか騒々しい
なあ」と思ったぐらい（笑）。大会後に振り返り、初めてオリンピック
という舞台の大きさに気づきました。
　世界戦もそうですが、日本代表を決める選考会の方が私はずっと
緊張しますし、そこを乗り越えられたら、あとは「もう、やるしかない！」
そんな気持ちで世界の壁に挑んでいます。
　リオ五輪は2年後。まず
はその前の世界選手権
で、団体8位以内に入る
ことが五輪出場の条件で
す。勉強も、自分自身の
夢にも自由に挑戦できる
のが大学生の特権！中
京大学の充実した練習
環境をフル活用しながら、
高難度の技の完成度を
磨いていきたいですね。

恵まれた環境と時間を有効活用しながら、
リオ五輪への切符をめざす。

最近、親のサポートにどれほど
助けられてきたか気がついた。
「いつも感謝の気持ちを忘れずこ
れからも頑張りたい」と寺本さん。

年2回、約200名の文化会員が集まり、交流や会議を行う「リーダーズキャンプ」は
執行部主催の大きなイベント。2泊3日の全日程を仕切る。

舟橋 大裕さん
心理学部心理学科（4年）

熱き志を胸に文化会を牽引する、執行部第60代幹事長。

輝く
中京大生

洞庭 誠治さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

1年生から体育会幹事会に所属。現在、第58代体育会幹事会
幹事長。

輝く
中京大生

　1年生で司会放送部に入り、文化会の一員として過ごしてきまし
たが、2年生の秋、「マジメそうな奴がいる」と先輩の目に留まり、
声を掛けられたのが執行部に入ったきっかけです。
　初年度は総務局長を務め、先輩の推薦で幹事長を引き受ける
ことに。しかしそのプレッシャーたるや、外から見ていたのとでは大
違いでした。そもそも正規の部活動を行っているか、部室が不正
に使用されていないかなど、所属団体の活動を管理し、円滑な活
動をサポートするのが執行部の役割。中には予算の審議も含まれ
ており、団体の活動内容によっては予算ゼロ、という最終決定を
幹事長の僕が下さなければならないこともあります。判断を誤れば、
文化会だけでなく、所属する800人近くの学生に負担を強いてしま
うことを考えると、胃の痛くなる思いでした。
　でも、後輩たちが可愛いんですよね。彼らの部活が存続し、今の
1年生が卒業するまで好きな活動ができるよう、正すべきところは正
しておきたい。文化系ではありますが、僕がしっかり先頭を突っ
走っていかないと、皆もきっと熱くなれないですから。
　大学と学生をつなぐ架け橋として仕事をこなしてきたことで、双
方向の視点を持てるようになりました。まずは相手の気持ちを慮る、
そんなところから新たな視点が芽生えるように思います。次の幹事
長には、そんな考えも一緒にバトンタッチしたいですね。

後輩を思いやる熱い気持ちを原動力に、
文化会の先頭で走りつづける。

　体育会幹事会に入ったのは、部活で「幹事会に入ってほしい」
と言われたから。皆、そうだと思いますが、好きな部活動だけに専念
していたいじゃないですか。仕事もよくわからないし、正直、最初は
嫌々、参加していました。
　そのうちリーダーズキャンプやスポーツ功労賞祝賀会の企画運
営、体育会誌の編集発行と、幹事会の役割がわかるようになっ
て、この組織の面白さに気づきました。
　とくに幹事会の場合、スポーツ振興室と一緒に仕事をする機会
も多く、職員の方々と触れ合うなかで教えられること、学ぶことが本
当にたくさんあるんですね。アメフトや陸上、水泳選手…元アス
リートとして日本を背負った方もいらっしゃいますし、掛けていただ
いた言葉の一つひとつ、どれも宝物のように感じられて全部ノート
に書き留めています。
　とはいえ、僕たち幹事会の方からも声を出していかなくちゃいけ
ない。先日、名古屋キャンパスで開催した「応援プロジェクト」は、
スポーツ振興室に僕らが積極的にアイデアを提案しながらカタチ
にしていったものです。もともと名古屋キャンパスの学生にも体育
会の選手を応援してもらおうと企画したイベントですが、学生を
一つにまとめられるのは、学生の勢いだと思うんですよね。まだまだ
幹事会にしかできないこともあるでしょうし、次の世代のお手本に
なれるよう、もっと情熱を注いでいきたいと思います。

部活動にはない出会いと学びのなかで、
気づいた幹事会の意義。

名古屋キャンパスに学生アスリートが集結した「応援プロジェクト」。洞庭君も裏方を
務めながらステージに登場し、会場を熱く盛り上げた。

大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、

仕
事
の
苦
労
も
歓
び
に
な
る
。

自
分
が
ど
れ
ほ
ど
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。

浮
か
ん
だ
、「
感
謝
」の
二
文
字
。

就
活
で
も
っ
と
も
苦
労
し
た
こ
と
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
は
？

浅
井　
結
局
、プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
が
百
五
十
社
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
た
の
が
約
七
十
社

で
、そ
の
半
分
が
手
書
き
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、体
力
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

野
添
　
僕
は
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
、十
五

社
で
も
相
当
つ
ら
か
っ
た（
笑
）。で
も
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
　
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
そ
う
で
し
た
が
、面

接
練
習
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
何

度
も
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て…

。ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
た
ら
絶
対
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
、

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
存
在
で
し
た
ね
。

浅
井
　
逆
に
、僕
は
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
も
面
接

で
も
、最
初
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
教
わ
っ
た
こ

と
を
た
だ
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
。自
分
の
就
職

活
動
な
の
に
、人
任
せ
に
な
って
い
ま
し
た
。取
り

掛
り
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、失
敗
す
る
こ
と
が
怖

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。〝
自
分
〞を
出
す
こ
と

も
忘
れ
、振
り
返
る
と
、た
だ「
就
活
」の
ま
ね
ご

と
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。企
業
の
説

明
会
を
受
け
に
東
京
や
大
阪
を
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
が
、気
付
け
ば
卒
業
旅
行
の
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
も
消
え
て
い
き
、お
ま
け

に
内
定
も
取
れ
な
い
。「
俺
は
いっ
た
い
何
を
や
って

ん
だ
ろ
う
」と
恥
ず
か
し
な
が
ら
、電
車
の
中
で

一
人
、泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

浅
井
課
長
　
周
り
が
決
ま
っ
て
い
く
焦
り
と
、ど

う
し
て
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
内
定
が
貰

え
な
い
の
か
、そ
ん
な
悔
し
さ
で
す
よ
ね
。い
つ
頃

が
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
？

浅
井
　
選
考
が
進
ん
で
く
る
二
月
中
旬
頃
で
す

ね
。そ
の
後
、自
分
が
本
当
に
就
き
た
い
仕
事
は

何
か
。自
己
分
析・業
界
研
究
を
き
ち
ん
と
や
り

直
し
、一
社
一
社〝
自
分
〞の
言
葉
で
、気
持
ち
を

込
め
て
臨
む
よ
う
に
な
って
、初
め
て
内
定
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
役
立
っ
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
は
何
で
す
か
？

長
尾
課
長　
山
田
さ
ん
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
し
て

いっ
た
印
象
が
あ
る
け
れ
ど
。

山
田
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
関
し
て
は
比
較
的

そ
う
で
す
が
、私
は
業
界
を
絞
り
こ
み
過
ぎ
て
し

ま
って
、「
全
滅
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う

焦
り
が
実
は
強
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
当
時
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
い

う
講
座
で
、お
じ
ぎ
や
戸
の
開
け
閉
め
な
ど
の
立

ち
居
振
る
舞
い
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
、自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
添
　「
いつ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」と
い
う
就
職

対
策
講
座
で
、自
分
の
面
接
風
景
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ

て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、我
な
が
ら
態
度
が

悪
く
て…

こ
ん
な
学
生
、採
り
た
く
な
い
な
あ
って

反
省
し
ま
し
た（
笑
）。そ
の
後
、自
分
の
姿
を
見

て
、面
接
本
番
に
向
け
て
修
正
し
て
い
き
ま
し
た
。

浅
井
　
企
業・官
公
庁
セ
ミ
ナ
ー
は
凄
い
規
模
で

し
た
ね
。

山
田
　
大
手
の
企
業
が
足
を
運
ば
ず
と
も
大
学

ま
で
来
て
く
れ
る
。そ
う
い
う
企
業
を
呼
び
寄
せ

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の
腕
が
ス
ゴ
イ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
に
手
厚
い
な
ら
中
京
大
学
に
入
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
他
大
学
の
友
人
も
い
ま
し
た
。

長
尾
課
長
　
業
界・職
種
研
究
会
と
企
業・官
公

庁
セ
ミ
ナ
ー
を
合
わ
せ
て
四
〇
〇
社
前
後
か
な
。

た
ぶ
ん
他
大
学
さ
ん
と
比
べ
て
も
最
大
級
の
規
模

じ
ゃ
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

浅
井
課
長
　
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

保
護
者
の
方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

青
木　
岐
阜
県
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す
が
、家
か

ら
駅
ま
で
は
バ
ス
で
四
十
分
。就
活
は
移
動
も
多

く
、冬
は
寒
い
で
す
し
、体
力
的
に
つ
ら
か
っ
た
の

で
す
が
、母
が
察
知
し
て
く
れ
、駅
ま
で
毎
日
送

迎
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
し
た
の
で
、よ
く
電

話
で
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。親
と
し
て
は

私
の
選
択
に
意
見
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
安
心
感
を
与
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
添
　
ス
ー
ツ
代
や
交
通
費
、生
活
費
も
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
休
ん
で
就
活
に
集

中
で
き
ま
し
た
し
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

浅
井
　
僕
は
一
切
、両
親
に
就
活
の
話
は
し
て
い

な
い
で
す
ね
。そ
れ
ま
で
の
人
生
で
相
当
な
苦
労

を
か
け
て
き
た
の
で
、「
こ
う
い
う
会
社
に
内
定
を

貰
い
ま
し
た
」と
き
ち
ん
と
報
告
す
る
こ
と
が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。就
活
だ
け
は
親
に
甘

え
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。流
石
に
親
も

心
配
し
て
か
、一
度
だ
け「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？
」と
訊
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

時
も
、「
適
当
に
や
っ
て
る
よ
」と
答
え
て
お
し
ま

い
。で
も
何
気
な
い
そ
の
一
言
が
よ
り
一
層
や
る
気

を
掻
き
立
て
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、こ
れ
か
ら
就
活
に 

臨
む
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田　
受
験
勉
強
は
大
学
四
年
間
の
た
め
、就

職
活
動
は
そ
の
後
、何
十
年
と
い
う
人
生
の
た

め
、と
考
え
る
と
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
就
職
活
動
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。社
会
人
に

な
って
み
る
と
、こ
ん
な
に
責
任
の
あ
る
仕
事
に
就

か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。で
も
学
生
時
代
、あ
れ
ほ
ど
な
り
た
か
っ
た

仕
事
に
就
い
て
い
る
。そ
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、就
職
活
動
を
頑
張
っ
た
お
か
げ
。そ
ん
な
ふ

う
に
思
え
る
仕
事
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

浅
井
　
今
の
世
の
中
、生
き
方
は
様
々
で
す
が
、

就
活
に
臨
む
と
決
め
た
後
輩
に
は
、一
生
に
一
回

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
納
得
い
く
ま
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
へ
ひ
と
こ
と

浅
井
課
長　
今
の
学
生
が
ど
れ
ほ
ど
悩
み
、時
に

は
泣
き
な
が
ら
就
活
を
乗
り
越
え
て
い
る
か
。そ

の
現
実
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、親
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
考

え
方
、行
動
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、社
会
人
と

の
接
点
を
作
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

長
尾
課
長
　
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
活
用
で
き
る
と
、考
え
を
整
理
し
や
す
く
、う

ま
く
レ
ー
ル
に
乗
れ
る
気
が
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
子

様
に
は
、当
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就活をきちんと語ろう！

就
職
活
動
を
意
識
し
て
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
？

青
木　
私
は
三
年
生
の
春
学
期
で
す
。初
め
て
の

就
職
説
明
会
後
、の
ん
び
り
構
え
て
い
た
ら
、ま
わ

り
の
皆
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
意
欲
的
で
。置
い

て
い
か
れ
な
い
よ
う
、軽
い
気
持
ち
で
一
日
だ
け
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ

だ
！
」と
い
う
会
社
に
め
ぐ
り
逢
え
た
ん
で
す
。偶

然
で
す
が
、縁
あ
って
そ
の
会
社
か
ら
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

野
添
　
僕
は
こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
一
筋
。卒
業
後
も

プ
ロ
の
道
へ
進
む
べ
き
か
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
悩
ん
で
い
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
エ
ン
ト
リ
ー
、

保
護
者
の
方
々
に
は
ど
れ
も

耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
や
就
職
戦
線
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

か
つ
て
の「
就
活
」か
ら
は
、

想
像
も
つ
か
な
い
苦
労
を
乗
り
越
え
、

学
生
は
道
を
切
り
拓
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
か
。

卒
業
生
、内
定
者
の
皆
さ
ん
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
と
も
あ
って
、就
活
を
始
め
た
の
が
三
年
生
の
十

二
月
。や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
ず
、業
種
も
絞
れ

な
い
。四
十
年
、五
十
年
と
働
く
の
に
、そ
れ
を
こ
の

短
期
間
で
決
め
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、た
だ
あ
せ
る
ば

か
り
で…

。結
果
的
に
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、

行
き
た
い
会
社
に
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
に
は
早
め
の
ス
タ
ー
ト
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

目
指
す
業
界
を
ど
う
絞
り
こ
み
ま
し
た
か
？

山
田
　
も
と
も
と
ホ
テ
ル
マ
ン
を
目
指
し
て
、一
年

生
の
頃
か
ら
大
手
外
資
系
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
き
ま
し
た
が
、長
い
目
で
考
え
れ
ば
、女
性
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全日本空輸（株）、日本航空（株）、（株）住友倉庫、日本トランスシティ（株）、近畿日本ツーリスト（株）、（株）近鉄エクスプレス、（株）エイチ・アイ・エス、（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ、西日
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キャリア
センター

どこまでも意欲的な学生の
想いに応える

　
今
年
度
は
採
用
状
況
も
非
常
に
良

く
、就
職
率
は
昨
年
度
の
八
二・一
％（
全

国
平
均
六
七・五
％
）を
大
き
く
上
回
る

勢
い
で
伸
び
て
い
ま
す
。会
社
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、企
業
が
い
よ
い
よ
本
気

で
人
材
獲
得
に
取
り
組
み
始
め
た
。エン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
し
っ
か
り
読
み
、学
生

を
絞
り
こ
ん
だ
上
で
面
接
を
三
度
、四

度
と
重
ね
な
が
ら
、「
グ
ロ
ー
バル
人
材
」

「
人
物
重
視
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
生
を

見
極
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
観
点
と
し
て
は
、将
来
性・人
的
対

応
能
力・社
会
人
基
礎
力
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る
人

を
採
用
し
、自
分
た
ち
の
手
で
育
て
て
い

く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
と
思
い
ま
す
。

キャリアセンター　飯田　晃 部長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、

新
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
。

答
え
を
見
つ
け
る
ま
で

ま
っ
す
ぐ
な
目
で

自
分
と
向
き
あ
った
日
々
。

早
期
対
応
で
万
全
の
準
備
を

　
二
〇
一
六
年
卒
業
予
定
者
か
ら
就
活

ス
ケ
ジ
ュー
ル
が
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
に
な

り
ま
す
。企
業
の
選
考
期
間
も
大
幅
に

短
縮
化
さ
れ
、大
手
も
中
堅
企
業
も
入

り
乱
れ
て
の
短
期
決
戦
に
な
る
。試
験

日
が
重
な
る
企
業
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
反
面
、準
備
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
で
企
業
や
業
界
研
究
に
時
間
を
か

け
ら
れ
ま
す
し
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
企
業
に

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
べ
く
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は「
個
」の
対
応
を
重
視
し
、万

全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
早

め
の
活
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

企
業
の
採
用
活
動

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

企業の採用活動とキャリアセンターのサポート（予定）

4月 5月 6月 7月 8月 9月
3年生 4年生
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●プレエントリー受付スタート（主要就職サイトグランドオープン）

●学部別就職ガイダンス（春）
●インターンシップガイダンス
●就職プレサイト活用ガイダンス

SPI模擬試験（Web受検）

就活対策講座
（身だしなみ・マナー対策／自己PR・志望動機対策／業界・企業研究）

●企業・官公庁セミナー ※ブース形式の合同企業説明会

学内企業セミナー
（随時）

※上記の他、就職活動やインターンシップ、その他進路に関する個別相談を毎日（月～金）受け付けています。

会社説明会
書類選考（エントリーシート・履歴書）
学力・適性検査（筆記・パソコン）

グループディスカッション・面接
内定

●学部別就職ガイダンス（秋）

いつでも学べる就活対策セミナー

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）自己PR対策／志望動機対策
グループディスカッション対策／面接対策

業界・職種研究会 ※教室での業界説明会
（企業・官公庁編／内定者編／OB・OG編）

が
日
常
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
厳
し
い
業
界
。そ
こ
で
自
己

分
析
を
や
り
直
し
て
み
る
と
、困
っ
た
人
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
想
い
に
気

が
つ
い
て
、女
性
が
長
く
、第
一
線
で
活
躍
で
き
る

保
険
業
界
に
軌
道
修
正
し
た
ん
で
す
。

浅
井
　
僕
は
学
生
時
代
、ソ
フ
ト
テ
ニス
部
に
専
念

し
て
い
た
の
で
、正
直
就
活
への
取
り
掛
り
は
遅
か
っ

た
で
す
。リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
厳
し
い
時
代
で
し

た
の
で
、業
界
を
絞
り
込
む
勇
気
も
な
く
、と
に
か

く
多
く
の
企
業
に
ト
ラ
イ
し
、ど
こ
か
で
内
定
を

頂
け
れ
ば
いい
か
な
と
最
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

写真右上から

写真左上から

青木 奈未さん（心理学科4年・内定先／株式会社ジェイアール東海髙島屋）
長尾 直さん（豊田キャリアセンター課長）
浅井 亮二さん（2009年度健康科学科卒・株式会社竹中工務店勤務）
浅井 芳樹さん（名古屋キャリアセンター課長）
山田 千裕さん（2007年度心理学科卒・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社勤務）
野添 陽太さん（競技スポーツ科学科4年・内定先／武田薬品工業株式会社）

（
以
下
、文
中
の
敬
称
略
）

就活を
きちんと
語ろう！

梅
村
学
園
理
事
長

梅
村 

清
英

これから先の10年も、

保護者の皆様とともに歩む

中京大学でありたい。

　
中
京
大
学
は
今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、さ
ら

な
る
発
展
を
図
る
た
め
、長
期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、教
育
、研
究
、国
際

化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連
携
を
五
つ
の
骨
子
と
し
て
い

ま
す
が
、大
学
の
使
命
は
、有
為
の
人
材
を
育
て（
教
育
）、

社
会
に
送
り
出
す（
国
際
化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連

携
）こ
と
で
あ
り
、研
究
成
果（
研
究
）を
社
会
に
公
開
し

（
社
会
連
携
、国
際
化
）活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
実
現
に
は
、大
学
が
自
ら
の
教
育
方
針
や
研
究

方
針
を
立
て
、ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
、ど
う
社
会
に

貢
献
し
て
い
く
か
、を
明
示
し
て
い
く
こ
と
、そ
れ
を
学

生
及
び
保
護
者
の
方
々
に
理
解
、咀
嚼
い
た
だ
く
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

　
幸
い
、本
学
は
早
い
時
期
か
ら
保
護
者
対
象
の
教
育

懇
談
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。開
学
よ
り
六
十
年
の

歩
み
は
、す
な
わ
ち
学
生
、保
護
者
、社
会
と
の
連
携
の

歴
史
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
って
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
一
研

究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
と
本
学
は
学
部
学
科
を

新
設
あ
る
い
は
分
離
独
立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。こ
の
姿

勢
が
社
会
や
保
護
者
の
方
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、学
生

も
自
ら
の
学
修
領
域
で
励
み
、中
京
の
名
を
高
め
て
く

れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
の
時
々
に
保
護
者
の
方
々
、教
育
後
援
会
の

会
員
の
皆
様
か
ら
、温
か
い
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
及
び
学
生
へ
の
叱
咤
激
励
が
、ど
れ
ほ
ど
我
々
を

発
奮
さ
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。教
育
環
境
へ
の
ご
援
助

が
、ど
れ
ほ
ど
学
修
意
欲
を
高
め
た
で
し
ょ
う
か
。感
謝

の
限
り
で
す
。

　
今
、少
子
化
と
国
際
化
の
進
展
で
、日
本
は
グ
ロ
ー
バル

な
競
争
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
核
と
な
る
の
は

人
材
を
輩
出
す
る
大
学
で
す
。

　
中
京
大
学
で
は
、各
種
留
学
制
度
を
備
え
、学
生
が

グ
ロ
ー
バル
に
羽
ば
た
く
よ
う
応
援
す
る
一
方
、情
報
理

工
学
部
の
工
学
部
への
改
組
、文
学
部
への
歴
史
文
化
学

科
の
新
設
、国
際
英
語
学
部
の
三
専
攻
化
、さ
ら
に
は
来

年
、現
代
社
会
学
部
の
四
専
攻
化
を
予
定
す
る
な
ど
、

不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
は
保
護
者
の
方
々
の
理
解
と
応
援
あ
っ
て
の

こ
と
。「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
下
、保
護
者
の
方
々
に
一
層
信

頼
さ
れ
、学
生
の
学
修
意
欲
を
高
め
る
た
め〝
あ
く
な

き
挑
戦
〞を
今
後
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。ご
理
解
と

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
、学
生
、保
護
者
、

三
者
一
体
と
な
っ
た
連
携
の
中
で

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に

胸
を
張
れ
る
人
材
を
送
り
出
す
た
め
に

中京大学学長

北川 薫

学長ご挨拶
建
学
の
精
神
を

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

中
京
大
学
長
期
計
画
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」ス
タ
ー
ト
。

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

商
科
の
単
科
大
学
か
ら
、十
一
学
部
十
一
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

中
京
大
学
は
六
十
年
と
い
う
歩
み
の
中
で
改
革
の
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

飛
躍
的
な
進
化・発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。そ
し
て
今
、「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」と
い
う

新
た
な
旗
印
の
下
、中
京
大
学
は
ど
ん
な
改
革
に
挑
み
、ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

そ
の
舵
を
取
る
、梅
村
清
英
理
事
長
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Pro f i l e梅村 清英
1969年生まれ。1990年度経済学部卒、
1995年度経済学研究科博士単位取得。
博士（経済学）。経済学部教授、大学院
研究科長を経て現在に至る。



　教育奨励賞の存在は知っていましたが、何かの紹介文で「会員
のご子女の中から成績優秀な学生に」という一文を“女子の中から”
と読み違え、自分には関係ないものと思い込んでいました。大学は
真面目に勉強するところ、と親に言われていましたし、最初の1年目
は純粋に勉強に取り組んだ結果の受賞でした。
　受賞者には表彰状と成績に応じて決められた額の奨励金が与
えられます。僕自身、アルバイトはしていたものの、自活しているこ
ともあって、なかなかお金を貯められないでいましたが、奨励金を
いただいたことで宅建の資格取得にチャレンジできました。
　やはり一度、経験してしまうと欲が出るもので、2年生からは教
育奨励賞を目標に頑張りました。大学図書館が閉まるまで勉強し、
その後コンビニの夜勤が午後10時から午前2時まで、土日は朝6
時までという日もありましたが、2年生の成績（GPA）はオールS。
結局、資格への挑戦を通して勉強の習慣が身についたこと、一緒
に学ぶ仲間を得たことが大きかったと思います。
　奨励金のおかげで少し余裕もでき、3年生の春休みにはカンボ
ジアを訪ねました。貧困にあえぐ国をイメージしていましたが、星空
は感動的に美しく、誰もが笑顔で挨拶してくれる。視野が広がる
思いでした。奨励賞をいただいたことがきっかけで、いろいろなこと
に意欲的に取り組めるようになれたと感謝しています。

教育奨励賞がなければ、やりたいこと
一つ、できなかったかもしれない。

1年次、2年次、3年次の成績が毎年合算され、上位者が選ばれる賞だけに、
3年連続受賞は、いかに努力を積み重ねてきたか、その証し。

輝く
中京大生

青木 耀平さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

教育後援会「教育奨励賞」を3年連続トップ受賞。

輝く
中京大生

寺本 明日香さん
スポーツ科学部競技スポーツ科学科（1年）

ロンドン五輪・体操女子で個人総合11位に輝いた日本のエース。

　私が所属する体操クラブ（レジックスポーツ）のコーチ、坂本周
次先生も中京大学の卒業生。その先生が体操競技部女子の監
督ということもあり、また名古屋で引き続きご指導いただきたくて、
今春、中京大学に進学しました。
　いつも朝7時頃には大学へ。3限まで授業を受け、午後5時から
夜10時過ぎまで、体操部の拠点でもあるレジックスポーツで毎日
練習しています。たまに体調がすぐれず、休みたくなる日もありますが、
足が勝手に体育館に向いてしまいます。
　ロンドン五輪では、試合に出ることだけに集中していましたので、
日の丸を背負うプレッシャーのようなものは無かったです。たしかに
会場内はものすごい歓声に沸いていましたが、「何だか騒々しい
なあ」と思ったぐらい（笑）。大会後に振り返り、初めてオリンピック
という舞台の大きさに気づきました。
　世界戦もそうですが、日本代表を決める選考会の方が私はずっと
緊張しますし、そこを乗り越えられたら、あとは「もう、やるしかない！」
そんな気持ちで世界の壁に挑んでいます。
　リオ五輪は2年後。まず
はその前の世界選手権
で、団体8位以内に入る
ことが五輪出場の条件で
す。勉強も、自分自身の
夢にも自由に挑戦できる
のが大学生の特権！中
京大学の充実した練習
環境をフル活用しながら、
高難度の技の完成度を
磨いていきたいですね。

恵まれた環境と時間を有効活用しながら、
リオ五輪への切符をめざす。

最近、親のサポートにどれほど
助けられてきたか気がついた。
「いつも感謝の気持ちを忘れずこ
れからも頑張りたい」と寺本さん。

年2回、約200名の文化会員が集まり、交流や会議を行う「リーダーズキャンプ」は
執行部主催の大きなイベント。2泊3日の全日程を仕切る。

舟橋 大裕さん
心理学部心理学科（4年）

熱き志を胸に文化会を牽引する、執行部第60代幹事長。

輝く
中京大生

洞庭 誠治さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

1年生から体育会幹事会に所属。現在、第58代体育会幹事会
幹事長。

輝く
中京大生

　1年生で司会放送部に入り、文化会の一員として過ごしてきまし
たが、2年生の秋、「マジメそうな奴がいる」と先輩の目に留まり、
声を掛けられたのが執行部に入ったきっかけです。
　初年度は総務局長を務め、先輩の推薦で幹事長を引き受ける
ことに。しかしそのプレッシャーたるや、外から見ていたのとでは大
違いでした。そもそも正規の部活動を行っているか、部室が不正
に使用されていないかなど、所属団体の活動を管理し、円滑な活
動をサポートするのが執行部の役割。中には予算の審議も含まれ
ており、団体の活動内容によっては予算ゼロ、という最終決定を
幹事長の僕が下さなければならないこともあります。判断を誤れば、
文化会だけでなく、所属する800人近くの学生に負担を強いてしま
うことを考えると、胃の痛くなる思いでした。
　でも、後輩たちが可愛いんですよね。彼らの部活が存続し、今の
1年生が卒業するまで好きな活動ができるよう、正すべきところは正
しておきたい。文化系ではありますが、僕がしっかり先頭を突っ
走っていかないと、皆もきっと熱くなれないですから。
　大学と学生をつなぐ架け橋として仕事をこなしてきたことで、双
方向の視点を持てるようになりました。まずは相手の気持ちを慮る、
そんなところから新たな視点が芽生えるように思います。次の幹事
長には、そんな考えも一緒にバトンタッチしたいですね。

後輩を思いやる熱い気持ちを原動力に、
文化会の先頭で走りつづける。

　体育会幹事会に入ったのは、部活で「幹事会に入ってほしい」
と言われたから。皆、そうだと思いますが、好きな部活動だけに専念
していたいじゃないですか。仕事もよくわからないし、正直、最初は
嫌々、参加していました。
　そのうちリーダーズキャンプやスポーツ功労賞祝賀会の企画運
営、体育会誌の編集発行と、幹事会の役割がわかるようになっ
て、この組織の面白さに気づきました。
　とくに幹事会の場合、スポーツ振興室と一緒に仕事をする機会
も多く、職員の方々と触れ合うなかで教えられること、学ぶことが本
当にたくさんあるんですね。アメフトや陸上、水泳選手…元アス
リートとして日本を背負った方もいらっしゃいますし、掛けていただ
いた言葉の一つひとつ、どれも宝物のように感じられて全部ノート
に書き留めています。
　とはいえ、僕たち幹事会の方からも声を出していかなくちゃいけ
ない。先日、名古屋キャンパスで開催した「応援プロジェクト」は、
スポーツ振興室に僕らが積極的にアイデアを提案しながらカタチ
にしていったものです。もともと名古屋キャンパスの学生にも体育
会の選手を応援してもらおうと企画したイベントですが、学生を
一つにまとめられるのは、学生の勢いだと思うんですよね。まだまだ
幹事会にしかできないこともあるでしょうし、次の世代のお手本に
なれるよう、もっと情熱を注いでいきたいと思います。

部活動にはない出会いと学びのなかで、
気づいた幹事会の意義。

名古屋キャンパスに学生アスリートが集結した「応援プロジェクト」。洞庭君も裏方を
務めながらステージに登場し、会場を熱く盛り上げた。

大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、

仕
事
の
苦
労
も
歓
び
に
な
る
。

自
分
が
ど
れ
ほ
ど
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。

浮
か
ん
だ
、「
感
謝
」の
二
文
字
。

就
活
で
も
っ
と
も
苦
労
し
た
こ
と
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
は
？

浅
井　
結
局
、プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
が
百
五
十
社
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
た
の
が
約
七
十
社

で
、そ
の
半
分
が
手
書
き
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、体
力
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

野
添
　
僕
は
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
、十
五

社
で
も
相
当
つ
ら
か
っ
た（
笑
）。で
も
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
　
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
そ
う
で
し
た
が
、面

接
練
習
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
何

度
も
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て…

。ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
た
ら
絶
対
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
、

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
存
在
で
し
た
ね
。

浅
井
　
逆
に
、僕
は
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
も
面
接

で
も
、最
初
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
教
わ
っ
た
こ

と
を
た
だ
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
。自
分
の
就
職

活
動
な
の
に
、人
任
せ
に
な
って
い
ま
し
た
。取
り

掛
り
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、失
敗
す
る
こ
と
が
怖

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。〝
自
分
〞を
出
す
こ
と

も
忘
れ
、振
り
返
る
と
、た
だ「
就
活
」の
ま
ね
ご

と
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。企
業
の
説

明
会
を
受
け
に
東
京
や
大
阪
を
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
が
、気
付
け
ば
卒
業
旅
行
の
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
も
消
え
て
い
き
、お
ま
け

に
内
定
も
取
れ
な
い
。「
俺
は
いっ
た
い
何
を
や
って

ん
だ
ろ
う
」と
恥
ず
か
し
な
が
ら
、電
車
の
中
で

一
人
、泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

浅
井
課
長
　
周
り
が
決
ま
っ
て
い
く
焦
り
と
、ど

う
し
て
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
内
定
が
貰

え
な
い
の
か
、そ
ん
な
悔
し
さ
で
す
よ
ね
。い
つ
頃

が
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
？

浅
井
　
選
考
が
進
ん
で
く
る
二
月
中
旬
頃
で
す

ね
。そ
の
後
、自
分
が
本
当
に
就
き
た
い
仕
事
は

何
か
。自
己
分
析・業
界
研
究
を
き
ち
ん
と
や
り

直
し
、一
社
一
社〝
自
分
〞の
言
葉
で
、気
持
ち
を

込
め
て
臨
む
よ
う
に
な
って
、初
め
て
内
定
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
役
立
っ
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
は
何
で
す
か
？

長
尾
課
長　
山
田
さ
ん
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
し
て

いっ
た
印
象
が
あ
る
け
れ
ど
。

山
田
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
関
し
て
は
比
較
的

そ
う
で
す
が
、私
は
業
界
を
絞
り
こ
み
過
ぎ
て
し

ま
って
、「
全
滅
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う

焦
り
が
実
は
強
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
当
時
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
い

う
講
座
で
、お
じ
ぎ
や
戸
の
開
け
閉
め
な
ど
の
立

ち
居
振
る
舞
い
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
、自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
添
　「
いつ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」と
い
う
就
職

対
策
講
座
で
、自
分
の
面
接
風
景
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ

て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、我
な
が
ら
態
度
が

悪
く
て…

こ
ん
な
学
生
、採
り
た
く
な
い
な
あ
って

反
省
し
ま
し
た（
笑
）。そ
の
後
、自
分
の
姿
を
見

て
、面
接
本
番
に
向
け
て
修
正
し
て
い
き
ま
し
た
。

浅
井
　
企
業・官
公
庁
セ
ミ
ナ
ー
は
凄
い
規
模
で

し
た
ね
。

山
田
　
大
手
の
企
業
が
足
を
運
ば
ず
と
も
大
学

ま
で
来
て
く
れ
る
。そ
う
い
う
企
業
を
呼
び
寄
せ

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の
腕
が
ス
ゴ
イ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
に
手
厚
い
な
ら
中
京
大
学
に
入
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
他
大
学
の
友
人
も
い
ま
し
た
。

長
尾
課
長
　
業
界・職
種
研
究
会
と
企
業・官
公

庁
セ
ミ
ナ
ー
を
合
わ
せ
て
四
〇
〇
社
前
後
か
な
。

た
ぶ
ん
他
大
学
さ
ん
と
比
べ
て
も
最
大
級
の
規
模

じ
ゃ
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

浅
井
課
長
　
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

保
護
者
の
方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

青
木　
岐
阜
県
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す
が
、家
か

ら
駅
ま
で
は
バ
ス
で
四
十
分
。就
活
は
移
動
も
多

く
、冬
は
寒
い
で
す
し
、体
力
的
に
つ
ら
か
っ
た
の

で
す
が
、母
が
察
知
し
て
く
れ
、駅
ま
で
毎
日
送

迎
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
し
た
の
で
、よ
く
電

話
で
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。親
と
し
て
は

私
の
選
択
に
意
見
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
安
心
感
を
与
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
添
　
ス
ー
ツ
代
や
交
通
費
、生
活
費
も
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
休
ん
で
就
活
に
集

中
で
き
ま
し
た
し
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

浅
井
　
僕
は
一
切
、両
親
に
就
活
の
話
は
し
て
い

な
い
で
す
ね
。そ
れ
ま
で
の
人
生
で
相
当
な
苦
労

を
か
け
て
き
た
の
で
、「
こ
う
い
う
会
社
に
内
定
を

貰
い
ま
し
た
」と
き
ち
ん
と
報
告
す
る
こ
と
が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。就
活
だ
け
は
親
に
甘

え
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。流
石
に
親
も

心
配
し
て
か
、一
度
だ
け「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？
」と
訊
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

時
も
、「
適
当
に
や
っ
て
る
よ
」と
答
え
て
お
し
ま

い
。で
も
何
気
な
い
そ
の
一
言
が
よ
り
一
層
や
る
気

を
掻
き
立
て
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、こ
れ
か
ら
就
活
に 

臨
む
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田　
受
験
勉
強
は
大
学
四
年
間
の
た
め
、就

職
活
動
は
そ
の
後
、何
十
年
と
い
う
人
生
の
た

め
、と
考
え
る
と
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
就
職
活
動
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。社
会
人
に

な
って
み
る
と
、こ
ん
な
に
責
任
の
あ
る
仕
事
に
就

か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。で
も
学
生
時
代
、あ
れ
ほ
ど
な
り
た
か
っ
た

仕
事
に
就
い
て
い
る
。そ
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、就
職
活
動
を
頑
張
っ
た
お
か
げ
。そ
ん
な
ふ

う
に
思
え
る
仕
事
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

浅
井
　
今
の
世
の
中
、生
き
方
は
様
々
で
す
が
、

就
活
に
臨
む
と
決
め
た
後
輩
に
は
、一
生
に
一
回

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
納
得
い
く
ま
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
へ
ひ
と
こ
と

浅
井
課
長　
今
の
学
生
が
ど
れ
ほ
ど
悩
み
、時
に

は
泣
き
な
が
ら
就
活
を
乗
り
越
え
て
い
る
か
。そ

の
現
実
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、親
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
考

え
方
、行
動
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、社
会
人
と

の
接
点
を
作
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

長
尾
課
長
　
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
活
用
で
き
る
と
、考
え
を
整
理
し
や
す
く
、う

ま
く
レ
ー
ル
に
乗
れ
る
気
が
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
子

様
に
は
、当
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就活をきちんと語ろう！

就
職
活
動
を
意
識
し
て
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
？

青
木　
私
は
三
年
生
の
春
学
期
で
す
。初
め
て
の

就
職
説
明
会
後
、の
ん
び
り
構
え
て
い
た
ら
、ま
わ

り
の
皆
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
意
欲
的
で
。置
い

て
い
か
れ
な
い
よ
う
、軽
い
気
持
ち
で
一
日
だ
け
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ

だ
！
」と
い
う
会
社
に
め
ぐ
り
逢
え
た
ん
で
す
。偶

然
で
す
が
、縁
あ
って
そ
の
会
社
か
ら
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

野
添
　
僕
は
こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
一
筋
。卒
業
後
も

プ
ロ
の
道
へ
進
む
べ
き
か
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
悩
ん
で
い
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
エ
ン
ト
リ
ー
、

保
護
者
の
方
々
に
は
ど
れ
も

耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
や
就
職
戦
線
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

か
つ
て
の「
就
活
」か
ら
は
、

想
像
も
つ
か
な
い
苦
労
を
乗
り
越
え
、

学
生
は
道
を
切
り
拓
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
か
。

卒
業
生
、内
定
者
の
皆
さ
ん
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
と
も
あ
って
、就
活
を
始
め
た
の
が
三
年
生
の
十

二
月
。や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
ず
、業
種
も
絞
れ

な
い
。四
十
年
、五
十
年
と
働
く
の
に
、そ
れ
を
こ
の

短
期
間
で
決
め
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、た
だ
あ
せ
る
ば

か
り
で…

。結
果
的
に
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、

行
き
た
い
会
社
に
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
に
は
早
め
の
ス
タ
ー
ト
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

目
指
す
業
界
を
ど
う
絞
り
こ
み
ま
し
た
か
？

山
田
　
も
と
も
と
ホ
テ
ル
マ
ン
を
目
指
し
て
、一
年

生
の
頃
か
ら
大
手
外
資
系
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
き
ま
し
た
が
、長
い
目
で
考
え
れ
ば
、女
性

積水ハウス（株）、大成建設（株）、大和ハウス工業（株）、日本ハム（株）、森永製菓（株）、アサヒ飲料（株）、日本たばこ産業（株）、
アイカ工業（株）、タカラスタンダード（株）、クリナップ（株）、大王製紙（株）、小林クリエイト（株）、大日本印刷（株）、新日本法規出版（株）、
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ミリーマート、青山商事（株）、（株）バロー、（株）アルペン、（株）ゆうちょ銀行、（株）三菱東京ＵＦＪ銀行、（株）三井住友銀行、三菱ＵＦＪニコス（株）、（株）セディナ、岐阜信金、みずほ
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三菱UFJモルガン・スタンレー証券（株）、三井不動産リアルティ（株）、三交不動産（株）、住友不動産販売（株）、東日本旅客鉄道（株）、西日本旅客鉄道（株）、近畿日本鉄道（株）、
全日本空輸（株）、日本航空（株）、（株）住友倉庫、日本トランスシティ（株）、近畿日本ツーリスト（株）、（株）近鉄エクスプレス、（株）エイチ・アイ・エス、（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ、西日
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キャリア
センター

どこまでも意欲的な学生の
想いに応える

　
今
年
度
は
採
用
状
況
も
非
常
に
良

く
、就
職
率
は
昨
年
度
の
八
二・一
％（
全

国
平
均
六
七・五
％
）を
大
き
く
上
回
る

勢
い
で
伸
び
て
い
ま
す
。会
社
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、企
業
が
い
よ
い
よ
本
気

で
人
材
獲
得
に
取
り
組
み
始
め
た
。エン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
し
っ
か
り
読
み
、学
生

を
絞
り
こ
ん
だ
上
で
面
接
を
三
度
、四

度
と
重
ね
な
が
ら
、「
グ
ロ
ー
バル
人
材
」

「
人
物
重
視
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
生
を

見
極
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
観
点
と
し
て
は
、将
来
性・人
的
対

応
能
力・社
会
人
基
礎
力
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る
人

を
採
用
し
、自
分
た
ち
の
手
で
育
て
て
い

く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
と
思
い
ま
す
。

キャリアセンター　飯田　晃 部長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、

新
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
。

答
え
を
見
つ
け
る
ま
で

ま
っ
す
ぐ
な
目
で

自
分
と
向
き
あ
った
日
々
。

早
期
対
応
で
万
全
の
準
備
を

　
二
〇
一
六
年
卒
業
予
定
者
か
ら
就
活

ス
ケ
ジ
ュー
ル
が
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
に
な

り
ま
す
。企
業
の
選
考
期
間
も
大
幅
に

短
縮
化
さ
れ
、大
手
も
中
堅
企
業
も
入

り
乱
れ
て
の
短
期
決
戦
に
な
る
。試
験

日
が
重
な
る
企
業
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
反
面
、準
備
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
で
企
業
や
業
界
研
究
に
時
間
を
か

け
ら
れ
ま
す
し
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
企
業
に

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
べ
く
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は「
個
」の
対
応
を
重
視
し
、万

全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
早

め
の
活
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

企
業
の
採
用
活
動

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

企業の採用活動とキャリアセンターのサポート（予定）

4月 5月 6月 7月 8月 9月
3年生 4年生
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●プレエントリー受付スタート（主要就職サイトグランドオープン）

●学部別就職ガイダンス（春）
●インターンシップガイダンス
●就職プレサイト活用ガイダンス

SPI模擬試験（Web受検）

就活対策講座
（身だしなみ・マナー対策／自己PR・志望動機対策／業界・企業研究）

●企業・官公庁セミナー ※ブース形式の合同企業説明会

学内企業セミナー
（随時）

※上記の他、就職活動やインターンシップ、その他進路に関する個別相談を毎日（月～金）受け付けています。

会社説明会
書類選考（エントリーシート・履歴書）
学力・適性検査（筆記・パソコン）

グループディスカッション・面接
内定

●学部別就職ガイダンス（秋）

いつでも学べる就活対策セミナー

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）自己PR対策／志望動機対策
グループディスカッション対策／面接対策

業界・職種研究会 ※教室での業界説明会
（企業・官公庁編／内定者編／OB・OG編）

が
日
常
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
厳
し
い
業
界
。そ
こ
で
自
己

分
析
を
や
り
直
し
て
み
る
と
、困
っ
た
人
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
想
い
に
気

が
つ
い
て
、女
性
が
長
く
、第
一
線
で
活
躍
で
き
る

保
険
業
界
に
軌
道
修
正
し
た
ん
で
す
。

浅
井
　
僕
は
学
生
時
代
、ソ
フ
ト
テ
ニス
部
に
専
念

し
て
い
た
の
で
、正
直
就
活
への
取
り
掛
り
は
遅
か
っ

た
で
す
。リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
厳
し
い
時
代
で
し

た
の
で
、業
界
を
絞
り
込
む
勇
気
も
な
く
、と
に
か

く
多
く
の
企
業
に
ト
ラ
イ
し
、ど
こ
か
で
内
定
を

頂
け
れ
ば
いい
か
な
と
最
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

写真右上から

写真左上から

青木 奈未さん（心理学科4年・内定先／株式会社ジェイアール東海髙島屋）
長尾 直さん（豊田キャリアセンター課長）
浅井 亮二さん（2009年度健康科学科卒・株式会社竹中工務店勤務）
浅井 芳樹さん（名古屋キャリアセンター課長）
山田 千裕さん（2007年度心理学科卒・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社勤務）
野添 陽太さん（競技スポーツ科学科4年・内定先／武田薬品工業株式会社）

（
以
下
、文
中
の
敬
称
略
）

就活を
きちんと
語ろう！

梅
村
学
園
理
事
長

梅
村 

清
英

これから先の10年も、

保護者の皆様とともに歩む

中京大学でありたい。

　
中
京
大
学
は
今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、さ
ら

な
る
発
展
を
図
る
た
め
、長
期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、教
育
、研
究
、国
際

化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連
携
を
五
つ
の
骨
子
と
し
て
い

ま
す
が
、大
学
の
使
命
は
、有
為
の
人
材
を
育
て（
教
育
）、

社
会
に
送
り
出
す（
国
際
化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連

携
）こ
と
で
あ
り
、研
究
成
果（
研
究
）を
社
会
に
公
開
し

（
社
会
連
携
、国
際
化
）活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
実
現
に
は
、大
学
が
自
ら
の
教
育
方
針
や
研
究

方
針
を
立
て
、ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
、ど
う
社
会
に

貢
献
し
て
い
く
か
、を
明
示
し
て
い
く
こ
と
、そ
れ
を
学

生
及
び
保
護
者
の
方
々
に
理
解
、咀
嚼
い
た
だ
く
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

　
幸
い
、本
学
は
早
い
時
期
か
ら
保
護
者
対
象
の
教
育

懇
談
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。開
学
よ
り
六
十
年
の

歩
み
は
、す
な
わ
ち
学
生
、保
護
者
、社
会
と
の
連
携
の

歴
史
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
って
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
一
研

究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
と
本
学
は
学
部
学
科
を

新
設
あ
る
い
は
分
離
独
立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。こ
の
姿

勢
が
社
会
や
保
護
者
の
方
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、学
生

も
自
ら
の
学
修
領
域
で
励
み
、中
京
の
名
を
高
め
て
く

れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
の
時
々
に
保
護
者
の
方
々
、教
育
後
援
会
の

会
員
の
皆
様
か
ら
、温
か
い
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
及
び
学
生
へ
の
叱
咤
激
励
が
、ど
れ
ほ
ど
我
々
を

発
奮
さ
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。教
育
環
境
へ
の
ご
援
助

が
、ど
れ
ほ
ど
学
修
意
欲
を
高
め
た
で
し
ょ
う
か
。感
謝

の
限
り
で
す
。

　
今
、少
子
化
と
国
際
化
の
進
展
で
、日
本
は
グ
ロ
ー
バル

な
競
争
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
核
と
な
る
の
は

人
材
を
輩
出
す
る
大
学
で
す
。

　
中
京
大
学
で
は
、各
種
留
学
制
度
を
備
え
、学
生
が

グ
ロ
ー
バル
に
羽
ば
た
く
よ
う
応
援
す
る
一
方
、情
報
理

工
学
部
の
工
学
部
への
改
組
、文
学
部
への
歴
史
文
化
学

科
の
新
設
、国
際
英
語
学
部
の
三
専
攻
化
、さ
ら
に
は
来

年
、現
代
社
会
学
部
の
四
専
攻
化
を
予
定
す
る
な
ど
、

不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
は
保
護
者
の
方
々
の
理
解
と
応
援
あ
っ
て
の

こ
と
。「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
下
、保
護
者
の
方
々
に
一
層
信

頼
さ
れ
、学
生
の
学
修
意
欲
を
高
め
る
た
め〝
あ
く
な

き
挑
戦
〞を
今
後
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。ご
理
解
と

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
、学
生
、保
護
者
、

三
者
一
体
と
な
っ
た
連
携
の
中
で

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に

胸
を
張
れ
る
人
材
を
送
り
出
す
た
め
に

中京大学学長

北川 薫

学長ご挨拶
建
学
の
精
神
を

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

中
京
大
学
長
期
計
画
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」ス
タ
ー
ト
。

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

商
科
の
単
科
大
学
か
ら
、十
一
学
部
十
一
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

中
京
大
学
は
六
十
年
と
い
う
歩
み
の
中
で
改
革
の
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

飛
躍
的
な
進
化・発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。そ
し
て
今
、「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」と
い
う

新
た
な
旗
印
の
下
、中
京
大
学
は
ど
ん
な
改
革
に
挑
み
、ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

そ
の
舵
を
取
る
、梅
村
清
英
理
事
長
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Pro f i l e梅村 清英
1969年生まれ。1990年度経済学部卒、
1995年度経済学研究科博士単位取得。
博士（経済学）。経済学部教授、大学院
研究科長を経て現在に至る。

中京大学教育後援会長

杉野 邦廣

保
護
者
の
皆
様
の
想
い
を

受
け
止
め
、伝
え
な
が
ら

今
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ

発
揮
す
べ
き
は「
家
族
力
」

教育後援会長
ご挨拶

保護者と大学がともに

学生を見守れるよう、

できる支援を探り続けたい。

一
人
ひ
と
り
の
未
来
へ
。

想
い
を
つ
な
い
で
い
く

ミ
ッ
シ
ョ
ン
。

二
〇
一
四
年
春
、中
京
大
学
は
開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
走
り
始
め
ま
し
た
。

新
生
・
中
京
大
学
へ
、第
二
の
建
学
期
と
し
て

大
き
く
動
き
つ
つ
あ
る
今
、子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
環
境
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

そ
の
先
に
、ど
ん
な
大
学
の
未
来
像
が
あ
る
の
か
。

教
育
後
援
会
報
は
、そ
ん
な
大
学
の

「
い
ま
」と「
こ
れ
か
ら
」を
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、

保
護
者
の
皆
様
に
大
学
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

皆
様
と
と
も
に
、子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
充
実
し
た

学
生
生
活
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
後
援
会
長
ご
挨
拶

学
長
ご
挨
拶

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

中
京
大
学
長
期
計
画「
N
E
X
T
10
」ス
タ
ー
ト
。

建
学
の
精
神
を 

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

留
学
、と
い
う
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

国
際
セ
ン
タ
ー

社
会
人
基
礎
力
養
成
か
ら
難
関
試
験
ま
で
サ
ポ
ー
ト

資
格
セ
ン
タ
ー

ど
こ
ま
で
も
意
欲
的
な
学
生
の
想
い
に
応
え
る

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

就
活
を
き
ち
ん
と
語
ろ
う
！

H
ealth C

are

心
と
体
の
健
康
サ
ポ
ー
ト

良
き
学
び
の
場
へ

中
京
大
学 

F
D
活
動
を
支
え
る

輝
く
中
京
大
生

中
京
大
学
の〝
産
官
学
〞連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

二
〇
一
四
年
度
教
育
懇
談
会
報
告 

第
十
四
回 

教
育
奨
励
賞
授
与
式

施
設
紹
介

部
活
応
援
紹
介
／
成
績
表
の
見
方
／

個
人
情
報
保
護
の
基
本
方
針

　
中
京
大
学
教
育
後
援
会
は
、教
育
懇
談
会
や
奨
学

金
制
度
、教
育
奨
励
賞
の
授
与
な
ど
、他
大
学
に
先
駆

け
諸
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
の
間
、社
会

構
造
の
急
激
な
変
化
や
少
子
化
の
進
展
を
背
景
に
、

近
年
と
く
に
保
護
者
の
皆
様
の
大
学
に
対
す
る
期
待

の
大
き
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。先
の
教

育
懇
談
会
で
も
ご
両
親
揃
っ
て
参
加
さ
れ
る
姿
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
な
り
、教
育
後
援
会
の
存
在
意
義

を
噛
み
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、中
部
地
区
私
大

ト
ッ
プ
に
進
化・発
展
し
た
本
学
で
す
が
、関
係
各
位

の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
と
、時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
改

革
が
功
を
奏
し
た
結
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。今
年
度

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
将
来
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」も
、グ

ロ
ー
バ
ル
化
、複
雑
化
の
進
む
時
代
の
先
を
見
据
え
、

厳
し
い
経
済
社
会
を
生
き
抜
く
人
材
を
育
成
し
て
く

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
つ
き
ま
し
て
は
、少
子

化
に
よ
る
学
生
数
の
減
少
、あ
る
い
は
地
域
社
会
へ
の

貢
献
と
い
う
視
点
か
ら「
社
会
人
学
生
の
受
入
れ
」に

も
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。さ
ら
に「
国
際
化
の
推

進
」は
、外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
体
制
の
整
備
、英

語
教
育
や
奨
学
金
の
充
実
、国
際
学
生
寮
の
新
設
な

ど
、大
学
の
み
な
ら
ず
、同
窓
会
や
教
育
後
援
会
が
一

体
と
な
っ
て
推
進
す
べ
き
取
り
組
み
で
あ
ろ
う
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、保
護
者
に
と
っ
て
一
番
の
心
配
事
で
あ

る「
就
職
未
決
定
者
に
対
す
る
支
援
」も
教
育
後
援

会
と
し
て
は
早
急
に
検
討
し
た
い
事
項
の
一
つ
。教
育

後
援
会
で
は
今
後
と
も
、学
生
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
ど

ん
な
支
援
が
で
き
る
の
か
。大
学
、そ
し
て
保
護
者
の

方
々
と
の
連
携
を
深
め
、検
討
を
加
え
な
が
ら
前
進

し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
保
護
者
の
皆
様
に
は
、お
子
様
が
自
分
の
目

的
に
向
か
っ
て
邁
進
で
き
る
よ
う
、大
学
の
教
育
方
針

や
支
援
体
制
を
理
解
し
、お
子
様
と
の
会
話
の
機
会

を
少
し
で
も
多
く
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。意
見（
愛
情
）を
交
わ
し
合
い
、陰
な
が
ら
応
援
し

て
欲
し
い
。家
族
が
力
を
合
わ
せ
て
生
き
て
い
く「
家

族
力
」を
発
揮
し
、ど
う
か
し
っ
か
り
と
お
子
様
を
支

え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
で
は
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　教育奨励賞の存在は知っていましたが、何かの紹介文で「会員
のご子女の中から成績優秀な学生に」という一文を“女子の中から”
と読み違え、自分には関係ないものと思い込んでいました。大学は
真面目に勉強するところ、と親に言われていましたし、最初の1年目
は純粋に勉強に取り組んだ結果の受賞でした。
　受賞者には表彰状と成績に応じて決められた額の奨励金が与
えられます。僕自身、アルバイトはしていたものの、自活しているこ
ともあって、なかなかお金を貯められないでいましたが、奨励金を
いただいたことで宅建の資格取得にチャレンジできました。
　やはり一度、経験してしまうと欲が出るもので、2年生からは教
育奨励賞を目標に頑張りました。大学図書館が閉まるまで勉強し、
その後コンビニの夜勤が午後10時から午前2時まで、土日は朝6
時までという日もありましたが、2年生の成績（GPA）はオールS。
結局、資格への挑戦を通して勉強の習慣が身についたこと、一緒
に学ぶ仲間を得たことが大きかったと思います。
　奨励金のおかげで少し余裕もでき、3年生の春休みにはカンボ
ジアを訪ねました。貧困にあえぐ国をイメージしていましたが、星空
は感動的に美しく、誰もが笑顔で挨拶してくれる。視野が広がる
思いでした。奨励賞をいただいたことがきっかけで、いろいろなこと
に意欲的に取り組めるようになれたと感謝しています。

教育奨励賞がなければ、やりたいこと
一つ、できなかったかもしれない。

1年次、2年次、3年次の成績が毎年合算され、上位者が選ばれる賞だけに、
3年連続受賞は、いかに努力を積み重ねてきたか、その証し。

輝く
中京大生

青木 耀平さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

教育後援会「教育奨励賞」を3年連続トップ受賞。

輝く
中京大生

寺本 明日香さん
スポーツ科学部競技スポーツ科学科（1年）

ロンドン五輪・体操女子で個人総合11位に輝いた日本のエース。

　私が所属する体操クラブ（レジックスポーツ）のコーチ、坂本周
次先生も中京大学の卒業生。その先生が体操競技部女子の監
督ということもあり、また名古屋で引き続きご指導いただきたくて、
今春、中京大学に進学しました。
　いつも朝7時頃には大学へ。3限まで授業を受け、午後5時から
夜10時過ぎまで、体操部の拠点でもあるレジックスポーツで毎日
練習しています。たまに体調がすぐれず、休みたくなる日もありますが、
足が勝手に体育館に向いてしまいます。
　ロンドン五輪では、試合に出ることだけに集中していましたので、
日の丸を背負うプレッシャーのようなものは無かったです。たしかに
会場内はものすごい歓声に沸いていましたが、「何だか騒々しい
なあ」と思ったぐらい（笑）。大会後に振り返り、初めてオリンピック
という舞台の大きさに気づきました。
　世界戦もそうですが、日本代表を決める選考会の方が私はずっと
緊張しますし、そこを乗り越えられたら、あとは「もう、やるしかない！」
そんな気持ちで世界の壁に挑んでいます。
　リオ五輪は2年後。まず
はその前の世界選手権
で、団体8位以内に入る
ことが五輪出場の条件で
す。勉強も、自分自身の
夢にも自由に挑戦できる
のが大学生の特権！中
京大学の充実した練習
環境をフル活用しながら、
高難度の技の完成度を
磨いていきたいですね。

恵まれた環境と時間を有効活用しながら、
リオ五輪への切符をめざす。

最近、親のサポートにどれほど
助けられてきたか気がついた。
「いつも感謝の気持ちを忘れずこ
れからも頑張りたい」と寺本さん。

大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、

仕
事
の
苦
労
も
歓
び
に
な
る
。

自
分
が
ど
れ
ほ
ど
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。

浮
か
ん
だ
、「
感
謝
」の
二
文
字
。

就
活
で
も
っ
と
も
苦
労
し
た
こ
と
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
は
？

浅
井　
結
局
、プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
が
百
五
十
社
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
た
の
が
約
七
十
社

で
、そ
の
半
分
が
手
書
き
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、体
力
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

野
添
　
僕
は
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
、十
五

社
で
も
相
当
つ
ら
か
っ
た（
笑
）。で
も
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
　
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
そ
う
で
し
た
が
、面

接
練
習
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
何

度
も
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て…

。ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
た
ら
絶
対
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
、

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
存
在
で
し
た
ね
。

浅
井
　
逆
に
、僕
は
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
も
面
接

で
も
、最
初
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
教
わ
っ
た
こ

と
を
た
だ
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
。自
分
の
就
職

活
動
な
の
に
、人
任
せ
に
な
って
い
ま
し
た
。取
り

掛
り
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、失
敗
す
る
こ
と
が
怖

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。〝
自
分
〞を
出
す
こ
と

も
忘
れ
、振
り
返
る
と
、た
だ「
就
活
」の
ま
ね
ご

と
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。企
業
の
説

明
会
を
受
け
に
東
京
や
大
阪
を
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
が
、気
付
け
ば
卒
業
旅
行
の
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
も
消
え
て
い
き
、お
ま
け

に
内
定
も
取
れ
な
い
。「
俺
は
いっ
た
い
何
を
や
って

ん
だ
ろ
う
」と
恥
ず
か
し
な
が
ら
、電
車
の
中
で

一
人
、泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

浅
井
課
長
　
周
り
が
決
ま
っ
て
い
く
焦
り
と
、ど

う
し
て
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
内
定
が
貰

え
な
い
の
か
、そ
ん
な
悔
し
さ
で
す
よ
ね
。い
つ
頃

が
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
？

浅
井
　
選
考
が
進
ん
で
く
る
二
月
中
旬
頃
で
す

ね
。そ
の
後
、自
分
が
本
当
に
就
き
た
い
仕
事
は

何
か
。自
己
分
析・業
界
研
究
を
き
ち
ん
と
や
り

直
し
、一
社
一
社〝
自
分
〞の
言
葉
で
、気
持
ち
を

込
め
て
臨
む
よ
う
に
な
って
、初
め
て
内
定
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
役
立
っ
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
は
何
で
す
か
？

長
尾
課
長　
山
田
さ
ん
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
し
て

いっ
た
印
象
が
あ
る
け
れ
ど
。

山
田
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
関
し
て
は
比
較
的

そ
う
で
す
が
、私
は
業
界
を
絞
り
こ
み
過
ぎ
て
し

ま
って
、「
全
滅
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う

焦
り
が
実
は
強
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
当
時
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
い

う
講
座
で
、お
じ
ぎ
や
戸
の
開
け
閉
め
な
ど
の
立

ち
居
振
る
舞
い
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
、自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
添
　「
いつ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」と
い
う
就
職

対
策
講
座
で
、自
分
の
面
接
風
景
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ

て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、我
な
が
ら
態
度
が

悪
く
て…

こ
ん
な
学
生
、採
り
た
く
な
い
な
あ
って

反
省
し
ま
し
た（
笑
）。そ
の
後
、自
分
の
姿
を
見

て
、面
接
本
番
に
向
け
て
修
正
し
て
い
き
ま
し
た
。

浅
井
　
企
業・官
公
庁
セ
ミ
ナ
ー
は
凄
い
規
模
で

し
た
ね
。

山
田
　
大
手
の
企
業
が
足
を
運
ば
ず
と
も
大
学

ま
で
来
て
く
れ
る
。そ
う
い
う
企
業
を
呼
び
寄
せ

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の
腕
が
ス
ゴ
イ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
に
手
厚
い
な
ら
中
京
大
学
に
入
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
他
大
学
の
友
人
も
い
ま
し
た
。

長
尾
課
長
　
業
界・職
種
研
究
会
と
企
業・官
公

庁
セ
ミ
ナ
ー
を
合
わ
せ
て
四
〇
〇
社
前
後
か
な
。

た
ぶ
ん
他
大
学
さ
ん
と
比
べ
て
も
最
大
級
の
規
模

じ
ゃ
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

浅
井
課
長
　
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

保
護
者
の
方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

青
木　
岐
阜
県
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す
が
、家
か

ら
駅
ま
で
は
バ
ス
で
四
十
分
。就
活
は
移
動
も
多

く
、冬
は
寒
い
で
す
し
、体
力
的
に
つ
ら
か
っ
た
の

で
す
が
、母
が
察
知
し
て
く
れ
、駅
ま
で
毎
日
送

迎
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
し
た
の
で
、よ
く
電

話
で
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。親
と
し
て
は

私
の
選
択
に
意
見
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
安
心
感
を
与
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
添
　
ス
ー
ツ
代
や
交
通
費
、生
活
費
も
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
休
ん
で
就
活
に
集

中
で
き
ま
し
た
し
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

浅
井
　
僕
は
一
切
、両
親
に
就
活
の
話
は
し
て
い

な
い
で
す
ね
。そ
れ
ま
で
の
人
生
で
相
当
な
苦
労

を
か
け
て
き
た
の
で
、「
こ
う
い
う
会
社
に
内
定
を

貰
い
ま
し
た
」と
き
ち
ん
と
報
告
す
る
こ
と
が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。就
活
だ
け
は
親
に
甘

え
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。流
石
に
親
も

心
配
し
て
か
、一
度
だ
け「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？
」と
訊
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

時
も
、「
適
当
に
や
っ
て
る
よ
」と
答
え
て
お
し
ま

い
。で
も
何
気
な
い
そ
の
一
言
が
よ
り
一
層
や
る
気

を
掻
き
立
て
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、こ
れ
か
ら
就
活
に 

臨
む
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田　
受
験
勉
強
は
大
学
四
年
間
の
た
め
、就

職
活
動
は
そ
の
後
、何
十
年
と
い
う
人
生
の
た

め
、と
考
え
る
と
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
就
職
活
動
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。社
会
人
に

な
って
み
る
と
、こ
ん
な
に
責
任
の
あ
る
仕
事
に
就

か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。で
も
学
生
時
代
、あ
れ
ほ
ど
な
り
た
か
っ
た

仕
事
に
就
い
て
い
る
。そ
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、就
職
活
動
を
頑
張
っ
た
お
か
げ
。そ
ん
な
ふ

う
に
思
え
る
仕
事
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

浅
井
　
今
の
世
の
中
、生
き
方
は
様
々
で
す
が
、

就
活
に
臨
む
と
決
め
た
後
輩
に
は
、一
生
に
一
回

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
納
得
い
く
ま
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
へ
ひ
と
こ
と

浅
井
課
長　
今
の
学
生
が
ど
れ
ほ
ど
悩
み
、時
に

は
泣
き
な
が
ら
就
活
を
乗
り
越
え
て
い
る
か
。そ

の
現
実
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、親
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
考

え
方
、行
動
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、社
会
人
と

の
接
点
を
作
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

長
尾
課
長
　
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
活
用
で
き
る
と
、考
え
を
整
理
し
や
す
く
、う

ま
く
レ
ー
ル
に
乗
れ
る
気
が
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
子

様
に
は
、当
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就活をきちんと語ろう！

梅
村
学
園
理
事
長

梅
村 

清
英

これから先の10年も、

保護者の皆様とともに歩む

中京大学でありたい。

　
中
京
大
学
は
今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、さ
ら

な
る
発
展
を
図
る
た
め
、長
期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、教
育
、研
究
、国
際

化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連
携
を
五
つ
の
骨
子
と
し
て
い

ま
す
が
、大
学
の
使
命
は
、有
為
の
人
材
を
育
て（
教
育
）、

社
会
に
送
り
出
す（
国
際
化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連

携
）こ
と
で
あ
り
、研
究
成
果（
研
究
）を
社
会
に
公
開
し

（
社
会
連
携
、国
際
化
）活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
実
現
に
は
、大
学
が
自
ら
の
教
育
方
針
や
研
究

方
針
を
立
て
、ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
、ど
う
社
会
に

貢
献
し
て
い
く
か
、を
明
示
し
て
い
く
こ
と
、そ
れ
を
学

生
及
び
保
護
者
の
方
々
に
理
解
、咀
嚼
い
た
だ
く
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

　
幸
い
、本
学
は
早
い
時
期
か
ら
保
護
者
対
象
の
教
育

懇
談
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。開
学
よ
り
六
十
年
の

歩
み
は
、す
な
わ
ち
学
生
、保
護
者
、社
会
と
の
連
携
の

歴
史
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
って
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
一
研

究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
と
本
学
は
学
部
学
科
を

新
設
あ
る
い
は
分
離
独
立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。こ
の
姿

勢
が
社
会
や
保
護
者
の
方
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、学
生

も
自
ら
の
学
修
領
域
で
励
み
、中
京
の
名
を
高
め
て
く

れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
の
時
々
に
保
護
者
の
方
々
、教
育
後
援
会
の

会
員
の
皆
様
か
ら
、温
か
い
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
及
び
学
生
へ
の
叱
咤
激
励
が
、ど
れ
ほ
ど
我
々
を

発
奮
さ
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。教
育
環
境
へ
の
ご
援
助

が
、ど
れ
ほ
ど
学
修
意
欲
を
高
め
た
で
し
ょ
う
か
。感
謝

の
限
り
で
す
。

　
今
、少
子
化
と
国
際
化
の
進
展
で
、日
本
は
グ
ロ
ー
バル

な
競
争
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
核
と
な
る
の
は

人
材
を
輩
出
す
る
大
学
で
す
。

　
中
京
大
学
で
は
、各
種
留
学
制
度
を
備
え
、学
生
が

グ
ロ
ー
バル
に
羽
ば
た
く
よ
う
応
援
す
る
一
方
、情
報
理

工
学
部
の
工
学
部
への
改
組
、文
学
部
への
歴
史
文
化
学

科
の
新
設
、国
際
英
語
学
部
の
三
専
攻
化
、さ
ら
に
は
来

年
、現
代
社
会
学
部
の
四
専
攻
化
を
予
定
す
る
な
ど
、

不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
は
保
護
者
の
方
々
の
理
解
と
応
援
あ
っ
て
の

こ
と
。「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
下
、保
護
者
の
方
々
に
一
層
信

頼
さ
れ
、学
生
の
学
修
意
欲
を
高
め
る
た
め〝
あ
く
な

き
挑
戦
〞を
今
後
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。ご
理
解
と

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
、学
生
、保
護
者
、

三
者
一
体
と
な
っ
た
連
携
の
中
で

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に

胸
を
張
れ
る
人
材
を
送
り
出
す
た
め
に

中京大学学長

北川 薫

学長ご挨拶
建
学
の
精
神
を

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

中
京
大
学
長
期
計
画
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」ス
タ
ー
ト
。

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

商
科
の
単
科
大
学
か
ら
、十
一
学
部
十
一
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

中
京
大
学
は
六
十
年
と
い
う
歩
み
の
中
で
改
革
の
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

飛
躍
的
な
進
化・発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。そ
し
て
今
、「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」と
い
う

新
た
な
旗
印
の
下
、中
京
大
学
は
ど
ん
な
改
革
に
挑
み
、ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

そ
の
舵
を
取
る
、梅
村
清
英
理
事
長
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Pro f i l e梅村 清英
1969年生まれ。1990年度経済学部卒、
1995年度経済学研究科博士単位取得。
博士（経済学）。経済学部教授、大学院
研究科長を経て現在に至る。



　教育奨励賞の存在は知っていましたが、何かの紹介文で「会員
のご子女の中から成績優秀な学生に」という一文を“女子の中から”
と読み違え、自分には関係ないものと思い込んでいました。大学は
真面目に勉強するところ、と親に言われていましたし、最初の1年目
は純粋に勉強に取り組んだ結果の受賞でした。
　受賞者には表彰状と成績に応じて決められた額の奨励金が与
えられます。僕自身、アルバイトはしていたものの、自活しているこ
ともあって、なかなかお金を貯められないでいましたが、奨励金を
いただいたことで宅建の資格取得にチャレンジできました。
　やはり一度、経験してしまうと欲が出るもので、2年生からは教
育奨励賞を目標に頑張りました。大学図書館が閉まるまで勉強し、
その後コンビニの夜勤が午後10時から午前2時まで、土日は朝6
時までという日もありましたが、2年生の成績（GPA）はオールS。
結局、資格への挑戦を通して勉強の習慣が身についたこと、一緒
に学ぶ仲間を得たことが大きかったと思います。
　奨励金のおかげで少し余裕もでき、3年生の春休みにはカンボ
ジアを訪ねました。貧困にあえぐ国をイメージしていましたが、星空
は感動的に美しく、誰もが笑顔で挨拶してくれる。視野が広がる
思いでした。奨励賞をいただいたことがきっかけで、いろいろなこと
に意欲的に取り組めるようになれたと感謝しています。

教育奨励賞がなければ、やりたいこと
一つ、できなかったかもしれない。

1年次、2年次、3年次の成績が毎年合算され、上位者が選ばれる賞だけに、
3年連続受賞は、いかに努力を積み重ねてきたか、その証し。

輝く
中京大生

青木 耀平さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

教育後援会「教育奨励賞」を3年連続トップ受賞。

輝く
中京大生

寺本 明日香さん
スポーツ科学部競技スポーツ科学科（1年）

ロンドン五輪・体操女子で個人総合11位に輝いた日本のエース。

　私が所属する体操クラブ（レジックスポーツ）のコーチ、坂本周
次先生も中京大学の卒業生。その先生が体操競技部女子の監
督ということもあり、また名古屋で引き続きご指導いただきたくて、
今春、中京大学に進学しました。
　いつも朝7時頃には大学へ。3限まで授業を受け、午後5時から
夜10時過ぎまで、体操部の拠点でもあるレジックスポーツで毎日
練習しています。たまに体調がすぐれず、休みたくなる日もありますが、
足が勝手に体育館に向いてしまいます。
　ロンドン五輪では、試合に出ることだけに集中していましたので、
日の丸を背負うプレッシャーのようなものは無かったです。たしかに
会場内はものすごい歓声に沸いていましたが、「何だか騒々しい
なあ」と思ったぐらい（笑）。大会後に振り返り、初めてオリンピック
という舞台の大きさに気づきました。
　世界戦もそうですが、日本代表を決める選考会の方が私はずっと
緊張しますし、そこを乗り越えられたら、あとは「もう、やるしかない！」
そんな気持ちで世界の壁に挑んでいます。
　リオ五輪は2年後。まず
はその前の世界選手権
で、団体8位以内に入る
ことが五輪出場の条件で
す。勉強も、自分自身の
夢にも自由に挑戦できる
のが大学生の特権！中
京大学の充実した練習
環境をフル活用しながら、
高難度の技の完成度を
磨いていきたいですね。

恵まれた環境と時間を有効活用しながら、
リオ五輪への切符をめざす。

最近、親のサポートにどれほど
助けられてきたか気がついた。
「いつも感謝の気持ちを忘れずこ
れからも頑張りたい」と寺本さん。

大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、

仕
事
の
苦
労
も
歓
び
に
な
る
。

自
分
が
ど
れ
ほ
ど
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。

浮
か
ん
だ
、「
感
謝
」の
二
文
字
。

就
活
で
も
っ
と
も
苦
労
し
た
こ
と
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
は
？

浅
井　
結
局
、プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
が
百
五
十
社
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
た
の
が
約
七
十
社

で
、そ
の
半
分
が
手
書
き
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、体
力
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

野
添
　
僕
は
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
、十
五

社
で
も
相
当
つ
ら
か
っ
た（
笑
）。で
も
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
　
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
そ
う
で
し
た
が
、面

接
練
習
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
何

度
も
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て…

。ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
た
ら
絶
対
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
、

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
存
在
で
し
た
ね
。

浅
井
　
逆
に
、僕
は
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
も
面
接

で
も
、最
初
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
教
わ
っ
た
こ

と
を
た
だ
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
。自
分
の
就
職

活
動
な
の
に
、人
任
せ
に
な
って
い
ま
し
た
。取
り

掛
り
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、失
敗
す
る
こ
と
が
怖

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。〝
自
分
〞を
出
す
こ
と

も
忘
れ
、振
り
返
る
と
、た
だ「
就
活
」の
ま
ね
ご

と
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。企
業
の
説

明
会
を
受
け
に
東
京
や
大
阪
を
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
が
、気
付
け
ば
卒
業
旅
行
の
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
も
消
え
て
い
き
、お
ま
け

に
内
定
も
取
れ
な
い
。「
俺
は
いっ
た
い
何
を
や
って

ん
だ
ろ
う
」と
恥
ず
か
し
な
が
ら
、電
車
の
中
で

一
人
、泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

浅
井
課
長
　
周
り
が
決
ま
っ
て
い
く
焦
り
と
、ど

う
し
て
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
内
定
が
貰

え
な
い
の
か
、そ
ん
な
悔
し
さ
で
す
よ
ね
。い
つ
頃

が
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
？

浅
井
　
選
考
が
進
ん
で
く
る
二
月
中
旬
頃
で
す

ね
。そ
の
後
、自
分
が
本
当
に
就
き
た
い
仕
事
は

何
か
。自
己
分
析・業
界
研
究
を
き
ち
ん
と
や
り

直
し
、一
社
一
社〝
自
分
〞の
言
葉
で
、気
持
ち
を

込
め
て
臨
む
よ
う
に
な
って
、初
め
て
内
定
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
役
立
っ
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
は
何
で
す
か
？

長
尾
課
長　
山
田
さ
ん
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
し
て

いっ
た
印
象
が
あ
る
け
れ
ど
。

山
田
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
関
し
て
は
比
較
的

そ
う
で
す
が
、私
は
業
界
を
絞
り
こ
み
過
ぎ
て
し

ま
って
、「
全
滅
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う

焦
り
が
実
は
強
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
当
時
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
い

う
講
座
で
、お
じ
ぎ
や
戸
の
開
け
閉
め
な
ど
の
立

ち
居
振
る
舞
い
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
、自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
添
　「
いつ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」と
い
う
就
職

対
策
講
座
で
、自
分
の
面
接
風
景
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ

て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、我
な
が
ら
態
度
が

悪
く
て…

こ
ん
な
学
生
、採
り
た
く
な
い
な
あ
って

反
省
し
ま
し
た（
笑
）。そ
の
後
、自
分
の
姿
を
見

て
、面
接
本
番
に
向
け
て
修
正
し
て
い
き
ま
し
た
。

浅
井
　
企
業・官
公
庁
セ
ミ
ナ
ー
は
凄
い
規
模
で

し
た
ね
。

山
田
　
大
手
の
企
業
が
足
を
運
ば
ず
と
も
大
学

ま
で
来
て
く
れ
る
。そ
う
い
う
企
業
を
呼
び
寄
せ

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の
腕
が
ス
ゴ
イ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
に
手
厚
い
な
ら
中
京
大
学
に
入
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
他
大
学
の
友
人
も
い
ま
し
た
。

長
尾
課
長
　
業
界・職
種
研
究
会
と
企
業・官
公

庁
セ
ミ
ナ
ー
を
合
わ
せ
て
四
〇
〇
社
前
後
か
な
。

た
ぶ
ん
他
大
学
さ
ん
と
比
べ
て
も
最
大
級
の
規
模

じ
ゃ
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

浅
井
課
長
　
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

保
護
者
の
方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

青
木　
岐
阜
県
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す
が
、家
か

ら
駅
ま
で
は
バ
ス
で
四
十
分
。就
活
は
移
動
も
多

く
、冬
は
寒
い
で
す
し
、体
力
的
に
つ
ら
か
っ
た
の

で
す
が
、母
が
察
知
し
て
く
れ
、駅
ま
で
毎
日
送

迎
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
し
た
の
で
、よ
く
電

話
で
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。親
と
し
て
は

私
の
選
択
に
意
見
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
安
心
感
を
与
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
添
　
ス
ー
ツ
代
や
交
通
費
、生
活
費
も
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
休
ん
で
就
活
に
集

中
で
き
ま
し
た
し
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

浅
井
　
僕
は
一
切
、両
親
に
就
活
の
話
は
し
て
い

な
い
で
す
ね
。そ
れ
ま
で
の
人
生
で
相
当
な
苦
労

を
か
け
て
き
た
の
で
、「
こ
う
い
う
会
社
に
内
定
を

貰
い
ま
し
た
」と
き
ち
ん
と
報
告
す
る
こ
と
が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。就
活
だ
け
は
親
に
甘

え
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。流
石
に
親
も

心
配
し
て
か
、一
度
だ
け「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？
」と
訊
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

時
も
、「
適
当
に
や
っ
て
る
よ
」と
答
え
て
お
し
ま

い
。で
も
何
気
な
い
そ
の
一
言
が
よ
り
一
層
や
る
気

を
掻
き
立
て
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、こ
れ
か
ら
就
活
に 

臨
む
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田　
受
験
勉
強
は
大
学
四
年
間
の
た
め
、就

職
活
動
は
そ
の
後
、何
十
年
と
い
う
人
生
の
た

め
、と
考
え
る
と
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
就
職
活
動
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。社
会
人
に

な
って
み
る
と
、こ
ん
な
に
責
任
の
あ
る
仕
事
に
就

か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。で
も
学
生
時
代
、あ
れ
ほ
ど
な
り
た
か
っ
た

仕
事
に
就
い
て
い
る
。そ
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、就
職
活
動
を
頑
張
っ
た
お
か
げ
。そ
ん
な
ふ

う
に
思
え
る
仕
事
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

浅
井
　
今
の
世
の
中
、生
き
方
は
様
々
で
す
が
、

就
活
に
臨
む
と
決
め
た
後
輩
に
は
、一
生
に
一
回

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
納
得
い
く
ま
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
へ
ひ
と
こ
と

浅
井
課
長　
今
の
学
生
が
ど
れ
ほ
ど
悩
み
、時
に

は
泣
き
な
が
ら
就
活
を
乗
り
越
え
て
い
る
か
。そ

の
現
実
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、親
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
考

え
方
、行
動
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、社
会
人
と

の
接
点
を
作
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

長
尾
課
長
　
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
活
用
で
き
る
と
、考
え
を
整
理
し
や
す
く
、う

ま
く
レ
ー
ル
に
乗
れ
る
気
が
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
子

様
に
は
、当
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就活をきちんと語ろう！

梅
村
学
園
理
事
長

梅
村 

清
英

これから先の10年も、

保護者の皆様とともに歩む

中京大学でありたい。

　
中
京
大
学
は
今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、さ
ら

な
る
発
展
を
図
る
た
め
、長
期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、教
育
、研
究
、国
際

化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連
携
を
五
つ
の
骨
子
と
し
て
い

ま
す
が
、大
学
の
使
命
は
、有
為
の
人
材
を
育
て（
教
育
）、

社
会
に
送
り
出
す（
国
際
化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連

携
）こ
と
で
あ
り
、研
究
成
果（
研
究
）を
社
会
に
公
開
し

（
社
会
連
携
、国
際
化
）活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
実
現
に
は
、大
学
が
自
ら
の
教
育
方
針
や
研
究

方
針
を
立
て
、ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
、ど
う
社
会
に

貢
献
し
て
い
く
か
、を
明
示
し
て
い
く
こ
と
、そ
れ
を
学

生
及
び
保
護
者
の
方
々
に
理
解
、咀
嚼
い
た
だ
く
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

　
幸
い
、本
学
は
早
い
時
期
か
ら
保
護
者
対
象
の
教
育

懇
談
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。開
学
よ
り
六
十
年
の

歩
み
は
、す
な
わ
ち
学
生
、保
護
者
、社
会
と
の
連
携
の

歴
史
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
って
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
一
研

究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
と
本
学
は
学
部
学
科
を

新
設
あ
る
い
は
分
離
独
立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。こ
の
姿

勢
が
社
会
や
保
護
者
の
方
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、学
生

も
自
ら
の
学
修
領
域
で
励
み
、中
京
の
名
を
高
め
て
く

れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
の
時
々
に
保
護
者
の
方
々
、教
育
後
援
会
の

会
員
の
皆
様
か
ら
、温
か
い
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
及
び
学
生
へ
の
叱
咤
激
励
が
、ど
れ
ほ
ど
我
々
を

発
奮
さ
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。教
育
環
境
へ
の
ご
援
助

が
、ど
れ
ほ
ど
学
修
意
欲
を
高
め
た
で
し
ょ
う
か
。感
謝

の
限
り
で
す
。

　
今
、少
子
化
と
国
際
化
の
進
展
で
、日
本
は
グ
ロ
ー
バル

な
競
争
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
核
と
な
る
の
は

人
材
を
輩
出
す
る
大
学
で
す
。

　
中
京
大
学
で
は
、各
種
留
学
制
度
を
備
え
、学
生
が

グ
ロ
ー
バル
に
羽
ば
た
く
よ
う
応
援
す
る
一
方
、情
報
理

工
学
部
の
工
学
部
への
改
組
、文
学
部
への
歴
史
文
化
学

科
の
新
設
、国
際
英
語
学
部
の
三
専
攻
化
、さ
ら
に
は
来

年
、現
代
社
会
学
部
の
四
専
攻
化
を
予
定
す
る
な
ど
、

不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
は
保
護
者
の
方
々
の
理
解
と
応
援
あ
っ
て
の

こ
と
。「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
下
、保
護
者
の
方
々
に
一
層
信

頼
さ
れ
、学
生
の
学
修
意
欲
を
高
め
る
た
め〝
あ
く
な

き
挑
戦
〞を
今
後
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。ご
理
解
と

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
、学
生
、保
護
者
、

三
者
一
体
と
な
っ
た
連
携
の
中
で

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に

胸
を
張
れ
る
人
材
を
送
り
出
す
た
め
に

中京大学学長

北川 薫

学長ご挨拶
建
学
の
精
神
を

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

中
京
大
学
長
期
計
画
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」ス
タ
ー
ト
。

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

商
科
の
単
科
大
学
か
ら
、十
一
学
部
十
一
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

中
京
大
学
は
六
十
年
と
い
う
歩
み
の
中
で
改
革
の
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

飛
躍
的
な
進
化・発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。そ
し
て
今
、「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」と
い
う

新
た
な
旗
印
の
下
、中
京
大
学
は
ど
ん
な
改
革
に
挑
み
、ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

そ
の
舵
を
取
る
、梅
村
清
英
理
事
長
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Pro f i l e梅村 清英
1969年生まれ。1990年度経済学部卒、
1995年度経済学研究科博士単位取得。
博士（経済学）。経済学部教授、大学院
研究科長を経て現在に至る。

　
名
古
屋
市
に
お
け
る
学
校
教
育
の
充
実
と
本
学

の
人
材
育
成
の
強
化
を
目
的
に
、二
〇
一
四
年
四
月

三
十
日
、名
古
屋
市
教
育
委
員
会
と
の
間
で
、「
相

互
連
携
に
関
す
る
協
定
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　「
子
供
の
体
力
向
上
」が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
名
古
屋
市
で
は
、大
学
及
び
大
学
生
を
活
用

し
、小
中
学
生
の
体
力
増
強
や
運
動
技
術
の
向
上

を
図
る
の
が
狙
い
。一
方
、本
学
に
お
い
て
は
体
育
実

技
の
補
助
や
部
活
動
の
指
導
な
ど
、教
員
を
目
指

す
学
生
が
、よ
り
多
く
の
現
場
経
験
を
積
め
る
よ
う

に
な
り
、社
会
人
基
礎
力
を
養
成
す
る
意
味
で
も

成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
市
と
大
学
全
体
と
の
包
括
協
定
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、今
後
、他
の
学
部
への
展
開
も
待

た
れ
る
事
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
二
〇
一
四
年
四
月
十
四
日
松
阪
市
と
本
学
は
、「
人
材

育
成
と
地
域
振
興
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
を
運
営
す
る
梅
村
学
園
は
、こ
れ
ま

で
三
重
高
等
学
校
、三
重
中
学
校
、梅
村
幼
稚
園
と

地
域
の
人
材
を
育
成
し
、松
阪
市
内
で
は
多
く
の
卒

業
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。今
後
、十
一
学
部
十
八

学
科
の
視
点
を
活
か
し
、そ
ん
な
ゆ
か
り
深
い
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
と
も
に
、市
役
所
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
学
の
学
生
が
参
加
す
る
な

ど
、う
れ
し
い
相
互
効
果
も
。

　
ま
た
二
〇
一
三
年
の「
松
阪
市
政
策
立
案
コン
テ
ス
ト
」

で
は
総
合
政
策
学
部
チ
ー
ム
が
優
勝
。そ
の
際
、提
案

し
た
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
部
署「
М
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
　
ま
つ
さ
課
」は
正
式
採
用
さ
れ
、本
年
四
月
よ

り
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
豊
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、学
生

や
教
員
、大
学
の
施
設
な
ど
を
積
極
的
に
提
供
し
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
よ
う
と
、二
〇
一
三
年

三
月
三
十
日
、豊
田
市
と「
包
括
連
携
協
定
」を
締
結
。

　
さ
ら
に
本
学
を
は
じ
め
愛
知
工
業
大
学
、愛
知
学

泉
大
学
、日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
、豊
田
工
業

高
等
専
門
学
校
の
四
大
学・高
校
と
の
間
で
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
、共
同
で
実
施
で
き
る
事
業
に
つ

い
て
も
提
案
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
二
〇
一
二
年
秋
か
ら
、豊
田
市
や

ト
ヨ
タ
自
動
車
の「
超
小
型
電
気
自
動
車
」実
証
実

験
に
約
百
名
の
学
生
や
教
職
員
ら
が
協
力
。こ
の

他
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
性
化

事
業
」「
と
よ
た
防
災
フェス
タ
」な
ど
、数
多
く
の
連

携
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ど
大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
」発
表
。三
ヶ
月
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
作
業
を
行
い
な
が

ら
一
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
、そ
れ
を

観
客
と
共
有
す
る
と
い
う
新
た
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
製
作
過
程
で
は
各

自
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
思
い
通
り
動
い
て
く
れ
な
い
こ

と
に
苦
戦
し
つつ
、日
本
語
と
い
う
普
段
使
っ
て
い
る

言
語
の
曖
昧
さ
に
気
づ
き
、逆
に
、す
べ
て
を
明
確

に
伝
え
な
け
れ
ば
理
解
さ
れ
な
い
英
語
の
難
し
さ

を
痛
感
。さ
ら
に
複
雑
な
問
題
に
直
面
し
た
時
、

自
分
自
身
で
問
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
な
ど
、毎
回
、収
穫
の
多
い

イ
ベン
ト
に
な
って
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
全
国
の
大
学
生
た
ち
が

企
画
案
を
練
り
、商
品
化
を
目
指
す
、大
学
横
断

型
商
品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト「Student 

Innovation 
College2014

」（
通
称
Ｓ
カ
レ
）が
、二
〇
一
四
年
六

月
二
十
八
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
が
開
催
地
と
な
っ
た
今
年
度
は
、総
合

政
策
学
部
四
年・牧
絵
梨
香
さ
ん
が
運
営
委
員
長
と

な
り
、全
国
二
十
九
大
学
か
ら
参
加
し
た
四
百
十
五

名
の
学
生
を
取
り
ま
と
め
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。

　
開
会
式
で
は
、協
賛
企
業
二
十
三
社
の
う
ち
十
二

社
か
ら
大
枠
の
企
画
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、意
見
交

換
な
ど
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
経
て
、十
一
月
二

十
九
日
に
行
わ
れ
る
閉
会
式
ま
で
、企
画
を
持
ち
帰

り
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
。商
品
化
を
目
指
し
、コ
ン
テ
ス

ト
の
優
勝
を
争
い
ま
す
。

　
経
営
学
部
の
中
村
ゼ
ミ
と
総
合
政
策
学
部
の
宮

川
ゼ
ミ
、そ
し
て
名
古
屋
市
に
本
社
を
置
く
化
粧
品

メ
ー
カ
ー（
株
）フ
タ
バ
化
学
が
、二
〇
一
三
年
四
月
か

ら
共
同
開
発
に
取
り
組
ん
だ
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル

『
香
っ
手（
か
お
って
）キ
レ
イ
』が
商
品
化
さ
れ
、二
〇

一
四
年
六
月
一
日
よ
り
発
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
者
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。学
生
の
目

線
を
活
か
し
て
開
発
さ
れ
た
、『
香
っ
手
キ
レ
イ
』

は
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ・保
湿・ア
ル
コ
ー
ル
洗
浄
の
三
つ
の

効
果
を
備
え
た
新
感
覚
ハ
ン
ド
ジ
ェル
。学
生
た
ち

は
提
案
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
行
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
展

開
。商
品
は
通
販
サ
イ
ト（
株
）リ
ー
ブ
ル
等
で
販

売
さ
れ
、産
学
連
携
商
品
と
し
て
知
名
度
を
上
げ

つつ
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
一
四
年
三
月
、法
学
部・杉
島
ゼ
ミ
三
年
生
が
作

成
し
た
消
費
者
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
あ
な
た
に
ふ

り
か
か
る
の
は
明
日
か
も
し
れ
な
い
！
〜
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
方
法
」が
完
成
し
在
学
生
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
マ
ル
チ
商
法
や
電
子
マ
ネ
ー
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
注
意
点
、被
害
防
止

策
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も
の
で
、名
古

屋
市
の「
消
費
者
啓
発
委
託
事
業
」に
本
学
が
協
力

す
る
形
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、名
古
屋
市
で
は
学
校
に
お
け
る
消
費
者

教
育
を
推
進
し
て
お
り
、「
二
〇
一
四
年
度
消
費
者

教
育
モ
デ
ル
校
」に
選
ば
れ
た
本
学
で
は
、学
生
が
関

心
の
あ
る
消
費
者
問
題
を
テ
ー
マ
に
、被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
啓
発
活
動
や
消
費
者
教
育
に
取
り
組
む

事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
中
部
圏
の
複
数
の
経
済
関
連
学
部
の
学
生
の
交

流
を
目
的
に
、日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
、議
論
し

合
う「
中
部
経
済
学
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
」が
、二
〇
一
三

年
十
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
、本
学
か
ら
は
経
済
学

部
六
つの
ゼ
ミ
全
十
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
大
学
は
、本
学
の
ほ
か
名
古
屋
大
学
、名
古

屋
市
立
大
学
、富
山
大
学
、愛
知
教
育
大
学
、南
山

大
学
、愛
知
大
学
、名
古
屋
学
院
大
学
の
八
大
学
四

十
二
グ
ル
ー
プ
。

　
学
生
た
ち
は
各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、四
十
五
分
の
持

ち
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
発
表
。そ
の
後
、

質
疑
応
答
の
時
間
に
は
他
大
学
の
教
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
交
え
、活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。大
学
の
垣
根
を
越
え
た「
知
の
交
流
」に
、参
加
し

た
学
生
た
ち
は
大
い
に
触
発
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
二
〇
一
四
年
七
月
十
五
日
、

A
pple Store, N

agoya Sakae

に
て
、森
山
ゼ
ミ
生
九
名
が
英
語

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
五
回
目
で

す
。告
知
を
見
て
訪
れ
た
来
場
者

や
、偶
然
居
合
わ
せ
た
お
客
様
な

　教育奨励賞の存在は知っていましたが、何かの紹介文で「会員
のご子女の中から成績優秀な学生に」という一文を“女子の中から”
と読み違え、自分には関係ないものと思い込んでいました。大学は
真面目に勉強するところ、と親に言われていましたし、最初の1年目
は純粋に勉強に取り組んだ結果の受賞でした。
　受賞者には表彰状と成績に応じて決められた額の奨励金が与
えられます。僕自身、アルバイトはしていたものの、自活しているこ
ともあって、なかなかお金を貯められないでいましたが、奨励金を
いただいたことで宅建の資格取得にチャレンジできました。
　やはり一度、経験してしまうと欲が出るもので、2年生からは教
育奨励賞を目標に頑張りました。大学図書館が閉まるまで勉強し、
その後コンビニの夜勤が午後10時から午前2時まで、土日は朝6
時までという日もありましたが、2年生の成績（GPA）はオールS。
結局、資格への挑戦を通して勉強の習慣が身についたこと、一緒
に学ぶ仲間を得たことが大きかったと思います。
　奨励金のおかげで少し余裕もでき、3年生の春休みにはカンボ
ジアを訪ねました。貧困にあえぐ国をイメージしていましたが、星空
は感動的に美しく、誰もが笑顔で挨拶してくれる。視野が広がる
思いでした。奨励賞をいただいたことがきっかけで、いろいろなこと
に意欲的に取り組めるようになれたと感謝しています。

教育奨励賞がなければ、やりたいこと
一つ、できなかったかもしれない。

1年次、2年次、3年次の成績が毎年合算され、上位者が選ばれる賞だけに、
3年連続受賞は、いかに努力を積み重ねてきたか、その証し。

輝く
中京大生

青木 耀平さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

教育後援会「教育奨励賞」を3年連続トップ受賞。

輝く
中京大生

寺本 明日香さん
スポーツ科学部競技スポーツ科学科（1年）

ロンドン五輪・体操女子で個人総合11位に輝いた日本のエース。

　私が所属する体操クラブ（レジックスポーツ）のコーチ、坂本周
次先生も中京大学の卒業生。その先生が体操競技部女子の監
督ということもあり、また名古屋で引き続きご指導いただきたくて、
今春、中京大学に進学しました。
　いつも朝7時頃には大学へ。3限まで授業を受け、午後5時から
夜10時過ぎまで、体操部の拠点でもあるレジックスポーツで毎日
練習しています。たまに体調がすぐれず、休みたくなる日もありますが、
足が勝手に体育館に向いてしまいます。
　ロンドン五輪では、試合に出ることだけに集中していましたので、
日の丸を背負うプレッシャーのようなものは無かったです。たしかに
会場内はものすごい歓声に沸いていましたが、「何だか騒々しい
なあ」と思ったぐらい（笑）。大会後に振り返り、初めてオリンピック
という舞台の大きさに気づきました。
　世界戦もそうですが、日本代表を決める選考会の方が私はずっと
緊張しますし、そこを乗り越えられたら、あとは「もう、やるしかない！」
そんな気持ちで世界の壁に挑んでいます。
　リオ五輪は2年後。まず
はその前の世界選手権
で、団体8位以内に入る
ことが五輪出場の条件で
す。勉強も、自分自身の
夢にも自由に挑戦できる
のが大学生の特権！中
京大学の充実した練習
環境をフル活用しながら、
高難度の技の完成度を
磨いていきたいですね。

恵まれた環境と時間を有効活用しながら、
リオ五輪への切符をめざす。

最近、親のサポートにどれほど
助けられてきたか気がついた。
「いつも感謝の気持ちを忘れずこ
れからも頑張りたい」と寺本さん。

保 健 室 ／ 保 健 セ ン タ ー

名古屋キャンパス

※相談内容については秘密を厳守し、外部に漏らすことはありません。

曜日

月

火

水

木

金

名古屋キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

（第2金曜日）
精神科医による相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

14：00～17：00

健康相談

（第2月曜日）校医による健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

9：00～17：00

10：30～12：30

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～12：30

整形外科・健康相談

内科

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

名古屋キャンパス時間

月

火

水

木

金

土

曜日

月

火

水

木

金

土

曜日 豊田キャンパス時間

9：15～12：45

10：00～12：00

11：00～13：00

9：15～12：45

9：15～12：45

休診

休診

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、

い
ま
や
社
会
的
に
も

重
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ

の
悩
み
を
感
じ
た
ら

早
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

状
況
に
応
じ
て
継
続

的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
不
安
や
迷
い

を
感
じ
た
と
き
や
、誰

か
に
話
を
聴
い
て
も
ら

い
た
い
と
き
、具
体
的

に
は
、学
業
・
進
路
・
交

友
関
係
・
課
外
活
動
・

経
済・生
活
全
般
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
は
、遠
慮
せ
ず

に
「
学
生
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
大
学
生
の
健
康
管
理
】

　
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、み
な
さ
ん
の

健
康
状
態
を
知
り
、病
気
の
早
期

発
見
や
相
談
・
応
急
処
置
な
ど
が

常
に
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。健
康
管
理・健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
、保
健
室
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
毎
年

春
に
は
、全
学
年
を
対
象
に
定
期

健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。一

般
計
測
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
尿

検
査
、内
科
検
診
、一
年
次
に
は
心

電
図
検
査
を
行
って
お
り
ま
す
。

曜日

月

火

水

木

金

豊田キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

と
し
て
、ケ
ガ
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
動
作
を
指
導
し
、競

技
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、故
障
す
る
前

よ
り
記
録
が
伸
び
た
な
ど
、大
喜
び

で
報
告
に
く
る
学
生
も
多
く
、私
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
猫
背

や
肩
の
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
、使
い
方
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学
生

の
約
九
割
が
、体
育
の
授
業
や
部
活

動
中
の
ケ
ガ
で
や
って
き
ま
す
。単
な

る
打
撲
や
捻
挫
か
ら
前
十
字
靭
帯
損

整形外科の専門医、スポーツ科学部教授として、2000年に前

任校の国立大学から本学へ赴任。ケガを防ぐ、正しい筋肉の

使い方まで指導し、丁寧なメディカルサポートを心がける。

清水 卓也先生（保健センター長）

1日40～50人の学生が利用する「保健センター」。
スポーツ科学部を置く豊田キャンパス内の施設だけに、運動によるケガが利用者の大半を占めているそうです。

最先端のトレーニング理論で
学生アスリートを力強くサポート。

学 生 相 談 セ ン タ ー
学生相談センターでは学生のみなさんが入学から卒業まで「よりよい学生生活を送るための支援」を目的としています。一人ひとりの話を
じっくりと聴き、あるいは話し合いながら、悩みを克服するためのお手伝いをします。気軽に学生相談センターを訪ねてください。

すこやかな学生生活をバックアップするために、学生のみなさんの健康管理やケガの応急処置など、
万一の場合も迅速にサポートできる体制を整えています。

豊田キャンパス 保健センター

豊田キャンパス

名古屋キャンパス 保健室

パフォーマンス向上にまで
役に立てると
やっぱり嬉しいですね。

傷
な
ど
重
傷
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、そ
う
し
た
場
合
は
い
か
に
早
く
診

断
を
つ
け
、適
切
な
病
院
に
つ
な
げ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。当
セ
ン
タ
ー
は
ス

ポ
ー
ツ
専
門
外
来
と
し
て
専
門
医
を

置
く
ク
リ
ニッ
ク
で
す
か
ら
、そ
の
点
、

ご
安
心
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

を
支
援
す
る「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
」と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
を
提
唱
し
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門

H e a l t h C a r e
心 と 体 の 健 康 サ ポ ー ト

ついはりきり過ぎてしまう
新学期はとくに、ケガや
体調を崩しやすいもの。
心も体も、早め早めのケア
がいちばんです。

【
一
般
相
談
】

【
心
理
相
談
】

TEL
（0565）46-1232（直通）

TEL
（052）835-7861（直通）

大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、

仕
事
の
苦
労
も
歓
び
に
な
る
。

自
分
が
ど
れ
ほ
ど
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。

浮
か
ん
だ
、「
感
謝
」の
二
文
字
。

就
活
で
も
っ
と
も
苦
労
し
た
こ
と
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
は
？

浅
井　
結
局
、プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
が
百
五
十
社
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
た
の
が
約
七
十
社

で
、そ
の
半
分
が
手
書
き
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、体
力
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

野
添
　
僕
は
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
、十
五

社
で
も
相
当
つ
ら
か
っ
た（
笑
）。で
も
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
　
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
そ
う
で
し
た
が
、面

接
練
習
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
何

度
も
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て…

。ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
た
ら
絶
対
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
、

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
存
在
で
し
た
ね
。

浅
井
　
逆
に
、僕
は
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
も
面
接

で
も
、最
初
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
教
わ
っ
た
こ

と
を
た
だ
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
。自
分
の
就
職

活
動
な
の
に
、人
任
せ
に
な
って
い
ま
し
た
。取
り

掛
り
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、失
敗
す
る
こ
と
が
怖

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。〝
自
分
〞を
出
す
こ
と

も
忘
れ
、振
り
返
る
と
、た
だ「
就
活
」の
ま
ね
ご

と
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。企
業
の
説

明
会
を
受
け
に
東
京
や
大
阪
を
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
が
、気
付
け
ば
卒
業
旅
行
の
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
も
消
え
て
い
き
、お
ま
け

に
内
定
も
取
れ
な
い
。「
俺
は
いっ
た
い
何
を
や
って

ん
だ
ろ
う
」と
恥
ず
か
し
な
が
ら
、電
車
の
中
で

一
人
、泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

浅
井
課
長
　
周
り
が
決
ま
っ
て
い
く
焦
り
と
、ど

う
し
て
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
内
定
が
貰

え
な
い
の
か
、そ
ん
な
悔
し
さ
で
す
よ
ね
。い
つ
頃

が
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
？

浅
井
　
選
考
が
進
ん
で
く
る
二
月
中
旬
頃
で
す

ね
。そ
の
後
、自
分
が
本
当
に
就
き
た
い
仕
事
は

何
か
。自
己
分
析・業
界
研
究
を
き
ち
ん
と
や
り

直
し
、一
社
一
社〝
自
分
〞の
言
葉
で
、気
持
ち
を

込
め
て
臨
む
よ
う
に
な
って
、初
め
て
内
定
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
役
立
っ
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
は
何
で
す
か
？

長
尾
課
長　
山
田
さ
ん
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
し
て

いっ
た
印
象
が
あ
る
け
れ
ど
。

山
田
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
関
し
て
は
比
較
的

そ
う
で
す
が
、私
は
業
界
を
絞
り
こ
み
過
ぎ
て
し

ま
って
、「
全
滅
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う

焦
り
が
実
は
強
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
当
時
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
い

う
講
座
で
、お
じ
ぎ
や
戸
の
開
け
閉
め
な
ど
の
立

ち
居
振
る
舞
い
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
、自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
添
　「
いつ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」と
い
う
就
職

対
策
講
座
で
、自
分
の
面
接
風
景
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ

て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、我
な
が
ら
態
度
が

悪
く
て…

こ
ん
な
学
生
、採
り
た
く
な
い
な
あ
って

反
省
し
ま
し
た（
笑
）。そ
の
後
、自
分
の
姿
を
見

て
、面
接
本
番
に
向
け
て
修
正
し
て
い
き
ま
し
た
。

浅
井
　
企
業・官
公
庁
セ
ミ
ナ
ー
は
凄
い
規
模
で

し
た
ね
。

山
田
　
大
手
の
企
業
が
足
を
運
ば
ず
と
も
大
学

ま
で
来
て
く
れ
る
。そ
う
い
う
企
業
を
呼
び
寄
せ

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の
腕
が
ス
ゴ
イ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
に
手
厚
い
な
ら
中
京
大
学
に
入
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
他
大
学
の
友
人
も
い
ま
し
た
。

長
尾
課
長
　
業
界・職
種
研
究
会
と
企
業・官
公

庁
セ
ミ
ナ
ー
を
合
わ
せ
て
四
〇
〇
社
前
後
か
な
。

た
ぶ
ん
他
大
学
さ
ん
と
比
べ
て
も
最
大
級
の
規
模

じ
ゃ
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

浅
井
課
長
　
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

保
護
者
の
方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

青
木　
岐
阜
県
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す
が
、家
か

ら
駅
ま
で
は
バ
ス
で
四
十
分
。就
活
は
移
動
も
多

く
、冬
は
寒
い
で
す
し
、体
力
的
に
つ
ら
か
っ
た
の

で
す
が
、母
が
察
知
し
て
く
れ
、駅
ま
で
毎
日
送

迎
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
し
た
の
で
、よ
く
電

話
で
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。親
と
し
て
は

私
の
選
択
に
意
見
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
安
心
感
を
与
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
添
　
ス
ー
ツ
代
や
交
通
費
、生
活
費
も
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
休
ん
で
就
活
に
集

中
で
き
ま
し
た
し
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

浅
井
　
僕
は
一
切
、両
親
に
就
活
の
話
は
し
て
い

な
い
で
す
ね
。そ
れ
ま
で
の
人
生
で
相
当
な
苦
労

を
か
け
て
き
た
の
で
、「
こ
う
い
う
会
社
に
内
定
を

貰
い
ま
し
た
」と
き
ち
ん
と
報
告
す
る
こ
と
が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。就
活
だ
け
は
親
に
甘

え
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。流
石
に
親
も

心
配
し
て
か
、一
度
だ
け「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？
」と
訊
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

時
も
、「
適
当
に
や
っ
て
る
よ
」と
答
え
て
お
し
ま

い
。で
も
何
気
な
い
そ
の
一
言
が
よ
り
一
層
や
る
気

を
掻
き
立
て
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、こ
れ
か
ら
就
活
に 

臨
む
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田　
受
験
勉
強
は
大
学
四
年
間
の
た
め
、就

職
活
動
は
そ
の
後
、何
十
年
と
い
う
人
生
の
た

め
、と
考
え
る
と
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
就
職
活
動
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。社
会
人
に

な
って
み
る
と
、こ
ん
な
に
責
任
の
あ
る
仕
事
に
就

か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。で
も
学
生
時
代
、あ
れ
ほ
ど
な
り
た
か
っ
た

仕
事
に
就
い
て
い
る
。そ
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、就
職
活
動
を
頑
張
っ
た
お
か
げ
。そ
ん
な
ふ

う
に
思
え
る
仕
事
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

浅
井
　
今
の
世
の
中
、生
き
方
は
様
々
で
す
が
、

就
活
に
臨
む
と
決
め
た
後
輩
に
は
、一
生
に
一
回

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
納
得
い
く
ま
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
へ
ひ
と
こ
と

浅
井
課
長　
今
の
学
生
が
ど
れ
ほ
ど
悩
み
、時
に

は
泣
き
な
が
ら
就
活
を
乗
り
越
え
て
い
る
か
。そ

の
現
実
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、親
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
考

え
方
、行
動
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、社
会
人
と

の
接
点
を
作
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

長
尾
課
長
　
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
活
用
で
き
る
と
、考
え
を
整
理
し
や
す
く
、う

ま
く
レ
ー
ル
に
乗
れ
る
気
が
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
子

様
に
は
、当
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就活をきちんと語ろう！

5分野10の推進事項に全学的に取り
組み、「教育力」と「研究力」のさらなる
充実を目指します。

̶

理
事
長
ご
就
任
か
ら
約
一
年
、慌
た
だ
し
い
日
々
を
振
り
返
っ

て
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
そ
の
前
に
、今
年
も
教
育
懇
談
会
が
全
国
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、大
変
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
十
月
一
日
に
就
任
後
、一
か
月
、三
か
月
、半
年
と
、時

間
が
経
過
す
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
自
分
の
ペ
ー
ス
を
掴
め
る
よ
う
に

な
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。正
直
な
と
こ
ろ
、理
事
長
就
任
前
は
大
き

な
不
安
を
通
り
越
し
て
恐
怖
心
を
覚
え
る
ほ
ど
で
し
た
が
、や
る
べ

き
こ
と
の
一
つ
ひ
と
つ
、着
実
に
実
行
に
移
そ
う
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注

ぐ
う
ち
に
不
安
も
す
っ
か
り
吹
き
と
ん
で
い
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

̶

今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。そ
の
歩
み
は
、改

革
に
次
ぐ
改
革
、の
歴
史
で
し
た
ね
。

　
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
し
な
が
ら
年
々
、社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。大
学
に
求
め
ら
れ
る
モ
ノ
も
様
変
わ
り
し
、本
学
も
こ
れ

に
応
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、た
ゆ
ま
ざ
る
改
革
を
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
も
そ
も
中
京
大
学
は
一
九
五
四（
昭
和
二
十
九
）年
、商
科

の
短
期
大
学
と
し
て
産
声
を
あ
げ
、そ
の
二
年
後
に
四
年
制
大
学
、

十
年
後
の
一
九
六
六（
昭
和
四
十
一
）年
に
商・体
育・文・法
学
部
の

四
学
部
体
制
が
確
立
。現
在
の
総
合
大
学
への
道
の
り
を
歩
み
始
め

た
の
は
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
で
あ
り
、二
代
目
理
事
長（
現
梅
村
清
弘
名

誉
総
長
）が
将
来
計
画
を
明
確
に
示
し
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

な
が
ら
実
現
に
導
い
て
いっ
た
。し
か
し
一
連
の
改
革
を
通
し
て
何
を

尊
重
し
て
き
た
か
と
い
う
と
、教
職
員
と
の
情
報
の
共
有
化
で
す

ね
。現
場
の
声
を
い
か
に
吸
い
上
げ
、教
育
に
反
映
さ
せ
る
か
。私
は

こ
の
流
れ
を
踏
襲
し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
昨
年
、新
た
な
長
期
計

画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

̶

そ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」が
目
指
す
の
は
、建
学
の
精
神
の
具
現

化
と
の
こ
と
で
す
が
。

　
本
学
の
建
学
の
精
神
は
、「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た

れ
」で
す
。こ
れ
は「
文
無
き
武
は
愚
」「
武
無
き
文
は
弱
」と
す
る
、か

つ
て
の
水
戸
学
に
お
け
る『
文
武
不
岐
』の
教
え
を
継
ぐ
も
の
で
す
。本

学
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
と
、一
七
一
六（
享
保
元
）年
に
四
代
目

梅
村
清
茂
、徳
川
光
圀
の
大
日
本
史
編
纂
に
関
わ
っ
た
人
で
す
が
、彼

が
水
戸
で
清
信
塾
を
開
き
、藩
士
の
子
弟
に
説
い
た
教
え
は
時
を
重

ね
て
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
し
て
こ
れ
を
梅
村

清
光
先
生
が
梅
村

家
父
祖
の
地
、愛
知

に
持
ち
か
え
り
、

一
九
二
三（
大
正

十
二
）年
に
中
京

商
業
学
校
を
開
校
し
た
。つ
ま
り
水
戸
学
の
教
え
に
本
学
の
教
育
の

源
流
が
あ
り
、人
で
い
う
と
こ
ろ
の
還
暦
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
た

今
こ
そ
原
点
に
立
ち
、学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ら
な
る
真
剣
味
の
殿
堂

を
築
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

̶

で
は「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」で
推
進
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
、具
体

的
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
、長
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
って
は
、約
五
十
名
の
教
職
員
で

現
状
の
問
題
点
を
洗
い
ざ
ら
い
抽
出
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
の
上
で「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
連
携
」「
国
際
化
」「
卒
業
生
連

携
」と
い
う
五
つ
の
方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
と
し
、さ
ら
に
十

項
目
に
わ
た
る
分
野
別
推
進
事
項
か
ら
十
二
の「
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」を
定
め
、昨
年
よ
り
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば「
目
的
別
寄
付
金
制
度
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、卒
業

生
や
一
般
の
方
か
ら
も
広
く
寄
付
を
募
り
、学
生
に
還
元
す
る
仕
組

み
を
整
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
、現
在
、制
度
が
着
々
と
固
ま
り
つつ

あ
り
ま
す
。ま
た
愛
校
心
を
育
む「
自
校
教
育
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」は
、校

訓
や
建
学
の
精
神
、本
学
の
歴
史
な
ど
を
授
業
の
一
環
と
し
て
学
ん

で
貰
お
う
と
い
う
も
の
で
、国
際
化
に
も
関
連
し
た
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
他
、「
奨
学
金・授
業
料
減
免
の
見
直
し
」や
学
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
教
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
見
直
し
」な
ど
、プ
ロ

ジェク
ト
は
多
岐
に
わ
た
って
い
ま
す
。

　
さ
ら
に「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
計
画
に
沿
う
形
で
、各
学
部
や
事
務
局
、

大
学
内
の
各
研
究
所
な
ど
、部
局
単
位
で
推
進
で
き
る
取
り
組
み
を

学
内
で
公
募
し
、現
在
、十
二
件
の
採
択
事
業
が
進
行
中
で
す
。

　「
中
京
大
学
博
物
館（
仮
称
）設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」に「
教
育
推
進

セ
ン
タ
ー
設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」、あ
る
い
は
保
護
者
の
皆
様
に
分
か
り

や
す
い
と
こ
ろ
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
し
ょ
う
か
。こ

れ
ま
で
皆
様
に
は
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
一
生
懸
命
応
援
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、今
後
は
も
っ
と
大
学
全
体
と
し
て
応
援
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
本
学
は
人
材
に
非
常
に
恵
ま
れ
た
大
学
で
、い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
素
晴
ら
し
い
研
究
者
が
揃
って
い
ま
す
。「
先
端
研
究
機
構
の
創
設

と
大
学
院
改
革
」は
、そ
う
し
た
人
材
を
活
か
し
、質
の
高
い
教
育
と

研
究
の
好
循
環
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
さ
に「
学
術
」と「
ス
ポ
ー
ツ
」、『
文
武
不
岐
』の
視
点
か
ら
中
京

大
学
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
、皆

様
に
ぜ
ひ
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

̶

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
四
月
よ
り
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
採
択
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、教
職
員
約
百
名
体
制
で
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
増
員
を
図
り
な
が
ら〝
教
職
協
働
〞に
よ
る
総
力
戦

で
、し
か
る
べ
き
改
革
の
手
を
打
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の

先
、中
京
大
学
が
学
生
に
と
って
愛
す
べ
き
母
校
、誇
る
べ
き
母
校
と

な
れ
ま
す
よ
う
、保
護
者
の
皆
様
に
も
こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
ご
支
援
、ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

梅
村
理
事
長 IN

T
E
RV
IEW

「
中
京
大
学
を
知
り
、自
分
を
知
る
。そ
こ
か
ら

  

国
際
社
会
で
の
対
話
力
も
磨
か
れ
る
で
し
ょ
う
。」

文
無
き
武
は
愚
で
あ
り

武
無
き
文
は
弱
で
あ
る

し
た
が
っ
て
文
武
は
不
岐
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

学問を好んだ徳川光圀が「大日本史」を編纂するにあたり、水戸へ集められた学者の一人。
編纂過程で生まれた水戸学は、幕末の志士にも多大な影響を与えました。

第4代  梅村 清茂

梅
村
学
園
理
事
長

梅
村 

清
英

これから先の10年も、

保護者の皆様とともに歩む

中京大学でありたい。

　
中
京
大
学
は
今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、さ
ら

な
る
発
展
を
図
る
た
め
、長
期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、教
育
、研
究
、国
際

化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連
携
を
五
つ
の
骨
子
と
し
て
い

ま
す
が
、大
学
の
使
命
は
、有
為
の
人
材
を
育
て（
教
育
）、

社
会
に
送
り
出
す（
国
際
化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連

携
）こ
と
で
あ
り
、研
究
成
果（
研
究
）を
社
会
に
公
開
し

（
社
会
連
携
、国
際
化
）活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
実
現
に
は
、大
学
が
自
ら
の
教
育
方
針
や
研
究

方
針
を
立
て
、ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
、ど
う
社
会
に

貢
献
し
て
い
く
か
、を
明
示
し
て
い
く
こ
と
、そ
れ
を
学

生
及
び
保
護
者
の
方
々
に
理
解
、咀
嚼
い
た
だ
く
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

　
幸
い
、本
学
は
早
い
時
期
か
ら
保
護
者
対
象
の
教
育

懇
談
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。開
学
よ
り
六
十
年
の

歩
み
は
、す
な
わ
ち
学
生
、保
護
者
、社
会
と
の
連
携
の

歴
史
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
って
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
一
研

究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
と
本
学
は
学
部
学
科
を

新
設
あ
る
い
は
分
離
独
立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。こ
の
姿

勢
が
社
会
や
保
護
者
の
方
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、学
生

も
自
ら
の
学
修
領
域
で
励
み
、中
京
の
名
を
高
め
て
く

れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
の
時
々
に
保
護
者
の
方
々
、教
育
後
援
会
の

会
員
の
皆
様
か
ら
、温
か
い
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
及
び
学
生
へ
の
叱
咤
激
励
が
、ど
れ
ほ
ど
我
々
を

発
奮
さ
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。教
育
環
境
へ
の
ご
援
助

が
、ど
れ
ほ
ど
学
修
意
欲
を
高
め
た
で
し
ょ
う
か
。感
謝

の
限
り
で
す
。

　
今
、少
子
化
と
国
際
化
の
進
展
で
、日
本
は
グ
ロ
ー
バル

な
競
争
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
核
と
な
る
の
は

人
材
を
輩
出
す
る
大
学
で
す
。

　
中
京
大
学
で
は
、各
種
留
学
制
度
を
備
え
、学
生
が

グ
ロ
ー
バル
に
羽
ば
た
く
よ
う
応
援
す
る
一
方
、情
報
理

工
学
部
の
工
学
部
への
改
組
、文
学
部
への
歴
史
文
化
学

科
の
新
設
、国
際
英
語
学
部
の
三
専
攻
化
、さ
ら
に
は
来

年
、現
代
社
会
学
部
の
四
専
攻
化
を
予
定
す
る
な
ど
、

不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
は
保
護
者
の
方
々
の
理
解
と
応
援
あ
っ
て
の

こ
と
。「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
下
、保
護
者
の
方
々
に
一
層
信

頼
さ
れ
、学
生
の
学
修
意
欲
を
高
め
る
た
め〝
あ
く
な

き
挑
戦
〞を
今
後
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。ご
理
解
と

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
、学
生
、保
護
者
、

三
者
一
体
と
な
っ
た
連
携
の
中
で

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に

胸
を
張
れ
る
人
材
を
送
り
出
す
た
め
に

中京大学学長

北川 薫

学長ご挨拶
建
学
の
精
神
を

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

中
京
大
学
長
期
計
画
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」ス
タ
ー
ト
。

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

商
科
の
単
科
大
学
か
ら
、十
一
学
部
十
一
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

中
京
大
学
は
六
十
年
と
い
う
歩
み
の
中
で
改
革
の
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

飛
躍
的
な
進
化・発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。そ
し
て
今
、「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」と
い
う

新
た
な
旗
印
の
下
、中
京
大
学
は
ど
ん
な
改
革
に
挑
み
、ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

そ
の
舵
を
取
る
、梅
村
清
英
理
事
長
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Pro f i l e梅村 清英
1969年生まれ。1990年度経済学部卒、
1995年度経済学研究科博士単位取得。
博士（経済学）。経済学部教授、大学院
研究科長を経て現在に至る。



　
名
古
屋
市
に
お
け
る
学
校
教
育
の
充
実
と
本
学

の
人
材
育
成
の
強
化
を
目
的
に
、二
〇
一
四
年
四
月

三
十
日
、名
古
屋
市
教
育
委
員
会
と
の
間
で
、「
相

互
連
携
に
関
す
る
協
定
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　「
子
供
の
体
力
向
上
」が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
名
古
屋
市
で
は
、大
学
及
び
大
学
生
を
活
用

し
、小
中
学
生
の
体
力
増
強
や
運
動
技
術
の
向
上

を
図
る
の
が
狙
い
。一
方
、本
学
に
お
い
て
は
体
育
実

技
の
補
助
や
部
活
動
の
指
導
な
ど
、教
員
を
目
指

す
学
生
が
、よ
り
多
く
の
現
場
経
験
を
積
め
る
よ
う

に
な
り
、社
会
人
基
礎
力
を
養
成
す
る
意
味
で
も

成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
市
と
大
学
全
体
と
の
包
括
協
定
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、今
後
、他
の
学
部
への
展
開
も
待

た
れ
る
事
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
二
〇
一
四
年
四
月
十
四
日
松
阪
市
と
本
学
は
、「
人
材

育
成
と
地
域
振
興
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
を
運
営
す
る
梅
村
学
園
は
、こ
れ
ま

で
三
重
高
等
学
校
、三
重
中
学
校
、梅
村
幼
稚
園
と

地
域
の
人
材
を
育
成
し
、松
阪
市
内
で
は
多
く
の
卒

業
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。今
後
、十
一
学
部
十
八

学
科
の
視
点
を
活
か
し
、そ
ん
な
ゆ
か
り
深
い
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
と
も
に
、市
役
所
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
学
の
学
生
が
参
加
す
る
な

ど
、う
れ
し
い
相
互
効
果
も
。

　
ま
た
二
〇
一
三
年
の「
松
阪
市
政
策
立
案
コン
テ
ス
ト
」

で
は
総
合
政
策
学
部
チ
ー
ム
が
優
勝
。そ
の
際
、提
案

し
た
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
部
署「
М
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
　
ま
つ
さ
課
」は
正
式
採
用
さ
れ
、本
年
四
月
よ

り
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
豊
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、学
生

や
教
員
、大
学
の
施
設
な
ど
を
積
極
的
に
提
供
し
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
よ
う
と
、二
〇
一
三
年

三
月
三
十
日
、豊
田
市
と「
包
括
連
携
協
定
」を
締
結
。

　
さ
ら
に
本
学
を
は
じ
め
愛
知
工
業
大
学
、愛
知
学

泉
大
学
、日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
、豊
田
工
業

高
等
専
門
学
校
の
四
大
学・高
校
と
の
間
で
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
、共
同
で
実
施
で
き
る
事
業
に
つ

い
て
も
提
案
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
二
〇
一
二
年
秋
か
ら
、豊
田
市
や

ト
ヨ
タ
自
動
車
の「
超
小
型
電
気
自
動
車
」実
証
実

験
に
約
百
名
の
学
生
や
教
職
員
ら
が
協
力
。こ
の

他
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
性
化

事
業
」「
と
よ
た
防
災
フェス
タ
」な
ど
、数
多
く
の
連

携
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ど
大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
」発
表
。三
ヶ
月
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
作
業
を
行
い
な
が

ら
一
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
、そ
れ
を

観
客
と
共
有
す
る
と
い
う
新
た
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
製
作
過
程
で
は
各

自
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
思
い
通
り
動
い
て
く
れ
な
い
こ

と
に
苦
戦
し
つつ
、日
本
語
と
い
う
普
段
使
っ
て
い
る

言
語
の
曖
昧
さ
に
気
づ
き
、逆
に
、す
べ
て
を
明
確

に
伝
え
な
け
れ
ば
理
解
さ
れ
な
い
英
語
の
難
し
さ

を
痛
感
。さ
ら
に
複
雑
な
問
題
に
直
面
し
た
時
、

自
分
自
身
で
問
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
な
ど
、毎
回
、収
穫
の
多
い

イ
ベン
ト
に
な
って
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
全
国
の
大
学
生
た
ち
が

企
画
案
を
練
り
、商
品
化
を
目
指
す
、大
学
横
断

型
商
品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト「Student 

Innovation 
College2014

」（
通
称
Ｓ
カ
レ
）が
、二
〇
一
四
年
六

月
二
十
八
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
が
開
催
地
と
な
っ
た
今
年
度
は
、総
合

政
策
学
部
四
年・牧
絵
梨
香
さ
ん
が
運
営
委
員
長
と

な
り
、全
国
二
十
九
大
学
か
ら
参
加
し
た
四
百
十
五

名
の
学
生
を
取
り
ま
と
め
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。

　
開
会
式
で
は
、協
賛
企
業
二
十
三
社
の
う
ち
十
二

社
か
ら
大
枠
の
企
画
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、意
見
交

換
な
ど
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
経
て
、十
一
月
二

十
九
日
に
行
わ
れ
る
閉
会
式
ま
で
、企
画
を
持
ち
帰

り
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
。商
品
化
を
目
指
し
、コ
ン
テ
ス

ト
の
優
勝
を
争
い
ま
す
。

　
経
営
学
部
の
中
村
ゼ
ミ
と
総
合
政
策
学
部
の
宮

川
ゼ
ミ
、そ
し
て
名
古
屋
市
に
本
社
を
置
く
化
粧
品

メ
ー
カ
ー（
株
）フ
タ
バ
化
学
が
、二
〇
一
三
年
四
月
か

ら
共
同
開
発
に
取
り
組
ん
だ
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル

『
香
っ
手（
か
お
って
）キ
レ
イ
』が
商
品
化
さ
れ
、二
〇

一
四
年
六
月
一
日
よ
り
発
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
者
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。学
生
の
目

線
を
活
か
し
て
開
発
さ
れ
た
、『
香
っ
手
キ
レ
イ
』

は
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ・保
湿・ア
ル
コ
ー
ル
洗
浄
の
三
つ
の

効
果
を
備
え
た
新
感
覚
ハ
ン
ド
ジ
ェル
。学
生
た
ち

は
提
案
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
行
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
展

開
。商
品
は
通
販
サ
イ
ト（
株
）リ
ー
ブ
ル
等
で
販

売
さ
れ
、産
学
連
携
商
品
と
し
て
知
名
度
を
上
げ

つつ
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
一
四
年
三
月
、法
学
部・杉
島
ゼ
ミ
三
年
生
が
作

成
し
た
消
費
者
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
あ
な
た
に
ふ

り
か
か
る
の
は
明
日
か
も
し
れ
な
い
！
〜
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
方
法
」が
完
成
し
在
学
生
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
マ
ル
チ
商
法
や
電
子
マ
ネ
ー
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
注
意
点
、被
害
防
止

策
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も
の
で
、名
古

屋
市
の「
消
費
者
啓
発
委
託
事
業
」に
本
学
が
協
力

す
る
形
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、名
古
屋
市
で
は
学
校
に
お
け
る
消
費
者

教
育
を
推
進
し
て
お
り
、「
二
〇
一
四
年
度
消
費
者

教
育
モ
デ
ル
校
」に
選
ば
れ
た
本
学
で
は
、学
生
が
関

心
の
あ
る
消
費
者
問
題
を
テ
ー
マ
に
、被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
啓
発
活
動
や
消
費
者
教
育
に
取
り
組
む

事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
中
部
圏
の
複
数
の
経
済
関
連
学
部
の
学
生
の
交

流
を
目
的
に
、日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
、議
論
し

合
う「
中
部
経
済
学
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
」が
、二
〇
一
三

年
十
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
、本
学
か
ら
は
経
済
学

部
六
つの
ゼ
ミ
全
十
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
大
学
は
、本
学
の
ほ
か
名
古
屋
大
学
、名
古

屋
市
立
大
学
、富
山
大
学
、愛
知
教
育
大
学
、南
山

大
学
、愛
知
大
学
、名
古
屋
学
院
大
学
の
八
大
学
四

十
二
グ
ル
ー
プ
。

　
学
生
た
ち
は
各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、四
十
五
分
の
持

ち
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
発
表
。そ
の
後
、

質
疑
応
答
の
時
間
に
は
他
大
学
の
教
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
交
え
、活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。大
学
の
垣
根
を
越
え
た「
知
の
交
流
」に
、参
加
し

た
学
生
た
ち
は
大
い
に
触
発
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
二
〇
一
四
年
七
月
十
五
日
、

A
pple Store, N

agoya Sakae

に
て
、森
山
ゼ
ミ
生
九
名
が
英
語

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
五
回
目
で

す
。告
知
を
見
て
訪
れ
た
来
場
者

や
、偶
然
居
合
わ
せ
た
お
客
様
な

　教育奨励賞の存在は知っていましたが、何かの紹介文で「会員
のご子女の中から成績優秀な学生に」という一文を“女子の中から”
と読み違え、自分には関係ないものと思い込んでいました。大学は
真面目に勉強するところ、と親に言われていましたし、最初の1年目
は純粋に勉強に取り組んだ結果の受賞でした。
　受賞者には表彰状と成績に応じて決められた額の奨励金が与
えられます。僕自身、アルバイトはしていたものの、自活しているこ
ともあって、なかなかお金を貯められないでいましたが、奨励金を
いただいたことで宅建の資格取得にチャレンジできました。
　やはり一度、経験してしまうと欲が出るもので、2年生からは教
育奨励賞を目標に頑張りました。大学図書館が閉まるまで勉強し、
その後コンビニの夜勤が午後10時から午前2時まで、土日は朝6
時までという日もありましたが、2年生の成績（GPA）はオールS。
結局、資格への挑戦を通して勉強の習慣が身についたこと、一緒
に学ぶ仲間を得たことが大きかったと思います。
　奨励金のおかげで少し余裕もでき、3年生の春休みにはカンボ
ジアを訪ねました。貧困にあえぐ国をイメージしていましたが、星空
は感動的に美しく、誰もが笑顔で挨拶してくれる。視野が広がる
思いでした。奨励賞をいただいたことがきっかけで、いろいろなこと
に意欲的に取り組めるようになれたと感謝しています。

教育奨励賞がなければ、やりたいこと
一つ、できなかったかもしれない。

1年次、2年次、3年次の成績が毎年合算され、上位者が選ばれる賞だけに、
3年連続受賞は、いかに努力を積み重ねてきたか、その証し。

輝く
中京大生

青木 耀平さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

教育後援会「教育奨励賞」を3年連続トップ受賞。

輝く
中京大生

寺本 明日香さん
スポーツ科学部競技スポーツ科学科（1年）

ロンドン五輪・体操女子で個人総合11位に輝いた日本のエース。

　私が所属する体操クラブ（レジックスポーツ）のコーチ、坂本周
次先生も中京大学の卒業生。その先生が体操競技部女子の監
督ということもあり、また名古屋で引き続きご指導いただきたくて、
今春、中京大学に進学しました。
　いつも朝7時頃には大学へ。3限まで授業を受け、午後5時から
夜10時過ぎまで、体操部の拠点でもあるレジックスポーツで毎日
練習しています。たまに体調がすぐれず、休みたくなる日もありますが、
足が勝手に体育館に向いてしまいます。
　ロンドン五輪では、試合に出ることだけに集中していましたので、
日の丸を背負うプレッシャーのようなものは無かったです。たしかに
会場内はものすごい歓声に沸いていましたが、「何だか騒々しい
なあ」と思ったぐらい（笑）。大会後に振り返り、初めてオリンピック
という舞台の大きさに気づきました。
　世界戦もそうですが、日本代表を決める選考会の方が私はずっと
緊張しますし、そこを乗り越えられたら、あとは「もう、やるしかない！」
そんな気持ちで世界の壁に挑んでいます。
　リオ五輪は2年後。まず
はその前の世界選手権
で、団体8位以内に入る
ことが五輪出場の条件で
す。勉強も、自分自身の
夢にも自由に挑戦できる
のが大学生の特権！中
京大学の充実した練習
環境をフル活用しながら、
高難度の技の完成度を
磨いていきたいですね。

恵まれた環境と時間を有効活用しながら、
リオ五輪への切符をめざす。

最近、親のサポートにどれほど
助けられてきたか気がついた。
「いつも感謝の気持ちを忘れずこ
れからも頑張りたい」と寺本さん。

保 健 室 ／ 保 健 セ ン タ ー

名古屋キャンパス

※相談内容については秘密を厳守し、外部に漏らすことはありません。

曜日

月

火

水

木

金

名古屋キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

（第2金曜日）
精神科医による相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

14：00～17：00

健康相談

（第2月曜日）校医による健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

9：00～17：00

10：30～12：30

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～12：30

整形外科・健康相談

内科

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

名古屋キャンパス時間

月

火

水

木

金

土

曜日

月

火

水

木

金

土

曜日 豊田キャンパス時間

9：15～12：45

10：00～12：00

11：00～13：00

9：15～12：45

9：15～12：45

休診

休診

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、

い
ま
や
社
会
的
に
も

重
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ

の
悩
み
を
感
じ
た
ら

早
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

状
況
に
応
じ
て
継
続

的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
不
安
や
迷
い

を
感
じ
た
と
き
や
、誰

か
に
話
を
聴
い
て
も
ら

い
た
い
と
き
、具
体
的

に
は
、学
業
・
進
路
・
交

友
関
係
・
課
外
活
動
・

経
済・生
活
全
般
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
は
、遠
慮
せ
ず

に
「
学
生
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
大
学
生
の
健
康
管
理
】

　
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、み
な
さ
ん
の

健
康
状
態
を
知
り
、病
気
の
早
期

発
見
や
相
談
・
応
急
処
置
な
ど
が

常
に
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。健
康
管
理・健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
、保
健
室
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
毎
年

春
に
は
、全
学
年
を
対
象
に
定
期

健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。一

般
計
測
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
尿

検
査
、内
科
検
診
、一
年
次
に
は
心

電
図
検
査
を
行
って
お
り
ま
す
。

曜日

月

火

水

木

金

豊田キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

と
し
て
、ケ
ガ
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
動
作
を
指
導
し
、競

技
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、故
障
す
る
前

よ
り
記
録
が
伸
び
た
な
ど
、大
喜
び

で
報
告
に
く
る
学
生
も
多
く
、私
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
猫
背

や
肩
の
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
、使
い
方
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学
生

の
約
九
割
が
、体
育
の
授
業
や
部
活

動
中
の
ケ
ガ
で
や
って
き
ま
す
。単
な

る
打
撲
や
捻
挫
か
ら
前
十
字
靭
帯
損

整形外科の専門医、スポーツ科学部教授として、2000年に前

任校の国立大学から本学へ赴任。ケガを防ぐ、正しい筋肉の

使い方まで指導し、丁寧なメディカルサポートを心がける。

清水 卓也先生（保健センター長）

1日40～50人の学生が利用する「保健センター」。
スポーツ科学部を置く豊田キャンパス内の施設だけに、運動によるケガが利用者の大半を占めているそうです。

最先端のトレーニング理論で
学生アスリートを力強くサポート。

学 生 相 談 セ ン タ ー
学生相談センターでは学生のみなさんが入学から卒業まで「よりよい学生生活を送るための支援」を目的としています。一人ひとりの話を
じっくりと聴き、あるいは話し合いながら、悩みを克服するためのお手伝いをします。気軽に学生相談センターを訪ねてください。

すこやかな学生生活をバックアップするために、学生のみなさんの健康管理やケガの応急処置など、
万一の場合も迅速にサポートできる体制を整えています。

豊田キャンパス 保健センター

豊田キャンパス

名古屋キャンパス 保健室

パフォーマンス向上にまで
役に立てると
やっぱり嬉しいですね。

傷
な
ど
重
傷
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、そ
う
し
た
場
合
は
い
か
に
早
く
診

断
を
つ
け
、適
切
な
病
院
に
つ
な
げ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。当
セ
ン
タ
ー
は
ス

ポ
ー
ツ
専
門
外
来
と
し
て
専
門
医
を

置
く
ク
リ
ニッ
ク
で
す
か
ら
、そ
の
点
、

ご
安
心
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

を
支
援
す
る「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
」と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
を
提
唱
し
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門

H e a l t h C a r e
心 と 体 の 健 康 サ ポ ー ト

ついはりきり過ぎてしまう
新学期はとくに、ケガや
体調を崩しやすいもの。
心も体も、早め早めのケア
がいちばんです。

【
一
般
相
談
】

【
心
理
相
談
】

TEL
（0565）46-1232（直通）

TEL
（052）835-7861（直通）

大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、

仕
事
の
苦
労
も
歓
び
に
な
る
。

自
分
が
ど
れ
ほ
ど
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。

浮
か
ん
だ
、「
感
謝
」の
二
文
字
。

就
活
で
も
っ
と
も
苦
労
し
た
こ
と
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
は
？

浅
井　
結
局
、プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
が
百
五
十
社
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
た
の
が
約
七
十
社

で
、そ
の
半
分
が
手
書
き
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、体
力
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

野
添
　
僕
は
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
、十
五

社
で
も
相
当
つ
ら
か
っ
た（
笑
）。で
も
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
　
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
そ
う
で
し
た
が
、面

接
練
習
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
何

度
も
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て…

。ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
た
ら
絶
対
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
、

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
存
在
で
し
た
ね
。

浅
井
　
逆
に
、僕
は
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
も
面
接

で
も
、最
初
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
教
わ
っ
た
こ

と
を
た
だ
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
。自
分
の
就
職

活
動
な
の
に
、人
任
せ
に
な
って
い
ま
し
た
。取
り

掛
り
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、失
敗
す
る
こ
と
が
怖

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。〝
自
分
〞を
出
す
こ
と

も
忘
れ
、振
り
返
る
と
、た
だ「
就
活
」の
ま
ね
ご

と
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。企
業
の
説

明
会
を
受
け
に
東
京
や
大
阪
を
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
が
、気
付
け
ば
卒
業
旅
行
の
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
も
消
え
て
い
き
、お
ま
け

に
内
定
も
取
れ
な
い
。「
俺
は
いっ
た
い
何
を
や
って

ん
だ
ろ
う
」と
恥
ず
か
し
な
が
ら
、電
車
の
中
で

一
人
、泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

浅
井
課
長
　
周
り
が
決
ま
っ
て
い
く
焦
り
と
、ど

う
し
て
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
内
定
が
貰

え
な
い
の
か
、そ
ん
な
悔
し
さ
で
す
よ
ね
。い
つ
頃

が
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
？

浅
井
　
選
考
が
進
ん
で
く
る
二
月
中
旬
頃
で
す

ね
。そ
の
後
、自
分
が
本
当
に
就
き
た
い
仕
事
は

何
か
。自
己
分
析・業
界
研
究
を
き
ち
ん
と
や
り

直
し
、一
社
一
社〝
自
分
〞の
言
葉
で
、気
持
ち
を

込
め
て
臨
む
よ
う
に
な
って
、初
め
て
内
定
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
役
立
っ
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
は
何
で
す
か
？

長
尾
課
長　
山
田
さ
ん
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
し
て

いっ
た
印
象
が
あ
る
け
れ
ど
。

山
田
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
関
し
て
は
比
較
的

そ
う
で
す
が
、私
は
業
界
を
絞
り
こ
み
過
ぎ
て
し

ま
って
、「
全
滅
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う

焦
り
が
実
は
強
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
当
時
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
い

う
講
座
で
、お
じ
ぎ
や
戸
の
開
け
閉
め
な
ど
の
立

ち
居
振
る
舞
い
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
、自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
添
　「
いつ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」と
い
う
就
職

対
策
講
座
で
、自
分
の
面
接
風
景
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ

て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、我
な
が
ら
態
度
が

悪
く
て…

こ
ん
な
学
生
、採
り
た
く
な
い
な
あ
って

反
省
し
ま
し
た（
笑
）。そ
の
後
、自
分
の
姿
を
見

て
、面
接
本
番
に
向
け
て
修
正
し
て
い
き
ま
し
た
。

浅
井
　
企
業・官
公
庁
セ
ミ
ナ
ー
は
凄
い
規
模
で

し
た
ね
。

山
田
　
大
手
の
企
業
が
足
を
運
ば
ず
と
も
大
学

ま
で
来
て
く
れ
る
。そ
う
い
う
企
業
を
呼
び
寄
せ

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の
腕
が
ス
ゴ
イ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
に
手
厚
い
な
ら
中
京
大
学
に
入
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
他
大
学
の
友
人
も
い
ま
し
た
。

長
尾
課
長
　
業
界・職
種
研
究
会
と
企
業・官
公

庁
セ
ミ
ナ
ー
を
合
わ
せ
て
四
〇
〇
社
前
後
か
な
。

た
ぶ
ん
他
大
学
さ
ん
と
比
べ
て
も
最
大
級
の
規
模

じ
ゃ
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

浅
井
課
長
　
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

保
護
者
の
方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

青
木　
岐
阜
県
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す
が
、家
か

ら
駅
ま
で
は
バ
ス
で
四
十
分
。就
活
は
移
動
も
多

く
、冬
は
寒
い
で
す
し
、体
力
的
に
つ
ら
か
っ
た
の

で
す
が
、母
が
察
知
し
て
く
れ
、駅
ま
で
毎
日
送

迎
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
し
た
の
で
、よ
く
電

話
で
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。親
と
し
て
は

私
の
選
択
に
意
見
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
安
心
感
を
与
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
添
　
ス
ー
ツ
代
や
交
通
費
、生
活
費
も
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
休
ん
で
就
活
に
集

中
で
き
ま
し
た
し
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

浅
井
　
僕
は
一
切
、両
親
に
就
活
の
話
は
し
て
い

な
い
で
す
ね
。そ
れ
ま
で
の
人
生
で
相
当
な
苦
労

を
か
け
て
き
た
の
で
、「
こ
う
い
う
会
社
に
内
定
を

貰
い
ま
し
た
」と
き
ち
ん
と
報
告
す
る
こ
と
が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。就
活
だ
け
は
親
に
甘

え
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。流
石
に
親
も

心
配
し
て
か
、一
度
だ
け「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？
」と
訊
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

時
も
、「
適
当
に
や
っ
て
る
よ
」と
答
え
て
お
し
ま

い
。で
も
何
気
な
い
そ
の
一
言
が
よ
り
一
層
や
る
気

を
掻
き
立
て
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、こ
れ
か
ら
就
活
に 

臨
む
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田　
受
験
勉
強
は
大
学
四
年
間
の
た
め
、就

職
活
動
は
そ
の
後
、何
十
年
と
い
う
人
生
の
た

め
、と
考
え
る
と
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
就
職
活
動
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。社
会
人
に

な
って
み
る
と
、こ
ん
な
に
責
任
の
あ
る
仕
事
に
就

か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。で
も
学
生
時
代
、あ
れ
ほ
ど
な
り
た
か
っ
た

仕
事
に
就
い
て
い
る
。そ
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、就
職
活
動
を
頑
張
っ
た
お
か
げ
。そ
ん
な
ふ

う
に
思
え
る
仕
事
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

浅
井
　
今
の
世
の
中
、生
き
方
は
様
々
で
す
が
、

就
活
に
臨
む
と
決
め
た
後
輩
に
は
、一
生
に
一
回

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
納
得
い
く
ま
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
へ
ひ
と
こ
と

浅
井
課
長　
今
の
学
生
が
ど
れ
ほ
ど
悩
み
、時
に

は
泣
き
な
が
ら
就
活
を
乗
り
越
え
て
い
る
か
。そ

の
現
実
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、親
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
考

え
方
、行
動
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、社
会
人
と

の
接
点
を
作
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

長
尾
課
長
　
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
活
用
で
き
る
と
、考
え
を
整
理
し
や
す
く
、う

ま
く
レ
ー
ル
に
乗
れ
る
気
が
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
子

様
に
は
、当
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就活をきちんと語ろう！

5分野10の推進事項に全学的に取り
組み、「教育力」と「研究力」のさらなる
充実を目指します。

̶

理
事
長
ご
就
任
か
ら
約
一
年
、慌
た
だ
し
い
日
々
を
振
り
返
っ

て
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
そ
の
前
に
、今
年
も
教
育
懇
談
会
が
全
国
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、大
変
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
十
月
一
日
に
就
任
後
、一
か
月
、三
か
月
、半
年
と
、時

間
が
経
過
す
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
自
分
の
ペ
ー
ス
を
掴
め
る
よ
う
に

な
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。正
直
な
と
こ
ろ
、理
事
長
就
任
前
は
大
き

な
不
安
を
通
り
越
し
て
恐
怖
心
を
覚
え
る
ほ
ど
で
し
た
が
、や
る
べ

き
こ
と
の
一
つ
ひ
と
つ
、着
実
に
実
行
に
移
そ
う
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注

ぐ
う
ち
に
不
安
も
す
っ
か
り
吹
き
と
ん
で
い
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

̶

今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。そ
の
歩
み
は
、改

革
に
次
ぐ
改
革
、の
歴
史
で
し
た
ね
。

　
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
し
な
が
ら
年
々
、社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。大
学
に
求
め
ら
れ
る
モ
ノ
も
様
変
わ
り
し
、本
学
も
こ
れ

に
応
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、た
ゆ
ま
ざ
る
改
革
を
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
も
そ
も
中
京
大
学
は
一
九
五
四（
昭
和
二
十
九
）年
、商
科

の
短
期
大
学
と
し
て
産
声
を
あ
げ
、そ
の
二
年
後
に
四
年
制
大
学
、

十
年
後
の
一
九
六
六（
昭
和
四
十
一
）年
に
商・体
育・文・法
学
部
の

四
学
部
体
制
が
確
立
。現
在
の
総
合
大
学
への
道
の
り
を
歩
み
始
め

た
の
は
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
で
あ
り
、二
代
目
理
事
長（
現
梅
村
清
弘
名

誉
総
長
）が
将
来
計
画
を
明
確
に
示
し
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

な
が
ら
実
現
に
導
い
て
いっ
た
。し
か
し
一
連
の
改
革
を
通
し
て
何
を

尊
重
し
て
き
た
か
と
い
う
と
、教
職
員
と
の
情
報
の
共
有
化
で
す

ね
。現
場
の
声
を
い
か
に
吸
い
上
げ
、教
育
に
反
映
さ
せ
る
か
。私
は

こ
の
流
れ
を
踏
襲
し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
昨
年
、新
た
な
長
期
計

画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

̶

そ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」が
目
指
す
の
は
、建
学
の
精
神
の
具
現

化
と
の
こ
と
で
す
が
。

　
本
学
の
建
学
の
精
神
は
、「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た

れ
」で
す
。こ
れ
は「
文
無
き
武
は
愚
」「
武
無
き
文
は
弱
」と
す
る
、か

つ
て
の
水
戸
学
に
お
け
る『
文
武
不
岐
』の
教
え
を
継
ぐ
も
の
で
す
。本

学
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
と
、一
七
一
六（
享
保
元
）年
に
四
代
目

梅
村
清
茂
、徳
川
光
圀
の
大
日
本
史
編
纂
に
関
わ
っ
た
人
で
す
が
、彼

が
水
戸
で
清
信
塾
を
開
き
、藩
士
の
子
弟
に
説
い
た
教
え
は
時
を
重

ね
て
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
し
て
こ
れ
を
梅
村

清
光
先
生
が
梅
村

家
父
祖
の
地
、愛
知

に
持
ち
か
え
り
、

一
九
二
三（
大
正

十
二
）年
に
中
京

商
業
学
校
を
開
校
し
た
。つ
ま
り
水
戸
学
の
教
え
に
本
学
の
教
育
の

源
流
が
あ
り
、人
で
い
う
と
こ
ろ
の
還
暦
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
た

今
こ
そ
原
点
に
立
ち
、学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ら
な
る
真
剣
味
の
殿
堂

を
築
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

̶

で
は「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」で
推
進
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
、具
体

的
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
、長
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
って
は
、約
五
十
名
の
教
職
員
で

現
状
の
問
題
点
を
洗
い
ざ
ら
い
抽
出
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
の
上
で「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
連
携
」「
国
際
化
」「
卒
業
生
連

携
」と
い
う
五
つ
の
方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
と
し
、さ
ら
に
十

項
目
に
わ
た
る
分
野
別
推
進
事
項
か
ら
十
二
の「
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」を
定
め
、昨
年
よ
り
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば「
目
的
別
寄
付
金
制
度
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、卒
業

生
や
一
般
の
方
か
ら
も
広
く
寄
付
を
募
り
、学
生
に
還
元
す
る
仕
組

み
を
整
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
、現
在
、制
度
が
着
々
と
固
ま
り
つつ

あ
り
ま
す
。ま
た
愛
校
心
を
育
む「
自
校
教
育
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」は
、校

訓
や
建
学
の
精
神
、本
学
の
歴
史
な
ど
を
授
業
の
一
環
と
し
て
学
ん

で
貰
お
う
と
い
う
も
の
で
、国
際
化
に
も
関
連
し
た
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
他
、「
奨
学
金・授
業
料
減
免
の
見
直
し
」や
学
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
教
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
見
直
し
」な
ど
、プ
ロ

ジェク
ト
は
多
岐
に
わ
た
って
い
ま
す
。

　
さ
ら
に「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
計
画
に
沿
う
形
で
、各
学
部
や
事
務
局
、

大
学
内
の
各
研
究
所
な
ど
、部
局
単
位
で
推
進
で
き
る
取
り
組
み
を

学
内
で
公
募
し
、現
在
、十
二
件
の
採
択
事
業
が
進
行
中
で
す
。

　「
中
京
大
学
博
物
館（
仮
称
）設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」に「
教
育
推
進

セ
ン
タ
ー
設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」、あ
る
い
は
保
護
者
の
皆
様
に
分
か
り

や
す
い
と
こ
ろ
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
し
ょ
う
か
。こ

れ
ま
で
皆
様
に
は
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
一
生
懸
命
応
援
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、今
後
は
も
っ
と
大
学
全
体
と
し
て
応
援
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
本
学
は
人
材
に
非
常
に
恵
ま
れ
た
大
学
で
、い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
素
晴
ら
し
い
研
究
者
が
揃
って
い
ま
す
。「
先
端
研
究
機
構
の
創
設

と
大
学
院
改
革
」は
、そ
う
し
た
人
材
を
活
か
し
、質
の
高
い
教
育
と

研
究
の
好
循
環
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
さ
に「
学
術
」と「
ス
ポ
ー
ツ
」、『
文
武
不
岐
』の
視
点
か
ら
中
京

大
学
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
、皆

様
に
ぜ
ひ
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

̶

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
四
月
よ
り
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
採
択
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、教
職
員
約
百
名
体
制
で
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
増
員
を
図
り
な
が
ら〝
教
職
協
働
〞に
よ
る
総
力
戦

で
、し
か
る
べ
き
改
革
の
手
を
打
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の

先
、中
京
大
学
が
学
生
に
と
って
愛
す
べ
き
母
校
、誇
る
べ
き
母
校
と

な
れ
ま
す
よ
う
、保
護
者
の
皆
様
に
も
こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
ご
支
援
、ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

梅
村
理
事
長 IN

T
E
RV
IEW

「
中
京
大
学
を
知
り
、自
分
を
知
る
。そ
こ
か
ら

  

国
際
社
会
で
の
対
話
力
も
磨
か
れ
る
で
し
ょ
う
。」

文
無
き
武
は
愚
で
あ
り

武
無
き
文
は
弱
で
あ
る

し
た
が
っ
て
文
武
は
不
岐
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

学問を好んだ徳川光圀が「大日本史」を編纂するにあたり、水戸へ集められた学者の一人。
編纂過程で生まれた水戸学は、幕末の志士にも多大な影響を与えました。

第4代  梅村 清茂

梅
村
学
園
理
事
長

梅
村 

清
英

これから先の10年も、

保護者の皆様とともに歩む

中京大学でありたい。

　
中
京
大
学
は
今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
、さ
ら

な
る
発
展
を
図
る
た
め
、長
期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、教
育
、研
究
、国
際

化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連
携
を
五
つ
の
骨
子
と
し
て
い

ま
す
が
、大
学
の
使
命
は
、有
為
の
人
材
を
育
て（
教
育
）、

社
会
に
送
り
出
す（
国
際
化
、社
会
連
携
、卒
業
生
連

携
）こ
と
で
あ
り
、研
究
成
果（
研
究
）を
社
会
に
公
開
し

（
社
会
連
携
、国
際
化
）活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
実
現
に
は
、大
学
が
自
ら
の
教
育
方
針
や
研
究

方
針
を
立
て
、ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
、ど
う
社
会
に

貢
献
し
て
い
く
か
、を
明
示
し
て
い
く
こ
と
、そ
れ
を
学

生
及
び
保
護
者
の
方
々
に
理
解
、咀
嚼
い
た
だ
く
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

　
幸
い
、本
学
は
早
い
時
期
か
ら
保
護
者
対
象
の
教
育

懇
談
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。開
学
よ
り
六
十
年
の

歩
み
は
、す
な
わ
ち
学
生
、保
護
者
、社
会
と
の
連
携
の

歴
史
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
って
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
一
研

究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
と
本
学
は
学
部
学
科
を

新
設
あ
る
い
は
分
離
独
立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。こ
の
姿

勢
が
社
会
や
保
護
者
の
方
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、学
生

も
自
ら
の
学
修
領
域
で
励
み
、中
京
の
名
を
高
め
て
く

れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
の
時
々
に
保
護
者
の
方
々
、教
育
後
援
会
の

会
員
の
皆
様
か
ら
、温
か
い
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
及
び
学
生
へ
の
叱
咤
激
励
が
、ど
れ
ほ
ど
我
々
を

発
奮
さ
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。教
育
環
境
へ
の
ご
援
助

が
、ど
れ
ほ
ど
学
修
意
欲
を
高
め
た
で
し
ょ
う
か
。感
謝

の
限
り
で
す
。

　
今
、少
子
化
と
国
際
化
の
進
展
で
、日
本
は
グ
ロ
ー
バル

な
競
争
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
核
と
な
る
の
は

人
材
を
輩
出
す
る
大
学
で
す
。

　
中
京
大
学
で
は
、各
種
留
学
制
度
を
備
え
、学
生
が

グ
ロ
ー
バル
に
羽
ば
た
く
よ
う
応
援
す
る
一
方
、情
報
理

工
学
部
の
工
学
部
への
改
組
、文
学
部
への
歴
史
文
化
学

科
の
新
設
、国
際
英
語
学
部
の
三
専
攻
化
、さ
ら
に
は
来

年
、現
代
社
会
学
部
の
四
専
攻
化
を
予
定
す
る
な
ど
、

不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
は
保
護
者
の
方
々
の
理
解
と
応
援
あ
っ
て
の

こ
と
。「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
下
、保
護
者
の
方
々
に
一
層
信

頼
さ
れ
、学
生
の
学
修
意
欲
を
高
め
る
た
め〝
あ
く
な

き
挑
戦
〞を
今
後
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。ご
理
解
と

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
、学
生
、保
護
者
、

三
者
一
体
と
な
っ
た
連
携
の
中
で

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に

胸
を
張
れ
る
人
材
を
送
り
出
す
た
め
に

中京大学学長

北川 薫

学長ご挨拶
建
学
の
精
神
を

い
ま
、次
代
の
改
革
へ
。

中
京
大
学
長
期
計
画
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」ス
タ
ー
ト
。

開
学
六
十
周
年
の
、原
点
回
帰
。

商
科
の
単
科
大
学
か
ら
、十
一
学
部
十
一
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

中
京
大
学
は
六
十
年
と
い
う
歩
み
の
中
で
改
革
の
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

飛
躍
的
な
進
化・発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。そ
し
て
今
、「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」と
い
う

新
た
な
旗
印
の
下
、中
京
大
学
は
ど
ん
な
改
革
に
挑
み
、ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

そ
の
舵
を
取
る
、梅
村
清
英
理
事
長
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Pro f i l e梅村 清英
1969年生まれ。1990年度経済学部卒、
1995年度経済学研究科博士単位取得。
博士（経済学）。経済学部教授、大学院
研究科長を経て現在に至る。

　
名
古
屋
市
に
お
け
る
学
校
教
育
の
充
実
と
本
学

の
人
材
育
成
の
強
化
を
目
的
に
、二
〇
一
四
年
四
月

三
十
日
、名
古
屋
市
教
育
委
員
会
と
の
間
で
、「
相

互
連
携
に
関
す
る
協
定
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　「
子
供
の
体
力
向
上
」が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
名
古
屋
市
で
は
、大
学
及
び
大
学
生
を
活
用

し
、小
中
学
生
の
体
力
増
強
や
運
動
技
術
の
向
上

を
図
る
の
が
狙
い
。一
方
、本
学
に
お
い
て
は
体
育
実

技
の
補
助
や
部
活
動
の
指
導
な
ど
、教
員
を
目
指

す
学
生
が
、よ
り
多
く
の
現
場
経
験
を
積
め
る
よ
う

に
な
り
、社
会
人
基
礎
力
を
養
成
す
る
意
味
で
も

成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
市
と
大
学
全
体
と
の
包
括
協
定
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、今
後
、他
の
学
部
への
展
開
も
待

た
れ
る
事
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
二
〇
一
四
年
四
月
十
四
日
松
阪
市
と
本
学
は
、「
人
材

育
成
と
地
域
振
興
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
を
運
営
す
る
梅
村
学
園
は
、こ
れ
ま

で
三
重
高
等
学
校
、三
重
中
学
校
、梅
村
幼
稚
園
と

地
域
の
人
材
を
育
成
し
、松
阪
市
内
で
は
多
く
の
卒

業
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。今
後
、十
一
学
部
十
八

学
科
の
視
点
を
活
か
し
、そ
ん
な
ゆ
か
り
深
い
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
と
も
に
、市
役
所
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
学
の
学
生
が
参
加
す
る
な

ど
、う
れ
し
い
相
互
効
果
も
。

　
ま
た
二
〇
一
三
年
の「
松
阪
市
政
策
立
案
コン
テ
ス
ト
」

で
は
総
合
政
策
学
部
チ
ー
ム
が
優
勝
。そ
の
際
、提
案

し
た
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
部
署「
М
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
　
ま
つ
さ
課
」は
正
式
採
用
さ
れ
、本
年
四
月
よ

り
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
豊
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、学
生

や
教
員
、大
学
の
施
設
な
ど
を
積
極
的
に
提
供
し
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
よ
う
と
、二
〇
一
三
年

三
月
三
十
日
、豊
田
市
と「
包
括
連
携
協
定
」を
締
結
。

　
さ
ら
に
本
学
を
は
じ
め
愛
知
工
業
大
学
、愛
知
学

泉
大
学
、日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
、豊
田
工
業

高
等
専
門
学
校
の
四
大
学・高
校
と
の
間
で
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
、共
同
で
実
施
で
き
る
事
業
に
つ

い
て
も
提
案
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
二
〇
一
二
年
秋
か
ら
、豊
田
市
や

ト
ヨ
タ
自
動
車
の「
超
小
型
電
気
自
動
車
」実
証
実

験
に
約
百
名
の
学
生
や
教
職
員
ら
が
協
力
。こ
の

他
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
性
化

事
業
」「
と
よ
た
防
災
フェス
タ
」な
ど
、数
多
く
の
連

携
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ど
大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
」発
表
。三
ヶ
月
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
作
業
を
行
い
な
が

ら
一
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
、そ
れ
を

観
客
と
共
有
す
る
と
い
う
新
た
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
製
作
過
程
で
は
各

自
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
思
い
通
り
動
い
て
く
れ
な
い
こ

と
に
苦
戦
し
つつ
、日
本
語
と
い
う
普
段
使
っ
て
い
る

言
語
の
曖
昧
さ
に
気
づ
き
、逆
に
、す
べ
て
を
明
確

に
伝
え
な
け
れ
ば
理
解
さ
れ
な
い
英
語
の
難
し
さ

を
痛
感
。さ
ら
に
複
雑
な
問
題
に
直
面
し
た
時
、

自
分
自
身
で
問
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
な
ど
、毎
回
、収
穫
の
多
い

イ
ベン
ト
に
な
って
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
全
国
の
大
学
生
た
ち
が

企
画
案
を
練
り
、商
品
化
を
目
指
す
、大
学
横
断

型
商
品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト「Student 

Innovation 
College2014

」（
通
称
Ｓ
カ
レ
）が
、二
〇
一
四
年
六

月
二
十
八
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
が
開
催
地
と
な
っ
た
今
年
度
は
、総
合

政
策
学
部
四
年・牧
絵
梨
香
さ
ん
が
運
営
委
員
長
と

な
り
、全
国
二
十
九
大
学
か
ら
参
加
し
た
四
百
十
五

名
の
学
生
を
取
り
ま
と
め
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。

　
開
会
式
で
は
、協
賛
企
業
二
十
三
社
の
う
ち
十
二

社
か
ら
大
枠
の
企
画
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、意
見
交

換
な
ど
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
経
て
、十
一
月
二

十
九
日
に
行
わ
れ
る
閉
会
式
ま
で
、企
画
を
持
ち
帰

り
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
。商
品
化
を
目
指
し
、コ
ン
テ
ス

ト
の
優
勝
を
争
い
ま
す
。

　
経
営
学
部
の
中
村
ゼ
ミ
と
総
合
政
策
学
部
の
宮

川
ゼ
ミ
、そ
し
て
名
古
屋
市
に
本
社
を
置
く
化
粧
品

メ
ー
カ
ー（
株
）フ
タ
バ
化
学
が
、二
〇
一
三
年
四
月
か

ら
共
同
開
発
に
取
り
組
ん
だ
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル

『
香
っ
手（
か
お
って
）キ
レ
イ
』が
商
品
化
さ
れ
、二
〇

一
四
年
六
月
一
日
よ
り
発
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
者
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。学
生
の
目

線
を
活
か
し
て
開
発
さ
れ
た
、『
香
っ
手
キ
レ
イ
』

は
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ・保
湿・ア
ル
コ
ー
ル
洗
浄
の
三
つ
の

効
果
を
備
え
た
新
感
覚
ハ
ン
ド
ジ
ェル
。学
生
た
ち

は
提
案
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
行
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
展

開
。商
品
は
通
販
サ
イ
ト（
株
）リ
ー
ブ
ル
等
で
販

売
さ
れ
、産
学
連
携
商
品
と
し
て
知
名
度
を
上
げ

つつ
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
一
四
年
三
月
、法
学
部・杉
島
ゼ
ミ
三
年
生
が
作

成
し
た
消
費
者
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
あ
な
た
に
ふ

り
か
か
る
の
は
明
日
か
も
し
れ
な
い
！
〜
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
方
法
」が
完
成
し
在
学
生
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
マ
ル
チ
商
法
や
電
子
マ
ネ
ー
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
注
意
点
、被
害
防
止

策
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も
の
で
、名
古

屋
市
の「
消
費
者
啓
発
委
託
事
業
」に
本
学
が
協
力

す
る
形
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、名
古
屋
市
で
は
学
校
に
お
け
る
消
費
者

教
育
を
推
進
し
て
お
り
、「
二
〇
一
四
年
度
消
費
者

教
育
モ
デ
ル
校
」に
選
ば
れ
た
本
学
で
は
、学
生
が
関

心
の
あ
る
消
費
者
問
題
を
テ
ー
マ
に
、被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
啓
発
活
動
や
消
費
者
教
育
に
取
り
組
む

事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
中
部
圏
の
複
数
の
経
済
関
連
学
部
の
学
生
の
交

流
を
目
的
に
、日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
、議
論
し

合
う「
中
部
経
済
学
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
」が
、二
〇
一
三

年
十
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
、本
学
か
ら
は
経
済
学

部
六
つの
ゼ
ミ
全
十
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
大
学
は
、本
学
の
ほ
か
名
古
屋
大
学
、名
古

屋
市
立
大
学
、富
山
大
学
、愛
知
教
育
大
学
、南
山

大
学
、愛
知
大
学
、名
古
屋
学
院
大
学
の
八
大
学
四

十
二
グ
ル
ー
プ
。

　
学
生
た
ち
は
各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、四
十
五
分
の
持

ち
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
発
表
。そ
の
後
、

質
疑
応
答
の
時
間
に
は
他
大
学
の
教
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
交
え
、活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。大
学
の
垣
根
を
越
え
た「
知
の
交
流
」に
、参
加
し

た
学
生
た
ち
は
大
い
に
触
発
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
二
〇
一
四
年
七
月
十
五
日
、

A
pple Store, N

agoya Sakae

に
て
、森
山
ゼ
ミ
生
九
名
が
英
語

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
五
回
目
で

す
。告
知
を
見
て
訪
れ
た
来
場
者

や
、偶
然
居
合
わ
せ
た
お
客
様
な

保 健 室 ／ 保 健 セ ン タ ー

名古屋キャンパス

※相談内容については秘密を厳守し、外部に漏らすことはありません。

曜日

月

火

水

木

金

名古屋キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

（第2金曜日）
精神科医による相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

14：00～17：00

健康相談

（第2月曜日）校医による健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

9：00～17：00

10：30～12：30

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～12：30

整形外科・健康相談

内科

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

名古屋キャンパス時間

月

火

水

木

金

土

曜日

月

火

水

木

金

土

曜日 豊田キャンパス時間

9：15～12：45

10：00～12：00

11：00～13：00

9：15～12：45

9：15～12：45

休診

休診

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、

い
ま
や
社
会
的
に
も

重
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ

の
悩
み
を
感
じ
た
ら

早
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

状
況
に
応
じ
て
継
続

的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
不
安
や
迷
い

を
感
じ
た
と
き
や
、誰

か
に
話
を
聴
い
て
も
ら

い
た
い
と
き
、具
体
的

に
は
、学
業
・
進
路
・
交

友
関
係
・
課
外
活
動
・

経
済・生
活
全
般
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
は
、遠
慮
せ
ず

に
「
学
生
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
大
学
生
の
健
康
管
理
】

　
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、み
な
さ
ん
の

健
康
状
態
を
知
り
、病
気
の
早
期

発
見
や
相
談
・
応
急
処
置
な
ど
が

常
に
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。健
康
管
理・健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
、保
健
室
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
毎
年

春
に
は
、全
学
年
を
対
象
に
定
期

健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。一

般
計
測
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
尿

検
査
、内
科
検
診
、一
年
次
に
は
心

電
図
検
査
を
行
って
お
り
ま
す
。

曜日

月

火

水

木

金

豊田キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

と
し
て
、ケ
ガ
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
動
作
を
指
導
し
、競

技
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、故
障
す
る
前

よ
り
記
録
が
伸
び
た
な
ど
、大
喜
び

で
報
告
に
く
る
学
生
も
多
く
、私
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
猫
背

や
肩
の
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
、使
い
方
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学
生

の
約
九
割
が
、体
育
の
授
業
や
部
活

動
中
の
ケ
ガ
で
や
って
き
ま
す
。単
な

る
打
撲
や
捻
挫
か
ら
前
十
字
靭
帯
損

整形外科の専門医、スポーツ科学部教授として、2000年に前

任校の国立大学から本学へ赴任。ケガを防ぐ、正しい筋肉の

使い方まで指導し、丁寧なメディカルサポートを心がける。

清水 卓也先生（保健センター長）

1日40～50人の学生が利用する「保健センター」。
スポーツ科学部を置く豊田キャンパス内の施設だけに、運動によるケガが利用者の大半を占めているそうです。

最先端のトレーニング理論で
学生アスリートを力強くサポート。

学 生 相 談 セ ン タ ー
学生相談センターでは学生のみなさんが入学から卒業まで「よりよい学生生活を送るための支援」を目的としています。一人ひとりの話を
じっくりと聴き、あるいは話し合いながら、悩みを克服するためのお手伝いをします。気軽に学生相談センターを訪ねてください。

すこやかな学生生活をバックアップするために、学生のみなさんの健康管理やケガの応急処置など、
万一の場合も迅速にサポートできる体制を整えています。

豊田キャンパス 保健センター

豊田キャンパス

名古屋キャンパス 保健室

パフォーマンス向上にまで
役に立てると
やっぱり嬉しいですね。

傷
な
ど
重
傷
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、そ
う
し
た
場
合
は
い
か
に
早
く
診

断
を
つ
け
、適
切
な
病
院
に
つ
な
げ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。当
セ
ン
タ
ー
は
ス

ポ
ー
ツ
専
門
外
来
と
し
て
専
門
医
を

置
く
ク
リ
ニッ
ク
で
す
か
ら
、そ
の
点
、

ご
安
心
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

を
支
援
す
る「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
」と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
を
提
唱
し
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門

H e a l t h C a r e
心 と 体 の 健 康 サ ポ ー ト

ついはりきり過ぎてしまう
新学期はとくに、ケガや
体調を崩しやすいもの。
心も体も、早め早めのケア
がいちばんです。

【
一
般
相
談
】

【
心
理
相
談
】

TEL
（0565）46-1232（直通）

TEL
（052）835-7861（直通）

5分野10の推進事項に全学的に取り
組み、「教育力」と「研究力」のさらなる
充実を目指します。

̶

理
事
長
ご
就
任
か
ら
約
一
年
、慌
た
だ
し
い
日
々
を
振
り
返
っ

て
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
そ
の
前
に
、今
年
も
教
育
懇
談
会
が
全
国
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、大
変
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
十
月
一
日
に
就
任
後
、一
か
月
、三
か
月
、半
年
と
、時

間
が
経
過
す
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
自
分
の
ペ
ー
ス
を
掴
め
る
よ
う
に

な
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。正
直
な
と
こ
ろ
、理
事
長
就
任
前
は
大
き

な
不
安
を
通
り
越
し
て
恐
怖
心
を
覚
え
る
ほ
ど
で
し
た
が
、や
る
べ

き
こ
と
の
一
つ
ひ
と
つ
、着
実
に
実
行
に
移
そ
う
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注

ぐ
う
ち
に
不
安
も
す
っ
か
り
吹
き
と
ん
で
い
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

̶

今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。そ
の
歩
み
は
、改

革
に
次
ぐ
改
革
、の
歴
史
で
し
た
ね
。

　
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
し
な
が
ら
年
々
、社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。大
学
に
求
め
ら
れ
る
モ
ノ
も
様
変
わ
り
し
、本
学
も
こ
れ

に
応
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、た
ゆ
ま
ざ
る
改
革
を
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
も
そ
も
中
京
大
学
は
一
九
五
四（
昭
和
二
十
九
）年
、商
科

の
短
期
大
学
と
し
て
産
声
を
あ
げ
、そ
の
二
年
後
に
四
年
制
大
学
、

十
年
後
の
一
九
六
六（
昭
和
四
十
一
）年
に
商・体
育・文・法
学
部
の

四
学
部
体
制
が
確
立
。現
在
の
総
合
大
学
への
道
の
り
を
歩
み
始
め

た
の
は
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
で
あ
り
、二
代
目
理
事
長（
現
梅
村
清
弘
名

誉
総
長
）が
将
来
計
画
を
明
確
に
示
し
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

な
が
ら
実
現
に
導
い
て
いっ
た
。し
か
し
一
連
の
改
革
を
通
し
て
何
を

尊
重
し
て
き
た
か
と
い
う
と
、教
職
員
と
の
情
報
の
共
有
化
で
す

ね
。現
場
の
声
を
い
か
に
吸
い
上
げ
、教
育
に
反
映
さ
せ
る
か
。私
は

こ
の
流
れ
を
踏
襲
し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
昨
年
、新
た
な
長
期
計

画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

̶

そ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」が
目
指
す
の
は
、建
学
の
精
神
の
具
現

化
と
の
こ
と
で
す
が
。

　
本
学
の
建
学
の
精
神
は
、「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た

れ
」で
す
。こ
れ
は「
文
無
き
武
は
愚
」「
武
無
き
文
は
弱
」と
す
る
、か

つ
て
の
水
戸
学
に
お
け
る『
文
武
不
岐
』の
教
え
を
継
ぐ
も
の
で
す
。本

学
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
と
、一
七
一
六（
享
保
元
）年
に
四
代
目

梅
村
清
茂
、徳
川
光
圀
の
大
日
本
史
編
纂
に
関
わ
っ
た
人
で
す
が
、彼

が
水
戸
で
清
信
塾
を
開
き
、藩
士
の
子
弟
に
説
い
た
教
え
は
時
を
重

ね
て
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
し
て
こ
れ
を
梅
村

清
光
先
生
が
梅
村

家
父
祖
の
地
、愛
知

に
持
ち
か
え
り
、

一
九
二
三（
大
正

十
二
）年
に
中
京

商
業
学
校
を
開
校
し
た
。つ
ま
り
水
戸
学
の
教
え
に
本
学
の
教
育
の

源
流
が
あ
り
、人
で
い
う
と
こ
ろ
の
還
暦
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
た

今
こ
そ
原
点
に
立
ち
、学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ら
な
る
真
剣
味
の
殿
堂

を
築
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

̶

で
は「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」で
推
進
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
、具
体

的
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
、長
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
って
は
、約
五
十
名
の
教
職
員
で

現
状
の
問
題
点
を
洗
い
ざ
ら
い
抽
出
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
の
上
で「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
連
携
」「
国
際
化
」「
卒
業
生
連

携
」と
い
う
五
つ
の
方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
と
し
、さ
ら
に
十

項
目
に
わ
た
る
分
野
別
推
進
事
項
か
ら
十
二
の「
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」を
定
め
、昨
年
よ
り
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば「
目
的
別
寄
付
金
制
度
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、卒
業

生
や
一
般
の
方
か
ら
も
広
く
寄
付
を
募
り
、学
生
に
還
元
す
る
仕
組

み
を
整
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
、現
在
、制
度
が
着
々
と
固
ま
り
つつ

あ
り
ま
す
。ま
た
愛
校
心
を
育
む「
自
校
教
育
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」は
、校

訓
や
建
学
の
精
神
、本
学
の
歴
史
な
ど
を
授
業
の
一
環
と
し
て
学
ん

で
貰
お
う
と
い
う
も
の
で
、国
際
化
に
も
関
連
し
た
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
他
、「
奨
学
金・授
業
料
減
免
の
見
直
し
」や
学
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
教
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
見
直
し
」な
ど
、プ
ロ

ジェク
ト
は
多
岐
に
わ
た
って
い
ま
す
。

　
さ
ら
に「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
計
画
に
沿
う
形
で
、各
学
部
や
事
務
局
、

大
学
内
の
各
研
究
所
な
ど
、部
局
単
位
で
推
進
で
き
る
取
り
組
み
を

学
内
で
公
募
し
、現
在
、十
二
件
の
採
択
事
業
が
進
行
中
で
す
。

　「
中
京
大
学
博
物
館（
仮
称
）設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」に「
教
育
推
進

セ
ン
タ
ー
設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」、あ
る
い
は
保
護
者
の
皆
様
に
分
か
り

や
す
い
と
こ
ろ
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
し
ょ
う
か
。こ

れ
ま
で
皆
様
に
は
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
一
生
懸
命
応
援
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、今
後
は
も
っ
と
大
学
全
体
と
し
て
応
援
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
本
学
は
人
材
に
非
常
に
恵
ま
れ
た
大
学
で
、い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
素
晴
ら
し
い
研
究
者
が
揃
って
い
ま
す
。「
先
端
研
究
機
構
の
創
設

と
大
学
院
改
革
」は
、そ
う
し
た
人
材
を
活
か
し
、質
の
高
い
教
育
と

研
究
の
好
循
環
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
さ
に「
学
術
」と「
ス
ポ
ー
ツ
」、『
文
武
不
岐
』の
視
点
か
ら
中
京

大
学
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
、皆

様
に
ぜ
ひ
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

̶

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
四
月
よ
り
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
採
択
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、教
職
員
約
百
名
体
制
で
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
増
員
を
図
り
な
が
ら〝
教
職
協
働
〞に
よ
る
総
力
戦

で
、し
か
る
べ
き
改
革
の
手
を
打
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の

先
、中
京
大
学
が
学
生
に
と
って
愛
す
べ
き
母
校
、誇
る
べ
き
母
校
と

な
れ
ま
す
よ
う
、保
護
者
の
皆
様
に
も
こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
ご
支
援
、ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

梅
村
理
事
長 IN

T
E
RV
IEW

「
中
京
大
学
を
知
り
、自
分
を
知
る
。そ
こ
か
ら

  

国
際
社
会
で
の
対
話
力
も
磨
か
れ
る
で
し
ょ
う
。」

文
無
き
武
は
愚
で
あ
り

武
無
き
文
は
弱
で
あ
る

し
た
が
っ
て
文
武
は
不
岐
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

学問を好んだ徳川光圀が「大日本史」を編纂するにあたり、水戸へ集められた学者の一人。
編纂過程で生まれた水戸学は、幕末の志士にも多大な影響を与えました。

第4代  梅村 清茂



　
名
古
屋
市
に
お
け
る
学
校
教
育
の
充
実
と
本
学

の
人
材
育
成
の
強
化
を
目
的
に
、二
〇
一
四
年
四
月

三
十
日
、名
古
屋
市
教
育
委
員
会
と
の
間
で
、「
相

互
連
携
に
関
す
る
協
定
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　「
子
供
の
体
力
向
上
」が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
名
古
屋
市
で
は
、大
学
及
び
大
学
生
を
活
用

し
、小
中
学
生
の
体
力
増
強
や
運
動
技
術
の
向
上

を
図
る
の
が
狙
い
。一
方
、本
学
に
お
い
て
は
体
育
実

技
の
補
助
や
部
活
動
の
指
導
な
ど
、教
員
を
目
指

す
学
生
が
、よ
り
多
く
の
現
場
経
験
を
積
め
る
よ
う

に
な
り
、社
会
人
基
礎
力
を
養
成
す
る
意
味
で
も

成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
市
と
大
学
全
体
と
の
包
括
協
定
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、今
後
、他
の
学
部
への
展
開
も
待

た
れ
る
事
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
二
〇
一
四
年
四
月
十
四
日
松
阪
市
と
本
学
は
、「
人
材

育
成
と
地
域
振
興
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
を
運
営
す
る
梅
村
学
園
は
、こ
れ
ま

で
三
重
高
等
学
校
、三
重
中
学
校
、梅
村
幼
稚
園
と

地
域
の
人
材
を
育
成
し
、松
阪
市
内
で
は
多
く
の
卒

業
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。今
後
、十
一
学
部
十
八

学
科
の
視
点
を
活
か
し
、そ
ん
な
ゆ
か
り
深
い
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
と
も
に
、市
役
所
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
学
の
学
生
が
参
加
す
る
な

ど
、う
れ
し
い
相
互
効
果
も
。

　
ま
た
二
〇
一
三
年
の「
松
阪
市
政
策
立
案
コン
テ
ス
ト
」

で
は
総
合
政
策
学
部
チ
ー
ム
が
優
勝
。そ
の
際
、提
案

し
た
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
部
署「
М
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
　
ま
つ
さ
課
」は
正
式
採
用
さ
れ
、本
年
四
月
よ

り
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
豊
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、学
生

や
教
員
、大
学
の
施
設
な
ど
を
積
極
的
に
提
供
し
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
よ
う
と
、二
〇
一
三
年

三
月
三
十
日
、豊
田
市
と「
包
括
連
携
協
定
」を
締
結
。

　
さ
ら
に
本
学
を
は
じ
め
愛
知
工
業
大
学
、愛
知
学

泉
大
学
、日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
、豊
田
工
業

高
等
専
門
学
校
の
四
大
学・高
校
と
の
間
で
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
、共
同
で
実
施
で
き
る
事
業
に
つ

い
て
も
提
案
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
二
〇
一
二
年
秋
か
ら
、豊
田
市
や

ト
ヨ
タ
自
動
車
の「
超
小
型
電
気
自
動
車
」実
証
実

験
に
約
百
名
の
学
生
や
教
職
員
ら
が
協
力
。こ
の

他
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
性
化

事
業
」「
と
よ
た
防
災
フェス
タ
」な
ど
、数
多
く
の
連

携
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ど
大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
」発
表
。三
ヶ
月
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
作
業
を
行
い
な
が

ら
一
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
、そ
れ
を

観
客
と
共
有
す
る
と
い
う
新
た
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
製
作
過
程
で
は
各

自
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
思
い
通
り
動
い
て
く
れ
な
い
こ

と
に
苦
戦
し
つつ
、日
本
語
と
い
う
普
段
使
っ
て
い
る

言
語
の
曖
昧
さ
に
気
づ
き
、逆
に
、す
べ
て
を
明
確

に
伝
え
な
け
れ
ば
理
解
さ
れ
な
い
英
語
の
難
し
さ

を
痛
感
。さ
ら
に
複
雑
な
問
題
に
直
面
し
た
時
、

自
分
自
身
で
問
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
な
ど
、毎
回
、収
穫
の
多
い

イ
ベン
ト
に
な
って
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
全
国
の
大
学
生
た
ち
が

企
画
案
を
練
り
、商
品
化
を
目
指
す
、大
学
横
断

型
商
品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト「Student 

Innovation 
College2014

」（
通
称
Ｓ
カ
レ
）が
、二
〇
一
四
年
六

月
二
十
八
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
が
開
催
地
と
な
っ
た
今
年
度
は
、総
合

政
策
学
部
四
年・牧
絵
梨
香
さ
ん
が
運
営
委
員
長
と

な
り
、全
国
二
十
九
大
学
か
ら
参
加
し
た
四
百
十
五

名
の
学
生
を
取
り
ま
と
め
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。

　
開
会
式
で
は
、協
賛
企
業
二
十
三
社
の
う
ち
十
二

社
か
ら
大
枠
の
企
画
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、意
見
交

換
な
ど
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
経
て
、十
一
月
二

十
九
日
に
行
わ
れ
る
閉
会
式
ま
で
、企
画
を
持
ち
帰

り
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
。商
品
化
を
目
指
し
、コ
ン
テ
ス

ト
の
優
勝
を
争
い
ま
す
。

　
経
営
学
部
の
中
村
ゼ
ミ
と
総
合
政
策
学
部
の
宮

川
ゼ
ミ
、そ
し
て
名
古
屋
市
に
本
社
を
置
く
化
粧
品

メ
ー
カ
ー（
株
）フ
タ
バ
化
学
が
、二
〇
一
三
年
四
月
か

ら
共
同
開
発
に
取
り
組
ん
だ
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル

『
香
っ
手（
か
お
って
）キ
レ
イ
』が
商
品
化
さ
れ
、二
〇

一
四
年
六
月
一
日
よ
り
発
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
者
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。学
生
の
目

線
を
活
か
し
て
開
発
さ
れ
た
、『
香
っ
手
キ
レ
イ
』

は
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ・保
湿・ア
ル
コ
ー
ル
洗
浄
の
三
つ
の

効
果
を
備
え
た
新
感
覚
ハ
ン
ド
ジ
ェル
。学
生
た
ち

は
提
案
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
行
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
展

開
。商
品
は
通
販
サ
イ
ト（
株
）リ
ー
ブ
ル
等
で
販

売
さ
れ
、産
学
連
携
商
品
と
し
て
知
名
度
を
上
げ

つつ
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
一
四
年
三
月
、法
学
部・杉
島
ゼ
ミ
三
年
生
が
作

成
し
た
消
費
者
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
あ
な
た
に
ふ

り
か
か
る
の
は
明
日
か
も
し
れ
な
い
！
〜
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
方
法
」が
完
成
し
在
学
生
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
マ
ル
チ
商
法
や
電
子
マ
ネ
ー
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
注
意
点
、被
害
防
止

策
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も
の
で
、名
古

屋
市
の「
消
費
者
啓
発
委
託
事
業
」に
本
学
が
協
力

す
る
形
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、名
古
屋
市
で
は
学
校
に
お
け
る
消
費
者

教
育
を
推
進
し
て
お
り
、「
二
〇
一
四
年
度
消
費
者

教
育
モ
デ
ル
校
」に
選
ば
れ
た
本
学
で
は
、学
生
が
関

心
の
あ
る
消
費
者
問
題
を
テ
ー
マ
に
、被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
啓
発
活
動
や
消
費
者
教
育
に
取
り
組
む

事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
中
部
圏
の
複
数
の
経
済
関
連
学
部
の
学
生
の
交

流
を
目
的
に
、日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
、議
論
し

合
う「
中
部
経
済
学
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
」が
、二
〇
一
三

年
十
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
、本
学
か
ら
は
経
済
学

部
六
つの
ゼ
ミ
全
十
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
大
学
は
、本
学
の
ほ
か
名
古
屋
大
学
、名
古

屋
市
立
大
学
、富
山
大
学
、愛
知
教
育
大
学
、南
山

大
学
、愛
知
大
学
、名
古
屋
学
院
大
学
の
八
大
学
四

十
二
グ
ル
ー
プ
。

　
学
生
た
ち
は
各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、四
十
五
分
の
持

ち
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
発
表
。そ
の
後
、

質
疑
応
答
の
時
間
に
は
他
大
学
の
教
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
交
え
、活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。大
学
の
垣
根
を
越
え
た「
知
の
交
流
」に
、参
加
し

た
学
生
た
ち
は
大
い
に
触
発
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
二
〇
一
四
年
七
月
十
五
日
、

A
pple Store, N

agoya Sakae

に
て
、森
山
ゼ
ミ
生
九
名
が
英
語

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
五
回
目
で

す
。告
知
を
見
て
訪
れ
た
来
場
者

や
、偶
然
居
合
わ
せ
た
お
客
様
な

保 健 室 ／ 保 健 セ ン タ ー

名古屋キャンパス

※相談内容については秘密を厳守し、外部に漏らすことはありません。

曜日

月

火

水

木

金

名古屋キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

（第2金曜日）
精神科医による相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

14：00～17：00

健康相談

（第2月曜日）校医による健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

9：00～17：00

10：30～12：30

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～12：30

整形外科・健康相談

内科

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

名古屋キャンパス時間

月

火

水

木

金

土

曜日

月

火

水

木

金

土

曜日 豊田キャンパス時間

9：15～12：45

10：00～12：00

11：00～13：00

9：15～12：45

9：15～12：45

休診

休診

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、

い
ま
や
社
会
的
に
も

重
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ

の
悩
み
を
感
じ
た
ら

早
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

状
況
に
応
じ
て
継
続

的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
不
安
や
迷
い

を
感
じ
た
と
き
や
、誰

か
に
話
を
聴
い
て
も
ら

い
た
い
と
き
、具
体
的

に
は
、学
業
・
進
路
・
交

友
関
係
・
課
外
活
動
・

経
済・生
活
全
般
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
は
、遠
慮
せ
ず

に
「
学
生
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
大
学
生
の
健
康
管
理
】

　
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、み
な
さ
ん
の

健
康
状
態
を
知
り
、病
気
の
早
期

発
見
や
相
談
・
応
急
処
置
な
ど
が

常
に
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。健
康
管
理・健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
、保
健
室
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
毎
年

春
に
は
、全
学
年
を
対
象
に
定
期

健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。一

般
計
測
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
尿

検
査
、内
科
検
診
、一
年
次
に
は
心

電
図
検
査
を
行
って
お
り
ま
す
。

曜日

月

火

水

木

金

豊田キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

と
し
て
、ケ
ガ
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
動
作
を
指
導
し
、競

技
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、故
障
す
る
前

よ
り
記
録
が
伸
び
た
な
ど
、大
喜
び

で
報
告
に
く
る
学
生
も
多
く
、私
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
猫
背

や
肩
の
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
、使
い
方
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学
生

の
約
九
割
が
、体
育
の
授
業
や
部
活

動
中
の
ケ
ガ
で
や
って
き
ま
す
。単
な

る
打
撲
や
捻
挫
か
ら
前
十
字
靭
帯
損

整形外科の専門医、スポーツ科学部教授として、2000年に前

任校の国立大学から本学へ赴任。ケガを防ぐ、正しい筋肉の

使い方まで指導し、丁寧なメディカルサポートを心がける。

清水 卓也先生（保健センター長）

1日40～50人の学生が利用する「保健センター」。
スポーツ科学部を置く豊田キャンパス内の施設だけに、運動によるケガが利用者の大半を占めているそうです。

最先端のトレーニング理論で
学生アスリートを力強くサポート。

学 生 相 談 セ ン タ ー
学生相談センターでは学生のみなさんが入学から卒業まで「よりよい学生生活を送るための支援」を目的としています。一人ひとりの話を
じっくりと聴き、あるいは話し合いながら、悩みを克服するためのお手伝いをします。気軽に学生相談センターを訪ねてください。

すこやかな学生生活をバックアップするために、学生のみなさんの健康管理やケガの応急処置など、
万一の場合も迅速にサポートできる体制を整えています。

豊田キャンパス 保健センター

豊田キャンパス

名古屋キャンパス 保健室

パフォーマンス向上にまで
役に立てると
やっぱり嬉しいですね。

傷
な
ど
重
傷
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、そ
う
し
た
場
合
は
い
か
に
早
く
診

断
を
つ
け
、適
切
な
病
院
に
つ
な
げ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。当
セ
ン
タ
ー
は
ス

ポ
ー
ツ
専
門
外
来
と
し
て
専
門
医
を

置
く
ク
リ
ニッ
ク
で
す
か
ら
、そ
の
点
、

ご
安
心
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

を
支
援
す
る「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
」と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
を
提
唱
し
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門

H e a l t h C a r e
心 と 体 の 健 康 サ ポ ー ト

ついはりきり過ぎてしまう
新学期はとくに、ケガや
体調を崩しやすいもの。
心も体も、早め早めのケア
がいちばんです。

【
一
般
相
談
】

【
心
理
相
談
】

TEL
（0565）46-1232（直通）

TEL
（052）835-7861（直通）

5分野10の推進事項に全学的に取り
組み、「教育力」と「研究力」のさらなる
充実を目指します。

̶

理
事
長
ご
就
任
か
ら
約
一
年
、慌
た
だ
し
い
日
々
を
振
り
返
っ

て
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
そ
の
前
に
、今
年
も
教
育
懇
談
会
が
全
国
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、大
変
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
十
月
一
日
に
就
任
後
、一
か
月
、三
か
月
、半
年
と
、時

間
が
経
過
す
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
自
分
の
ペ
ー
ス
を
掴
め
る
よ
う
に

な
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。正
直
な
と
こ
ろ
、理
事
長
就
任
前
は
大
き

な
不
安
を
通
り
越
し
て
恐
怖
心
を
覚
え
る
ほ
ど
で
し
た
が
、や
る
べ

き
こ
と
の
一
つ
ひ
と
つ
、着
実
に
実
行
に
移
そ
う
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注

ぐ
う
ち
に
不
安
も
す
っ
か
り
吹
き
と
ん
で
い
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

̶

今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。そ
の
歩
み
は
、改

革
に
次
ぐ
改
革
、の
歴
史
で
し
た
ね
。

　
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
し
な
が
ら
年
々
、社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。大
学
に
求
め
ら
れ
る
モ
ノ
も
様
変
わ
り
し
、本
学
も
こ
れ

に
応
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、た
ゆ
ま
ざ
る
改
革
を
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
も
そ
も
中
京
大
学
は
一
九
五
四（
昭
和
二
十
九
）年
、商
科

の
短
期
大
学
と
し
て
産
声
を
あ
げ
、そ
の
二
年
後
に
四
年
制
大
学
、

十
年
後
の
一
九
六
六（
昭
和
四
十
一
）年
に
商・体
育・文・法
学
部
の

四
学
部
体
制
が
確
立
。現
在
の
総
合
大
学
への
道
の
り
を
歩
み
始
め

た
の
は
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
で
あ
り
、二
代
目
理
事
長（
現
梅
村
清
弘
名

誉
総
長
）が
将
来
計
画
を
明
確
に
示
し
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

な
が
ら
実
現
に
導
い
て
いっ
た
。し
か
し
一
連
の
改
革
を
通
し
て
何
を

尊
重
し
て
き
た
か
と
い
う
と
、教
職
員
と
の
情
報
の
共
有
化
で
す

ね
。現
場
の
声
を
い
か
に
吸
い
上
げ
、教
育
に
反
映
さ
せ
る
か
。私
は

こ
の
流
れ
を
踏
襲
し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
昨
年
、新
た
な
長
期
計

画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

̶

そ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」が
目
指
す
の
は
、建
学
の
精
神
の
具
現

化
と
の
こ
と
で
す
が
。

　
本
学
の
建
学
の
精
神
は
、「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た

れ
」で
す
。こ
れ
は「
文
無
き
武
は
愚
」「
武
無
き
文
は
弱
」と
す
る
、か

つ
て
の
水
戸
学
に
お
け
る『
文
武
不
岐
』の
教
え
を
継
ぐ
も
の
で
す
。本

学
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
と
、一
七
一
六（
享
保
元
）年
に
四
代
目

梅
村
清
茂
、徳
川
光
圀
の
大
日
本
史
編
纂
に
関
わ
っ
た
人
で
す
が
、彼

が
水
戸
で
清
信
塾
を
開
き
、藩
士
の
子
弟
に
説
い
た
教
え
は
時
を
重

ね
て
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
し
て
こ
れ
を
梅
村

清
光
先
生
が
梅
村

家
父
祖
の
地
、愛
知

に
持
ち
か
え
り
、

一
九
二
三（
大
正

十
二
）年
に
中
京

商
業
学
校
を
開
校
し
た
。つ
ま
り
水
戸
学
の
教
え
に
本
学
の
教
育
の

源
流
が
あ
り
、人
で
い
う
と
こ
ろ
の
還
暦
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
た

今
こ
そ
原
点
に
立
ち
、学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ら
な
る
真
剣
味
の
殿
堂

を
築
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

̶

で
は「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」で
推
進
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
、具
体

的
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
、長
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
って
は
、約
五
十
名
の
教
職
員
で

現
状
の
問
題
点
を
洗
い
ざ
ら
い
抽
出
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
の
上
で「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
連
携
」「
国
際
化
」「
卒
業
生
連

携
」と
い
う
五
つ
の
方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
と
し
、さ
ら
に
十

項
目
に
わ
た
る
分
野
別
推
進
事
項
か
ら
十
二
の「
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」を
定
め
、昨
年
よ
り
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば「
目
的
別
寄
付
金
制
度
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、卒
業

生
や
一
般
の
方
か
ら
も
広
く
寄
付
を
募
り
、学
生
に
還
元
す
る
仕
組

み
を
整
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
、現
在
、制
度
が
着
々
と
固
ま
り
つつ

あ
り
ま
す
。ま
た
愛
校
心
を
育
む「
自
校
教
育
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」は
、校

訓
や
建
学
の
精
神
、本
学
の
歴
史
な
ど
を
授
業
の
一
環
と
し
て
学
ん

で
貰
お
う
と
い
う
も
の
で
、国
際
化
に
も
関
連
し
た
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
他
、「
奨
学
金・授
業
料
減
免
の
見
直
し
」や
学
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
教
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
見
直
し
」な
ど
、プ
ロ

ジェク
ト
は
多
岐
に
わ
た
って
い
ま
す
。

　
さ
ら
に「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
計
画
に
沿
う
形
で
、各
学
部
や
事
務
局
、

大
学
内
の
各
研
究
所
な
ど
、部
局
単
位
で
推
進
で
き
る
取
り
組
み
を

学
内
で
公
募
し
、現
在
、十
二
件
の
採
択
事
業
が
進
行
中
で
す
。

　「
中
京
大
学
博
物
館（
仮
称
）設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」に「
教
育
推
進

セ
ン
タ
ー
設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」、あ
る
い
は
保
護
者
の
皆
様
に
分
か
り

や
す
い
と
こ
ろ
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
し
ょ
う
か
。こ

れ
ま
で
皆
様
に
は
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
一
生
懸
命
応
援
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、今
後
は
も
っ
と
大
学
全
体
と
し
て
応
援
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
本
学
は
人
材
に
非
常
に
恵
ま
れ
た
大
学
で
、い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
素
晴
ら
し
い
研
究
者
が
揃
って
い
ま
す
。「
先
端
研
究
機
構
の
創
設

と
大
学
院
改
革
」は
、そ
う
し
た
人
材
を
活
か
し
、質
の
高
い
教
育
と

研
究
の
好
循
環
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
さ
に「
学
術
」と「
ス
ポ
ー
ツ
」、『
文
武
不
岐
』の
視
点
か
ら
中
京

大
学
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
、皆

様
に
ぜ
ひ
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

̶

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
四
月
よ
り
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
採
択
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、教
職
員
約
百
名
体
制
で
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
増
員
を
図
り
な
が
ら〝
教
職
協
働
〞に
よ
る
総
力
戦

で
、し
か
る
べ
き
改
革
の
手
を
打
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の

先
、中
京
大
学
が
学
生
に
と
って
愛
す
べ
き
母
校
、誇
る
べ
き
母
校
と

な
れ
ま
す
よ
う
、保
護
者
の
皆
様
に
も
こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
ご
支
援
、ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

梅
村
理
事
長 IN

T
E
RV
IEW

「
中
京
大
学
を
知
り
、自
分
を
知
る
。そ
こ
か
ら

  

国
際
社
会
で
の
対
話
力
も
磨
か
れ
る
で
し
ょ
う
。」

文
無
き
武
は
愚
で
あ
り

武
無
き
文
は
弱
で
あ
る

し
た
が
っ
て
文
武
は
不
岐
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

学問を好んだ徳川光圀が「大日本史」を編纂するにあたり、水戸へ集められた学者の一人。
編纂過程で生まれた水戸学は、幕末の志士にも多大な影響を与えました。

第4代  梅村 清茂

　
二
〇
一
四
年
四
月
、こ
れ
ま
で「
日
本
文
学
科
」「
言
語
表
現
学
科
」の
二

学
科
体
制
で
展
開
し
て
き
た
文
学
部
に
、日
本
の
歴
史
と
文
化
を
総
合

的
に
学
ぶ「
歴
史
文
化
学
科
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
入
学
定
員
は
六
十
五
名
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
を
拠
点
に
①
日
本
史
を
主

と
し
た
文
献
歴
史
学
②
宗
教
学・社
会
学
を
母
体
と
し
つつ
歴
史
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う
諸
学
③
歴
史
資
料
学
の
三
つ
を
教
育・研
究
の
柱
と
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
中
京
大
学
の
あ
る
中
部
エ
リ
ア
は
、織
田
信
長
や
豊
臣
秀

吉
、徳
川
家
康
ら
戦
国
武
将
が
天
下
統
一
の
夢
を
追
い
か
け
た
歴
史
の

舞
台
。古
く
か
ら
日
本
の
東
西
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、戦
国

時
代
以
外
に
も
革
新
の
歴
史
を
刻
み
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
地
域

の
代
表
的
な
学
術
研
究
拠
点「
八
事
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
エ
リ
ア
」か
ら
、新
た

な
歴
史
文
化
学
の
学
び
を
大
き
く
開
花
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

高
度
な
英
語
交
渉
力
と
運
用
力
を
培
う
、

将
来
像
に
応
じ
た
三
専
攻
体
制
へ

日
本
を
動
か
し
た
歴
史
舞
台
で
歴
史
を
学
ぶ
、

文
学
部
三
番
目
の
学
科
が
誕
生

「
歩
い
て・
見
て・
感
じ
る
」発
見
の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

学
び
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「
世
界
」

　
歴
史
文
化
学
科
で
は
、文
学
部
の
半
世
紀
に
及
ぶ
日
本
文
化
研
究
の

成
果
を
礎
に
、地
域
の
歴
史
遺
産
と
直
接
対
話
し
、独
自
の
発
見
を
と

も
な
う
地
域
の
歴
史
像
の
構
築
と
文
化
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で「
歩
い
て・見
て・感
じ
る
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、歴
史
文
化
に
関

す
る《
正
確
か
つ
幅
広
い
知
識
》に
加
え
、史
料
や
古
文
書
を
読
み
解
く

《
実
証
的
研
究
》、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
現
地
調
査
）に
よ
る《
体
験
型
研

究
》を
重
視
。戦
国
期
か
ら
現

代
ま
で
各
時
代
に
選
任
教
員

を
配
し
、多
角
的
な
学
び
を
通

し
て
考
え
を
生
み
だ
す
力
、考

え
を
他
者
に
伝
え
る
力
を
獲

得
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
発
見

への
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し
、社
会

が
求
め
る
基
本
的
な
能
力（
社

会
人
基
礎
力
）も
獲
得
で
き

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

世
界
人
口
約
七
十
億
人
の
う
ち
約
二
十
億
人
、お
よ
そ
四
人
に一人
が

英
語
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
る
現
代
。し
か
し
英
語
を
母
語
と
す
る

人
口
は
約
四
億
人
と
割
合
少
な
く
、世
界
の
大
半
の
人
々
が
他
の
言
語

を
母
語
と
し
な
が
ら
、学
修
に
よ
って
英
語
を
修
得
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
英
語
の
形
態
は
多
種
多
様
。本
学
で
は
、英
米
語
だ
け
で
は
な

い
、世
界
に
存
在
す
る
複
数
の
英
語“W

orld

　Englishes”

こ
そ
、こ
れ
か

ら
の
時
代
に
不
可
欠
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
手
法
と
位
置
づ
け
、二
〇
一
四

年
四
月
、国
際
英
語
学
部
を
改
編
。よ
り
専
門
的
な
学
び
を
通
し
て
高
度

な
英
語
力
を
修
得
で
き
る
よ
う
、「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
専
攻
」「
英
語
圏

文
化
専
攻
」「
国
際
学
専
攻
」の
三
専
攻
制
と
し
ま
し
た
。英
語
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
に
な
り
た
い
、国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
ス
キ
ル
を
発
揮
し
た
い
な

ど
、卒
業
後
の
進
路
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
実
践
力
を
鍛
え
る
方
針
で
す
。

　
通
訳
や
英
語
教
育
者
な
ど
、プ
ロ
と
し
て
の
高
度
な
英
語
運
用
力
を

獲
得
す
る「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
」、文
化
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
国
際
的

に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る「
英
語
圏
文
化
」、高
度
な
Ｉ
Ｔ・語

学
運
用
力
と
英
語
交
渉
力
を
身
に
つ
け
る「
国
際
学
」と
特
色
あ
る
学

び
を
展
開
し
な
が
ら
、全
専
攻
に
お
い
て
多
彩
な
海
外
研
修・留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。

　
一・
二
年
次
で
は
国
際
交
流
や
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
を
通
し
て
英
語
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
を
高
め
、二・三
年
次
の
長
期
留
学
や
専
門
的
な
学

び
へ
と
発
展
さ
せ
な
が
ら
、卒
業
時
に
は
Ｔ
О
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ⓡ
ス
コ
ア
全
専
攻

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
、

四
専
攻
か
ら
社
会
で
の
実
践
力
を
磨
く

社
会
と
つ
な
が
り
、未
来
と
つ
な
が
る

 

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、格
差
社
会
が

深
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、「
新
た
な
つ
な
が
り
の
創

造
」を
ミ
ッ
シ
ョン
に
、二
〇
一
五
年
四
月
、現
代
社
会

学
部
は
四
専
攻
制
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会
構
想
力
を
養

成
す
る「
社
会
学
専
攻
」、つ
な
が
り
の
現
場
で
実
証・

実
践
力
を
身
に
つ
け
る「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
学
専
攻
」、福
祉

の
理
論
と
実
践
を
融
合
し
、新
し
い
共
生
の
カ
タ
チ
を

創
造
す
る「
社
会
福
祉
学
専
攻
」、国
境
と
異
文
化
を

越
え
て
活
躍
す
る
人
材
を
目
指
す「
国
際
文
化
専

攻
」。そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
側
面
か
ら
、社
会
に
対
す
る
見

方
と
社
会
と
の
取
り
組
み
方
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
自
分
を
知
り
、人
を
知
り
、社
会
を
知
り
、何
を
す

べ
き
か
を
追
究
す
る
現
代
社
会
学
部
。各
専
攻
と
も

一
年
次
よ
り
核
と
な
る
科
目
を
学
び
、同
時
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
実
体
験
、社
会
調
査
な
ど
現
場
に
身

を
置
き
な
が
ら
社
会
問
題
と
向
き
あ
い
ま
す
。

　
ま
た
四
年
間
を
通
じ
、学
部
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

を
展
開
。学
び
な
が
ら
学
生
た
ち
が
自
分
自
身
を
見

つ
め
、自
身
の
存
在
を
確
か
め
、自
分
の
問
題
を
解
決

し
て
い
く
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

将来像に応じた3専攻

●=遺跡・史跡 ●=戦国武将ゆかりの地 ●=文化財継承地

長母寺
（沙石集執筆の寺）
小牧・長久手の戦い

桶狭間の戦い

長篠の戦い
天恩寺
（足利尊氏・義満ゆかりの地）
牟呂神社
（ええじゃないか発祥地方）
岡崎城
（徳川家康居城）
田原
（渡辺崋山ゆかりの地）

野間大坊
（源頼朝・頼朝
ゆかりの地）

熱田神宮
（草薙剣を祀る・

七里の渡し）

松平郷
（松平家発祥の地）

犬山城
（国宝天守閣）

真清田神社
（尾張国一宮）

国府宮
（はだか祭り）

朝日遺跡
（弥生時代の集落遺跡）

名古屋城
（尾張徳川家居城）

津島神社
（全国津島総本山・

津島天王祭）

真福寺
（古事記などの
重要文化財伝存）

東栄町
（花祭：重要無形
民俗文化財）

上：基礎を培う1・2年次は、外国人教員による
　 語学教育をベースにしています。
下：学内には日本語禁止ラウンジもあり、外国人
　 留学生との異文化交流も活発です。

教育

メディア

経済

政治

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

社会学専攻
社会構想力を養成

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

伝統

慣習

宗教

モノ文化

教育

メディア

経済

政治

社会学専攻
社会構想力を養成

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

伝統

慣習

宗教

モノ文化

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

基本社会学
教育社会学

マスコミ学

コミュティ社会学
社会調査
心理学

博物館学・観光学
文化人類学

社会福祉学
ソーシャルワーク論
ソーシャルワーク

実習・演習

グローバル・
コミュニケーション

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

国際
ビジネス分野

国際交流分野

国際学専攻 英語圏文化専攻

国際英語
キャリア専攻

交渉力 高度な
言語力

異文化理解

国際英語学科

World
Englishes

言語
プロフェッショナル

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
八
学
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

六
十
年
の
歴
史
の
中
で
、絶
え
ず
「
挑
戦
」
と「
進
化
」を
繰
り
返
し

て
き
た
中
京
大
学
。次
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た
人
材
を
世
に
送
り

だ
す
た
め
に
、ふ
た
た
び
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

【
六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩
】

実際の古文書や古書に接しながら、歴史調査の基礎となる
文献読解力も身につけていきます。

2 015年4月
［4専攻制］スタート

現代
社会学部

深刻化する社会問題を解決
に導く、実践に必要な知識や
手法をより専門的に修得。

2 014年4月［新設］

文学部・
歴史文化
学科

歴史遺産と対話し、史実を追
いかける。日本文化の創造に
挑み、心豊かな社会づくりに
貢献する人材を育成。

世界共通語としての、生きた
英語を修得。グローバル社会
に求められる高度な英語スキ
ルを養う。

国際
英語学部

2 014年4月
［3専攻制］スタート

　
名
古
屋
市
に
お
け
る
学
校
教
育
の
充
実
と
本
学

の
人
材
育
成
の
強
化
を
目
的
に
、二
〇
一
四
年
四
月

三
十
日
、名
古
屋
市
教
育
委
員
会
と
の
間
で
、「
相

互
連
携
に
関
す
る
協
定
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　「
子
供
の
体
力
向
上
」が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
名
古
屋
市
で
は
、大
学
及
び
大
学
生
を
活
用

し
、小
中
学
生
の
体
力
増
強
や
運
動
技
術
の
向
上

を
図
る
の
が
狙
い
。一
方
、本
学
に
お
い
て
は
体
育
実

技
の
補
助
や
部
活
動
の
指
導
な
ど
、教
員
を
目
指

す
学
生
が
、よ
り
多
く
の
現
場
経
験
を
積
め
る
よ
う

に
な
り
、社
会
人
基
礎
力
を
養
成
す
る
意
味
で
も

成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
市
と
大
学
全
体
と
の
包
括
協
定
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、今
後
、他
の
学
部
への
展
開
も
待

た
れ
る
事
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
二
〇
一
四
年
四
月
十
四
日
松
阪
市
と
本
学
は
、「
人
材

育
成
と
地
域
振
興
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
を
運
営
す
る
梅
村
学
園
は
、こ
れ
ま

で
三
重
高
等
学
校
、三
重
中
学
校
、梅
村
幼
稚
園
と

地
域
の
人
材
を
育
成
し
、松
阪
市
内
で
は
多
く
の
卒

業
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。今
後
、十
一
学
部
十
八

学
科
の
視
点
を
活
か
し
、そ
ん
な
ゆ
か
り
深
い
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
と
も
に
、市
役
所
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
学
の
学
生
が
参
加
す
る
な

ど
、う
れ
し
い
相
互
効
果
も
。

　
ま
た
二
〇
一
三
年
の「
松
阪
市
政
策
立
案
コン
テ
ス
ト
」

で
は
総
合
政
策
学
部
チ
ー
ム
が
優
勝
。そ
の
際
、提
案

し
た
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
部
署「
М
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
　
ま
つ
さ
課
」は
正
式
採
用
さ
れ
、本
年
四
月
よ

り
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
豊
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、学
生

や
教
員
、大
学
の
施
設
な
ど
を
積
極
的
に
提
供
し
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
よ
う
と
、二
〇
一
三
年

三
月
三
十
日
、豊
田
市
と「
包
括
連
携
協
定
」を
締
結
。

　
さ
ら
に
本
学
を
は
じ
め
愛
知
工
業
大
学
、愛
知
学

泉
大
学
、日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
、豊
田
工
業

高
等
専
門
学
校
の
四
大
学・高
校
と
の
間
で
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
、共
同
で
実
施
で
き
る
事
業
に
つ

い
て
も
提
案
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
二
〇
一
二
年
秋
か
ら
、豊
田
市
や

ト
ヨ
タ
自
動
車
の「
超
小
型
電
気
自
動
車
」実
証
実

験
に
約
百
名
の
学
生
や
教
職
員
ら
が
協
力
。こ
の

他
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
性
化

事
業
」「
と
よ
た
防
災
フェス
タ
」な
ど
、数
多
く
の
連

携
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ど
大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
」発
表
。三
ヶ
月
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
作
業
を
行
い
な
が

ら
一
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
、そ
れ
を

観
客
と
共
有
す
る
と
い
う
新
た
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
製
作
過
程
で
は
各

自
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
思
い
通
り
動
い
て
く
れ
な
い
こ

と
に
苦
戦
し
つつ
、日
本
語
と
い
う
普
段
使
っ
て
い
る

言
語
の
曖
昧
さ
に
気
づ
き
、逆
に
、す
べ
て
を
明
確

に
伝
え
な
け
れ
ば
理
解
さ
れ
な
い
英
語
の
難
し
さ

を
痛
感
。さ
ら
に
複
雑
な
問
題
に
直
面
し
た
時
、

自
分
自
身
で
問
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
な
ど
、毎
回
、収
穫
の
多
い

イ
ベン
ト
に
な
って
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
全
国
の
大
学
生
た
ち
が

企
画
案
を
練
り
、商
品
化
を
目
指
す
、大
学
横
断

型
商
品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト「Student 

Innovation 
College2014

」（
通
称
Ｓ
カ
レ
）が
、二
〇
一
四
年
六

月
二
十
八
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
が
開
催
地
と
な
っ
た
今
年
度
は
、総
合

政
策
学
部
四
年・牧
絵
梨
香
さ
ん
が
運
営
委
員
長
と

な
り
、全
国
二
十
九
大
学
か
ら
参
加
し
た
四
百
十
五

名
の
学
生
を
取
り
ま
と
め
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。

　
開
会
式
で
は
、協
賛
企
業
二
十
三
社
の
う
ち
十
二

社
か
ら
大
枠
の
企
画
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、意
見
交

換
な
ど
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
経
て
、十
一
月
二

十
九
日
に
行
わ
れ
る
閉
会
式
ま
で
、企
画
を
持
ち
帰

り
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
。商
品
化
を
目
指
し
、コ
ン
テ
ス

ト
の
優
勝
を
争
い
ま
す
。

　
経
営
学
部
の
中
村
ゼ
ミ
と
総
合
政
策
学
部
の
宮

川
ゼ
ミ
、そ
し
て
名
古
屋
市
に
本
社
を
置
く
化
粧
品

メ
ー
カ
ー（
株
）フ
タ
バ
化
学
が
、二
〇
一
三
年
四
月
か

ら
共
同
開
発
に
取
り
組
ん
だ
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル

『
香
っ
手（
か
お
って
）キ
レ
イ
』が
商
品
化
さ
れ
、二
〇

一
四
年
六
月
一
日
よ
り
発
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
者
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。学
生
の
目

線
を
活
か
し
て
開
発
さ
れ
た
、『
香
っ
手
キ
レ
イ
』

は
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ・保
湿・ア
ル
コ
ー
ル
洗
浄
の
三
つ
の

効
果
を
備
え
た
新
感
覚
ハ
ン
ド
ジ
ェル
。学
生
た
ち

は
提
案
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
行
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
展

開
。商
品
は
通
販
サ
イ
ト（
株
）リ
ー
ブ
ル
等
で
販

売
さ
れ
、産
学
連
携
商
品
と
し
て
知
名
度
を
上
げ

つつ
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
一
四
年
三
月
、法
学
部・杉
島
ゼ
ミ
三
年
生
が
作

成
し
た
消
費
者
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
あ
な
た
に
ふ

り
か
か
る
の
は
明
日
か
も
し
れ
な
い
！
〜
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
方
法
」が
完
成
し
在
学
生
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
マ
ル
チ
商
法
や
電
子
マ
ネ
ー
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
注
意
点
、被
害
防
止

策
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も
の
で
、名
古

屋
市
の「
消
費
者
啓
発
委
託
事
業
」に
本
学
が
協
力

す
る
形
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、名
古
屋
市
で
は
学
校
に
お
け
る
消
費
者

教
育
を
推
進
し
て
お
り
、「
二
〇
一
四
年
度
消
費
者

教
育
モ
デ
ル
校
」に
選
ば
れ
た
本
学
で
は
、学
生
が
関

心
の
あ
る
消
費
者
問
題
を
テ
ー
マ
に
、被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
啓
発
活
動
や
消
費
者
教
育
に
取
り
組
む

事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
中
部
圏
の
複
数
の
経
済
関
連
学
部
の
学
生
の
交

流
を
目
的
に
、日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
、議
論
し

合
う「
中
部
経
済
学
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
」が
、二
〇
一
三

年
十
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
、本
学
か
ら
は
経
済
学

部
六
つの
ゼ
ミ
全
十
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
大
学
は
、本
学
の
ほ
か
名
古
屋
大
学
、名
古

屋
市
立
大
学
、富
山
大
学
、愛
知
教
育
大
学
、南
山

大
学
、愛
知
大
学
、名
古
屋
学
院
大
学
の
八
大
学
四

十
二
グ
ル
ー
プ
。

　
学
生
た
ち
は
各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、四
十
五
分
の
持

ち
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
発
表
。そ
の
後
、

質
疑
応
答
の
時
間
に
は
他
大
学
の
教
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
交
え
、活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。大
学
の
垣
根
を
越
え
た「
知
の
交
流
」に
、参
加
し

た
学
生
た
ち
は
大
い
に
触
発
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
二
〇
一
四
年
七
月
十
五
日
、

A
pple Store, N

agoya Sakae

に
て
、森
山
ゼ
ミ
生
九
名
が
英
語

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
五
回
目
で

す
。告
知
を
見
て
訪
れ
た
来
場
者

や
、偶
然
居
合
わ
せ
た
お
客
様
な

Ｄ
委
員
会
は
年
に
七
回
ほ
ど
催
し
、委
員

会
で
の
決
定
事
項
や
検
討
す
る
事
案
に

つ
い
て
は
、各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教
授
会

で
報
告
し
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
委
員
会
で
は
三
本
柱
の
ほ
か
、Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
講
演
会
の
開
催
、国
際
教
養
学
部
の「
経
験

交
流
会
」や
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。と
く
に
経
験
交
流
会
は
成
功
も
失
敗
も
含
め
、

教
員
自
身
の
経
験
談
を
披
露
す
る
こ
と
で
、よ
り

良
い
授
業
を
行
う
た
め
の
手
法
を
学
び
合
う
場
と

な
って
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
の
基
礎
的
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
想
い
が

私
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
の
教
育
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
教
員
を

主
と
す
る
Ｆ
Ｄ
に
対
し
、職
員
、つ
ま
り
ス
タ
ッ
フ
の

能
力
向
上
を
意
味
す
る
Ｓ
Ｄ
（S

ta
ff 

D
evelopm

ent

）も
重
視
す
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
大
学
は
、い
ち
ば
ん
大
切
な
主
人
公
で
あ

る
学
生
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。単
に「
教
え

る
」

｜「
学
ぶ
」だ
け
の
関
係
で
な
く
、学
生
も
一
緒

に
な
って
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。通

常
、〝
大
学
ス
タ
ッフ
〞と
い
え
ば
、「
教
員
」あ
る
い
は

「
教
職
員
」が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、我
々
、中
京

大
学
と
し
て
は「
学
生
」も
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ

や
高
校
生
の
半
数
以
上
が
大
学
へ
進
学
す

る
時
代
。推
薦
や
Ａ
О
入
試
な
ど
入
試
の

方
法
も
多
彩
に
な
り
、学
生
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
は
、こ
の
対
応
を
各
大
学
に
求
め

た
も
の
で
す
が
、か
ね
て
よ
り
教
育
の
質
的
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
本
学
に
お
い
て
も
、全
学
的
な
活

動
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
、

ざ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
す
と
、一
つ
は「
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
」で
す
ね
。ま
ず
は
教
員
が
行
って
い
る
授
業
に
つ

い
て
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、教
員
自
身
が

授
業
内
容
を
点
検
し
、改
善
す
べ
き
点
を
教
育
に

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
つ
目
は「
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
」で
す
。

高
校
ま
で
と
違
っ
て
、大
学
で
は
自
分
で
受
け
た
い

授
業
を
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
判
断
材
料

と
し
て「
シ
ラ
バ
ス
」と
い
う
授
業
計
画
書
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
十
分
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、意
味

が
な
い
。そ
こ
で
先
生
方
に
シ
ラ
バ
ス
の
ま
と
め
方
も

改
善
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
が「
公
開
授
業
」。そ

も
そ
も
大
学
教
員
は
教
育
実
習
経
験
が
な
く
、各

自
、模
索
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
だ
っ
た
授
業
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
で
、教
員
同
士
が
互
い
に
学
び
合
お
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
を
柱
に
Ｆ
Ｄ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

〇
〇
九
年
に
各
学
部・研
究
科
か
ら
委
員

を
選
出
し
て
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
組
織
し
、翌

年
の
春
、第
一
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
教
員
の
声
は
はっ
き
り
聞
こ
え
る
か
」「
授
業
内

容
は
十
分
、理
解
で
き
て
い
た
か
」「
シ
ラ
バ
ス
通
り

の
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
か
」「
補
助
教
材
が
き
ち

ん
と
生
か
さ
れ
て
い
た
か
」な
ど
、変
化
を
把
握
す

る
意
味
も
あ
って
、ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
の
五
、六
年
、同

じ
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ
変

化
が
出
て
き
ま
し
た
。と
く
に
授
業
中
の
声
や
補

助
教
材
等
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
改
善
に
結
び
つ
き

や
す
く
、評
価
の
数
値
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
学
生
の
立
場
で

考
え
ま
す
と
、自
分
た
ち
の
意
見
が
い
か
に
反
映
さ

れ
る
の
か
、そ
こ
が
最
大
の
関
心
事
で
し
ょ
う
。学

習
環
境
に
つ
い
て
は
、改
修
工
事
を
行
う
際
な
ど
、

随
時
、要
望
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
一
方
で
、教

員
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、各
教
員
が
そ
の
結
果
を

「
自
己
点
検
報
告
書
」と
し
て
ま
と
め
、学
生
に
公

開
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
こ
で
Ｆ
Ｄ
が
教
員
に
と
って
、重
苦
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。振
り
返
り
ま
す
と
、当
初
こ
の
活
動
を
推
進
す

る
上
で
、何
が
い
ち
ば
ん
難
し
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、

教
員
に
考
え
方
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

　
昔
と
比
べ
る
と
大
学
教
員
の
仕
事
は
増
え
て
い

ま
す
し
、何
と
いって
も
、自
分
の
授
業
が
学
生
か
ら

点
数
を
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。「
学
生
が
教
員
を

評
価
す
る
と
は
何
た
る
こ
と
」と
抵
抗
を
感
じ
る

先
生
方
も
正
直
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
来
、学
生
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
に

な
り
ま
せ
ん
。学
生
は
黙
って
講
義
に
つい
て
く
れ
ば

い
い
、と
い
う
、旧
式
の
考
え
か
ら
脱
し
、授
業
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
で
学
生
と
の
関
係
が
良
好
に
な

れ
ば
、教
員
自
身
が
望
む
授
業
を
実
現
で
き
る
と
、

地
道
な
意
識
改
革
を
行
って
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、そ
ろ
そ
ろ
第
一
段

階
を
終
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

今
後
も
継
続
す
る
方
針
で
す
が
、導
入
時
と
比
べ

る
と
形
式
的
に
な
る
と
い
う
か
、結
果
を
受
け
止
め

る
教
員
の
緊
張
感
も
減
退
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
段
階
へ
発
展
さ
せ
る
べ
く
、改
善
に
つ
と

め
た
い
と
思
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中京大学でもFD活動に取り組むこととなり、2008年、委員会発足と
合わせてFD委員長に。同時に副学長にも就任した。

り
、こ
の
三
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、Ｆ
Ｄ
活
動
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
に
、よ
り
良
い
教
育
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
み
た
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
を
学
生

の
中
か
ら
募
集
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、す
ぐ
に
三
十
名
ほ
ど
が
手
を
挙
げ
て
く
れ

ま
し
た
。果
た
し
て
学
生
が
集
ま
って
く
れ
る
の
か
、

正
直
、不
安
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、委

員
会
の
先
生
方
と
感
激
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま

す
。現
在
、彼
ら
は「
学
生
Ｆ
Ｄ
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
、

「
授
業
中
の
私
語
を
な
く
し
た
い
」「
机
の
落
書
き

を
消
し
た
い
」な
ど
、学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、自

主
的
な
活
動
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は「
大
学
の
す
べ
て
の
者
の《
幸
せ
》の
た

め
」と
Ｆ
Ｄ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、よ
り
良
い
授
業
が
現
実

化
さ
れ
れ
ば
、学
生
が
ま
ず
幸
せ
に
な
り
ま
す
。学

生
が
い
き
い
き
と
授
業
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
、教
員

も
元
気
に
な
れ
る
。つ
ま
り
学
生
も
教
員
も
、そ
し

て
ま
わ
り
で
支
え
て
く
だ
さ
る
職
員
の
方
々
も
、大

学
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
。私
た
ち
は
こ
れ
を
標

榜
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、Ｆ
Ｄ
は
誰
も
が
明

る
く
、前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
べ
き
活
動
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で〝
Ｆ
Ｄ
〞を“For D

oing our best！
”

と

読
み
替
え
た
わ
け
で
す
が
、教
職
員
も
学
生
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、学
内
の
好
循

環
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

今二

F

大
学
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
た
め
の
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
、

今
、中
京
大
学
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
安
村
仁
志
副
学
長
に
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
京
大
学 

副
学
長
・

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

安
村 

仁
志

FDとは「Faculty Development（教
授団の資質改善・能力開発）」という
意味であり、個々の大学教員の教育
力向上を図るために大学全体で行う
組織的な取り組みが“FD活動”です。
それまでFDは大学における努力義務
とされていましたが、2008年より、大
学設置基準において明確に義務づけ
られるようになっています。

FD活動とは

保 健 室 ／ 保 健 セ ン タ ー

名古屋キャンパス

※相談内容については秘密を厳守し、外部に漏らすことはありません。

曜日

月

火

水

木

金

名古屋キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

（第2金曜日）
精神科医による相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

14：00～17：00

健康相談

（第2月曜日）校医による健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

9：00～17：00

10：30～12：30

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～12：30

整形外科・健康相談

内科

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

名古屋キャンパス時間

月

火

水

木

金

土

曜日

月

火

水

木

金

土

曜日 豊田キャンパス時間

9：15～12：45

10：00～12：00

11：00～13：00

9：15～12：45

9：15～12：45

休診

休診

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、

い
ま
や
社
会
的
に
も

重
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ

の
悩
み
を
感
じ
た
ら

早
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

状
況
に
応
じ
て
継
続

的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
不
安
や
迷
い

を
感
じ
た
と
き
や
、誰

か
に
話
を
聴
い
て
も
ら

い
た
い
と
き
、具
体
的

に
は
、学
業
・
進
路
・
交

友
関
係
・
課
外
活
動
・

経
済・生
活
全
般
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
は
、遠
慮
せ
ず

に
「
学
生
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
大
学
生
の
健
康
管
理
】

　
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、み
な
さ
ん
の

健
康
状
態
を
知
り
、病
気
の
早
期

発
見
や
相
談
・
応
急
処
置
な
ど
が

常
に
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。健
康
管
理・健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
、保
健
室
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
毎
年

春
に
は
、全
学
年
を
対
象
に
定
期

健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。一

般
計
測
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
尿

検
査
、内
科
検
診
、一
年
次
に
は
心

電
図
検
査
を
行
って
お
り
ま
す
。

曜日

月

火

水

木

金

豊田キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

と
し
て
、ケ
ガ
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
動
作
を
指
導
し
、競

技
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、故
障
す
る
前

よ
り
記
録
が
伸
び
た
な
ど
、大
喜
び

で
報
告
に
く
る
学
生
も
多
く
、私
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
猫
背

や
肩
の
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
、使
い
方
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学
生

の
約
九
割
が
、体
育
の
授
業
や
部
活

動
中
の
ケ
ガ
で
や
って
き
ま
す
。単
な

る
打
撲
や
捻
挫
か
ら
前
十
字
靭
帯
損

整形外科の専門医、スポーツ科学部教授として、2000年に前

任校の国立大学から本学へ赴任。ケガを防ぐ、正しい筋肉の

使い方まで指導し、丁寧なメディカルサポートを心がける。

清水 卓也先生（保健センター長）

1日40～50人の学生が利用する「保健センター」。
スポーツ科学部を置く豊田キャンパス内の施設だけに、運動によるケガが利用者の大半を占めているそうです。

最先端のトレーニング理論で
学生アスリートを力強くサポート。

学 生 相 談 セ ン タ ー
学生相談センターでは学生のみなさんが入学から卒業まで「よりよい学生生活を送るための支援」を目的としています。一人ひとりの話を
じっくりと聴き、あるいは話し合いながら、悩みを克服するためのお手伝いをします。気軽に学生相談センターを訪ねてください。

すこやかな学生生活をバックアップするために、学生のみなさんの健康管理やケガの応急処置など、
万一の場合も迅速にサポートできる体制を整えています。

豊田キャンパス 保健センター

豊田キャンパス

名古屋キャンパス 保健室

パフォーマンス向上にまで
役に立てると
やっぱり嬉しいですね。

傷
な
ど
重
傷
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、そ
う
し
た
場
合
は
い
か
に
早
く
診

断
を
つ
け
、適
切
な
病
院
に
つ
な
げ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。当
セ
ン
タ
ー
は
ス

ポ
ー
ツ
専
門
外
来
と
し
て
専
門
医
を

置
く
ク
リ
ニッ
ク
で
す
か
ら
、そ
の
点
、

ご
安
心
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

を
支
援
す
る「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
」と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
を
提
唱
し
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門

H e a l t h C a r e
心 と 体 の 健 康 サ ポ ー ト

ついはりきり過ぎてしまう
新学期はとくに、ケガや
体調を崩しやすいもの。
心も体も、早め早めのケア
がいちばんです。

【
一
般
相
談
】

【
心
理
相
談
】

TEL
（0565）46-1232（直通）

TEL
（052）835-7861（直通）

　留
学
に
対
す
る
学
生
の
動
機
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
は

就
活
に
直
結
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
ひ

と
つ
だ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。昨
今
、

急
速
に
グ
ロ
ー
バル
化
が
進
み
、企
業
の

人
材
の
ニ
ー
ズ
も
以
前
と
は
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。今
や
一
部
の
大
手
企
業
だ

け
で
な
く
中
小
企
業
で
も
語
学
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、ユ
ニ
ク
ロ
や
イ

オ
ン
に
よ
る
外
国
人
の
積
極
採
用
に
も

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、小
売・サ
ー
ビ
ス

業
に
ま
で
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
ま
す
。近
年
の
就
活
戦
線
に
お
い
て

は
、も
は
や
語
学
力
や
留
学
経
験
は
、

闘
い
を
勝
ち
抜
く
た
め
の「
必
須
の
武

国際センター

国際センター　金澤 龍生 係長

未
体
験
の
地
で
味
わ
う
大
き
な
感
動
や
達
成
感
。留
学
を
経
て
、

多
く
の
学
生
が「
一
生
モ
ノ
の
財
産
」を
手
に
し
て
い
ま
す
。

安
全
面
か
ら
金
銭
面
ま
で

留
学
を
き
め
細
か
く
支
援

海外留学を
体験してみたい！

海外短期研修
海外大学体験
プログラム
（4～5週間）

海外短期研修
海外ビジネス研修
プログラム
（2週間）

海外ビジネスを
体験してみたい！

英語力をしっかり
身につけたい！

セメスター留学
（1セメスター）

交換留学
（1年間）

海外の大学に
本格的に留学したい！

短期

長期

国際センター主催の
留学・研修プログラム

■ 学部主催の海外留学・研修プログラム
1年生／海外基礎研修（2週間）

シンガポール

海外ビジネス研修 Ⅰ・Ⅱ
カナダ・ニューヨーク

総合政策学部

心理学部

国際教養学部

経営学部

スポーツ科学部

国際英語学部
国際英語学科

国際英語
キャリア専攻

英語圏
文化専攻

国際学専攻

必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択

選択

選択

選択

選択必修

選択必修

器
」と
な
って
い
る
の
で
す
。

　国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、二
〜
五
週
間
の「
海
外

短
期
研
修
」、一
学
期
間
の「
セ
メ
ス

タ
ー
留
学
」、一
年
間
の「
交
換
留
学
」

と
、短
期
か
ら
長
期
ま
で
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
、留
学
を
希
望
す

る
学
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
り
、日
本
の
大
学
生

は
内
向
き
志
向
だ
と
言
わ
れ
る
な

か
、中
京
大
学
で
は
、〇
八
年
か
ら
の

五
年
間
で
、留
学
す
る
学
生
が
約
三

百
名
か
ら
六
百
名
以
上
へ
と
倍
増

し
、「
外
向
き
志
向
」の
学
生
が
右
肩

上
が
り
で
増
え
て
い
ま
す
。

　保
護
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、留
学
に

対
す
る
最
大
の
関
心
事
は「
安
全
」か

も
し
れ
ま
せ
ん
。国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、

留
学
を
控
え
た
学
生
を
対
象
に
事
前

研
修
会
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。ビ
ザ
の
取
得
、保
険
の
加
入
、航
空

券
の
手
配
な
ど
留
学
前
に
必
要
な
手

続
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、様
々
な
場

面
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
な
ど

を
行
い
、不
測
の
事
態
への
対
処
法
や
留

学
への
心
構
え
な
ど
を
徹
底
指
導
し
た

上
で
、海
外
へ
と
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、あ
ら
か
じ
め
本
学
指

定
の
海
外
旅
行
保
険
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
料
金
で
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。こ
の
保
険
に
は
、大
学
側
が
費
用

を
負
担
す
る
形
で「
海
外
危
機
管
理

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」を
付

帯
し
、現
地
で
の
病
院
の
手
配
な
ど
、

困
っ
た
時
に
は
電
話
一
本
で
サ
ポ
ー
ト

が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
整
備
。さ

ら
に
は
、金
銭
面
で
も
留
学
中
の
学
費

の
減
免
措
置
を
実
施
す
る
な
ど
、あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
学
生
た
ち
の
実
り

あ
る
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

国際センター

タンペレ大学［フィンランド］

留学、というキャリア形成を
バックアップ

あなたの希望は？

岩田 紗椰さん

国際英語学部
国際英語学科（3年）

個性を尊重する
異国の文化に触れ
自信が持てました。

留学先の講義を通じ
日本の素晴らしさを
再発見できました。

学
に
憧
れ
て
い
た

の
は
高
校
時
代

か
ら
。旅
行
好
き
の
両
親

に
連
れ
ら
れ
、ア
メ
リ
カ
や

欧
州
各
地
を
訪
れ
る
う

ち
、英
語
を
も
っ
と
勉
強

し
て
現
地
の
人
と
自
由
に

交
流
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。今
年
八

月
か
ら
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

タ
ン
ペ
レ
大
学
に
行
き
ま

す
が
、こ
の
大
学
を
選
ん

だ
の
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
第

二
の
都
市
の
た
め
、人
と

交
流
す
る
機
会
が
多
く
、

語
学
力
を
磨
く
の
に
ピ
ッ

タ
リ
だ
か
ら
。そ
し
て
な
に

よ
り
、以
前
か
ら
北
欧
の

イ
ン
テ
リ
ア
が
大
好
き
で
、

現
地
の
暮
ら
し
に
触
れ
て

み
た
い
と
考
え
て
い
た
か

ら
で
す
。で
き
れ
ば
、現
地

に
あ
る
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の

本
社
を
訪
問
し
、も
の
づ

く
り
へ
の
想
い
な
ど
を
直

接
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

留

以前から憧れていた
フィンランドの文化に
触れるのが楽しみ。

ノースカロライナ州立大学
ウィルミントン校［米国］

熊本 誠太さん
経営学部経営学科（3年）

ウェスタン・キャロライナ大学
［米国］

辻 大輔さん
国際教養学部国際教養学科（4年）

年
八
月
か
ら
約

四
ヶ
月
間
に
わ
た

る
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
は
、語

学
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、

異
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な

体
験
が
得
ら
れ
、と
て
も

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

留
学
先
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内

を
裸
足
で
歩
く
学
生
が
い

る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
尊
重
す
る
風
土
が
根

付
い
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し

た
。
日
本
で
は
細
か
い

部
分
を
気
に
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、も
っ
と
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
発
揮
す
れ

ば
い
い
ん
だ
と
、帰
国
後
は

以
前
に
も
増
し
て
自
分
の

考
え
や
行
動
に
自
信
を
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。ま
た
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

も
留
学
前
に
比
べ
て
二
百

二
十
点
上
昇
。英
語
を
聞

く
の
が
苦
に
な
ら
な
く
な

り
、確
か
な
成
長
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

昨

ヘルシンキ大学［フィンランド］

トゥオミ・テュッティさん

換
留
学
の
た
め
の

国
際
的
な
大
学

連
合
組
織「
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
」を

通
じ
て
事
前
に
調
べ
た
と

こ
ろ
、私
が
か
ね
て
か
ら
学

ん
で
き
た
日
本
語
を
さ
ら

に
究
め
る
た
め
に
は
、中

京
大
学
が
一
番
ふ
さ
わ
し

い
と
感
じ
、留
学
先
に
選

び
ま
し
た
。留
学
期
間
は

七
月
末
で
終
了
し
ま
す

が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
企
画

さ
れ
た
京
都
旅
行
や
友
人

た
ち
と
一
緒
に
着
物
体
験

を
楽
し
む
な
ど
、た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。中
京
大
学
で
学
び
、

数
多
く
の
友
人
が
で
き
た

名
古
屋
は
、私
の
人
生
に

と
っ
て
本
当
に
特
別
な
場

所
。で
き
れ
ば
、大
学
卒

業
後
は
日
本
で
暮
ら
し
、

英
語
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

を
教
え
る
教
師
と
し
て
活

躍
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

交

私にとって名古屋は
思い出が詰まった
特別な場所です。

学
先
で
は
、あ
え

て
専
門
以
外
の

分
野
に
も
関
心
を
深
め
て

み
よ
う
と
、地
理
学
や
社

会
福
祉
な
ど
、幅
広
い
分

野
の
講
義
を
受
講
し
ま
し

た
。な
か
で
も
印
象
的
だ
っ

た
の
が
、世
界
の
民
俗
学

や
人
口
動
態
な
ど
を
知
る

地
理
学
の
講
義
で
、先
進

的
な
事
例
の
ひ
と
つ
と
し

て
、日
本
が
頻
繁
に
引
き

合
い
に
出
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、充
実
し
た
医
療
環

境
な
ど
、異
国
の
地
で
も

こ
れ
だ
け
話
題
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
か
と
、日
本
人

と
し
て
の
誇
り
や
愛
国
心

が
芽
生
え
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。卒
業
後
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
図
る

食
品
商
社
で
働
く
予
定
で

す
が
、留
学
で
得
た
経
験

を
糧
に
世
界
で
活
躍
す
る

社
会
人
に
な
り
た
い
で
す
。

留

国際
センター

2年生／海外研修A（5週間）
オーストラリア

2年生／海外研修B（2～5週間）
カナダ・シドニー・ニューヨーク

2年生／海外研修C（3週間）
オーストラリア・ハワイ

3年生／海外業務体験 Ⅰ～Ⅳ
ロサンゼルス・ハワイ

2年生／海外大学研修1（3～4週間）
英国

2年生／海外大学研修2（3～4週間）
北米

海外業界研究 Ⅰ～Ⅵ
インド・韓国・シンガポール・アメリカ・ニュージーランド

海外ビジネス研修（2週間）
オーストラリア

海外課題研究（4～5ヶ月）
フランス、スペイン、ドイツ、ロシア、中国

心理学海外演習（4週間）
オーストラリア

海外インターンシップ（3週間）
ロサンゼルス

スポーツマネジメント事例研究、トレーナー事例研究
アメリカ

5分野10の推進事項に全学的に取り
組み、「教育力」と「研究力」のさらなる
充実を目指します。

̶

理
事
長
ご
就
任
か
ら
約
一
年
、慌
た
だ
し
い
日
々
を
振
り
返
っ

て
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
そ
の
前
に
、今
年
も
教
育
懇
談
会
が
全
国
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、大
変
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
十
月
一
日
に
就
任
後
、一
か
月
、三
か
月
、半
年
と
、時

間
が
経
過
す
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
自
分
の
ペ
ー
ス
を
掴
め
る
よ
う
に

な
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。正
直
な
と
こ
ろ
、理
事
長
就
任
前
は
大
き

な
不
安
を
通
り
越
し
て
恐
怖
心
を
覚
え
る
ほ
ど
で
し
た
が
、や
る
べ

き
こ
と
の
一
つ
ひ
と
つ
、着
実
に
実
行
に
移
そ
う
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注

ぐ
う
ち
に
不
安
も
す
っ
か
り
吹
き
と
ん
で
い
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

̶

今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。そ
の
歩
み
は
、改

革
に
次
ぐ
改
革
、の
歴
史
で
し
た
ね
。

　
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
し
な
が
ら
年
々
、社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。大
学
に
求
め
ら
れ
る
モ
ノ
も
様
変
わ
り
し
、本
学
も
こ
れ

に
応
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、た
ゆ
ま
ざ
る
改
革
を
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
も
そ
も
中
京
大
学
は
一
九
五
四（
昭
和
二
十
九
）年
、商
科

の
短
期
大
学
と
し
て
産
声
を
あ
げ
、そ
の
二
年
後
に
四
年
制
大
学
、

十
年
後
の
一
九
六
六（
昭
和
四
十
一
）年
に
商・体
育・文・法
学
部
の

四
学
部
体
制
が
確
立
。現
在
の
総
合
大
学
への
道
の
り
を
歩
み
始
め

た
の
は
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
で
あ
り
、二
代
目
理
事
長（
現
梅
村
清
弘
名

誉
総
長
）が
将
来
計
画
を
明
確
に
示
し
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

な
が
ら
実
現
に
導
い
て
いっ
た
。し
か
し
一
連
の
改
革
を
通
し
て
何
を

尊
重
し
て
き
た
か
と
い
う
と
、教
職
員
と
の
情
報
の
共
有
化
で
す

ね
。現
場
の
声
を
い
か
に
吸
い
上
げ
、教
育
に
反
映
さ
せ
る
か
。私
は

こ
の
流
れ
を
踏
襲
し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
昨
年
、新
た
な
長
期
計

画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

̶

そ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」が
目
指
す
の
は
、建
学
の
精
神
の
具
現

化
と
の
こ
と
で
す
が
。

　
本
学
の
建
学
の
精
神
は
、「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た

れ
」で
す
。こ
れ
は「
文
無
き
武
は
愚
」「
武
無
き
文
は
弱
」と
す
る
、か

つ
て
の
水
戸
学
に
お
け
る『
文
武
不
岐
』の
教
え
を
継
ぐ
も
の
で
す
。本

学
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
と
、一
七
一
六（
享
保
元
）年
に
四
代
目

梅
村
清
茂
、徳
川
光
圀
の
大
日
本
史
編
纂
に
関
わ
っ
た
人
で
す
が
、彼

が
水
戸
で
清
信
塾
を
開
き
、藩
士
の
子
弟
に
説
い
た
教
え
は
時
を
重

ね
て
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
し
て
こ
れ
を
梅
村

清
光
先
生
が
梅
村

家
父
祖
の
地
、愛
知

に
持
ち
か
え
り
、

一
九
二
三（
大
正

十
二
）年
に
中
京

商
業
学
校
を
開
校
し
た
。つ
ま
り
水
戸
学
の
教
え
に
本
学
の
教
育
の

源
流
が
あ
り
、人
で
い
う
と
こ
ろ
の
還
暦
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
た

今
こ
そ
原
点
に
立
ち
、学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ら
な
る
真
剣
味
の
殿
堂

を
築
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

̶

で
は「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」で
推
進
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
、具
体

的
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
、長
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
って
は
、約
五
十
名
の
教
職
員
で

現
状
の
問
題
点
を
洗
い
ざ
ら
い
抽
出
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
の
上
で「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
連
携
」「
国
際
化
」「
卒
業
生
連

携
」と
い
う
五
つ
の
方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
と
し
、さ
ら
に
十

項
目
に
わ
た
る
分
野
別
推
進
事
項
か
ら
十
二
の「
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」を
定
め
、昨
年
よ
り
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば「
目
的
別
寄
付
金
制
度
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、卒
業

生
や
一
般
の
方
か
ら
も
広
く
寄
付
を
募
り
、学
生
に
還
元
す
る
仕
組

み
を
整
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
、現
在
、制
度
が
着
々
と
固
ま
り
つつ

あ
り
ま
す
。ま
た
愛
校
心
を
育
む「
自
校
教
育
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」は
、校

訓
や
建
学
の
精
神
、本
学
の
歴
史
な
ど
を
授
業
の
一
環
と
し
て
学
ん

で
貰
お
う
と
い
う
も
の
で
、国
際
化
に
も
関
連
し
た
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
他
、「
奨
学
金・授
業
料
減
免
の
見
直
し
」や
学
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
教
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
見
直
し
」な
ど
、プ
ロ

ジェク
ト
は
多
岐
に
わ
た
って
い
ま
す
。

　
さ
ら
に「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
計
画
に
沿
う
形
で
、各
学
部
や
事
務
局
、

大
学
内
の
各
研
究
所
な
ど
、部
局
単
位
で
推
進
で
き
る
取
り
組
み
を

学
内
で
公
募
し
、現
在
、十
二
件
の
採
択
事
業
が
進
行
中
で
す
。

　「
中
京
大
学
博
物
館（
仮
称
）設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」に「
教
育
推
進

セ
ン
タ
ー
設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」、あ
る
い
は
保
護
者
の
皆
様
に
分
か
り

や
す
い
と
こ
ろ
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
し
ょ
う
か
。こ

れ
ま
で
皆
様
に
は
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
一
生
懸
命
応
援
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、今
後
は
も
っ
と
大
学
全
体
と
し
て
応
援
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
本
学
は
人
材
に
非
常
に
恵
ま
れ
た
大
学
で
、い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
素
晴
ら
し
い
研
究
者
が
揃
って
い
ま
す
。「
先
端
研
究
機
構
の
創
設

と
大
学
院
改
革
」は
、そ
う
し
た
人
材
を
活
か
し
、質
の
高
い
教
育
と

研
究
の
好
循
環
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
さ
に「
学
術
」と「
ス
ポ
ー
ツ
」、『
文
武
不
岐
』の
視
点
か
ら
中
京

大
学
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
、皆

様
に
ぜ
ひ
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

̶

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
四
月
よ
り
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
採
択
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、教
職
員
約
百
名
体
制
で
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
増
員
を
図
り
な
が
ら〝
教
職
協
働
〞に
よ
る
総
力
戦

で
、し
か
る
べ
き
改
革
の
手
を
打
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の

先
、中
京
大
学
が
学
生
に
と
って
愛
す
べ
き
母
校
、誇
る
べ
き
母
校
と

な
れ
ま
す
よ
う
、保
護
者
の
皆
様
に
も
こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
ご
支
援
、ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

梅
村
理
事
長 IN

T
E
RV
IEW

「
中
京
大
学
を
知
り
、自
分
を
知
る
。そ
こ
か
ら

  

国
際
社
会
で
の
対
話
力
も
磨
か
れ
る
で
し
ょ
う
。」

文
無
き
武
は
愚
で
あ
り

武
無
き
文
は
弱
で
あ
る

し
た
が
っ
て
文
武
は
不
岐
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

学問を好んだ徳川光圀が「大日本史」を編纂するにあたり、水戸へ集められた学者の一人。
編纂過程で生まれた水戸学は、幕末の志士にも多大な影響を与えました。

第4代  梅村 清茂



　
二
〇
一
四
年
四
月
、こ
れ
ま
で「
日
本
文
学
科
」「
言
語
表
現
学
科
」の
二

学
科
体
制
で
展
開
し
て
き
た
文
学
部
に
、日
本
の
歴
史
と
文
化
を
総
合

的
に
学
ぶ「
歴
史
文
化
学
科
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
入
学
定
員
は
六
十
五
名
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
を
拠
点
に
①
日
本
史
を
主

と
し
た
文
献
歴
史
学
②
宗
教
学・社
会
学
を
母
体
と
し
つつ
歴
史
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う
諸
学
③
歴
史
資
料
学
の
三
つ
を
教
育・研
究
の
柱
と
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
中
京
大
学
の
あ
る
中
部
エ
リ
ア
は
、織
田
信
長
や
豊
臣
秀

吉
、徳
川
家
康
ら
戦
国
武
将
が
天
下
統
一
の
夢
を
追
い
か
け
た
歴
史
の

舞
台
。古
く
か
ら
日
本
の
東
西
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、戦
国

時
代
以
外
に
も
革
新
の
歴
史
を
刻
み
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
地
域

の
代
表
的
な
学
術
研
究
拠
点「
八
事
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
エ
リ
ア
」か
ら
、新
た

な
歴
史
文
化
学
の
学
び
を
大
き
く
開
花
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

高
度
な
英
語
交
渉
力
と
運
用
力
を
培
う
、

将
来
像
に
応
じ
た
三
専
攻
体
制
へ

日
本
を
動
か
し
た
歴
史
舞
台
で
歴
史
を
学
ぶ
、

文
学
部
三
番
目
の
学
科
が
誕
生

「
歩
い
て・
見
て・
感
じ
る
」発
見
の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

学
び
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「
世
界
」

　
歴
史
文
化
学
科
で
は
、文
学
部
の
半
世
紀
に
及
ぶ
日
本
文
化
研
究
の

成
果
を
礎
に
、地
域
の
歴
史
遺
産
と
直
接
対
話
し
、独
自
の
発
見
を
と

も
な
う
地
域
の
歴
史
像
の
構
築
と
文
化
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で「
歩
い
て・見
て・感
じ
る
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、歴
史
文
化
に
関

す
る《
正
確
か
つ
幅
広
い
知
識
》に
加
え
、史
料
や
古
文
書
を
読
み
解
く

《
実
証
的
研
究
》、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
現
地
調
査
）に
よ
る《
体
験
型
研

究
》を
重
視
。戦
国
期
か
ら
現

代
ま
で
各
時
代
に
選
任
教
員

を
配
し
、多
角
的
な
学
び
を
通

し
て
考
え
を
生
み
だ
す
力
、考

え
を
他
者
に
伝
え
る
力
を
獲

得
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
発
見

への
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し
、社
会

が
求
め
る
基
本
的
な
能
力（
社

会
人
基
礎
力
）も
獲
得
で
き

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

世
界
人
口
約
七
十
億
人
の
う
ち
約
二
十
億
人
、お
よ
そ
四
人
に一人
が

英
語
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
る
現
代
。し
か
し
英
語
を
母
語
と
す
る

人
口
は
約
四
億
人
と
割
合
少
な
く
、世
界
の
大
半
の
人
々
が
他
の
言
語

を
母
語
と
し
な
が
ら
、学
修
に
よ
って
英
語
を
修
得
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
英
語
の
形
態
は
多
種
多
様
。本
学
で
は
、英
米
語
だ
け
で
は
な

い
、世
界
に
存
在
す
る
複
数
の
英
語“W

orld

　Englishes”

こ
そ
、こ
れ
か

ら
の
時
代
に
不
可
欠
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
手
法
と
位
置
づ
け
、二
〇
一
四

年
四
月
、国
際
英
語
学
部
を
改
編
。よ
り
専
門
的
な
学
び
を
通
し
て
高
度

な
英
語
力
を
修
得
で
き
る
よ
う
、「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
専
攻
」「
英
語
圏

文
化
専
攻
」「
国
際
学
専
攻
」の
三
専
攻
制
と
し
ま
し
た
。英
語
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
に
な
り
た
い
、国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
ス
キ
ル
を
発
揮
し
た
い
な

ど
、卒
業
後
の
進
路
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
実
践
力
を
鍛
え
る
方
針
で
す
。

　
通
訳
や
英
語
教
育
者
な
ど
、プ
ロ
と
し
て
の
高
度
な
英
語
運
用
力
を

獲
得
す
る「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
」、文
化
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
国
際
的

に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る「
英
語
圏
文
化
」、高
度
な
Ｉ
Ｔ・語

学
運
用
力
と
英
語
交
渉
力
を
身
に
つ
け
る「
国
際
学
」と
特
色
あ
る
学

び
を
展
開
し
な
が
ら
、全
専
攻
に
お
い
て
多
彩
な
海
外
研
修・留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。

　
一・
二
年
次
で
は
国
際
交
流
や
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
を
通
し
て
英
語
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
を
高
め
、二・三
年
次
の
長
期
留
学
や
専
門
的
な
学

び
へ
と
発
展
さ
せ
な
が
ら
、卒
業
時
に
は
Ｔ
О
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ⓡ
ス
コ
ア
全
専
攻

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
、

四
専
攻
か
ら
社
会
で
の
実
践
力
を
磨
く

社
会
と
つ
な
が
り
、未
来
と
つ
な
が
る

 

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、格
差
社
会
が

深
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、「
新
た
な
つ
な
が
り
の
創

造
」を
ミ
ッ
シ
ョン
に
、二
〇
一
五
年
四
月
、現
代
社
会

学
部
は
四
専
攻
制
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会
構
想
力
を
養

成
す
る「
社
会
学
専
攻
」、つ
な
が
り
の
現
場
で
実
証・

実
践
力
を
身
に
つ
け
る「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
学
専
攻
」、福
祉

の
理
論
と
実
践
を
融
合
し
、新
し
い
共
生
の
カ
タ
チ
を

創
造
す
る「
社
会
福
祉
学
専
攻
」、国
境
と
異
文
化
を

越
え
て
活
躍
す
る
人
材
を
目
指
す「
国
際
文
化
専

攻
」。そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
側
面
か
ら
、社
会
に
対
す
る
見

方
と
社
会
と
の
取
り
組
み
方
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
自
分
を
知
り
、人
を
知
り
、社
会
を
知
り
、何
を
す

べ
き
か
を
追
究
す
る
現
代
社
会
学
部
。各
専
攻
と
も

一
年
次
よ
り
核
と
な
る
科
目
を
学
び
、同
時
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
実
体
験
、社
会
調
査
な
ど
現
場
に
身

を
置
き
な
が
ら
社
会
問
題
と
向
き
あ
い
ま
す
。

　
ま
た
四
年
間
を
通
じ
、学
部
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

を
展
開
。学
び
な
が
ら
学
生
た
ち
が
自
分
自
身
を
見

つ
め
、自
身
の
存
在
を
確
か
め
、自
分
の
問
題
を
解
決

し
て
い
く
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

将来像に応じた3専攻

●=遺跡・史跡 ●=戦国武将ゆかりの地 ●=文化財継承地

長母寺
（沙石集執筆の寺）
小牧・長久手の戦い

桶狭間の戦い

長篠の戦い
天恩寺
（足利尊氏・義満ゆかりの地）
牟呂神社
（ええじゃないか発祥地方）
岡崎城
（徳川家康居城）
田原
（渡辺崋山ゆかりの地）

野間大坊
（源頼朝・頼朝
ゆかりの地）

熱田神宮
（草薙剣を祀る・
七里の渡し）

松平郷
（松平家発祥の地）

犬山城
（国宝天守閣）

真清田神社
（尾張国一宮）

国府宮
（はだか祭り）

朝日遺跡
（弥生時代の集落遺跡）

名古屋城
（尾張徳川家居城）

津島神社
（全国津島総本山・

津島天王祭）

真福寺
（古事記などの
重要文化財伝存）

東栄町
（花祭：重要無形
民俗文化財）

上：基礎を培う1・2年次は、外国人教員による
　 語学教育をベースにしています。
下：学内には日本語禁止ラウンジもあり、外国人
　 留学生との異文化交流も活発です。

教育

メディア

経済

政治

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

社会学専攻
社会構想力を養成

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

伝統

慣習

宗教

モノ文化

教育

メディア

経済

政治

社会学専攻
社会構想力を養成

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

伝統

慣習

宗教

モノ文化

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

基本社会学
教育社会学

マスコミ学

コミュティ社会学
社会調査
心理学

博物館学・観光学
文化人類学

社会福祉学
ソーシャルワーク論
ソーシャルワーク

実習・演習

グローバル・
コミュニケーション

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

国際
ビジネス分野

国際交流分野

国際学専攻 英語圏文化専攻

国際英語
キャリア専攻

交渉力 高度な
言語力

異文化理解

国際英語学科

World
Englishes

言語
プロフェッショナル

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
八
学
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

六
十
年
の
歴
史
の
中
で
、絶
え
ず
「
挑
戦
」
と「
進
化
」を
繰
り
返
し

て
き
た
中
京
大
学
。次
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た
人
材
を
世
に
送
り

だ
す
た
め
に
、ふ
た
た
び
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

【
六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩
】

実際の古文書や古書に接しながら、歴史調査の基礎となる
文献読解力も身につけていきます。

2 015年4月
［4専攻制］スタート

現代
社会学部

深刻化する社会問題を解決
に導く、実践に必要な知識や
手法をより専門的に修得。

2 014年4月［新設］

文学部・
歴史文化
学科

歴史遺産と対話し、史実を追
いかける。日本文化の創造に
挑み、心豊かな社会づくりに
貢献する人材を育成。

世界共通語としての、生きた
英語を修得。グローバル社会
に求められる高度な英語スキ
ルを養う。

国際
英語学部

2 014年4月
［3専攻制］スタート

　
名
古
屋
市
に
お
け
る
学
校
教
育
の
充
実
と
本
学

の
人
材
育
成
の
強
化
を
目
的
に
、二
〇
一
四
年
四
月

三
十
日
、名
古
屋
市
教
育
委
員
会
と
の
間
で
、「
相

互
連
携
に
関
す
る
協
定
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　「
子
供
の
体
力
向
上
」が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
名
古
屋
市
で
は
、大
学
及
び
大
学
生
を
活
用

し
、小
中
学
生
の
体
力
増
強
や
運
動
技
術
の
向
上

を
図
る
の
が
狙
い
。一
方
、本
学
に
お
い
て
は
体
育
実

技
の
補
助
や
部
活
動
の
指
導
な
ど
、教
員
を
目
指

す
学
生
が
、よ
り
多
く
の
現
場
経
験
を
積
め
る
よ
う

に
な
り
、社
会
人
基
礎
力
を
養
成
す
る
意
味
で
も

成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
市
と
大
学
全
体
と
の
包
括
協
定
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、今
後
、他
の
学
部
への
展
開
も
待

た
れ
る
事
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
二
〇
一
四
年
四
月
十
四
日
松
阪
市
と
本
学
は
、「
人
材

育
成
と
地
域
振
興
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
を
運
営
す
る
梅
村
学
園
は
、こ
れ
ま

で
三
重
高
等
学
校
、三
重
中
学
校
、梅
村
幼
稚
園
と

地
域
の
人
材
を
育
成
し
、松
阪
市
内
で
は
多
く
の
卒

業
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。今
後
、十
一
学
部
十
八

学
科
の
視
点
を
活
か
し
、そ
ん
な
ゆ
か
り
深
い
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
と
も
に
、市
役
所
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
学
の
学
生
が
参
加
す
る
な

ど
、う
れ
し
い
相
互
効
果
も
。

　
ま
た
二
〇
一
三
年
の「
松
阪
市
政
策
立
案
コン
テ
ス
ト
」

で
は
総
合
政
策
学
部
チ
ー
ム
が
優
勝
。そ
の
際
、提
案

し
た
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
部
署「
М
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
　
ま
つ
さ
課
」は
正
式
採
用
さ
れ
、本
年
四
月
よ

り
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
豊
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、学
生

や
教
員
、大
学
の
施
設
な
ど
を
積
極
的
に
提
供
し
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
よ
う
と
、二
〇
一
三
年

三
月
三
十
日
、豊
田
市
と「
包
括
連
携
協
定
」を
締
結
。

　
さ
ら
に
本
学
を
は
じ
め
愛
知
工
業
大
学
、愛
知
学

泉
大
学
、日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
、豊
田
工
業

高
等
専
門
学
校
の
四
大
学・高
校
と
の
間
で
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
、共
同
で
実
施
で
き
る
事
業
に
つ

い
て
も
提
案
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
二
〇
一
二
年
秋
か
ら
、豊
田
市
や

ト
ヨ
タ
自
動
車
の「
超
小
型
電
気
自
動
車
」実
証
実

験
に
約
百
名
の
学
生
や
教
職
員
ら
が
協
力
。こ
の

他
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
性
化

事
業
」「
と
よ
た
防
災
フェス
タ
」な
ど
、数
多
く
の
連

携
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ど
大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
」発
表
。三
ヶ
月
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
作
業
を
行
い
な
が

ら
一
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
、そ
れ
を

観
客
と
共
有
す
る
と
い
う
新
た
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
製
作
過
程
で
は
各

自
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
思
い
通
り
動
い
て
く
れ
な
い
こ

と
に
苦
戦
し
つつ
、日
本
語
と
い
う
普
段
使
っ
て
い
る

言
語
の
曖
昧
さ
に
気
づ
き
、逆
に
、す
べ
て
を
明
確

に
伝
え
な
け
れ
ば
理
解
さ
れ
な
い
英
語
の
難
し
さ

を
痛
感
。さ
ら
に
複
雑
な
問
題
に
直
面
し
た
時
、

自
分
自
身
で
問
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
な
ど
、毎
回
、収
穫
の
多
い

イ
ベン
ト
に
な
って
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
全
国
の
大
学
生
た
ち
が

企
画
案
を
練
り
、商
品
化
を
目
指
す
、大
学
横
断

型
商
品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト「Student 

Innovation 
College2014

」（
通
称
Ｓ
カ
レ
）が
、二
〇
一
四
年
六

月
二
十
八
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
が
開
催
地
と
な
っ
た
今
年
度
は
、総
合

政
策
学
部
四
年・牧
絵
梨
香
さ
ん
が
運
営
委
員
長
と

な
り
、全
国
二
十
九
大
学
か
ら
参
加
し
た
四
百
十
五

名
の
学
生
を
取
り
ま
と
め
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。

　
開
会
式
で
は
、協
賛
企
業
二
十
三
社
の
う
ち
十
二

社
か
ら
大
枠
の
企
画
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、意
見
交

換
な
ど
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
経
て
、十
一
月
二

十
九
日
に
行
わ
れ
る
閉
会
式
ま
で
、企
画
を
持
ち
帰

り
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
。商
品
化
を
目
指
し
、コ
ン
テ
ス

ト
の
優
勝
を
争
い
ま
す
。

　
経
営
学
部
の
中
村
ゼ
ミ
と
総
合
政
策
学
部
の
宮

川
ゼ
ミ
、そ
し
て
名
古
屋
市
に
本
社
を
置
く
化
粧
品

メ
ー
カ
ー（
株
）フ
タ
バ
化
学
が
、二
〇
一
三
年
四
月
か

ら
共
同
開
発
に
取
り
組
ん
だ
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル

『
香
っ
手（
か
お
って
）キ
レ
イ
』が
商
品
化
さ
れ
、二
〇

一
四
年
六
月
一
日
よ
り
発
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
者
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。学
生
の
目

線
を
活
か
し
て
開
発
さ
れ
た
、『
香
っ
手
キ
レ
イ
』

は
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ・保
湿・ア
ル
コ
ー
ル
洗
浄
の
三
つ
の

効
果
を
備
え
た
新
感
覚
ハ
ン
ド
ジ
ェル
。学
生
た
ち

は
提
案
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
行
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
展

開
。商
品
は
通
販
サ
イ
ト（
株
）リ
ー
ブ
ル
等
で
販

売
さ
れ
、産
学
連
携
商
品
と
し
て
知
名
度
を
上
げ

つつ
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
一
四
年
三
月
、法
学
部・杉
島
ゼ
ミ
三
年
生
が
作

成
し
た
消
費
者
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
あ
な
た
に
ふ

り
か
か
る
の
は
明
日
か
も
し
れ
な
い
！
〜
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
方
法
」が
完
成
し
在
学
生
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
マ
ル
チ
商
法
や
電
子
マ
ネ
ー
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
注
意
点
、被
害
防
止

策
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も
の
で
、名
古

屋
市
の「
消
費
者
啓
発
委
託
事
業
」に
本
学
が
協
力

す
る
形
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、名
古
屋
市
で
は
学
校
に
お
け
る
消
費
者

教
育
を
推
進
し
て
お
り
、「
二
〇
一
四
年
度
消
費
者

教
育
モ
デ
ル
校
」に
選
ば
れ
た
本
学
で
は
、学
生
が
関

心
の
あ
る
消
費
者
問
題
を
テ
ー
マ
に
、被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
啓
発
活
動
や
消
費
者
教
育
に
取
り
組
む

事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
中
部
圏
の
複
数
の
経
済
関
連
学
部
の
学
生
の
交

流
を
目
的
に
、日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
、議
論
し

合
う「
中
部
経
済
学
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
」が
、二
〇
一
三

年
十
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
、本
学
か
ら
は
経
済
学

部
六
つの
ゼ
ミ
全
十
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
大
学
は
、本
学
の
ほ
か
名
古
屋
大
学
、名
古

屋
市
立
大
学
、富
山
大
学
、愛
知
教
育
大
学
、南
山

大
学
、愛
知
大
学
、名
古
屋
学
院
大
学
の
八
大
学
四

十
二
グ
ル
ー
プ
。

　
学
生
た
ち
は
各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、四
十
五
分
の
持

ち
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
発
表
。そ
の
後
、

質
疑
応
答
の
時
間
に
は
他
大
学
の
教
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
交
え
、活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。大
学
の
垣
根
を
越
え
た「
知
の
交
流
」に
、参
加
し

た
学
生
た
ち
は
大
い
に
触
発
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
二
〇
一
四
年
七
月
十
五
日
、

A
pple Store, N

agoya Sakae

に
て
、森
山
ゼ
ミ
生
九
名
が
英
語

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
五
回
目
で

す
。告
知
を
見
て
訪
れ
た
来
場
者

や
、偶
然
居
合
わ
せ
た
お
客
様
な

Ｄ
委
員
会
は
年
に
七
回
ほ
ど
催
し
、委
員

会
で
の
決
定
事
項
や
検
討
す
る
事
案
に

つ
い
て
は
、各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教
授
会

で
報
告
し
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
委
員
会
で
は
三
本
柱
の
ほ
か
、Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
講
演
会
の
開
催
、国
際
教
養
学
部
の「
経
験

交
流
会
」や
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。と
く
に
経
験
交
流
会
は
成
功
も
失
敗
も
含
め
、

教
員
自
身
の
経
験
談
を
披
露
す
る
こ
と
で
、よ
り

良
い
授
業
を
行
う
た
め
の
手
法
を
学
び
合
う
場
と

な
って
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
の
基
礎
的
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
想
い
が

私
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
の
教
育
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
教
員
を

主
と
す
る
Ｆ
Ｄ
に
対
し
、職
員
、つ
ま
り
ス
タ
ッ
フ
の

能
力
向
上
を
意
味
す
る
Ｓ
Ｄ
（S

ta
ff 

D
evelopm

ent

）も
重
視
す
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
大
学
は
、い
ち
ば
ん
大
切
な
主
人
公
で
あ

る
学
生
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。単
に「
教
え

る
」

｜「
学
ぶ
」だ
け
の
関
係
で
な
く
、学
生
も
一
緒

に
な
って
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。通

常
、〝
大
学
ス
タ
ッフ
〞と
い
え
ば
、「
教
員
」あ
る
い
は

「
教
職
員
」が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、我
々
、中
京

大
学
と
し
て
は「
学
生
」も
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ

や
高
校
生
の
半
数
以
上
が
大
学
へ
進
学
す

る
時
代
。推
薦
や
Ａ
О
入
試
な
ど
入
試
の

方
法
も
多
彩
に
な
り
、学
生
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
は
、こ
の
対
応
を
各
大
学
に
求
め

た
も
の
で
す
が
、か
ね
て
よ
り
教
育
の
質
的
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
本
学
に
お
い
て
も
、全
学
的
な
活

動
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
、

ざ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
す
と
、一
つ
は「
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
」で
す
ね
。ま
ず
は
教
員
が
行
って
い
る
授
業
に
つ

い
て
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、教
員
自
身
が

授
業
内
容
を
点
検
し
、改
善
す
べ
き
点
を
教
育
に

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
つ
目
は「
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
」で
す
。

高
校
ま
で
と
違
っ
て
、大
学
で
は
自
分
で
受
け
た
い

授
業
を
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
判
断
材
料

と
し
て「
シ
ラ
バ
ス
」と
い
う
授
業
計
画
書
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
十
分
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、意
味

が
な
い
。そ
こ
で
先
生
方
に
シ
ラ
バ
ス
の
ま
と
め
方
も

改
善
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
が「
公
開
授
業
」。そ

も
そ
も
大
学
教
員
は
教
育
実
習
経
験
が
な
く
、各

自
、模
索
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
だ
っ
た
授
業
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
で
、教
員
同
士
が
互
い
に
学
び
合
お
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
を
柱
に
Ｆ
Ｄ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

〇
〇
九
年
に
各
学
部・研
究
科
か
ら
委
員

を
選
出
し
て
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
組
織
し
、翌

年
の
春
、第
一
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
教
員
の
声
は
はっ
き
り
聞
こ
え
る
か
」「
授
業
内

容
は
十
分
、理
解
で
き
て
い
た
か
」「
シ
ラ
バ
ス
通
り

の
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
か
」「
補
助
教
材
が
き
ち

ん
と
生
か
さ
れ
て
い
た
か
」な
ど
、変
化
を
把
握
す

る
意
味
も
あ
って
、ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
の
五
、六
年
、同

じ
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ
変

化
が
出
て
き
ま
し
た
。と
く
に
授
業
中
の
声
や
補

助
教
材
等
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
改
善
に
結
び
つ
き

や
す
く
、評
価
の
数
値
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
学
生
の
立
場
で

考
え
ま
す
と
、自
分
た
ち
の
意
見
が
い
か
に
反
映
さ

れ
る
の
か
、そ
こ
が
最
大
の
関
心
事
で
し
ょ
う
。学

習
環
境
に
つ
い
て
は
、改
修
工
事
を
行
う
際
な
ど
、

随
時
、要
望
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
一
方
で
、教

員
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、各
教
員
が
そ
の
結
果
を

「
自
己
点
検
報
告
書
」と
し
て
ま
と
め
、学
生
に
公

開
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
こ
で
Ｆ
Ｄ
が
教
員
に
と
って
、重
苦
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。振
り
返
り
ま
す
と
、当
初
こ
の
活
動
を
推
進
す

る
上
で
、何
が
い
ち
ば
ん
難
し
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、

教
員
に
考
え
方
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

　
昔
と
比
べ
る
と
大
学
教
員
の
仕
事
は
増
え
て
い

ま
す
し
、何
と
いって
も
、自
分
の
授
業
が
学
生
か
ら

点
数
を
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。「
学
生
が
教
員
を

評
価
す
る
と
は
何
た
る
こ
と
」と
抵
抗
を
感
じ
る

先
生
方
も
正
直
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
来
、学
生
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
に

な
り
ま
せ
ん
。学
生
は
黙
って
講
義
に
つい
て
く
れ
ば

い
い
、と
い
う
、旧
式
の
考
え
か
ら
脱
し
、授
業
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
で
学
生
と
の
関
係
が
良
好
に
な

れ
ば
、教
員
自
身
が
望
む
授
業
を
実
現
で
き
る
と
、

地
道
な
意
識
改
革
を
行
って
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、そ
ろ
そ
ろ
第
一
段

階
を
終
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

今
後
も
継
続
す
る
方
針
で
す
が
、導
入
時
と
比
べ

る
と
形
式
的
に
な
る
と
い
う
か
、結
果
を
受
け
止
め

る
教
員
の
緊
張
感
も
減
退
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
段
階
へ
発
展
さ
せ
る
べ
く
、改
善
に
つ
と

め
た
い
と
思
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中京大学でもFD活動に取り組むこととなり、2008年、委員会発足と
合わせてFD委員長に。同時に副学長にも就任した。

り
、こ
の
三
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、Ｆ
Ｄ
活
動
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
に
、よ
り
良
い
教
育
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
み
た
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
を
学
生

の
中
か
ら
募
集
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、す
ぐ
に
三
十
名
ほ
ど
が
手
を
挙
げ
て
く
れ

ま
し
た
。果
た
し
て
学
生
が
集
ま
って
く
れ
る
の
か
、

正
直
、不
安
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、委

員
会
の
先
生
方
と
感
激
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま

す
。現
在
、彼
ら
は「
学
生
Ｆ
Ｄ
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
、

「
授
業
中
の
私
語
を
な
く
し
た
い
」「
机
の
落
書
き

を
消
し
た
い
」な
ど
、学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、自

主
的
な
活
動
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は「
大
学
の
す
べ
て
の
者
の《
幸
せ
》の
た

め
」と
Ｆ
Ｄ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、よ
り
良
い
授
業
が
現
実

化
さ
れ
れ
ば
、学
生
が
ま
ず
幸
せ
に
な
り
ま
す
。学

生
が
い
き
い
き
と
授
業
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
、教
員

も
元
気
に
な
れ
る
。つ
ま
り
学
生
も
教
員
も
、そ
し

て
ま
わ
り
で
支
え
て
く
だ
さ
る
職
員
の
方
々
も
、大

学
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
。私
た
ち
は
こ
れ
を
標

榜
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、Ｆ
Ｄ
は
誰
も
が
明

る
く
、前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
べ
き
活
動
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で〝
Ｆ
Ｄ
〞を“For D
oing our best！

”

と

読
み
替
え
た
わ
け
で
す
が
、教
職
員
も
学
生
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、学
内
の
好
循

環
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

今二

F

大
学
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
た
め
の
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
、

今
、中
京
大
学
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
安
村
仁
志
副
学
長
に
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
京
大
学 

副
学
長
・

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

安
村 

仁
志

FDとは「Faculty Development（教
授団の資質改善・能力開発）」という
意味であり、個々の大学教員の教育
力向上を図るために大学全体で行う
組織的な取り組みが“FD活動”です。
それまでFDは大学における努力義務
とされていましたが、2008年より、大
学設置基準において明確に義務づけ
られるようになっています。

FD活動とは

保 健 室 ／ 保 健 セ ン タ ー

名古屋キャンパス

※相談内容については秘密を厳守し、外部に漏らすことはありません。

曜日

月

火

水

木

金

名古屋キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

（第2金曜日）
精神科医による相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

14：00～17：00

健康相談

（第2月曜日）校医による健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

9：00～17：00

10：30～12：30

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～12：30

整形外科・健康相談

内科

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

名古屋キャンパス時間

月

火

水

木

金

土

曜日

月

火

水

木

金

土

曜日 豊田キャンパス時間

9：15～12：45

10：00～12：00

11：00～13：00

9：15～12：45

9：15～12：45

休診

休診

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、

い
ま
や
社
会
的
に
も

重
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ

の
悩
み
を
感
じ
た
ら

早
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

状
況
に
応
じ
て
継
続

的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
不
安
や
迷
い

を
感
じ
た
と
き
や
、誰

か
に
話
を
聴
い
て
も
ら

い
た
い
と
き
、具
体
的

に
は
、学
業
・
進
路
・
交

友
関
係
・
課
外
活
動
・

経
済・生
活
全
般
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
は
、遠
慮
せ
ず

に
「
学
生
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
大
学
生
の
健
康
管
理
】

　
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、み
な
さ
ん
の

健
康
状
態
を
知
り
、病
気
の
早
期

発
見
や
相
談
・
応
急
処
置
な
ど
が

常
に
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。健
康
管
理・健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
、保
健
室
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
毎
年

春
に
は
、全
学
年
を
対
象
に
定
期

健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。一

般
計
測
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
尿

検
査
、内
科
検
診
、一
年
次
に
は
心

電
図
検
査
を
行
って
お
り
ま
す
。

曜日

月

火

水

木

金

豊田キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

と
し
て
、ケ
ガ
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
動
作
を
指
導
し
、競

技
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、故
障
す
る
前

よ
り
記
録
が
伸
び
た
な
ど
、大
喜
び

で
報
告
に
く
る
学
生
も
多
く
、私
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
猫
背

や
肩
の
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
、使
い
方
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学
生

の
約
九
割
が
、体
育
の
授
業
や
部
活

動
中
の
ケ
ガ
で
や
って
き
ま
す
。単
な

る
打
撲
や
捻
挫
か
ら
前
十
字
靭
帯
損

整形外科の専門医、スポーツ科学部教授として、2000年に前

任校の国立大学から本学へ赴任。ケガを防ぐ、正しい筋肉の

使い方まで指導し、丁寧なメディカルサポートを心がける。

清水 卓也先生（保健センター長）

1日40～50人の学生が利用する「保健センター」。
スポーツ科学部を置く豊田キャンパス内の施設だけに、運動によるケガが利用者の大半を占めているそうです。

最先端のトレーニング理論で
学生アスリートを力強くサポート。

学 生 相 談 セ ン タ ー
学生相談センターでは学生のみなさんが入学から卒業まで「よりよい学生生活を送るための支援」を目的としています。一人ひとりの話を
じっくりと聴き、あるいは話し合いながら、悩みを克服するためのお手伝いをします。気軽に学生相談センターを訪ねてください。

すこやかな学生生活をバックアップするために、学生のみなさんの健康管理やケガの応急処置など、
万一の場合も迅速にサポートできる体制を整えています。

豊田キャンパス 保健センター

豊田キャンパス

名古屋キャンパス 保健室

パフォーマンス向上にまで
役に立てると
やっぱり嬉しいですね。

傷
な
ど
重
傷
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、そ
う
し
た
場
合
は
い
か
に
早
く
診

断
を
つ
け
、適
切
な
病
院
に
つ
な
げ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。当
セ
ン
タ
ー
は
ス

ポ
ー
ツ
専
門
外
来
と
し
て
専
門
医
を

置
く
ク
リ
ニッ
ク
で
す
か
ら
、そ
の
点
、

ご
安
心
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

を
支
援
す
る「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
」と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
を
提
唱
し
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門

H e a l t h C a r e
心 と 体 の 健 康 サ ポ ー ト

ついはりきり過ぎてしまう
新学期はとくに、ケガや
体調を崩しやすいもの。
心も体も、早め早めのケア
がいちばんです。

【
一
般
相
談
】

【
心
理
相
談
】

TEL
（0565）46-1232（直通）

TEL
（052）835-7861（直通）

　留
学
に
対
す
る
学
生
の
動
機
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
は

就
活
に
直
結
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
ひ

と
つ
だ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。昨
今
、

急
速
に
グ
ロ
ー
バル
化
が
進
み
、企
業
の

人
材
の
ニ
ー
ズ
も
以
前
と
は
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。今
や
一
部
の
大
手
企
業
だ

け
で
な
く
中
小
企
業
で
も
語
学
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、ユ
ニ
ク
ロ
や
イ

オ
ン
に
よ
る
外
国
人
の
積
極
採
用
に
も

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、小
売・サ
ー
ビ
ス

業
に
ま
で
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
ま
す
。近
年
の
就
活
戦
線
に
お
い
て

は
、も
は
や
語
学
力
や
留
学
経
験
は
、

闘
い
を
勝
ち
抜
く
た
め
の「
必
須
の
武

国際センター

国際センター　金澤 龍生 係長

未
体
験
の
地
で
味
わ
う
大
き
な
感
動
や
達
成
感
。留
学
を
経
て
、

多
く
の
学
生
が「
一
生
モ
ノ
の
財
産
」を
手
に
し
て
い
ま
す
。

安
全
面
か
ら
金
銭
面
ま
で

留
学
を
き
め
細
か
く
支
援

海外留学を
体験してみたい！

海外短期研修
海外大学体験
プログラム
（4～5週間）

海外短期研修
海外ビジネス研修
プログラム
（2週間）

海外ビジネスを
体験してみたい！

英語力をしっかり
身につけたい！

セメスター留学
（1セメスター）

交換留学
（1年間）

海外の大学に
本格的に留学したい！

短期

長期

国際センター主催の
留学・研修プログラム

■ 学部主催の海外留学・研修プログラム
1年生／海外基礎研修（2週間）

シンガポール

海外ビジネス研修 Ⅰ・Ⅱ
カナダ・ニューヨーク

総合政策学部

心理学部

国際教養学部

経営学部

スポーツ科学部

国際英語学部
国際英語学科

国際英語
キャリア専攻

英語圏
文化専攻

国際学専攻

必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択

選択

選択

選択

選択必修

選択必修

器
」と
な
って
い
る
の
で
す
。

　国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、二
〜
五
週
間
の「
海
外

短
期
研
修
」、一
学
期
間
の「
セ
メ
ス

タ
ー
留
学
」、一
年
間
の「
交
換
留
学
」

と
、短
期
か
ら
長
期
ま
で
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
、留
学
を
希
望
す

る
学
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
り
、日
本
の
大
学
生

は
内
向
き
志
向
だ
と
言
わ
れ
る
な

か
、中
京
大
学
で
は
、〇
八
年
か
ら
の

五
年
間
で
、留
学
す
る
学
生
が
約
三

百
名
か
ら
六
百
名
以
上
へ
と
倍
増

し
、「
外
向
き
志
向
」の
学
生
が
右
肩

上
が
り
で
増
え
て
い
ま
す
。

　保
護
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、留
学
に

対
す
る
最
大
の
関
心
事
は「
安
全
」か

も
し
れ
ま
せ
ん
。国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、

留
学
を
控
え
た
学
生
を
対
象
に
事
前

研
修
会
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。ビ
ザ
の
取
得
、保
険
の
加
入
、航
空

券
の
手
配
な
ど
留
学
前
に
必
要
な
手

続
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、様
々
な
場

面
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
な
ど

を
行
い
、不
測
の
事
態
への
対
処
法
や
留

学
への
心
構
え
な
ど
を
徹
底
指
導
し
た

上
で
、海
外
へ
と
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、あ
ら
か
じ
め
本
学
指

定
の
海
外
旅
行
保
険
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
料
金
で
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。こ
の
保
険
に
は
、大
学
側
が
費
用

を
負
担
す
る
形
で「
海
外
危
機
管
理

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」を
付

帯
し
、現
地
で
の
病
院
の
手
配
な
ど
、

困
っ
た
時
に
は
電
話
一
本
で
サ
ポ
ー
ト

が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
整
備
。さ

ら
に
は
、金
銭
面
で
も
留
学
中
の
学
費

の
減
免
措
置
を
実
施
す
る
な
ど
、あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
学
生
た
ち
の
実
り

あ
る
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

国際センター

タンペレ大学［フィンランド］

留学、というキャリア形成を
バックアップ

あなたの希望は？

岩田 紗椰さん

国際英語学部
国際英語学科（3年）

個性を尊重する
異国の文化に触れ
自信が持てました。

留学先の講義を通じ
日本の素晴らしさを
再発見できました。

学
に
憧
れ
て
い
た

の
は
高
校
時
代

か
ら
。旅
行
好
き
の
両
親

に
連
れ
ら
れ
、ア
メ
リ
カ
や

欧
州
各
地
を
訪
れ
る
う

ち
、英
語
を
も
っ
と
勉
強

し
て
現
地
の
人
と
自
由
に

交
流
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。今
年
八

月
か
ら
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

タ
ン
ペ
レ
大
学
に
行
き
ま

す
が
、こ
の
大
学
を
選
ん

だ
の
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
第

二
の
都
市
の
た
め
、人
と

交
流
す
る
機
会
が
多
く
、

語
学
力
を
磨
く
の
に
ピ
ッ

タ
リ
だ
か
ら
。そ
し
て
な
に

よ
り
、以
前
か
ら
北
欧
の

イ
ン
テ
リ
ア
が
大
好
き
で
、

現
地
の
暮
ら
し
に
触
れ
て

み
た
い
と
考
え
て
い
た
か

ら
で
す
。で
き
れ
ば
、現
地

に
あ
る
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の

本
社
を
訪
問
し
、も
の
づ

く
り
へ
の
想
い
な
ど
を
直

接
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

留

以前から憧れていた
フィンランドの文化に
触れるのが楽しみ。

ノースカロライナ州立大学
ウィルミントン校［米国］

熊本 誠太さん
経営学部経営学科（3年）

ウェスタン・キャロライナ大学
［米国］

辻 大輔さん
国際教養学部国際教養学科（4年）

年
八
月
か
ら
約

四
ヶ
月
間
に
わ
た

る
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
は
、語

学
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、

異
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な

体
験
が
得
ら
れ
、と
て
も

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

留
学
先
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内

を
裸
足
で
歩
く
学
生
が
い

る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
尊
重
す
る
風
土
が
根

付
い
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し

た
。
日
本
で
は
細
か
い

部
分
を
気
に
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、も
っ
と
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
発
揮
す
れ

ば
い
い
ん
だ
と
、帰
国
後
は

以
前
に
も
増
し
て
自
分
の

考
え
や
行
動
に
自
信
を
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。ま
た
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

も
留
学
前
に
比
べ
て
二
百

二
十
点
上
昇
。英
語
を
聞

く
の
が
苦
に
な
ら
な
く
な

り
、確
か
な
成
長
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

昨

ヘルシンキ大学［フィンランド］

トゥオミ・テュッティさん

換
留
学
の
た
め
の

国
際
的
な
大
学

連
合
組
織「
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
」を

通
じ
て
事
前
に
調
べ
た
と

こ
ろ
、私
が
か
ね
て
か
ら
学

ん
で
き
た
日
本
語
を
さ
ら

に
究
め
る
た
め
に
は
、中

京
大
学
が
一
番
ふ
さ
わ
し

い
と
感
じ
、留
学
先
に
選

び
ま
し
た
。留
学
期
間
は

七
月
末
で
終
了
し
ま
す

が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
企
画

さ
れ
た
京
都
旅
行
や
友
人

た
ち
と
一
緒
に
着
物
体
験

を
楽
し
む
な
ど
、た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。中
京
大
学
で
学
び
、

数
多
く
の
友
人
が
で
き
た

名
古
屋
は
、私
の
人
生
に

と
っ
て
本
当
に
特
別
な
場

所
。で
き
れ
ば
、大
学
卒

業
後
は
日
本
で
暮
ら
し
、

英
語
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

を
教
え
る
教
師
と
し
て
活

躍
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

交

私にとって名古屋は
思い出が詰まった
特別な場所です。

学
先
で
は
、あ
え

て
専
門
以
外
の

分
野
に
も
関
心
を
深
め
て

み
よ
う
と
、地
理
学
や
社

会
福
祉
な
ど
、幅
広
い
分

野
の
講
義
を
受
講
し
ま
し

た
。な
か
で
も
印
象
的
だ
っ

た
の
が
、世
界
の
民
俗
学

や
人
口
動
態
な
ど
を
知
る

地
理
学
の
講
義
で
、先
進

的
な
事
例
の
ひ
と
つ
と
し

て
、日
本
が
頻
繁
に
引
き

合
い
に
出
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、充
実
し
た
医
療
環

境
な
ど
、異
国
の
地
で
も

こ
れ
だ
け
話
題
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
か
と
、日
本
人

と
し
て
の
誇
り
や
愛
国
心

が
芽
生
え
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。卒
業
後
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
図
る

食
品
商
社
で
働
く
予
定
で

す
が
、留
学
で
得
た
経
験

を
糧
に
世
界
で
活
躍
す
る

社
会
人
に
な
り
た
い
で
す
。

留

国際
センター

2年生／海外研修A（5週間）
オーストラリア

2年生／海外研修B（2～5週間）
カナダ・シドニー・ニューヨーク

2年生／海外研修C（3週間）
オーストラリア・ハワイ

3年生／海外業務体験 Ⅰ～Ⅳ
ロサンゼルス・ハワイ

2年生／海外大学研修1（3～4週間）
英国

2年生／海外大学研修2（3～4週間）
北米

海外業界研究 Ⅰ～Ⅵ
インド・韓国・シンガポール・アメリカ・ニュージーランド

海外ビジネス研修（2週間）
オーストラリア

海外課題研究（4～5ヶ月）
フランス、スペイン、ドイツ、ロシア、中国

心理学海外演習（4週間）
オーストラリア

海外インターンシップ（3週間）
ロサンゼルス

スポーツマネジメント事例研究、トレーナー事例研究
アメリカ

5分野10の推進事項に全学的に取り
組み、「教育力」と「研究力」のさらなる
充実を目指します。

̶

理
事
長
ご
就
任
か
ら
約
一
年
、慌
た
だ
し
い
日
々
を
振
り
返
っ

て
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
そ
の
前
に
、今
年
も
教
育
懇
談
会
が
全
国
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、大
変
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
十
月
一
日
に
就
任
後
、一
か
月
、三
か
月
、半
年
と
、時

間
が
経
過
す
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
自
分
の
ペ
ー
ス
を
掴
め
る
よ
う
に

な
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。正
直
な
と
こ
ろ
、理
事
長
就
任
前
は
大
き

な
不
安
を
通
り
越
し
て
恐
怖
心
を
覚
え
る
ほ
ど
で
し
た
が
、や
る
べ

き
こ
と
の
一
つ
ひ
と
つ
、着
実
に
実
行
に
移
そ
う
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注

ぐ
う
ち
に
不
安
も
す
っ
か
り
吹
き
と
ん
で
い
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

̶

今
年
度
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。そ
の
歩
み
は
、改

革
に
次
ぐ
改
革
、の
歴
史
で
し
た
ね
。

　
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
し
な
が
ら
年
々
、社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。大
学
に
求
め
ら
れ
る
モ
ノ
も
様
変
わ
り
し
、本
学
も
こ
れ

に
応
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、た
ゆ
ま
ざ
る
改
革
を
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
も
そ
も
中
京
大
学
は
一
九
五
四（
昭
和
二
十
九
）年
、商
科

の
短
期
大
学
と
し
て
産
声
を
あ
げ
、そ
の
二
年
後
に
四
年
制
大
学
、

十
年
後
の
一
九
六
六（
昭
和
四
十
一
）年
に
商・体
育・文・法
学
部
の

四
学
部
体
制
が
確
立
。現
在
の
総
合
大
学
への
道
の
り
を
歩
み
始
め

た
の
は
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
で
あ
り
、二
代
目
理
事
長（
現
梅
村
清
弘
名

誉
総
長
）が
将
来
計
画
を
明
確
に
示
し
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

な
が
ら
実
現
に
導
い
て
いっ
た
。し
か
し
一
連
の
改
革
を
通
し
て
何
を

尊
重
し
て
き
た
か
と
い
う
と
、教
職
員
と
の
情
報
の
共
有
化
で
す

ね
。現
場
の
声
を
い
か
に
吸
い
上
げ
、教
育
に
反
映
さ
せ
る
か
。私
は

こ
の
流
れ
を
踏
襲
し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
昨
年
、新
た
な
長
期
計

画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

̶

そ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」が
目
指
す
の
は
、建
学
の
精
神
の
具
現

化
と
の
こ
と
で
す
が
。

　
本
学
の
建
学
の
精
神
は
、「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た

れ
」で
す
。こ
れ
は「
文
無
き
武
は
愚
」「
武
無
き
文
は
弱
」と
す
る
、か

つ
て
の
水
戸
学
に
お
け
る『
文
武
不
岐
』の
教
え
を
継
ぐ
も
の
で
す
。本

学
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
と
、一
七
一
六（
享
保
元
）年
に
四
代
目

梅
村
清
茂
、徳
川
光
圀
の
大
日
本
史
編
纂
に
関
わ
っ
た
人
で
す
が
、彼

が
水
戸
で
清
信
塾
を
開
き
、藩
士
の
子
弟
に
説
い
た
教
え
は
時
を
重

ね
て
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
し
て
こ
れ
を
梅
村

清
光
先
生
が
梅
村

家
父
祖
の
地
、愛
知

に
持
ち
か
え
り
、

一
九
二
三（
大
正

十
二
）年
に
中
京

商
業
学
校
を
開
校
し
た
。つ
ま
り
水
戸
学
の
教
え
に
本
学
の
教
育
の

源
流
が
あ
り
、人
で
い
う
と
こ
ろ
の
還
暦
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え
た

今
こ
そ
原
点
に
立
ち
、学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ら
な
る
真
剣
味
の
殿
堂

を
築
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

̶

で
は「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」で
推
進
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
、具
体

的
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
、長
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
って
は
、約
五
十
名
の
教
職
員
で

現
状
の
問
題
点
を
洗
い
ざ
ら
い
抽
出
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
の
上
で「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
連
携
」「
国
際
化
」「
卒
業
生
連

携
」と
い
う
五
つ
の
方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
と
し
、さ
ら
に
十

項
目
に
わ
た
る
分
野
別
推
進
事
項
か
ら
十
二
の「
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」を
定
め
、昨
年
よ
り
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば「
目
的
別
寄
付
金
制
度
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、卒
業

生
や
一
般
の
方
か
ら
も
広
く
寄
付
を
募
り
、学
生
に
還
元
す
る
仕
組

み
を
整
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
、現
在
、制
度
が
着
々
と
固
ま
り
つつ

あ
り
ま
す
。ま
た
愛
校
心
を
育
む「
自
校
教
育
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」は
、校

訓
や
建
学
の
精
神
、本
学
の
歴
史
な
ど
を
授
業
の
一
環
と
し
て
学
ん

で
貰
お
う
と
い
う
も
の
で
、国
際
化
に
も
関
連
し
た
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
他
、「
奨
学
金・授
業
料
減
免
の
見
直
し
」や
学
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
教
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
見
直
し
」な
ど
、プ
ロ

ジェク
ト
は
多
岐
に
わ
た
って
い
ま
す
。

　
さ
ら
に「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
計
画
に
沿
う
形
で
、各
学
部
や
事
務
局
、

大
学
内
の
各
研
究
所
な
ど
、部
局
単
位
で
推
進
で
き
る
取
り
組
み
を

学
内
で
公
募
し
、現
在
、十
二
件
の
採
択
事
業
が
進
行
中
で
す
。

　「
中
京
大
学
博
物
館（
仮
称
）設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」に「
教
育
推
進

セ
ン
タ
ー
設
置
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」、あ
る
い
は
保
護
者
の
皆
様
に
分
か
り

や
す
い
と
こ
ろ
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
し
ょ
う
か
。こ

れ
ま
で
皆
様
に
は
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
一
生
懸
命
応
援
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、今
後
は
も
っ
と
大
学
全
体
と
し
て
応
援
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
本
学
は
人
材
に
非
常
に
恵
ま
れ
た
大
学
で
、い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
素
晴
ら
し
い
研
究
者
が
揃
って
い
ま
す
。「
先
端
研
究
機
構
の
創
設

と
大
学
院
改
革
」は
、そ
う
し
た
人
材
を
活
か
し
、質
の
高
い
教
育
と

研
究
の
好
循
環
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
さ
に「
学
術
」と「
ス
ポ
ー
ツ
」、『
文
武
不
岐
』の
視
点
か
ら
中
京

大
学
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
、皆

様
に
ぜ
ひ
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

̶

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
四
月
よ
り
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
採
択
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、教
職
員
約
百
名
体
制
で
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
増
員
を
図
り
な
が
ら〝
教
職
協
働
〞に
よ
る
総
力
戦

で
、し
か
る
べ
き
改
革
の
手
を
打
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の

先
、中
京
大
学
が
学
生
に
と
って
愛
す
べ
き
母
校
、誇
る
べ
き
母
校
と

な
れ
ま
す
よ
う
、保
護
者
の
皆
様
に
も
こ
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」に
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
ご
支
援
、ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

梅
村
理
事
長 IN

T
E
RV
IEW

「
中
京
大
学
を
知
り
、自
分
を
知
る
。そ
こ
か
ら

  

国
際
社
会
で
の
対
話
力
も
磨
か
れ
る
で
し
ょ
う
。」

文
無
き
武
は
愚
で
あ
り

武
無
き
文
は
弱
で
あ
る

し
た
が
っ
て
文
武
は
不
岐
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

学問を好んだ徳川光圀が「大日本史」を編纂するにあたり、水戸へ集められた学者の一人。
編纂過程で生まれた水戸学は、幕末の志士にも多大な影響を与えました。

第4代  梅村 清茂

　
二
〇
一
四
年
四
月
、こ
れ
ま
で「
日
本
文
学
科
」「
言
語
表
現
学
科
」の
二

学
科
体
制
で
展
開
し
て
き
た
文
学
部
に
、日
本
の
歴
史
と
文
化
を
総
合

的
に
学
ぶ「
歴
史
文
化
学
科
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
入
学
定
員
は
六
十
五
名
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
を
拠
点
に
①
日
本
史
を
主

と
し
た
文
献
歴
史
学
②
宗
教
学・社
会
学
を
母
体
と
し
つつ
歴
史
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う
諸
学
③
歴
史
資
料
学
の
三
つ
を
教
育・研
究
の
柱
と
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
中
京
大
学
の
あ
る
中
部
エ
リ
ア
は
、織
田
信
長
や
豊
臣
秀

吉
、徳
川
家
康
ら
戦
国
武
将
が
天
下
統
一
の
夢
を
追
い
か
け
た
歴
史
の

舞
台
。古
く
か
ら
日
本
の
東
西
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、戦
国

時
代
以
外
に
も
革
新
の
歴
史
を
刻
み
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
地
域

の
代
表
的
な
学
術
研
究
拠
点「
八
事
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
エ
リ
ア
」か
ら
、新
た

な
歴
史
文
化
学
の
学
び
を
大
き
く
開
花
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

高
度
な
英
語
交
渉
力
と
運
用
力
を
培
う
、

将
来
像
に
応
じ
た
三
専
攻
体
制
へ

日
本
を
動
か
し
た
歴
史
舞
台
で
歴
史
を
学
ぶ
、

文
学
部
三
番
目
の
学
科
が
誕
生

「
歩
い
て・
見
て・
感
じ
る
」発
見
の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

学
び
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「
世
界
」

　
歴
史
文
化
学
科
で
は
、文
学
部
の
半
世
紀
に
及
ぶ
日
本
文
化
研
究
の

成
果
を
礎
に
、地
域
の
歴
史
遺
産
と
直
接
対
話
し
、独
自
の
発
見
を
と

も
な
う
地
域
の
歴
史
像
の
構
築
と
文
化
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で「
歩
い
て・見
て・感
じ
る
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、歴
史
文
化
に
関

す
る《
正
確
か
つ
幅
広
い
知
識
》に
加
え
、史
料
や
古
文
書
を
読
み
解
く

《
実
証
的
研
究
》、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
現
地
調
査
）に
よ
る《
体
験
型
研

究
》を
重
視
。戦
国
期
か
ら
現

代
ま
で
各
時
代
に
選
任
教
員

を
配
し
、多
角
的
な
学
び
を
通

し
て
考
え
を
生
み
だ
す
力
、考

え
を
他
者
に
伝
え
る
力
を
獲

得
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
発
見

への
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し
、社
会

が
求
め
る
基
本
的
な
能
力（
社

会
人
基
礎
力
）も
獲
得
で
き

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

世
界
人
口
約
七
十
億
人
の
う
ち
約
二
十
億
人
、お
よ
そ
四
人
に一人
が

英
語
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
る
現
代
。し
か
し
英
語
を
母
語
と
す
る

人
口
は
約
四
億
人
と
割
合
少
な
く
、世
界
の
大
半
の
人
々
が
他
の
言
語

を
母
語
と
し
な
が
ら
、学
修
に
よ
って
英
語
を
修
得
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
英
語
の
形
態
は
多
種
多
様
。本
学
で
は
、英
米
語
だ
け
で
は
な

い
、世
界
に
存
在
す
る
複
数
の
英
語“W

orld

　Englishes”

こ
そ
、こ
れ
か

ら
の
時
代
に
不
可
欠
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
手
法
と
位
置
づ
け
、二
〇
一
四

年
四
月
、国
際
英
語
学
部
を
改
編
。よ
り
専
門
的
な
学
び
を
通
し
て
高
度

な
英
語
力
を
修
得
で
き
る
よ
う
、「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
専
攻
」「
英
語
圏

文
化
専
攻
」「
国
際
学
専
攻
」の
三
専
攻
制
と
し
ま
し
た
。英
語
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
に
な
り
た
い
、国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
ス
キ
ル
を
発
揮
し
た
い
な

ど
、卒
業
後
の
進
路
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
実
践
力
を
鍛
え
る
方
針
で
す
。

　
通
訳
や
英
語
教
育
者
な
ど
、プ
ロ
と
し
て
の
高
度
な
英
語
運
用
力
を

獲
得
す
る「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
」、文
化
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
国
際
的

に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る「
英
語
圏
文
化
」、高
度
な
Ｉ
Ｔ・語

学
運
用
力
と
英
語
交
渉
力
を
身
に
つ
け
る「
国
際
学
」と
特
色
あ
る
学

び
を
展
開
し
な
が
ら
、全
専
攻
に
お
い
て
多
彩
な
海
外
研
修・留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。

　
一・
二
年
次
で
は
国
際
交
流
や
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
を
通
し
て
英
語
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
を
高
め
、二・三
年
次
の
長
期
留
学
や
専
門
的
な
学

び
へ
と
発
展
さ
せ
な
が
ら
、卒
業
時
に
は
Ｔ
О
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ⓡ
ス
コ
ア
全
専
攻

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
、

四
専
攻
か
ら
社
会
で
の
実
践
力
を
磨
く

社
会
と
つ
な
が
り
、未
来
と
つ
な
が
る

 

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、格
差
社
会
が

深
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、「
新
た
な
つ
な
が
り
の
創

造
」を
ミ
ッ
シ
ョン
に
、二
〇
一
五
年
四
月
、現
代
社
会

学
部
は
四
専
攻
制
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会
構
想
力
を
養

成
す
る「
社
会
学
専
攻
」、つ
な
が
り
の
現
場
で
実
証・

実
践
力
を
身
に
つ
け
る「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
学
専
攻
」、福
祉

の
理
論
と
実
践
を
融
合
し
、新
し
い
共
生
の
カ
タ
チ
を

創
造
す
る「
社
会
福
祉
学
専
攻
」、国
境
と
異
文
化
を

越
え
て
活
躍
す
る
人
材
を
目
指
す「
国
際
文
化
専

攻
」。そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
側
面
か
ら
、社
会
に
対
す
る
見

方
と
社
会
と
の
取
り
組
み
方
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
自
分
を
知
り
、人
を
知
り
、社
会
を
知
り
、何
を
す

べ
き
か
を
追
究
す
る
現
代
社
会
学
部
。各
専
攻
と
も

一
年
次
よ
り
核
と
な
る
科
目
を
学
び
、同
時
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
実
体
験
、社
会
調
査
な
ど
現
場
に
身

を
置
き
な
が
ら
社
会
問
題
と
向
き
あ
い
ま
す
。

　
ま
た
四
年
間
を
通
じ
、学
部
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

を
展
開
。学
び
な
が
ら
学
生
た
ち
が
自
分
自
身
を
見

つ
め
、自
身
の
存
在
を
確
か
め
、自
分
の
問
題
を
解
決

し
て
い
く
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

将来像に応じた3専攻

●=遺跡・史跡 ●=戦国武将ゆかりの地 ●=文化財継承地

長母寺
（沙石集執筆の寺）
小牧・長久手の戦い

桶狭間の戦い

長篠の戦い
天恩寺
（足利尊氏・義満ゆかりの地）
牟呂神社
（ええじゃないか発祥地方）
岡崎城
（徳川家康居城）
田原
（渡辺崋山ゆかりの地）

野間大坊
（源頼朝・頼朝
ゆかりの地）

熱田神宮
（草薙剣を祀る・
七里の渡し）

松平郷
（松平家発祥の地）

犬山城
（国宝天守閣）

真清田神社
（尾張国一宮）

国府宮
（はだか祭り）

朝日遺跡
（弥生時代の集落遺跡）

名古屋城
（尾張徳川家居城）

津島神社
（全国津島総本山・

津島天王祭）

真福寺
（古事記などの
重要文化財伝存）

東栄町
（花祭：重要無形
民俗文化財）

上：基礎を培う1・2年次は、外国人教員による
　 語学教育をベースにしています。
下：学内には日本語禁止ラウンジもあり、外国人
　 留学生との異文化交流も活発です。

教育

メディア

経済

政治

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

社会学専攻
社会構想力を養成

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

伝統

慣習

宗教

モノ文化

教育

メディア

経済

政治

社会学専攻
社会構想力を養成

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

伝統

慣習

宗教

モノ文化

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

基本社会学
教育社会学

マスコミ学

コミュティ社会学
社会調査
心理学

博物館学・観光学
文化人類学

社会福祉学
ソーシャルワーク論
ソーシャルワーク

実習・演習

グローバル・
コミュニケーション

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

国際
ビジネス分野

国際交流分野

国際学専攻 英語圏文化専攻

国際英語
キャリア専攻

交渉力 高度な
言語力

異文化理解

国際英語学科

World
Englishes

言語
プロフェッショナル

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
八
学
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

六
十
年
の
歴
史
の
中
で
、絶
え
ず
「
挑
戦
」
と「
進
化
」を
繰
り
返
し

て
き
た
中
京
大
学
。次
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た
人
材
を
世
に
送
り

だ
す
た
め
に
、ふ
た
た
び
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

【
六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩
】

実際の古文書や古書に接しながら、歴史調査の基礎となる
文献読解力も身につけていきます。

2 015年4月
［4専攻制］スタート

現代
社会学部

深刻化する社会問題を解決
に導く、実践に必要な知識や
手法をより専門的に修得。

2 014年4月［新設］

文学部・
歴史文化
学科

歴史遺産と対話し、史実を追
いかける。日本文化の創造に
挑み、心豊かな社会づくりに
貢献する人材を育成。

世界共通語としての、生きた
英語を修得。グローバル社会
に求められる高度な英語スキ
ルを養う。

国際
英語学部

2 014年4月
［3専攻制］スタート

Ｄ
委
員
会
は
年
に
七
回
ほ
ど
催
し
、委
員

会
で
の
決
定
事
項
や
検
討
す
る
事
案
に

つ
い
て
は
、各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教
授
会

で
報
告
し
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
委
員
会
で
は
三
本
柱
の
ほ
か
、Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
講
演
会
の
開
催
、国
際
教
養
学
部
の「
経
験

交
流
会
」や
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。と
く
に
経
験
交
流
会
は
成
功
も
失
敗
も
含
め
、

教
員
自
身
の
経
験
談
を
披
露
す
る
こ
と
で
、よ
り

良
い
授
業
を
行
う
た
め
の
手
法
を
学
び
合
う
場
と

な
って
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
の
基
礎
的
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
想
い
が

私
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
の
教
育
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
教
員
を

主
と
す
る
Ｆ
Ｄ
に
対
し
、職
員
、つ
ま
り
ス
タ
ッ
フ
の

能
力
向
上
を
意
味
す
る
Ｓ
Ｄ
（S

ta
ff 

D
evelopm

ent

）も
重
視
す
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
大
学
は
、い
ち
ば
ん
大
切
な
主
人
公
で
あ

る
学
生
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。単
に「
教
え

る
」

｜「
学
ぶ
」だ
け
の
関
係
で
な
く
、学
生
も
一
緒

に
な
って
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。通

常
、〝
大
学
ス
タ
ッフ
〞と
い
え
ば
、「
教
員
」あ
る
い
は

「
教
職
員
」が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、我
々
、中
京

大
学
と
し
て
は「
学
生
」も
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ

や
高
校
生
の
半
数
以
上
が
大
学
へ
進
学
す

る
時
代
。推
薦
や
Ａ
О
入
試
な
ど
入
試
の

方
法
も
多
彩
に
な
り
、学
生
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
は
、こ
の
対
応
を
各
大
学
に
求
め

た
も
の
で
す
が
、か
ね
て
よ
り
教
育
の
質
的
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
本
学
に
お
い
て
も
、全
学
的
な
活

動
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
、

ざ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
す
と
、一
つ
は「
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
」で
す
ね
。ま
ず
は
教
員
が
行
って
い
る
授
業
に
つ

い
て
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、教
員
自
身
が

授
業
内
容
を
点
検
し
、改
善
す
べ
き
点
を
教
育
に

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
つ
目
は「
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
」で
す
。

高
校
ま
で
と
違
っ
て
、大
学
で
は
自
分
で
受
け
た
い

授
業
を
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
判
断
材
料

と
し
て「
シ
ラ
バ
ス
」と
い
う
授
業
計
画
書
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
十
分
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、意
味

が
な
い
。そ
こ
で
先
生
方
に
シ
ラ
バ
ス
の
ま
と
め
方
も

改
善
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
が「
公
開
授
業
」。そ

も
そ
も
大
学
教
員
は
教
育
実
習
経
験
が
な
く
、各

自
、模
索
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
だ
っ
た
授
業
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
で
、教
員
同
士
が
互
い
に
学
び
合
お
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
を
柱
に
Ｆ
Ｄ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

〇
〇
九
年
に
各
学
部・研
究
科
か
ら
委
員

を
選
出
し
て
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
組
織
し
、翌

年
の
春
、第
一
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
教
員
の
声
は
はっ
き
り
聞
こ
え
る
か
」「
授
業
内

容
は
十
分
、理
解
で
き
て
い
た
か
」「
シ
ラ
バ
ス
通
り

の
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
か
」「
補
助
教
材
が
き
ち

ん
と
生
か
さ
れ
て
い
た
か
」な
ど
、変
化
を
把
握
す

る
意
味
も
あ
って
、ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
の
五
、六
年
、同

じ
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ
変

化
が
出
て
き
ま
し
た
。と
く
に
授
業
中
の
声
や
補

助
教
材
等
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
改
善
に
結
び
つ
き

や
す
く
、評
価
の
数
値
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
学
生
の
立
場
で

考
え
ま
す
と
、自
分
た
ち
の
意
見
が
い
か
に
反
映
さ

れ
る
の
か
、そ
こ
が
最
大
の
関
心
事
で
し
ょ
う
。学

習
環
境
に
つ
い
て
は
、改
修
工
事
を
行
う
際
な
ど
、

随
時
、要
望
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
一
方
で
、教

員
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、各
教
員
が
そ
の
結
果
を

「
自
己
点
検
報
告
書
」と
し
て
ま
と
め
、学
生
に
公

開
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
こ
で
Ｆ
Ｄ
が
教
員
に
と
って
、重
苦
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。振
り
返
り
ま
す
と
、当
初
こ
の
活
動
を
推
進
す

る
上
で
、何
が
い
ち
ば
ん
難
し
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、

教
員
に
考
え
方
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

　
昔
と
比
べ
る
と
大
学
教
員
の
仕
事
は
増
え
て
い

ま
す
し
、何
と
いって
も
、自
分
の
授
業
が
学
生
か
ら

点
数
を
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。「
学
生
が
教
員
を

評
価
す
る
と
は
何
た
る
こ
と
」と
抵
抗
を
感
じ
る

先
生
方
も
正
直
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
来
、学
生
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
に

な
り
ま
せ
ん
。学
生
は
黙
って
講
義
に
つい
て
く
れ
ば

い
い
、と
い
う
、旧
式
の
考
え
か
ら
脱
し
、授
業
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
で
学
生
と
の
関
係
が
良
好
に
な

れ
ば
、教
員
自
身
が
望
む
授
業
を
実
現
で
き
る
と
、

地
道
な
意
識
改
革
を
行
って
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、そ
ろ
そ
ろ
第
一
段

階
を
終
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

今
後
も
継
続
す
る
方
針
で
す
が
、導
入
時
と
比
べ

る
と
形
式
的
に
な
る
と
い
う
か
、結
果
を
受
け
止
め

る
教
員
の
緊
張
感
も
減
退
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
段
階
へ
発
展
さ
せ
る
べ
く
、改
善
に
つ
と

め
た
い
と
思
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中京大学でもFD活動に取り組むこととなり、2008年、委員会発足と
合わせてFD委員長に。同時に副学長にも就任した。

り
、こ
の
三
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、Ｆ
Ｄ
活
動
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
に
、よ
り
良
い
教
育
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
み
た
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
を
学
生

の
中
か
ら
募
集
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、す
ぐ
に
三
十
名
ほ
ど
が
手
を
挙
げ
て
く
れ

ま
し
た
。果
た
し
て
学
生
が
集
ま
って
く
れ
る
の
か
、

正
直
、不
安
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、委

員
会
の
先
生
方
と
感
激
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま

す
。現
在
、彼
ら
は「
学
生
Ｆ
Ｄ
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
、

「
授
業
中
の
私
語
を
な
く
し
た
い
」「
机
の
落
書
き

を
消
し
た
い
」な
ど
、学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、自

主
的
な
活
動
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は「
大
学
の
す
べ
て
の
者
の《
幸
せ
》の
た

め
」と
Ｆ
Ｄ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、よ
り
良
い
授
業
が
現
実

化
さ
れ
れ
ば
、学
生
が
ま
ず
幸
せ
に
な
り
ま
す
。学

生
が
い
き
い
き
と
授
業
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
、教
員

も
元
気
に
な
れ
る
。つ
ま
り
学
生
も
教
員
も
、そ
し

て
ま
わ
り
で
支
え
て
く
だ
さ
る
職
員
の
方
々
も
、大

学
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
。私
た
ち
は
こ
れ
を
標

榜
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、Ｆ
Ｄ
は
誰
も
が
明

る
く
、前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
べ
き
活
動
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で〝
Ｆ
Ｄ
〞を“For D

oing our best！
”

と

読
み
替
え
た
わ
け
で
す
が
、教
職
員
も
学
生
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、学
内
の
好
循

環
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

今二

F

大
学
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
た
め
の
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
、

今
、中
京
大
学
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
安
村
仁
志
副
学
長
に
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
京
大
学 

副
学
長
・

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

安
村 

仁
志

FDとは「Faculty Development（教
授団の資質改善・能力開発）」という
意味であり、個々の大学教員の教育
力向上を図るために大学全体で行う
組織的な取り組みが“FD活動”です。
それまでFDは大学における努力義務
とされていましたが、2008年より、大
学設置基準において明確に義務づけ
られるようになっています。

FD活動とは

　留
学
に
対
す
る
学
生
の
動
機
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
は

就
活
に
直
結
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
ひ

と
つ
だ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。昨
今
、

急
速
に
グ
ロ
ー
バル
化
が
進
み
、企
業
の

人
材
の
ニ
ー
ズ
も
以
前
と
は
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。今
や
一
部
の
大
手
企
業
だ

け
で
な
く
中
小
企
業
で
も
語
学
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、ユ
ニ
ク
ロ
や
イ

オ
ン
に
よ
る
外
国
人
の
積
極
採
用
に
も

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、小
売・サ
ー
ビ
ス

業
に
ま
で
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
ま
す
。近
年
の
就
活
戦
線
に
お
い
て

は
、も
は
や
語
学
力
や
留
学
経
験
は
、

闘
い
を
勝
ち
抜
く
た
め
の「
必
須
の
武

国際センター

国際センター　金澤 龍生 係長

未
体
験
の
地
で
味
わ
う
大
き
な
感
動
や
達
成
感
。留
学
を
経
て
、

多
く
の
学
生
が「
一
生
モ
ノ
の
財
産
」を
手
に
し
て
い
ま
す
。

安
全
面
か
ら
金
銭
面
ま
で

留
学
を
き
め
細
か
く
支
援

海外留学を
体験してみたい！

海外短期研修
海外大学体験
プログラム
（4～5週間）

海外短期研修
海外ビジネス研修
プログラム
（2週間）

海外ビジネスを
体験してみたい！

英語力をしっかり
身につけたい！

セメスター留学
（1セメスター）

交換留学
（1年間）

海外の大学に
本格的に留学したい！

短期

長期

国際センター主催の
留学・研修プログラム

■ 学部主催の海外留学・研修プログラム
1年生／海外基礎研修（2週間）

シンガポール

海外ビジネス研修 Ⅰ・Ⅱ
カナダ・ニューヨーク

総合政策学部

心理学部

国際教養学部

経営学部

スポーツ科学部

国際英語学部
国際英語学科

国際英語
キャリア専攻

英語圏
文化専攻

国際学専攻

必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択

選択

選択

選択

選択必修

選択必修

器
」と
な
って
い
る
の
で
す
。

　国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、二
〜
五
週
間
の「
海
外

短
期
研
修
」、一
学
期
間
の「
セ
メ
ス

タ
ー
留
学
」、一
年
間
の「
交
換
留
学
」

と
、短
期
か
ら
長
期
ま
で
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
、留
学
を
希
望
す

る
学
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
り
、日
本
の
大
学
生

は
内
向
き
志
向
だ
と
言
わ
れ
る
な

か
、中
京
大
学
で
は
、〇
八
年
か
ら
の

五
年
間
で
、留
学
す
る
学
生
が
約
三

百
名
か
ら
六
百
名
以
上
へ
と
倍
増

し
、「
外
向
き
志
向
」の
学
生
が
右
肩

上
が
り
で
増
え
て
い
ま
す
。

　保
護
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、留
学
に

対
す
る
最
大
の
関
心
事
は「
安
全
」か

も
し
れ
ま
せ
ん
。国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、

留
学
を
控
え
た
学
生
を
対
象
に
事
前

研
修
会
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。ビ
ザ
の
取
得
、保
険
の
加
入
、航
空

券
の
手
配
な
ど
留
学
前
に
必
要
な
手

続
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、様
々
な
場

面
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
な
ど

を
行
い
、不
測
の
事
態
への
対
処
法
や
留

学
への
心
構
え
な
ど
を
徹
底
指
導
し
た

上
で
、海
外
へ
と
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、あ
ら
か
じ
め
本
学
指

定
の
海
外
旅
行
保
険
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
料
金
で
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。こ
の
保
険
に
は
、大
学
側
が
費
用

を
負
担
す
る
形
で「
海
外
危
機
管
理

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」を
付

帯
し
、現
地
で
の
病
院
の
手
配
な
ど
、

困
っ
た
時
に
は
電
話
一
本
で
サ
ポ
ー
ト

が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
整
備
。さ

ら
に
は
、金
銭
面
で
も
留
学
中
の
学
費

の
減
免
措
置
を
実
施
す
る
な
ど
、あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
学
生
た
ち
の
実
り

あ
る
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

国際センター

タンペレ大学［フィンランド］

留学、というキャリア形成を
バックアップ

あなたの希望は？

岩田 紗椰さん

国際英語学部
国際英語学科（3年）

個性を尊重する
異国の文化に触れ
自信が持てました。

留学先の講義を通じ
日本の素晴らしさを
再発見できました。

学
に
憧
れ
て
い
た

の
は
高
校
時
代

か
ら
。旅
行
好
き
の
両
親

に
連
れ
ら
れ
、ア
メ
リ
カ
や

欧
州
各
地
を
訪
れ
る
う

ち
、英
語
を
も
っ
と
勉
強

し
て
現
地
の
人
と
自
由
に

交
流
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。今
年
八

月
か
ら
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

タ
ン
ペ
レ
大
学
に
行
き
ま

す
が
、こ
の
大
学
を
選
ん

だ
の
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
第

二
の
都
市
の
た
め
、人
と

交
流
す
る
機
会
が
多
く
、

語
学
力
を
磨
く
の
に
ピ
ッ

タ
リ
だ
か
ら
。そ
し
て
な
に

よ
り
、以
前
か
ら
北
欧
の

イ
ン
テ
リ
ア
が
大
好
き
で
、

現
地
の
暮
ら
し
に
触
れ
て

み
た
い
と
考
え
て
い
た
か

ら
で
す
。で
き
れ
ば
、現
地

に
あ
る
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の

本
社
を
訪
問
し
、も
の
づ

く
り
へ
の
想
い
な
ど
を
直

接
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

留

以前から憧れていた
フィンランドの文化に
触れるのが楽しみ。

ノースカロライナ州立大学
ウィルミントン校［米国］

熊本 誠太さん
経営学部経営学科（3年）

ウェスタン・キャロライナ大学
［米国］

辻 大輔さん
国際教養学部国際教養学科（4年）

年
八
月
か
ら
約

四
ヶ
月
間
に
わ
た

る
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
は
、語

学
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、

異
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な

体
験
が
得
ら
れ
、と
て
も

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

留
学
先
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内

を
裸
足
で
歩
く
学
生
が
い

る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
尊
重
す
る
風
土
が
根

付
い
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し

た
。
日
本
で
は
細
か
い

部
分
を
気
に
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、も
っ
と
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
発
揮
す
れ

ば
い
い
ん
だ
と
、帰
国
後
は

以
前
に
も
増
し
て
自
分
の

考
え
や
行
動
に
自
信
を
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。ま
た
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

も
留
学
前
に
比
べ
て
二
百

二
十
点
上
昇
。英
語
を
聞

く
の
が
苦
に
な
ら
な
く
な

り
、確
か
な
成
長
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

昨

ヘルシンキ大学［フィンランド］

トゥオミ・テュッティさん

換
留
学
の
た
め
の

国
際
的
な
大
学

連
合
組
織「
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
」を

通
じ
て
事
前
に
調
べ
た
と

こ
ろ
、私
が
か
ね
て
か
ら
学

ん
で
き
た
日
本
語
を
さ
ら

に
究
め
る
た
め
に
は
、中

京
大
学
が
一
番
ふ
さ
わ
し

い
と
感
じ
、留
学
先
に
選

び
ま
し
た
。留
学
期
間
は

七
月
末
で
終
了
し
ま
す

が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
企
画

さ
れ
た
京
都
旅
行
や
友
人

た
ち
と
一
緒
に
着
物
体
験

を
楽
し
む
な
ど
、た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。中
京
大
学
で
学
び
、

数
多
く
の
友
人
が
で
き
た

名
古
屋
は
、私
の
人
生
に

と
っ
て
本
当
に
特
別
な
場

所
。で
き
れ
ば
、大
学
卒

業
後
は
日
本
で
暮
ら
し
、

英
語
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

を
教
え
る
教
師
と
し
て
活

躍
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

交

私にとって名古屋は
思い出が詰まった
特別な場所です。

学
先
で
は
、あ
え

て
専
門
以
外
の

分
野
に
も
関
心
を
深
め
て

み
よ
う
と
、地
理
学
や
社

会
福
祉
な
ど
、幅
広
い
分

野
の
講
義
を
受
講
し
ま
し

た
。な
か
で
も
印
象
的
だ
っ

た
の
が
、世
界
の
民
俗
学

や
人
口
動
態
な
ど
を
知
る

地
理
学
の
講
義
で
、先
進

的
な
事
例
の
ひ
と
つ
と
し

て
、日
本
が
頻
繁
に
引
き

合
い
に
出
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、充
実
し
た
医
療
環

境
な
ど
、異
国
の
地
で
も

こ
れ
だ
け
話
題
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
か
と
、日
本
人

と
し
て
の
誇
り
や
愛
国
心

が
芽
生
え
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。卒
業
後
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
図
る

食
品
商
社
で
働
く
予
定
で

す
が
、留
学
で
得
た
経
験

を
糧
に
世
界
で
活
躍
す
る

社
会
人
に
な
り
た
い
で
す
。

留

国際
センター

2年生／海外研修A（5週間）
オーストラリア

2年生／海外研修B（2～5週間）
カナダ・シドニー・ニューヨーク

2年生／海外研修C（3週間）
オーストラリア・ハワイ

3年生／海外業務体験 Ⅰ～Ⅳ
ロサンゼルス・ハワイ

2年生／海外大学研修1（3～4週間）
英国

2年生／海外大学研修2（3～4週間）
北米

海外業界研究 Ⅰ～Ⅵ
インド・韓国・シンガポール・アメリカ・ニュージーランド

海外ビジネス研修（2週間）
オーストラリア

海外課題研究（4～5ヶ月）
フランス、スペイン、ドイツ、ロシア、中国

心理学海外演習（4週間）
オーストラリア

海外インターンシップ（3週間）
ロサンゼルス

スポーツマネジメント事例研究、トレーナー事例研究
アメリカ



　
二
〇
一
四
年
四
月
、こ
れ
ま
で「
日
本
文
学
科
」「
言
語
表
現
学
科
」の
二

学
科
体
制
で
展
開
し
て
き
た
文
学
部
に
、日
本
の
歴
史
と
文
化
を
総
合

的
に
学
ぶ「
歴
史
文
化
学
科
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
入
学
定
員
は
六
十
五
名
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
を
拠
点
に
①
日
本
史
を
主

と
し
た
文
献
歴
史
学
②
宗
教
学・社
会
学
を
母
体
と
し
つつ
歴
史
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う
諸
学
③
歴
史
資
料
学
の
三
つ
を
教
育・研
究
の
柱
と
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
中
京
大
学
の
あ
る
中
部
エ
リ
ア
は
、織
田
信
長
や
豊
臣
秀

吉
、徳
川
家
康
ら
戦
国
武
将
が
天
下
統
一
の
夢
を
追
い
か
け
た
歴
史
の

舞
台
。古
く
か
ら
日
本
の
東
西
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、戦
国

時
代
以
外
に
も
革
新
の
歴
史
を
刻
み
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
地
域

の
代
表
的
な
学
術
研
究
拠
点「
八
事
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
エ
リ
ア
」か
ら
、新
た

な
歴
史
文
化
学
の
学
び
を
大
き
く
開
花
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

高
度
な
英
語
交
渉
力
と
運
用
力
を
培
う
、

将
来
像
に
応
じ
た
三
専
攻
体
制
へ

日
本
を
動
か
し
た
歴
史
舞
台
で
歴
史
を
学
ぶ
、

文
学
部
三
番
目
の
学
科
が
誕
生

「
歩
い
て・
見
て・
感
じ
る
」発
見
の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

学
び
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「
世
界
」

　
歴
史
文
化
学
科
で
は
、文
学
部
の
半
世
紀
に
及
ぶ
日
本
文
化
研
究
の

成
果
を
礎
に
、地
域
の
歴
史
遺
産
と
直
接
対
話
し
、独
自
の
発
見
を
と

も
な
う
地
域
の
歴
史
像
の
構
築
と
文
化
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で「
歩
い
て・見
て・感
じ
る
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、歴
史
文
化
に
関

す
る《
正
確
か
つ
幅
広
い
知
識
》に
加
え
、史
料
や
古
文
書
を
読
み
解
く

《
実
証
的
研
究
》、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
現
地
調
査
）に
よ
る《
体
験
型
研

究
》を
重
視
。戦
国
期
か
ら
現

代
ま
で
各
時
代
に
選
任
教
員

を
配
し
、多
角
的
な
学
び
を
通

し
て
考
え
を
生
み
だ
す
力
、考

え
を
他
者
に
伝
え
る
力
を
獲

得
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
発
見

への
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し
、社
会

が
求
め
る
基
本
的
な
能
力（
社

会
人
基
礎
力
）も
獲
得
で
き

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

世
界
人
口
約
七
十
億
人
の
う
ち
約
二
十
億
人
、お
よ
そ
四
人
に一人
が

英
語
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
る
現
代
。し
か
し
英
語
を
母
語
と
す
る

人
口
は
約
四
億
人
と
割
合
少
な
く
、世
界
の
大
半
の
人
々
が
他
の
言
語

を
母
語
と
し
な
が
ら
、学
修
に
よ
って
英
語
を
修
得
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
英
語
の
形
態
は
多
種
多
様
。本
学
で
は
、英
米
語
だ
け
で
は
な

い
、世
界
に
存
在
す
る
複
数
の
英
語“W

orld

　Englishes”

こ
そ
、こ
れ
か

ら
の
時
代
に
不
可
欠
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
手
法
と
位
置
づ
け
、二
〇
一
四

年
四
月
、国
際
英
語
学
部
を
改
編
。よ
り
専
門
的
な
学
び
を
通
し
て
高
度

な
英
語
力
を
修
得
で
き
る
よ
う
、「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
専
攻
」「
英
語
圏

文
化
専
攻
」「
国
際
学
専
攻
」の
三
専
攻
制
と
し
ま
し
た
。英
語
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
に
な
り
た
い
、国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
ス
キ
ル
を
発
揮
し
た
い
な

ど
、卒
業
後
の
進
路
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
実
践
力
を
鍛
え
る
方
針
で
す
。

　
通
訳
や
英
語
教
育
者
な
ど
、プ
ロ
と
し
て
の
高
度
な
英
語
運
用
力
を

獲
得
す
る「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
」、文
化
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
国
際
的

に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る「
英
語
圏
文
化
」、高
度
な
Ｉ
Ｔ・語

学
運
用
力
と
英
語
交
渉
力
を
身
に
つ
け
る「
国
際
学
」と
特
色
あ
る
学

び
を
展
開
し
な
が
ら
、全
専
攻
に
お
い
て
多
彩
な
海
外
研
修・留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。

　
一・
二
年
次
で
は
国
際
交
流
や
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
を
通
し
て
英
語
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
を
高
め
、二・三
年
次
の
長
期
留
学
や
専
門
的
な
学

び
へ
と
発
展
さ
せ
な
が
ら
、卒
業
時
に
は
Ｔ
О
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ⓡ
ス
コ
ア
全
専
攻

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
、

四
専
攻
か
ら
社
会
で
の
実
践
力
を
磨
く

社
会
と
つ
な
が
り
、未
来
と
つ
な
が
る

 

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、格
差
社
会
が

深
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、「
新
た
な
つ
な
が
り
の
創

造
」を
ミ
ッ
シ
ョン
に
、二
〇
一
五
年
四
月
、現
代
社
会

学
部
は
四
専
攻
制
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会
構
想
力
を
養

成
す
る「
社
会
学
専
攻
」、つ
な
が
り
の
現
場
で
実
証・

実
践
力
を
身
に
つ
け
る「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
学
専
攻
」、福
祉

の
理
論
と
実
践
を
融
合
し
、新
し
い
共
生
の
カ
タ
チ
を

創
造
す
る「
社
会
福
祉
学
専
攻
」、国
境
と
異
文
化
を

越
え
て
活
躍
す
る
人
材
を
目
指
す「
国
際
文
化
専

攻
」。そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
側
面
か
ら
、社
会
に
対
す
る
見

方
と
社
会
と
の
取
り
組
み
方
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
自
分
を
知
り
、人
を
知
り
、社
会
を
知
り
、何
を
す

べ
き
か
を
追
究
す
る
現
代
社
会
学
部
。各
専
攻
と
も

一
年
次
よ
り
核
と
な
る
科
目
を
学
び
、同
時
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
実
体
験
、社
会
調
査
な
ど
現
場
に
身

を
置
き
な
が
ら
社
会
問
題
と
向
き
あ
い
ま
す
。

　
ま
た
四
年
間
を
通
じ
、学
部
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

を
展
開
。学
び
な
が
ら
学
生
た
ち
が
自
分
自
身
を
見

つ
め
、自
身
の
存
在
を
確
か
め
、自
分
の
問
題
を
解
決

し
て
い
く
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

将来像に応じた3専攻

●=遺跡・史跡 ●=戦国武将ゆかりの地 ●=文化財継承地

長母寺
（沙石集執筆の寺）
小牧・長久手の戦い

桶狭間の戦い

長篠の戦い
天恩寺
（足利尊氏・義満ゆかりの地）
牟呂神社
（ええじゃないか発祥地方）
岡崎城
（徳川家康居城）
田原
（渡辺崋山ゆかりの地）

野間大坊
（源頼朝・頼朝
ゆかりの地）

熱田神宮
（草薙剣を祀る・
七里の渡し）

松平郷
（松平家発祥の地）

犬山城
（国宝天守閣）

真清田神社
（尾張国一宮）

国府宮
（はだか祭り）

朝日遺跡
（弥生時代の集落遺跡）

名古屋城
（尾張徳川家居城）

津島神社
（全国津島総本山・

津島天王祭）

真福寺
（古事記などの
重要文化財伝存）

東栄町
（花祭：重要無形
民俗文化財）

上：基礎を培う1・2年次は、外国人教員による
　 語学教育をベースにしています。
下：学内には日本語禁止ラウンジもあり、外国人
　 留学生との異文化交流も活発です。

教育

メディア

経済

政治

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

社会学専攻
社会構想力を養成

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

伝統

慣習

宗教

モノ文化

教育

メディア

経済

政治

社会学専攻
社会構想力を養成

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

伝統

慣習

宗教

モノ文化

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

基本社会学
教育社会学

マスコミ学

コミュティ社会学
社会調査
心理学

博物館学・観光学
文化人類学

社会福祉学
ソーシャルワーク論
ソーシャルワーク

実習・演習

グローバル・
コミュニケーション

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

国際
ビジネス分野

国際交流分野

国際学専攻 英語圏文化専攻

国際英語
キャリア専攻

交渉力 高度な
言語力

異文化理解

国際英語学科

World
Englishes

言語
プロフェッショナル

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
八
学
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

六
十
年
の
歴
史
の
中
で
、絶
え
ず
「
挑
戦
」
と「
進
化
」を
繰
り
返
し

て
き
た
中
京
大
学
。次
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た
人
材
を
世
に
送
り

だ
す
た
め
に
、ふ
た
た
び
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

【
六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩
】

実際の古文書や古書に接しながら、歴史調査の基礎となる
文献読解力も身につけていきます。

2 015年4月
［4専攻制］スタート

現代
社会学部

深刻化する社会問題を解決
に導く、実践に必要な知識や
手法をより専門的に修得。

2 014年4月［新設］

文学部・
歴史文化
学科

歴史遺産と対話し、史実を追
いかける。日本文化の創造に
挑み、心豊かな社会づくりに
貢献する人材を育成。

世界共通語としての、生きた
英語を修得。グローバル社会
に求められる高度な英語スキ
ルを養う。

国際
英語学部

2 014年4月
［3専攻制］スタート

Ｄ
委
員
会
は
年
に
七
回
ほ
ど
催
し
、委
員

会
で
の
決
定
事
項
や
検
討
す
る
事
案
に

つ
い
て
は
、各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教
授
会

で
報
告
し
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
委
員
会
で
は
三
本
柱
の
ほ
か
、Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
講
演
会
の
開
催
、国
際
教
養
学
部
の「
経
験

交
流
会
」や
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。と
く
に
経
験
交
流
会
は
成
功
も
失
敗
も
含
め
、

教
員
自
身
の
経
験
談
を
披
露
す
る
こ
と
で
、よ
り

良
い
授
業
を
行
う
た
め
の
手
法
を
学
び
合
う
場
と

な
って
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
の
基
礎
的
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
想
い
が

私
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
の
教
育
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
教
員
を

主
と
す
る
Ｆ
Ｄ
に
対
し
、職
員
、つ
ま
り
ス
タ
ッ
フ
の

能
力
向
上
を
意
味
す
る
Ｓ
Ｄ
（S

ta
ff 

D
evelopm

ent

）も
重
視
す
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
大
学
は
、い
ち
ば
ん
大
切
な
主
人
公
で
あ

る
学
生
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。単
に「
教
え

る
」

｜「
学
ぶ
」だ
け
の
関
係
で
な
く
、学
生
も
一
緒

に
な
って
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。通

常
、〝
大
学
ス
タ
ッフ
〞と
い
え
ば
、「
教
員
」あ
る
い
は

「
教
職
員
」が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、我
々
、中
京

大
学
と
し
て
は「
学
生
」も
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ

や
高
校
生
の
半
数
以
上
が
大
学
へ
進
学
す

る
時
代
。推
薦
や
Ａ
О
入
試
な
ど
入
試
の

方
法
も
多
彩
に
な
り
、学
生
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
は
、こ
の
対
応
を
各
大
学
に
求
め

た
も
の
で
す
が
、か
ね
て
よ
り
教
育
の
質
的
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
本
学
に
お
い
て
も
、全
学
的
な
活

動
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
、

ざ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
す
と
、一
つ
は「
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
」で
す
ね
。ま
ず
は
教
員
が
行
って
い
る
授
業
に
つ

い
て
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、教
員
自
身
が

授
業
内
容
を
点
検
し
、改
善
す
べ
き
点
を
教
育
に

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
つ
目
は「
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
」で
す
。

高
校
ま
で
と
違
っ
て
、大
学
で
は
自
分
で
受
け
た
い

授
業
を
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
判
断
材
料

と
し
て「
シ
ラ
バ
ス
」と
い
う
授
業
計
画
書
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
十
分
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、意
味

が
な
い
。そ
こ
で
先
生
方
に
シ
ラ
バ
ス
の
ま
と
め
方
も

改
善
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
が「
公
開
授
業
」。そ

も
そ
も
大
学
教
員
は
教
育
実
習
経
験
が
な
く
、各

自
、模
索
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
だ
っ
た
授
業
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
で
、教
員
同
士
が
互
い
に
学
び
合
お
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
を
柱
に
Ｆ
Ｄ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

〇
〇
九
年
に
各
学
部・研
究
科
か
ら
委
員

を
選
出
し
て
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
組
織
し
、翌

年
の
春
、第
一
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
教
員
の
声
は
はっ
き
り
聞
こ
え
る
か
」「
授
業
内

容
は
十
分
、理
解
で
き
て
い
た
か
」「
シ
ラ
バ
ス
通
り

の
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
か
」「
補
助
教
材
が
き
ち

ん
と
生
か
さ
れ
て
い
た
か
」な
ど
、変
化
を
把
握
す

る
意
味
も
あ
って
、ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
の
五
、六
年
、同

じ
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ
変

化
が
出
て
き
ま
し
た
。と
く
に
授
業
中
の
声
や
補

助
教
材
等
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
改
善
に
結
び
つ
き

や
す
く
、評
価
の
数
値
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
学
生
の
立
場
で

考
え
ま
す
と
、自
分
た
ち
の
意
見
が
い
か
に
反
映
さ

れ
る
の
か
、そ
こ
が
最
大
の
関
心
事
で
し
ょ
う
。学

習
環
境
に
つ
い
て
は
、改
修
工
事
を
行
う
際
な
ど
、

随
時
、要
望
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
一
方
で
、教

員
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、各
教
員
が
そ
の
結
果
を

「
自
己
点
検
報
告
書
」と
し
て
ま
と
め
、学
生
に
公

開
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
こ
で
Ｆ
Ｄ
が
教
員
に
と
って
、重
苦
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。振
り
返
り
ま
す
と
、当
初
こ
の
活
動
を
推
進
す

る
上
で
、何
が
い
ち
ば
ん
難
し
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、

教
員
に
考
え
方
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

　
昔
と
比
べ
る
と
大
学
教
員
の
仕
事
は
増
え
て
い

ま
す
し
、何
と
いって
も
、自
分
の
授
業
が
学
生
か
ら

点
数
を
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。「
学
生
が
教
員
を

評
価
す
る
と
は
何
た
る
こ
と
」と
抵
抗
を
感
じ
る

先
生
方
も
正
直
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
来
、学
生
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
に

な
り
ま
せ
ん
。学
生
は
黙
って
講
義
に
つい
て
く
れ
ば

い
い
、と
い
う
、旧
式
の
考
え
か
ら
脱
し
、授
業
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
で
学
生
と
の
関
係
が
良
好
に
な

れ
ば
、教
員
自
身
が
望
む
授
業
を
実
現
で
き
る
と
、

地
道
な
意
識
改
革
を
行
って
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、そ
ろ
そ
ろ
第
一
段

階
を
終
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

今
後
も
継
続
す
る
方
針
で
す
が
、導
入
時
と
比
べ

る
と
形
式
的
に
な
る
と
い
う
か
、結
果
を
受
け
止
め

る
教
員
の
緊
張
感
も
減
退
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
段
階
へ
発
展
さ
せ
る
べ
く
、改
善
に
つ
と

め
た
い
と
思
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中京大学でもFD活動に取り組むこととなり、2008年、委員会発足と
合わせてFD委員長に。同時に副学長にも就任した。

り
、こ
の
三
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、Ｆ
Ｄ
活
動
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
に
、よ
り
良
い
教
育
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
み
た
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
を
学
生

の
中
か
ら
募
集
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、す
ぐ
に
三
十
名
ほ
ど
が
手
を
挙
げ
て
く
れ

ま
し
た
。果
た
し
て
学
生
が
集
ま
って
く
れ
る
の
か
、

正
直
、不
安
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、委

員
会
の
先
生
方
と
感
激
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま

す
。現
在
、彼
ら
は「
学
生
Ｆ
Ｄ
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
、

「
授
業
中
の
私
語
を
な
く
し
た
い
」「
机
の
落
書
き

を
消
し
た
い
」な
ど
、学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、自

主
的
な
活
動
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は「
大
学
の
す
べ
て
の
者
の《
幸
せ
》の
た

め
」と
Ｆ
Ｄ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、よ
り
良
い
授
業
が
現
実

化
さ
れ
れ
ば
、学
生
が
ま
ず
幸
せ
に
な
り
ま
す
。学

生
が
い
き
い
き
と
授
業
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
、教
員

も
元
気
に
な
れ
る
。つ
ま
り
学
生
も
教
員
も
、そ
し

て
ま
わ
り
で
支
え
て
く
だ
さ
る
職
員
の
方
々
も
、大

学
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
。私
た
ち
は
こ
れ
を
標

榜
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、Ｆ
Ｄ
は
誰
も
が
明

る
く
、前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
べ
き
活
動
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で〝
Ｆ
Ｄ
〞を“For D

oing our best！
”

と

読
み
替
え
た
わ
け
で
す
が
、教
職
員
も
学
生
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、学
内
の
好
循

環
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

今二

F

大
学
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
た
め
の
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
、

今
、中
京
大
学
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
安
村
仁
志
副
学
長
に
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
京
大
学 

副
学
長
・

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

安
村 

仁
志

FDとは「Faculty Development（教
授団の資質改善・能力開発）」という
意味であり、個々の大学教員の教育
力向上を図るために大学全体で行う
組織的な取り組みが“FD活動”です。
それまでFDは大学における努力義務
とされていましたが、2008年より、大
学設置基準において明確に義務づけ
られるようになっています。

FD活動とは

　留
学
に
対
す
る
学
生
の
動
機
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
は

就
活
に
直
結
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
ひ

と
つ
だ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。昨
今
、

急
速
に
グ
ロ
ー
バル
化
が
進
み
、企
業
の

人
材
の
ニ
ー
ズ
も
以
前
と
は
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。今
や
一
部
の
大
手
企
業
だ

け
で
な
く
中
小
企
業
で
も
語
学
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、ユ
ニ
ク
ロ
や
イ

オ
ン
に
よ
る
外
国
人
の
積
極
採
用
に
も

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、小
売・サ
ー
ビ
ス

業
に
ま
で
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
ま
す
。近
年
の
就
活
戦
線
に
お
い
て

は
、も
は
や
語
学
力
や
留
学
経
験
は
、

闘
い
を
勝
ち
抜
く
た
め
の「
必
須
の
武

国際センター

国際センター　金澤 龍生 係長

未
体
験
の
地
で
味
わ
う
大
き
な
感
動
や
達
成
感
。留
学
を
経
て
、

多
く
の
学
生
が「
一
生
モ
ノ
の
財
産
」を
手
に
し
て
い
ま
す
。

安
全
面
か
ら
金
銭
面
ま
で

留
学
を
き
め
細
か
く
支
援

海外留学を
体験してみたい！

海外短期研修
海外大学体験
プログラム
（4～5週間）

海外短期研修
海外ビジネス研修
プログラム
（2週間）

海外ビジネスを
体験してみたい！

英語力をしっかり
身につけたい！

セメスター留学
（1セメスター）

交換留学
（1年間）

海外の大学に
本格的に留学したい！

短期

長期

国際センター主催の
留学・研修プログラム

■ 学部主催の海外留学・研修プログラム
1年生／海外基礎研修（2週間）

シンガポール

海外ビジネス研修 Ⅰ・Ⅱ
カナダ・ニューヨーク

総合政策学部

心理学部

国際教養学部

経営学部

スポーツ科学部

国際英語学部
国際英語学科

国際英語
キャリア専攻

英語圏
文化専攻

国際学専攻

必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択

選択

選択

選択

選択必修

選択必修

器
」と
な
って
い
る
の
で
す
。

　国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、二
〜
五
週
間
の「
海
外

短
期
研
修
」、一
学
期
間
の「
セ
メ
ス

タ
ー
留
学
」、一
年
間
の「
交
換
留
学
」

と
、短
期
か
ら
長
期
ま
で
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
、留
学
を
希
望
す

る
学
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
り
、日
本
の
大
学
生

は
内
向
き
志
向
だ
と
言
わ
れ
る
な

か
、中
京
大
学
で
は
、〇
八
年
か
ら
の

五
年
間
で
、留
学
す
る
学
生
が
約
三

百
名
か
ら
六
百
名
以
上
へ
と
倍
増

し
、「
外
向
き
志
向
」の
学
生
が
右
肩

上
が
り
で
増
え
て
い
ま
す
。

　保
護
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、留
学
に

対
す
る
最
大
の
関
心
事
は「
安
全
」か

も
し
れ
ま
せ
ん
。国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、

留
学
を
控
え
た
学
生
を
対
象
に
事
前

研
修
会
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。ビ
ザ
の
取
得
、保
険
の
加
入
、航
空

券
の
手
配
な
ど
留
学
前
に
必
要
な
手

続
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、様
々
な
場

面
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
な
ど

を
行
い
、不
測
の
事
態
への
対
処
法
や
留

学
への
心
構
え
な
ど
を
徹
底
指
導
し
た

上
で
、海
外
へ
と
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、あ
ら
か
じ
め
本
学
指

定
の
海
外
旅
行
保
険
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
料
金
で
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。こ
の
保
険
に
は
、大
学
側
が
費
用

を
負
担
す
る
形
で「
海
外
危
機
管
理

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」を
付

帯
し
、現
地
で
の
病
院
の
手
配
な
ど
、

困
っ
た
時
に
は
電
話
一
本
で
サ
ポ
ー
ト

が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
整
備
。さ

ら
に
は
、金
銭
面
で
も
留
学
中
の
学
費

の
減
免
措
置
を
実
施
す
る
な
ど
、あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
学
生
た
ち
の
実
り

あ
る
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

国際センター

タンペレ大学［フィンランド］

留学、というキャリア形成を
バックアップ

あなたの希望は？

岩田 紗椰さん

国際英語学部
国際英語学科（3年）

個性を尊重する
異国の文化に触れ
自信が持てました。

留学先の講義を通じ
日本の素晴らしさを
再発見できました。

学
に
憧
れ
て
い
た

の
は
高
校
時
代

か
ら
。旅
行
好
き
の
両
親

に
連
れ
ら
れ
、ア
メ
リ
カ
や

欧
州
各
地
を
訪
れ
る
う

ち
、英
語
を
も
っ
と
勉
強

し
て
現
地
の
人
と
自
由
に

交
流
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。今
年
八

月
か
ら
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

タ
ン
ペ
レ
大
学
に
行
き
ま

す
が
、こ
の
大
学
を
選
ん

だ
の
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
第

二
の
都
市
の
た
め
、人
と

交
流
す
る
機
会
が
多
く
、

語
学
力
を
磨
く
の
に
ピ
ッ

タ
リ
だ
か
ら
。そ
し
て
な
に

よ
り
、以
前
か
ら
北
欧
の

イ
ン
テ
リ
ア
が
大
好
き
で
、

現
地
の
暮
ら
し
に
触
れ
て

み
た
い
と
考
え
て
い
た
か

ら
で
す
。で
き
れ
ば
、現
地

に
あ
る
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の

本
社
を
訪
問
し
、も
の
づ

く
り
へ
の
想
い
な
ど
を
直

接
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

留

以前から憧れていた
フィンランドの文化に
触れるのが楽しみ。

ノースカロライナ州立大学
ウィルミントン校［米国］

熊本 誠太さん
経営学部経営学科（3年）

ウェスタン・キャロライナ大学
［米国］

辻 大輔さん
国際教養学部国際教養学科（4年）

年
八
月
か
ら
約

四
ヶ
月
間
に
わ
た

る
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
は
、語

学
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、

異
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な

体
験
が
得
ら
れ
、と
て
も

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

留
学
先
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内

を
裸
足
で
歩
く
学
生
が
い

る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
尊
重
す
る
風
土
が
根

付
い
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し

た
。
日
本
で
は
細
か
い

部
分
を
気
に
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、も
っ
と
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
発
揮
す
れ

ば
い
い
ん
だ
と
、帰
国
後
は

以
前
に
も
増
し
て
自
分
の

考
え
や
行
動
に
自
信
を
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。ま
た
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

も
留
学
前
に
比
べ
て
二
百

二
十
点
上
昇
。英
語
を
聞

く
の
が
苦
に
な
ら
な
く
な

り
、確
か
な
成
長
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

昨

ヘルシンキ大学［フィンランド］

トゥオミ・テュッティさん

換
留
学
の
た
め
の

国
際
的
な
大
学

連
合
組
織「
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
」を

通
じ
て
事
前
に
調
べ
た
と

こ
ろ
、私
が
か
ね
て
か
ら
学

ん
で
き
た
日
本
語
を
さ
ら

に
究
め
る
た
め
に
は
、中

京
大
学
が
一
番
ふ
さ
わ
し

い
と
感
じ
、留
学
先
に
選

び
ま
し
た
。留
学
期
間
は

七
月
末
で
終
了
し
ま
す

が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
企
画

さ
れ
た
京
都
旅
行
や
友
人

た
ち
と
一
緒
に
着
物
体
験

を
楽
し
む
な
ど
、た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。中
京
大
学
で
学
び
、

数
多
く
の
友
人
が
で
き
た

名
古
屋
は
、私
の
人
生
に

と
っ
て
本
当
に
特
別
な
場

所
。で
き
れ
ば
、大
学
卒

業
後
は
日
本
で
暮
ら
し
、

英
語
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

を
教
え
る
教
師
と
し
て
活

躍
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

交

私にとって名古屋は
思い出が詰まった
特別な場所です。

学
先
で
は
、あ
え

て
専
門
以
外
の

分
野
に
も
関
心
を
深
め
て

み
よ
う
と
、地
理
学
や
社

会
福
祉
な
ど
、幅
広
い
分

野
の
講
義
を
受
講
し
ま
し

た
。な
か
で
も
印
象
的
だ
っ

た
の
が
、世
界
の
民
俗
学

や
人
口
動
態
な
ど
を
知
る

地
理
学
の
講
義
で
、先
進

的
な
事
例
の
ひ
と
つ
と
し

て
、日
本
が
頻
繁
に
引
き

合
い
に
出
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、充
実
し
た
医
療
環

境
な
ど
、異
国
の
地
で
も

こ
れ
だ
け
話
題
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
か
と
、日
本
人

と
し
て
の
誇
り
や
愛
国
心

が
芽
生
え
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。卒
業
後
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
図
る

食
品
商
社
で
働
く
予
定
で

す
が
、留
学
で
得
た
経
験

を
糧
に
世
界
で
活
躍
す
る

社
会
人
に
な
り
た
い
で
す
。

留

国際
センター

2年生／海外研修A（5週間）
オーストラリア

2年生／海外研修B（2～5週間）
カナダ・シドニー・ニューヨーク

2年生／海外研修C（3週間）
オーストラリア・ハワイ

3年生／海外業務体験 Ⅰ～Ⅳ
ロサンゼルス・ハワイ

2年生／海外大学研修1（3～4週間）
英国

2年生／海外大学研修2（3～4週間）
北米

海外業界研究 Ⅰ～Ⅵ
インド・韓国・シンガポール・アメリカ・ニュージーランド

海外ビジネス研修（2週間）
オーストラリア

海外課題研究（4～5ヶ月）
フランス、スペイン、ドイツ、ロシア、中国

心理学海外演習（4週間）
オーストラリア

海外インターンシップ（3週間）
ロサンゼルス

スポーツマネジメント事例研究、トレーナー事例研究
アメリカ

　
今
年
で
三
十
五
回
目
と
な
る
中
京

大
学
教
育
懇
談
会
が
、六
月
七
日

（
土
）、名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
空
模
様
の

中
、午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
た
全
体
会

で
は
、ま
ず
杉
野
邦
廣
教
育
後
援
会

長
が
ご
挨
拶
さ
れ
、少
子
化
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
中
で
保
護
者
の
方
々
に

も
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
と
ご

指
摘
さ
れ
た
上
で
、「
今
日
は
日
頃
の

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
は
じ
め

中
京
大
学
の
こ
れ
か
ら
を
紹
介

教育懇談会に参加された保護者の方々からのご感想
愛
　
知

開
催
都
市

都
道
府
県

開
催
日

会
　
場

沖
　
縄

6
/
14（
土
）
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
オ
リ
オ
ン

鹿
児
島

6
/
15（
日
）
城
山
観
光
ホ
テ
ル

石
　
川

6
/
14（
土
）
金
沢
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急

福
　
井

6
/
15（
日
）
ホ
テ
ル
フ
ジ
タ
福
井

山
　
口

6
/
14（
土
）
下
関
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

兵
　
庫

6
/
15（
日
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸

岐
　
阜

6
/
21（
土
）
岐
阜
都
ホ
テ
ル

岐
　
阜

6
/
22（
日
）
高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

愛
　
媛

6
/
21（
土
）
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル

高
　
知

6
/
22（
日
）
高
知
サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ
テ
ル

三
　
重

6
/
28（
土
）
四
日
市
都
ホ
テ
ル

三
　
重

6
/
29（
日
）
フ
レ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル

大
　
分

6
/
28（
土
）
大
分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

山
　
梨

7
/
5（
土
）
ホ
テ
ル
談
露
館

長
　
野

7
/
6（
日
）
ホ
テ
ル
モ
ン
タ
ー
ニュ
松
本

鳥
　
取

7
/
5（
土
）
ホ
テ
ル
ニュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取

島
　
根

7
/
6（
日
）
松
江
東
急
イ
ン

愛
　
知

7
/
5（
土
）
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
豊
橋

京
　
都

7
/
12（
土
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

和
歌
山

7
/
13（
日
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山

静
　
岡

7
/
12（
土
）
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松

静
　
岡

7
/
13（
日
）
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡

佐
　
賀

7
/
19（
土
）
ホ
テ
ル
ニュ
ー
オ
ー
タ
ニ
佐
賀

長
　
崎

7
/
20（
日
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

長
崎
グ
ラ
バ
ー
ヒ
ル

那
　
覇

鹿
児
島

金
　
沢

福
　
井

下
　
関

神
　
戸

岐
　
阜

高
　
山

松
　
山

高
　
知

四
日
市

松
　
阪

大
　
分

甲
　
府

松
　
本

鳥
　
取

松
　
江

豊
　
橋

京
　
都

和
歌
山

浜
　
松

静
　
岡

佐
　
賀

長
　
崎

日本中どの地域にお住まいの保護者の方も気軽にご参加いただけるよう、本年度も全国27会場にて教育懇談会を開催しました。
来年度も全国にて開催予定です。是非ご参加ください。

法学部法律学科（2年生）

松 阪 会場 豊 橋 会場島 根 会場
現代社会学部現代社会学科（1年生）スポーツ科学部スポーツ教育学科（3年生）

2
0
1
4
年
度

教
育
懇
談
会
開
催
会
場

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

（
文
学
部・国
際
英
語
学
部・法
学
部・

経
済
学
部
）

中
京
大
学
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

（
現
代
社
会
学
部・工
学
部・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
）

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

（
工
学
部・国
際
教
養
学
部・心
理
学
部・

経
営
学
部・総
合
政
策
学
部
）

6
/
7（
土
）

6
/
7（
土
）

6
/
8（
日
）

名
古
屋

豊
　
田

名
古
屋

教育懇談 会報告 保護者の皆様と大学との交流をサポートする教育懇談会が、
今年も全国で開催されました。

悩
み
を
ぜ
ひ
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
」と
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。続
い

て
登
壇
さ
れ
た
梅
村
清
英
理
事
長
は
、

本
年
度
か
ら
始
動
し
た
長
期
計
画

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
詳
し
く
ご
紹
介
。大

学
改
革
に
向
け
た
強
い
決
意
を
熱
く

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、各
学
部
に
分
か
れ
て
教

育
内
容
な
ど
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
昼
食
を

兼
ね
た
懇
親
会
を
実
施
。午
後
に
は

個
別
相
談
会
が
行
わ
れ
、就
職
や
留

学
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
ご
質
問
さ
れ

る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。　

2014年度

名古屋
会場

　一般説明をしてくださった担当者
の方々の説明がとてもわかりやすく、
中京大学が身近に感じられました。
また息子の相談に乗っていただける
環境と知り、安心できました。

　本日は遠方での開催に感謝すると
ともに、子どもたちへの温かいご支援
を知り、嬉しく思いました。初めてお会
いした保護者の方とも話題が尽き
ず、有意義に過ごせました。

　親として一番心配していた就職に
ついても大変わかりやすく説明してい
ただけました。今回参加し、大学の情
報を理解できたことで子どもとの会話
も弾みそうです。

名古屋
会場

6/7（土）

豊 田
会場

6/7（土）

　
昨
年
に
続
き
二
回
目
の
参
加
で

し
た
が
、梅
村
理
事
長
に
よ
る
長

期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
説
明
は

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、大
学
の

考
え
方
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し

た
。個
別
相
談
会
で
も
留
学
に
つ

い
て
本
音
で
相
談
が
で
き
、有
意

義
な
一
日
で
し
た
。

　
初
参
加
で
し
た
が
、特
に
個
別

相
談
会
が
良
か
っ
た
で
す
ね
。キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
が
親
切
に
対

応
し
て
く
だ
さ
り
、公
務
員
採
用

試
験
の
具
体
的
な
内
容
、傾
向
と

対
策
、他
大
学
と
の
違
い
な
ど
、た

く
さ
ん
の
情
報
を
得
ら
れ
て
大
変

満
足
で
す
。

参
加
さ
れ
た

保
護
者
の
声八木 守さん・悦子さん ご夫妻

愛知県名古屋市在住
大野　寛さん・好美さん ご夫妻

岐阜県可児市在住
加賀 敬章さん・まなみさん ご夫妻

愛知県東郷町在住
髙杉 達也さん・里香さん ご夫妻

愛知県岡崎市在住

豊田
会場

　
教
育
懇
談
会
に
は
一
年
次
か
ら

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。息
子
は

一
人
暮
ら
し
、し
か
も
三
年
生
で
、

今
日
は
公
務
員
試
験
や
卒
業
後
の

進
路
に
つ
い
て
ご
相
談
で
き
る
良

い
機
会
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。こ
れ

を
機
に
、家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
息
子
は
三
年
生
。成
績
の
こ
と

や
将
来
の
こ
と
な
ど
心
配
で
、初

め
て
参
加
し
ま
し
た
。や
は
り
男
の

子
で
す
の
で
、普
段
、多
く
を
語
っ

て
く
れ
ず
不
安
で
し
た
が
、先
生

や
職
員
の
方
の
説
明
は
わ
か
り
や

す
く
、少
し
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。来

て
良
か
っ
た
で
す
ね
。

参
加
さ
れ
た

保
護
者
の
声

　
平
年
よ
り
少
し
早
い
梅
雨
入
り
を

迎
え
た
六
月
七
日（
土
）、豊
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
五
百
名
近
い
保
護
者
の
方
々
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
午
前
十
時
、檀
上
の
北
川
薫

学
長
が
、「
中
京
大
学
の
成
り
立
ち
と

現
状
」と
し
て
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
ご

挨
拶
。
大
学
の
あ
ゆ
み
、長
期
計
画

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
T
10
」を
柱
と
す
る
新
た
な
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
公
務

員
試
験
や
教
員
採
用
試
験
の
合
格
者
数

保
護
者
と
の
思
い
を
一
つ
に
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

が
順
調
に
伸
び
て
い
る
、と
の
お
話
に
は
、

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　
各
学
部
懇
談
会
で
は
、専
門
分
野
の

学
び
や
単
位
の
取
り
方
、奨
学
金
な
ど

に
つい
て
、き
め
細
か
く
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行

わ
れ
ま
し
た
。昼
食
時
に
は
教
員
と
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

気
兼
ね
な
く
会
話
で
き
た
よ
う
で
す
。

　
午
後
は「
学
業
」「
学
生
生
活
」「
留
学
」

「
就
職
」「
公
務
員
対
策
」に
分
か
れ
て
個

別
相
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、ひっ
き

り
な
し
に
人
が
訪
れ
、お
子
様
への
思
い
の

丈
が
感
じ
ら
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
〇
一
四
年
四
月
、こ
れ
ま
で「
日
本
文
学
科
」「
言
語
表
現
学
科
」の
二

学
科
体
制
で
展
開
し
て
き
た
文
学
部
に
、日
本
の
歴
史
と
文
化
を
総
合

的
に
学
ぶ「
歴
史
文
化
学
科
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
入
学
定
員
は
六
十
五
名
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
を
拠
点
に
①
日
本
史
を
主

と
し
た
文
献
歴
史
学
②
宗
教
学・社
会
学
を
母
体
と
し
つつ
歴
史
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う
諸
学
③
歴
史
資
料
学
の
三
つ
を
教
育・研
究
の
柱
と
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
中
京
大
学
の
あ
る
中
部
エ
リ
ア
は
、織
田
信
長
や
豊
臣
秀

吉
、徳
川
家
康
ら
戦
国
武
将
が
天
下
統
一
の
夢
を
追
い
か
け
た
歴
史
の

舞
台
。古
く
か
ら
日
本
の
東
西
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、戦
国

時
代
以
外
に
も
革
新
の
歴
史
を
刻
み
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
地
域

の
代
表
的
な
学
術
研
究
拠
点「
八
事
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
エ
リ
ア
」か
ら
、新
た

な
歴
史
文
化
学
の
学
び
を
大
き
く
開
花
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

高
度
な
英
語
交
渉
力
と
運
用
力
を
培
う
、

将
来
像
に
応
じ
た
三
専
攻
体
制
へ

日
本
を
動
か
し
た
歴
史
舞
台
で
歴
史
を
学
ぶ
、

文
学
部
三
番
目
の
学
科
が
誕
生

「
歩
い
て・
見
て・
感
じ
る
」発
見
の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

学
び
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「
世
界
」

　
歴
史
文
化
学
科
で
は
、文
学
部
の
半
世
紀
に
及
ぶ
日
本
文
化
研
究
の

成
果
を
礎
に
、地
域
の
歴
史
遺
産
と
直
接
対
話
し
、独
自
の
発
見
を
と

も
な
う
地
域
の
歴
史
像
の
構
築
と
文
化
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で「
歩
い
て・見
て・感
じ
る
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、歴
史
文
化
に
関

す
る《
正
確
か
つ
幅
広
い
知
識
》に
加
え
、史
料
や
古
文
書
を
読
み
解
く

《
実
証
的
研
究
》、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
現
地
調
査
）に
よ
る《
体
験
型
研

究
》を
重
視
。戦
国
期
か
ら
現

代
ま
で
各
時
代
に
選
任
教
員

を
配
し
、多
角
的
な
学
び
を
通

し
て
考
え
を
生
み
だ
す
力
、考

え
を
他
者
に
伝
え
る
力
を
獲

得
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
発
見

への
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し
、社
会

が
求
め
る
基
本
的
な
能
力（
社

会
人
基
礎
力
）も
獲
得
で
き

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

世
界
人
口
約
七
十
億
人
の
う
ち
約
二
十
億
人
、お
よ
そ
四
人
に一人
が

英
語
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
る
現
代
。し
か
し
英
語
を
母
語
と
す
る

人
口
は
約
四
億
人
と
割
合
少
な
く
、世
界
の
大
半
の
人
々
が
他
の
言
語

を
母
語
と
し
な
が
ら
、学
修
に
よ
って
英
語
を
修
得
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
英
語
の
形
態
は
多
種
多
様
。本
学
で
は
、英
米
語
だ
け
で
は
な

い
、世
界
に
存
在
す
る
複
数
の
英
語“W

orld

　Englishes”

こ
そ
、こ
れ
か

ら
の
時
代
に
不
可
欠
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
手
法
と
位
置
づ
け
、二
〇
一
四

年
四
月
、国
際
英
語
学
部
を
改
編
。よ
り
専
門
的
な
学
び
を
通
し
て
高
度

な
英
語
力
を
修
得
で
き
る
よ
う
、「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
専
攻
」「
英
語
圏

文
化
専
攻
」「
国
際
学
専
攻
」の
三
専
攻
制
と
し
ま
し
た
。英
語
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
に
な
り
た
い
、国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
ス
キ
ル
を
発
揮
し
た
い
な

ど
、卒
業
後
の
進
路
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
実
践
力
を
鍛
え
る
方
針
で
す
。

　
通
訳
や
英
語
教
育
者
な
ど
、プ
ロ
と
し
て
の
高
度
な
英
語
運
用
力
を

獲
得
す
る「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
」、文
化
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
国
際
的

に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る「
英
語
圏
文
化
」、高
度
な
Ｉ
Ｔ・語

学
運
用
力
と
英
語
交
渉
力
を
身
に
つ
け
る「
国
際
学
」と
特
色
あ
る
学

び
を
展
開
し
な
が
ら
、全
専
攻
に
お
い
て
多
彩
な
海
外
研
修・留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。

　
一・
二
年
次
で
は
国
際
交
流
や
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
を
通
し
て
英
語
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
を
高
め
、二・三
年
次
の
長
期
留
学
や
専
門
的
な
学

び
へ
と
発
展
さ
せ
な
が
ら
、卒
業
時
に
は
Ｔ
О
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ⓡ
ス
コ
ア
全
専
攻

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
、

四
専
攻
か
ら
社
会
で
の
実
践
力
を
磨
く

社
会
と
つ
な
が
り
、未
来
と
つ
な
が
る

 

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、格
差
社
会
が

深
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、「
新
た
な
つ
な
が
り
の
創

造
」を
ミ
ッ
シ
ョン
に
、二
〇
一
五
年
四
月
、現
代
社
会

学
部
は
四
専
攻
制
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会
構
想
力
を
養

成
す
る「
社
会
学
専
攻
」、つ
な
が
り
の
現
場
で
実
証・

実
践
力
を
身
に
つ
け
る「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
学
専
攻
」、福
祉

の
理
論
と
実
践
を
融
合
し
、新
し
い
共
生
の
カ
タ
チ
を

創
造
す
る「
社
会
福
祉
学
専
攻
」、国
境
と
異
文
化
を

越
え
て
活
躍
す
る
人
材
を
目
指
す「
国
際
文
化
専

攻
」。そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
側
面
か
ら
、社
会
に
対
す
る
見

方
と
社
会
と
の
取
り
組
み
方
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
自
分
を
知
り
、人
を
知
り
、社
会
を
知
り
、何
を
す

べ
き
か
を
追
究
す
る
現
代
社
会
学
部
。各
専
攻
と
も

一
年
次
よ
り
核
と
な
る
科
目
を
学
び
、同
時
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
実
体
験
、社
会
調
査
な
ど
現
場
に
身

を
置
き
な
が
ら
社
会
問
題
と
向
き
あ
い
ま
す
。

　
ま
た
四
年
間
を
通
じ
、学
部
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

を
展
開
。学
び
な
が
ら
学
生
た
ち
が
自
分
自
身
を
見

つ
め
、自
身
の
存
在
を
確
か
め
、自
分
の
問
題
を
解
決

し
て
い
く
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

将来像に応じた3専攻

●=遺跡・史跡 ●=戦国武将ゆかりの地 ●=文化財継承地

長母寺
（沙石集執筆の寺）
小牧・長久手の戦い

桶狭間の戦い

長篠の戦い
天恩寺
（足利尊氏・義満ゆかりの地）
牟呂神社
（ええじゃないか発祥地方）
岡崎城
（徳川家康居城）
田原
（渡辺崋山ゆかりの地）

野間大坊
（源頼朝・頼朝
ゆかりの地）

熱田神宮
（草薙剣を祀る・

七里の渡し）

松平郷
（松平家発祥の地）

犬山城
（国宝天守閣）

真清田神社
（尾張国一宮）

国府宮
（はだか祭り）

朝日遺跡
（弥生時代の集落遺跡）

名古屋城
（尾張徳川家居城）

津島神社
（全国津島総本山・

津島天王祭）

真福寺
（古事記などの
重要文化財伝存）

東栄町
（花祭：重要無形
民俗文化財）

上：基礎を培う1・2年次は、外国人教員による
　 語学教育をベースにしています。
下：学内には日本語禁止ラウンジもあり、外国人
　 留学生との異文化交流も活発です。

教育

メディア

経済

政治

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

社会学専攻
社会構想力を養成

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

伝統

慣習

宗教

モノ文化

教育

メディア

経済

政治

社会学専攻
社会構想力を養成

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

伝統

慣習

宗教

モノ文化

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

基本社会学
教育社会学

マスコミ学

コミュティ社会学
社会調査
心理学

博物館学・観光学
文化人類学

社会福祉学
ソーシャルワーク論
ソーシャルワーク

実習・演習

グローバル・
コミュニケーション

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

国際
ビジネス分野

国際交流分野

国際学専攻 英語圏文化専攻

国際英語
キャリア専攻

交渉力 高度な
言語力

異文化理解

国際英語学科

World
Englishes

言語
プロフェッショナル

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
八
学
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

六
十
年
の
歴
史
の
中
で
、絶
え
ず
「
挑
戦
」
と「
進
化
」を
繰
り
返
し

て
き
た
中
京
大
学
。次
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た
人
材
を
世
に
送
り

だ
す
た
め
に
、ふ
た
た
び
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

【
六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩
】

実際の古文書や古書に接しながら、歴史調査の基礎となる
文献読解力も身につけていきます。

2 015年4月
［4専攻制］スタート

現代
社会学部

深刻化する社会問題を解決
に導く、実践に必要な知識や
手法をより専門的に修得。

2 014年4月［新設］

文学部・
歴史文化
学科

歴史遺産と対話し、史実を追
いかける。日本文化の創造に
挑み、心豊かな社会づくりに
貢献する人材を育成。

世界共通語としての、生きた
英語を修得。グローバル社会
に求められる高度な英語スキ
ルを養う。

国際
英語学部

2 014年4月
［3専攻制］スタート

・「教育推進センター」設置構想
・新たなFD活動の可能性の模索

など

大学での授業計画書である「シラバス」に
は、何を学び、どんなことが身につく授業か、あ
るいは使用する教科書や教材、参考文献な
どが掲載されています。シラバスを活用し、大
学での学びを有意義なものにできるよう、FD
委員会で各科目のシラバスを数年かけて点
検し、書式も統一しました。大学ホームページ
で見ることができ、授業を履修する上でのアド
バイスや学習課題もチェックできます。バイスや学習課題もチェックできます。

FD委員会

FD活動推進部会
・授業改善のための
  アンケートの見直し・工夫
・シラバスの改善
・公開授業の推進

FD活動開発部会

F D は 大 学 すべての 者 の（ 幸 せ ）のため

For Doing our best !

う
し
た
活
動
に
、保
護
者
の
皆
様
に
は
、

今
の
大
学
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
お
感
じ
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
毎
年
、入
学
式
や
教
育
懇
談
会
で
配
布
し
て
い

る「
Ｆ
Ｄ
ニュ
ー
ス
」は
、こ
う
し
た
Ｆ
Ｄ
活
動
の
取
り

組
み
や
内
容
を
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。今
の
大
学

の
状
況
や
教
育
内
容
に
関
す
る
こ
と
、大
学
が
目
指

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、保

護
者
の
皆
様
に
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
、中
京
大
学

が
よ
り
良
い
学
び
の
た
め
に
、ど
ん
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

そ
れ
を
何
ら
か
の
機
会
に
親
子
の
会
話
に
交
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

　
最
近
の
学
生
は
、出
席
率
も
高
く
、遅
刻
者
も
割

合
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。レ
ポ
ー
ト
の
提
出
率

も
い
い
で
す
。Ｆ
Ｄ
の
成
果
で
あ
れ
ば
有
難
い
こ
と
で

す
が
、ど
う
や
ら
若
者
の
一
般
的
気
質
の
変
化
に
よ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。平
均
点
に

は
達
す
る
け
れ
ど
、そ
れ
以
上
に
個
性
あ
る
答
案

を
書
く
よ
う
な
、意
欲
的
な
部
分
で
少
し
物
足
り

な
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
高
校
ま
で
は「
学
び
習
う
」と
い
う
意
味
で
の

「
学
習
」で
し
た
。し
か
し
大
学
で
は
、「
学
び
修
め

る
」と
書
く「
学
修
」な
ん
で
す
ね
。「
学
習
か
ら
学

修
へ
」、用
意
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
こ
な
す
だ
け

で
な
く
、ぜ
ひ
自
立
的
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
学
ん
で
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
引
き
出
す
の
が
今
の
大

学
教
員
の
役
目
で
あ
り
、一
人
ひ
と
り
の
力
量
が
問

わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　「
難
し
過
ぎ
る
」「
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
」な

ど
、学
生
の
評
価
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、教
育
レ
ベ

ル
が
下
が
って
し
ま
って
は
本
末
転
倒
で
す
。教
育
の

質
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、ぜ
ひ
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
自
由
に
、意
欲
的
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸
収
し

て
欲
し
い
と
い
う
の
が
切
な
る
願
い
で
す
。

　
究
極
の
目
標
は
、「
Ｆ
Ｄ
活
動
」と
い
う
用
語
が
な

く
な
る
こ
と
で
す
。中
京
大
学
で
教
員
、職
員
、学

生
に
よって
、自
然
に
良
い
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る

状
態
に
な
って
い
る
こ
と
が
理
想
で
す
ね
。

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的
解消し、FDをより強化に進めるための「大学教育推進センター（仮称）」の設置が検討され
ています。

大人数、少人数教育それぞれに、効果的な
授業方法があり、より良い伝え方があります。
そこで教員同士が授業を見せあい、とりわけ
学生アンケートでも評価の高い授業方法を
学びあうことで、個 の々授業改善に結びつけ
ることができるよう、本学では原則「すべての
授業を公開」しています。日頃の研究成果を
確実に学生に伝え、学習効果の上がるノウ
ハウを全学的に共有できる仕組みです。

1人の教員につき、担当する1科目について、
年2回、授業アンケートを実施しています。学
生のアンケートに対する負担を減らすため、質
問を7項目程度に絞りこみ、その結果を教職
員へフィードバック。授業についての学生の
満足度を把握し、教員自身のイメージとの
ギャップを認識した上で、今後の授業方法
やカリキュラム、教育環境などの改善につな
げるための意識の共有を目的としています。

こ

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的

中京大学FD活動スローガン

・教職員と学生FDスタッフによる協働活動
・TA（Teaching Assistant）・
 SA（Student Assistant）の活動支援
・図書館等利用の促進

FD活動協働部会

・FDニュースの発行
・FD活動の広報

下部組織（FDニュース編集局）

などなど

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

Ｄ
委
員
会
は
年
に
七
回
ほ
ど
催
し
、委
員

会
で
の
決
定
事
項
や
検
討
す
る
事
案
に

つ
い
て
は
、各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教
授
会

で
報
告
し
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
委
員
会
で
は
三
本
柱
の
ほ
か
、Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
講
演
会
の
開
催
、国
際
教
養
学
部
の「
経
験

交
流
会
」や
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。と
く
に
経
験
交
流
会
は
成
功
も
失
敗
も
含
め
、

教
員
自
身
の
経
験
談
を
披
露
す
る
こ
と
で
、よ
り

良
い
授
業
を
行
う
た
め
の
手
法
を
学
び
合
う
場
と

な
って
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
の
基
礎
的
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
想
い
が

私
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
の
教
育
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
教
員
を

主
と
す
る
Ｆ
Ｄ
に
対
し
、職
員
、つ
ま
り
ス
タ
ッ
フ
の

能
力
向
上
を
意
味
す
る
Ｓ
Ｄ
（S

ta
ff 

D
evelopm

ent

）も
重
視
す
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
大
学
は
、い
ち
ば
ん
大
切
な
主
人
公
で
あ

る
学
生
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。単
に「
教
え

る
」

｜「
学
ぶ
」だ
け
の
関
係
で
な
く
、学
生
も
一
緒

に
な
って
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。通

常
、〝
大
学
ス
タ
ッフ
〞と
い
え
ば
、「
教
員
」あ
る
い
は

「
教
職
員
」が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、我
々
、中
京

大
学
と
し
て
は「
学
生
」も
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ

や
高
校
生
の
半
数
以
上
が
大
学
へ
進
学
す

る
時
代
。推
薦
や
Ａ
О
入
試
な
ど
入
試
の

方
法
も
多
彩
に
な
り
、学
生
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
は
、こ
の
対
応
を
各
大
学
に
求
め

た
も
の
で
す
が
、か
ね
て
よ
り
教
育
の
質
的
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
本
学
に
お
い
て
も
、全
学
的
な
活

動
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
、

ざ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
す
と
、一
つ
は「
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
」で
す
ね
。ま
ず
は
教
員
が
行
って
い
る
授
業
に
つ

い
て
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、教
員
自
身
が

授
業
内
容
を
点
検
し
、改
善
す
べ
き
点
を
教
育
に

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
つ
目
は「
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
」で
す
。

高
校
ま
で
と
違
っ
て
、大
学
で
は
自
分
で
受
け
た
い

授
業
を
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
判
断
材
料

と
し
て「
シ
ラ
バ
ス
」と
い
う
授
業
計
画
書
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
十
分
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、意
味

が
な
い
。そ
こ
で
先
生
方
に
シ
ラ
バ
ス
の
ま
と
め
方
も

改
善
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
が「
公
開
授
業
」。そ

も
そ
も
大
学
教
員
は
教
育
実
習
経
験
が
な
く
、各

自
、模
索
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
だ
っ
た
授
業
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
で
、教
員
同
士
が
互
い
に
学
び
合
お
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
を
柱
に
Ｆ
Ｄ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

〇
〇
九
年
に
各
学
部・研
究
科
か
ら
委
員

を
選
出
し
て
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
組
織
し
、翌

年
の
春
、第
一
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
教
員
の
声
は
はっ
き
り
聞
こ
え
る
か
」「
授
業
内

容
は
十
分
、理
解
で
き
て
い
た
か
」「
シ
ラ
バ
ス
通
り

の
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
か
」「
補
助
教
材
が
き
ち

ん
と
生
か
さ
れ
て
い
た
か
」な
ど
、変
化
を
把
握
す

る
意
味
も
あ
って
、ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
の
五
、六
年
、同

じ
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ
変

化
が
出
て
き
ま
し
た
。と
く
に
授
業
中
の
声
や
補

助
教
材
等
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
改
善
に
結
び
つ
き

や
す
く
、評
価
の
数
値
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
学
生
の
立
場
で

考
え
ま
す
と
、自
分
た
ち
の
意
見
が
い
か
に
反
映
さ

れ
る
の
か
、そ
こ
が
最
大
の
関
心
事
で
し
ょ
う
。学

習
環
境
に
つ
い
て
は
、改
修
工
事
を
行
う
際
な
ど
、

随
時
、要
望
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
一
方
で
、教

員
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、各
教
員
が
そ
の
結
果
を

「
自
己
点
検
報
告
書
」と
し
て
ま
と
め
、学
生
に
公

開
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
こ
で
Ｆ
Ｄ
が
教
員
に
と
って
、重
苦
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。振
り
返
り
ま
す
と
、当
初
こ
の
活
動
を
推
進
す

る
上
で
、何
が
い
ち
ば
ん
難
し
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、

教
員
に
考
え
方
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

　
昔
と
比
べ
る
と
大
学
教
員
の
仕
事
は
増
え
て
い

ま
す
し
、何
と
いって
も
、自
分
の
授
業
が
学
生
か
ら

点
数
を
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。「
学
生
が
教
員
を

評
価
す
る
と
は
何
た
る
こ
と
」と
抵
抗
を
感
じ
る

先
生
方
も
正
直
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
来
、学
生
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
に

な
り
ま
せ
ん
。学
生
は
黙
って
講
義
に
つい
て
く
れ
ば

い
い
、と
い
う
、旧
式
の
考
え
か
ら
脱
し
、授
業
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
で
学
生
と
の
関
係
が
良
好
に
な

れ
ば
、教
員
自
身
が
望
む
授
業
を
実
現
で
き
る
と
、

地
道
な
意
識
改
革
を
行
って
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、そ
ろ
そ
ろ
第
一
段

階
を
終
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

今
後
も
継
続
す
る
方
針
で
す
が
、導
入
時
と
比
べ

る
と
形
式
的
に
な
る
と
い
う
か
、結
果
を
受
け
止
め

る
教
員
の
緊
張
感
も
減
退
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
段
階
へ
発
展
さ
せ
る
べ
く
、改
善
に
つ
と

め
た
い
と
思
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中京大学でもFD活動に取り組むこととなり、2008年、委員会発足と
合わせてFD委員長に。同時に副学長にも就任した。

り
、こ
の
三
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、Ｆ
Ｄ
活
動
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
に
、よ
り
良
い
教
育
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
み
た
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
を
学
生

の
中
か
ら
募
集
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、す
ぐ
に
三
十
名
ほ
ど
が
手
を
挙
げ
て
く
れ

ま
し
た
。果
た
し
て
学
生
が
集
ま
って
く
れ
る
の
か
、

正
直
、不
安
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、委

員
会
の
先
生
方
と
感
激
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま

す
。現
在
、彼
ら
は「
学
生
Ｆ
Ｄ
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
、

「
授
業
中
の
私
語
を
な
く
し
た
い
」「
机
の
落
書
き

を
消
し
た
い
」な
ど
、学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、自

主
的
な
活
動
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は「
大
学
の
す
べ
て
の
者
の《
幸
せ
》の
た

め
」と
Ｆ
Ｄ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、よ
り
良
い
授
業
が
現
実

化
さ
れ
れ
ば
、学
生
が
ま
ず
幸
せ
に
な
り
ま
す
。学

生
が
い
き
い
き
と
授
業
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
、教
員

も
元
気
に
な
れ
る
。つ
ま
り
学
生
も
教
員
も
、そ
し

て
ま
わ
り
で
支
え
て
く
だ
さ
る
職
員
の
方
々
も
、大

学
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
。私
た
ち
は
こ
れ
を
標

榜
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、Ｆ
Ｄ
は
誰
も
が
明

る
く
、前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
べ
き
活
動
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で〝
Ｆ
Ｄ
〞を“For D

oing our best！
”

と

読
み
替
え
た
わ
け
で
す
が
、教
職
員
も
学
生
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、学
内
の
好
循

環
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

今二

F

大
学
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
た
め
の
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
、

今
、中
京
大
学
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
安
村
仁
志
副
学
長
に
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
京
大
学 

副
学
長
・

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

安
村 

仁
志

FDとは「Faculty Development（教
授団の資質改善・能力開発）」という
意味であり、個々の大学教員の教育
力向上を図るために大学全体で行う
組織的な取り組みが“FD活動”です。
それまでFDは大学における努力義務
とされていましたが、2008年より、大
学設置基準において明確に義務づけ
られるようになっています。

FD活動とは

　
さ
て「
資
格
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
名
称
で

す
が
、メ
イ
ン
は
公
務
員
試
験
の
サ
ポ
ー

ト
で
す
。今
年
度
、国
家
公
務
員（
総
合

職
）試
験
で
は
合
格
者
が
十
名（
人
事
院

公
表
値
）に
達
し
ま
し
た
。や
っ
と
合
格

ま
で
の
道
筋
を
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
環
境

が
整
った
か
な
、と
思
って
い
ま
す
。

　一
方
、民
間
企
業
で
は
採
用
に
直
結
す

る
よ
う
な
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、Ｆ
Ｐ

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・プ
ラ
ン
ナ
ー
）の
頂
点

「
Ｃ
Ｆ
Ｐ
」は
例
外
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

銀
行
で
も
支
店
長
ク
ラ
ス
が
目
指
す
国

際
資
格
だ
け
に
、金
融
機
関
への
就
職
を

目
指
す
人
に
は
お
薦
め
で
す
。

　
ま
た「
通
関
士
」は
貿
易
に
関
す
る
資

格
で
す
の
で
、幅
広
い
業
界
の
仕
事
に
役

立
つ
知
識
が
得
ら
れ
ま
す
。こ
の
他
、社
会

人
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
磨
く
講
座
も
あ
り

ま
す
の
で
、ま
ず
は
目
標
を
見
定
め
、そ
の

上
で
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
、大
学
へ
入
っ
た
の
だ
か
ら
資
格

の
一
つ
ぐ
ら
い
、と
お
考
え
の
保
護
者
の

方
は
多
く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。確

か
に
保
護
者
の
方
々
の
時
代
は
、先
生
に

な
ら
な
く
て
も
、教
員
免
許
ぐ
ら
い
取
っ

て
当
た
り
前
と
い
う
認
識
で
し
た
。し
か

し
今
や
採
用
企
業
の
多
く
が「
人
物
重

視
」「
学
歴
不
問
」を
掲
げ
て
人
材
を
選

ぶ
時
代
。コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
な
ど
、

人
物
重
視
の
高
い
ス
キ
ル
が
要
求
さ
れ

ま
す
。そ
れ
に
は
四
年
間
と
い
う
限
り

あ
る
時
間
を
ど
う
過
ご
す
の
か
。部
活

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ア
ル
バ
イ
ト
、や
る
べ
き

こ
と
は
沢
山
あ
る
で
し
ょ
う
。資
格
取
得

を
や
み
く
も
に
勧
め
る
の
で
な
く
、お
子

様
の
進
路
に
必
要
で
あ
る
か
、否
か
。そ

こ
を
見
極
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

資格センター

資格センター　津谷 圭一 部長

か
げ
か
え
の
な
い
学
生
時
代
、

何
を
学
び
、何
を
磨
く
の
か
。

明
確
な
目
標
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
、

目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
。

資格対策講座 合格者

社会人基礎力養成から
難関試験までサポート

速報！ 2014年度10名合格!（人事院公表値） 国 家 公 務 員 総 合 職 合 格 者 の 皆 さ ん（判明分9名）

市川 拳次さん
法学部法律学科（4年）

1年生の頃から培った
勉強を続ける習慣が
合格の一番の武器に。

小栗 崇明さん
法学部法律学科（4年）

合格者の先輩から
アドバイスをいただき
参考になりました。

鈴木 理恵さん
心理学部心理学科（4年）

周囲の温かい支えに
助けられ、励まされて
ついにゴールへ。

夏目 真暢さん
心理学部心理学科（4年）

東大生や京大生と
互角に戦い、
大きな自信を獲得。

後藤 翔一さん
法学部法律学科（4年）

競争意識を持ちつつ、
ともに刺激し合える
仲間の存在が励みに。

佐藤 宏紀さん
法学部法律学科（4年）

中京大生の実力なら
合格できるはず。
諦めず前進あるのみ！

濱條 由莉さん
経済学部経済学科（4年）

目標をしっかり持つ。
あとは努力次第で、
なんとかなる！

鶸田 英之さん
法学部法律学科（4年）

コツコツ勉強するのが
苦手でも合格できた。
すべて大学のおかげ。

熊澤 沙紀さん
法学部法律学科（4年）

自分の殻にこもらず
ポジティブに、
何事にも意欲的に。

※国家総合職及び国家一般職の合格者数は人事院公表値

■主要公務員試験合格者数

国家総合職
国家一般職

2011年度種類 2012年度 2013年度

国税専門官
裁判所一般職

地方上級
（内訳）

財務専門官
労働基準監督官
法務省専門職

合計

2名
33名
45名
10名
59名

愛知県
名古屋市
静岡県
その他

23名
6名
3名
27名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

26名
8名
3名
3名
24名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

28名
10名
7名
4名
18名

ー
ー
ー

149名

5名
50名
40名
7名
67名

3名
1名
ー

173名

8名
17名
34名
8名
64名

ー
ー
1名

132名

■国家資格試験合格者数

宅地建物取引主任者
総合・国内旅行業務取扱管理者
通関士
2級FP技能士（AFP）
1級FP技能士
基本情報技術者

過去3年（2011～2013年度計）種別
663名
74名
18名
607名
23名
19名

幅広い資格取得を手厚くサポートしています

富樫 香央理さん経営学部
経営学科（4年）

徐々に勉強にの
めり込んでいき、
2度目の受験で、
晴れて合格！

柴田 一慶さん経営学部
経営学科（4年）

難関資格に合格
できたことが
大きな自信に
つながりました。

資格
センター

　宅建、行政書士の資
格取得を目標に掲げ、
1年生から法律関連の知
識を学ぶなかで、徐々に
勉強の習慣が身について
いったのが合格の一番の
理由だと思います。合格
後の官庁訪問では、東大
や京大などの有名大学の
学生たちと一緒に。自分
も同じ立場だと思うと、大
きな自信になりました。

　資格センターでは、合
格を勝ち取った1学年上
の先輩と話す機会を設け
ていただけたのが良かっ
たです。モチベーションの
保ち方、具体的な勉強法
についてアドバイスをいた
だいたうえ、「つらい時期
だけど頑張りなよ」と温か
い励ましの言葉もかけて
もらい、勉強への意欲が
改めて湧きました。

　勉強する科目も多いで
すし、心の余裕を失わな
いようポジティブな気持ち
で取り組むことが大切。そ
れでも不安になった時、
いつも味方になり自信を
与えてくれたのが、資格
センターの方々でした。ま
た講座の先生や先輩方
の声はモチベーション
アップに役立ちます。よう
は何を吸収すべきか、勉
強が全てではありません。

　国家総合職は難関で
すが、卒業することが大
前提。学部の勉強も疎か
にはできません。そこで片
道2時間弱の通学時間
を講座の復習にあて、授
業との両立を図りました。
　個別の自習スペース
「弘道塾」では、仲間と競
争意識を持ちながらも、
一緒に勉強に励むことが
でき、合格の決め手に
なったかなと思います。

　法務省に内定した先
輩に触発され、自分もこ
の国を支える力になりた
いと奮起。無理だ、という
親の反対を押し切っての
挑戦でしたので、アルバイ
トで資金を稼ぎながら、効
率よく勉強できるよう工
夫して乗り切りました。
　中京大生はもっと自信
を持つべきだし、公務員
に強いという伝統を僕も
築いていきたいですね。

　私は経済学部ですの
で、得意な「経済区分」で
の合格。勉強も宅建でな
く、論文や面接対策など
を行う「準備講座」から始
めたことで、難しい法律の
勉強にもスムーズに入っ
ていけたと思います。
　学部では2年、3年次
の成績が認められ教育
奨励賞も受賞。目標を強
く持ち続けることで、一人
暮らしでも頑張れました。

　入学後のガイダンスで、
中京大学には公務員へ
の道が用意されていると
知り、自分はなんてラッ
キーだろうと思いましたね。
　地道に勉強を重ねる
のが苦手なタイプ。です
から1年生で宅建、2年生
で行政書士とステップを
踏みながら学べたこと、し
かも手厚いサポートを受
けられて、改めて運が良
かったと思っています。

　霞が関の訪問セミナー
など、資格講座を通して1
年次から総合職という高
い目標を与えて貰えたこ
とに感謝しています。
　2週間の官庁訪問は、
この3年半の勉強が霞ん
でしまうぐらいハードなも
のでした。ですが最終クー
ルまで残り、東大生や京
大生と肩を並べて戦えた
のは、大きな自信になりま
したし収穫でしたね。

　歴史の暗記など、教養
科目の勉強が大変でした
が、その分、得意な数的
処理の勉強に力を注い
で苦手なところをカバー。
資格センターのサポート
にも助けられながら、官庁
訪問も終え、内々定を獲
得できたところです。
　もう一つ、放任主義の
親ですが、いろいろな面
で私を支えてくれたことに
改めて感謝しています。

高校時代の留学を機に貿易の仕事
に興味を持っていたため、入学後に通
関士の存在を知り、やりがいがありそう
だと感じて取得を決意。1度目の試験
では不合格でしたが、徐々に通関士
の勉強が面白くなり、2度目の挑戦で
合格を手にしました。

※CFP®
合格

通関士
合格

入学前から金融に強い関心があった
ため、全国の大学で唯一のCFP講座
があると知り、説明を聞きに行ったの
が取得のきっかけでした。難関資格に
合格したことで就活にも自信を持って
臨むことができ、第一志望の銀行から
内定をいただきました。
※Certified Financial Planner®。 
　2級FP（AFP）の上位資格。

　留
学
に
対
す
る
学
生
の
動
機
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
は

就
活
に
直
結
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
ひ

と
つ
だ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。昨
今
、

急
速
に
グ
ロ
ー
バル
化
が
進
み
、企
業
の

人
材
の
ニ
ー
ズ
も
以
前
と
は
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。今
や
一
部
の
大
手
企
業
だ

け
で
な
く
中
小
企
業
で
も
語
学
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、ユ
ニ
ク
ロ
や
イ

オ
ン
に
よ
る
外
国
人
の
積
極
採
用
に
も

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、小
売・サ
ー
ビ
ス

業
に
ま
で
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
ま
す
。近
年
の
就
活
戦
線
に
お
い
て

は
、も
は
や
語
学
力
や
留
学
経
験
は
、

闘
い
を
勝
ち
抜
く
た
め
の「
必
須
の
武

国際センター

国際センター　金澤 龍生 係長

未
体
験
の
地
で
味
わ
う
大
き
な
感
動
や
達
成
感
。留
学
を
経
て
、

多
く
の
学
生
が「
一
生
モ
ノ
の
財
産
」を
手
に
し
て
い
ま
す
。

安
全
面
か
ら
金
銭
面
ま
で

留
学
を
き
め
細
か
く
支
援

海外留学を
体験してみたい！

海外短期研修
海外大学体験
プログラム
（4～5週間）

海外短期研修
海外ビジネス研修
プログラム
（2週間）

海外ビジネスを
体験してみたい！

英語力をしっかり
身につけたい！

セメスター留学
（1セメスター）

交換留学
（1年間）

海外の大学に
本格的に留学したい！

短期

長期

国際センター主催の
留学・研修プログラム

■ 学部主催の海外留学・研修プログラム
1年生／海外基礎研修（2週間）

シンガポール

海外ビジネス研修 Ⅰ・Ⅱ
カナダ・ニューヨーク

総合政策学部

心理学部

国際教養学部

経営学部

スポーツ科学部

国際英語学部
国際英語学科

国際英語
キャリア専攻

英語圏
文化専攻

国際学専攻

必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択

選択

選択

選択

選択必修

選択必修

器
」と
な
って
い
る
の
で
す
。

　国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、二
〜
五
週
間
の「
海
外

短
期
研
修
」、一
学
期
間
の「
セ
メ
ス

タ
ー
留
学
」、一
年
間
の「
交
換
留
学
」

と
、短
期
か
ら
長
期
ま
で
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
、留
学
を
希
望
す

る
学
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
り
、日
本
の
大
学
生

は
内
向
き
志
向
だ
と
言
わ
れ
る
な

か
、中
京
大
学
で
は
、〇
八
年
か
ら
の

五
年
間
で
、留
学
す
る
学
生
が
約
三

百
名
か
ら
六
百
名
以
上
へ
と
倍
増

し
、「
外
向
き
志
向
」の
学
生
が
右
肩

上
が
り
で
増
え
て
い
ま
す
。

　保
護
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、留
学
に

対
す
る
最
大
の
関
心
事
は「
安
全
」か

も
し
れ
ま
せ
ん
。国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、

留
学
を
控
え
た
学
生
を
対
象
に
事
前

研
修
会
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。ビ
ザ
の
取
得
、保
険
の
加
入
、航
空

券
の
手
配
な
ど
留
学
前
に
必
要
な
手

続
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、様
々
な
場

面
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
な
ど

を
行
い
、不
測
の
事
態
への
対
処
法
や
留

学
への
心
構
え
な
ど
を
徹
底
指
導
し
た

上
で
、海
外
へ
と
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、あ
ら
か
じ
め
本
学
指

定
の
海
外
旅
行
保
険
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
料
金
で
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。こ
の
保
険
に
は
、大
学
側
が
費
用

を
負
担
す
る
形
で「
海
外
危
機
管
理

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」を
付

帯
し
、現
地
で
の
病
院
の
手
配
な
ど
、

困
っ
た
時
に
は
電
話
一
本
で
サ
ポ
ー
ト

が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
整
備
。さ

ら
に
は
、金
銭
面
で
も
留
学
中
の
学
費

の
減
免
措
置
を
実
施
す
る
な
ど
、あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
学
生
た
ち
の
実
り

あ
る
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

国際センター

タンペレ大学［フィンランド］

留学、というキャリア形成を
バックアップ

あなたの希望は？

岩田 紗椰さん

国際英語学部
国際英語学科（3年）

個性を尊重する
異国の文化に触れ
自信が持てました。

留学先の講義を通じ
日本の素晴らしさを
再発見できました。

学
に
憧
れ
て
い
た

の
は
高
校
時
代

か
ら
。旅
行
好
き
の
両
親

に
連
れ
ら
れ
、ア
メ
リ
カ
や

欧
州
各
地
を
訪
れ
る
う

ち
、英
語
を
も
っ
と
勉
強

し
て
現
地
の
人
と
自
由
に

交
流
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。今
年
八

月
か
ら
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

タ
ン
ペ
レ
大
学
に
行
き
ま

す
が
、こ
の
大
学
を
選
ん

だ
の
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
第

二
の
都
市
の
た
め
、人
と

交
流
す
る
機
会
が
多
く
、

語
学
力
を
磨
く
の
に
ピ
ッ

タ
リ
だ
か
ら
。そ
し
て
な
に

よ
り
、以
前
か
ら
北
欧
の

イ
ン
テ
リ
ア
が
大
好
き
で
、

現
地
の
暮
ら
し
に
触
れ
て

み
た
い
と
考
え
て
い
た
か

ら
で
す
。で
き
れ
ば
、現
地

に
あ
る
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の

本
社
を
訪
問
し
、も
の
づ

く
り
へ
の
想
い
な
ど
を
直

接
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

留

以前から憧れていた
フィンランドの文化に
触れるのが楽しみ。

ノースカロライナ州立大学
ウィルミントン校［米国］

熊本 誠太さん
経営学部経営学科（3年）

ウェスタン・キャロライナ大学
［米国］

辻 大輔さん
国際教養学部国際教養学科（4年）

年
八
月
か
ら
約

四
ヶ
月
間
に
わ
た

る
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
は
、語

学
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、

異
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な

体
験
が
得
ら
れ
、と
て
も

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

留
学
先
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内

を
裸
足
で
歩
く
学
生
が
い

る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
尊
重
す
る
風
土
が
根

付
い
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し

た
。
日
本
で
は
細
か
い

部
分
を
気
に
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、も
っ
と
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
発
揮
す
れ

ば
い
い
ん
だ
と
、帰
国
後
は

以
前
に
も
増
し
て
自
分
の

考
え
や
行
動
に
自
信
を
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。ま
た
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

も
留
学
前
に
比
べ
て
二
百

二
十
点
上
昇
。英
語
を
聞

く
の
が
苦
に
な
ら
な
く
な

り
、確
か
な
成
長
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

昨

ヘルシンキ大学［フィンランド］

トゥオミ・テュッティさん

換
留
学
の
た
め
の

国
際
的
な
大
学

連
合
組
織「
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
」を

通
じ
て
事
前
に
調
べ
た
と

こ
ろ
、私
が
か
ね
て
か
ら
学

ん
で
き
た
日
本
語
を
さ
ら

に
究
め
る
た
め
に
は
、中

京
大
学
が
一
番
ふ
さ
わ
し

い
と
感
じ
、留
学
先
に
選

び
ま
し
た
。留
学
期
間
は

七
月
末
で
終
了
し
ま
す

が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
企
画

さ
れ
た
京
都
旅
行
や
友
人

た
ち
と
一
緒
に
着
物
体
験

を
楽
し
む
な
ど
、た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。中
京
大
学
で
学
び
、

数
多
く
の
友
人
が
で
き
た

名
古
屋
は
、私
の
人
生
に

と
っ
て
本
当
に
特
別
な
場

所
。で
き
れ
ば
、大
学
卒

業
後
は
日
本
で
暮
ら
し
、

英
語
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

を
教
え
る
教
師
と
し
て
活

躍
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

交

私にとって名古屋は
思い出が詰まった
特別な場所です。

学
先
で
は
、あ
え

て
専
門
以
外
の

分
野
に
も
関
心
を
深
め
て

み
よ
う
と
、地
理
学
や
社

会
福
祉
な
ど
、幅
広
い
分

野
の
講
義
を
受
講
し
ま
し

た
。な
か
で
も
印
象
的
だ
っ

た
の
が
、世
界
の
民
俗
学

や
人
口
動
態
な
ど
を
知
る

地
理
学
の
講
義
で
、先
進

的
な
事
例
の
ひ
と
つ
と
し

て
、日
本
が
頻
繁
に
引
き

合
い
に
出
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、充
実
し
た
医
療
環

境
な
ど
、異
国
の
地
で
も

こ
れ
だ
け
話
題
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
か
と
、日
本
人

と
し
て
の
誇
り
や
愛
国
心

が
芽
生
え
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。卒
業
後
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
図
る

食
品
商
社
で
働
く
予
定
で

す
が
、留
学
で
得
た
経
験

を
糧
に
世
界
で
活
躍
す
る

社
会
人
に
な
り
た
い
で
す
。

留

国際
センター

2年生／海外研修A（5週間）
オーストラリア

2年生／海外研修B（2～5週間）
カナダ・シドニー・ニューヨーク

2年生／海外研修C（3週間）
オーストラリア・ハワイ

3年生／海外業務体験 Ⅰ～Ⅳ
ロサンゼルス・ハワイ

2年生／海外大学研修1（3～4週間）
英国

2年生／海外大学研修2（3～4週間）
北米

海外業界研究 Ⅰ～Ⅵ
インド・韓国・シンガポール・アメリカ・ニュージーランド

海外ビジネス研修（2週間）
オーストラリア

海外課題研究（4～5ヶ月）
フランス、スペイン、ドイツ、ロシア、中国

心理学海外演習（4週間）
オーストラリア

海外インターンシップ（3週間）
ロサンゼルス

スポーツマネジメント事例研究、トレーナー事例研究
アメリカ



　
二
〇
一
四
年
四
月
、こ
れ
ま
で「
日
本
文
学
科
」「
言
語
表
現
学
科
」の
二

学
科
体
制
で
展
開
し
て
き
た
文
学
部
に
、日
本
の
歴
史
と
文
化
を
総
合

的
に
学
ぶ「
歴
史
文
化
学
科
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
入
学
定
員
は
六
十
五
名
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
を
拠
点
に
①
日
本
史
を
主

と
し
た
文
献
歴
史
学
②
宗
教
学・社
会
学
を
母
体
と
し
つつ
歴
史
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う
諸
学
③
歴
史
資
料
学
の
三
つ
を
教
育・研
究
の
柱
と
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
中
京
大
学
の
あ
る
中
部
エ
リ
ア
は
、織
田
信
長
や
豊
臣
秀

吉
、徳
川
家
康
ら
戦
国
武
将
が
天
下
統
一
の
夢
を
追
い
か
け
た
歴
史
の

舞
台
。古
く
か
ら
日
本
の
東
西
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、戦
国

時
代
以
外
に
も
革
新
の
歴
史
を
刻
み
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
地
域

の
代
表
的
な
学
術
研
究
拠
点「
八
事
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
エ
リ
ア
」か
ら
、新
た

な
歴
史
文
化
学
の
学
び
を
大
き
く
開
花
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

高
度
な
英
語
交
渉
力
と
運
用
力
を
培
う
、

将
来
像
に
応
じ
た
三
専
攻
体
制
へ

日
本
を
動
か
し
た
歴
史
舞
台
で
歴
史
を
学
ぶ
、

文
学
部
三
番
目
の
学
科
が
誕
生

「
歩
い
て・
見
て・
感
じ
る
」発
見
の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

学
び
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「
世
界
」

　
歴
史
文
化
学
科
で
は
、文
学
部
の
半
世
紀
に
及
ぶ
日
本
文
化
研
究
の

成
果
を
礎
に
、地
域
の
歴
史
遺
産
と
直
接
対
話
し
、独
自
の
発
見
を
と

も
な
う
地
域
の
歴
史
像
の
構
築
と
文
化
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で「
歩
い
て・見
て・感
じ
る
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、歴
史
文
化
に
関

す
る《
正
確
か
つ
幅
広
い
知
識
》に
加
え
、史
料
や
古
文
書
を
読
み
解
く

《
実
証
的
研
究
》、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
現
地
調
査
）に
よ
る《
体
験
型
研

究
》を
重
視
。戦
国
期
か
ら
現

代
ま
で
各
時
代
に
選
任
教
員

を
配
し
、多
角
的
な
学
び
を
通

し
て
考
え
を
生
み
だ
す
力
、考

え
を
他
者
に
伝
え
る
力
を
獲

得
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
発
見

への
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し
、社
会

が
求
め
る
基
本
的
な
能
力（
社

会
人
基
礎
力
）も
獲
得
で
き

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

世
界
人
口
約
七
十
億
人
の
う
ち
約
二
十
億
人
、お
よ
そ
四
人
に一人
が

英
語
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
る
現
代
。し
か
し
英
語
を
母
語
と
す
る

人
口
は
約
四
億
人
と
割
合
少
な
く
、世
界
の
大
半
の
人
々
が
他
の
言
語

を
母
語
と
し
な
が
ら
、学
修
に
よ
って
英
語
を
修
得
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
英
語
の
形
態
は
多
種
多
様
。本
学
で
は
、英
米
語
だ
け
で
は
な

い
、世
界
に
存
在
す
る
複
数
の
英
語“W

orld

　Englishes”

こ
そ
、こ
れ
か

ら
の
時
代
に
不
可
欠
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
手
法
と
位
置
づ
け
、二
〇
一
四

年
四
月
、国
際
英
語
学
部
を
改
編
。よ
り
専
門
的
な
学
び
を
通
し
て
高
度

な
英
語
力
を
修
得
で
き
る
よ
う
、「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
専
攻
」「
英
語
圏

文
化
専
攻
」「
国
際
学
専
攻
」の
三
専
攻
制
と
し
ま
し
た
。英
語
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
に
な
り
た
い
、国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
ス
キ
ル
を
発
揮
し
た
い
な

ど
、卒
業
後
の
進
路
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
実
践
力
を
鍛
え
る
方
針
で
す
。

　
通
訳
や
英
語
教
育
者
な
ど
、プ
ロ
と
し
て
の
高
度
な
英
語
運
用
力
を

獲
得
す
る「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
」、文
化
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
国
際
的

に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る「
英
語
圏
文
化
」、高
度
な
Ｉ
Ｔ・語

学
運
用
力
と
英
語
交
渉
力
を
身
に
つ
け
る「
国
際
学
」と
特
色
あ
る
学

び
を
展
開
し
な
が
ら
、全
専
攻
に
お
い
て
多
彩
な
海
外
研
修・留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。

　
一・
二
年
次
で
は
国
際
交
流
や
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
を
通
し
て
英
語
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
を
高
め
、二・三
年
次
の
長
期
留
学
や
専
門
的
な
学

び
へ
と
発
展
さ
せ
な
が
ら
、卒
業
時
に
は
Ｔ
О
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ⓡ
ス
コ
ア
全
専
攻

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
、

四
専
攻
か
ら
社
会
で
の
実
践
力
を
磨
く

社
会
と
つ
な
が
り
、未
来
と
つ
な
が
る

 

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、格
差
社
会
が

深
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、「
新
た
な
つ
な
が
り
の
創

造
」を
ミ
ッ
シ
ョン
に
、二
〇
一
五
年
四
月
、現
代
社
会

学
部
は
四
専
攻
制
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会
構
想
力
を
養

成
す
る「
社
会
学
専
攻
」、つ
な
が
り
の
現
場
で
実
証・

実
践
力
を
身
に
つ
け
る「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
学
専
攻
」、福
祉

の
理
論
と
実
践
を
融
合
し
、新
し
い
共
生
の
カ
タ
チ
を

創
造
す
る「
社
会
福
祉
学
専
攻
」、国
境
と
異
文
化
を

越
え
て
活
躍
す
る
人
材
を
目
指
す「
国
際
文
化
専

攻
」。そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
側
面
か
ら
、社
会
に
対
す
る
見

方
と
社
会
と
の
取
り
組
み
方
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
自
分
を
知
り
、人
を
知
り
、社
会
を
知
り
、何
を
す

べ
き
か
を
追
究
す
る
現
代
社
会
学
部
。各
専
攻
と
も

一
年
次
よ
り
核
と
な
る
科
目
を
学
び
、同
時
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
実
体
験
、社
会
調
査
な
ど
現
場
に
身

を
置
き
な
が
ら
社
会
問
題
と
向
き
あ
い
ま
す
。

　
ま
た
四
年
間
を
通
じ
、学
部
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

を
展
開
。学
び
な
が
ら
学
生
た
ち
が
自
分
自
身
を
見

つ
め
、自
身
の
存
在
を
確
か
め
、自
分
の
問
題
を
解
決

し
て
い
く
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

将来像に応じた3専攻

●=遺跡・史跡 ●=戦国武将ゆかりの地 ●=文化財継承地

長母寺
（沙石集執筆の寺）
小牧・長久手の戦い

桶狭間の戦い

長篠の戦い
天恩寺
（足利尊氏・義満ゆかりの地）
牟呂神社
（ええじゃないか発祥地方）
岡崎城
（徳川家康居城）
田原
（渡辺崋山ゆかりの地）

野間大坊
（源頼朝・頼朝
ゆかりの地）

熱田神宮
（草薙剣を祀る・
七里の渡し）

松平郷
（松平家発祥の地）

犬山城
（国宝天守閣）

真清田神社
（尾張国一宮）

国府宮
（はだか祭り）

朝日遺跡
（弥生時代の集落遺跡）

名古屋城
（尾張徳川家居城）

津島神社
（全国津島総本山・

津島天王祭）

真福寺
（古事記などの
重要文化財伝存）

東栄町
（花祭：重要無形
民俗文化財）

上：基礎を培う1・2年次は、外国人教員による
　 語学教育をベースにしています。
下：学内には日本語禁止ラウンジもあり、外国人
　 留学生との異文化交流も活発です。

教育

メディア

経済

政治

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

社会学専攻
社会構想力を養成

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

伝統

慣習

宗教

モノ文化

教育

メディア

経済

政治

社会学専攻
社会構想力を養成

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

伝統

慣習

宗教

モノ文化

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

基本社会学
教育社会学

マスコミ学

コミュティ社会学
社会調査
心理学

博物館学・観光学
文化人類学

社会福祉学
ソーシャルワーク論
ソーシャルワーク

実習・演習

グローバル・
コミュニケーション

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

国際
ビジネス分野

国際交流分野

国際学専攻 英語圏文化専攻

国際英語
キャリア専攻

交渉力 高度な
言語力

異文化理解

国際英語学科

World
Englishes

言語
プロフェッショナル

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
八
学
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

六
十
年
の
歴
史
の
中
で
、絶
え
ず
「
挑
戦
」
と「
進
化
」を
繰
り
返
し

て
き
た
中
京
大
学
。次
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た
人
材
を
世
に
送
り

だ
す
た
め
に
、ふ
た
た
び
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

【
六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩
】

実際の古文書や古書に接しながら、歴史調査の基礎となる
文献読解力も身につけていきます。

2 015年4月
［4専攻制］スタート

現代
社会学部

深刻化する社会問題を解決
に導く、実践に必要な知識や
手法をより専門的に修得。

2 014年4月［新設］

文学部・
歴史文化
学科

歴史遺産と対話し、史実を追
いかける。日本文化の創造に
挑み、心豊かな社会づくりに
貢献する人材を育成。

世界共通語としての、生きた
英語を修得。グローバル社会
に求められる高度な英語スキ
ルを養う。

国際
英語学部

2 014年4月
［3専攻制］スタート

Ｄ
委
員
会
は
年
に
七
回
ほ
ど
催
し
、委
員

会
で
の
決
定
事
項
や
検
討
す
る
事
案
に

つ
い
て
は
、各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教
授
会

で
報
告
し
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
委
員
会
で
は
三
本
柱
の
ほ
か
、Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
講
演
会
の
開
催
、国
際
教
養
学
部
の「
経
験

交
流
会
」や
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。と
く
に
経
験
交
流
会
は
成
功
も
失
敗
も
含
め
、

教
員
自
身
の
経
験
談
を
披
露
す
る
こ
と
で
、よ
り

良
い
授
業
を
行
う
た
め
の
手
法
を
学
び
合
う
場
と

な
って
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
の
基
礎
的
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
想
い
が

私
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
の
教
育
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
教
員
を

主
と
す
る
Ｆ
Ｄ
に
対
し
、職
員
、つ
ま
り
ス
タ
ッ
フ
の

能
力
向
上
を
意
味
す
る
Ｓ
Ｄ
（S

ta
ff 

D
evelopm

ent

）も
重
視
す
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
大
学
は
、い
ち
ば
ん
大
切
な
主
人
公
で
あ

る
学
生
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。単
に「
教
え

る
」

｜「
学
ぶ
」だ
け
の
関
係
で
な
く
、学
生
も
一
緒

に
な
って
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。通

常
、〝
大
学
ス
タ
ッフ
〞と
い
え
ば
、「
教
員
」あ
る
い
は

「
教
職
員
」が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、我
々
、中
京

大
学
と
し
て
は「
学
生
」も
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ

や
高
校
生
の
半
数
以
上
が
大
学
へ
進
学
す

る
時
代
。推
薦
や
Ａ
О
入
試
な
ど
入
試
の

方
法
も
多
彩
に
な
り
、学
生
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
は
、こ
の
対
応
を
各
大
学
に
求
め

た
も
の
で
す
が
、か
ね
て
よ
り
教
育
の
質
的
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
本
学
に
お
い
て
も
、全
学
的
な
活

動
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
、

ざ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
す
と
、一
つ
は「
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
」で
す
ね
。ま
ず
は
教
員
が
行
って
い
る
授
業
に
つ

い
て
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、教
員
自
身
が

授
業
内
容
を
点
検
し
、改
善
す
べ
き
点
を
教
育
に

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
つ
目
は「
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
」で
す
。

高
校
ま
で
と
違
っ
て
、大
学
で
は
自
分
で
受
け
た
い

授
業
を
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
判
断
材
料

と
し
て「
シ
ラ
バ
ス
」と
い
う
授
業
計
画
書
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
十
分
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、意
味

が
な
い
。そ
こ
で
先
生
方
に
シ
ラ
バ
ス
の
ま
と
め
方
も

改
善
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
が「
公
開
授
業
」。そ

も
そ
も
大
学
教
員
は
教
育
実
習
経
験
が
な
く
、各

自
、模
索
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
だ
っ
た
授
業
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
で
、教
員
同
士
が
互
い
に
学
び
合
お
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
を
柱
に
Ｆ
Ｄ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

〇
〇
九
年
に
各
学
部・研
究
科
か
ら
委
員

を
選
出
し
て
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
組
織
し
、翌

年
の
春
、第
一
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
教
員
の
声
は
はっ
き
り
聞
こ
え
る
か
」「
授
業
内

容
は
十
分
、理
解
で
き
て
い
た
か
」「
シ
ラ
バ
ス
通
り

の
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
か
」「
補
助
教
材
が
き
ち

ん
と
生
か
さ
れ
て
い
た
か
」な
ど
、変
化
を
把
握
す

る
意
味
も
あ
って
、ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
の
五
、六
年
、同

じ
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ
変

化
が
出
て
き
ま
し
た
。と
く
に
授
業
中
の
声
や
補

助
教
材
等
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
改
善
に
結
び
つ
き

や
す
く
、評
価
の
数
値
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
学
生
の
立
場
で

考
え
ま
す
と
、自
分
た
ち
の
意
見
が
い
か
に
反
映
さ

れ
る
の
か
、そ
こ
が
最
大
の
関
心
事
で
し
ょ
う
。学

習
環
境
に
つ
い
て
は
、改
修
工
事
を
行
う
際
な
ど
、

随
時
、要
望
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
一
方
で
、教

員
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、各
教
員
が
そ
の
結
果
を

「
自
己
点
検
報
告
書
」と
し
て
ま
と
め
、学
生
に
公

開
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
こ
で
Ｆ
Ｄ
が
教
員
に
と
って
、重
苦
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。振
り
返
り
ま
す
と
、当
初
こ
の
活
動
を
推
進
す

る
上
で
、何
が
い
ち
ば
ん
難
し
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、

教
員
に
考
え
方
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

　
昔
と
比
べ
る
と
大
学
教
員
の
仕
事
は
増
え
て
い

ま
す
し
、何
と
いって
も
、自
分
の
授
業
が
学
生
か
ら

点
数
を
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。「
学
生
が
教
員
を

評
価
す
る
と
は
何
た
る
こ
と
」と
抵
抗
を
感
じ
る

先
生
方
も
正
直
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
来
、学
生
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
に

な
り
ま
せ
ん
。学
生
は
黙
って
講
義
に
つい
て
く
れ
ば

い
い
、と
い
う
、旧
式
の
考
え
か
ら
脱
し
、授
業
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
で
学
生
と
の
関
係
が
良
好
に
な

れ
ば
、教
員
自
身
が
望
む
授
業
を
実
現
で
き
る
と
、

地
道
な
意
識
改
革
を
行
って
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、そ
ろ
そ
ろ
第
一
段

階
を
終
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

今
後
も
継
続
す
る
方
針
で
す
が
、導
入
時
と
比
べ

る
と
形
式
的
に
な
る
と
い
う
か
、結
果
を
受
け
止
め

る
教
員
の
緊
張
感
も
減
退
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
段
階
へ
発
展
さ
せ
る
べ
く
、改
善
に
つ
と

め
た
い
と
思
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中京大学でもFD活動に取り組むこととなり、2008年、委員会発足と
合わせてFD委員長に。同時に副学長にも就任した。

り
、こ
の
三
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、Ｆ
Ｄ
活
動
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
に
、よ
り
良
い
教
育
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
み
た
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
を
学
生

の
中
か
ら
募
集
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、す
ぐ
に
三
十
名
ほ
ど
が
手
を
挙
げ
て
く
れ

ま
し
た
。果
た
し
て
学
生
が
集
ま
って
く
れ
る
の
か
、

正
直
、不
安
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、委

員
会
の
先
生
方
と
感
激
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま

す
。現
在
、彼
ら
は「
学
生
Ｆ
Ｄ
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
、

「
授
業
中
の
私
語
を
な
く
し
た
い
」「
机
の
落
書
き

を
消
し
た
い
」な
ど
、学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、自

主
的
な
活
動
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は「
大
学
の
す
べ
て
の
者
の《
幸
せ
》の
た

め
」と
Ｆ
Ｄ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、よ
り
良
い
授
業
が
現
実

化
さ
れ
れ
ば
、学
生
が
ま
ず
幸
せ
に
な
り
ま
す
。学

生
が
い
き
い
き
と
授
業
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
、教
員

も
元
気
に
な
れ
る
。つ
ま
り
学
生
も
教
員
も
、そ
し

て
ま
わ
り
で
支
え
て
く
だ
さ
る
職
員
の
方
々
も
、大

学
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
。私
た
ち
は
こ
れ
を
標

榜
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、Ｆ
Ｄ
は
誰
も
が
明

る
く
、前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
べ
き
活
動
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で〝
Ｆ
Ｄ
〞を“For D

oing our best！
”

と

読
み
替
え
た
わ
け
で
す
が
、教
職
員
も
学
生
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、学
内
の
好
循

環
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

今二

F

大
学
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
た
め
の
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
、

今
、中
京
大
学
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
安
村
仁
志
副
学
長
に
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
京
大
学 

副
学
長
・

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

安
村 

仁
志

FDとは「Faculty Development（教
授団の資質改善・能力開発）」という
意味であり、個々の大学教員の教育
力向上を図るために大学全体で行う
組織的な取り組みが“FD活動”です。
それまでFDは大学における努力義務
とされていましたが、2008年より、大
学設置基準において明確に義務づけ
られるようになっています。

FD活動とは

　留
学
に
対
す
る
学
生
の
動
機
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
は

就
活
に
直
結
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
ひ

と
つ
だ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。昨
今
、

急
速
に
グ
ロ
ー
バル
化
が
進
み
、企
業
の

人
材
の
ニ
ー
ズ
も
以
前
と
は
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。今
や
一
部
の
大
手
企
業
だ

け
で
な
く
中
小
企
業
で
も
語
学
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、ユ
ニ
ク
ロ
や
イ

オ
ン
に
よ
る
外
国
人
の
積
極
採
用
に
も

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、小
売・サ
ー
ビ
ス

業
に
ま
で
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
ま
す
。近
年
の
就
活
戦
線
に
お
い
て

は
、も
は
や
語
学
力
や
留
学
経
験
は
、

闘
い
を
勝
ち
抜
く
た
め
の「
必
須
の
武

国際センター

国際センター　金澤 龍生 係長

未
体
験
の
地
で
味
わ
う
大
き
な
感
動
や
達
成
感
。留
学
を
経
て
、

多
く
の
学
生
が「
一
生
モ
ノ
の
財
産
」を
手
に
し
て
い
ま
す
。

安
全
面
か
ら
金
銭
面
ま
で

留
学
を
き
め
細
か
く
支
援

海外留学を
体験してみたい！

海外短期研修
海外大学体験
プログラム
（4～5週間）

海外短期研修
海外ビジネス研修
プログラム
（2週間）

海外ビジネスを
体験してみたい！

英語力をしっかり
身につけたい！

セメスター留学
（1セメスター）

交換留学
（1年間）

海外の大学に
本格的に留学したい！

短期

長期

国際センター主催の
留学・研修プログラム

■ 学部主催の海外留学・研修プログラム
1年生／海外基礎研修（2週間）

シンガポール

海外ビジネス研修 Ⅰ・Ⅱ
カナダ・ニューヨーク

総合政策学部

心理学部

国際教養学部

経営学部

スポーツ科学部

国際英語学部
国際英語学科

国際英語
キャリア専攻

英語圏
文化専攻

国際学専攻

必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択必修

選択

選択

選択

選択

選択必修

選択必修

器
」と
な
って
い
る
の
で
す
。

　国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、二
〜
五
週
間
の「
海
外

短
期
研
修
」、一
学
期
間
の「
セ
メ
ス

タ
ー
留
学
」、一
年
間
の「
交
換
留
学
」

と
、短
期
か
ら
長
期
ま
で
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
、留
学
を
希
望
す

る
学
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
り
、日
本
の
大
学
生

は
内
向
き
志
向
だ
と
言
わ
れ
る
な

か
、中
京
大
学
で
は
、〇
八
年
か
ら
の

五
年
間
で
、留
学
す
る
学
生
が
約
三

百
名
か
ら
六
百
名
以
上
へ
と
倍
増

し
、「
外
向
き
志
向
」の
学
生
が
右
肩

上
が
り
で
増
え
て
い
ま
す
。

　保
護
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、留
学
に

対
す
る
最
大
の
関
心
事
は「
安
全
」か

も
し
れ
ま
せ
ん
。国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、

留
学
を
控
え
た
学
生
を
対
象
に
事
前

研
修
会
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。ビ
ザ
の
取
得
、保
険
の
加
入
、航
空

券
の
手
配
な
ど
留
学
前
に
必
要
な
手

続
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、様
々
な
場

面
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
な
ど

を
行
い
、不
測
の
事
態
への
対
処
法
や
留

学
への
心
構
え
な
ど
を
徹
底
指
導
し
た

上
で
、海
外
へ
と
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、あ
ら
か
じ
め
本
学
指

定
の
海
外
旅
行
保
険
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
料
金
で
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。こ
の
保
険
に
は
、大
学
側
が
費
用

を
負
担
す
る
形
で「
海
外
危
機
管
理

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」を
付

帯
し
、現
地
で
の
病
院
の
手
配
な
ど
、

困
っ
た
時
に
は
電
話
一
本
で
サ
ポ
ー
ト

が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
整
備
。さ

ら
に
は
、金
銭
面
で
も
留
学
中
の
学
費

の
減
免
措
置
を
実
施
す
る
な
ど
、あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
学
生
た
ち
の
実
り

あ
る
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

国際センター

タンペレ大学［フィンランド］

留学、というキャリア形成を
バックアップ

あなたの希望は？

岩田 紗椰さん

国際英語学部
国際英語学科（3年）

個性を尊重する
異国の文化に触れ
自信が持てました。

留学先の講義を通じ
日本の素晴らしさを
再発見できました。

学
に
憧
れ
て
い
た

の
は
高
校
時
代

か
ら
。旅
行
好
き
の
両
親

に
連
れ
ら
れ
、ア
メ
リ
カ
や

欧
州
各
地
を
訪
れ
る
う

ち
、英
語
を
も
っ
と
勉
強

し
て
現
地
の
人
と
自
由
に

交
流
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。今
年
八

月
か
ら
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

タ
ン
ペ
レ
大
学
に
行
き
ま

す
が
、こ
の
大
学
を
選
ん

だ
の
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
第

二
の
都
市
の
た
め
、人
と

交
流
す
る
機
会
が
多
く
、

語
学
力
を
磨
く
の
に
ピ
ッ

タ
リ
だ
か
ら
。そ
し
て
な
に

よ
り
、以
前
か
ら
北
欧
の

イ
ン
テ
リ
ア
が
大
好
き
で
、

現
地
の
暮
ら
し
に
触
れ
て

み
た
い
と
考
え
て
い
た
か

ら
で
す
。で
き
れ
ば
、現
地

に
あ
る
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の

本
社
を
訪
問
し
、も
の
づ

く
り
へ
の
想
い
な
ど
を
直

接
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

留

以前から憧れていた
フィンランドの文化に
触れるのが楽しみ。

ノースカロライナ州立大学
ウィルミントン校［米国］

熊本 誠太さん
経営学部経営学科（3年）

ウェスタン・キャロライナ大学
［米国］

辻 大輔さん
国際教養学部国際教養学科（4年）

年
八
月
か
ら
約

四
ヶ
月
間
に
わ
た

る
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
は
、語

学
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、

異
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な

体
験
が
得
ら
れ
、と
て
も

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

留
学
先
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内

を
裸
足
で
歩
く
学
生
が
い

る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
尊
重
す
る
風
土
が
根

付
い
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し

た
。
日
本
で
は
細
か
い

部
分
を
気
に
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、も
っ
と
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
発
揮
す
れ

ば
い
い
ん
だ
と
、帰
国
後
は

以
前
に
も
増
し
て
自
分
の

考
え
や
行
動
に
自
信
を
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。ま
た
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

も
留
学
前
に
比
べ
て
二
百

二
十
点
上
昇
。英
語
を
聞

く
の
が
苦
に
な
ら
な
く
な

り
、確
か
な
成
長
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

昨

ヘルシンキ大学［フィンランド］

トゥオミ・テュッティさん

換
留
学
の
た
め
の

国
際
的
な
大
学

連
合
組
織「
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
」を

通
じ
て
事
前
に
調
べ
た
と

こ
ろ
、私
が
か
ね
て
か
ら
学

ん
で
き
た
日
本
語
を
さ
ら

に
究
め
る
た
め
に
は
、中

京
大
学
が
一
番
ふ
さ
わ
し

い
と
感
じ
、留
学
先
に
選

び
ま
し
た
。留
学
期
間
は

七
月
末
で
終
了
し
ま
す

が
、国
際
セ
ン
タ
ー
で
企
画

さ
れ
た
京
都
旅
行
や
友
人

た
ち
と
一
緒
に
着
物
体
験

を
楽
し
む
な
ど
、た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。中
京
大
学
で
学
び
、

数
多
く
の
友
人
が
で
き
た

名
古
屋
は
、私
の
人
生
に

と
っ
て
本
当
に
特
別
な
場

所
。で
き
れ
ば
、大
学
卒

業
後
は
日
本
で
暮
ら
し
、

英
語
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

を
教
え
る
教
師
と
し
て
活

躍
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

交

私にとって名古屋は
思い出が詰まった
特別な場所です。

学
先
で
は
、あ
え

て
専
門
以
外
の

分
野
に
も
関
心
を
深
め
て

み
よ
う
と
、地
理
学
や
社

会
福
祉
な
ど
、幅
広
い
分

野
の
講
義
を
受
講
し
ま
し

た
。な
か
で
も
印
象
的
だ
っ

た
の
が
、世
界
の
民
俗
学

や
人
口
動
態
な
ど
を
知
る

地
理
学
の
講
義
で
、先
進

的
な
事
例
の
ひ
と
つ
と
し

て
、日
本
が
頻
繁
に
引
き

合
い
に
出
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、充
実
し
た
医
療
環

境
な
ど
、異
国
の
地
で
も

こ
れ
だ
け
話
題
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
か
と
、日
本
人

と
し
て
の
誇
り
や
愛
国
心

が
芽
生
え
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。卒
業
後
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
図
る

食
品
商
社
で
働
く
予
定
で

す
が
、留
学
で
得
た
経
験

を
糧
に
世
界
で
活
躍
す
る

社
会
人
に
な
り
た
い
で
す
。

留

国際
センター

2年生／海外研修A（5週間）
オーストラリア

2年生／海外研修B（2～5週間）
カナダ・シドニー・ニューヨーク

2年生／海外研修C（3週間）
オーストラリア・ハワイ

3年生／海外業務体験 Ⅰ～Ⅳ
ロサンゼルス・ハワイ

2年生／海外大学研修1（3～4週間）
英国

2年生／海外大学研修2（3～4週間）
北米

海外業界研究 Ⅰ～Ⅵ
インド・韓国・シンガポール・アメリカ・ニュージーランド

海外ビジネス研修（2週間）
オーストラリア

海外課題研究（4～5ヶ月）
フランス、スペイン、ドイツ、ロシア、中国

心理学海外演習（4週間）
オーストラリア

海外インターンシップ（3週間）
ロサンゼルス

スポーツマネジメント事例研究、トレーナー事例研究
アメリカ

　
今
年
で
三
十
五
回
目
と
な
る
中
京

大
学
教
育
懇
談
会
が
、六
月
七
日

（
土
）、名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
空
模
様
の

中
、午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
た
全
体
会

で
は
、ま
ず
杉
野
邦
廣
教
育
後
援
会

長
が
ご
挨
拶
さ
れ
、少
子
化
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
中
で
保
護
者
の
方
々
に

も
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
と
ご

指
摘
さ
れ
た
上
で
、「
今
日
は
日
頃
の

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
は
じ
め

中
京
大
学
の
こ
れ
か
ら
を
紹
介

教育懇談会に参加された保護者の方々からのご感想
愛
　
知

開
催
都
市

都
道
府
県

開
催
日

会
　
場

沖
　
縄

6
/
14（
土
）
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
オ
リ
オ
ン

鹿
児
島

6
/
15（
日
）
城
山
観
光
ホ
テ
ル

石
　
川

6
/
14（
土
）
金
沢
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急

福
　
井

6
/
15（
日
）
ホ
テ
ル
フ
ジ
タ
福
井

山
　
口

6
/
14（
土
）
下
関
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

兵
　
庫

6
/
15（
日
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸

岐
　
阜

6
/
21（
土
）
岐
阜
都
ホ
テ
ル

岐
　
阜

6
/
22（
日
）
高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

愛
　
媛

6
/
21（
土
）
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル

高
　
知

6
/
22（
日
）
高
知
サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ
テ
ル

三
　
重

6
/
28（
土
）
四
日
市
都
ホ
テ
ル

三
　
重

6
/
29（
日
）
フ
レ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル

大
　
分

6
/
28（
土
）
大
分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

山
　
梨

7
/
5（
土
）
ホ
テ
ル
談
露
館

長
　
野

7
/
6（
日
）
ホ
テ
ル
モ
ン
タ
ー
ニュ
松
本

鳥
　
取

7
/
5（
土
）
ホ
テ
ル
ニュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取

島
　
根

7
/
6（
日
）
松
江
東
急
イ
ン

愛
　
知

7
/
5（
土
）
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
豊
橋

京
　
都

7
/
12（
土
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

和
歌
山

7
/
13（
日
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山

静
　
岡

7
/
12（
土
）
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松

静
　
岡

7
/
13（
日
）
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡

佐
　
賀

7
/
19（
土
）
ホ
テ
ル
ニュ
ー
オ
ー
タ
ニ
佐
賀

長
　
崎

7
/
20（
日
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

長
崎
グ
ラ
バ
ー
ヒ
ル

那
　
覇

鹿
児
島

金
　
沢

福
　
井

下
　
関

神
　
戸

岐
　
阜

高
　
山

松
　
山

高
　
知

四
日
市

松
　
阪

大
　
分

甲
　
府

松
　
本

鳥
　
取

松
　
江

豊
　
橋

京
　
都

和
歌
山

浜
　
松

静
　
岡

佐
　
賀

長
　
崎

日本中どの地域にお住まいの保護者の方も気軽にご参加いただけるよう、本年度も全国27会場にて教育懇談会を開催しました。
来年度も全国にて開催予定です。是非ご参加ください。

法学部法律学科（2年生）

松 阪 会場 豊 橋 会場島 根 会場
現代社会学部現代社会学科（1年生）スポーツ科学部スポーツ教育学科（3年生）

2
0
1
4
年
度

教
育
懇
談
会
開
催
会
場

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

（
文
学
部・国
際
英
語
学
部・法
学
部・

経
済
学
部
）

中
京
大
学
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

（
現
代
社
会
学
部・工
学
部・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
）

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

（
工
学
部・国
際
教
養
学
部・心
理
学
部・

経
営
学
部・総
合
政
策
学
部
）

6
/
7（
土
）

6
/
7（
土
）

6
/
8（
日
）

名
古
屋

豊
　
田

名
古
屋

教育懇談 会報告 保護者の皆様と大学との交流をサポートする教育懇談会が、
今年も全国で開催されました。

悩
み
を
ぜ
ひ
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
」と
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。続
い

て
登
壇
さ
れ
た
梅
村
清
英
理
事
長
は
、

本
年
度
か
ら
始
動
し
た
長
期
計
画

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
詳
し
く
ご
紹
介
。大

学
改
革
に
向
け
た
強
い
決
意
を
熱
く

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、各
学
部
に
分
か
れ
て
教

育
内
容
な
ど
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
昼
食
を

兼
ね
た
懇
親
会
を
実
施
。午
後
に
は

個
別
相
談
会
が
行
わ
れ
、就
職
や
留

学
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
ご
質
問
さ
れ

る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。　

2014年度

名古屋
会場

　一般説明をしてくださった担当者
の方々の説明がとてもわかりやすく、
中京大学が身近に感じられました。
また息子の相談に乗っていただける
環境と知り、安心できました。

　本日は遠方での開催に感謝すると
ともに、子どもたちへの温かいご支援
を知り、嬉しく思いました。初めてお会
いした保護者の方とも話題が尽き
ず、有意義に過ごせました。

　親として一番心配していた就職に
ついても大変わかりやすく説明してい
ただけました。今回参加し、大学の情
報を理解できたことで子どもとの会話
も弾みそうです。

名古屋
会場

6/7（土）

豊 田
会場

6/7（土）

　
昨
年
に
続
き
二
回
目
の
参
加
で

し
た
が
、梅
村
理
事
長
に
よ
る
長

期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
説
明
は

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、大
学
の

考
え
方
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し

た
。個
別
相
談
会
で
も
留
学
に
つ

い
て
本
音
で
相
談
が
で
き
、有
意

義
な
一
日
で
し
た
。

　
初
参
加
で
し
た
が
、特
に
個
別

相
談
会
が
良
か
っ
た
で
す
ね
。キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
が
親
切
に
対

応
し
て
く
だ
さ
り
、公
務
員
採
用

試
験
の
具
体
的
な
内
容
、傾
向
と

対
策
、他
大
学
と
の
違
い
な
ど
、た

く
さ
ん
の
情
報
を
得
ら
れ
て
大
変

満
足
で
す
。

参
加
さ
れ
た

保
護
者
の
声八木 守さん・悦子さん ご夫妻

愛知県名古屋市在住
大野　寛さん・好美さん ご夫妻

岐阜県可児市在住
加賀 敬章さん・まなみさん ご夫妻

愛知県東郷町在住
髙杉 達也さん・里香さん ご夫妻

愛知県岡崎市在住

豊田
会場

　
教
育
懇
談
会
に
は
一
年
次
か
ら

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。息
子
は

一
人
暮
ら
し
、し
か
も
三
年
生
で
、

今
日
は
公
務
員
試
験
や
卒
業
後
の

進
路
に
つ
い
て
ご
相
談
で
き
る
良

い
機
会
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。こ
れ

を
機
に
、家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
息
子
は
三
年
生
。成
績
の
こ
と

や
将
来
の
こ
と
な
ど
心
配
で
、初

め
て
参
加
し
ま
し
た
。や
は
り
男
の

子
で
す
の
で
、普
段
、多
く
を
語
っ

て
く
れ
ず
不
安
で
し
た
が
、先
生

や
職
員
の
方
の
説
明
は
わ
か
り
や

す
く
、少
し
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。来

て
良
か
っ
た
で
す
ね
。

参
加
さ
れ
た

保
護
者
の
声

　
平
年
よ
り
少
し
早
い
梅
雨
入
り
を

迎
え
た
六
月
七
日（
土
）、豊
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
五
百
名
近
い
保
護
者
の
方
々
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
午
前
十
時
、檀
上
の
北
川
薫

学
長
が
、「
中
京
大
学
の
成
り
立
ち
と

現
状
」と
し
て
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
ご

挨
拶
。
大
学
の
あ
ゆ
み
、長
期
計
画

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
T
10
」を
柱
と
す
る
新
た
な
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
公
務

員
試
験
や
教
員
採
用
試
験
の
合
格
者
数

保
護
者
と
の
思
い
を
一
つ
に
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

が
順
調
に
伸
び
て
い
る
、と
の
お
話
に
は
、

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　
各
学
部
懇
談
会
で
は
、専
門
分
野
の

学
び
や
単
位
の
取
り
方
、奨
学
金
な
ど

に
つい
て
、き
め
細
か
く
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行

わ
れ
ま
し
た
。昼
食
時
に
は
教
員
と
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

気
兼
ね
な
く
会
話
で
き
た
よ
う
で
す
。

　
午
後
は「
学
業
」「
学
生
生
活
」「
留
学
」

「
就
職
」「
公
務
員
対
策
」に
分
か
れ
て
個

別
相
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、ひっ
き

り
な
し
に
人
が
訪
れ
、お
子
様
への
思
い
の

丈
が
感
じ
ら
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

・「教育推進センター」設置構想
・新たなFD活動の可能性の模索

など

大学での授業計画書である「シラバス」に
は、何を学び、どんなことが身につく授業か、あ
るいは使用する教科書や教材、参考文献な
どが掲載されています。シラバスを活用し、大
学での学びを有意義なものにできるよう、FD
委員会で各科目のシラバスを数年かけて点
検し、書式も統一しました。大学ホームページ
で見ることができ、授業を履修する上でのアド
バイスや学習課題もチェックできます。バイスや学習課題もチェックできます。

FD委員会

FD活動推進部会
・授業改善のための
  アンケートの見直し・工夫
・シラバスの改善
・公開授業の推進

FD活動開発部会

F D は 大 学 すべての 者 の（ 幸 せ ）のため

For Doing our best !

う
し
た
活
動
に
、保
護
者
の
皆
様
に
は
、

今
の
大
学
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
お
感
じ
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
毎
年
、入
学
式
や
教
育
懇
談
会
で
配
布
し
て
い

る「
Ｆ
Ｄ
ニュ
ー
ス
」は
、こ
う
し
た
Ｆ
Ｄ
活
動
の
取
り

組
み
や
内
容
を
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。今
の
大
学

の
状
況
や
教
育
内
容
に
関
す
る
こ
と
、大
学
が
目
指

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、保

護
者
の
皆
様
に
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
、中
京
大
学

が
よ
り
良
い
学
び
の
た
め
に
、ど
ん
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

そ
れ
を
何
ら
か
の
機
会
に
親
子
の
会
話
に
交
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

　
最
近
の
学
生
は
、出
席
率
も
高
く
、遅
刻
者
も
割

合
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。レ
ポ
ー
ト
の
提
出
率

も
い
い
で
す
。Ｆ
Ｄ
の
成
果
で
あ
れ
ば
有
難
い
こ
と
で

す
が
、ど
う
や
ら
若
者
の
一
般
的
気
質
の
変
化
に
よ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。平
均
点
に

は
達
す
る
け
れ
ど
、そ
れ
以
上
に
個
性
あ
る
答
案

を
書
く
よ
う
な
、意
欲
的
な
部
分
で
少
し
物
足
り

な
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
高
校
ま
で
は「
学
び
習
う
」と
い
う
意
味
で
の

「
学
習
」で
し
た
。し
か
し
大
学
で
は
、「
学
び
修
め

る
」と
書
く「
学
修
」な
ん
で
す
ね
。「
学
習
か
ら
学

修
へ
」、用
意
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
こ
な
す
だ
け

で
な
く
、ぜ
ひ
自
立
的
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
学
ん
で
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
引
き
出
す
の
が
今
の
大

学
教
員
の
役
目
で
あ
り
、一
人
ひ
と
り
の
力
量
が
問

わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　「
難
し
過
ぎ
る
」「
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
」な

ど
、学
生
の
評
価
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、教
育
レ
ベ

ル
が
下
が
って
し
ま
って
は
本
末
転
倒
で
す
。教
育
の

質
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、ぜ
ひ
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
自
由
に
、意
欲
的
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸
収
し

て
欲
し
い
と
い
う
の
が
切
な
る
願
い
で
す
。

　
究
極
の
目
標
は
、「
Ｆ
Ｄ
活
動
」と
い
う
用
語
が
な

く
な
る
こ
と
で
す
。中
京
大
学
で
教
員
、職
員
、学

生
に
よって
、自
然
に
良
い
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る

状
態
に
な
って
い
る
こ
と
が
理
想
で
す
ね
。

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的
解消し、FDをより強化に進めるための「大学教育推進センター（仮称）」の設置が検討され
ています。

大人数、少人数教育それぞれに、効果的な
授業方法があり、より良い伝え方があります。
そこで教員同士が授業を見せあい、とりわけ
学生アンケートでも評価の高い授業方法を
学びあうことで、個 の々授業改善に結びつけ
ることができるよう、本学では原則「すべての
授業を公開」しています。日頃の研究成果を
確実に学生に伝え、学習効果の上がるノウ
ハウを全学的に共有できる仕組みです。

1人の教員につき、担当する1科目について、
年2回、授業アンケートを実施しています。学
生のアンケートに対する負担を減らすため、質
問を7項目程度に絞りこみ、その結果を教職
員へフィードバック。授業についての学生の
満足度を把握し、教員自身のイメージとの
ギャップを認識した上で、今後の授業方法
やカリキュラム、教育環境などの改善につな
げるための意識の共有を目的としています。

こ

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的

中京大学FD活動スローガン

・教職員と学生FDスタッフによる協働活動
・TA（Teaching Assistant）・
 SA（Student Assistant）の活動支援
・図書館等利用の促進

FD活動協働部会

・FDニュースの発行
・FD活動の広報

下部組織（FDニュース編集局）

などなど

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

　
さ
て「
資
格
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
名
称
で

す
が
、メ
イ
ン
は
公
務
員
試
験
の
サ
ポ
ー

ト
で
す
。今
年
度
、国
家
公
務
員（
総
合

職
）試
験
で
は
合
格
者
が
十
名（
人
事
院

公
表
値
）に
達
し
ま
し
た
。や
っ
と
合
格

ま
で
の
道
筋
を
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
環
境

が
整
った
か
な
、と
思
って
い
ま
す
。

　一
方
、民
間
企
業
で
は
採
用
に
直
結
す

る
よ
う
な
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、Ｆ
Ｐ

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・プ
ラ
ン
ナ
ー
）の
頂
点

「
Ｃ
Ｆ
Ｐ
」は
例
外
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

銀
行
で
も
支
店
長
ク
ラ
ス
が
目
指
す
国

際
資
格
だ
け
に
、金
融
機
関
への
就
職
を

目
指
す
人
に
は
お
薦
め
で
す
。

　
ま
た「
通
関
士
」は
貿
易
に
関
す
る
資

格
で
す
の
で
、幅
広
い
業
界
の
仕
事
に
役

立
つ
知
識
が
得
ら
れ
ま
す
。こ
の
他
、社
会

人
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
磨
く
講
座
も
あ
り

ま
す
の
で
、ま
ず
は
目
標
を
見
定
め
、そ
の

上
で
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
、大
学
へ
入
っ
た
の
だ
か
ら
資
格

の
一
つ
ぐ
ら
い
、と
お
考
え
の
保
護
者
の

方
は
多
く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。確

か
に
保
護
者
の
方
々
の
時
代
は
、先
生
に

な
ら
な
く
て
も
、教
員
免
許
ぐ
ら
い
取
っ

て
当
た
り
前
と
い
う
認
識
で
し
た
。し
か

し
今
や
採
用
企
業
の
多
く
が「
人
物
重

視
」「
学
歴
不
問
」を
掲
げ
て
人
材
を
選

ぶ
時
代
。コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
な
ど
、

人
物
重
視
の
高
い
ス
キ
ル
が
要
求
さ
れ

ま
す
。そ
れ
に
は
四
年
間
と
い
う
限
り

あ
る
時
間
を
ど
う
過
ご
す
の
か
。部
活

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ア
ル
バ
イ
ト
、や
る
べ
き

こ
と
は
沢
山
あ
る
で
し
ょ
う
。資
格
取
得

を
や
み
く
も
に
勧
め
る
の
で
な
く
、お
子

様
の
進
路
に
必
要
で
あ
る
か
、否
か
。そ

こ
を
見
極
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

資格センター

資格センター　津谷 圭一 部長

か
げ
か
え
の
な
い
学
生
時
代
、

何
を
学
び
、何
を
磨
く
の
か
。

明
確
な
目
標
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
、

目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
。

資格対策講座 合格者

社会人基礎力養成から
難関試験までサポート

速報！ 2014年度10名合格!（人事院公表値） 国 家 公 務 員 総 合 職 合 格 者 の 皆 さ ん（判明分9名）

市川 拳次さん
法学部法律学科（4年）

1年生の頃から培った
勉強を続ける習慣が
合格の一番の武器に。

小栗 崇明さん
法学部法律学科（4年）

合格者の先輩から
アドバイスをいただき
参考になりました。

鈴木 理恵さん
心理学部心理学科（4年）

周囲の温かい支えに
助けられ、励まされて
ついにゴールへ。

夏目 真暢さん
心理学部心理学科（4年）

東大生や京大生と
互角に戦い、
大きな自信を獲得。

後藤 翔一さん
法学部法律学科（4年）

競争意識を持ちつつ、
ともに刺激し合える
仲間の存在が励みに。

佐藤 宏紀さん
法学部法律学科（4年）

中京大生の実力なら
合格できるはず。
諦めず前進あるのみ！

濱條 由莉さん
経済学部経済学科（4年）

目標をしっかり持つ。
あとは努力次第で、
なんとかなる！

鶸田 英之さん
法学部法律学科（4年）

コツコツ勉強するのが
苦手でも合格できた。
すべて大学のおかげ。

熊澤 沙紀さん
法学部法律学科（4年）

自分の殻にこもらず
ポジティブに、
何事にも意欲的に。

※国家総合職及び国家一般職の合格者数は人事院公表値

■主要公務員試験合格者数

国家総合職
国家一般職

2011年度種類 2012年度 2013年度

国税専門官
裁判所一般職

地方上級
（内訳）

財務専門官
労働基準監督官
法務省専門職

合計

2名
33名
45名
10名
59名

愛知県
名古屋市
静岡県
その他

23名
6名
3名
27名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

26名
8名
3名
3名
24名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

28名
10名
7名
4名
18名

ー
ー
ー

149名

5名
50名
40名
7名
67名

3名
1名
ー

173名

8名
17名
34名
8名
64名

ー
ー
1名

132名

■国家資格試験合格者数

宅地建物取引主任者
総合・国内旅行業務取扱管理者
通関士
2級FP技能士（AFP）
1級FP技能士
基本情報技術者

過去3年（2011～2013年度計）種別
663名
74名
18名
607名
23名
19名

幅広い資格取得を手厚くサポートしています

富樫 香央理さん経営学部
経営学科（4年）

徐々に勉強にの
めり込んでいき、
2度目の受験で、
晴れて合格！

柴田 一慶さん経営学部
経営学科（4年）

難関資格に合格
できたことが
大きな自信に
つながりました。

資格
センター

　宅建、行政書士の資
格取得を目標に掲げ、
1年生から法律関連の知
識を学ぶなかで、徐々に
勉強の習慣が身について
いったのが合格の一番の
理由だと思います。合格
後の官庁訪問では、東大
や京大などの有名大学の
学生たちと一緒に。自分
も同じ立場だと思うと、大
きな自信になりました。

　資格センターでは、合
格を勝ち取った1学年上
の先輩と話す機会を設け
ていただけたのが良かっ
たです。モチベーションの
保ち方、具体的な勉強法
についてアドバイスをいた
だいたうえ、「つらい時期
だけど頑張りなよ」と温か
い励ましの言葉もかけて
もらい、勉強への意欲が
改めて湧きました。

　勉強する科目も多いで
すし、心の余裕を失わな
いようポジティブな気持ち
で取り組むことが大切。そ
れでも不安になった時、
いつも味方になり自信を
与えてくれたのが、資格
センターの方々でした。ま
た講座の先生や先輩方
の声はモチベーション
アップに役立ちます。よう
は何を吸収すべきか、勉
強が全てではありません。

　国家総合職は難関で
すが、卒業することが大
前提。学部の勉強も疎か
にはできません。そこで片
道2時間弱の通学時間
を講座の復習にあて、授
業との両立を図りました。
　個別の自習スペース
「弘道塾」では、仲間と競
争意識を持ちながらも、
一緒に勉強に励むことが
でき、合格の決め手に
なったかなと思います。

　法務省に内定した先
輩に触発され、自分もこ
の国を支える力になりた
いと奮起。無理だ、という
親の反対を押し切っての
挑戦でしたので、アルバイ
トで資金を稼ぎながら、効
率よく勉強できるよう工
夫して乗り切りました。
　中京大生はもっと自信
を持つべきだし、公務員
に強いという伝統を僕も
築いていきたいですね。

　私は経済学部ですの
で、得意な「経済区分」で
の合格。勉強も宅建でな
く、論文や面接対策など
を行う「準備講座」から始
めたことで、難しい法律の
勉強にもスムーズに入っ
ていけたと思います。
　学部では2年、3年次
の成績が認められ教育
奨励賞も受賞。目標を強
く持ち続けることで、一人
暮らしでも頑張れました。

　入学後のガイダンスで、
中京大学には公務員へ
の道が用意されていると
知り、自分はなんてラッ
キーだろうと思いましたね。
　地道に勉強を重ねる
のが苦手なタイプ。です
から1年生で宅建、2年生
で行政書士とステップを
踏みながら学べたこと、し
かも手厚いサポートを受
けられて、改めて運が良
かったと思っています。

　霞が関の訪問セミナー
など、資格講座を通して1
年次から総合職という高
い目標を与えて貰えたこ
とに感謝しています。
　2週間の官庁訪問は、
この3年半の勉強が霞ん
でしまうぐらいハードなも
のでした。ですが最終クー
ルまで残り、東大生や京
大生と肩を並べて戦えた
のは、大きな自信になりま
したし収穫でしたね。

　歴史の暗記など、教養
科目の勉強が大変でした
が、その分、得意な数的
処理の勉強に力を注い
で苦手なところをカバー。
資格センターのサポート
にも助けられながら、官庁
訪問も終え、内々定を獲
得できたところです。
　もう一つ、放任主義の
親ですが、いろいろな面
で私を支えてくれたことに
改めて感謝しています。

高校時代の留学を機に貿易の仕事
に興味を持っていたため、入学後に通
関士の存在を知り、やりがいがありそう
だと感じて取得を決意。1度目の試験
では不合格でしたが、徐々に通関士
の勉強が面白くなり、2度目の挑戦で
合格を手にしました。

※CFP®
合格

通関士
合格

入学前から金融に強い関心があった
ため、全国の大学で唯一のCFP講座
があると知り、説明を聞きに行ったの
が取得のきっかけでした。難関資格に
合格したことで就活にも自信を持って
臨むことができ、第一志望の銀行から
内定をいただきました。
※Certified Financial Planner®。 
　2級FP（AFP）の上位資格。



　
今
年
で
三
十
五
回
目
と
な
る
中
京

大
学
教
育
懇
談
会
が
、六
月
七
日

（
土
）、名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
空
模
様
の

中
、午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
た
全
体
会

で
は
、ま
ず
杉
野
邦
廣
教
育
後
援
会

長
が
ご
挨
拶
さ
れ
、少
子
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や
グ
ロ
ー
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者
の
方
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安
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Ｘ
Ｔ
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介

教育懇談会に参加された保護者の方々からのご感想
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日本中どの地域にお住まいの保護者の方も気軽にご参加いただけるよう、本年度も全国27会場にて教育懇談会を開催しました。
来年度も全国にて開催予定です。是非ご参加ください。

法学部法律学科（2年生）

松 阪 会場 豊 橋 会場島 根 会場
現代社会学部現代社会学科（1年生）スポーツ科学部スポーツ教育学科（3年生）

2
0
1
4
年
度

教
育
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談
会
開
催
会
場

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

（
文
学
部・国
際
英
語
学
部・法
学
部・

経
済
学
部
）

中
京
大
学
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

（
現
代
社
会
学
部・工
学
部・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
）

中
京
大
学
名
古
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キ
ャ
ン
パ
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（
工
学
部・国
際
教
養
学
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理
学
部・

経
営
学
部・総
合
政
策
学
部
）

6
/
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）

6
/
7（
土
）

6
/
8（
日
）

名
古
屋

豊
　
田

名
古
屋

教育懇談 会報告 保護者の皆様と大学との交流をサポートする教育懇談会が、
今年も全国で開催されました。

悩
み
を
ぜ
ひ
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
」と
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。続
い

て
登
壇
さ
れ
た
梅
村
清
英
理
事
長
は
、

本
年
度
か
ら
始
動
し
た
長
期
計
画

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
詳
し
く
ご
紹
介
。大

学
改
革
に
向
け
た
強
い
決
意
を
熱
く

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、各
学
部
に
分
か
れ
て
教

育
内
容
な
ど
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
昼
食
を

兼
ね
た
懇
親
会
を
実
施
。午
後
に
は

個
別
相
談
会
が
行
わ
れ
、就
職
や
留

学
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
ご
質
問
さ
れ

る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。　

2014年度

名古屋
会場

　一般説明をしてくださった担当者
の方々の説明がとてもわかりやすく、
中京大学が身近に感じられました。
また息子の相談に乗っていただける
環境と知り、安心できました。

　本日は遠方での開催に感謝すると
ともに、子どもたちへの温かいご支援
を知り、嬉しく思いました。初めてお会
いした保護者の方とも話題が尽き
ず、有意義に過ごせました。

　親として一番心配していた就職に
ついても大変わかりやすく説明してい
ただけました。今回参加し、大学の情
報を理解できたことで子どもとの会話
も弾みそうです。

名古屋
会場

6/7（土）

豊 田
会場

6/7（土）

　
昨
年
に
続
き
二
回
目
の
参
加
で

し
た
が
、梅
村
理
事
長
に
よ
る
長

期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
説
明
は

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、大
学
の

考
え
方
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し

た
。個
別
相
談
会
で
も
留
学
に
つ

い
て
本
音
で
相
談
が
で
き
、有
意

義
な
一
日
で
し
た
。

　
初
参
加
で
し
た
が
、特
に
個
別

相
談
会
が
良
か
っ
た
で
す
ね
。キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
が
親
切
に
対

応
し
て
く
だ
さ
り
、公
務
員
採
用

試
験
の
具
体
的
な
内
容
、傾
向
と

対
策
、他
大
学
と
の
違
い
な
ど
、た

く
さ
ん
の
情
報
を
得
ら
れ
て
大
変

満
足
で
す
。

参
加
さ
れ
た

保
護
者
の
声八木 守さん・悦子さん ご夫妻

愛知県名古屋市在住
大野　寛さん・好美さん ご夫妻

岐阜県可児市在住
加賀 敬章さん・まなみさん ご夫妻

愛知県東郷町在住
髙杉 達也さん・里香さん ご夫妻

愛知県岡崎市在住

豊田
会場

　
教
育
懇
談
会
に
は
一
年
次
か
ら

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。息
子
は

一
人
暮
ら
し
、し
か
も
三
年
生
で
、

今
日
は
公
務
員
試
験
や
卒
業
後
の

進
路
に
つ
い
て
ご
相
談
で
き
る
良

い
機
会
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。こ
れ

を
機
に
、家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
息
子
は
三
年
生
。成
績
の
こ
と

や
将
来
の
こ
と
な
ど
心
配
で
、初

め
て
参
加
し
ま
し
た
。や
は
り
男
の

子
で
す
の
で
、普
段
、多
く
を
語
っ

て
く
れ
ず
不
安
で
し
た
が
、先
生

や
職
員
の
方
の
説
明
は
わ
か
り
や

す
く
、少
し
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。来

て
良
か
っ
た
で
す
ね
。

参
加
さ
れ
た

保
護
者
の
声

　
平
年
よ
り
少
し
早
い
梅
雨
入
り
を

迎
え
た
六
月
七
日（
土
）、豊
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
五
百
名
近
い
保
護
者
の
方
々
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
午
前
十
時
、檀
上
の
北
川
薫

学
長
が
、「
中
京
大
学
の
成
り
立
ち
と

現
状
」と
し
て
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
ご

挨
拶
。
大
学
の
あ
ゆ
み
、長
期
計
画

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
T
10
」を
柱
と
す
る
新
た
な
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
公
務

員
試
験
や
教
員
採
用
試
験
の
合
格
者
数

保
護
者
と
の
思
い
を
一
つ
に
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

が
順
調
に
伸
び
て
い
る
、と
の
お
話
に
は
、

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　
各
学
部
懇
談
会
で
は
、専
門
分
野
の

学
び
や
単
位
の
取
り
方
、奨
学
金
な
ど

に
つい
て
、き
め
細
か
く
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行

わ
れ
ま
し
た
。昼
食
時
に
は
教
員
と
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

気
兼
ね
な
く
会
話
で
き
た
よ
う
で
す
。

　
午
後
は「
学
業
」「
学
生
生
活
」「
留
学
」

「
就
職
」「
公
務
員
対
策
」に
分
か
れ
て
個

別
相
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、ひっ
き

り
な
し
に
人
が
訪
れ
、お
子
様
への
思
い
の

丈
が
感
じ
ら
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

・「教育推進センター」設置構想
・新たなFD活動の可能性の模索

など

大学での授業計画書である「シラバス」に
は、何を学び、どんなことが身につく授業か、あ
るいは使用する教科書や教材、参考文献な
どが掲載されています。シラバスを活用し、大
学での学びを有意義なものにできるよう、FD
委員会で各科目のシラバスを数年かけて点
検し、書式も統一しました。大学ホームページ
で見ることができ、授業を履修する上でのアド
バイスや学習課題もチェックできます。バイスや学習課題もチェックできます。

FD委員会

FD活動推進部会
・授業改善のための
  アンケートの見直し・工夫
・シラバスの改善
・公開授業の推進

FD活動開発部会

F D は 大 学 すべての 者 の（ 幸 せ ）のため

For Doing our best !

う
し
た
活
動
に
、保
護
者
の
皆
様
に
は
、

今
の
大
学
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
お
感
じ
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
毎
年
、入
学
式
や
教
育
懇
談
会
で
配
布
し
て
い

る「
Ｆ
Ｄ
ニュ
ー
ス
」は
、こ
う
し
た
Ｆ
Ｄ
活
動
の
取
り

組
み
や
内
容
を
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。今
の
大
学

の
状
況
や
教
育
内
容
に
関
す
る
こ
と
、大
学
が
目
指

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、保

護
者
の
皆
様
に
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
、中
京
大
学

が
よ
り
良
い
学
び
の
た
め
に
、ど
ん
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

そ
れ
を
何
ら
か
の
機
会
に
親
子
の
会
話
に
交
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

　
最
近
の
学
生
は
、出
席
率
も
高
く
、遅
刻
者
も
割

合
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。レ
ポ
ー
ト
の
提
出
率

も
い
い
で
す
。Ｆ
Ｄ
の
成
果
で
あ
れ
ば
有
難
い
こ
と
で

す
が
、ど
う
や
ら
若
者
の
一
般
的
気
質
の
変
化
に
よ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。平
均
点
に

は
達
す
る
け
れ
ど
、そ
れ
以
上
に
個
性
あ
る
答
案

を
書
く
よ
う
な
、意
欲
的
な
部
分
で
少
し
物
足
り

な
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
高
校
ま
で
は「
学
び
習
う
」と
い
う
意
味
で
の

「
学
習
」で
し
た
。し
か
し
大
学
で
は
、「
学
び
修
め

る
」と
書
く「
学
修
」な
ん
で
す
ね
。「
学
習
か
ら
学

修
へ
」、用
意
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
こ
な
す
だ
け

で
な
く
、ぜ
ひ
自
立
的
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
学
ん
で
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
引
き
出
す
の
が
今
の
大

学
教
員
の
役
目
で
あ
り
、一
人
ひ
と
り
の
力
量
が
問

わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　「
難
し
過
ぎ
る
」「
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
」な

ど
、学
生
の
評
価
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、教
育
レ
ベ

ル
が
下
が
って
し
ま
って
は
本
末
転
倒
で
す
。教
育
の

質
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、ぜ
ひ
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
自
由
に
、意
欲
的
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸
収
し

て
欲
し
い
と
い
う
の
が
切
な
る
願
い
で
す
。

　
究
極
の
目
標
は
、「
Ｆ
Ｄ
活
動
」と
い
う
用
語
が
な

く
な
る
こ
と
で
す
。中
京
大
学
で
教
員
、職
員
、学

生
に
よって
、自
然
に
良
い
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る

状
態
に
な
って
い
る
こ
と
が
理
想
で
す
ね
。

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的
解消し、FDをより強化に進めるための「大学教育推進センター（仮称）」の設置が検討され
ています。

大人数、少人数教育それぞれに、効果的な
授業方法があり、より良い伝え方があります。
そこで教員同士が授業を見せあい、とりわけ
学生アンケートでも評価の高い授業方法を
学びあうことで、個 の々授業改善に結びつけ
ることができるよう、本学では原則「すべての
授業を公開」しています。日頃の研究成果を
確実に学生に伝え、学習効果の上がるノウ
ハウを全学的に共有できる仕組みです。

1人の教員につき、担当する1科目について、
年2回、授業アンケートを実施しています。学
生のアンケートに対する負担を減らすため、質
問を7項目程度に絞りこみ、その結果を教職
員へフィードバック。授業についての学生の
満足度を把握し、教員自身のイメージとの
ギャップを認識した上で、今後の授業方法
やカリキュラム、教育環境などの改善につな
げるための意識の共有を目的としています。

こ

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的

中京大学FD活動スローガン

・教職員と学生FDスタッフによる協働活動
・TA（Teaching Assistant）・
 SA（Student Assistant）の活動支援
・図書館等利用の促進

FD活動協働部会

・FDニュースの発行
・FD活動の広報

下部組織（FDニュース編集局）

などなど

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

　
さ
て「
資
格
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
名
称
で

す
が
、メ
イ
ン
は
公
務
員
試
験
の
サ
ポ
ー

ト
で
す
。今
年
度
、国
家
公
務
員（
総
合

職
）試
験
で
は
合
格
者
が
十
名（
人
事
院

公
表
値
）に
達
し
ま
し
た
。や
っ
と
合
格

ま
で
の
道
筋
を
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
環
境

が
整
った
か
な
、と
思
って
い
ま
す
。

　一
方
、民
間
企
業
で
は
採
用
に
直
結
す

る
よ
う
な
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、Ｆ
Ｐ

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・プ
ラ
ン
ナ
ー
）の
頂
点

「
Ｃ
Ｆ
Ｐ
」は
例
外
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

銀
行
で
も
支
店
長
ク
ラ
ス
が
目
指
す
国

際
資
格
だ
け
に
、金
融
機
関
への
就
職
を

目
指
す
人
に
は
お
薦
め
で
す
。

　
ま
た「
通
関
士
」は
貿
易
に
関
す
る
資

格
で
す
の
で
、幅
広
い
業
界
の
仕
事
に
役

立
つ
知
識
が
得
ら
れ
ま
す
。こ
の
他
、社
会

人
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
磨
く
講
座
も
あ
り

ま
す
の
で
、ま
ず
は
目
標
を
見
定
め
、そ
の

上
で
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
、大
学
へ
入
っ
た
の
だ
か
ら
資
格

の
一
つ
ぐ
ら
い
、と
お
考
え
の
保
護
者
の

方
は
多
く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。確

か
に
保
護
者
の
方
々
の
時
代
は
、先
生
に

な
ら
な
く
て
も
、教
員
免
許
ぐ
ら
い
取
っ

て
当
た
り
前
と
い
う
認
識
で
し
た
。し
か

し
今
や
採
用
企
業
の
多
く
が「
人
物
重

視
」「
学
歴
不
問
」を
掲
げ
て
人
材
を
選

ぶ
時
代
。コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
な
ど
、

人
物
重
視
の
高
い
ス
キ
ル
が
要
求
さ
れ

ま
す
。そ
れ
に
は
四
年
間
と
い
う
限
り

あ
る
時
間
を
ど
う
過
ご
す
の
か
。部
活

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ア
ル
バ
イ
ト
、や
る
べ
き

こ
と
は
沢
山
あ
る
で
し
ょ
う
。資
格
取
得

を
や
み
く
も
に
勧
め
る
の
で
な
く
、お
子

様
の
進
路
に
必
要
で
あ
る
か
、否
か
。そ

こ
を
見
極
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

資格センター

資格センター　津谷 圭一 部長

か
げ
か
え
の
な
い
学
生
時
代
、

何
を
学
び
、何
を
磨
く
の
か
。

明
確
な
目
標
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
、

目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
。

資格対策講座 合格者

社会人基礎力養成から
難関試験までサポート

速報！ 2014年度10名合格!（人事院公表値） 国 家 公 務 員 総 合 職 合 格 者 の 皆 さ ん（判明分9名）

市川 拳次さん
法学部法律学科（4年）

1年生の頃から培った
勉強を続ける習慣が
合格の一番の武器に。

小栗 崇明さん
法学部法律学科（4年）

合格者の先輩から
アドバイスをいただき
参考になりました。

鈴木 理恵さん
心理学部心理学科（4年）

周囲の温かい支えに
助けられ、励まされて
ついにゴールへ。

夏目 真暢さん
心理学部心理学科（4年）

東大生や京大生と
互角に戦い、
大きな自信を獲得。

後藤 翔一さん
法学部法律学科（4年）

競争意識を持ちつつ、
ともに刺激し合える
仲間の存在が励みに。

佐藤 宏紀さん
法学部法律学科（4年）

中京大生の実力なら
合格できるはず。
諦めず前進あるのみ！

濱條 由莉さん
経済学部経済学科（4年）

目標をしっかり持つ。
あとは努力次第で、
なんとかなる！

鶸田 英之さん
法学部法律学科（4年）

コツコツ勉強するのが
苦手でも合格できた。
すべて大学のおかげ。

熊澤 沙紀さん
法学部法律学科（4年）

自分の殻にこもらず
ポジティブに、
何事にも意欲的に。

※国家総合職及び国家一般職の合格者数は人事院公表値

■主要公務員試験合格者数

国家総合職
国家一般職

2011年度種類 2012年度 2013年度

国税専門官
裁判所一般職

地方上級
（内訳）

財務専門官
労働基準監督官
法務省専門職

合計

2名
33名
45名
10名
59名

愛知県
名古屋市
静岡県
その他

23名
6名
3名
27名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

26名
8名
3名
3名
24名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

28名
10名
7名
4名
18名

ー
ー
ー

149名

5名
50名
40名
7名
67名

3名
1名
ー

173名

8名
17名
34名
8名
64名

ー
ー
1名

132名

■国家資格試験合格者数

宅地建物取引主任者
総合・国内旅行業務取扱管理者
通関士
2級FP技能士（AFP）
1級FP技能士
基本情報技術者

過去3年（2011～2013年度計）種別
663名
74名
18名
607名
23名
19名

幅広い資格取得を手厚くサポートしています

富樫 香央理さん経営学部
経営学科（4年）

徐々に勉強にの
めり込んでいき、
2度目の受験で、
晴れて合格！

柴田 一慶さん経営学部
経営学科（4年）

難関資格に合格
できたことが
大きな自信に
つながりました。

資格
センター

　宅建、行政書士の資
格取得を目標に掲げ、
1年生から法律関連の知
識を学ぶなかで、徐々に
勉強の習慣が身について
いったのが合格の一番の
理由だと思います。合格
後の官庁訪問では、東大
や京大などの有名大学の
学生たちと一緒に。自分
も同じ立場だと思うと、大
きな自信になりました。

　資格センターでは、合
格を勝ち取った1学年上
の先輩と話す機会を設け
ていただけたのが良かっ
たです。モチベーションの
保ち方、具体的な勉強法
についてアドバイスをいた
だいたうえ、「つらい時期
だけど頑張りなよ」と温か
い励ましの言葉もかけて
もらい、勉強への意欲が
改めて湧きました。

　勉強する科目も多いで
すし、心の余裕を失わな
いようポジティブな気持ち
で取り組むことが大切。そ
れでも不安になった時、
いつも味方になり自信を
与えてくれたのが、資格
センターの方々でした。ま
た講座の先生や先輩方
の声はモチベーション
アップに役立ちます。よう
は何を吸収すべきか、勉
強が全てではありません。

　国家総合職は難関で
すが、卒業することが大
前提。学部の勉強も疎か
にはできません。そこで片
道2時間弱の通学時間
を講座の復習にあて、授
業との両立を図りました。
　個別の自習スペース
「弘道塾」では、仲間と競
争意識を持ちながらも、
一緒に勉強に励むことが
でき、合格の決め手に
なったかなと思います。

　法務省に内定した先
輩に触発され、自分もこ
の国を支える力になりた
いと奮起。無理だ、という
親の反対を押し切っての
挑戦でしたので、アルバイ
トで資金を稼ぎながら、効
率よく勉強できるよう工
夫して乗り切りました。
　中京大生はもっと自信
を持つべきだし、公務員
に強いという伝統を僕も
築いていきたいですね。

　私は経済学部ですの
で、得意な「経済区分」で
の合格。勉強も宅建でな
く、論文や面接対策など
を行う「準備講座」から始
めたことで、難しい法律の
勉強にもスムーズに入っ
ていけたと思います。
　学部では2年、3年次
の成績が認められ教育
奨励賞も受賞。目標を強
く持ち続けることで、一人
暮らしでも頑張れました。

　入学後のガイダンスで、
中京大学には公務員へ
の道が用意されていると
知り、自分はなんてラッ
キーだろうと思いましたね。
　地道に勉強を重ねる
のが苦手なタイプ。です
から1年生で宅建、2年生
で行政書士とステップを
踏みながら学べたこと、し
かも手厚いサポートを受
けられて、改めて運が良
かったと思っています。

　霞が関の訪問セミナー
など、資格講座を通して1
年次から総合職という高
い目標を与えて貰えたこ
とに感謝しています。
　2週間の官庁訪問は、
この3年半の勉強が霞ん
でしまうぐらいハードなも
のでした。ですが最終クー
ルまで残り、東大生や京
大生と肩を並べて戦えた
のは、大きな自信になりま
したし収穫でしたね。

　歴史の暗記など、教養
科目の勉強が大変でした
が、その分、得意な数的
処理の勉強に力を注い
で苦手なところをカバー。
資格センターのサポート
にも助けられながら、官庁
訪問も終え、内々定を獲
得できたところです。
　もう一つ、放任主義の
親ですが、いろいろな面
で私を支えてくれたことに
改めて感謝しています。

高校時代の留学を機に貿易の仕事
に興味を持っていたため、入学後に通
関士の存在を知り、やりがいがありそう
だと感じて取得を決意。1度目の試験
では不合格でしたが、徐々に通関士
の勉強が面白くなり、2度目の挑戦で
合格を手にしました。

※CFP®
合格

通関士
合格

入学前から金融に強い関心があった
ため、全国の大学で唯一のCFP講座
があると知り、説明を聞きに行ったの
が取得のきっかけでした。難関資格に
合格したことで就活にも自信を持って
臨むことができ、第一志望の銀行から
内定をいただきました。
※Certified Financial Planner®。 
　2級FP（AFP）の上位資格。

2 014年度  教育奨励賞受賞者

2 013年度  中京大学教育後援会 決算報告書

項目
前期繰越金
会　費
受取利息
預金（振込手数料）
その他収入
戻入金

教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
学術・スポーツ活動奨励寄付金
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
次期繰越金

82,419,741
188,550,000

36,454
4,025
52,500
19,580

35,278,943
4,302,900
5,604,822
6,500,000
580,000

22,052,562
915,365
2,190,094
150,545
1,000,000
82,841,200
30,000,000
79,665,869

予算額 項目 予算額

合計 合計

収入 支出

￥271,082,300 ￥271,082,300

授与学生数及び奨励金額

情報理工

工

スポーツ科

情報システム工
情報メディア工
機械情報工
機械システム工
電気電子工
情報工
メディア工

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年２名以内

スポーツ教育
競技スポーツ科

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内

スポーツ健康科 成績上位者各学年３名以内

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

学部 学科 授与学生数 奨励金額

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

日本文
言語表現
国際英語
英米文化
国際教養
心理
現代社会
法律
総合政策

学部 学科 授与学生数 奨励金額

文

国際英語

国際教養
心理
現代社会
法
総合政策

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内経済経済
成績上位者各学年５名以内経営経営

項目
前期繰越金
会　費
受取利息

予算額 予算額項目
教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
入学辞退者等会費返金費
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
中京大学６０周年記念事業補助金
次期繰越金

33,000,000
5,000,000
7,000,000
8,000,000
1,000,000
30,000,000
3,000,000
2,000,000
1,000,000
200,000

45,000,000
45,000,000
1,000,000
88,565,869

￥269,765,869合計 ￥269,765,869合計

収入 支出

2 014年度  中京大学教育後援会 予算書

79,665,869
190,000,000
100,000

①1・2年次の基準は、年間修得単位数40単位以上とする。 ②3年次の基準は、総修得単位数120単位以上とする。 ③GPA（Grade Point Average）を使用し、各学科10位までを教育奨励賞候補者として選出する。

第14 回
2014年

6月19日（木）
開 催

文学部 ・ 心理学部法学部 ・ 経済学部

国際英語学部 ・ 国際教養学部 ・ 経営学部総合政策学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

評定Sの単位数×4※GPAの算出式 ＋ ＋ ＋ ÷評定Aの単位数×3 評定Bの単位数×2 評定Cの単位数×1 修得単位数

文
学
部

国
際
英
語
学
部

日
本
文
学
科

言
語
表
現
学
科

国
際
英
語
学
科

国
際
教
養

学
部

国
際
教
養

学
科

英
米
文
化
学
科

4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3

水谷　優花
高橋　真弥
栢原　真美
佐竹　あゆ美
寺澤　沙羅
大河内　志帆
別府　祐希
小黒　祐実
櫻井　舞
土谷　恵理
神谷　有紗
安部　千菜美
小松　紗織
藤井　美咲
高藤　咲希
金原　祐子
前野　紘子
可知　秋代
山下　明里
長谷川　友里
木村　英里名
小川　向日葵
夏目　和加子
長崎　笑子
太田　燎
青木　香澄
金沢　京佳
河合　真奈光
浅倉　悠美
鈴木　美有
尾関　優希
前田　彩乃
日比　千愛美
高杉　美和
西川　眞帆
宮地　優奈
エグエズ・チュタ・ガリルイス
長谷川　愛
加藤　雅隆
酒井　未紗

心
理
学
部

心
理
学
科

現
代
社
会
学
部

現
代
社
会
学
科

法
学
部

法
律
学
科

3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
4

中垣内　優希
廣田　聡美
遠藤　杏菜
小川　翔子
中村　公美
川田　奈於
笠井　美乃里
青木　奈未
池田　葵
大谷　礼子
道脇　菜々穂
桑山　友里
加納　理恵子
遠山　素乃子
深田　菜美子
安田　由真
加藤　史菜
梅村　裕多香
新井　佑実
石川　果穂
青木　耀平
諸江　音美
北沢　歩実
高塚　博子
内山　友梨
木村　結香
波多野　香織
浅井　涼太
八田　莉衣
天野　由鳥
漆間　茜
長谷川　詠美
石山　香穂
河瀬　留彩
岩月　彩
福沢　仁
望月　晴加
後藤　翔一
西沢　美紀
山田　江里子

総
合
政
策
学
部

総
合
政
策
学
科

経
済
学
部

経
済
学
科

4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2

張田　雄暉
後藤　菜月
橋本　健太郎
安田　大輝
大橋　真央
加藤　優里
石川　愛望
大橋　慶甫
柳沼　若南
栃原　奈央子
小久保　実紀
伊藤　美有
辻村　真里奈
長瀬　実希
神谷　明里
武藤　春香
上倉　昇悟
青木　理沙
落合　真子
川合　良延
浅沼　夏奈
葛谷　知美
小山田　藍
宮部　洋輝
山崎　友菜
原　あい
上田　光輪子
宮地　梨衣
濱條　由莉
竹居　直樹
鈴木　諒佑
春日井　志菜
河村　春菜
新中　大地
藤本　雅也
野元　友美子
幸來　貴人
大角　輝
飯田　朱莉
安藤　智哉

情
報
理
工
学
部

工
学
部

2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
2
2
2
2
2

堺　啓太
吉田　隆宏
川　雄太
細井　飛聡
丹羽　絢音
伊佐治　佳苗
山口　明音
小高　あず沙
小島　潤也
大野　由賀
八木　瑛理香
田中　絵里
今村　みなみ
石橋　優希
清水　梨加
岡野　浩寿
成瀬　千春
金粕　慎平
林　広幸
舘　亜里紗
松本　健一
江口　準啓
森本　一輝
磯部　光佑
伊藤　琴美
竹内　義宜
メイ　ズイ
立山　蓮
山本　崇喜
佐々木　康輔
兼松　裕一
伊藤　里英
熊崎　陽介
松田　博樹
間瀬　基之
飯塚　正樹
真川　智也
大塚　慧介
永井　宏樹
貝沼　雄太

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

機
械
シ
ス
テ
ム

工
学
科

電
気
電
子
工
学
科

情
報

工
学
科
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

情
報
シ
ス
テ
ム

工
学
科

経
営
学
部

経
営
学
科

情
報
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

機
械
情
報

工
学
科

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科

2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2

河津　直樹
伊藤　貴洋
松本　弦篤
菊地　慎之介
大隅　純子
松本　あすか
道脇　大斗
佐久間　綾香
角田　和繁
河野　真理果
石川　聡珠
平子　大喜
加藤　咲希
澤　理沙
岡田　美久
近藤　さき
佐藤　裕也
山田　瑞輝
佐野　円香
杉山　凌
池野　恵理子
佐々木　一憲
清水　陽平
長谷　瑞希
本多　史奈
高橋　健太
若月　翼
石原　康平
平手　佑佳
村上　宏樹
山口　恭平
米野　真由
川口　拓也
落海　なえ
湖東　祐貴
高塚　裕子
次良丸　あずさ
光岡　正太郎
彦坂　幹斗

教育奨励賞

教育奨励賞授与式
　
毎
年
、中
京
大
学
教
育
後
援
会
が
学
生
の
修
学
意
欲

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
って
い
る
、「
教
育
奨
励

賞
」の
授
与
式
が
六
月
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
学
年
別
に
、そ
れ
ぞ
れ
修
得
し
た
科
目
の
成
績

上
位
者
二
〜
五
名
を
表
彰
す
る
も
の
で
、今
年
は
二
年
生

か
ら
四
年
生
の
学
生
百
九
十
九
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
度
の
授
与
式
は
、学
部
配
置
に
合
わ
せ
て

名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パス
で
同
時
開
催
さ
れ
、会
場
と

な
っ
た
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
、八
一
二
教
室
に
は
ス
ー
ツ
に
身
を

包
み
、凛
々
し
い
表
情
の
学
生
た
ち
が
集
結
し
ま
し
た
。

　
午
後
五
時
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
会
場
で
は
、杉
野
邦
廣

教
育
後
援
会
長
の
ご
挨
拶
か
ら
授
与
式
が
ス
タ
ー
ト
。

　「
年
々
、中
京
大
学
の
学
力
が
向
上
す
る
な
か
で
、と
く

に
成
績
優
秀
な
皆
さ
ん
は
本
学
を
代
表
す
る
方
々
で
あ

り
、日
本
の
将
来
を
担
う
方
々
で
も
あ
り
ま
す
。い
つ
か

世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

い
ま
世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
が
起
こ
り
、信
じ
ら

れ
な
い
事
件
、異
常
気
象
な
ど
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
激
変
し
て
い
ま
す
が
、自
分
の
進
む
べ
き
道
を
め
ざ

し
、今
後
も
精
進
し
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
会
場
で
は
、北
川
薫
学
長
が

「
保
護
者
の
方
々
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
奨
励
金
を
ど
う

使
う
か
、そ
こ
は
知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら

先
の
長
い
人
生
の
転
機
に
な
る
よ
う
な
使
い
道
も
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、若
い
知
恵
を
絞
って
欲
し
い
」と

ご
挨
拶
。学
生
た
ち
の
顔
が
ぐ
っ
と
引
き
締
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、学
部
学
科
単
位
で
全
員
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
、

各
学
科
の
代
表
者
に
賞
状
と
奨
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。今
日
の
日
を
誇
り
に
、そ
し
て
今
後
の
励
み
に
、さ
ら

な
る
努
力
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

会員のご子女の中から、学業成績の優秀な学生に奨励金を贈って表彰すること
により、修学意欲の高揚を目的とする制度です。

名古屋キャンパス
NAGOYA CAMPUS

豊田キャンパス
TOYOTA CAMPUS

スポーツ科学部現代社会学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

年2回、約200名の文化会員が集まり、交流や会議を行う「リーダーズキャンプ」は
執行部主催の大きなイベント。2泊3日の全日程を仕切る。

舟橋 大裕さん
心理学部心理学科（4年）

熱き志を胸に文化会を牽引する、執行部第60代幹事長。

輝く
中京大生

洞庭 誠治さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

1年生から体育会幹事会に所属。現在、第58代体育会幹事会
幹事長。

輝く
中京大生

　1年生で司会放送部に入り、文化会の一員として過ごしてきまし
たが、2年生の秋、「マジメそうな奴がいる」と先輩の目に留まり、
声を掛けられたのが執行部に入ったきっかけです。
　初年度は総務局長を務め、先輩の推薦で幹事長を引き受ける
ことに。しかしそのプレッシャーたるや、外から見ていたのとでは大
違いでした。そもそも正規の部活動を行っているか、部室が不正
に使用されていないかなど、所属団体の活動を管理し、円滑な活
動をサポートするのが執行部の役割。中には予算の審議も含まれ
ており、団体の活動内容によっては予算ゼロ、という最終決定を
幹事長の僕が下さなければならないこともあります。判断を誤れば、
文化会だけでなく、所属する800人近くの学生に負担を強いてしま
うことを考えると、胃の痛くなる思いでした。
　でも、後輩たちが可愛いんですよね。彼らの部活が存続し、今の
1年生が卒業するまで好きな活動ができるよう、正すべきところは正
しておきたい。文化系ではありますが、僕がしっかり先頭を突っ
走っていかないと、皆もきっと熱くなれないですから。
　大学と学生をつなぐ架け橋として仕事をこなしてきたことで、双
方向の視点を持てるようになりました。まずは相手の気持ちを慮る、
そんなところから新たな視点が芽生えるように思います。次の幹事
長には、そんな考えも一緒にバトンタッチしたいですね。

後輩を思いやる熱い気持ちを原動力に、
文化会の先頭で走りつづける。

　体育会幹事会に入ったのは、部活で「幹事会に入ってほしい」
と言われたから。皆、そうだと思いますが、好きな部活動だけに専念
していたいじゃないですか。仕事もよくわからないし、正直、最初は
嫌々、参加していました。
　そのうちリーダーズキャンプやスポーツ功労賞祝賀会の企画運
営、体育会誌の編集発行と、幹事会の役割がわかるようになっ
て、この組織の面白さに気づきました。
　とくに幹事会の場合、スポーツ振興室と一緒に仕事をする機会
も多く、職員の方々と触れ合うなかで教えられること、学ぶことが本
当にたくさんあるんですね。アメフトや陸上、水泳選手…元アス
リートとして日本を背負った方もいらっしゃいますし、掛けていただ
いた言葉の一つひとつ、どれも宝物のように感じられて全部ノート
に書き留めています。
　とはいえ、僕たち幹事会の方からも声を出していかなくちゃいけ
ない。先日、名古屋キャンパスで開催した「応援プロジェクト」は、
スポーツ振興室に僕らが積極的にアイデアを提案しながらカタチ
にしていったものです。もともと名古屋キャンパスの学生にも体育
会の選手を応援してもらおうと企画したイベントですが、学生を
一つにまとめられるのは、学生の勢いだと思うんですよね。まだまだ
幹事会にしかできないこともあるでしょうし、次の世代のお手本に
なれるよう、もっと情熱を注いでいきたいと思います。

部活動にはない出会いと学びのなかで、
気づいた幹事会の意義。

名古屋キャンパスに学生アスリートが集結した「応援プロジェクト」。洞庭君も裏方を
務めながらステージに登場し、会場を熱く盛り上げた。

就
職
活
動
を
意
識
し
て
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
？

青
木　
私
は
三
年
生
の
春
学
期
で
す
。初
め
て
の

就
職
説
明
会
後
、の
ん
び
り
構
え
て
い
た
ら
、ま
わ

り
の
皆
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
意
欲
的
で
。置
い

て
い
か
れ
な
い
よ
う
、軽
い
気
持
ち
で
一
日
だ
け
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ

だ
！
」と
い
う
会
社
に
め
ぐ
り
逢
え
た
ん
で
す
。偶

然
で
す
が
、縁
あ
って
そ
の
会
社
か
ら
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

野
添
　
僕
は
こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
一
筋
。卒
業
後
も

プ
ロ
の
道
へ
進
む
べ
き
か
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
悩
ん
で
い
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
エ
ン
ト
リ
ー
、

保
護
者
の
方
々
に
は
ど
れ
も

耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
や
就
職
戦
線
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

か
つ
て
の「
就
活
」か
ら
は
、

想
像
も
つ
か
な
い
苦
労
を
乗
り
越
え
、

学
生
は
道
を
切
り
拓
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
か
。

卒
業
生
、内
定
者
の
皆
さ
ん
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
と
も
あ
って
、就
活
を
始
め
た
の
が
三
年
生
の
十

二
月
。や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
ず
、業
種
も
絞
れ

な
い
。四
十
年
、五
十
年
と
働
く
の
に
、そ
れ
を
こ
の

短
期
間
で
決
め
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、た
だ
あ
せ
る
ば

か
り
で…

。結
果
的
に
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、

行
き
た
い
会
社
に
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
に
は
早
め
の
ス
タ
ー
ト
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

目
指
す
業
界
を
ど
う
絞
り
こ
み
ま
し
た
か
？

山
田
　
も
と
も
と
ホ
テ
ル
マ
ン
を
目
指
し
て
、一
年

生
の
頃
か
ら
大
手
外
資
系
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
き
ま
し
た
が
、長
い
目
で
考
え
れ
ば
、女
性

積水ハウス（株）、大成建設（株）、大和ハウス工業（株）、日本ハム（株）、森永製菓（株）、アサヒ飲料（株）、日本たばこ産業（株）、
アイカ工業（株）、タカラスタンダード（株）、クリナップ（株）、大王製紙（株）、小林クリエイト（株）、大日本印刷（株）、新日本法規出版（株）、

笹徳印刷（株）、武田薬品工業（株）、エーザイ（株）、協和発酵キリン（株）、三ツ星ベルト（株）、ＴＯＴＯ（株）、ビューテック（株）、中央可鍛工業（株）、三協立山（株）、ＹＫＫＡＰ（株）、
日本ヒューレット・パッカード（株）、（株）マキタ、オーエスジー（株）、豊和工業（株）、富士通（株）、（株）デンソー、住友電装（株）、トヨタ自動車（株）、スズキ（株）、本田技研工業（株）、
（株）メニコン、日進医療器（株）、（株）スズケン、（株）大塚商会、岡谷鋼機（株）、（株）カナデン、（株）オリバー、宮吉硝子（株）、（株）コメリ、（株）セブン－イレブン・ジャパン、（株）ファ
ミリーマート、青山商事（株）、（株）バロー、（株）アルペン、（株）ゆうちょ銀行、（株）三菱東京ＵＦＪ銀行、（株）三井住友銀行、三菱ＵＦＪニコス（株）、（株）セディナ、岐阜信金、みずほ
証券（株）、ＳＭＢＣフレンド証券（株）、ＳＭＢＣ日興証券（株）、日本生命保険（相）、（株）かんぽ生命保険、明治安田生命保険（相）、（株）大和証券グループ本社、ソフトバンク（株）、
三菱UFJモルガン・スタンレー証券（株）、三井不動産リアルティ（株）、三交不動産（株）、住友不動産販売（株）、東日本旅客鉄道（株）、西日本旅客鉄道（株）、近畿日本鉄道（株）、
全日本空輸（株）、日本航空（株）、（株）住友倉庫、日本トランスシティ（株）、近畿日本ツーリスト（株）、（株）近鉄エクスプレス、（株）エイチ・アイ・エス、（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ、西日
本電信電話（株）、日本郵便（株）、（株）ジェイアール東海ホテルズ、ワタキューセイモア（株）、中部日本放送（株）、ＴＩＳ（株）、（株）インテック、NECソリューションイノベータ（株）、
楽天（株）、綜合警備保障（株）、（株）ミキハウス、（株）日立システムズ、ＣＤＳ（株）、法務省、岡崎市役所、京都府警察本部、豊田市役所、半田市役所、豊橋市役所 など 

内定速報（2014年7月末現在）

キャリア
センター

どこまでも意欲的な学生の
想いに応える

　
今
年
度
は
採
用
状
況
も
非
常
に
良

く
、就
職
率
は
昨
年
度
の
八
二・一
％（
全

国
平
均
六
七・五
％
）を
大
き
く
上
回
る

勢
い
で
伸
び
て
い
ま
す
。会
社
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、企
業
が
い
よ
い
よ
本
気

で
人
材
獲
得
に
取
り
組
み
始
め
た
。エン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
し
っ
か
り
読
み
、学
生

を
絞
り
こ
ん
だ
上
で
面
接
を
三
度
、四

度
と
重
ね
な
が
ら
、「
グ
ロ
ー
バル
人
材
」

「
人
物
重
視
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
生
を

見
極
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
観
点
と
し
て
は
、将
来
性・人
的
対

応
能
力・社
会
人
基
礎
力
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る
人

を
採
用
し
、自
分
た
ち
の
手
で
育
て
て
い

く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
と
思
い
ま
す
。

キャリアセンター　飯田　晃 部長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、

新
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
。

答
え
を
見
つ
け
る
ま
で

ま
っ
す
ぐ
な
目
で

自
分
と
向
き
あ
った
日
々
。

早
期
対
応
で
万
全
の
準
備
を

　
二
〇
一
六
年
卒
業
予
定
者
か
ら
就
活

ス
ケ
ジ
ュー
ル
が
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
に
な

り
ま
す
。企
業
の
選
考
期
間
も
大
幅
に

短
縮
化
さ
れ
、大
手
も
中
堅
企
業
も
入

り
乱
れ
て
の
短
期
決
戦
に
な
る
。試
験

日
が
重
な
る
企
業
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
反
面
、準
備
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
で
企
業
や
業
界
研
究
に
時
間
を
か

け
ら
れ
ま
す
し
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
企
業
に

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
べ
く
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は「
個
」の
対
応
を
重
視
し
、万

全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
早

め
の
活
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

企
業
の
採
用
活
動

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

企業の採用活動とキャリアセンターのサポート（予定）

4月 5月 6月 7月 8月 9月
3年生 4年生
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●プレエントリー受付スタート（主要就職サイトグランドオープン）

●学部別就職ガイダンス（春）
●インターンシップガイダンス
●就職プレサイト活用ガイダンス

SPI模擬試験（Web受検）

就活対策講座
（身だしなみ・マナー対策／自己PR・志望動機対策／業界・企業研究）

●企業・官公庁セミナー ※ブース形式の合同企業説明会

学内企業セミナー
（随時）

※上記の他、就職活動やインターンシップ、その他進路に関する個別相談を毎日（月～金）受け付けています。

会社説明会
書類選考（エントリーシート・履歴書）
学力・適性検査（筆記・パソコン）

グループディスカッション・面接
内定

●学部別就職ガイダンス（秋）

いつでも学べる就活対策セミナー

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）自己PR対策／志望動機対策
グループディスカッション対策／面接対策

業界・職種研究会 ※教室での業界説明会
（企業・官公庁編／内定者編／OB・OG編）

が
日
常
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
厳
し
い
業
界
。そ
こ
で
自
己

分
析
を
や
り
直
し
て
み
る
と
、困
っ
た
人
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
想
い
に
気

が
つ
い
て
、女
性
が
長
く
、第
一
線
で
活
躍
で
き
る

保
険
業
界
に
軌
道
修
正
し
た
ん
で
す
。

浅
井
　
僕
は
学
生
時
代
、ソ
フ
ト
テ
ニス
部
に
専
念

し
て
い
た
の
で
、正
直
就
活
への
取
り
掛
り
は
遅
か
っ

た
で
す
。リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
厳
し
い
時
代
で
し

た
の
で
、業
界
を
絞
り
込
む
勇
気
も
な
く
、と
に
か

く
多
く
の
企
業
に
ト
ラ
イ
し
、ど
こ
か
で
内
定
を

頂
け
れ
ば
いい
か
な
と
最
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

写真右上から

写真左上から

青木 奈未さん（心理学科4年・内定先／株式会社ジェイアール東海髙島屋）
長尾 直さん（豊田キャリアセンター課長）
浅井 亮二さん（2009年度健康科学科卒・株式会社竹中工務店勤務）
浅井 芳樹さん（名古屋キャリアセンター課長）
山田 千裕さん（2007年度心理学科卒・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社勤務）
野添 陽太さん（競技スポーツ科学科4年・内定先／武田薬品工業株式会社）

（
以
下
、文
中
の
敬
称
略
）

就活を
きちんと
語ろう！



2 014年度  教育奨励賞受賞者

2 013年度  中京大学教育後援会 決算報告書

項目
前期繰越金
会　費
受取利息
預金（振込手数料）
その他収入
戻入金

教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
学術・スポーツ活動奨励寄付金
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
次期繰越金

82,419,741
188,550,000

36,454
4,025
52,500
19,580

35,278,943
4,302,900
5,604,822
6,500,000
580,000

22,052,562
915,365
2,190,094
150,545
1,000,000
82,841,200
30,000,000
79,665,869

予算額 項目 予算額

合計 合計

収入 支出

￥271,082,300 ￥271,082,300

授与学生数及び奨励金額

情報理工

工

スポーツ科

情報システム工
情報メディア工
機械情報工
機械システム工
電気電子工
情報工
メディア工

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年２名以内

スポーツ教育
競技スポーツ科

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内

スポーツ健康科 成績上位者各学年３名以内

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

学部 学科 授与学生数 奨励金額

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

日本文
言語表現
国際英語
英米文化
国際教養
心理
現代社会
法律
総合政策

学部 学科 授与学生数 奨励金額

文

国際英語

国際教養
心理
現代社会
法
総合政策

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内経済経済
成績上位者各学年５名以内経営経営

項目
前期繰越金
会　費
受取利息

予算額 予算額項目
教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
入学辞退者等会費返金費
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
中京大学６０周年記念事業補助金
次期繰越金

33,000,000
5,000,000
7,000,000
8,000,000
1,000,000
30,000,000
3,000,000
2,000,000
1,000,000
200,000

45,000,000
45,000,000
1,000,000
88,565,869

￥269,765,869合計 ￥269,765,869合計

収入 支出

2 014年度  中京大学教育後援会 予算書

79,665,869
190,000,000
100,000

①1・2年次の基準は、年間修得単位数40単位以上とする。 ②3年次の基準は、総修得単位数120単位以上とする。 ③GPA（Grade Point Average）を使用し、各学科10位までを教育奨励賞候補者として選出する。

第14 回
2014年

6月19日（木）
開 催

文学部 ・ 心理学部法学部 ・ 経済学部

国際英語学部 ・ 国際教養学部 ・ 経営学部総合政策学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

評定Sの単位数×4※GPAの算出式 ＋ ＋ ＋ ÷評定Aの単位数×3 評定Bの単位数×2 評定Cの単位数×1 修得単位数

文
学
部

国
際
英
語
学
部

日
本
文
学
科

言
語
表
現
学
科

国
際
英
語
学
科

国
際
教
養

学
部

国
際
教
養

学
科

英
米
文
化
学
科

4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3

水谷　優花
高橋　真弥
栢原　真美
佐竹　あゆ美
寺澤　沙羅
大河内　志帆
別府　祐希
小黒　祐実
櫻井　舞
土谷　恵理
神谷　有紗
安部　千菜美
小松　紗織
藤井　美咲
高藤　咲希
金原　祐子
前野　紘子
可知　秋代
山下　明里
長谷川　友里
木村　英里名
小川　向日葵
夏目　和加子
長崎　笑子
太田　燎
青木　香澄
金沢　京佳
河合　真奈光
浅倉　悠美
鈴木　美有
尾関　優希
前田　彩乃
日比　千愛美
高杉　美和
西川　眞帆
宮地　優奈
エグエズ・チュタ・ガリルイス
長谷川　愛
加藤　雅隆
酒井　未紗

心
理
学
部

心
理
学
科

現
代
社
会
学
部

現
代
社
会
学
科

法
学
部

法
律
学
科

3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
4

中垣内　優希
廣田　聡美
遠藤　杏菜
小川　翔子
中村　公美
川田　奈於
笠井　美乃里
青木　奈未
池田　葵
大谷　礼子
道脇　菜々穂
桑山　友里
加納　理恵子
遠山　素乃子
深田　菜美子
安田　由真
加藤　史菜
梅村　裕多香
新井　佑実
石川　果穂
青木　耀平
諸江　音美
北沢　歩実
高塚　博子
内山　友梨
木村　結香
波多野　香織
浅井　涼太
八田　莉衣
天野　由鳥
漆間　茜
長谷川　詠美
石山　香穂
河瀬　留彩
岩月　彩
福沢　仁
望月　晴加
後藤　翔一
西沢　美紀
山田　江里子

総
合
政
策
学
部

総
合
政
策
学
科

経
済
学
部

経
済
学
科

4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2

張田　雄暉
後藤　菜月
橋本　健太郎
安田　大輝
大橋　真央
加藤　優里
石川　愛望
大橋　慶甫
柳沼　若南
栃原　奈央子
小久保　実紀
伊藤　美有
辻村　真里奈
長瀬　実希
神谷　明里
武藤　春香
上倉　昇悟
青木　理沙
落合　真子
川合　良延
浅沼　夏奈
葛谷　知美
小山田　藍
宮部　洋輝
山崎　友菜
原　あい
上田　光輪子
宮地　梨衣
濱條　由莉
竹居　直樹
鈴木　諒佑
春日井　志菜
河村　春菜
新中　大地
藤本　雅也
野元　友美子
幸來　貴人
大角　輝
飯田　朱莉
安藤　智哉

情
報
理
工
学
部

工
学
部

2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
2
2
2
2
2

堺　啓太
吉田　隆宏
川　雄太
細井　飛聡
丹羽　絢音
伊佐治　佳苗
山口　明音
小高　あず沙
小島　潤也
大野　由賀
八木　瑛理香
田中　絵里
今村　みなみ
石橋　優希
清水　梨加
岡野　浩寿
成瀬　千春
金粕　慎平
林　広幸
舘　亜里紗
松本　健一
江口　準啓
森本　一輝
磯部　光佑
伊藤　琴美
竹内　義宜
メイ　ズイ
立山　蓮
山本　崇喜
佐々木　康輔
兼松　裕一
伊藤　里英
熊崎　陽介
松田　博樹
間瀬　基之
飯塚　正樹
真川　智也
大塚　慧介
永井　宏樹
貝沼　雄太

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

機
械
シ
ス
テ
ム

工
学
科

電
気
電
子
工
学
科

情
報

工
学
科
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

情
報
シ
ス
テ
ム

工
学
科

経
営
学
部

経
営
学
科

情
報
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

機
械
情
報

工
学
科

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科

2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2

河津　直樹
伊藤　貴洋
松本　弦篤
菊地　慎之介
大隅　純子
松本　あすか
道脇　大斗
佐久間　綾香
角田　和繁
河野　真理果
石川　聡珠
平子　大喜
加藤　咲希
澤　理沙
岡田　美久
近藤　さき
佐藤　裕也
山田　瑞輝
佐野　円香
杉山　凌
池野　恵理子
佐々木　一憲
清水　陽平
長谷　瑞希
本多　史奈
高橋　健太
若月　翼
石原　康平
平手　佑佳
村上　宏樹
山口　恭平
米野　真由
川口　拓也
落海　なえ
湖東　祐貴
高塚　裕子
次良丸　あずさ
光岡　正太郎
彦坂　幹斗

教育奨励賞

教育奨励賞授与式
　
毎
年
、中
京
大
学
教
育
後
援
会
が
学
生
の
修
学
意
欲

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
って
い
る
、「
教
育
奨
励

賞
」の
授
与
式
が
六
月
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
学
年
別
に
、そ
れ
ぞ
れ
修
得
し
た
科
目
の
成
績

上
位
者
二
〜
五
名
を
表
彰
す
る
も
の
で
、今
年
は
二
年
生

か
ら
四
年
生
の
学
生
百
九
十
九
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
度
の
授
与
式
は
、学
部
配
置
に
合
わ
せ
て

名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パス
で
同
時
開
催
さ
れ
、会
場
と

な
っ
た
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
、八
一
二
教
室
に
は
ス
ー
ツ
に
身
を

包
み
、凛
々
し
い
表
情
の
学
生
た
ち
が
集
結
し
ま
し
た
。

　
午
後
五
時
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
会
場
で
は
、杉
野
邦
廣

教
育
後
援
会
長
の
ご
挨
拶
か
ら
授
与
式
が
ス
タ
ー
ト
。

　「
年
々
、中
京
大
学
の
学
力
が
向
上
す
る
な
か
で
、と
く

に
成
績
優
秀
な
皆
さ
ん
は
本
学
を
代
表
す
る
方
々
で
あ

り
、日
本
の
将
来
を
担
う
方
々
で
も
あ
り
ま
す
。い
つ
か

世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

い
ま
世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
が
起
こ
り
、信
じ
ら

れ
な
い
事
件
、異
常
気
象
な
ど
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
激
変
し
て
い
ま
す
が
、自
分
の
進
む
べ
き
道
を
め
ざ

し
、今
後
も
精
進
し
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
会
場
で
は
、北
川
薫
学
長
が

「
保
護
者
の
方
々
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
奨
励
金
を
ど
う

使
う
か
、そ
こ
は
知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら

先
の
長
い
人
生
の
転
機
に
な
る
よ
う
な
使
い
道
も
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、若
い
知
恵
を
絞
って
欲
し
い
」と

ご
挨
拶
。学
生
た
ち
の
顔
が
ぐ
っ
と
引
き
締
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、学
部
学
科
単
位
で
全
員
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
、

各
学
科
の
代
表
者
に
賞
状
と
奨
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。今
日
の
日
を
誇
り
に
、そ
し
て
今
後
の
励
み
に
、さ
ら

な
る
努
力
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

会員のご子女の中から、学業成績の優秀な学生に奨励金を贈って表彰すること
により、修学意欲の高揚を目的とする制度です。

名古屋キャンパス
NAGOYA CAMPUS

豊田キャンパス
TOYOTA CAMPUS

スポーツ科学部現代社会学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

　
今
年
で
三
十
五
回
目
と
な
る
中
京

大
学
教
育
懇
談
会
が
、六
月
七
日

（
土
）、名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
空
模
様
の

中
、午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
た
全
体
会

で
は
、ま
ず
杉
野
邦
廣
教
育
後
援
会

長
が
ご
挨
拶
さ
れ
、少
子
化
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
中
で
保
護
者
の
方
々
に

も
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
と
ご

指
摘
さ
れ
た
上
で
、「
今
日
は
日
頃
の

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
は
じ
め

中
京
大
学
の
こ
れ
か
ら
を
紹
介

教育懇談会に参加された保護者の方々からのご感想
愛
　
知

開
催
都
市

都
道
府
県

開
催
日

会
　
場

沖
　
縄

6
/
14（
土
）
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
オ
リ
オ
ン

鹿
児
島

6
/
15（
日
）
城
山
観
光
ホ
テ
ル

石
　
川

6
/
14（
土
）
金
沢
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急

福
　
井

6
/
15（
日
）
ホ
テ
ル
フ
ジ
タ
福
井

山
　
口

6
/
14（
土
）
下
関
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

兵
　
庫

6
/
15（
日
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸

岐
　
阜

6
/
21（
土
）
岐
阜
都
ホ
テ
ル

岐
　
阜

6
/
22（
日
）
高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

愛
　
媛

6
/
21（
土
）
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル

高
　
知

6
/
22（
日
）
高
知
サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ
テ
ル

三
　
重

6
/
28（
土
）
四
日
市
都
ホ
テ
ル

三
　
重

6
/
29（
日
）
フ
レ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル

大
　
分

6
/
28（
土
）
大
分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

山
　
梨

7
/
5（
土
）
ホ
テ
ル
談
露
館

長
　
野

7
/
6（
日
）
ホ
テ
ル
モ
ン
タ
ー
ニュ
松
本

鳥
　
取

7
/
5（
土
）
ホ
テ
ル
ニュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取

島
　
根

7
/
6（
日
）
松
江
東
急
イ
ン

愛
　
知

7
/
5（
土
）
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
豊
橋

京
　
都

7
/
12（
土
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

和
歌
山

7
/
13（
日
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山

静
　
岡

7
/
12（
土
）
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松

静
　
岡

7
/
13（
日
）
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡

佐
　
賀

7
/
19（
土
）
ホ
テ
ル
ニュ
ー
オ
ー
タ
ニ
佐
賀

長
　
崎

7
/
20（
日
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

長
崎
グ
ラ
バ
ー
ヒ
ル

那
　
覇

鹿
児
島

金
　
沢

福
　
井

下
　
関

神
　
戸

岐
　
阜

高
　
山

松
　
山

高
　
知

四
日
市

松
　
阪

大
　
分

甲
　
府

松
　
本

鳥
　
取

松
　
江

豊
　
橋

京
　
都

和
歌
山

浜
　
松

静
　
岡

佐
　
賀

長
　
崎

日本中どの地域にお住まいの保護者の方も気軽にご参加いただけるよう、本年度も全国27会場にて教育懇談会を開催しました。
来年度も全国にて開催予定です。是非ご参加ください。

法学部法律学科（2年生）

松 阪 会場 豊 橋 会場島 根 会場
現代社会学部現代社会学科（1年生）スポーツ科学部スポーツ教育学科（3年生）

2
0
1
4
年
度

教
育
懇
談
会
開
催
会
場

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

（
文
学
部・国
際
英
語
学
部・法
学
部・

経
済
学
部
）

中
京
大
学
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

（
現
代
社
会
学
部・工
学
部・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
）

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

（
工
学
部・国
際
教
養
学
部・心
理
学
部・

経
営
学
部・総
合
政
策
学
部
）

6
/
7（
土
）

6
/
7（
土
）

6
/
8（
日
）

名
古
屋

豊
　
田

名
古
屋

教育懇談 会報告 保護者の皆様と大学との交流をサポートする教育懇談会が、
今年も全国で開催されました。

悩
み
を
ぜ
ひ
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
」と
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。続
い

て
登
壇
さ
れ
た
梅
村
清
英
理
事
長
は
、

本
年
度
か
ら
始
動
し
た
長
期
計
画

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
詳
し
く
ご
紹
介
。大

学
改
革
に
向
け
た
強
い
決
意
を
熱
く

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、各
学
部
に
分
か
れ
て
教

育
内
容
な
ど
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
昼
食
を

兼
ね
た
懇
親
会
を
実
施
。午
後
に
は

個
別
相
談
会
が
行
わ
れ
、就
職
や
留

学
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
ご
質
問
さ
れ

る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。　

2014年度

名古屋
会場

　一般説明をしてくださった担当者
の方々の説明がとてもわかりやすく、
中京大学が身近に感じられました。
また息子の相談に乗っていただける
環境と知り、安心できました。

　本日は遠方での開催に感謝すると
ともに、子どもたちへの温かいご支援
を知り、嬉しく思いました。初めてお会
いした保護者の方とも話題が尽き
ず、有意義に過ごせました。

　親として一番心配していた就職に
ついても大変わかりやすく説明してい
ただけました。今回参加し、大学の情
報を理解できたことで子どもとの会話
も弾みそうです。

名古屋
会場

6/7（土）

豊 田
会場

6/7（土）

　
昨
年
に
続
き
二
回
目
の
参
加
で

し
た
が
、梅
村
理
事
長
に
よ
る
長

期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
説
明
は

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、大
学
の

考
え
方
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し

た
。個
別
相
談
会
で
も
留
学
に
つ

い
て
本
音
で
相
談
が
で
き
、有
意

義
な
一
日
で
し
た
。

　
初
参
加
で
し
た
が
、特
に
個
別

相
談
会
が
良
か
っ
た
で
す
ね
。キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
が
親
切
に
対

応
し
て
く
だ
さ
り
、公
務
員
採
用

試
験
の
具
体
的
な
内
容
、傾
向
と

対
策
、他
大
学
と
の
違
い
な
ど
、た

く
さ
ん
の
情
報
を
得
ら
れ
て
大
変

満
足
で
す
。

参
加
さ
れ
た

保
護
者
の
声八木 守さん・悦子さん ご夫妻

愛知県名古屋市在住
大野　寛さん・好美さん ご夫妻

岐阜県可児市在住
加賀 敬章さん・まなみさん ご夫妻

愛知県東郷町在住
髙杉 達也さん・里香さん ご夫妻

愛知県岡崎市在住

豊田
会場

　
教
育
懇
談
会
に
は
一
年
次
か
ら

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。息
子
は

一
人
暮
ら
し
、し
か
も
三
年
生
で
、

今
日
は
公
務
員
試
験
や
卒
業
後
の

進
路
に
つ
い
て
ご
相
談
で
き
る
良

い
機
会
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。こ
れ

を
機
に
、家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
息
子
は
三
年
生
。成
績
の
こ
と

や
将
来
の
こ
と
な
ど
心
配
で
、初

め
て
参
加
し
ま
し
た
。や
は
り
男
の

子
で
す
の
で
、普
段
、多
く
を
語
っ

て
く
れ
ず
不
安
で
し
た
が
、先
生

や
職
員
の
方
の
説
明
は
わ
か
り
や

す
く
、少
し
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。来

て
良
か
っ
た
で
す
ね
。

参
加
さ
れ
た

保
護
者
の
声

　
平
年
よ
り
少
し
早
い
梅
雨
入
り
を

迎
え
た
六
月
七
日（
土
）、豊
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
五
百
名
近
い
保
護
者
の
方
々
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
午
前
十
時
、檀
上
の
北
川
薫

学
長
が
、「
中
京
大
学
の
成
り
立
ち
と

現
状
」と
し
て
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
ご

挨
拶
。
大
学
の
あ
ゆ
み
、長
期
計
画

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
T
10
」を
柱
と
す
る
新
た
な
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
公
務

員
試
験
や
教
員
採
用
試
験
の
合
格
者
数

保
護
者
と
の
思
い
を
一
つ
に
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

が
順
調
に
伸
び
て
い
る
、と
の
お
話
に
は
、

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　
各
学
部
懇
談
会
で
は
、専
門
分
野
の

学
び
や
単
位
の
取
り
方
、奨
学
金
な
ど

に
つい
て
、き
め
細
か
く
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行

わ
れ
ま
し
た
。昼
食
時
に
は
教
員
と
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

気
兼
ね
な
く
会
話
で
き
た
よ
う
で
す
。

　
午
後
は「
学
業
」「
学
生
生
活
」「
留
学
」

「
就
職
」「
公
務
員
対
策
」に
分
か
れ
て
個

別
相
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、ひっ
き

り
な
し
に
人
が
訪
れ
、お
子
様
への
思
い
の

丈
が
感
じ
ら
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

年2回、約200名の文化会員が集まり、交流や会議を行う「リーダーズキャンプ」は
執行部主催の大きなイベント。2泊3日の全日程を仕切る。

舟橋 大裕さん
心理学部心理学科（4年）

熱き志を胸に文化会を牽引する、執行部第60代幹事長。

輝く
中京大生

洞庭 誠治さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

1年生から体育会幹事会に所属。現在、第58代体育会幹事会
幹事長。

輝く
中京大生

　1年生で司会放送部に入り、文化会の一員として過ごしてきまし
たが、2年生の秋、「マジメそうな奴がいる」と先輩の目に留まり、
声を掛けられたのが執行部に入ったきっかけです。
　初年度は総務局長を務め、先輩の推薦で幹事長を引き受ける
ことに。しかしそのプレッシャーたるや、外から見ていたのとでは大
違いでした。そもそも正規の部活動を行っているか、部室が不正
に使用されていないかなど、所属団体の活動を管理し、円滑な活
動をサポートするのが執行部の役割。中には予算の審議も含まれ
ており、団体の活動内容によっては予算ゼロ、という最終決定を
幹事長の僕が下さなければならないこともあります。判断を誤れば、
文化会だけでなく、所属する800人近くの学生に負担を強いてしま
うことを考えると、胃の痛くなる思いでした。
　でも、後輩たちが可愛いんですよね。彼らの部活が存続し、今の
1年生が卒業するまで好きな活動ができるよう、正すべきところは正
しておきたい。文化系ではありますが、僕がしっかり先頭を突っ
走っていかないと、皆もきっと熱くなれないですから。
　大学と学生をつなぐ架け橋として仕事をこなしてきたことで、双
方向の視点を持てるようになりました。まずは相手の気持ちを慮る、
そんなところから新たな視点が芽生えるように思います。次の幹事
長には、そんな考えも一緒にバトンタッチしたいですね。

後輩を思いやる熱い気持ちを原動力に、
文化会の先頭で走りつづける。

　体育会幹事会に入ったのは、部活で「幹事会に入ってほしい」
と言われたから。皆、そうだと思いますが、好きな部活動だけに専念
していたいじゃないですか。仕事もよくわからないし、正直、最初は
嫌々、参加していました。
　そのうちリーダーズキャンプやスポーツ功労賞祝賀会の企画運
営、体育会誌の編集発行と、幹事会の役割がわかるようになっ
て、この組織の面白さに気づきました。
　とくに幹事会の場合、スポーツ振興室と一緒に仕事をする機会
も多く、職員の方々と触れ合うなかで教えられること、学ぶことが本
当にたくさんあるんですね。アメフトや陸上、水泳選手…元アス
リートとして日本を背負った方もいらっしゃいますし、掛けていただ
いた言葉の一つひとつ、どれも宝物のように感じられて全部ノート
に書き留めています。
　とはいえ、僕たち幹事会の方からも声を出していかなくちゃいけ
ない。先日、名古屋キャンパスで開催した「応援プロジェクト」は、
スポーツ振興室に僕らが積極的にアイデアを提案しながらカタチ
にしていったものです。もともと名古屋キャンパスの学生にも体育
会の選手を応援してもらおうと企画したイベントですが、学生を
一つにまとめられるのは、学生の勢いだと思うんですよね。まだまだ
幹事会にしかできないこともあるでしょうし、次の世代のお手本に
なれるよう、もっと情熱を注いでいきたいと思います。

部活動にはない出会いと学びのなかで、
気づいた幹事会の意義。

名古屋キャンパスに学生アスリートが集結した「応援プロジェクト」。洞庭君も裏方を
務めながらステージに登場し、会場を熱く盛り上げた。

・「教育推進センター」設置構想
・新たなFD活動の可能性の模索

など

大学での授業計画書である「シラバス」に
は、何を学び、どんなことが身につく授業か、あ
るいは使用する教科書や教材、参考文献な
どが掲載されています。シラバスを活用し、大
学での学びを有意義なものにできるよう、FD
委員会で各科目のシラバスを数年かけて点
検し、書式も統一しました。大学ホームページ
で見ることができ、授業を履修する上でのアド
バイスや学習課題もチェックできます。バイスや学習課題もチェックできます。

FD委員会

FD活動推進部会
・授業改善のための
  アンケートの見直し・工夫
・シラバスの改善
・公開授業の推進

FD活動開発部会

F D は 大 学 すべての 者 の（ 幸 せ ）のため

For Doing our best !

う
し
た
活
動
に
、保
護
者
の
皆
様
に
は
、

今
の
大
学
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
お
感
じ
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
毎
年
、入
学
式
や
教
育
懇
談
会
で
配
布
し
て
い

る「
Ｆ
Ｄ
ニュ
ー
ス
」は
、こ
う
し
た
Ｆ
Ｄ
活
動
の
取
り

組
み
や
内
容
を
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。今
の
大
学

の
状
況
や
教
育
内
容
に
関
す
る
こ
と
、大
学
が
目
指

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、保

護
者
の
皆
様
に
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
、中
京
大
学

が
よ
り
良
い
学
び
の
た
め
に
、ど
ん
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

そ
れ
を
何
ら
か
の
機
会
に
親
子
の
会
話
に
交
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

　
最
近
の
学
生
は
、出
席
率
も
高
く
、遅
刻
者
も
割

合
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。レ
ポ
ー
ト
の
提
出
率

も
い
い
で
す
。Ｆ
Ｄ
の
成
果
で
あ
れ
ば
有
難
い
こ
と
で

す
が
、ど
う
や
ら
若
者
の
一
般
的
気
質
の
変
化
に
よ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。平
均
点
に

は
達
す
る
け
れ
ど
、そ
れ
以
上
に
個
性
あ
る
答
案

を
書
く
よ
う
な
、意
欲
的
な
部
分
で
少
し
物
足
り

な
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
高
校
ま
で
は「
学
び
習
う
」と
い
う
意
味
で
の

「
学
習
」で
し
た
。し
か
し
大
学
で
は
、「
学
び
修
め

る
」と
書
く「
学
修
」な
ん
で
す
ね
。「
学
習
か
ら
学

修
へ
」、用
意
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
こ
な
す
だ
け

で
な
く
、ぜ
ひ
自
立
的
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
学
ん
で
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
引
き
出
す
の
が
今
の
大

学
教
員
の
役
目
で
あ
り
、一
人
ひ
と
り
の
力
量
が
問

わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　「
難
し
過
ぎ
る
」「
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
」な

ど
、学
生
の
評
価
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、教
育
レ
ベ

ル
が
下
が
って
し
ま
って
は
本
末
転
倒
で
す
。教
育
の

質
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、ぜ
ひ
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
自
由
に
、意
欲
的
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸
収
し

て
欲
し
い
と
い
う
の
が
切
な
る
願
い
で
す
。

　
究
極
の
目
標
は
、「
Ｆ
Ｄ
活
動
」と
い
う
用
語
が
な

く
な
る
こ
と
で
す
。中
京
大
学
で
教
員
、職
員
、学

生
に
よって
、自
然
に
良
い
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る

状
態
に
な
って
い
る
こ
と
が
理
想
で
す
ね
。

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的
解消し、FDをより強化に進めるための「大学教育推進センター（仮称）」の設置が検討され
ています。

大人数、少人数教育それぞれに、効果的な
授業方法があり、より良い伝え方があります。
そこで教員同士が授業を見せあい、とりわけ
学生アンケートでも評価の高い授業方法を
学びあうことで、個 の々授業改善に結びつけ
ることができるよう、本学では原則「すべての
授業を公開」しています。日頃の研究成果を
確実に学生に伝え、学習効果の上がるノウ
ハウを全学的に共有できる仕組みです。

1人の教員につき、担当する1科目について、
年2回、授業アンケートを実施しています。学
生のアンケートに対する負担を減らすため、質
問を7項目程度に絞りこみ、その結果を教職
員へフィードバック。授業についての学生の
満足度を把握し、教員自身のイメージとの
ギャップを認識した上で、今後の授業方法
やカリキュラム、教育環境などの改善につな
げるための意識の共有を目的としています。

こ

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的

中京大学FD活動スローガン

・教職員と学生FDスタッフによる協働活動
・TA（Teaching Assistant）・
 SA（Student Assistant）の活動支援
・図書館等利用の促進

FD活動協働部会

・FDニュースの発行
・FD活動の広報

下部組織（FDニュース編集局）

などなど

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

就
職
活
動
を
意
識
し
て
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
？

青
木　
私
は
三
年
生
の
春
学
期
で
す
。初
め
て
の

就
職
説
明
会
後
、の
ん
び
り
構
え
て
い
た
ら
、ま
わ

り
の
皆
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
意
欲
的
で
。置
い

て
い
か
れ
な
い
よ
う
、軽
い
気
持
ち
で
一
日
だ
け
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ

だ
！
」と
い
う
会
社
に
め
ぐ
り
逢
え
た
ん
で
す
。偶

然
で
す
が
、縁
あ
って
そ
の
会
社
か
ら
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

野
添
　
僕
は
こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
一
筋
。卒
業
後
も

プ
ロ
の
道
へ
進
む
べ
き
か
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
悩
ん
で
い
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
エ
ン
ト
リ
ー
、

保
護
者
の
方
々
に
は
ど
れ
も

耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
や
就
職
戦
線
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

か
つ
て
の「
就
活
」か
ら
は
、

想
像
も
つ
か
な
い
苦
労
を
乗
り
越
え
、

学
生
は
道
を
切
り
拓
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
か
。

卒
業
生
、内
定
者
の
皆
さ
ん
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
と
も
あ
って
、就
活
を
始
め
た
の
が
三
年
生
の
十

二
月
。や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
ず
、業
種
も
絞
れ

な
い
。四
十
年
、五
十
年
と
働
く
の
に
、そ
れ
を
こ
の

短
期
間
で
決
め
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、た
だ
あ
せ
る
ば

か
り
で…

。結
果
的
に
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、

行
き
た
い
会
社
に
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
に
は
早
め
の
ス
タ
ー
ト
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

目
指
す
業
界
を
ど
う
絞
り
こ
み
ま
し
た
か
？

山
田
　
も
と
も
と
ホ
テ
ル
マ
ン
を
目
指
し
て
、一
年

生
の
頃
か
ら
大
手
外
資
系
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
き
ま
し
た
が
、長
い
目
で
考
え
れ
ば
、女
性

積水ハウス（株）、大成建設（株）、大和ハウス工業（株）、日本ハム（株）、森永製菓（株）、アサヒ飲料（株）、日本たばこ産業（株）、
アイカ工業（株）、タカラスタンダード（株）、クリナップ（株）、大王製紙（株）、小林クリエイト（株）、大日本印刷（株）、新日本法規出版（株）、

笹徳印刷（株）、武田薬品工業（株）、エーザイ（株）、協和発酵キリン（株）、三ツ星ベルト（株）、ＴＯＴＯ（株）、ビューテック（株）、中央可鍛工業（株）、三協立山（株）、ＹＫＫＡＰ（株）、
日本ヒューレット・パッカード（株）、（株）マキタ、オーエスジー（株）、豊和工業（株）、富士通（株）、（株）デンソー、住友電装（株）、トヨタ自動車（株）、スズキ（株）、本田技研工業（株）、
（株）メニコン、日進医療器（株）、（株）スズケン、（株）大塚商会、岡谷鋼機（株）、（株）カナデン、（株）オリバー、宮吉硝子（株）、（株）コメリ、（株）セブン－イレブン・ジャパン、（株）ファ
ミリーマート、青山商事（株）、（株）バロー、（株）アルペン、（株）ゆうちょ銀行、（株）三菱東京ＵＦＪ銀行、（株）三井住友銀行、三菱ＵＦＪニコス（株）、（株）セディナ、岐阜信金、みずほ
証券（株）、ＳＭＢＣフレンド証券（株）、ＳＭＢＣ日興証券（株）、日本生命保険（相）、（株）かんぽ生命保険、明治安田生命保険（相）、（株）大和証券グループ本社、ソフトバンク（株）、
三菱UFJモルガン・スタンレー証券（株）、三井不動産リアルティ（株）、三交不動産（株）、住友不動産販売（株）、東日本旅客鉄道（株）、西日本旅客鉄道（株）、近畿日本鉄道（株）、
全日本空輸（株）、日本航空（株）、（株）住友倉庫、日本トランスシティ（株）、近畿日本ツーリスト（株）、（株）近鉄エクスプレス、（株）エイチ・アイ・エス、（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ、西日
本電信電話（株）、日本郵便（株）、（株）ジェイアール東海ホテルズ、ワタキューセイモア（株）、中部日本放送（株）、ＴＩＳ（株）、（株）インテック、NECソリューションイノベータ（株）、
楽天（株）、綜合警備保障（株）、（株）ミキハウス、（株）日立システムズ、ＣＤＳ（株）、法務省、岡崎市役所、京都府警察本部、豊田市役所、半田市役所、豊橋市役所 など 

内定速報（2014年7月末現在）

キャリア
センター

どこまでも意欲的な学生の
想いに応える

　
今
年
度
は
採
用
状
況
も
非
常
に
良

く
、就
職
率
は
昨
年
度
の
八
二・一
％（
全

国
平
均
六
七・五
％
）を
大
き
く
上
回
る

勢
い
で
伸
び
て
い
ま
す
。会
社
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、企
業
が
い
よ
い
よ
本
気

で
人
材
獲
得
に
取
り
組
み
始
め
た
。エン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
し
っ
か
り
読
み
、学
生

を
絞
り
こ
ん
だ
上
で
面
接
を
三
度
、四

度
と
重
ね
な
が
ら
、「
グ
ロ
ー
バル
人
材
」

「
人
物
重
視
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
生
を

見
極
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
観
点
と
し
て
は
、将
来
性・人
的
対

応
能
力・社
会
人
基
礎
力
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る
人

を
採
用
し
、自
分
た
ち
の
手
で
育
て
て
い

く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
と
思
い
ま
す
。

キャリアセンター　飯田　晃 部長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、

新
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
。

答
え
を
見
つ
け
る
ま
で

ま
っ
す
ぐ
な
目
で

自
分
と
向
き
あ
った
日
々
。

早
期
対
応
で
万
全
の
準
備
を

　
二
〇
一
六
年
卒
業
予
定
者
か
ら
就
活

ス
ケ
ジ
ュー
ル
が
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
に
な

り
ま
す
。企
業
の
選
考
期
間
も
大
幅
に

短
縮
化
さ
れ
、大
手
も
中
堅
企
業
も
入

り
乱
れ
て
の
短
期
決
戦
に
な
る
。試
験

日
が
重
な
る
企
業
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
反
面
、準
備
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
で
企
業
や
業
界
研
究
に
時
間
を
か

け
ら
れ
ま
す
し
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
企
業
に

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
べ
く
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は「
個
」の
対
応
を
重
視
し
、万

全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
早

め
の
活
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

企
業
の
採
用
活
動

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

企業の採用活動とキャリアセンターのサポート（予定）

4月 5月 6月 7月 8月 9月
3年生 4年生
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●プレエントリー受付スタート（主要就職サイトグランドオープン）

●学部別就職ガイダンス（春）
●インターンシップガイダンス
●就職プレサイト活用ガイダンス

SPI模擬試験（Web受検）

就活対策講座
（身だしなみ・マナー対策／自己PR・志望動機対策／業界・企業研究）

●企業・官公庁セミナー ※ブース形式の合同企業説明会

学内企業セミナー
（随時）

※上記の他、就職活動やインターンシップ、その他進路に関する個別相談を毎日（月～金）受け付けています。

会社説明会
書類選考（エントリーシート・履歴書）
学力・適性検査（筆記・パソコン）

グループディスカッション・面接
内定

●学部別就職ガイダンス（秋）

いつでも学べる就活対策セミナー

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）自己PR対策／志望動機対策
グループディスカッション対策／面接対策

業界・職種研究会 ※教室での業界説明会
（企業・官公庁編／内定者編／OB・OG編）

が
日
常
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
厳
し
い
業
界
。そ
こ
で
自
己

分
析
を
や
り
直
し
て
み
る
と
、困
っ
た
人
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
想
い
に
気

が
つ
い
て
、女
性
が
長
く
、第
一
線
で
活
躍
で
き
る

保
険
業
界
に
軌
道
修
正
し
た
ん
で
す
。

浅
井
　
僕
は
学
生
時
代
、ソ
フ
ト
テ
ニス
部
に
専
念

し
て
い
た
の
で
、正
直
就
活
への
取
り
掛
り
は
遅
か
っ

た
で
す
。リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
厳
し
い
時
代
で
し

た
の
で
、業
界
を
絞
り
込
む
勇
気
も
な
く
、と
に
か

く
多
く
の
企
業
に
ト
ラ
イ
し
、ど
こ
か
で
内
定
を

頂
け
れ
ば
いい
か
な
と
最
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

写真右上から

写真左上から

青木 奈未さん（心理学科4年・内定先／株式会社ジェイアール東海髙島屋）
長尾 直さん（豊田キャリアセンター課長）
浅井 亮二さん（2009年度健康科学科卒・株式会社竹中工務店勤務）
浅井 芳樹さん（名古屋キャリアセンター課長）
山田 千裕さん（2007年度心理学科卒・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社勤務）
野添 陽太さん（競技スポーツ科学科4年・内定先／武田薬品工業株式会社）

（
以
下
、文
中
の
敬
称
略
）

就活を
きちんと
語ろう！

　
さ
て「
資
格
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
名
称
で

す
が
、メ
イ
ン
は
公
務
員
試
験
の
サ
ポ
ー

ト
で
す
。今
年
度
、国
家
公
務
員（
総
合

職
）試
験
で
は
合
格
者
が
十
名（
人
事
院

公
表
値
）に
達
し
ま
し
た
。や
っ
と
合
格

ま
で
の
道
筋
を
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
環
境

が
整
った
か
な
、と
思
って
い
ま
す
。

　一
方
、民
間
企
業
で
は
採
用
に
直
結
す

る
よ
う
な
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、Ｆ
Ｐ

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・プ
ラ
ン
ナ
ー
）の
頂
点

「
Ｃ
Ｆ
Ｐ
」は
例
外
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

銀
行
で
も
支
店
長
ク
ラ
ス
が
目
指
す
国

際
資
格
だ
け
に
、金
融
機
関
への
就
職
を

目
指
す
人
に
は
お
薦
め
で
す
。

　
ま
た「
通
関
士
」は
貿
易
に
関
す
る
資

格
で
す
の
で
、幅
広
い
業
界
の
仕
事
に
役

立
つ
知
識
が
得
ら
れ
ま
す
。こ
の
他
、社
会

人
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
磨
く
講
座
も
あ
り

ま
す
の
で
、ま
ず
は
目
標
を
見
定
め
、そ
の

上
で
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
、大
学
へ
入
っ
た
の
だ
か
ら
資
格

の
一
つ
ぐ
ら
い
、と
お
考
え
の
保
護
者
の

方
は
多
く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。確

か
に
保
護
者
の
方
々
の
時
代
は
、先
生
に

な
ら
な
く
て
も
、教
員
免
許
ぐ
ら
い
取
っ

て
当
た
り
前
と
い
う
認
識
で
し
た
。し
か

し
今
や
採
用
企
業
の
多
く
が「
人
物
重

視
」「
学
歴
不
問
」を
掲
げ
て
人
材
を
選

ぶ
時
代
。コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
な
ど
、

人
物
重
視
の
高
い
ス
キ
ル
が
要
求
さ
れ

ま
す
。そ
れ
に
は
四
年
間
と
い
う
限
り

あ
る
時
間
を
ど
う
過
ご
す
の
か
。部
活

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ア
ル
バ
イ
ト
、や
る
べ
き

こ
と
は
沢
山
あ
る
で
し
ょ
う
。資
格
取
得

を
や
み
く
も
に
勧
め
る
の
で
な
く
、お
子

様
の
進
路
に
必
要
で
あ
る
か
、否
か
。そ

こ
を
見
極
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

資格センター

資格センター　津谷 圭一 部長

か
げ
か
え
の
な
い
学
生
時
代
、

何
を
学
び
、何
を
磨
く
の
か
。

明
確
な
目
標
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
、

目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
。

資格対策講座 合格者

社会人基礎力養成から
難関試験までサポート

速報！ 2014年度10名合格!（人事院公表値） 国 家 公 務 員 総 合 職 合 格 者 の 皆 さ ん（判明分9名）

市川 拳次さん
法学部法律学科（4年）

1年生の頃から培った
勉強を続ける習慣が
合格の一番の武器に。

小栗 崇明さん
法学部法律学科（4年）

合格者の先輩から
アドバイスをいただき
参考になりました。

鈴木 理恵さん
心理学部心理学科（4年）

周囲の温かい支えに
助けられ、励まされて
ついにゴールへ。

夏目 真暢さん
心理学部心理学科（4年）

東大生や京大生と
互角に戦い、
大きな自信を獲得。

後藤 翔一さん
法学部法律学科（4年）

競争意識を持ちつつ、
ともに刺激し合える
仲間の存在が励みに。

佐藤 宏紀さん
法学部法律学科（4年）

中京大生の実力なら
合格できるはず。
諦めず前進あるのみ！

濱條 由莉さん
経済学部経済学科（4年）

目標をしっかり持つ。
あとは努力次第で、
なんとかなる！

鶸田 英之さん
法学部法律学科（4年）

コツコツ勉強するのが
苦手でも合格できた。
すべて大学のおかげ。

熊澤 沙紀さん
法学部法律学科（4年）

自分の殻にこもらず
ポジティブに、
何事にも意欲的に。

※国家総合職及び国家一般職の合格者数は人事院公表値

■主要公務員試験合格者数

国家総合職
国家一般職

2011年度種類 2012年度 2013年度

国税専門官
裁判所一般職

地方上級
（内訳）

財務専門官
労働基準監督官
法務省専門職

合計

2名
33名
45名
10名
59名

愛知県
名古屋市
静岡県
その他

23名
6名
3名
27名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

26名
8名
3名
3名
24名

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他

28名
10名
7名
4名
18名

ー
ー
ー

149名

5名
50名
40名
7名
67名

3名
1名
ー

173名

8名
17名
34名
8名
64名

ー
ー
1名

132名

■国家資格試験合格者数

宅地建物取引主任者
総合・国内旅行業務取扱管理者
通関士
2級FP技能士（AFP）
1級FP技能士
基本情報技術者

過去3年（2011～2013年度計）種別
663名
74名
18名
607名
23名
19名

幅広い資格取得を手厚くサポートしています

富樫 香央理さん経営学部
経営学科（4年）

徐々に勉強にの
めり込んでいき、
2度目の受験で、
晴れて合格！

柴田 一慶さん経営学部
経営学科（4年）

難関資格に合格
できたことが
大きな自信に
つながりました。

資格
センター

　宅建、行政書士の資
格取得を目標に掲げ、
1年生から法律関連の知
識を学ぶなかで、徐々に
勉強の習慣が身について
いったのが合格の一番の
理由だと思います。合格
後の官庁訪問では、東大
や京大などの有名大学の
学生たちと一緒に。自分
も同じ立場だと思うと、大
きな自信になりました。

　資格センターでは、合
格を勝ち取った1学年上
の先輩と話す機会を設け
ていただけたのが良かっ
たです。モチベーションの
保ち方、具体的な勉強法
についてアドバイスをいた
だいたうえ、「つらい時期
だけど頑張りなよ」と温か
い励ましの言葉もかけて
もらい、勉強への意欲が
改めて湧きました。

　勉強する科目も多いで
すし、心の余裕を失わな
いようポジティブな気持ち
で取り組むことが大切。そ
れでも不安になった時、
いつも味方になり自信を
与えてくれたのが、資格
センターの方々でした。ま
た講座の先生や先輩方
の声はモチベーション
アップに役立ちます。よう
は何を吸収すべきか、勉
強が全てではありません。

　国家総合職は難関で
すが、卒業することが大
前提。学部の勉強も疎か
にはできません。そこで片
道2時間弱の通学時間
を講座の復習にあて、授
業との両立を図りました。
　個別の自習スペース
「弘道塾」では、仲間と競
争意識を持ちながらも、
一緒に勉強に励むことが
でき、合格の決め手に
なったかなと思います。

　法務省に内定した先
輩に触発され、自分もこ
の国を支える力になりた
いと奮起。無理だ、という
親の反対を押し切っての
挑戦でしたので、アルバイ
トで資金を稼ぎながら、効
率よく勉強できるよう工
夫して乗り切りました。
　中京大生はもっと自信
を持つべきだし、公務員
に強いという伝統を僕も
築いていきたいですね。

　私は経済学部ですの
で、得意な「経済区分」で
の合格。勉強も宅建でな
く、論文や面接対策など
を行う「準備講座」から始
めたことで、難しい法律の
勉強にもスムーズに入っ
ていけたと思います。
　学部では2年、3年次
の成績が認められ教育
奨励賞も受賞。目標を強
く持ち続けることで、一人
暮らしでも頑張れました。

　入学後のガイダンスで、
中京大学には公務員へ
の道が用意されていると
知り、自分はなんてラッ
キーだろうと思いましたね。
　地道に勉強を重ねる
のが苦手なタイプ。です
から1年生で宅建、2年生
で行政書士とステップを
踏みながら学べたこと、し
かも手厚いサポートを受
けられて、改めて運が良
かったと思っています。

　霞が関の訪問セミナー
など、資格講座を通して1
年次から総合職という高
い目標を与えて貰えたこ
とに感謝しています。
　2週間の官庁訪問は、
この3年半の勉強が霞ん
でしまうぐらいハードなも
のでした。ですが最終クー
ルまで残り、東大生や京
大生と肩を並べて戦えた
のは、大きな自信になりま
したし収穫でしたね。

　歴史の暗記など、教養
科目の勉強が大変でした
が、その分、得意な数的
処理の勉強に力を注い
で苦手なところをカバー。
資格センターのサポート
にも助けられながら、官庁
訪問も終え、内々定を獲
得できたところです。
　もう一つ、放任主義の
親ですが、いろいろな面
で私を支えてくれたことに
改めて感謝しています。

高校時代の留学を機に貿易の仕事
に興味を持っていたため、入学後に通
関士の存在を知り、やりがいがありそう
だと感じて取得を決意。1度目の試験
では不合格でしたが、徐々に通関士
の勉強が面白くなり、2度目の挑戦で
合格を手にしました。

※CFP®
合格

通関士
合格

入学前から金融に強い関心があった
ため、全国の大学で唯一のCFP講座
があると知り、説明を聞きに行ったの
が取得のきっかけでした。難関資格に
合格したことで就活にも自信を持って
臨むことができ、第一志望の銀行から
内定をいただきました。
※Certified Financial Planner®。 
　2級FP（AFP）の上位資格。

2 014年度  教育奨励賞受賞者

2 013年度  中京大学教育後援会 決算報告書

項目
前期繰越金
会　費
受取利息
預金（振込手数料）
その他収入
戻入金

教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
学術・スポーツ活動奨励寄付金
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
次期繰越金

82,419,741
188,550,000

36,454
4,025
52,500
19,580

35,278,943
4,302,900
5,604,822
6,500,000
580,000

22,052,562
915,365
2,190,094
150,545
1,000,000
82,841,200
30,000,000
79,665,869

予算額 項目 予算額

合計 合計

収入 支出

￥271,082,300 ￥271,082,300

授与学生数及び奨励金額

情報理工

工

スポーツ科

情報システム工
情報メディア工
機械情報工
機械システム工
電気電子工
情報工
メディア工

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年２名以内

スポーツ教育
競技スポーツ科

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内

スポーツ健康科 成績上位者各学年３名以内

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

学部 学科 授与学生数 奨励金額

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

日本文
言語表現
国際英語
英米文化
国際教養
心理
現代社会
法律
総合政策

学部 学科 授与学生数 奨励金額

文

国際英語

国際教養
心理
現代社会
法
総合政策

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内経済経済
成績上位者各学年５名以内経営経営

項目
前期繰越金
会　費
受取利息

予算額 予算額項目
教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
入学辞退者等会費返金費
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
中京大学６０周年記念事業補助金
次期繰越金

33,000,000
5,000,000
7,000,000
8,000,000
1,000,000
30,000,000
3,000,000
2,000,000
1,000,000
200,000

45,000,000
45,000,000
1,000,000
88,565,869

￥269,765,869合計 ￥269,765,869合計

収入 支出

2 014年度  中京大学教育後援会 予算書

79,665,869
190,000,000
100,000

①1・2年次の基準は、年間修得単位数40単位以上とする。 ②3年次の基準は、総修得単位数120単位以上とする。 ③GPA（Grade Point Average）を使用し、各学科10位までを教育奨励賞候補者として選出する。

第14 回
2014年

6月19日（木）
開 催

文学部 ・ 心理学部法学部 ・ 経済学部

国際英語学部 ・ 国際教養学部 ・ 経営学部総合政策学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

評定Sの単位数×4※GPAの算出式 ＋ ＋ ＋ ÷評定Aの単位数×3 評定Bの単位数×2 評定Cの単位数×1 修得単位数

文
学
部

国
際
英
語
学
部

日
本
文
学
科

言
語
表
現
学
科

国
際
英
語
学
科

国
際
教
養

学
部

国
際
教
養

学
科

英
米
文
化
学
科

4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3

水谷　優花
高橋　真弥
栢原　真美
佐竹　あゆ美
寺澤　沙羅
大河内　志帆
別府　祐希
小黒　祐実
櫻井　舞
土谷　恵理
神谷　有紗
安部　千菜美
小松　紗織
藤井　美咲
高藤　咲希
金原　祐子
前野　紘子
可知　秋代
山下　明里
長谷川　友里
木村　英里名
小川　向日葵
夏目　和加子
長崎　笑子
太田　燎
青木　香澄
金沢　京佳
河合　真奈光
浅倉　悠美
鈴木　美有
尾関　優希
前田　彩乃
日比　千愛美
高杉　美和
西川　眞帆
宮地　優奈
エグエズ・チュタ・ガリルイス
長谷川　愛
加藤　雅隆
酒井　未紗

心
理
学
部

心
理
学
科

現
代
社
会
学
部

現
代
社
会
学
科

法
学
部

法
律
学
科

3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
4

中垣内　優希
廣田　聡美
遠藤　杏菜
小川　翔子
中村　公美
川田　奈於
笠井　美乃里
青木　奈未
池田　葵
大谷　礼子
道脇　菜々穂
桑山　友里
加納　理恵子
遠山　素乃子
深田　菜美子
安田　由真
加藤　史菜
梅村　裕多香
新井　佑実
石川　果穂
青木　耀平
諸江　音美
北沢　歩実
高塚　博子
内山　友梨
木村　結香
波多野　香織
浅井　涼太
八田　莉衣
天野　由鳥
漆間　茜
長谷川　詠美
石山　香穂
河瀬　留彩
岩月　彩
福沢　仁
望月　晴加
後藤　翔一
西沢　美紀
山田　江里子

総
合
政
策
学
部

総
合
政
策
学
科

経
済
学
部

経
済
学
科

4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2

張田　雄暉
後藤　菜月
橋本　健太郎
安田　大輝
大橋　真央
加藤　優里
石川　愛望
大橋　慶甫
柳沼　若南
栃原　奈央子
小久保　実紀
伊藤　美有
辻村　真里奈
長瀬　実希
神谷　明里
武藤　春香
上倉　昇悟
青木　理沙
落合　真子
川合　良延
浅沼　夏奈
葛谷　知美
小山田　藍
宮部　洋輝
山崎　友菜
原　あい
上田　光輪子
宮地　梨衣
濱條　由莉
竹居　直樹
鈴木　諒佑
春日井　志菜
河村　春菜
新中　大地
藤本　雅也
野元　友美子
幸來　貴人
大角　輝
飯田　朱莉
安藤　智哉

情
報
理
工
学
部

工
学
部

2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
2
2
2
2
2

堺　啓太
吉田　隆宏
川　雄太
細井　飛聡
丹羽　絢音
伊佐治　佳苗
山口　明音
小高　あず沙
小島　潤也
大野　由賀
八木　瑛理香
田中　絵里
今村　みなみ
石橋　優希
清水　梨加
岡野　浩寿
成瀬　千春
金粕　慎平
林　広幸
舘　亜里紗
松本　健一
江口　準啓
森本　一輝
磯部　光佑
伊藤　琴美
竹内　義宜
メイ　ズイ
立山　蓮
山本　崇喜
佐々木　康輔
兼松　裕一
伊藤　里英
熊崎　陽介
松田　博樹
間瀬　基之
飯塚　正樹
真川　智也
大塚　慧介
永井　宏樹
貝沼　雄太

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

機
械
シ
ス
テ
ム

工
学
科

電
気
電
子
工
学
科

情
報

工
学
科
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

情
報
シ
ス
テ
ム

工
学
科

経
営
学
部

経
営
学
科

情
報
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

機
械
情
報

工
学
科

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科

2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2

河津　直樹
伊藤　貴洋
松本　弦篤
菊地　慎之介
大隅　純子
松本　あすか
道脇　大斗
佐久間　綾香
角田　和繁
河野　真理果
石川　聡珠
平子　大喜
加藤　咲希
澤　理沙
岡田　美久
近藤　さき
佐藤　裕也
山田　瑞輝
佐野　円香
杉山　凌
池野　恵理子
佐々木　一憲
清水　陽平
長谷　瑞希
本多　史奈
高橋　健太
若月　翼
石原　康平
平手　佑佳
村上　宏樹
山口　恭平
米野　真由
川口　拓也
落海　なえ
湖東　祐貴
高塚　裕子
次良丸　あずさ
光岡　正太郎
彦坂　幹斗

教育奨励賞

教育奨励賞授与式
　
毎
年
、中
京
大
学
教
育
後
援
会
が
学
生
の
修
学
意
欲

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
って
い
る
、「
教
育
奨
励

賞
」の
授
与
式
が
六
月
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
学
年
別
に
、そ
れ
ぞ
れ
修
得
し
た
科
目
の
成
績

上
位
者
二
〜
五
名
を
表
彰
す
る
も
の
で
、今
年
は
二
年
生

か
ら
四
年
生
の
学
生
百
九
十
九
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
度
の
授
与
式
は
、学
部
配
置
に
合
わ
せ
て

名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パス
で
同
時
開
催
さ
れ
、会
場
と

な
っ
た
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
、八
一
二
教
室
に
は
ス
ー
ツ
に
身
を

包
み
、凛
々
し
い
表
情
の
学
生
た
ち
が
集
結
し
ま
し
た
。

　
午
後
五
時
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
会
場
で
は
、杉
野
邦
廣

教
育
後
援
会
長
の
ご
挨
拶
か
ら
授
与
式
が
ス
タ
ー
ト
。

　「
年
々
、中
京
大
学
の
学
力
が
向
上
す
る
な
か
で
、と
く

に
成
績
優
秀
な
皆
さ
ん
は
本
学
を
代
表
す
る
方
々
で
あ

り
、日
本
の
将
来
を
担
う
方
々
で
も
あ
り
ま
す
。い
つ
か

世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

い
ま
世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
が
起
こ
り
、信
じ
ら

れ
な
い
事
件
、異
常
気
象
な
ど
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
激
変
し
て
い
ま
す
が
、自
分
の
進
む
べ
き
道
を
め
ざ

し
、今
後
も
精
進
し
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
会
場
で
は
、北
川
薫
学
長
が

「
保
護
者
の
方
々
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
奨
励
金
を
ど
う

使
う
か
、そ
こ
は
知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら

先
の
長
い
人
生
の
転
機
に
な
る
よ
う
な
使
い
道
も
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、若
い
知
恵
を
絞
って
欲
し
い
」と

ご
挨
拶
。学
生
た
ち
の
顔
が
ぐ
っ
と
引
き
締
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、学
部
学
科
単
位
で
全
員
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
、

各
学
科
の
代
表
者
に
賞
状
と
奨
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。今
日
の
日
を
誇
り
に
、そ
し
て
今
後
の
励
み
に
、さ
ら

な
る
努
力
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

会員のご子女の中から、学業成績の優秀な学生に奨励金を贈って表彰すること
により、修学意欲の高揚を目的とする制度です。

名古屋キャンパス
NAGOYA CAMPUS

豊田キャンパス
TOYOTA CAMPUS

スポーツ科学部現代社会学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

年2回、約200名の文化会員が集まり、交流や会議を行う「リーダーズキャンプ」は
執行部主催の大きなイベント。2泊3日の全日程を仕切る。

舟橋 大裕さん
心理学部心理学科（4年）

熱き志を胸に文化会を牽引する、執行部第60代幹事長。

輝く
中京大生

洞庭 誠治さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

1年生から体育会幹事会に所属。現在、第58代体育会幹事会
幹事長。

輝く
中京大生

　1年生で司会放送部に入り、文化会の一員として過ごしてきまし
たが、2年生の秋、「マジメそうな奴がいる」と先輩の目に留まり、
声を掛けられたのが執行部に入ったきっかけです。
　初年度は総務局長を務め、先輩の推薦で幹事長を引き受ける
ことに。しかしそのプレッシャーたるや、外から見ていたのとでは大
違いでした。そもそも正規の部活動を行っているか、部室が不正
に使用されていないかなど、所属団体の活動を管理し、円滑な活
動をサポートするのが執行部の役割。中には予算の審議も含まれ
ており、団体の活動内容によっては予算ゼロ、という最終決定を
幹事長の僕が下さなければならないこともあります。判断を誤れば、
文化会だけでなく、所属する800人近くの学生に負担を強いてしま
うことを考えると、胃の痛くなる思いでした。
　でも、後輩たちが可愛いんですよね。彼らの部活が存続し、今の
1年生が卒業するまで好きな活動ができるよう、正すべきところは正
しておきたい。文化系ではありますが、僕がしっかり先頭を突っ
走っていかないと、皆もきっと熱くなれないですから。
　大学と学生をつなぐ架け橋として仕事をこなしてきたことで、双
方向の視点を持てるようになりました。まずは相手の気持ちを慮る、
そんなところから新たな視点が芽生えるように思います。次の幹事
長には、そんな考えも一緒にバトンタッチしたいですね。

後輩を思いやる熱い気持ちを原動力に、
文化会の先頭で走りつづける。

　体育会幹事会に入ったのは、部活で「幹事会に入ってほしい」
と言われたから。皆、そうだと思いますが、好きな部活動だけに専念
していたいじゃないですか。仕事もよくわからないし、正直、最初は
嫌々、参加していました。
　そのうちリーダーズキャンプやスポーツ功労賞祝賀会の企画運
営、体育会誌の編集発行と、幹事会の役割がわかるようになっ
て、この組織の面白さに気づきました。
　とくに幹事会の場合、スポーツ振興室と一緒に仕事をする機会
も多く、職員の方々と触れ合うなかで教えられること、学ぶことが本
当にたくさんあるんですね。アメフトや陸上、水泳選手…元アス
リートとして日本を背負った方もいらっしゃいますし、掛けていただ
いた言葉の一つひとつ、どれも宝物のように感じられて全部ノート
に書き留めています。
　とはいえ、僕たち幹事会の方からも声を出していかなくちゃいけ
ない。先日、名古屋キャンパスで開催した「応援プロジェクト」は、
スポーツ振興室に僕らが積極的にアイデアを提案しながらカタチ
にしていったものです。もともと名古屋キャンパスの学生にも体育
会の選手を応援してもらおうと企画したイベントですが、学生を
一つにまとめられるのは、学生の勢いだと思うんですよね。まだまだ
幹事会にしかできないこともあるでしょうし、次の世代のお手本に
なれるよう、もっと情熱を注いでいきたいと思います。

部活動にはない出会いと学びのなかで、
気づいた幹事会の意義。

名古屋キャンパスに学生アスリートが集結した「応援プロジェクト」。洞庭君も裏方を
務めながらステージに登場し、会場を熱く盛り上げた。

就
職
活
動
を
意
識
し
て
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
？

青
木　
私
は
三
年
生
の
春
学
期
で
す
。初
め
て
の

就
職
説
明
会
後
、の
ん
び
り
構
え
て
い
た
ら
、ま
わ

り
の
皆
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
意
欲
的
で
。置
い

て
い
か
れ
な
い
よ
う
、軽
い
気
持
ち
で
一
日
だ
け
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ

だ
！
」と
い
う
会
社
に
め
ぐ
り
逢
え
た
ん
で
す
。偶

然
で
す
が
、縁
あ
って
そ
の
会
社
か
ら
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

野
添
　
僕
は
こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
一
筋
。卒
業
後
も

プ
ロ
の
道
へ
進
む
べ
き
か
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
悩
ん
で
い
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
エ
ン
ト
リ
ー
、

保
護
者
の
方
々
に
は
ど
れ
も

耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
や
就
職
戦
線
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

か
つ
て
の「
就
活
」か
ら
は
、

想
像
も
つ
か
な
い
苦
労
を
乗
り
越
え
、

学
生
は
道
を
切
り
拓
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
か
。

卒
業
生
、内
定
者
の
皆
さ
ん
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
と
も
あ
って
、就
活
を
始
め
た
の
が
三
年
生
の
十

二
月
。や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
ず
、業
種
も
絞
れ

な
い
。四
十
年
、五
十
年
と
働
く
の
に
、そ
れ
を
こ
の

短
期
間
で
決
め
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、た
だ
あ
せ
る
ば

か
り
で…

。結
果
的
に
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、

行
き
た
い
会
社
に
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
に
は
早
め
の
ス
タ
ー
ト
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

目
指
す
業
界
を
ど
う
絞
り
こ
み
ま
し
た
か
？

山
田
　
も
と
も
と
ホ
テ
ル
マ
ン
を
目
指
し
て
、一
年

生
の
頃
か
ら
大
手
外
資
系
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
き
ま
し
た
が
、長
い
目
で
考
え
れ
ば
、女
性

積水ハウス（株）、大成建設（株）、大和ハウス工業（株）、日本ハム（株）、森永製菓（株）、アサヒ飲料（株）、日本たばこ産業（株）、
アイカ工業（株）、タカラスタンダード（株）、クリナップ（株）、大王製紙（株）、小林クリエイト（株）、大日本印刷（株）、新日本法規出版（株）、

笹徳印刷（株）、武田薬品工業（株）、エーザイ（株）、協和発酵キリン（株）、三ツ星ベルト（株）、ＴＯＴＯ（株）、ビューテック（株）、中央可鍛工業（株）、三協立山（株）、ＹＫＫＡＰ（株）、
日本ヒューレット・パッカード（株）、（株）マキタ、オーエスジー（株）、豊和工業（株）、富士通（株）、（株）デンソー、住友電装（株）、トヨタ自動車（株）、スズキ（株）、本田技研工業（株）、
（株）メニコン、日進医療器（株）、（株）スズケン、（株）大塚商会、岡谷鋼機（株）、（株）カナデン、（株）オリバー、宮吉硝子（株）、（株）コメリ、（株）セブン－イレブン・ジャパン、（株）ファ
ミリーマート、青山商事（株）、（株）バロー、（株）アルペン、（株）ゆうちょ銀行、（株）三菱東京ＵＦＪ銀行、（株）三井住友銀行、三菱ＵＦＪニコス（株）、（株）セディナ、岐阜信金、みずほ
証券（株）、ＳＭＢＣフレンド証券（株）、ＳＭＢＣ日興証券（株）、日本生命保険（相）、（株）かんぽ生命保険、明治安田生命保険（相）、（株）大和証券グループ本社、ソフトバンク（株）、
三菱UFJモルガン・スタンレー証券（株）、三井不動産リアルティ（株）、三交不動産（株）、住友不動産販売（株）、東日本旅客鉄道（株）、西日本旅客鉄道（株）、近畿日本鉄道（株）、
全日本空輸（株）、日本航空（株）、（株）住友倉庫、日本トランスシティ（株）、近畿日本ツーリスト（株）、（株）近鉄エクスプレス、（株）エイチ・アイ・エス、（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ、西日
本電信電話（株）、日本郵便（株）、（株）ジェイアール東海ホテルズ、ワタキューセイモア（株）、中部日本放送（株）、ＴＩＳ（株）、（株）インテック、NECソリューションイノベータ（株）、
楽天（株）、綜合警備保障（株）、（株）ミキハウス、（株）日立システムズ、ＣＤＳ（株）、法務省、岡崎市役所、京都府警察本部、豊田市役所、半田市役所、豊橋市役所 など 

内定速報（2014年7月末現在）

キャリア
センター

どこまでも意欲的な学生の
想いに応える

　
今
年
度
は
採
用
状
況
も
非
常
に
良

く
、就
職
率
は
昨
年
度
の
八
二・一
％（
全

国
平
均
六
七・五
％
）を
大
き
く
上
回
る

勢
い
で
伸
び
て
い
ま
す
。会
社
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、企
業
が
い
よ
い
よ
本
気

で
人
材
獲
得
に
取
り
組
み
始
め
た
。エン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
し
っ
か
り
読
み
、学
生

を
絞
り
こ
ん
だ
上
で
面
接
を
三
度
、四

度
と
重
ね
な
が
ら
、「
グ
ロ
ー
バル
人
材
」

「
人
物
重
視
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
生
を

見
極
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
観
点
と
し
て
は
、将
来
性・人
的
対

応
能
力・社
会
人
基
礎
力
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る
人

を
採
用
し
、自
分
た
ち
の
手
で
育
て
て
い

く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
と
思
い
ま
す
。

キャリアセンター　飯田　晃 部長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、

新
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
。

答
え
を
見
つ
け
る
ま
で

ま
っ
す
ぐ
な
目
で

自
分
と
向
き
あ
った
日
々
。

早
期
対
応
で
万
全
の
準
備
を

　
二
〇
一
六
年
卒
業
予
定
者
か
ら
就
活

ス
ケ
ジ
ュー
ル
が
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
に
な

り
ま
す
。企
業
の
選
考
期
間
も
大
幅
に

短
縮
化
さ
れ
、大
手
も
中
堅
企
業
も
入

り
乱
れ
て
の
短
期
決
戦
に
な
る
。試
験

日
が
重
な
る
企
業
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
反
面
、準
備
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
で
企
業
や
業
界
研
究
に
時
間
を
か

け
ら
れ
ま
す
し
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
企
業
に

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
べ
く
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は「
個
」の
対
応
を
重
視
し
、万

全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
早

め
の
活
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

企
業
の
採
用
活
動

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

企業の採用活動とキャリアセンターのサポート（予定）

4月 5月 6月 7月 8月 9月
3年生 4年生
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●プレエントリー受付スタート（主要就職サイトグランドオープン）

●学部別就職ガイダンス（春）
●インターンシップガイダンス
●就職プレサイト活用ガイダンス

SPI模擬試験（Web受検）

就活対策講座
（身だしなみ・マナー対策／自己PR・志望動機対策／業界・企業研究）

●企業・官公庁セミナー ※ブース形式の合同企業説明会

学内企業セミナー
（随時）

※上記の他、就職活動やインターンシップ、その他進路に関する個別相談を毎日（月～金）受け付けています。

会社説明会
書類選考（エントリーシート・履歴書）
学力・適性検査（筆記・パソコン）

グループディスカッション・面接
内定

●学部別就職ガイダンス（秋）

いつでも学べる就活対策セミナー

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）自己PR対策／志望動機対策
グループディスカッション対策／面接対策

業界・職種研究会 ※教室での業界説明会
（企業・官公庁編／内定者編／OB・OG編）

が
日
常
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
厳
し
い
業
界
。そ
こ
で
自
己

分
析
を
や
り
直
し
て
み
る
と
、困
っ
た
人
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
想
い
に
気

が
つ
い
て
、女
性
が
長
く
、第
一
線
で
活
躍
で
き
る

保
険
業
界
に
軌
道
修
正
し
た
ん
で
す
。

浅
井
　
僕
は
学
生
時
代
、ソ
フ
ト
テ
ニス
部
に
専
念

し
て
い
た
の
で
、正
直
就
活
への
取
り
掛
り
は
遅
か
っ

た
で
す
。リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
厳
し
い
時
代
で
し

た
の
で
、業
界
を
絞
り
込
む
勇
気
も
な
く
、と
に
か

く
多
く
の
企
業
に
ト
ラ
イ
し
、ど
こ
か
で
内
定
を

頂
け
れ
ば
いい
か
な
と
最
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

写真右上から

写真左上から

青木 奈未さん（心理学科4年・内定先／株式会社ジェイアール東海髙島屋）
長尾 直さん（豊田キャリアセンター課長）
浅井 亮二さん（2009年度健康科学科卒・株式会社竹中工務店勤務）
浅井 芳樹さん（名古屋キャリアセンター課長）
山田 千裕さん（2007年度心理学科卒・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社勤務）
野添 陽太さん（競技スポーツ科学科4年・内定先／武田薬品工業株式会社）

（
以
下
、文
中
の
敬
称
略
）

就活を
きちんと
語ろう！



2 014年度  教育奨励賞受賞者

2 013年度  中京大学教育後援会 決算報告書

項目
前期繰越金
会　費
受取利息
預金（振込手数料）
その他収入
戻入金

教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
学術・スポーツ活動奨励寄付金
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
次期繰越金

82,419,741
188,550,000

36,454
4,025
52,500
19,580

35,278,943
4,302,900
5,604,822
6,500,000
580,000

22,052,562
915,365
2,190,094
150,545
1,000,000
82,841,200
30,000,000
79,665,869

予算額 項目 予算額

合計 合計

収入 支出

￥271,082,300 ￥271,082,300

授与学生数及び奨励金額

情報理工

工

スポーツ科

情報システム工
情報メディア工
機械情報工
機械システム工
電気電子工
情報工
メディア工

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年２名以内

スポーツ教育
競技スポーツ科

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内

スポーツ健康科 成績上位者各学年３名以内

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

学部 学科 授与学生数 奨励金額

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

日本文
言語表現
国際英語
英米文化
国際教養
心理
現代社会
法律
総合政策

学部 学科 授与学生数 奨励金額

文

国際英語

国際教養
心理
現代社会
法
総合政策

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内経済経済
成績上位者各学年５名以内経営経営

項目
前期繰越金
会　費
受取利息

予算額 予算額項目
教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
入学辞退者等会費返金費
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
中京大学６０周年記念事業補助金
次期繰越金

33,000,000
5,000,000
7,000,000
8,000,000
1,000,000
30,000,000
3,000,000
2,000,000
1,000,000
200,000

45,000,000
45,000,000
1,000,000
88,565,869

￥269,765,869合計 ￥269,765,869合計

収入 支出

2 014年度  中京大学教育後援会 予算書

79,665,869
190,000,000
100,000

①1・2年次の基準は、年間修得単位数40単位以上とする。 ②3年次の基準は、総修得単位数120単位以上とする。 ③GPA（Grade Point Average）を使用し、各学科10位までを教育奨励賞候補者として選出する。

第14 回
2014年

6月19日（木）
開 催

文学部 ・ 心理学部法学部 ・ 経済学部

国際英語学部 ・ 国際教養学部 ・ 経営学部総合政策学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

評定Sの単位数×4※GPAの算出式 ＋ ＋ ＋ ÷評定Aの単位数×3 評定Bの単位数×2 評定Cの単位数×1 修得単位数

文
学
部

国
際
英
語
学
部

日
本
文
学
科

言
語
表
現
学
科

国
際
英
語
学
科

国
際
教
養

学
部

国
際
教
養

学
科

英
米
文
化
学
科

4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3

水谷　優花
高橋　真弥
栢原　真美
佐竹　あゆ美
寺澤　沙羅
大河内　志帆
別府　祐希
小黒　祐実
櫻井　舞
土谷　恵理
神谷　有紗
安部　千菜美
小松　紗織
藤井　美咲
高藤　咲希
金原　祐子
前野　紘子
可知　秋代
山下　明里
長谷川　友里
木村　英里名
小川　向日葵
夏目　和加子
長崎　笑子
太田　燎
青木　香澄
金沢　京佳
河合　真奈光
浅倉　悠美
鈴木　美有
尾関　優希
前田　彩乃
日比　千愛美
高杉　美和
西川　眞帆
宮地　優奈
エグエズ・チュタ・ガリルイス
長谷川　愛
加藤　雅隆
酒井　未紗

心
理
学
部

心
理
学
科

現
代
社
会
学
部

現
代
社
会
学
科

法
学
部

法
律
学
科

3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
4

中垣内　優希
廣田　聡美
遠藤　杏菜
小川　翔子
中村　公美
川田　奈於
笠井　美乃里
青木　奈未
池田　葵
大谷　礼子
道脇　菜々穂
桑山　友里
加納　理恵子
遠山　素乃子
深田　菜美子
安田　由真
加藤　史菜
梅村　裕多香
新井　佑実
石川　果穂
青木　耀平
諸江　音美
北沢　歩実
高塚　博子
内山　友梨
木村　結香
波多野　香織
浅井　涼太
八田　莉衣
天野　由鳥
漆間　茜
長谷川　詠美
石山　香穂
河瀬　留彩
岩月　彩
福沢　仁
望月　晴加
後藤　翔一
西沢　美紀
山田　江里子

総
合
政
策
学
部

総
合
政
策
学
科

経
済
学
部

経
済
学
科

4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2

張田　雄暉
後藤　菜月
橋本　健太郎
安田　大輝
大橋　真央
加藤　優里
石川　愛望
大橋　慶甫
柳沼　若南
栃原　奈央子
小久保　実紀
伊藤　美有
辻村　真里奈
長瀬　実希
神谷　明里
武藤　春香
上倉　昇悟
青木　理沙
落合　真子
川合　良延
浅沼　夏奈
葛谷　知美
小山田　藍
宮部　洋輝
山崎　友菜
原　あい
上田　光輪子
宮地　梨衣
濱條　由莉
竹居　直樹
鈴木　諒佑
春日井　志菜
河村　春菜
新中　大地
藤本　雅也
野元　友美子
幸來　貴人
大角　輝
飯田　朱莉
安藤　智哉

情
報
理
工
学
部

工
学
部

2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
2
2
2
2
2

堺　啓太
吉田　隆宏
川　雄太
細井　飛聡
丹羽　絢音
伊佐治　佳苗
山口　明音
小高　あず沙
小島　潤也
大野　由賀
八木　瑛理香
田中　絵里
今村　みなみ
石橋　優希
清水　梨加
岡野　浩寿
成瀬　千春
金粕　慎平
林　広幸
舘　亜里紗
松本　健一
江口　準啓
森本　一輝
磯部　光佑
伊藤　琴美
竹内　義宜
メイ　ズイ
立山　蓮
山本　崇喜
佐々木　康輔
兼松　裕一
伊藤　里英
熊崎　陽介
松田　博樹
間瀬　基之
飯塚　正樹
真川　智也
大塚　慧介
永井　宏樹
貝沼　雄太

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

機
械
シ
ス
テ
ム

工
学
科

電
気
電
子
工
学
科

情
報

工
学
科
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

情
報
シ
ス
テ
ム

工
学
科

経
営
学
部

経
営
学
科

情
報
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

機
械
情
報

工
学
科

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科

2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2

河津　直樹
伊藤　貴洋
松本　弦篤
菊地　慎之介
大隅　純子
松本　あすか
道脇　大斗
佐久間　綾香
角田　和繁
河野　真理果
石川　聡珠
平子　大喜
加藤　咲希
澤　理沙
岡田　美久
近藤　さき
佐藤　裕也
山田　瑞輝
佐野　円香
杉山　凌
池野　恵理子
佐々木　一憲
清水　陽平
長谷　瑞希
本多　史奈
高橋　健太
若月　翼
石原　康平
平手　佑佳
村上　宏樹
山口　恭平
米野　真由
川口　拓也
落海　なえ
湖東　祐貴
高塚　裕子
次良丸　あずさ
光岡　正太郎
彦坂　幹斗

教育奨励賞

教育奨励賞授与式
　
毎
年
、中
京
大
学
教
育
後
援
会
が
学
生
の
修
学
意
欲

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
って
い
る
、「
教
育
奨
励

賞
」の
授
与
式
が
六
月
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
学
年
別
に
、そ
れ
ぞ
れ
修
得
し
た
科
目
の
成
績

上
位
者
二
〜
五
名
を
表
彰
す
る
も
の
で
、今
年
は
二
年
生

か
ら
四
年
生
の
学
生
百
九
十
九
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
度
の
授
与
式
は
、学
部
配
置
に
合
わ
せ
て

名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パス
で
同
時
開
催
さ
れ
、会
場
と

な
っ
た
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
、八
一
二
教
室
に
は
ス
ー
ツ
に
身
を

包
み
、凛
々
し
い
表
情
の
学
生
た
ち
が
集
結
し
ま
し
た
。

　
午
後
五
時
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
会
場
で
は
、杉
野
邦
廣

教
育
後
援
会
長
の
ご
挨
拶
か
ら
授
与
式
が
ス
タ
ー
ト
。

　「
年
々
、中
京
大
学
の
学
力
が
向
上
す
る
な
か
で
、と
く

に
成
績
優
秀
な
皆
さ
ん
は
本
学
を
代
表
す
る
方
々
で
あ

り
、日
本
の
将
来
を
担
う
方
々
で
も
あ
り
ま
す
。い
つ
か

世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

い
ま
世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
が
起
こ
り
、信
じ
ら

れ
な
い
事
件
、異
常
気
象
な
ど
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
激
変
し
て
い
ま
す
が
、自
分
の
進
む
べ
き
道
を
め
ざ

し
、今
後
も
精
進
し
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
会
場
で
は
、北
川
薫
学
長
が

「
保
護
者
の
方
々
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
奨
励
金
を
ど
う

使
う
か
、そ
こ
は
知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら

先
の
長
い
人
生
の
転
機
に
な
る
よ
う
な
使
い
道
も
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、若
い
知
恵
を
絞
って
欲
し
い
」と

ご
挨
拶
。学
生
た
ち
の
顔
が
ぐ
っ
と
引
き
締
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、学
部
学
科
単
位
で
全
員
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
、

各
学
科
の
代
表
者
に
賞
状
と
奨
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。今
日
の
日
を
誇
り
に
、そ
し
て
今
後
の
励
み
に
、さ
ら

な
る
努
力
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

会員のご子女の中から、学業成績の優秀な学生に奨励金を贈って表彰すること
により、修学意欲の高揚を目的とする制度です。

名古屋キャンパス
NAGOYA CAMPUS

豊田キャンパス
TOYOTA CAMPUS

スポーツ科学部現代社会学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

年2回、約200名の文化会員が集まり、交流や会議を行う「リーダーズキャンプ」は
執行部主催の大きなイベント。2泊3日の全日程を仕切る。

舟橋 大裕さん
心理学部心理学科（4年）

熱き志を胸に文化会を牽引する、執行部第60代幹事長。

輝く
中京大生

洞庭 誠治さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

1年生から体育会幹事会に所属。現在、第58代体育会幹事会
幹事長。

輝く
中京大生

　1年生で司会放送部に入り、文化会の一員として過ごしてきまし
たが、2年生の秋、「マジメそうな奴がいる」と先輩の目に留まり、
声を掛けられたのが執行部に入ったきっかけです。
　初年度は総務局長を務め、先輩の推薦で幹事長を引き受ける
ことに。しかしそのプレッシャーたるや、外から見ていたのとでは大
違いでした。そもそも正規の部活動を行っているか、部室が不正
に使用されていないかなど、所属団体の活動を管理し、円滑な活
動をサポートするのが執行部の役割。中には予算の審議も含まれ
ており、団体の活動内容によっては予算ゼロ、という最終決定を
幹事長の僕が下さなければならないこともあります。判断を誤れば、
文化会だけでなく、所属する800人近くの学生に負担を強いてしま
うことを考えると、胃の痛くなる思いでした。
　でも、後輩たちが可愛いんですよね。彼らの部活が存続し、今の
1年生が卒業するまで好きな活動ができるよう、正すべきところは正
しておきたい。文化系ではありますが、僕がしっかり先頭を突っ
走っていかないと、皆もきっと熱くなれないですから。
　大学と学生をつなぐ架け橋として仕事をこなしてきたことで、双
方向の視点を持てるようになりました。まずは相手の気持ちを慮る、
そんなところから新たな視点が芽生えるように思います。次の幹事
長には、そんな考えも一緒にバトンタッチしたいですね。

後輩を思いやる熱い気持ちを原動力に、
文化会の先頭で走りつづける。

　体育会幹事会に入ったのは、部活で「幹事会に入ってほしい」
と言われたから。皆、そうだと思いますが、好きな部活動だけに専念
していたいじゃないですか。仕事もよくわからないし、正直、最初は
嫌々、参加していました。
　そのうちリーダーズキャンプやスポーツ功労賞祝賀会の企画運
営、体育会誌の編集発行と、幹事会の役割がわかるようになっ
て、この組織の面白さに気づきました。
　とくに幹事会の場合、スポーツ振興室と一緒に仕事をする機会
も多く、職員の方々と触れ合うなかで教えられること、学ぶことが本
当にたくさんあるんですね。アメフトや陸上、水泳選手…元アス
リートとして日本を背負った方もいらっしゃいますし、掛けていただ
いた言葉の一つひとつ、どれも宝物のように感じられて全部ノート
に書き留めています。
　とはいえ、僕たち幹事会の方からも声を出していかなくちゃいけ
ない。先日、名古屋キャンパスで開催した「応援プロジェクト」は、
スポーツ振興室に僕らが積極的にアイデアを提案しながらカタチ
にしていったものです。もともと名古屋キャンパスの学生にも体育
会の選手を応援してもらおうと企画したイベントですが、学生を
一つにまとめられるのは、学生の勢いだと思うんですよね。まだまだ
幹事会にしかできないこともあるでしょうし、次の世代のお手本に
なれるよう、もっと情熱を注いでいきたいと思います。

部活動にはない出会いと学びのなかで、
気づいた幹事会の意義。

名古屋キャンパスに学生アスリートが集結した「応援プロジェクト」。洞庭君も裏方を
務めながらステージに登場し、会場を熱く盛り上げた。

就
職
活
動
を
意
識
し
て
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
？

青
木　
私
は
三
年
生
の
春
学
期
で
す
。初
め
て
の

就
職
説
明
会
後
、の
ん
び
り
構
え
て
い
た
ら
、ま
わ

り
の
皆
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
意
欲
的
で
。置
い

て
い
か
れ
な
い
よ
う
、軽
い
気
持
ち
で
一
日
だ
け
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ

だ
！
」と
い
う
会
社
に
め
ぐ
り
逢
え
た
ん
で
す
。偶

然
で
す
が
、縁
あ
って
そ
の
会
社
か
ら
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

野
添
　
僕
は
こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
一
筋
。卒
業
後
も

プ
ロ
の
道
へ
進
む
べ
き
か
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
悩
ん
で
い
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
エ
ン
ト
リ
ー
、

保
護
者
の
方
々
に
は
ど
れ
も

耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
や
就
職
戦
線
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

か
つ
て
の「
就
活
」か
ら
は
、

想
像
も
つ
か
な
い
苦
労
を
乗
り
越
え
、

学
生
は
道
を
切
り
拓
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
か
。

卒
業
生
、内
定
者
の
皆
さ
ん
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
と
も
あ
って
、就
活
を
始
め
た
の
が
三
年
生
の
十

二
月
。や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
ず
、業
種
も
絞
れ

な
い
。四
十
年
、五
十
年
と
働
く
の
に
、そ
れ
を
こ
の

短
期
間
で
決
め
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、た
だ
あ
せ
る
ば

か
り
で…

。結
果
的
に
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、

行
き
た
い
会
社
に
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
に
は
早
め
の
ス
タ
ー
ト
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

目
指
す
業
界
を
ど
う
絞
り
こ
み
ま
し
た
か
？

山
田
　
も
と
も
と
ホ
テ
ル
マ
ン
を
目
指
し
て
、一
年

生
の
頃
か
ら
大
手
外
資
系
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
き
ま
し
た
が
、長
い
目
で
考
え
れ
ば
、女
性

積水ハウス（株）、大成建設（株）、大和ハウス工業（株）、日本ハム（株）、森永製菓（株）、アサヒ飲料（株）、日本たばこ産業（株）、
アイカ工業（株）、タカラスタンダード（株）、クリナップ（株）、大王製紙（株）、小林クリエイト（株）、大日本印刷（株）、新日本法規出版（株）、

笹徳印刷（株）、武田薬品工業（株）、エーザイ（株）、協和発酵キリン（株）、三ツ星ベルト（株）、ＴＯＴＯ（株）、ビューテック（株）、中央可鍛工業（株）、三協立山（株）、ＹＫＫＡＰ（株）、
日本ヒューレット・パッカード（株）、（株）マキタ、オーエスジー（株）、豊和工業（株）、富士通（株）、（株）デンソー、住友電装（株）、トヨタ自動車（株）、スズキ（株）、本田技研工業（株）、
（株）メニコン、日進医療器（株）、（株）スズケン、（株）大塚商会、岡谷鋼機（株）、（株）カナデン、（株）オリバー、宮吉硝子（株）、（株）コメリ、（株）セブン－イレブン・ジャパン、（株）ファ
ミリーマート、青山商事（株）、（株）バロー、（株）アルペン、（株）ゆうちょ銀行、（株）三菱東京ＵＦＪ銀行、（株）三井住友銀行、三菱ＵＦＪニコス（株）、（株）セディナ、岐阜信金、みずほ
証券（株）、ＳＭＢＣフレンド証券（株）、ＳＭＢＣ日興証券（株）、日本生命保険（相）、（株）かんぽ生命保険、明治安田生命保険（相）、（株）大和証券グループ本社、ソフトバンク（株）、
三菱UFJモルガン・スタンレー証券（株）、三井不動産リアルティ（株）、三交不動産（株）、住友不動産販売（株）、東日本旅客鉄道（株）、西日本旅客鉄道（株）、近畿日本鉄道（株）、
全日本空輸（株）、日本航空（株）、（株）住友倉庫、日本トランスシティ（株）、近畿日本ツーリスト（株）、（株）近鉄エクスプレス、（株）エイチ・アイ・エス、（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ、西日
本電信電話（株）、日本郵便（株）、（株）ジェイアール東海ホテルズ、ワタキューセイモア（株）、中部日本放送（株）、ＴＩＳ（株）、（株）インテック、NECソリューションイノベータ（株）、
楽天（株）、綜合警備保障（株）、（株）ミキハウス、（株）日立システムズ、ＣＤＳ（株）、法務省、岡崎市役所、京都府警察本部、豊田市役所、半田市役所、豊橋市役所 など 

内定速報（2014年7月末現在）

キャリア
センター

どこまでも意欲的な学生の
想いに応える

　
今
年
度
は
採
用
状
況
も
非
常
に
良

く
、就
職
率
は
昨
年
度
の
八
二・一
％（
全

国
平
均
六
七・五
％
）を
大
き
く
上
回
る

勢
い
で
伸
び
て
い
ま
す
。会
社
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、企
業
が
い
よ
い
よ
本
気

で
人
材
獲
得
に
取
り
組
み
始
め
た
。エン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
し
っ
か
り
読
み
、学
生

を
絞
り
こ
ん
だ
上
で
面
接
を
三
度
、四

度
と
重
ね
な
が
ら
、「
グ
ロ
ー
バル
人
材
」

「
人
物
重
視
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
生
を

見
極
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
観
点
と
し
て
は
、将
来
性・人
的
対

応
能
力・社
会
人
基
礎
力
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る
人

を
採
用
し
、自
分
た
ち
の
手
で
育
て
て
い

く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
と
思
い
ま
す
。

キャリアセンター　飯田　晃 部長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、

新
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
。

答
え
を
見
つ
け
る
ま
で

ま
っ
す
ぐ
な
目
で

自
分
と
向
き
あ
った
日
々
。

早
期
対
応
で
万
全
の
準
備
を

　
二
〇
一
六
年
卒
業
予
定
者
か
ら
就
活

ス
ケ
ジ
ュー
ル
が
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
に
な

り
ま
す
。企
業
の
選
考
期
間
も
大
幅
に

短
縮
化
さ
れ
、大
手
も
中
堅
企
業
も
入

り
乱
れ
て
の
短
期
決
戦
に
な
る
。試
験

日
が
重
な
る
企
業
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
反
面
、準
備
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
で
企
業
や
業
界
研
究
に
時
間
を
か

け
ら
れ
ま
す
し
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
企
業
に

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
べ
く
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は「
個
」の
対
応
を
重
視
し
、万

全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
早

め
の
活
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

企
業
の
採
用
活
動

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

企業の採用活動とキャリアセンターのサポート（予定）

4月 5月 6月 7月 8月 9月
3年生 4年生
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●プレエントリー受付スタート（主要就職サイトグランドオープン）

●学部別就職ガイダンス（春）
●インターンシップガイダンス
●就職プレサイト活用ガイダンス

SPI模擬試験（Web受検）

就活対策講座
（身だしなみ・マナー対策／自己PR・志望動機対策／業界・企業研究）

●企業・官公庁セミナー ※ブース形式の合同企業説明会

学内企業セミナー
（随時）

※上記の他、就職活動やインターンシップ、その他進路に関する個別相談を毎日（月～金）受け付けています。

会社説明会
書類選考（エントリーシート・履歴書）
学力・適性検査（筆記・パソコン）

グループディスカッション・面接
内定

●学部別就職ガイダンス（秋）

いつでも学べる就活対策セミナー

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）自己PR対策／志望動機対策
グループディスカッション対策／面接対策

業界・職種研究会 ※教室での業界説明会
（企業・官公庁編／内定者編／OB・OG編）

が
日
常
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
厳
し
い
業
界
。そ
こ
で
自
己

分
析
を
や
り
直
し
て
み
る
と
、困
っ
た
人
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
想
い
に
気

が
つ
い
て
、女
性
が
長
く
、第
一
線
で
活
躍
で
き
る

保
険
業
界
に
軌
道
修
正
し
た
ん
で
す
。

浅
井
　
僕
は
学
生
時
代
、ソ
フ
ト
テ
ニス
部
に
専
念

し
て
い
た
の
で
、正
直
就
活
への
取
り
掛
り
は
遅
か
っ

た
で
す
。リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
厳
し
い
時
代
で
し

た
の
で
、業
界
を
絞
り
込
む
勇
気
も
な
く
、と
に
か

く
多
く
の
企
業
に
ト
ラ
イ
し
、ど
こ
か
で
内
定
を

頂
け
れ
ば
いい
か
な
と
最
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

写真右上から

写真左上から

青木 奈未さん（心理学科4年・内定先／株式会社ジェイアール東海髙島屋）
長尾 直さん（豊田キャリアセンター課長）
浅井 亮二さん（2009年度健康科学科卒・株式会社竹中工務店勤務）
浅井 芳樹さん（名古屋キャリアセンター課長）
山田 千裕さん（2007年度心理学科卒・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社勤務）
野添 陽太さん（競技スポーツ科学科4年・内定先／武田薬品工業株式会社）

（
以
下
、文
中
の
敬
称
略
）

就活を
きちんと
語ろう！

青木湖セミナーハウス
【レイクビュー白馬】
〒398-0001
長野県大町市大字平エビスマ23370
TEL：0261-21-4500 FAX：0261-21-4510
一泊2食（平日・税込み）7,800円～

蓼科セミナーハウス
【マウントビュー蓼科】
〒391-0213
長野県茅野市豊平字東嶽三井の森内
TEL：0266-76-2588 FAX：0266-76-5539
一泊2食（平日・税込み）7,700円～ 

ご
家
族
の
休
日
は
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
過
ご
せ
る

本
格
リ
ゾ
ー
ト
へ
。

　
在
学
生
ば
か
り
で
な
く
、保
護

者
の
皆
様
や
卒
業
生
の
方
々
に
も

ご
利
用
い
た
だ
き
、大
変
ご
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
、本
学
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
す
。北
ア
ル
プ
ス

の
麓
、青
木
湖
畔
に
佇
む「
青
木

湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」は
、ス
キ
ー
や

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、紅
葉
な
ど
四
季

折
々
に
満
喫
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
ス

ポ
ッ
ト
。ま
た
南
・
中
・
北
ア
ル
プ
ス

と
八
ヶ
岳
連
峰
の
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ

を
望
む「
蓼
科
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」

で
は
、広
大
な
森
で
野
生
動
物
と

出
会
っ
た
り
、星
空
を
眺
め
た
り
。

大
自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
講
義

を
受
け
る
こ
と
で
大
学
卒

業
資
格
を
得
ら
れ
る
通
信

制
大
学「
放
送
大
学
」。本

学
で
は
、そ
の
東
海
地
区
の

拠
点
と
な
る「
愛
知
学
習
セ

ン
タ
ー
」を
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
四

階
に
設
置
。ス
ク
ー
リ
ン
グ

の
た
め
の
学
習
施
設
と
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
。現
在
、

学
部
生
、大
学
院
生
合
わ
せ

て
三
千
名
が
在
籍
。主
婦
や

社
会
人
の
方
な
ど
、向
上
心

あ
ふ
れ
る
学
生
を
支
援
す

る
の
も
、本
学
の
役
割
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
三
月
十
五
日（
土
）、

第
三
回
目
と
な
る
中
京
大

学
・
明
治
大
学
サ
ッ
カ
ー
交
流

試
合
が
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
日
本
大
学
選
手
権
で
優

勝
争
い
を
繰
り
広
げ
て
き
た

大
学
サ
ッ
カ
ー
界
の
両
雄
の
対

戦
に
、大
学
関
係
者
の
み
な
ら

ず
一
般
市
民
ら
約
千
名
が
駆

け
つ
け
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な
プ
レ
ー

を
観
戦
。双
方
、巧
み
な
攻
撃

と
鉄
壁
の
守
り
で
０
対
０
の

引
分
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
校
友
会
本
部
も
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
こ
の
試
合
は
、豊
田
ス

タ
ジ
ア
ム
の
名
物
カ
ー
ド
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。

 

施 設 紹 介
中京大学では、開かれたキャンパスとして、保護者の方々や一般市民に施設を開放しています。

趣味やライフスタイル、交流を広げる場としてぜひご活用ください。

校友会本部  個人情報保護の基本方針   

1
2

3
4
5

6

校友会本部における個人情報の取扱は、次の方針で行います。
利用目的をできる限り特定し、必要な範囲に限って個人情報を取得します。
利用目的の範囲内で、業務の遂行上必要な限りにおいて個人情報を利用します。
取得した個人情報は、本人の同意を得ることなく、第三者に提供しません。
情報セキュリティー対策をはじめ、個人情報の紛失、漏えい等の予防に努めます。
外部への業務委託については、個人情報の保護に関する契約の締結及び委託先に対する監督を行い、情報の管理に努めます。
本人から個人情報の開示・訂正・削除の請求がなされた場合は、その請求を尊重して対応します。

放
送
大
学

個
人
学
習
室

図
書
館

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ
る

人
の
、も
う
ひ
と
つ
の
、

学
び
の
カ
タ
チ
。

　
中
京
大
学
図
書
館
は
、多

く
の
学
部
学
科
を
備
え
る

総
合
大
学
の
図
書
館
と
し

て
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
三

館
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
一
館

あ
り
、多
分
野
に
わ
た
り
充

実
し
た
蔵
書
を
備
え
て
い
ま

す
。東
海
地
区
の
大
学
で
は

初
の
自
動
書
庫（
八
十
万
冊

収
蔵
可
能
）が
導
入
さ
れ
た

ほ
か
、貴
重
書
庫
も
新
設
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、名
古
屋

図
書
館
に
は
学
生
ア
シ
ス
タ

ン
ト
を
配
置
し
て
い
る「
ラ
ー

ニ
ン
グ・ス
ク
エ
ア
」や
館
内
で

長
時
間
学
習
で
き
る
よ
う
に

飲
食
や
会
話
が
で
き
る「
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ・ス
ク
エ
ア
」が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

四
館
で
蔵
書
九
十
九
万
冊
、

一
般
市
民
に
も
開
放
さ
れ
た
、

知
の
宝
庫
。

　
本
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、一
般
市
民
を

対
象
と
し
た
講
座
を
年
二

回
開
講
し
て
い
ま
す
。
文

学
、ビ
ジ
ネ
ス
、ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
さ
ま

ざ
ま
で
、語
学
学
習
な
ど
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き

る
上
、午
前
、午
後
、夜
間

と
幅
広
い
時
間
設
定
で
、社

会
人
の
方
で
も
利
用
し
や

す
い
よ
う
配
慮
。こ
れ
ま
で

に
受
講
者
は
延
べ
五
万
人

を
数
え
、地
域
の
方
々
の
生

涯
学
習
へ
の
旺
盛
な
意
欲

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
、

よ
り
楽
し
む
た
め
に
。

　
レ
ポ
ー
ト
や
ゼ
ミ
発
表
の

資
料
づ
く
り
、就
職
活
動
や

資
格
試
験
に
備
え
た
勉
強

の
た
め
に
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

施
設
を
利
用
す
る
学
生
が

増
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に

対
応
す
べ
く
、名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス・
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
一
階
に

個
人
学
習
の
た
め
の
専
用

ス
ペ
ー
ス
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
座
席
は
全
八
十
席
、授
業

開
始
前
よ
り
利
用
で
き
る
よ

う
、午
前
八
時
か
ら
午
後
八

時
ま
で（
月
〜
金
）す
べ
て
の

学
生
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
学
自
習
へ
の
情
熱
に

き
ち
ん
と
応
え
る

新
ス
ペ
ー
ス
誕
生
。単 位 修 得 状 況

成 績表 の 見 方 成績表・履修時間割表内「単位修得状況」部分の見方

区　　分

0
0
4
4
2
4
0

4
6

0
0

0
0
0
0
0
0
0

14
16

2
8
0
0
0
4
2

14
12

2
8
0
0
0
2
4

0 0 0 4 56

0 0 0 4 56

24
12

2
8
4
4
4
2
8

14 0 16 16 32

①履修登録 ②既修
単位

③要卒
単位

④卒業
要件春期 秋期

■お問い合わせ

全
学
共
通

フ
ロ
ー
ト

学
部
固
有

中
京
大
・
明
治
大

サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合
開
催

①履修登録 …今学期に登録している単位数

②既修単位 …すでに取得（合格）した単位数

③要卒単位 …既修単位のうち卒業に必要な単位数を
　どれだけ満たしているか示した単位数

④卒業要件 …卒業に必要な各区分の単位数スポーツ・健康
外国語基礎
自然の探究
人間の探究
社会の探究
新 領 域
選 択 単 位

必 修 科 目
選 択 科 目

10 0 30 26 36小 計

24 0 46 46 124総 計

小 計

小 計

フ ロ ー ト

教務課
名古屋キャンパス …… 052-835-7162

豊田キャンパス …… 0565-46-1226

学業成績の発表は、春と秋、各学期末にCUBICS（Webシステム）で学生本人に開示されます。保護者の皆様へは教育後援会より
5月と10月、「成績表・履修時間割表」が送付されますので、卒業に必要な単位を修得できているか、ぜひ一度お確かめください。

校 友 会 本 部 か ら の お 知 ら せ

「④卒業要件」と「③要卒単位」の数字がすべての区分でイ
コールとなれば、卒業要件を満たしていることになります。

卒業に必要な単位を取っているかどうしたら分かる
でしょうか？
1：Q

「フロート単位」とは何ですか？

「全学共通科目」と「学部固有科目」の区分で、修得した単
位のうち各区分の卒業要件を超過した単位数がフロート
単位となります。「フロート単位」のない学部もあります。

1：A

2：A
2：Q

Q ＆ A成績表の見方

2 014年度  教育奨励賞受賞者

2 013年度  中京大学教育後援会 決算報告書

項目
前期繰越金
会　費
受取利息
預金（振込手数料）
その他収入
戻入金

教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
学術・スポーツ活動奨励寄付金
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
次期繰越金

82,419,741
188,550,000

36,454
4,025
52,500
19,580

35,278,943
4,302,900
5,604,822
6,500,000
580,000

22,052,562
915,365
2,190,094
150,545
1,000,000
82,841,200
30,000,000
79,665,869

予算額 項目 予算額

合計 合計

収入 支出

￥271,082,300 ￥271,082,300

授与学生数及び奨励金額

情報理工

工

スポーツ科

情報システム工
情報メディア工
機械情報工
機械システム工
電気電子工
情報工
メディア工

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年２名以内

スポーツ教育
競技スポーツ科

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内

スポーツ健康科 成績上位者各学年３名以内

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

学部 学科 授与学生数 奨励金額

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

日本文
言語表現
国際英語
英米文化
国際教養
心理
現代社会
法律
総合政策

学部 学科 授与学生数 奨励金額

文

国際英語

国際教養
心理
現代社会
法
総合政策

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内経済経済
成績上位者各学年５名以内経営経営

項目
前期繰越金
会　費
受取利息

予算額 予算額項目
教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
入学辞退者等会費返金費
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
中京大学６０周年記念事業補助金
次期繰越金

33,000,000
5,000,000
7,000,000
8,000,000
1,000,000
30,000,000
3,000,000
2,000,000
1,000,000
200,000

45,000,000
45,000,000
1,000,000
88,565,869

￥269,765,869合計 ￥269,765,869合計

収入 支出

2 014年度  中京大学教育後援会 予算書

79,665,869
190,000,000
100,000

①1・2年次の基準は、年間修得単位数40単位以上とする。 ②3年次の基準は、総修得単位数120単位以上とする。 ③GPA（Grade Point Average）を使用し、各学科10位までを教育奨励賞候補者として選出する。

第14 回
2014年

6月19日（木）
開 催

文学部 ・ 心理学部法学部 ・ 経済学部

国際英語学部 ・ 国際教養学部 ・ 経営学部総合政策学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

評定Sの単位数×4※GPAの算出式 ＋ ＋ ＋ ÷評定Aの単位数×3 評定Bの単位数×2 評定Cの単位数×1 修得単位数

文
学
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国
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語
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日
本
文
学
科
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表
現
学
科

国
際
英
語
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国
際
教
養
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部

国
際
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養
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米
文
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3
3
3
2
2
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4
4
4
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3
3
2
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4
4
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4
4
3
3
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2
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4
4
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水谷　優花
高橋　真弥
栢原　真美
佐竹　あゆ美
寺澤　沙羅
大河内　志帆
別府　祐希
小黒　祐実
櫻井　舞
土谷　恵理
神谷　有紗
安部　千菜美
小松　紗織
藤井　美咲
高藤　咲希
金原　祐子
前野　紘子
可知　秋代
山下　明里
長谷川　友里
木村　英里名
小川　向日葵
夏目　和加子
長崎　笑子
太田　燎
青木　香澄
金沢　京佳
河合　真奈光
浅倉　悠美
鈴木　美有
尾関　優希
前田　彩乃
日比　千愛美
高杉　美和
西川　眞帆
宮地　優奈
エグエズ・チュタ・ガリルイス
長谷川　愛
加藤　雅隆
酒井　未紗

心
理
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部

心
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現
代
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会
学
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代
社
会
学
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科
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中垣内　優希
廣田　聡美
遠藤　杏菜
小川　翔子
中村　公美
川田　奈於
笠井　美乃里
青木　奈未
池田　葵
大谷　礼子
道脇　菜々穂
桑山　友里
加納　理恵子
遠山　素乃子
深田　菜美子
安田　由真
加藤　史菜
梅村　裕多香
新井　佑実
石川　果穂
青木　耀平
諸江　音美
北沢　歩実
高塚　博子
内山　友梨
木村　結香
波多野　香織
浅井　涼太
八田　莉衣
天野　由鳥
漆間　茜
長谷川　詠美
石山　香穂
河瀬　留彩
岩月　彩
福沢　仁
望月　晴加
後藤　翔一
西沢　美紀
山田　江里子

総
合
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策
学
部

総
合
政
策
学
科

経
済
学
部

経
済
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科

4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2

張田　雄暉
後藤　菜月
橋本　健太郎
安田　大輝
大橋　真央
加藤　優里
石川　愛望
大橋　慶甫
柳沼　若南
栃原　奈央子
小久保　実紀
伊藤　美有
辻村　真里奈
長瀬　実希
神谷　明里
武藤　春香
上倉　昇悟
青木　理沙
落合　真子
川合　良延
浅沼　夏奈
葛谷　知美
小山田　藍
宮部　洋輝
山崎　友菜
原　あい
上田　光輪子
宮地　梨衣
濱條　由莉
竹居　直樹
鈴木　諒佑
春日井　志菜
河村　春菜
新中　大地
藤本　雅也
野元　友美子
幸來　貴人
大角　輝
飯田　朱莉
安藤　智哉

情
報
理
工
学
部

工
学
部
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堺　啓太
吉田　隆宏
川　雄太
細井　飛聡
丹羽　絢音
伊佐治　佳苗
山口　明音
小高　あず沙
小島　潤也
大野　由賀
八木　瑛理香
田中　絵里
今村　みなみ
石橋　優希
清水　梨加
岡野　浩寿
成瀬　千春
金粕　慎平
林　広幸
舘　亜里紗
松本　健一
江口　準啓
森本　一輝
磯部　光佑
伊藤　琴美
竹内　義宜
メイ　ズイ
立山　蓮
山本　崇喜
佐々木　康輔
兼松　裕一
伊藤　里英
熊崎　陽介
松田　博樹
間瀬　基之
飯塚　正樹
真川　智也
大塚　慧介
永井　宏樹
貝沼　雄太
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ポ
ー
ツ
科
学
部

機
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シ
ス
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工
学
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電
気
電
子
工
学
科

情
報

工
学
科
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デ
ィ
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工
学
科

情
報
シ
ス
テ
ム

工
学
科

経
営
学
部

経
営
学
科

情
報
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

機
械
情
報

工
学
科

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科

2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2

河津　直樹
伊藤　貴洋
松本　弦篤
菊地　慎之介
大隅　純子
松本　あすか
道脇　大斗
佐久間　綾香
角田　和繁
河野　真理果
石川　聡珠
平子　大喜
加藤　咲希
澤　理沙
岡田　美久
近藤　さき
佐藤　裕也
山田　瑞輝
佐野　円香
杉山　凌
池野　恵理子
佐々木　一憲
清水　陽平
長谷　瑞希
本多　史奈
高橋　健太
若月　翼
石原　康平
平手　佑佳
村上　宏樹
山口　恭平
米野　真由
川口　拓也
落海　なえ
湖東　祐貴
高塚　裕子
次良丸　あずさ
光岡　正太郎
彦坂　幹斗

教育奨励賞

教育奨励賞授与式
　
毎
年
、中
京
大
学
教
育
後
援
会
が
学
生
の
修
学
意
欲

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
って
い
る
、「
教
育
奨
励

賞
」の
授
与
式
が
六
月
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
学
年
別
に
、そ
れ
ぞ
れ
修
得
し
た
科
目
の
成
績

上
位
者
二
〜
五
名
を
表
彰
す
る
も
の
で
、今
年
は
二
年
生

か
ら
四
年
生
の
学
生
百
九
十
九
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
度
の
授
与
式
は
、学
部
配
置
に
合
わ
せ
て

名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パス
で
同
時
開
催
さ
れ
、会
場
と

な
っ
た
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
、八
一
二
教
室
に
は
ス
ー
ツ
に
身
を

包
み
、凛
々
し
い
表
情
の
学
生
た
ち
が
集
結
し
ま
し
た
。

　
午
後
五
時
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
会
場
で
は
、杉
野
邦
廣

教
育
後
援
会
長
の
ご
挨
拶
か
ら
授
与
式
が
ス
タ
ー
ト
。

　「
年
々
、中
京
大
学
の
学
力
が
向
上
す
る
な
か
で
、と
く

に
成
績
優
秀
な
皆
さ
ん
は
本
学
を
代
表
す
る
方
々
で
あ

り
、日
本
の
将
来
を
担
う
方
々
で
も
あ
り
ま
す
。い
つ
か

世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

い
ま
世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
が
起
こ
り
、信
じ
ら

れ
な
い
事
件
、異
常
気
象
な
ど
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
激
変
し
て
い
ま
す
が
、自
分
の
進
む
べ
き
道
を
め
ざ

し
、今
後
も
精
進
し
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
会
場
で
は
、北
川
薫
学
長
が

「
保
護
者
の
方
々
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
奨
励
金
を
ど
う

使
う
か
、そ
こ
は
知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら

先
の
長
い
人
生
の
転
機
に
な
る
よ
う
な
使
い
道
も
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、若
い
知
恵
を
絞
って
欲
し
い
」と

ご
挨
拶
。学
生
た
ち
の
顔
が
ぐ
っ
と
引
き
締
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、学
部
学
科
単
位
で
全
員
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
、

各
学
科
の
代
表
者
に
賞
状
と
奨
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。今
日
の
日
を
誇
り
に
、そ
し
て
今
後
の
励
み
に
、さ
ら

な
る
努
力
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

会員のご子女の中から、学業成績の優秀な学生に奨励金を贈って表彰すること
により、修学意欲の高揚を目的とする制度です。

名古屋キャンパス
NAGOYA CAMPUS

豊田キャンパス
TOYOTA CAMPUS

スポーツ科学部現代社会学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

　教育奨励賞の存在は知っていましたが、何かの紹介文で「会員
のご子女の中から成績優秀な学生に」という一文を“女子の中から”
と読み違え、自分には関係ないものと思い込んでいました。大学は
真面目に勉強するところ、と親に言われていましたし、最初の1年目
は純粋に勉強に取り組んだ結果の受賞でした。
　受賞者には表彰状と成績に応じて決められた額の奨励金が与
えられます。僕自身、アルバイトはしていたものの、自活しているこ
ともあって、なかなかお金を貯められないでいましたが、奨励金を
いただいたことで宅建の資格取得にチャレンジできました。
　やはり一度、経験してしまうと欲が出るもので、2年生からは教
育奨励賞を目標に頑張りました。大学図書館が閉まるまで勉強し、
その後コンビニの夜勤が午後10時から午前2時まで、土日は朝6
時までという日もありましたが、2年生の成績（GPA）はオールS。
結局、資格への挑戦を通して勉強の習慣が身についたこと、一緒
に学ぶ仲間を得たことが大きかったと思います。
　奨励金のおかげで少し余裕もでき、3年生の春休みにはカンボ
ジアを訪ねました。貧困にあえぐ国をイメージしていましたが、星空
は感動的に美しく、誰もが笑顔で挨拶してくれる。視野が広がる
思いでした。奨励賞をいただいたことがきっかけで、いろいろなこと
に意欲的に取り組めるようになれたと感謝しています。

教育奨励賞がなければ、やりたいこと
一つ、できなかったかもしれない。

1年次、2年次、3年次の成績が毎年合算され、上位者が選ばれる賞だけに、
3年連続受賞は、いかに努力を積み重ねてきたか、その証し。

輝く
中京大生

青木 耀平さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

教育後援会「教育奨励賞」を3年連続トップ受賞。

輝く
中京大生

寺本 明日香さん
スポーツ科学部競技スポーツ科学科（1年）

ロンドン五輪・体操女子で個人総合11位に輝いた日本のエース。

　私が所属する体操クラブ（レジックスポーツ）のコーチ、坂本周
次先生も中京大学の卒業生。その先生が体操競技部女子の監
督ということもあり、また名古屋で引き続きご指導いただきたくて、
今春、中京大学に進学しました。
　いつも朝7時頃には大学へ。3限まで授業を受け、午後5時から
夜10時過ぎまで、体操部の拠点でもあるレジックスポーツで毎日
練習しています。たまに体調がすぐれず、休みたくなる日もありますが、
足が勝手に体育館に向いてしまいます。
　ロンドン五輪では、試合に出ることだけに集中していましたので、
日の丸を背負うプレッシャーのようなものは無かったです。たしかに
会場内はものすごい歓声に沸いていましたが、「何だか騒々しい
なあ」と思ったぐらい（笑）。大会後に振り返り、初めてオリンピック
という舞台の大きさに気づきました。
　世界戦もそうですが、日本代表を決める選考会の方が私はずっと
緊張しますし、そこを乗り越えられたら、あとは「もう、やるしかない！」
そんな気持ちで世界の壁に挑んでいます。
　リオ五輪は2年後。まず
はその前の世界選手権
で、団体8位以内に入る
ことが五輪出場の条件で
す。勉強も、自分自身の
夢にも自由に挑戦できる
のが大学生の特権！中
京大学の充実した練習
環境をフル活用しながら、
高難度の技の完成度を
磨いていきたいですね。

恵まれた環境と時間を有効活用しながら、
リオ五輪への切符をめざす。

最近、親のサポートにどれほど
助けられてきたか気がついた。
「いつも感謝の気持ちを忘れずこ
れからも頑張りたい」と寺本さん。

年2回、約200名の文化会員が集まり、交流や会議を行う「リーダーズキャンプ」は
執行部主催の大きなイベント。2泊3日の全日程を仕切る。

舟橋 大裕さん
心理学部心理学科（4年）

熱き志を胸に文化会を牽引する、執行部第60代幹事長。

輝く
中京大生

洞庭 誠治さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

1年生から体育会幹事会に所属。現在、第58代体育会幹事会
幹事長。

輝く
中京大生

　1年生で司会放送部に入り、文化会の一員として過ごしてきまし
たが、2年生の秋、「マジメそうな奴がいる」と先輩の目に留まり、
声を掛けられたのが執行部に入ったきっかけです。
　初年度は総務局長を務め、先輩の推薦で幹事長を引き受ける
ことに。しかしそのプレッシャーたるや、外から見ていたのとでは大
違いでした。そもそも正規の部活動を行っているか、部室が不正
に使用されていないかなど、所属団体の活動を管理し、円滑な活
動をサポートするのが執行部の役割。中には予算の審議も含まれ
ており、団体の活動内容によっては予算ゼロ、という最終決定を
幹事長の僕が下さなければならないこともあります。判断を誤れば、
文化会だけでなく、所属する800人近くの学生に負担を強いてしま
うことを考えると、胃の痛くなる思いでした。
　でも、後輩たちが可愛いんですよね。彼らの部活が存続し、今の
1年生が卒業するまで好きな活動ができるよう、正すべきところは正
しておきたい。文化系ではありますが、僕がしっかり先頭を突っ
走っていかないと、皆もきっと熱くなれないですから。
　大学と学生をつなぐ架け橋として仕事をこなしてきたことで、双
方向の視点を持てるようになりました。まずは相手の気持ちを慮る、
そんなところから新たな視点が芽生えるように思います。次の幹事
長には、そんな考えも一緒にバトンタッチしたいですね。

後輩を思いやる熱い気持ちを原動力に、
文化会の先頭で走りつづける。

　体育会幹事会に入ったのは、部活で「幹事会に入ってほしい」
と言われたから。皆、そうだと思いますが、好きな部活動だけに専念
していたいじゃないですか。仕事もよくわからないし、正直、最初は
嫌々、参加していました。
　そのうちリーダーズキャンプやスポーツ功労賞祝賀会の企画運
営、体育会誌の編集発行と、幹事会の役割がわかるようになっ
て、この組織の面白さに気づきました。
　とくに幹事会の場合、スポーツ振興室と一緒に仕事をする機会
も多く、職員の方々と触れ合うなかで教えられること、学ぶことが本
当にたくさんあるんですね。アメフトや陸上、水泳選手…元アス
リートとして日本を背負った方もいらっしゃいますし、掛けていただ
いた言葉の一つひとつ、どれも宝物のように感じられて全部ノート
に書き留めています。
　とはいえ、僕たち幹事会の方からも声を出していかなくちゃいけ
ない。先日、名古屋キャンパスで開催した「応援プロジェクト」は、
スポーツ振興室に僕らが積極的にアイデアを提案しながらカタチ
にしていったものです。もともと名古屋キャンパスの学生にも体育
会の選手を応援してもらおうと企画したイベントですが、学生を
一つにまとめられるのは、学生の勢いだと思うんですよね。まだまだ
幹事会にしかできないこともあるでしょうし、次の世代のお手本に
なれるよう、もっと情熱を注いでいきたいと思います。

部活動にはない出会いと学びのなかで、
気づいた幹事会の意義。

名古屋キャンパスに学生アスリートが集結した「応援プロジェクト」。洞庭君も裏方を
務めながらステージに登場し、会場を熱く盛り上げた。

大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、

仕
事
の
苦
労
も
歓
び
に
な
る
。

自
分
が
ど
れ
ほ
ど
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。

浮
か
ん
だ
、「
感
謝
」の
二
文
字
。

就
活
で
も
っ
と
も
苦
労
し
た
こ
と
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
は
？

浅
井　
結
局
、プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
が
百
五
十
社
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
た
の
が
約
七
十
社

で
、そ
の
半
分
が
手
書
き
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、体
力
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

野
添
　
僕
は
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
、十
五

社
で
も
相
当
つ
ら
か
っ
た（
笑
）。で
も
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
　
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
そ
う
で
し
た
が
、面

接
練
習
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
何

度
も
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て…

。ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
た
ら
絶
対
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
、

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
存
在
で
し
た
ね
。

浅
井
　
逆
に
、僕
は
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
も
面
接

で
も
、最
初
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
教
わ
っ
た
こ

と
を
た
だ
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
。自
分
の
就
職

活
動
な
の
に
、人
任
せ
に
な
って
い
ま
し
た
。取
り

掛
り
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、失
敗
す
る
こ
と
が
怖

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。〝
自
分
〞を
出
す
こ
と

も
忘
れ
、振
り
返
る
と
、た
だ「
就
活
」の
ま
ね
ご

と
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。企
業
の
説

明
会
を
受
け
に
東
京
や
大
阪
を
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
が
、気
付
け
ば
卒
業
旅
行
の
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
も
消
え
て
い
き
、お
ま
け

に
内
定
も
取
れ
な
い
。「
俺
は
いっ
た
い
何
を
や
って

ん
だ
ろ
う
」と
恥
ず
か
し
な
が
ら
、電
車
の
中
で

一
人
、泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

浅
井
課
長
　
周
り
が
決
ま
って
い
く
焦
り
と
、ど

う
し
て
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
内
定
が
貰

え
な
い
の
か
、そ
ん
な
悔
し
さ
で
す
よ
ね
。い
つ
頃

が
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
？

浅
井
　
選
考
が
進
ん
で
く
る
二
月
中
旬
頃
で
す

ね
。そ
の
後
、自
分
が
本
当
に
就
き
た
い
仕
事
は

何
か
。自
己
分
析・業
界
研
究
を
き
ち
ん
と
や
り

直
し
、一
社
一
社〝
自
分
〞の
言
葉
で
、気
持
ち
を

込
め
て
臨
む
よ
う
に
な
って
、初
め
て
内
定
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
役
立
っ
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
は
何
で
す
か
？

長
尾
課
長　
山
田
さ
ん
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
し
て

いっ
た
印
象
が
あ
る
け
れ
ど
。

山
田
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
関
し
て
は
比
較
的

そ
う
で
す
が
、私
は
業
界
を
絞
り
こ
み
過
ぎ
て
し

ま
って
、「
全
滅
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う

焦
り
が
実
は
強
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
当
時
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
い

う
講
座
で
、お
じ
ぎ
や
戸
の
開
け
閉
め
な
ど
の
立

ち
居
振
る
舞
い
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
、自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
添
　「
いつ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」と
い
う
就
職

対
策
講
座
で
、自
分
の
面
接
風
景
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ

て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、我
な
が
ら
態
度
が

悪
く
て…

こ
ん
な
学
生
、採
り
た
く
な
い
な
あ
って

反
省
し
ま
し
た（
笑
）。そ
の
後
、自
分
の
姿
を
見

て
、面
接
本
番
に
向
け
て
修
正
し
て
い
き
ま
し
た
。

浅
井
　
企
業・官
公
庁
セ
ミ
ナ
ー
は
凄
い
規
模
で

し
た
ね
。

山
田
　
大
手
の
企
業
が
足
を
運
ば
ず
と
も
大
学

ま
で
来
て
く
れ
る
。そ
う
い
う
企
業
を
呼
び
寄
せ

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の
腕
が
ス
ゴ
イ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
に
手
厚
い
な
ら
中
京
大
学
に
入
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
他
大
学
の
友
人
も
い
ま
し
た
。

長
尾
課
長
　
業
界・職
種
研
究
会
と
企
業・官
公

庁
セ
ミ
ナ
ー
を
合
わ
せ
て
四
〇
〇
社
前
後
か
な
。

た
ぶ
ん
他
大
学
さ
ん
と
比
べ
て
も
最
大
級
の
規
模

じ
ゃ
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

浅
井
課
長
　
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

保
護
者
の
方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

青
木　
岐
阜
県
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す
が
、家
か

ら
駅
ま
で
は
バ
ス
で
四
十
分
。就
活
は
移
動
も
多

く
、冬
は
寒
い
で
す
し
、体
力
的
に
つ
ら
か
っ
た
の

で
す
が
、母
が
察
知
し
て
く
れ
、駅
ま
で
毎
日
送

迎
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
し
た
の
で
、よ
く
電

話
で
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。親
と
し
て
は

私
の
選
択
に
意
見
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
安
心
感
を
与
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
添
　
ス
ー
ツ
代
や
交
通
費
、生
活
費
も
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
休
ん
で
就
活
に
集

中
で
き
ま
し
た
し
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

浅
井
　
僕
は
一
切
、両
親
に
就
活
の
話
は
し
て
い

な
い
で
す
ね
。そ
れ
ま
で
の
人
生
で
相
当
な
苦
労

を
か
け
て
き
た
の
で
、「
こ
う
い
う
会
社
に
内
定
を

貰
い
ま
し
た
」と
き
ち
ん
と
報
告
す
る
こ
と
が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。就
活
だ
け
は
親
に
甘

え
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。流
石
に
親
も

心
配
し
て
か
、一
度
だ
け「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？
」と
訊
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

時
も
、「
適
当
に
や
っ
て
る
よ
」と
答
え
て
お
し
ま

い
。で
も
何
気
な
い
そ
の
一
言
が
よ
り
一
層
や
る
気

を
掻
き
立
て
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、こ
れ
か
ら
就
活
に 

臨
む
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田　
受
験
勉
強
は
大
学
四
年
間
の
た
め
、就

職
活
動
は
そ
の
後
、何
十
年
と
い
う
人
生
の
た

め
、と
考
え
る
と
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
就
職
活
動
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。社
会
人
に

な
って
み
る
と
、こ
ん
な
に
責
任
の
あ
る
仕
事
に
就

か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。で
も
学
生
時
代
、あ
れ
ほ
ど
な
り
た
か
っ
た

仕
事
に
就
い
て
い
る
。そ
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、就
職
活
動
を
頑
張
っ
た
お
か
げ
。そ
ん
な
ふ

う
に
思
え
る
仕
事
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

浅
井
　
今
の
世
の
中
、生
き
方
は
様
々
で
す
が
、

就
活
に
臨
む
と
決
め
た
後
輩
に
は
、一
生
に
一
回

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
納
得
い
く
ま
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
へ
ひ
と
こ
と

浅
井
課
長　
今
の
学
生
が
ど
れ
ほ
ど
悩
み
、時
に

は
泣
き
な
が
ら
就
活
を
乗
り
越
え
て
い
る
か
。そ

の
現
実
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、親
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
考

え
方
、行
動
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、社
会
人
と

の
接
点
を
作
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

長
尾
課
長
　
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
活
用
で
き
る
と
、考
え
を
整
理
し
や
す
く
、う

ま
く
レ
ー
ル
に
乗
れ
る
気
が
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
子

様
に
は
、当
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就活をきちんと語ろう！

就
職
活
動
を
意
識
し
て
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
？

青
木　
私
は
三
年
生
の
春
学
期
で
す
。初
め
て
の

就
職
説
明
会
後
、の
ん
び
り
構
え
て
い
た
ら
、ま
わ

り
の
皆
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
意
欲
的
で
。置
い

て
い
か
れ
な
い
よ
う
、軽
い
気
持
ち
で
一
日
だ
け
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ

だ
！
」と
い
う
会
社
に
め
ぐ
り
逢
え
た
ん
で
す
。偶

然
で
す
が
、縁
あ
って
そ
の
会
社
か
ら
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

野
添
　
僕
は
こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
一
筋
。卒
業
後
も

プ
ロ
の
道
へ
進
む
べ
き
か
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
悩
ん
で
い
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
エ
ン
ト
リ
ー
、

保
護
者
の
方
々
に
は
ど
れ
も

耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
や
就
職
戦
線
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

か
つ
て
の「
就
活
」か
ら
は
、

想
像
も
つ
か
な
い
苦
労
を
乗
り
越
え
、

学
生
は
道
を
切
り
拓
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
か
。

卒
業
生
、内
定
者
の
皆
さ
ん
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
と
も
あ
って
、就
活
を
始
め
た
の
が
三
年
生
の
十

二
月
。や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
ず
、業
種
も
絞
れ

な
い
。四
十
年
、五
十
年
と
働
く
の
に
、そ
れ
を
こ
の

短
期
間
で
決
め
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、た
だ
あ
せ
る
ば

か
り
で…

。結
果
的
に
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、

行
き
た
い
会
社
に
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
に
は
早
め
の
ス
タ
ー
ト
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

目
指
す
業
界
を
ど
う
絞
り
こ
み
ま
し
た
か
？

山
田
　
も
と
も
と
ホ
テ
ル
マ
ン
を
目
指
し
て
、一
年

生
の
頃
か
ら
大
手
外
資
系
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
き
ま
し
た
が
、長
い
目
で
考
え
れ
ば
、女
性

積水ハウス（株）、大成建設（株）、大和ハウス工業（株）、日本ハム（株）、森永製菓（株）、アサヒ飲料（株）、日本たばこ産業（株）、
アイカ工業（株）、タカラスタンダード（株）、クリナップ（株）、大王製紙（株）、小林クリエイト（株）、大日本印刷（株）、新日本法規出版（株）、

笹徳印刷（株）、武田薬品工業（株）、エーザイ（株）、協和発酵キリン（株）、三ツ星ベルト（株）、ＴＯＴＯ（株）、ビューテック（株）、中央可鍛工業（株）、三協立山（株）、ＹＫＫＡＰ（株）、
日本ヒューレット・パッカード（株）、（株）マキタ、オーエスジー（株）、豊和工業（株）、富士通（株）、（株）デンソー、住友電装（株）、トヨタ自動車（株）、スズキ（株）、本田技研工業（株）、
（株）メニコン、日進医療器（株）、（株）スズケン、（株）大塚商会、岡谷鋼機（株）、（株）カナデン、（株）オリバー、宮吉硝子（株）、（株）コメリ、（株）セブン－イレブン・ジャパン、（株）ファ
ミリーマート、青山商事（株）、（株）バロー、（株）アルペン、（株）ゆうちょ銀行、（株）三菱東京ＵＦＪ銀行、（株）三井住友銀行、三菱ＵＦＪニコス（株）、（株）セディナ、岐阜信金、みずほ
証券（株）、ＳＭＢＣフレンド証券（株）、ＳＭＢＣ日興証券（株）、日本生命保険（相）、（株）かんぽ生命保険、明治安田生命保険（相）、（株）大和証券グループ本社、ソフトバンク（株）、
三菱UFJモルガン・スタンレー証券（株）、三井不動産リアルティ（株）、三交不動産（株）、住友不動産販売（株）、東日本旅客鉄道（株）、西日本旅客鉄道（株）、近畿日本鉄道（株）、
全日本空輸（株）、日本航空（株）、（株）住友倉庫、日本トランスシティ（株）、近畿日本ツーリスト（株）、（株）近鉄エクスプレス、（株）エイチ・アイ・エス、（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ、西日
本電信電話（株）、日本郵便（株）、（株）ジェイアール東海ホテルズ、ワタキューセイモア（株）、中部日本放送（株）、ＴＩＳ（株）、（株）インテック、NECソリューションイノベータ（株）、
楽天（株）、綜合警備保障（株）、（株）ミキハウス、（株）日立システムズ、ＣＤＳ（株）、法務省、岡崎市役所、京都府警察本部、豊田市役所、半田市役所、豊橋市役所 など 

内定速報（2014年7月末現在）

キャリア
センター

どこまでも意欲的な学生の
想いに応える

　
今
年
度
は
採
用
状
況
も
非
常
に
良

く
、就
職
率
は
昨
年
度
の
八
二・一
％（
全

国
平
均
六
七・五
％
）を
大
き
く
上
回
る

勢
い
で
伸
び
て
い
ま
す
。会
社
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、企
業
が
い
よ
い
よ
本
気

で
人
材
獲
得
に
取
り
組
み
始
め
た
。エン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
し
っ
か
り
読
み
、学
生

を
絞
り
こ
ん
だ
上
で
面
接
を
三
度
、四

度
と
重
ね
な
が
ら
、「
グ
ロ
ー
バル
人
材
」

「
人
物
重
視
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
生
を

見
極
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
観
点
と
し
て
は
、将
来
性・人
的
対

応
能
力・社
会
人
基
礎
力
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る
人

を
採
用
し
、自
分
た
ち
の
手
で
育
て
て
い

く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
と
思
い
ま
す
。

キャリアセンター　飯田　晃 部長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、

新
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
。

答
え
を
見
つ
け
る
ま
で

ま
っ
す
ぐ
な
目
で

自
分
と
向
き
あ
った
日
々
。

早
期
対
応
で
万
全
の
準
備
を

　
二
〇
一
六
年
卒
業
予
定
者
か
ら
就
活

ス
ケ
ジ
ュー
ル
が
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
に
な

り
ま
す
。企
業
の
選
考
期
間
も
大
幅
に

短
縮
化
さ
れ
、大
手
も
中
堅
企
業
も
入

り
乱
れ
て
の
短
期
決
戦
に
な
る
。試
験

日
が
重
な
る
企
業
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
反
面
、準
備
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
で
企
業
や
業
界
研
究
に
時
間
を
か

け
ら
れ
ま
す
し
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
企
業
に

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
べ
く
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は「
個
」の
対
応
を
重
視
し
、万

全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
早

め
の
活
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

企
業
の
採
用
活
動

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

企業の採用活動とキャリアセンターのサポート（予定）

4月 5月 6月 7月 8月 9月
3年生 4年生
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●プレエントリー受付スタート（主要就職サイトグランドオープン）

●学部別就職ガイダンス（春）
●インターンシップガイダンス
●就職プレサイト活用ガイダンス

SPI模擬試験（Web受検）

就活対策講座
（身だしなみ・マナー対策／自己PR・志望動機対策／業界・企業研究）

●企業・官公庁セミナー ※ブース形式の合同企業説明会

学内企業セミナー
（随時）

※上記の他、就職活動やインターンシップ、その他進路に関する個別相談を毎日（月～金）受け付けています。

会社説明会
書類選考（エントリーシート・履歴書）
学力・適性検査（筆記・パソコン）

グループディスカッション・面接
内定

●学部別就職ガイダンス（秋）

いつでも学べる就活対策セミナー

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）自己PR対策／志望動機対策
グループディスカッション対策／面接対策

業界・職種研究会 ※教室での業界説明会
（企業・官公庁編／内定者編／OB・OG編）

が
日
常
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
厳
し
い
業
界
。そ
こ
で
自
己

分
析
を
や
り
直
し
て
み
る
と
、困
っ
た
人
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
想
い
に
気

が
つ
い
て
、女
性
が
長
く
、第
一
線
で
活
躍
で
き
る

保
険
業
界
に
軌
道
修
正
し
た
ん
で
す
。

浅
井
　
僕
は
学
生
時
代
、ソ
フ
ト
テ
ニス
部
に
専
念

し
て
い
た
の
で
、正
直
就
活
への
取
り
掛
り
は
遅
か
っ

た
で
す
。リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
厳
し
い
時
代
で
し

た
の
で
、業
界
を
絞
り
込
む
勇
気
も
な
く
、と
に
か

く
多
く
の
企
業
に
ト
ラ
イ
し
、ど
こ
か
で
内
定
を

頂
け
れ
ば
いい
か
な
と
最
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

写真右上から

写真左上から

青木 奈未さん（心理学科4年・内定先／株式会社ジェイアール東海髙島屋）
長尾 直さん（豊田キャリアセンター課長）
浅井 亮二さん（2009年度健康科学科卒・株式会社竹中工務店勤務）
浅井 芳樹さん（名古屋キャリアセンター課長）
山田 千裕さん（2007年度心理学科卒・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社勤務）
野添 陽太さん（競技スポーツ科学科4年・内定先／武田薬品工業株式会社）

（
以
下
、文
中
の
敬
称
略
）

就活を
きちんと
語ろう！



青木湖セミナーハウス
【レイクビュー白馬】
〒398-0001
長野県大町市大字平エビスマ23370
TEL：0261-21-4500 FAX：0261-21-4510
一泊2食（平日・税込み）7,800円～

蓼科セミナーハウス
【マウントビュー蓼科】
〒391-0213
長野県茅野市豊平字東嶽三井の森内
TEL：0266-76-2588 FAX：0266-76-5539
一泊2食（平日・税込み）7,700円～ 

ご
家
族
の
休
日
は
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
過
ご
せ
る

本
格
リ
ゾ
ー
ト
へ
。

　
在
学
生
ば
か
り
で
な
く
、保
護

者
の
皆
様
や
卒
業
生
の
方
々
に
も

ご
利
用
い
た
だ
き
、大
変
ご
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
、本
学
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
す
。北
ア
ル
プ
ス

の
麓
、青
木
湖
畔
に
佇
む「
青
木

湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」は
、ス
キ
ー
や

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、紅
葉
な
ど
四
季

折
々
に
満
喫
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
ス

ポ
ッ
ト
。ま
た
南
・
中
・
北
ア
ル
プ
ス

と
八
ヶ
岳
連
峰
の
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ

を
望
む「
蓼
科
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」

で
は
、広
大
な
森
で
野
生
動
物
と

出
会
っ
た
り
、星
空
を
眺
め
た
り
。

大
自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
講
義

を
受
け
る
こ
と
で
大
学
卒

業
資
格
を
得
ら
れ
る
通
信

制
大
学「
放
送
大
学
」。本

学
で
は
、そ
の
東
海
地
区
の

拠
点
と
な
る「
愛
知
学
習
セ

ン
タ
ー
」を
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
四

階
に
設
置
。ス
ク
ー
リ
ン
グ

の
た
め
の
学
習
施
設
と
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
。現
在
、

学
部
生
、大
学
院
生
合
わ
せ

て
三
千
名
が
在
籍
。主
婦
や

社
会
人
の
方
な
ど
、向
上
心

あ
ふ
れ
る
学
生
を
支
援
す

る
の
も
、本
学
の
役
割
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
三
月
十
五
日（
土
）、

第
三
回
目
と
な
る
中
京
大

学
・
明
治
大
学
サ
ッ
カ
ー
交
流

試
合
が
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
日
本
大
学
選
手
権
で
優

勝
争
い
を
繰
り
広
げ
て
き
た

大
学
サ
ッ
カ
ー
界
の
両
雄
の
対

戦
に
、大
学
関
係
者
の
み
な
ら

ず
一
般
市
民
ら
約
千
名
が
駆

け
つ
け
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な
プ
レ
ー

を
観
戦
。双
方
、巧
み
な
攻
撃

と
鉄
壁
の
守
り
で
０
対
０
の

引
分
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
校
友
会
本
部
も
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
こ
の
試
合
は
、豊
田
ス

タ
ジ
ア
ム
の
名
物
カ
ー
ド
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。

 

施 設 紹 介
中京大学では、開かれたキャンパスとして、保護者の方々や一般市民に施設を開放しています。

趣味やライフスタイル、交流を広げる場としてぜひご活用ください。

校友会本部  個人情報保護の基本方針   

1
2

3
4
5

6

校友会本部における個人情報の取扱は、次の方針で行います。
利用目的をできる限り特定し、必要な範囲に限って個人情報を取得します。
利用目的の範囲内で、業務の遂行上必要な限りにおいて個人情報を利用します。
取得した個人情報は、本人の同意を得ることなく、第三者に提供しません。
情報セキュリティー対策をはじめ、個人情報の紛失、漏えい等の予防に努めます。
外部への業務委託については、個人情報の保護に関する契約の締結及び委託先に対する監督を行い、情報の管理に努めます。
本人から個人情報の開示・訂正・削除の請求がなされた場合は、その請求を尊重して対応します。

放
送
大
学

個
人
学
習
室

図
書
館

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ
る

人
の
、も
う
ひ
と
つ
の
、

学
び
の
カ
タ
チ
。

　
中
京
大
学
図
書
館
は
、多

く
の
学
部
学
科
を
備
え
る

総
合
大
学
の
図
書
館
と
し

て
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
三

館
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
一
館

あ
り
、多
分
野
に
わ
た
り
充

実
し
た
蔵
書
を
備
え
て
い
ま

す
。東
海
地
区
の
大
学
で
は

初
の
自
動
書
庫（
八
十
万
冊

収
蔵
可
能
）が
導
入
さ
れ
た

ほ
か
、貴
重
書
庫
も
新
設
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、名
古
屋

図
書
館
に
は
学
生
ア
シ
ス
タ

ン
ト
を
配
置
し
て
い
る「
ラ
ー

ニ
ン
グ・ス
ク
エ
ア
」や
館
内
で

長
時
間
学
習
で
き
る
よ
う
に

飲
食
や
会
話
が
で
き
る「
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ・ス
ク
エ
ア
」が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

四
館
で
蔵
書
九
十
九
万
冊
、

一
般
市
民
に
も
開
放
さ
れ
た
、

知
の
宝
庫
。

　
本
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、一
般
市
民
を

対
象
と
し
た
講
座
を
年
二

回
開
講
し
て
い
ま
す
。
文

学
、ビ
ジ
ネ
ス
、ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
さ
ま

ざ
ま
で
、語
学
学
習
な
ど
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き

る
上
、午
前
、午
後
、夜
間

と
幅
広
い
時
間
設
定
で
、社

会
人
の
方
で
も
利
用
し
や

す
い
よ
う
配
慮
。こ
れ
ま
で

に
受
講
者
は
延
べ
五
万
人

を
数
え
、地
域
の
方
々
の
生

涯
学
習
へ
の
旺
盛
な
意
欲

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
、

よ
り
楽
し
む
た
め
に
。

　
レ
ポ
ー
ト
や
ゼ
ミ
発
表
の

資
料
づ
く
り
、就
職
活
動
や

資
格
試
験
に
備
え
た
勉
強

の
た
め
に
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

施
設
を
利
用
す
る
学
生
が

増
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に

対
応
す
べ
く
、名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス・
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
一
階
に

個
人
学
習
の
た
め
の
専
用

ス
ペ
ー
ス
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
座
席
は
全
八
十
席
、授
業

開
始
前
よ
り
利
用
で
き
る
よ

う
、午
前
八
時
か
ら
午
後
八

時
ま
で（
月
〜
金
）す
べ
て
の

学
生
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
学
自
習
へ
の
情
熱
に

き
ち
ん
と
応
え
る

新
ス
ペ
ー
ス
誕
生
。単 位 修 得 状 況

成 績 表 の 見 方 成績表・履修時間割表内「単位修得状況」部分の見方

区　　分

0
0
4
4
2
4
0

4
6

0
0

0
0
0
0
0
0
0

14
16

2
8
0
0
0
4
2

14
12

2
8
0
0
0
2
4

0 0 0 4 56

0 0 0 4 56

24
12

2
8
4
4
4
2
8

14 0 16 16 32

①履修登録 ②既修
単位

③要卒
単位

④卒業
要件春期 秋期

■お問い合わせ

全
学
共
通

フ
ロ
ー
ト

学
部
固
有

中
京
大
・
明
治
大

サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合
開
催

①履修登録 …今学期に登録している単位数

②既修単位 …すでに取得（合格）した単位数

③要卒単位 …既修単位のうち卒業に必要な単位数を
　どれだけ満たしているか示した単位数

④卒業要件 …卒業に必要な各区分の単位数スポーツ・健康
外国語基礎
自然の探究
人間の探究
社会の探究
新 領 域
選 択 単 位

必 修 科 目
選 択 科 目

10 0 30 26 36小 計

24 0 46 46 124総 計

小 計

小 計

フ ロ ー ト

教務課
名古屋キャンパス …… 052-835-7162

豊田キャンパス …… 0565-46-1226

学業成績の発表は、春と秋、各学期末にCUBICS（Webシステム）で学生本人に開示されます。保護者の皆様へは教育後援会より
5月と10月、「成績表・履修時間割表」が送付されますので、卒業に必要な単位を修得できているか、ぜひ一度お確かめください。

校 友 会 本 部 か ら の お 知 ら せ

「④卒業要件」と「③要卒単位」の数字がすべての区分でイ
コールとなれば、卒業要件を満たしていることになります。

卒業に必要な単位を取っているかどうしたら分かる
でしょうか？
1：Q

「フロート単位」とは何ですか？

「全学共通科目」と「学部固有科目」の区分で、修得した単
位のうち各区分の卒業要件を超過した単位数がフロート
単位となります。「フロート単位」のない学部もあります。

1：A

2：A
2：Q

Q ＆ A成績表の見方

2 014年度  教育奨励賞受賞者

2 013年度  中京大学教育後援会 決算報告書

項目
前期繰越金
会　費
受取利息
預金（振込手数料）
その他収入
戻入金

教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
学術・スポーツ活動奨励寄付金
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
次期繰越金

82,419,741
188,550,000

36,454
4,025
52,500
19,580

35,278,943
4,302,900
5,604,822
6,500,000
580,000

22,052,562
915,365
2,190,094
150,545
1,000,000
82,841,200
30,000,000
79,665,869

予算額 項目 予算額

合計 合計

収入 支出

￥271,082,300 ￥271,082,300

授与学生数及び奨励金額

情報理工

工

スポーツ科

情報システム工
情報メディア工
機械情報工
機械システム工
電気電子工
情報工
メディア工

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年２名以内

スポーツ教育
競技スポーツ科

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内

スポーツ健康科 成績上位者各学年３名以内

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

学部 学科 授与学生数 奨励金額

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

日本文
言語表現
国際英語
英米文化
国際教養
心理
現代社会
法律
総合政策

学部 学科 授与学生数 奨励金額

文

国際英語

国際教養
心理
現代社会
法
総合政策

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内経済経済
成績上位者各学年５名以内経営経営

項目
前期繰越金
会　費
受取利息

予算額 予算額項目
教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
入学辞退者等会費返金費
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
中京大学６０周年記念事業補助金
次期繰越金

33,000,000
5,000,000
7,000,000
8,000,000
1,000,000
30,000,000
3,000,000
2,000,000
1,000,000
200,000

45,000,000
45,000,000
1,000,000
88,565,869

￥269,765,869合計 ￥269,765,869合計

収入 支出

2 014年度  中京大学教育後援会 予算書

79,665,869
190,000,000
100,000

①1・2年次の基準は、年間修得単位数40単位以上とする。 ②3年次の基準は、総修得単位数120単位以上とする。 ③GPA（Grade Point Average）を使用し、各学科10位までを教育奨励賞候補者として選出する。

第14 回
2014年

6月19日（木）
開 催

文学部 ・ 心理学部法学部 ・ 経済学部

国際英語学部 ・ 国際教養学部 ・ 経営学部総合政策学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

評定Sの単位数×4※GPAの算出式 ＋ ＋ ＋ ÷評定Aの単位数×3 評定Bの単位数×2 評定Cの単位数×1 修得単位数

文
学
部

国
際
英
語
学
部

日
本
文
学
科

言
語
表
現
学
科

国
際
英
語
学
科

国
際
教
養

学
部

国
際
教
養

学
科

英
米
文
化
学
科

4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3

水谷　優花
高橋　真弥
栢原　真美
佐竹　あゆ美
寺澤　沙羅
大河内　志帆
別府　祐希
小黒　祐実
櫻井　舞
土谷　恵理
神谷　有紗
安部　千菜美
小松　紗織
藤井　美咲
高藤　咲希
金原　祐子
前野　紘子
可知　秋代
山下　明里
長谷川　友里
木村　英里名
小川　向日葵
夏目　和加子
長崎　笑子
太田　燎
青木　香澄
金沢　京佳
河合　真奈光
浅倉　悠美
鈴木　美有
尾関　優希
前田　彩乃
日比　千愛美
高杉　美和
西川　眞帆
宮地　優奈
エグエズ・チュタ・ガリルイス
長谷川　愛
加藤　雅隆
酒井　未紗

心
理
学
部

心
理
学
科

現
代
社
会
学
部

現
代
社
会
学
科

法
学
部

法
律
学
科

3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
4

中垣内　優希
廣田　聡美
遠藤　杏菜
小川　翔子
中村　公美
川田　奈於
笠井　美乃里
青木　奈未
池田　葵
大谷　礼子
道脇　菜々穂
桑山　友里
加納　理恵子
遠山　素乃子
深田　菜美子
安田　由真
加藤　史菜
梅村　裕多香
新井　佑実
石川　果穂
青木　耀平
諸江　音美
北沢　歩実
高塚　博子
内山　友梨
木村　結香
波多野　香織
浅井　涼太
八田　莉衣
天野　由鳥
漆間　茜
長谷川　詠美
石山　香穂
河瀬　留彩
岩月　彩
福沢　仁
望月　晴加
後藤　翔一
西沢　美紀
山田　江里子

総
合
政
策
学
部

総
合
政
策
学
科

経
済
学
部

経
済
学
科

4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2

張田　雄暉
後藤　菜月
橋本　健太郎
安田　大輝
大橋　真央
加藤　優里
石川　愛望
大橋　慶甫
柳沼　若南
栃原　奈央子
小久保　実紀
伊藤　美有
辻村　真里奈
長瀬　実希
神谷　明里
武藤　春香
上倉　昇悟
青木　理沙
落合　真子
川合　良延
浅沼　夏奈
葛谷　知美
小山田　藍
宮部　洋輝
山崎　友菜
原　あい
上田　光輪子
宮地　梨衣
濱條　由莉
竹居　直樹
鈴木　諒佑
春日井　志菜
河村　春菜
新中　大地
藤本　雅也
野元　友美子
幸來　貴人
大角　輝
飯田　朱莉
安藤　智哉

情
報
理
工
学
部

工
学
部

2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
2
2
2
2
2

堺　啓太
吉田　隆宏
川　雄太
細井　飛聡
丹羽　絢音
伊佐治　佳苗
山口　明音
小高　あず沙
小島　潤也
大野　由賀
八木　瑛理香
田中　絵里
今村　みなみ
石橋　優希
清水　梨加
岡野　浩寿
成瀬　千春
金粕　慎平
林　広幸
舘　亜里紗
松本　健一
江口　準啓
森本　一輝
磯部　光佑
伊藤　琴美
竹内　義宜
メイ　ズイ
立山　蓮
山本　崇喜
佐々木　康輔
兼松　裕一
伊藤　里英
熊崎　陽介
松田　博樹
間瀬　基之
飯塚　正樹
真川　智也
大塚　慧介
永井　宏樹
貝沼　雄太

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

機
械
シ
ス
テ
ム

工
学
科

電
気
電
子
工
学
科

情
報

工
学
科
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

情
報
シ
ス
テ
ム

工
学
科

経
営
学
部

経
営
学
科

情
報
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

機
械
情
報

工
学
科

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科

2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2

河津　直樹
伊藤　貴洋
松本　弦篤
菊地　慎之介
大隅　純子
松本　あすか
道脇　大斗
佐久間　綾香
角田　和繁
河野　真理果
石川　聡珠
平子　大喜
加藤　咲希
澤　理沙
岡田　美久
近藤　さき
佐藤　裕也
山田　瑞輝
佐野　円香
杉山　凌
池野　恵理子
佐々木　一憲
清水　陽平
長谷　瑞希
本多　史奈
高橋　健太
若月　翼
石原　康平
平手　佑佳
村上　宏樹
山口　恭平
米野　真由
川口　拓也
落海　なえ
湖東　祐貴
高塚　裕子
次良丸　あずさ
光岡　正太郎
彦坂　幹斗

教育奨励賞

教育奨励賞授与式
　
毎
年
、中
京
大
学
教
育
後
援
会
が
学
生
の
修
学
意
欲

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
って
い
る
、「
教
育
奨
励

賞
」の
授
与
式
が
六
月
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
学
年
別
に
、そ
れ
ぞ
れ
修
得
し
た
科
目
の
成
績

上
位
者
二
〜
五
名
を
表
彰
す
る
も
の
で
、今
年
は
二
年
生

か
ら
四
年
生
の
学
生
百
九
十
九
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
度
の
授
与
式
は
、学
部
配
置
に
合
わ
せ
て

名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パス
で
同
時
開
催
さ
れ
、会
場
と

な
っ
た
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
、八
一
二
教
室
に
は
ス
ー
ツ
に
身
を

包
み
、凛
々
し
い
表
情
の
学
生
た
ち
が
集
結
し
ま
し
た
。

　
午
後
五
時
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
会
場
で
は
、杉
野
邦
廣

教
育
後
援
会
長
の
ご
挨
拶
か
ら
授
与
式
が
ス
タ
ー
ト
。

　「
年
々
、中
京
大
学
の
学
力
が
向
上
す
る
な
か
で
、と
く

に
成
績
優
秀
な
皆
さ
ん
は
本
学
を
代
表
す
る
方
々
で
あ

り
、日
本
の
将
来
を
担
う
方
々
で
も
あ
り
ま
す
。い
つ
か

世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

い
ま
世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
が
起
こ
り
、信
じ
ら

れ
な
い
事
件
、異
常
気
象
な
ど
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
激
変
し
て
い
ま
す
が
、自
分
の
進
む
べ
き
道
を
め
ざ

し
、今
後
も
精
進
し
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
会
場
で
は
、北
川
薫
学
長
が

「
保
護
者
の
方
々
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
奨
励
金
を
ど
う

使
う
か
、そ
こ
は
知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら

先
の
長
い
人
生
の
転
機
に
な
る
よ
う
な
使
い
道
も
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、若
い
知
恵
を
絞
って
欲
し
い
」と

ご
挨
拶
。学
生
た
ち
の
顔
が
ぐ
っ
と
引
き
締
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、学
部
学
科
単
位
で
全
員
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
、

各
学
科
の
代
表
者
に
賞
状
と
奨
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。今
日
の
日
を
誇
り
に
、そ
し
て
今
後
の
励
み
に
、さ
ら

な
る
努
力
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

会員のご子女の中から、学業成績の優秀な学生に奨励金を贈って表彰すること
により、修学意欲の高揚を目的とする制度です。

名古屋キャンパス
NAGOYA CAMPUS

豊田キャンパス
TOYOTA CAMPUS

スポーツ科学部現代社会学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

　教育奨励賞の存在は知っていましたが、何かの紹介文で「会員
のご子女の中から成績優秀な学生に」という一文を“女子の中から”
と読み違え、自分には関係ないものと思い込んでいました。大学は
真面目に勉強するところ、と親に言われていましたし、最初の1年目
は純粋に勉強に取り組んだ結果の受賞でした。
　受賞者には表彰状と成績に応じて決められた額の奨励金が与
えられます。僕自身、アルバイトはしていたものの、自活しているこ
ともあって、なかなかお金を貯められないでいましたが、奨励金を
いただいたことで宅建の資格取得にチャレンジできました。
　やはり一度、経験してしまうと欲が出るもので、2年生からは教
育奨励賞を目標に頑張りました。大学図書館が閉まるまで勉強し、
その後コンビニの夜勤が午後10時から午前2時まで、土日は朝6
時までという日もありましたが、2年生の成績（GPA）はオールS。
結局、資格への挑戦を通して勉強の習慣が身についたこと、一緒
に学ぶ仲間を得たことが大きかったと思います。
　奨励金のおかげで少し余裕もでき、3年生の春休みにはカンボ
ジアを訪ねました。貧困にあえぐ国をイメージしていましたが、星空
は感動的に美しく、誰もが笑顔で挨拶してくれる。視野が広がる
思いでした。奨励賞をいただいたことがきっかけで、いろいろなこと
に意欲的に取り組めるようになれたと感謝しています。

教育奨励賞がなければ、やりたいこと
一つ、できなかったかもしれない。

1年次、2年次、3年次の成績が毎年合算され、上位者が選ばれる賞だけに、
3年連続受賞は、いかに努力を積み重ねてきたか、その証し。

輝く
中京大生

青木 耀平さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

教育後援会「教育奨励賞」を3年連続トップ受賞。

輝く
中京大生

寺本 明日香さん
スポーツ科学部競技スポーツ科学科（1年）

ロンドン五輪・体操女子で個人総合11位に輝いた日本のエース。

　私が所属する体操クラブ（レジックスポーツ）のコーチ、坂本周
次先生も中京大学の卒業生。その先生が体操競技部女子の監
督ということもあり、また名古屋で引き続きご指導いただきたくて、
今春、中京大学に進学しました。
　いつも朝7時頃には大学へ。3限まで授業を受け、午後5時から
夜10時過ぎまで、体操部の拠点でもあるレジックスポーツで毎日
練習しています。たまに体調がすぐれず、休みたくなる日もありますが、
足が勝手に体育館に向いてしまいます。
　ロンドン五輪では、試合に出ることだけに集中していましたので、
日の丸を背負うプレッシャーのようなものは無かったです。たしかに
会場内はものすごい歓声に沸いていましたが、「何だか騒々しい
なあ」と思ったぐらい（笑）。大会後に振り返り、初めてオリンピック
という舞台の大きさに気づきました。
　世界戦もそうですが、日本代表を決める選考会の方が私はずっと
緊張しますし、そこを乗り越えられたら、あとは「もう、やるしかない！」
そんな気持ちで世界の壁に挑んでいます。
　リオ五輪は2年後。まず
はその前の世界選手権
で、団体8位以内に入る
ことが五輪出場の条件で
す。勉強も、自分自身の
夢にも自由に挑戦できる
のが大学生の特権！中
京大学の充実した練習
環境をフル活用しながら、
高難度の技の完成度を
磨いていきたいですね。

恵まれた環境と時間を有効活用しながら、
リオ五輪への切符をめざす。

最近、親のサポートにどれほど
助けられてきたか気がついた。
「いつも感謝の気持ちを忘れずこ
れからも頑張りたい」と寺本さん。

年2回、約200名の文化会員が集まり、交流や会議を行う「リーダーズキャンプ」は
執行部主催の大きなイベント。2泊3日の全日程を仕切る。

舟橋 大裕さん
心理学部心理学科（4年）

熱き志を胸に文化会を牽引する、執行部第60代幹事長。

輝く
中京大生

洞庭 誠治さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

1年生から体育会幹事会に所属。現在、第58代体育会幹事会
幹事長。

輝く
中京大生

　1年生で司会放送部に入り、文化会の一員として過ごしてきまし
たが、2年生の秋、「マジメそうな奴がいる」と先輩の目に留まり、
声を掛けられたのが執行部に入ったきっかけです。
　初年度は総務局長を務め、先輩の推薦で幹事長を引き受ける
ことに。しかしそのプレッシャーたるや、外から見ていたのとでは大
違いでした。そもそも正規の部活動を行っているか、部室が不正
に使用されていないかなど、所属団体の活動を管理し、円滑な活
動をサポートするのが執行部の役割。中には予算の審議も含まれ
ており、団体の活動内容によっては予算ゼロ、という最終決定を
幹事長の僕が下さなければならないこともあります。判断を誤れば、
文化会だけでなく、所属する800人近くの学生に負担を強いてしま
うことを考えると、胃の痛くなる思いでした。
　でも、後輩たちが可愛いんですよね。彼らの部活が存続し、今の
1年生が卒業するまで好きな活動ができるよう、正すべきところは正
しておきたい。文化系ではありますが、僕がしっかり先頭を突っ
走っていかないと、皆もきっと熱くなれないですから。
　大学と学生をつなぐ架け橋として仕事をこなしてきたことで、双
方向の視点を持てるようになりました。まずは相手の気持ちを慮る、
そんなところから新たな視点が芽生えるように思います。次の幹事
長には、そんな考えも一緒にバトンタッチしたいですね。

後輩を思いやる熱い気持ちを原動力に、
文化会の先頭で走りつづける。

　体育会幹事会に入ったのは、部活で「幹事会に入ってほしい」
と言われたから。皆、そうだと思いますが、好きな部活動だけに専念
していたいじゃないですか。仕事もよくわからないし、正直、最初は
嫌々、参加していました。
　そのうちリーダーズキャンプやスポーツ功労賞祝賀会の企画運
営、体育会誌の編集発行と、幹事会の役割がわかるようになっ
て、この組織の面白さに気づきました。
　とくに幹事会の場合、スポーツ振興室と一緒に仕事をする機会
も多く、職員の方々と触れ合うなかで教えられること、学ぶことが本
当にたくさんあるんですね。アメフトや陸上、水泳選手…元アス
リートとして日本を背負った方もいらっしゃいますし、掛けていただ
いた言葉の一つひとつ、どれも宝物のように感じられて全部ノート
に書き留めています。
　とはいえ、僕たち幹事会の方からも声を出していかなくちゃいけ
ない。先日、名古屋キャンパスで開催した「応援プロジェクト」は、
スポーツ振興室に僕らが積極的にアイデアを提案しながらカタチ
にしていったものです。もともと名古屋キャンパスの学生にも体育
会の選手を応援してもらおうと企画したイベントですが、学生を
一つにまとめられるのは、学生の勢いだと思うんですよね。まだまだ
幹事会にしかできないこともあるでしょうし、次の世代のお手本に
なれるよう、もっと情熱を注いでいきたいと思います。

部活動にはない出会いと学びのなかで、
気づいた幹事会の意義。

名古屋キャンパスに学生アスリートが集結した「応援プロジェクト」。洞庭君も裏方を
務めながらステージに登場し、会場を熱く盛り上げた。

大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、

仕
事
の
苦
労
も
歓
び
に
な
る
。

自
分
が
ど
れ
ほ
ど
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。

浮
か
ん
だ
、「
感
謝
」の
二
文
字
。

就
活
で
も
っ
と
も
苦
労
し
た
こ
と
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
は
？

浅
井　
結
局
、プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
が
百
五
十
社
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
た
の
が
約
七
十
社

で
、そ
の
半
分
が
手
書
き
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、体
力
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

野
添
　
僕
は
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
、十
五

社
で
も
相
当
つ
ら
か
っ
た（
笑
）。で
も
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
　
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
そ
う
で
し
た
が
、面

接
練
習
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
何

度
も
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て…

。ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
た
ら
絶
対
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
、

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
存
在
で
し
た
ね
。

浅
井
　
逆
に
、僕
は
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
も
面
接

で
も
、最
初
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
教
わ
っ
た
こ

と
を
た
だ
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
。自
分
の
就
職

活
動
な
の
に
、人
任
せ
に
な
って
い
ま
し
た
。取
り

掛
り
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、失
敗
す
る
こ
と
が
怖

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。〝
自
分
〞を
出
す
こ
と

も
忘
れ
、振
り
返
る
と
、た
だ「
就
活
」の
ま
ね
ご

と
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。企
業
の
説

明
会
を
受
け
に
東
京
や
大
阪
を
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
が
、気
付
け
ば
卒
業
旅
行
の
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
も
消
え
て
い
き
、お
ま
け

に
内
定
も
取
れ
な
い
。「
俺
は
いっ
た
い
何
を
や
って

ん
だ
ろ
う
」と
恥
ず
か
し
な
が
ら
、電
車
の
中
で

一
人
、泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

浅
井
課
長
　
周
り
が
決
ま
って
い
く
焦
り
と
、ど

う
し
て
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
内
定
が
貰

え
な
い
の
か
、そ
ん
な
悔
し
さ
で
す
よ
ね
。い
つ
頃

が
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
？

浅
井
　
選
考
が
進
ん
で
く
る
二
月
中
旬
頃
で
す

ね
。そ
の
後
、自
分
が
本
当
に
就
き
た
い
仕
事
は

何
か
。自
己
分
析・業
界
研
究
を
き
ち
ん
と
や
り

直
し
、一
社
一
社〝
自
分
〞の
言
葉
で
、気
持
ち
を

込
め
て
臨
む
よ
う
に
な
って
、初
め
て
内
定
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
役
立
っ
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
は
何
で
す
か
？

長
尾
課
長　
山
田
さ
ん
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
し
て

いっ
た
印
象
が
あ
る
け
れ
ど
。

山
田
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
関
し
て
は
比
較
的

そ
う
で
す
が
、私
は
業
界
を
絞
り
こ
み
過
ぎ
て
し

ま
って
、「
全
滅
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う

焦
り
が
実
は
強
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
当
時
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
い

う
講
座
で
、お
じ
ぎ
や
戸
の
開
け
閉
め
な
ど
の
立

ち
居
振
る
舞
い
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
、自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
添
　「
いつ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」と
い
う
就
職

対
策
講
座
で
、自
分
の
面
接
風
景
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ

て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、我
な
が
ら
態
度
が

悪
く
て…

こ
ん
な
学
生
、採
り
た
く
な
い
な
あ
って

反
省
し
ま
し
た（
笑
）。そ
の
後
、自
分
の
姿
を
見

て
、面
接
本
番
に
向
け
て
修
正
し
て
い
き
ま
し
た
。

浅
井
　
企
業・官
公
庁
セ
ミ
ナ
ー
は
凄
い
規
模
で

し
た
ね
。

山
田
　
大
手
の
企
業
が
足
を
運
ば
ず
と
も
大
学

ま
で
来
て
く
れ
る
。そ
う
い
う
企
業
を
呼
び
寄
せ

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の
腕
が
ス
ゴ
イ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
に
手
厚
い
な
ら
中
京
大
学
に
入
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
他
大
学
の
友
人
も
い
ま
し
た
。

長
尾
課
長
　
業
界・職
種
研
究
会
と
企
業・官
公

庁
セ
ミ
ナ
ー
を
合
わ
せ
て
四
〇
〇
社
前
後
か
な
。

た
ぶ
ん
他
大
学
さ
ん
と
比
べ
て
も
最
大
級
の
規
模

じ
ゃ
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

浅
井
課
長
　
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

保
護
者
の
方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

青
木　
岐
阜
県
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す
が
、家
か

ら
駅
ま
で
は
バ
ス
で
四
十
分
。就
活
は
移
動
も
多

く
、冬
は
寒
い
で
す
し
、体
力
的
に
つ
ら
か
っ
た
の

で
す
が
、母
が
察
知
し
て
く
れ
、駅
ま
で
毎
日
送

迎
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
し
た
の
で
、よ
く
電

話
で
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。親
と
し
て
は

私
の
選
択
に
意
見
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
安
心
感
を
与
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
添
　
ス
ー
ツ
代
や
交
通
費
、生
活
費
も
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
休
ん
で
就
活
に
集

中
で
き
ま
し
た
し
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

浅
井
　
僕
は
一
切
、両
親
に
就
活
の
話
は
し
て
い

な
い
で
す
ね
。そ
れ
ま
で
の
人
生
で
相
当
な
苦
労

を
か
け
て
き
た
の
で
、「
こ
う
い
う
会
社
に
内
定
を

貰
い
ま
し
た
」と
き
ち
ん
と
報
告
す
る
こ
と
が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。就
活
だ
け
は
親
に
甘

え
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。流
石
に
親
も

心
配
し
て
か
、一
度
だ
け「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？
」と
訊
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

時
も
、「
適
当
に
や
っ
て
る
よ
」と
答
え
て
お
し
ま

い
。で
も
何
気
な
い
そ
の
一
言
が
よ
り
一
層
や
る
気

を
掻
き
立
て
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、こ
れ
か
ら
就
活
に 

臨
む
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田　
受
験
勉
強
は
大
学
四
年
間
の
た
め
、就

職
活
動
は
そ
の
後
、何
十
年
と
い
う
人
生
の
た

め
、と
考
え
る
と
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
就
職
活
動
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。社
会
人
に

な
って
み
る
と
、こ
ん
な
に
責
任
の
あ
る
仕
事
に
就

か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。で
も
学
生
時
代
、あ
れ
ほ
ど
な
り
た
か
っ
た

仕
事
に
就
い
て
い
る
。そ
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、就
職
活
動
を
頑
張
っ
た
お
か
げ
。そ
ん
な
ふ

う
に
思
え
る
仕
事
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

浅
井
　
今
の
世
の
中
、生
き
方
は
様
々
で
す
が
、

就
活
に
臨
む
と
決
め
た
後
輩
に
は
、一
生
に
一
回

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
納
得
い
く
ま
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
へ
ひ
と
こ
と

浅
井
課
長　
今
の
学
生
が
ど
れ
ほ
ど
悩
み
、時
に

は
泣
き
な
が
ら
就
活
を
乗
り
越
え
て
い
る
か
。そ

の
現
実
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、親
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
考

え
方
、行
動
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、社
会
人
と

の
接
点
を
作
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

長
尾
課
長
　
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
活
用
で
き
る
と
、考
え
を
整
理
し
や
す
く
、う

ま
く
レ
ー
ル
に
乗
れ
る
気
が
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
子

様
に
は
、当
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就活をきちんと語ろう！

就
職
活
動
を
意
識
し
て
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
？

青
木　
私
は
三
年
生
の
春
学
期
で
す
。初
め
て
の

就
職
説
明
会
後
、の
ん
び
り
構
え
て
い
た
ら
、ま
わ

り
の
皆
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
意
欲
的
で
。置
い

て
い
か
れ
な
い
よ
う
、軽
い
気
持
ち
で
一
日
だ
け
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ

だ
！
」と
い
う
会
社
に
め
ぐ
り
逢
え
た
ん
で
す
。偶

然
で
す
が
、縁
あ
って
そ
の
会
社
か
ら
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

野
添
　
僕
は
こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
一
筋
。卒
業
後
も

プ
ロ
の
道
へ
進
む
べ
き
か
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
悩
ん
で
い
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
エ
ン
ト
リ
ー
、

保
護
者
の
方
々
に
は
ど
れ
も

耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
や
就
職
戦
線
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

か
つ
て
の「
就
活
」か
ら
は
、

想
像
も
つ
か
な
い
苦
労
を
乗
り
越
え
、

学
生
は
道
を
切
り
拓
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
か
。

卒
業
生
、内
定
者
の
皆
さ
ん
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
と
も
あ
って
、就
活
を
始
め
た
の
が
三
年
生
の
十

二
月
。や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
ず
、業
種
も
絞
れ

な
い
。四
十
年
、五
十
年
と
働
く
の
に
、そ
れ
を
こ
の

短
期
間
で
決
め
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、た
だ
あ
せ
る
ば

か
り
で…

。結
果
的
に
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、

行
き
た
い
会
社
に
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
に
は
早
め
の
ス
タ
ー
ト
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

目
指
す
業
界
を
ど
う
絞
り
こ
み
ま
し
た
か
？

山
田
　
も
と
も
と
ホ
テ
ル
マ
ン
を
目
指
し
て
、一
年

生
の
頃
か
ら
大
手
外
資
系
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
き
ま
し
た
が
、長
い
目
で
考
え
れ
ば
、女
性

積水ハウス（株）、大成建設（株）、大和ハウス工業（株）、日本ハム（株）、森永製菓（株）、アサヒ飲料（株）、日本たばこ産業（株）、
アイカ工業（株）、タカラスタンダード（株）、クリナップ（株）、大王製紙（株）、小林クリエイト（株）、大日本印刷（株）、新日本法規出版（株）、

笹徳印刷（株）、武田薬品工業（株）、エーザイ（株）、協和発酵キリン（株）、三ツ星ベルト（株）、ＴＯＴＯ（株）、ビューテック（株）、中央可鍛工業（株）、三協立山（株）、ＹＫＫＡＰ（株）、
日本ヒューレット・パッカード（株）、（株）マキタ、オーエスジー（株）、豊和工業（株）、富士通（株）、（株）デンソー、住友電装（株）、トヨタ自動車（株）、スズキ（株）、本田技研工業（株）、
（株）メニコン、日進医療器（株）、（株）スズケン、（株）大塚商会、岡谷鋼機（株）、（株）カナデン、（株）オリバー、宮吉硝子（株）、（株）コメリ、（株）セブン－イレブン・ジャパン、（株）ファ
ミリーマート、青山商事（株）、（株）バロー、（株）アルペン、（株）ゆうちょ銀行、（株）三菱東京ＵＦＪ銀行、（株）三井住友銀行、三菱ＵＦＪニコス（株）、（株）セディナ、岐阜信金、みずほ
証券（株）、ＳＭＢＣフレンド証券（株）、ＳＭＢＣ日興証券（株）、日本生命保険（相）、（株）かんぽ生命保険、明治安田生命保険（相）、（株）大和証券グループ本社、ソフトバンク（株）、
三菱UFJモルガン・スタンレー証券（株）、三井不動産リアルティ（株）、三交不動産（株）、住友不動産販売（株）、東日本旅客鉄道（株）、西日本旅客鉄道（株）、近畿日本鉄道（株）、
全日本空輸（株）、日本航空（株）、（株）住友倉庫、日本トランスシティ（株）、近畿日本ツーリスト（株）、（株）近鉄エクスプレス、（株）エイチ・アイ・エス、（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ、西日
本電信電話（株）、日本郵便（株）、（株）ジェイアール東海ホテルズ、ワタキューセイモア（株）、中部日本放送（株）、ＴＩＳ（株）、（株）インテック、NECソリューションイノベータ（株）、
楽天（株）、綜合警備保障（株）、（株）ミキハウス、（株）日立システムズ、ＣＤＳ（株）、法務省、岡崎市役所、京都府警察本部、豊田市役所、半田市役所、豊橋市役所 など 

内定速報（2014年7月末現在）

キャリア
センター

どこまでも意欲的な学生の
想いに応える

　
今
年
度
は
採
用
状
況
も
非
常
に
良

く
、就
職
率
は
昨
年
度
の
八
二・一
％（
全

国
平
均
六
七・五
％
）を
大
き
く
上
回
る

勢
い
で
伸
び
て
い
ま
す
。会
社
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、企
業
が
い
よ
い
よ
本
気

で
人
材
獲
得
に
取
り
組
み
始
め
た
。エン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
し
っ
か
り
読
み
、学
生

を
絞
り
こ
ん
だ
上
で
面
接
を
三
度
、四

度
と
重
ね
な
が
ら
、「
グ
ロ
ー
バル
人
材
」

「
人
物
重
視
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
生
を

見
極
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
観
点
と
し
て
は
、将
来
性・人
的
対

応
能
力・社
会
人
基
礎
力
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え
る
人

を
採
用
し
、自
分
た
ち
の
手
で
育
て
て
い

く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
と
思
い
ま
す
。

キャリアセンター　飯田　晃 部長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、

新
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
。

答
え
を
見
つ
け
る
ま
で

ま
っ
す
ぐ
な
目
で

自
分
と
向
き
あ
った
日
々
。

早
期
対
応
で
万
全
の
準
備
を

　
二
〇
一
六
年
卒
業
予
定
者
か
ら
就
活

ス
ケ
ジ
ュー
ル
が
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
に
な

り
ま
す
。企
業
の
選
考
期
間
も
大
幅
に

短
縮
化
さ
れ
、大
手
も
中
堅
企
業
も
入

り
乱
れ
て
の
短
期
決
戦
に
な
る
。試
験

日
が
重
な
る
企
業
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
反
面
、準
備
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
で
企
業
や
業
界
研
究
に
時
間
を
か

け
ら
れ
ま
す
し
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
な
が
ら
、よ
り
多
く
の
企
業
に

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
べ
く
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は「
個
」の
対
応
を
重
視
し
、万

全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
早

め
の
活
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

企
業
の
採
用
活
動

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

企業の採用活動とキャリアセンターのサポート（予定）

4月 5月 6月 7月 8月 9月
3年生 4年生
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●プレエントリー受付スタート（主要就職サイトグランドオープン）

●学部別就職ガイダンス（春）
●インターンシップガイダンス
●就職プレサイト活用ガイダンス

SPI模擬試験（Web受検）

就活対策講座
（身だしなみ・マナー対策／自己PR・志望動機対策／業界・企業研究）

●企業・官公庁セミナー ※ブース形式の合同企業説明会

学内企業セミナー
（随時）

※上記の他、就職活動やインターンシップ、その他進路に関する個別相談を毎日（月～金）受け付けています。

会社説明会
書類選考（エントリーシート・履歴書）
学力・適性検査（筆記・パソコン）

グループディスカッション・面接
内定

●学部別就職ガイダンス（秋）

いつでも学べる就活対策セミナー

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）自己PR対策／志望動機対策
グループディスカッション対策／面接対策

業界・職種研究会 ※教室での業界説明会
（企業・官公庁編／内定者編／OB・OG編）

が
日
常
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
厳
し
い
業
界
。そ
こ
で
自
己

分
析
を
や
り
直
し
て
み
る
と
、困
っ
た
人
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
想
い
に
気

が
つ
い
て
、女
性
が
長
く
、第
一
線
で
活
躍
で
き
る

保
険
業
界
に
軌
道
修
正
し
た
ん
で
す
。

浅
井
　
僕
は
学
生
時
代
、ソ
フ
ト
テ
ニス
部
に
専
念

し
て
い
た
の
で
、正
直
就
活
への
取
り
掛
り
は
遅
か
っ

た
で
す
。リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
厳
し
い
時
代
で
し

た
の
で
、業
界
を
絞
り
込
む
勇
気
も
な
く
、と
に
か

く
多
く
の
企
業
に
ト
ラ
イ
し
、ど
こ
か
で
内
定
を

頂
け
れ
ば
いい
か
な
と
最
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

写真右上から

写真左上から

青木 奈未さん（心理学科4年・内定先／株式会社ジェイアール東海髙島屋）
長尾 直さん（豊田キャリアセンター課長）
浅井 亮二さん（2009年度健康科学科卒・株式会社竹中工務店勤務）
浅井 芳樹さん（名古屋キャリアセンター課長）
山田 千裕さん（2007年度心理学科卒・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社勤務）
野添 陽太さん（競技スポーツ科学科4年・内定先／武田薬品工業株式会社）

（
以
下
、文
中
の
敬
称
略
）

就活を
きちんと
語ろう！

青木湖セミナーハウス
【レイクビュー白馬】
〒398-0001
長野県大町市大字平エビスマ23370
TEL：0261-21-4500 FAX：0261-21-4510
一泊2食（平日・税込み）7,800円～

蓼科セミナーハウス
【マウントビュー蓼科】
〒391-0213
長野県茅野市豊平字東嶽三井の森内
TEL：0266-76-2588 FAX：0266-76-5539
一泊2食（平日・税込み）7,700円～ 

ご
家
族
の
休
日
は
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
過
ご
せ
る

本
格
リ
ゾ
ー
ト
へ
。

　
在
学
生
ば
か
り
で
な
く
、保
護

者
の
皆
様
や
卒
業
生
の
方
々
に
も

ご
利
用
い
た
だ
き
、大
変
ご
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
、本
学
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
す
。北
ア
ル
プ
ス

の
麓
、青
木
湖
畔
に
佇
む「
青
木

湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」は
、ス
キ
ー
や

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、紅
葉
な
ど
四
季

折
々
に
満
喫
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
ス

ポ
ッ
ト
。ま
た
南
・
中
・
北
ア
ル
プ
ス

と
八
ヶ
岳
連
峰
の
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ

を
望
む「
蓼
科
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」

で
は
、広
大
な
森
で
野
生
動
物
と

出
会
っ
た
り
、星
空
を
眺
め
た
り
。

大
自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
講
義

を
受
け
る
こ
と
で
大
学
卒

業
資
格
を
得
ら
れ
る
通
信

制
大
学「
放
送
大
学
」。本

学
で
は
、そ
の
東
海
地
区
の

拠
点
と
な
る「
愛
知
学
習
セ

ン
タ
ー
」を
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
四

階
に
設
置
。ス
ク
ー
リ
ン
グ

の
た
め
の
学
習
施
設
と
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
。現
在
、

学
部
生
、大
学
院
生
合
わ
せ

て
三
千
名
が
在
籍
。主
婦
や

社
会
人
の
方
な
ど
、向
上
心

あ
ふ
れ
る
学
生
を
支
援
す

る
の
も
、本
学
の
役
割
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
三
月
十
五
日（
土
）、

第
三
回
目
と
な
る
中
京
大

学
・
明
治
大
学
サ
ッ
カ
ー
交
流

試
合
が
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
日
本
大
学
選
手
権
で
優

勝
争
い
を
繰
り
広
げ
て
き
た

大
学
サ
ッ
カ
ー
界
の
両
雄
の
対

戦
に
、大
学
関
係
者
の
み
な
ら

ず
一
般
市
民
ら
約
千
名
が
駆

け
つ
け
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な
プ
レ
ー

を
観
戦
。双
方
、巧
み
な
攻
撃

と
鉄
壁
の
守
り
で
０
対
０
の

引
分
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
校
友
会
本
部
も
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
こ
の
試
合
は
、豊
田
ス

タ
ジ
ア
ム
の
名
物
カ
ー
ド
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。

 

施 設 紹 介
中京大学では、開かれたキャンパスとして、保護者の方々や一般市民に施設を開放しています。

趣味やライフスタイル、交流を広げる場としてぜひご活用ください。

校友会本部  個人情報保護の基本方針   

1
2

3
4
5

6

校友会本部における個人情報の取扱は、次の方針で行います。
利用目的をできる限り特定し、必要な範囲に限って個人情報を取得します。
利用目的の範囲内で、業務の遂行上必要な限りにおいて個人情報を利用します。
取得した個人情報は、本人の同意を得ることなく、第三者に提供しません。
情報セキュリティー対策をはじめ、個人情報の紛失、漏えい等の予防に努めます。
外部への業務委託については、個人情報の保護に関する契約の締結及び委託先に対する監督を行い、情報の管理に努めます。
本人から個人情報の開示・訂正・削除の請求がなされた場合は、その請求を尊重して対応します。

放
送
大
学

個
人
学
習
室

図
書
館

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ
る

人
の
、も
う
ひ
と
つ
の
、

学
び
の
カ
タ
チ
。

　
中
京
大
学
図
書
館
は
、多

く
の
学
部
学
科
を
備
え
る

総
合
大
学
の
図
書
館
と
し

て
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
三

館
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
一
館

あ
り
、多
分
野
に
わ
た
り
充

実
し
た
蔵
書
を
備
え
て
い
ま

す
。東
海
地
区
の
大
学
で
は

初
の
自
動
書
庫（
八
十
万
冊

収
蔵
可
能
）が
導
入
さ
れ
た

ほ
か
、貴
重
書
庫
も
新
設
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、名
古
屋

図
書
館
に
は
学
生
ア
シ
ス
タ

ン
ト
を
配
置
し
て
い
る「
ラ
ー

ニ
ン
グ・ス
ク
エ
ア
」や
館
内
で

長
時
間
学
習
で
き
る
よ
う
に

飲
食
や
会
話
が
で
き
る「
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ・ス
ク
エ
ア
」が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

四
館
で
蔵
書
九
十
九
万
冊
、

一
般
市
民
に
も
開
放
さ
れ
た
、

知
の
宝
庫
。

　
本
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、一
般
市
民
を

対
象
と
し
た
講
座
を
年
二

回
開
講
し
て
い
ま
す
。
文

学
、ビ
ジ
ネ
ス
、ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
さ
ま

ざ
ま
で
、語
学
学
習
な
ど
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き

る
上
、午
前
、午
後
、夜
間

と
幅
広
い
時
間
設
定
で
、社

会
人
の
方
で
も
利
用
し
や

す
い
よ
う
配
慮
。こ
れ
ま
で

に
受
講
者
は
延
べ
五
万
人

を
数
え
、地
域
の
方
々
の
生

涯
学
習
へ
の
旺
盛
な
意
欲

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
、

よ
り
楽
し
む
た
め
に
。

　
レ
ポ
ー
ト
や
ゼ
ミ
発
表
の

資
料
づ
く
り
、就
職
活
動
や

資
格
試
験
に
備
え
た
勉
強

の
た
め
に
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

施
設
を
利
用
す
る
学
生
が

増
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に

対
応
す
べ
く
、名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス・
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
一
階
に

個
人
学
習
の
た
め
の
専
用

ス
ペ
ー
ス
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
座
席
は
全
八
十
席
、授
業

開
始
前
よ
り
利
用
で
き
る
よ

う
、午
前
八
時
か
ら
午
後
八

時
ま
で（
月
〜
金
）す
べ
て
の

学
生
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
学
自
習
へ
の
情
熱
に

き
ち
ん
と
応
え
る

新
ス
ペ
ー
ス
誕
生
。単 位 修 得 状 況

成績表 の 見方 成績表・履修時間割表内「単位修得状況」部分の見方

区　　分

0
0
4
4
2
4
0

4
6

0
0

0
0
0
0
0
0
0

14
16

2
8
0
0
0
4
2

14
12

2
8
0
0
0
2
4

0 0 0 4 56

0 0 0 4 56

24
12

2
8
4
4
4
2
8

14 0 16 16 32

①履修登録 ②既修
単位

③要卒
単位

④卒業
要件春期 秋期

■お問い合わせ

全
学
共
通

フ
ロ
ー
ト

学
部
固
有

中
京
大
・
明
治
大

サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合
開
催

①履修登録 …今学期に登録している単位数

②既修単位 …すでに取得（合格）した単位数

③要卒単位 …既修単位のうち卒業に必要な単位数を
　どれだけ満たしているか示した単位数

④卒業要件 …卒業に必要な各区分の単位数スポーツ・健康
外国語基礎
自然の探究
人間の探究
社会の探究
新 領 域
選 択 単 位

必 修 科 目
選 択 科 目

10 0 30 26 36小 計

24 0 46 46 124総 計

小 計

小 計

フ ロ ー ト

教務課
名古屋キャンパス …… 052-835-7162

豊田キャンパス …… 0565-46-1226

学業成績の発表は、春と秋、各学期末にCUBICS（Webシステム）で学生本人に開示されます。保護者の皆様へは教育後援会より
5月と10月、「成績表・履修時間割表」が送付されますので、卒業に必要な単位を修得できているか、ぜひ一度お確かめください。

校 友 会 本 部 か ら の お 知 ら せ

「④卒業要件」と「③要卒単位」の数字がすべての区分でイ
コールとなれば、卒業要件を満たしていることになります。

卒業に必要な単位を取っているかどうしたら分かる
でしょうか？
1：Q

「フロート単位」とは何ですか？

「全学共通科目」と「学部固有科目」の区分で、修得した単
位のうち各区分の卒業要件を超過した単位数がフロート
単位となります。「フロート単位」のない学部もあります。

1：A

2：A
2：Q

Q ＆ A成績表の見方

　教育奨励賞の存在は知っていましたが、何かの紹介文で「会員
のご子女の中から成績優秀な学生に」という一文を“女子の中から”
と読み違え、自分には関係ないものと思い込んでいました。大学は
真面目に勉強するところ、と親に言われていましたし、最初の1年目
は純粋に勉強に取り組んだ結果の受賞でした。
　受賞者には表彰状と成績に応じて決められた額の奨励金が与
えられます。僕自身、アルバイトはしていたものの、自活しているこ
ともあって、なかなかお金を貯められないでいましたが、奨励金を
いただいたことで宅建の資格取得にチャレンジできました。
　やはり一度、経験してしまうと欲が出るもので、2年生からは教
育奨励賞を目標に頑張りました。大学図書館が閉まるまで勉強し、
その後コンビニの夜勤が午後10時から午前2時まで、土日は朝6
時までという日もありましたが、2年生の成績（GPA）はオールS。
結局、資格への挑戦を通して勉強の習慣が身についたこと、一緒
に学ぶ仲間を得たことが大きかったと思います。
　奨励金のおかげで少し余裕もでき、3年生の春休みにはカンボ
ジアを訪ねました。貧困にあえぐ国をイメージしていましたが、星空
は感動的に美しく、誰もが笑顔で挨拶してくれる。視野が広がる
思いでした。奨励賞をいただいたことがきっかけで、いろいろなこと
に意欲的に取り組めるようになれたと感謝しています。

教育奨励賞がなければ、やりたいこと
一つ、できなかったかもしれない。

1年次、2年次、3年次の成績が毎年合算され、上位者が選ばれる賞だけに、
3年連続受賞は、いかに努力を積み重ねてきたか、その証し。

輝く
中京大生

青木 耀平さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

教育後援会「教育奨励賞」を3年連続トップ受賞。

輝く
中京大生

寺本 明日香さん
スポーツ科学部競技スポーツ科学科（1年）

ロンドン五輪・体操女子で個人総合11位に輝いた日本のエース。

　私が所属する体操クラブ（レジックスポーツ）のコーチ、坂本周
次先生も中京大学の卒業生。その先生が体操競技部女子の監
督ということもあり、また名古屋で引き続きご指導いただきたくて、
今春、中京大学に進学しました。
　いつも朝7時頃には大学へ。3限まで授業を受け、午後5時から
夜10時過ぎまで、体操部の拠点でもあるレジックスポーツで毎日
練習しています。たまに体調がすぐれず、休みたくなる日もありますが、
足が勝手に体育館に向いてしまいます。
　ロンドン五輪では、試合に出ることだけに集中していましたので、
日の丸を背負うプレッシャーのようなものは無かったです。たしかに
会場内はものすごい歓声に沸いていましたが、「何だか騒々しい
なあ」と思ったぐらい（笑）。大会後に振り返り、初めてオリンピック
という舞台の大きさに気づきました。
　世界戦もそうですが、日本代表を決める選考会の方が私はずっと
緊張しますし、そこを乗り越えられたら、あとは「もう、やるしかない！」
そんな気持ちで世界の壁に挑んでいます。
　リオ五輪は2年後。まず
はその前の世界選手権
で、団体8位以内に入る
ことが五輪出場の条件で
す。勉強も、自分自身の
夢にも自由に挑戦できる
のが大学生の特権！中
京大学の充実した練習
環境をフル活用しながら、
高難度の技の完成度を
磨いていきたいですね。

恵まれた環境と時間を有効活用しながら、
リオ五輪への切符をめざす。

最近、親のサポートにどれほど
助けられてきたか気がついた。
「いつも感謝の気持ちを忘れずこ
れからも頑張りたい」と寺本さん。

大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、

仕
事
の
苦
労
も
歓
び
に
な
る
。

自
分
が
ど
れ
ほ
ど
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。

浮
か
ん
だ
、「
感
謝
」の
二
文
字
。

就
活
で
も
っ
と
も
苦
労
し
た
こ
と
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
は
？

浅
井　
結
局
、プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
が
百
五
十
社
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
た
の
が
約
七
十
社

で
、そ
の
半
分
が
手
書
き
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、体
力
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

野
添
　
僕
は
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
、十
五

社
で
も
相
当
つ
ら
か
っ
た（
笑
）。で
も
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
　
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
そ
う
で
し
た
が
、面

接
練
習
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
何

度
も
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て…

。ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
た
ら
絶
対
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
、

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
存
在
で
し
た
ね
。

浅
井
　
逆
に
、僕
は
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
も
面
接

で
も
、最
初
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
教
わ
っ
た
こ

と
を
た
だ
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
。自
分
の
就
職

活
動
な
の
に
、人
任
せ
に
な
って
い
ま
し
た
。取
り

掛
り
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、失
敗
す
る
こ
と
が
怖

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。〝
自
分
〞を
出
す
こ
と

も
忘
れ
、振
り
返
る
と
、た
だ「
就
活
」の
ま
ね
ご

と
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。企
業
の
説

明
会
を
受
け
に
東
京
や
大
阪
を
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
が
、気
付
け
ば
卒
業
旅
行
の
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
も
消
え
て
い
き
、お
ま
け

に
内
定
も
取
れ
な
い
。「
俺
は
いっ
た
い
何
を
や
って

ん
だ
ろ
う
」と
恥
ず
か
し
な
が
ら
、電
車
の
中
で

一
人
、泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

浅
井
課
長
　
周
り
が
決
ま
って
い
く
焦
り
と
、ど

う
し
て
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
内
定
が
貰

え
な
い
の
か
、そ
ん
な
悔
し
さ
で
す
よ
ね
。い
つ
頃

が
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
？

浅
井
　
選
考
が
進
ん
で
く
る
二
月
中
旬
頃
で
す

ね
。そ
の
後
、自
分
が
本
当
に
就
き
た
い
仕
事
は

何
か
。自
己
分
析・業
界
研
究
を
き
ち
ん
と
や
り

直
し
、一
社
一
社〝
自
分
〞の
言
葉
で
、気
持
ち
を

込
め
て
臨
む
よ
う
に
な
って
、初
め
て
内
定
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
役
立
っ
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
は
何
で
す
か
？

長
尾
課
長　
山
田
さ
ん
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
し
て

いっ
た
印
象
が
あ
る
け
れ
ど
。

山
田
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
関
し
て
は
比
較
的

そ
う
で
す
が
、私
は
業
界
を
絞
り
こ
み
過
ぎ
て
し

ま
って
、「
全
滅
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う

焦
り
が
実
は
強
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
当
時
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
い

う
講
座
で
、お
じ
ぎ
や
戸
の
開
け
閉
め
な
ど
の
立

ち
居
振
る
舞
い
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
、自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
添
　「
いつ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」と
い
う
就
職

対
策
講
座
で
、自
分
の
面
接
風
景
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ

て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、我
な
が
ら
態
度
が

悪
く
て…

こ
ん
な
学
生
、採
り
た
く
な
い
な
あ
って

反
省
し
ま
し
た（
笑
）。そ
の
後
、自
分
の
姿
を
見

て
、面
接
本
番
に
向
け
て
修
正
し
て
い
き
ま
し
た
。

浅
井
　
企
業・官
公
庁
セ
ミ
ナ
ー
は
凄
い
規
模
で

し
た
ね
。

山
田
　
大
手
の
企
業
が
足
を
運
ば
ず
と
も
大
学

ま
で
来
て
く
れ
る
。そ
う
い
う
企
業
を
呼
び
寄
せ

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の
腕
が
ス
ゴ
イ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
に
手
厚
い
な
ら
中
京
大
学
に
入
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
他
大
学
の
友
人
も
い
ま
し
た
。

長
尾
課
長
　
業
界・職
種
研
究
会
と
企
業・官
公

庁
セ
ミ
ナ
ー
を
合
わ
せ
て
四
〇
〇
社
前
後
か
な
。

た
ぶ
ん
他
大
学
さ
ん
と
比
べ
て
も
最
大
級
の
規
模

じ
ゃ
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

浅
井
課
長
　
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

保
護
者
の
方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

青
木　
岐
阜
県
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す
が
、家
か

ら
駅
ま
で
は
バ
ス
で
四
十
分
。就
活
は
移
動
も
多

く
、冬
は
寒
い
で
す
し
、体
力
的
に
つ
ら
か
っ
た
の

で
す
が
、母
が
察
知
し
て
く
れ
、駅
ま
で
毎
日
送

迎
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
し
た
の
で
、よ
く
電

話
で
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。親
と
し
て
は

私
の
選
択
に
意
見
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
安
心
感
を
与
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
添
　
ス
ー
ツ
代
や
交
通
費
、生
活
費
も
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
休
ん
で
就
活
に
集

中
で
き
ま
し
た
し
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

浅
井
　
僕
は
一
切
、両
親
に
就
活
の
話
は
し
て
い

な
い
で
す
ね
。そ
れ
ま
で
の
人
生
で
相
当
な
苦
労

を
か
け
て
き
た
の
で
、「
こ
う
い
う
会
社
に
内
定
を

貰
い
ま
し
た
」と
き
ち
ん
と
報
告
す
る
こ
と
が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。就
活
だ
け
は
親
に
甘

え
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。流
石
に
親
も

心
配
し
て
か
、一
度
だ
け「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？
」と
訊
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

時
も
、「
適
当
に
や
っ
て
る
よ
」と
答
え
て
お
し
ま

い
。で
も
何
気
な
い
そ
の
一
言
が
よ
り
一
層
や
る
気

を
掻
き
立
て
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、こ
れ
か
ら
就
活
に 

臨
む
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田　
受
験
勉
強
は
大
学
四
年
間
の
た
め
、就

職
活
動
は
そ
の
後
、何
十
年
と
い
う
人
生
の
た

め
、と
考
え
る
と
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
就
職
活
動
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。社
会
人
に

な
って
み
る
と
、こ
ん
な
に
責
任
の
あ
る
仕
事
に
就

か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。で
も
学
生
時
代
、あ
れ
ほ
ど
な
り
た
か
っ
た

仕
事
に
就
い
て
い
る
。そ
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、就
職
活
動
を
頑
張
っ
た
お
か
げ
。そ
ん
な
ふ

う
に
思
え
る
仕
事
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

浅
井
　
今
の
世
の
中
、生
き
方
は
様
々
で
す
が
、

就
活
に
臨
む
と
決
め
た
後
輩
に
は
、一
生
に
一
回

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
納
得
い
く
ま
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
へ
ひ
と
こ
と

浅
井
課
長　
今
の
学
生
が
ど
れ
ほ
ど
悩
み
、時
に

は
泣
き
な
が
ら
就
活
を
乗
り
越
え
て
い
る
か
。そ

の
現
実
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、親
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
考

え
方
、行
動
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、社
会
人
と

の
接
点
を
作
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

長
尾
課
長
　
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
活
用
で
き
る
と
、考
え
を
整
理
し
や
す
く
、う

ま
く
レ
ー
ル
に
乗
れ
る
気
が
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
子

様
に
は
、当
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就活をきちんと語ろう！
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ご
家
族
の
休
日
は
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
過
ご
せ
る

本
格
リ
ゾ
ー
ト
へ
。

　
在
学
生
ば
か
り
で
な
く
、保
護

者
の
皆
様
や
卒
業
生
の
方
々
に
も

ご
利
用
い
た
だ
き
、大
変
ご
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
、本
学
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
す
。北
ア
ル
プ
ス

の
麓
、青
木
湖
畔
に
佇
む「
青
木

湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」は
、ス
キ
ー
や

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、紅
葉
な
ど
四
季

折
々
に
満
喫
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
ス

ポ
ッ
ト
。ま
た
南
・
中
・
北
ア
ル
プ
ス

と
八
ヶ
岳
連
峰
の
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ

を
望
む「
蓼
科
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」

で
は
、広
大
な
森
で
野
生
動
物
と

出
会
っ
た
り
、星
空
を
眺
め
た
り
。

大
自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
講
義

を
受
け
る
こ
と
で
大
学
卒

業
資
格
を
得
ら
れ
る
通
信

制
大
学「
放
送
大
学
」。本

学
で
は
、そ
の
東
海
地
区
の

拠
点
と
な
る「
愛
知
学
習
セ

ン
タ
ー
」を
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
四

階
に
設
置
。ス
ク
ー
リ
ン
グ

の
た
め
の
学
習
施
設
と
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
。現
在
、

学
部
生
、大
学
院
生
合
わ
せ

て
三
千
名
が
在
籍
。主
婦
や

社
会
人
の
方
な
ど
、向
上
心

あ
ふ
れ
る
学
生
を
支
援
す

る
の
も
、本
学
の
役
割
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
三
月
十
五
日（
土
）、

第
三
回
目
と
な
る
中
京
大

学
・
明
治
大
学
サ
ッ
カ
ー
交
流

試
合
が
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
日
本
大
学
選
手
権
で
優

勝
争
い
を
繰
り
広
げ
て
き
た

大
学
サ
ッ
カ
ー
界
の
両
雄
の
対

戦
に
、大
学
関
係
者
の
み
な
ら

ず
一
般
市
民
ら
約
千
名
が
駆

け
つ
け
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な
プ
レ
ー

を
観
戦
。双
方
、巧
み
な
攻
撃

と
鉄
壁
の
守
り
で
０
対
０
の

引
分
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
校
友
会
本
部
も
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
こ
の
試
合
は
、豊
田
ス

タ
ジ
ア
ム
の
名
物
カ
ー
ド
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。

 

施 設 紹 介
中京大学では、開かれたキャンパスとして、保護者の方々や一般市民に施設を開放しています。

趣味やライフスタイル、交流を広げる場としてぜひご活用ください。

校友会本部  個人情報保護の基本方針   

1
2

3
4
5

6

校友会本部における個人情報の取扱は、次の方針で行います。
利用目的をできる限り特定し、必要な範囲に限って個人情報を取得します。
利用目的の範囲内で、業務の遂行上必要な限りにおいて個人情報を利用します。
取得した個人情報は、本人の同意を得ることなく、第三者に提供しません。
情報セキュリティー対策をはじめ、個人情報の紛失、漏えい等の予防に努めます。
外部への業務委託については、個人情報の保護に関する契約の締結及び委託先に対する監督を行い、情報の管理に努めます。
本人から個人情報の開示・訂正・削除の請求がなされた場合は、その請求を尊重して対応します。

放
送
大
学

個
人
学
習
室

図
書
館

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ
る

人
の
、も
う
ひ
と
つ
の
、

学
び
の
カ
タ
チ
。

　
中
京
大
学
図
書
館
は
、多

く
の
学
部
学
科
を
備
え
る

総
合
大
学
の
図
書
館
と
し

て
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
三

館
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
一
館

あ
り
、多
分
野
に
わ
た
り
充

実
し
た
蔵
書
を
備
え
て
い
ま

す
。東
海
地
区
の
大
学
で
は

初
の
自
動
書
庫（
八
十
万
冊

収
蔵
可
能
）が
導
入
さ
れ
た

ほ
か
、貴
重
書
庫
も
新
設
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、名
古
屋

図
書
館
に
は
学
生
ア
シ
ス
タ

ン
ト
を
配
置
し
て
い
る「
ラ
ー

ニ
ン
グ・ス
ク
エ
ア
」や
館
内
で

長
時
間
学
習
で
き
る
よ
う
に

飲
食
や
会
話
が
で
き
る「
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ・ス
ク
エ
ア
」が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

四
館
で
蔵
書
九
十
九
万
冊
、

一
般
市
民
に
も
開
放
さ
れ
た
、

知
の
宝
庫
。

　
本
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、一
般
市
民
を

対
象
と
し
た
講
座
を
年
二

回
開
講
し
て
い
ま
す
。
文

学
、ビ
ジ
ネ
ス
、ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
さ
ま

ざ
ま
で
、語
学
学
習
な
ど
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き

る
上
、午
前
、午
後
、夜
間

と
幅
広
い
時
間
設
定
で
、社

会
人
の
方
で
も
利
用
し
や

す
い
よ
う
配
慮
。こ
れ
ま
で

に
受
講
者
は
延
べ
五
万
人

を
数
え
、地
域
の
方
々
の
生

涯
学
習
へ
の
旺
盛
な
意
欲

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
、

よ
り
楽
し
む
た
め
に
。

　
レ
ポ
ー
ト
や
ゼ
ミ
発
表
の

資
料
づ
く
り
、就
職
活
動
や

資
格
試
験
に
備
え
た
勉
強

の
た
め
に
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

施
設
を
利
用
す
る
学
生
が

増
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に

対
応
す
べ
く
、名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス・
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
一
階
に

個
人
学
習
の
た
め
の
専
用

ス
ペ
ー
ス
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
座
席
は
全
八
十
席
、授
業

開
始
前
よ
り
利
用
で
き
る
よ

う
、午
前
八
時
か
ら
午
後
八

時
ま
で（
月
〜
金
）す
べ
て
の

学
生
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
学
自
習
へ
の
情
熱
に

き
ち
ん
と
応
え
る

新
ス
ペ
ー
ス
誕
生
。単 位 修 得 状 況

成績表 の 見方 成績表・履修時間割表内「単位修得状況」部分の見方

区　　分

0
0
4
4
2
4
0

4
6

0
0

0
0
0
0
0
0
0

14
16

2
8
0
0
0
4
2

14
12

2
8
0
0
0
2
4

0 0 0 4 56

0 0 0 4 56

24
12

2
8
4
4
4
2
8

14 0 16 16 32

①履修登録 ②既修
単位

③要卒
単位

④卒業
要件春期 秋期

■お問い合わせ

全
学
共
通

フ
ロ
ー
ト

学
部
固
有

中
京
大
・
明
治
大

サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合
開
催

①履修登録 …今学期に登録している単位数

②既修単位 …すでに取得（合格）した単位数

③要卒単位 …既修単位のうち卒業に必要な単位数を
　どれだけ満たしているか示した単位数

④卒業要件 …卒業に必要な各区分の単位数スポーツ・健康
外国語基礎
自然の探究
人間の探究
社会の探究
新 領 域
選 択 単 位

必 修 科 目
選 択 科 目

10 0 30 26 36小 計

24 0 46 46 124総 計

小 計

小 計

フ ロ ー ト

教務課
名古屋キャンパス …… 052-835-7162

豊田キャンパス …… 0565-46-1226

学業成績の発表は、春と秋、各学期末にCUBICS（Webシステム）で学生本人に開示されます。保護者の皆様へは教育後援会より
5月と10月、「成績表・履修時間割表」が送付されますので、卒業に必要な単位を修得できているか、ぜひ一度お確かめください。

校 友 会 本 部 か ら の お 知 ら せ

「④卒業要件」と「③要卒単位」の数字がすべての区分でイ
コールとなれば、卒業要件を満たしていることになります。

卒業に必要な単位を取っているかどうしたら分かる
でしょうか？
1：Q

「フロート単位」とは何ですか？

「全学共通科目」と「学部固有科目」の区分で、修得した単
位のうち各区分の卒業要件を超過した単位数がフロート
単位となります。「フロート単位」のない学部もあります。

1：A

2：A
2：Q

Q ＆ A成績表の見方

　教育奨励賞の存在は知っていましたが、何かの紹介文で「会員
のご子女の中から成績優秀な学生に」という一文を“女子の中から”
と読み違え、自分には関係ないものと思い込んでいました。大学は
真面目に勉強するところ、と親に言われていましたし、最初の1年目
は純粋に勉強に取り組んだ結果の受賞でした。
　受賞者には表彰状と成績に応じて決められた額の奨励金が与
えられます。僕自身、アルバイトはしていたものの、自活しているこ
ともあって、なかなかお金を貯められないでいましたが、奨励金を
いただいたことで宅建の資格取得にチャレンジできました。
　やはり一度、経験してしまうと欲が出るもので、2年生からは教
育奨励賞を目標に頑張りました。大学図書館が閉まるまで勉強し、
その後コンビニの夜勤が午後10時から午前2時まで、土日は朝6
時までという日もありましたが、2年生の成績（GPA）はオールS。
結局、資格への挑戦を通して勉強の習慣が身についたこと、一緒
に学ぶ仲間を得たことが大きかったと思います。
　奨励金のおかげで少し余裕もでき、3年生の春休みにはカンボ
ジアを訪ねました。貧困にあえぐ国をイメージしていましたが、星空
は感動的に美しく、誰もが笑顔で挨拶してくれる。視野が広がる
思いでした。奨励賞をいただいたことがきっかけで、いろいろなこと
に意欲的に取り組めるようになれたと感謝しています。

教育奨励賞がなければ、やりたいこと
一つ、できなかったかもしれない。

1年次、2年次、3年次の成績が毎年合算され、上位者が選ばれる賞だけに、
3年連続受賞は、いかに努力を積み重ねてきたか、その証し。

輝く
中京大生

青木 耀平さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

教育後援会「教育奨励賞」を3年連続トップ受賞。

輝く
中京大生

寺本 明日香さん
スポーツ科学部競技スポーツ科学科（1年）

ロンドン五輪・体操女子で個人総合11位に輝いた日本のエース。

　私が所属する体操クラブ（レジックスポーツ）のコーチ、坂本周
次先生も中京大学の卒業生。その先生が体操競技部女子の監
督ということもあり、また名古屋で引き続きご指導いただきたくて、
今春、中京大学に進学しました。
　いつも朝7時頃には大学へ。3限まで授業を受け、午後5時から
夜10時過ぎまで、体操部の拠点でもあるレジックスポーツで毎日
練習しています。たまに体調がすぐれず、休みたくなる日もありますが、
足が勝手に体育館に向いてしまいます。
　ロンドン五輪では、試合に出ることだけに集中していましたので、
日の丸を背負うプレッシャーのようなものは無かったです。たしかに
会場内はものすごい歓声に沸いていましたが、「何だか騒々しい
なあ」と思ったぐらい（笑）。大会後に振り返り、初めてオリンピック
という舞台の大きさに気づきました。
　世界戦もそうですが、日本代表を決める選考会の方が私はずっと
緊張しますし、そこを乗り越えられたら、あとは「もう、やるしかない！」
そんな気持ちで世界の壁に挑んでいます。
　リオ五輪は2年後。まず
はその前の世界選手権
で、団体8位以内に入る
ことが五輪出場の条件で
す。勉強も、自分自身の
夢にも自由に挑戦できる
のが大学生の特権！中
京大学の充実した練習
環境をフル活用しながら、
高難度の技の完成度を
磨いていきたいですね。

恵まれた環境と時間を有効活用しながら、
リオ五輪への切符をめざす。

最近、親のサポートにどれほど
助けられてきたか気がついた。
「いつも感謝の気持ちを忘れずこ
れからも頑張りたい」と寺本さん。

大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、

仕
事
の
苦
労
も
歓
び
に
な
る
。

自
分
が
ど
れ
ほ
ど
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。

浮
か
ん
だ
、「
感
謝
」の
二
文
字
。

就
活
で
も
っ
と
も
苦
労
し
た
こ
と
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
は
？

浅
井　
結
局
、プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
が
百
五
十
社
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
た
の
が
約
七
十
社

で
、そ
の
半
分
が
手
書
き
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、体
力
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

野
添
　
僕
は
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
、十
五

社
で
も
相
当
つ
ら
か
っ
た（
笑
）。で
も
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
　
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
そ
う
で
し
た
が
、面

接
練
習
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
何

度
も
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て…

。ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
た
ら
絶
対
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
、

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
存
在
で
し
た
ね
。

浅
井
　
逆
に
、僕
は
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
も
面
接

で
も
、最
初
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
教
わ
っ
た
こ

と
を
た
だ
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
。自
分
の
就
職

活
動
な
の
に
、人
任
せ
に
な
って
い
ま
し
た
。取
り

掛
り
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、失
敗
す
る
こ
と
が
怖

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。〝
自
分
〞を
出
す
こ
と

も
忘
れ
、振
り
返
る
と
、た
だ「
就
活
」の
ま
ね
ご

と
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。企
業
の
説

明
会
を
受
け
に
東
京
や
大
阪
を
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
が
、気
付
け
ば
卒
業
旅
行
の
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
も
消
え
て
い
き
、お
ま
け

に
内
定
も
取
れ
な
い
。「
俺
は
いっ
た
い
何
を
や
って

ん
だ
ろ
う
」と
恥
ず
か
し
な
が
ら
、電
車
の
中
で

一
人
、泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

浅
井
課
長
　
周
り
が
決
ま
って
い
く
焦
り
と
、ど

う
し
て
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
内
定
が
貰

え
な
い
の
か
、そ
ん
な
悔
し
さ
で
す
よ
ね
。い
つ
頃

が
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
？

浅
井
　
選
考
が
進
ん
で
く
る
二
月
中
旬
頃
で
す

ね
。そ
の
後
、自
分
が
本
当
に
就
き
た
い
仕
事
は

何
か
。自
己
分
析・業
界
研
究
を
き
ち
ん
と
や
り

直
し
、一
社
一
社〝
自
分
〞の
言
葉
で
、気
持
ち
を

込
め
て
臨
む
よ
う
に
な
って
、初
め
て
内
定
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
役
立
っ
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
は
何
で
す
か
？

長
尾
課
長　
山
田
さ
ん
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
し
て

いっ
た
印
象
が
あ
る
け
れ
ど
。

山
田
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
関
し
て
は
比
較
的

そ
う
で
す
が
、私
は
業
界
を
絞
り
こ
み
過
ぎ
て
し

ま
って
、「
全
滅
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う

焦
り
が
実
は
強
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
当
時
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
い

う
講
座
で
、お
じ
ぎ
や
戸
の
開
け
閉
め
な
ど
の
立

ち
居
振
る
舞
い
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
、自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
添
　「
いつ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」と
い
う
就
職

対
策
講
座
で
、自
分
の
面
接
風
景
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ

て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、我
な
が
ら
態
度
が

悪
く
て…

こ
ん
な
学
生
、採
り
た
く
な
い
な
あ
って

反
省
し
ま
し
た（
笑
）。そ
の
後
、自
分
の
姿
を
見

て
、面
接
本
番
に
向
け
て
修
正
し
て
い
き
ま
し
た
。

浅
井
　
企
業・官
公
庁
セ
ミ
ナ
ー
は
凄
い
規
模
で

し
た
ね
。

山
田
　
大
手
の
企
業
が
足
を
運
ば
ず
と
も
大
学

ま
で
来
て
く
れ
る
。そ
う
い
う
企
業
を
呼
び
寄
せ

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の
腕
が
ス
ゴ
イ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
に
手
厚
い
な
ら
中
京
大
学
に
入
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
他
大
学
の
友
人
も
い
ま
し
た
。

長
尾
課
長
　
業
界・職
種
研
究
会
と
企
業・官
公

庁
セ
ミ
ナ
ー
を
合
わ
せ
て
四
〇
〇
社
前
後
か
な
。

た
ぶ
ん
他
大
学
さ
ん
と
比
べ
て
も
最
大
級
の
規
模

じ
ゃ
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

浅
井
課
長
　
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

保
護
者
の
方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

青
木　
岐
阜
県
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す
が
、家
か

ら
駅
ま
で
は
バ
ス
で
四
十
分
。就
活
は
移
動
も
多

く
、冬
は
寒
い
で
す
し
、体
力
的
に
つ
ら
か
っ
た
の

で
す
が
、母
が
察
知
し
て
く
れ
、駅
ま
で
毎
日
送

迎
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
し
た
の
で
、よ
く
電

話
で
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。親
と
し
て
は

私
の
選
択
に
意
見
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
安
心
感
を
与
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
添
　
ス
ー
ツ
代
や
交
通
費
、生
活
費
も
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
休
ん
で
就
活
に
集

中
で
き
ま
し
た
し
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

浅
井
　
僕
は
一
切
、両
親
に
就
活
の
話
は
し
て
い

な
い
で
す
ね
。そ
れ
ま
で
の
人
生
で
相
当
な
苦
労

を
か
け
て
き
た
の
で
、「
こ
う
い
う
会
社
に
内
定
を

貰
い
ま
し
た
」と
き
ち
ん
と
報
告
す
る
こ
と
が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。就
活
だ
け
は
親
に
甘

え
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。流
石
に
親
も

心
配
し
て
か
、一
度
だ
け「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？
」と
訊
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

時
も
、「
適
当
に
や
っ
て
る
よ
」と
答
え
て
お
し
ま

い
。で
も
何
気
な
い
そ
の
一
言
が
よ
り
一
層
や
る
気

を
掻
き
立
て
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、こ
れ
か
ら
就
活
に 

臨
む
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田　
受
験
勉
強
は
大
学
四
年
間
の
た
め
、就

職
活
動
は
そ
の
後
、何
十
年
と
い
う
人
生
の
た

め
、と
考
え
る
と
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
就
職
活
動
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。社
会
人
に

な
って
み
る
と
、こ
ん
な
に
責
任
の
あ
る
仕
事
に
就

か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。で
も
学
生
時
代
、あ
れ
ほ
ど
な
り
た
か
っ
た

仕
事
に
就
い
て
い
る
。そ
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、就
職
活
動
を
頑
張
っ
た
お
か
げ
。そ
ん
な
ふ

う
に
思
え
る
仕
事
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

浅
井
　
今
の
世
の
中
、生
き
方
は
様
々
で
す
が
、

就
活
に
臨
む
と
決
め
た
後
輩
に
は
、一
生
に
一
回

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
納
得
い
く
ま
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
へ
ひ
と
こ
と

浅
井
課
長　
今
の
学
生
が
ど
れ
ほ
ど
悩
み
、時
に

は
泣
き
な
が
ら
就
活
を
乗
り
越
え
て
い
る
か
。そ

の
現
実
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、親
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
考

え
方
、行
動
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、社
会
人
と

の
接
点
を
作
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

長
尾
課
長
　
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
活
用
で
き
る
と
、考
え
を
整
理
し
や
す
く
、う

ま
く
レ
ー
ル
に
乗
れ
る
気
が
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
子

様
に
は
、当
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就活をきちんと語ろう！

〒466-8666　名古屋市昭和区八事本町101-2
TEL：052-835-7111（大学代表）／052-835-7140（校友会本部）・ FAX：052-835-6069
中京大学ホームページ　http://www.chukyo-u.ac.jp ・ 中京大学校友会本部　e-mail koyu@mng.chukyo-u.ac.jp

校友会本部

中京大学大学祭のお知らせ

10/30（木）
豊田キャンパスのみ

10/31（金） /2（日）～11
■名古屋キャンパス

  第61回 中京大学祭テーマ『素』
■豊田キャンパス

  第21回 中京大学とよた祭テーマ『翔』

・ 開催時間／11:00～15:00
・ 受付時間／10:30～13:00
・ 受付場所／名古屋キャンパス：センタービルG階ロビー
　　　　　   豊田キャンパス：19号館ロビー11/1（土）

1.名古屋キャンパス・豊田キャンパスで開催します。　2．受付後、学内を自由にご見学ください。（学内施設見学ツアーも予定しています。）
3．食堂やバザーで利用できるチケットを来学されたご家族分お渡しいたします。

12：00～14：00

［名古屋キャンパス］
■地下鉄鶴舞線・名城線「八事駅」下車、5番出口から徒歩0分（中京大学センタービル入口直結）
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

［豊田キャンパス］
■名鉄豊田線「浄水駅」下車、スクールバス9分（地下鉄鶴舞線と名鉄豊田線は、「赤池駅」で連絡しています。）
※豊田キャンパスと浄水駅を結ぶスクールバスを運行（臨時ダイヤ）予定。 ※駐車場は200台程度あります。

■愛知環状鉄道「貝津駅」下車、徒歩8分

時間 場所 ・名古屋キャンパス： センタービル６階 ゼミ教室
： 20号館1階・豊田キャンパス

交通機関について

個別相談会（学業・学生生活・就職・留学・資格対策について）

中京大学開学60周年記念事業

※お気軽にご相談ください。

大学祭
開催中

前夜祭 本 祭

キャンパス見学会のお知らせ（全学年の保護者対象）

全国青年弁論大会
日時／2014年11月9日（日） 9：00～17：00　会場／中京大学 清明ホール（入場無料）

主催 ／ 日本弁論連盟　中京大学
後援 ／ 文部科学省　愛知県　名古屋市　豊田市　愛知県議会　名古屋市議会　豊田市議会　愛知県教育委員会　名古屋市教育委員会

豊田市教育委員会　中日新聞社　高等学校文化連盟全国弁論専門部会　中京大学同窓会　中京大学教育後援会

第59回
文部科学大臣杯

保護者と教職員が協力し、学生をサポートする中京大学

A n n u a l R e p o r t o f t h e E d u c a t i o n a l S u p p o r t S o c i e t y

青木湖セミナーハウス
【レイクビュー白馬】
〒398-0001
長野県大町市大字平エビスマ23370
TEL：0261-21-4500 FAX：0261-21-4510
一泊2食（平日・税込み）7,800円～

蓼科セミナーハウス
【マウントビュー蓼科】
〒391-0213
長野県茅野市豊平字東嶽三井の森内
TEL：0266-76-2588 FAX：0266-76-5539
一泊2食（平日・税込み）7,700円～ 

ご
家
族
の
休
日
は
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
過
ご
せ
る

本
格
リ
ゾ
ー
ト
へ
。

　
在
学
生
ば
か
り
で
な
く
、保
護

者
の
皆
様
や
卒
業
生
の
方
々
に
も

ご
利
用
い
た
だ
き
、大
変
ご
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
、本
学
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
す
。北
ア
ル
プ
ス

の
麓
、青
木
湖
畔
に
佇
む「
青
木

湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」は
、ス
キ
ー
や

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、紅
葉
な
ど
四
季

折
々
に
満
喫
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
ス

ポ
ッ
ト
。ま
た
南
・
中
・
北
ア
ル
プ
ス

と
八
ヶ
岳
連
峰
の
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ

を
望
む「
蓼
科
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」

で
は
、広
大
な
森
で
野
生
動
物
と

出
会
っ
た
り
、星
空
を
眺
め
た
り
。

大
自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
講
義

を
受
け
る
こ
と
で
大
学
卒

業
資
格
を
得
ら
れ
る
通
信

制
大
学「
放
送
大
学
」。本

学
で
は
、そ
の
東
海
地
区
の

拠
点
と
な
る「
愛
知
学
習
セ

ン
タ
ー
」を
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
四

階
に
設
置
。ス
ク
ー
リ
ン
グ

の
た
め
の
学
習
施
設
と
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
。現
在
、

学
部
生
、大
学
院
生
合
わ
せ

て
三
千
名
が
在
籍
。主
婦
や

社
会
人
の
方
な
ど
、向
上
心

あ
ふ
れ
る
学
生
を
支
援
す

る
の
も
、本
学
の
役
割
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
三
月
十
五
日（
土
）、

第
三
回
目
と
な
る
中
京
大

学
・
明
治
大
学
サ
ッ
カ
ー
交
流

試
合
が
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
日
本
大
学
選
手
権
で
優

勝
争
い
を
繰
り
広
げ
て
き
た

大
学
サ
ッ
カ
ー
界
の
両
雄
の
対

戦
に
、大
学
関
係
者
の
み
な
ら

ず
一
般
市
民
ら
約
千
名
が
駆

け
つ
け
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な
プ
レ
ー

を
観
戦
。双
方
、巧
み
な
攻
撃

と
鉄
壁
の
守
り
で
０
対
０
の

引
分
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
校
友
会
本
部
も
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
こ
の
試
合
は
、豊
田
ス

タ
ジ
ア
ム
の
名
物
カ
ー
ド
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。

 

施 設 紹 介
中京大学では、開かれたキャンパスとして、保護者の方々や一般市民に施設を開放しています。

趣味やライフスタイル、交流を広げる場としてぜひご活用ください。

校友会本部  個人情報保護の基本方針   

1
2

3
4
5

6

校友会本部における個人情報の取扱は、次の方針で行います。
利用目的をできる限り特定し、必要な範囲に限って個人情報を取得します。
利用目的の範囲内で、業務の遂行上必要な限りにおいて個人情報を利用します。
取得した個人情報は、本人の同意を得ることなく、第三者に提供しません。
情報セキュリティー対策をはじめ、個人情報の紛失、漏えい等の予防に努めます。
外部への業務委託については、個人情報の保護に関する契約の締結及び委託先に対する監督を行い、情報の管理に努めます。
本人から個人情報の開示・訂正・削除の請求がなされた場合は、その請求を尊重して対応します。

放
送
大
学

個
人
学
習
室

図
書
館

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ
る

人
の
、も
う
ひ
と
つ
の
、

学
び
の
カ
タ
チ
。

　
中
京
大
学
図
書
館
は
、多

く
の
学
部
学
科
を
備
え
る

総
合
大
学
の
図
書
館
と
し

て
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
三

館
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
一
館

あ
り
、多
分
野
に
わ
た
り
充

実
し
た
蔵
書
を
備
え
て
い
ま

す
。東
海
地
区
の
大
学
で
は

初
の
自
動
書
庫（
八
十
万
冊

収
蔵
可
能
）が
導
入
さ
れ
た

ほ
か
、貴
重
書
庫
も
新
設
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、名
古
屋

図
書
館
に
は
学
生
ア
シ
ス
タ

ン
ト
を
配
置
し
て
い
る「
ラ
ー

ニ
ン
グ・ス
ク
エ
ア
」や
館
内
で

長
時
間
学
習
で
き
る
よ
う
に

飲
食
や
会
話
が
で
き
る「
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ・ス
ク
エ
ア
」が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

四
館
で
蔵
書
九
十
九
万
冊
、

一
般
市
民
に
も
開
放
さ
れ
た
、

知
の
宝
庫
。

　
本
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、一
般
市
民
を

対
象
と
し
た
講
座
を
年
二

回
開
講
し
て
い
ま
す
。
文

学
、ビ
ジ
ネ
ス
、ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
さ
ま

ざ
ま
で
、語
学
学
習
な
ど
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き

る
上
、午
前
、午
後
、夜
間

と
幅
広
い
時
間
設
定
で
、社

会
人
の
方
で
も
利
用
し
や

す
い
よ
う
配
慮
。こ
れ
ま
で

に
受
講
者
は
延
べ
五
万
人

を
数
え
、地
域
の
方
々
の
生

涯
学
習
へ
の
旺
盛
な
意
欲

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
、

よ
り
楽
し
む
た
め
に
。

　
レ
ポ
ー
ト
や
ゼ
ミ
発
表
の

資
料
づ
く
り
、就
職
活
動
や

資
格
試
験
に
備
え
た
勉
強

の
た
め
に
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

施
設
を
利
用
す
る
学
生
が

増
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に

対
応
す
べ
く
、名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス・
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
一
階
に

個
人
学
習
の
た
め
の
専
用

ス
ペ
ー
ス
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
座
席
は
全
八
十
席
、授
業

開
始
前
よ
り
利
用
で
き
る
よ

う
、午
前
八
時
か
ら
午
後
八

時
ま
で（
月
〜
金
）す
べ
て
の

学
生
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
学
自
習
へ
の
情
熱
に

き
ち
ん
と
応
え
る

新
ス
ペ
ー
ス
誕
生
。単 位 修 得 状 況

成績表 の 見 方 成績表・履修時間割表内「単位修得状況」部分の見方

区　　分

0
0
4
4
2
4
0

4
6

0
0

0
0
0
0
0
0
0

14
16

2
8
0
0
0
4
2

14
12

2
8
0
0
0
2
4

0 0 0 4 56

0 0 0 4 56

24
12

2
8
4
4
4
2
8

14 0 16 16 32

①履修登録 ②既修
単位

③要卒
単位

④卒業
要件春期 秋期

■お問い合わせ

全
学
共
通

フ
ロ
ー
ト

学
部
固
有

中
京
大
・
明
治
大

サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合
開
催

①履修登録 …今学期に登録している単位数

②既修単位 …すでに取得（合格）した単位数

③要卒単位 …既修単位のうち卒業に必要な単位数を
　どれだけ満たしているか示した単位数

④卒業要件 …卒業に必要な各区分の単位数スポーツ・健康
外国語基礎
自然の探究
人間の探究
社会の探究
新 領 域
選 択 単 位

必 修 科 目
選 択 科 目

10 0 30 26 36小 計

24 0 46 46 124総 計

小 計

小 計

フ ロ ー ト

教務課
名古屋キャンパス …… 052-835-7162

豊田キャンパス …… 0565-46-1226

学業成績の発表は、春と秋、各学期末にCUBICS（Webシステム）で学生本人に開示されます。保護者の皆様へは教育後援会より
5月と10月、「成績表・履修時間割表」が送付されますので、卒業に必要な単位を修得できているか、ぜひ一度お確かめください。

校 友 会 本 部 か ら の お 知 ら せ

「④卒業要件」と「③要卒単位」の数字がすべての区分でイ
コールとなれば、卒業要件を満たしていることになります。

卒業に必要な単位を取っているかどうしたら分かる
でしょうか？
1：Q

「フロート単位」とは何ですか？

「全学共通科目」と「学部固有科目」の区分で、修得した単
位のうち各区分の卒業要件を超過した単位数がフロート
単位となります。「フロート単位」のない学部もあります。

1：A

2：A
2：Q

Q ＆ A成績表の見方

　
名
古
屋
市
に
お
け
る
学
校
教
育
の
充
実
と
本
学

の
人
材
育
成
の
強
化
を
目
的
に
、二
〇
一
四
年
四
月

三
十
日
、名
古
屋
市
教
育
委
員
会
と
の
間
で
、「
相

互
連
携
に
関
す
る
協
定
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　「
子
供
の
体
力
向
上
」が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
名
古
屋
市
で
は
、大
学
及
び
大
学
生
を
活
用

し
、小
中
学
生
の
体
力
増
強
や
運
動
技
術
の
向
上

を
図
る
の
が
狙
い
。一
方
、本
学
に
お
い
て
は
体
育
実

技
の
補
助
や
部
活
動
の
指
導
な
ど
、教
員
を
目
指

す
学
生
が
、よ
り
多
く
の
現
場
経
験
を
積
め
る
よ
う

に
な
り
、社
会
人
基
礎
力
を
養
成
す
る
意
味
で
も

成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
市
と
大
学
全
体
と
の
包
括
協
定
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、今
後
、他
の
学
部
への
展
開
も
待

た
れ
る
事
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
二
〇
一
四
年
四
月
十
四
日
松
阪
市
と
本
学
は
、「
人
材

育
成
と
地
域
振
興
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
を
運
営
す
る
梅
村
学
園
は
、こ
れ
ま

で
三
重
高
等
学
校
、三
重
中
学
校
、梅
村
幼
稚
園
と

地
域
の
人
材
を
育
成
し
、松
阪
市
内
で
は
多
く
の
卒

業
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。今
後
、十
一
学
部
十
八

学
科
の
視
点
を
活
か
し
、そ
ん
な
ゆ
か
り
深
い
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
と
も
に
、市
役
所
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
学
の
学
生
が
参
加
す
る
な

ど
、う
れ
し
い
相
互
効
果
も
。

　
ま
た
二
〇
一
三
年
の「
松
阪
市
政
策
立
案
コン
テ
ス
ト
」

で
は
総
合
政
策
学
部
チ
ー
ム
が
優
勝
。そ
の
際
、提
案

し
た
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
部
署「
М
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
　
ま
つ
さ
課
」は
正
式
採
用
さ
れ
、本
年
四
月
よ

り
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
豊
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、学
生

や
教
員
、大
学
の
施
設
な
ど
を
積
極
的
に
提
供
し
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
よ
う
と
、二
〇
一
三
年

三
月
三
十
日
、豊
田
市
と「
包
括
連
携
協
定
」を
締
結
。

　
さ
ら
に
本
学
を
は
じ
め
愛
知
工
業
大
学
、愛
知
学

泉
大
学
、日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
、豊
田
工
業

高
等
専
門
学
校
の
四
大
学・高
校
と
の
間
で
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
、共
同
で
実
施
で
き
る
事
業
に
つ

い
て
も
提
案
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
二
〇
一
二
年
秋
か
ら
、豊
田
市
や

ト
ヨ
タ
自
動
車
の「
超
小
型
電
気
自
動
車
」実
証
実

験
に
約
百
名
の
学
生
や
教
職
員
ら
が
協
力
。こ
の

他
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
性
化

事
業
」「
と
よ
た
防
災
フェス
タ
」な
ど
、数
多
く
の
連

携
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ど
大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
」発
表
。三
ヶ
月
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
作
業
を
行
い
な
が

ら
一
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
、そ
れ
を

観
客
と
共
有
す
る
と
い
う
新
た
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
製
作
過
程
で
は
各

自
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
思
い
通
り
動
い
て
く
れ
な
い
こ

と
に
苦
戦
し
つつ
、日
本
語
と
い
う
普
段
使
って
い
る

言
語
の
曖
昧
さ
に
気
づ
き
、逆
に
、す
べ
て
を
明
確

に
伝
え
な
け
れ
ば
理
解
さ
れ
な
い
英
語
の
難
し
さ

を
痛
感
。さ
ら
に
複
雑
な
問
題
に
直
面
し
た
時
、

自
分
自
身
で
問
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
な
ど
、毎
回
、収
穫
の
多
い

イ
ベン
ト
に
な
って
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
全
国
の
大
学
生
た
ち
が

企
画
案
を
練
り
、商
品
化
を
目
指
す
、大
学
横
断

型
商
品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト「Student 

Innovation 
College2014

」（
通
称
Ｓ
カ
レ
）が
、二
〇
一
四
年
六

月
二
十
八
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
が
開
催
地
と
な
っ
た
今
年
度
は
、総
合

政
策
学
部
四
年・牧
絵
梨
香
さ
ん
が
運
営
委
員
長
と

な
り
、全
国
二
十
九
大
学
か
ら
参
加
し
た
四
百
十
五

名
の
学
生
を
取
り
ま
と
め
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。

　
開
会
式
で
は
、協
賛
企
業
二
十
三
社
の
う
ち
十
二

社
か
ら
大
枠
の
企
画
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、意
見
交

換
な
ど
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
経
て
、十
一
月
二

十
九
日
に
行
わ
れ
る
閉
会
式
ま
で
、企
画
を
持
ち
帰

り
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
。商
品
化
を
目
指
し
、コ
ン
テ
ス

ト
の
優
勝
を
争
い
ま
す
。

　
経
営
学
部
の
中
村
ゼ
ミ
と
総
合
政
策
学
部
の
宮

川
ゼ
ミ
、そ
し
て
名
古
屋
市
に
本
社
を
置
く
化
粧
品

メ
ー
カ
ー（
株
）フ
タ
バ
化
学
が
、二
〇
一
三
年
四
月
か

ら
共
同
開
発
に
取
り
組
ん
だ
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル

『
香
っ
手（
か
お
って
）キ
レ
イ
』が
商
品
化
さ
れ
、二
〇

一
四
年
六
月
一
日
よ
り
発
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
者
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。学
生
の
目

線
を
活
か
し
て
開
発
さ
れ
た
、『
香
っ
手
キ
レ
イ
』

は
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ・保
湿・ア
ル
コ
ー
ル
洗
浄
の
三
つ
の

効
果
を
備
え
た
新
感
覚
ハ
ン
ド
ジ
ェル
。学
生
た
ち

は
提
案
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
行
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
展

開
。商
品
は
通
販
サ
イ
ト（
株
）リ
ー
ブ
ル
等
で
販

売
さ
れ
、産
学
連
携
商
品
と
し
て
知
名
度
を
上
げ

つつ
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
一
四
年
三
月
、法
学
部・杉
島
ゼ
ミ
三
年
生
が
作

成
し
た
消
費
者
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
あ
な
た
に
ふ

り
か
か
る
の
は
明
日
か
も
し
れ
な
い
！
〜
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
方
法
」が
完
成
し
在
学
生
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
マ
ル
チ
商
法
や
電
子
マ
ネ
ー
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
注
意
点
、被
害
防
止

策
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も
の
で
、名
古

屋
市
の「
消
費
者
啓
発
委
託
事
業
」に
本
学
が
協
力

す
る
形
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、名
古
屋
市
で
は
学
校
に
お
け
る
消
費
者

教
育
を
推
進
し
て
お
り
、「
二
〇
一
四
年
度
消
費
者

教
育
モ
デ
ル
校
」に
選
ば
れ
た
本
学
で
は
、学
生
が
関

心
の
あ
る
消
費
者
問
題
を
テ
ー
マ
に
、被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
啓
発
活
動
や
消
費
者
教
育
に
取
り
組
む

事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
中
部
圏
の
複
数
の
経
済
関
連
学
部
の
学
生
の
交

流
を
目
的
に
、日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
、議
論
し

合
う「
中
部
経
済
学
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
」が
、二
〇
一
三

年
十
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
、本
学
か
ら
は
経
済
学

部
六
つの
ゼ
ミ
全
十
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
大
学
は
、本
学
の
ほ
か
名
古
屋
大
学
、名
古

屋
市
立
大
学
、富
山
大
学
、愛
知
教
育
大
学
、南
山

大
学
、愛
知
大
学
、名
古
屋
学
院
大
学
の
八
大
学
四

十
二
グ
ル
ー
プ
。

　
学
生
た
ち
は
各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、四
十
五
分
の
持

ち
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
発
表
。そ
の
後
、

質
疑
応
答
の
時
間
に
は
他
大
学
の
教
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
交
え
、活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。大
学
の
垣
根
を
越
え
た「
知
の
交
流
」に
、参
加
し

た
学
生
た
ち
は
大
い
に
触
発
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
二
〇
一
四
年
七
月
十
五
日
、

A
pple Store, N

agoya Sakae

に
て
、森
山
ゼ
ミ
生
九
名
が
英
語

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
五
回
目
で

す
。告
知
を
見
て
訪
れ
た
来
場
者

や
、偶
然
居
合
わ
せ
た
お
客
様
な

　教育奨励賞の存在は知っていましたが、何かの紹介文で「会員
のご子女の中から成績優秀な学生に」という一文を“女子の中から”
と読み違え、自分には関係ないものと思い込んでいました。大学は
真面目に勉強するところ、と親に言われていましたし、最初の1年目
は純粋に勉強に取り組んだ結果の受賞でした。
　受賞者には表彰状と成績に応じて決められた額の奨励金が与
えられます。僕自身、アルバイトはしていたものの、自活しているこ
ともあって、なかなかお金を貯められないでいましたが、奨励金を
いただいたことで宅建の資格取得にチャレンジできました。
　やはり一度、経験してしまうと欲が出るもので、2年生からは教
育奨励賞を目標に頑張りました。大学図書館が閉まるまで勉強し、
その後コンビニの夜勤が午後10時から午前2時まで、土日は朝6
時までという日もありましたが、2年生の成績（GPA）はオールS。
結局、資格への挑戦を通して勉強の習慣が身についたこと、一緒
に学ぶ仲間を得たことが大きかったと思います。
　奨励金のおかげで少し余裕もでき、3年生の春休みにはカンボ
ジアを訪ねました。貧困にあえぐ国をイメージしていましたが、星空
は感動的に美しく、誰もが笑顔で挨拶してくれる。視野が広がる
思いでした。奨励賞をいただいたことがきっかけで、いろいろなこと
に意欲的に取り組めるようになれたと感謝しています。

教育奨励賞がなければ、やりたいこと
一つ、できなかったかもしれない。

1年次、2年次、3年次の成績が毎年合算され、上位者が選ばれる賞だけに、
3年連続受賞は、いかに努力を積み重ねてきたか、その証し。

輝く
中京大生

青木 耀平さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

教育後援会「教育奨励賞」を3年連続トップ受賞。

輝く
中京大生

寺本 明日香さん
スポーツ科学部競技スポーツ科学科（1年）

ロンドン五輪・体操女子で個人総合11位に輝いた日本のエース。

　私が所属する体操クラブ（レジックスポーツ）のコーチ、坂本周
次先生も中京大学の卒業生。その先生が体操競技部女子の監
督ということもあり、また名古屋で引き続きご指導いただきたくて、
今春、中京大学に進学しました。
　いつも朝7時頃には大学へ。3限まで授業を受け、午後5時から
夜10時過ぎまで、体操部の拠点でもあるレジックスポーツで毎日
練習しています。たまに体調がすぐれず、休みたくなる日もありますが、
足が勝手に体育館に向いてしまいます。
　ロンドン五輪では、試合に出ることだけに集中していましたので、
日の丸を背負うプレッシャーのようなものは無かったです。たしかに
会場内はものすごい歓声に沸いていましたが、「何だか騒々しい
なあ」と思ったぐらい（笑）。大会後に振り返り、初めてオリンピック
という舞台の大きさに気づきました。
　世界戦もそうですが、日本代表を決める選考会の方が私はずっと
緊張しますし、そこを乗り越えられたら、あとは「もう、やるしかない！」
そんな気持ちで世界の壁に挑んでいます。
　リオ五輪は2年後。まず
はその前の世界選手権
で、団体8位以内に入る
ことが五輪出場の条件で
す。勉強も、自分自身の
夢にも自由に挑戦できる
のが大学生の特権！中
京大学の充実した練習
環境をフル活用しながら、
高難度の技の完成度を
磨いていきたいですね。

恵まれた環境と時間を有効活用しながら、
リオ五輪への切符をめざす。

最近、親のサポートにどれほど
助けられてきたか気がついた。
「いつも感謝の気持ちを忘れずこ
れからも頑張りたい」と寺本さん。

保 健 室 ／ 保 健 セ ン タ ー

名古屋キャンパス

※相談内容については秘密を厳守し、外部に漏らすことはありません。

曜日

月

火

水

木

金

名古屋キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

（第2金曜日）
精神科医による相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

14：00～17：00

健康相談

（第2月曜日）校医による健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

9：00～17：00

10：30～12：30

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～12：30

整形外科・健康相談

内科

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

名古屋キャンパス時間

月

火

水

木

金

土

曜日

月

火

水

木

金

土

曜日 豊田キャンパス時間

9：15～12：45

10：00～12：00

11：00～13：00

9：15～12：45

9：15～12：45

休診

休診

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、

い
ま
や
社
会
的
に
も

重
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ

の
悩
み
を
感
じ
た
ら

早
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

状
況
に
応
じ
て
継
続

的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
不
安
や
迷
い

を
感
じ
た
と
き
や
、誰

か
に
話
を
聴
い
て
も
ら

い
た
い
と
き
、具
体
的

に
は
、学
業
・
進
路
・
交

友
関
係
・
課
外
活
動
・

経
済・生
活
全
般
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
は
、遠
慮
せ
ず

に
「
学
生
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
大
学
生
の
健
康
管
理
】

　
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、み
な
さ
ん
の

健
康
状
態
を
知
り
、病
気
の
早
期

発
見
や
相
談
・
応
急
処
置
な
ど
が

常
に
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。健
康
管
理・健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
、保
健
室
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
毎
年

春
に
は
、全
学
年
を
対
象
に
定
期

健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。一

般
計
測
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
尿

検
査
、内
科
検
診
、一
年
次
に
は
心

電
図
検
査
を
行
って
お
り
ま
す
。

曜日

月

火

水

木

金

豊田キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

と
し
て
、ケ
ガ
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
動
作
を
指
導
し
、競

技
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、故
障
す
る
前

よ
り
記
録
が
伸
び
た
な
ど
、大
喜
び

で
報
告
に
く
る
学
生
も
多
く
、私
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
猫
背

や
肩
の
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
、使
い
方
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学
生

の
約
九
割
が
、体
育
の
授
業
や
部
活

動
中
の
ケ
ガ
で
や
って
き
ま
す
。単
な

る
打
撲
や
捻
挫
か
ら
前
十
字
靭
帯
損

整形外科の専門医、スポーツ科学部教授として、2000年に前

任校の国立大学から本学へ赴任。ケガを防ぐ、正しい筋肉の

使い方まで指導し、丁寧なメディカルサポートを心がける。

清水 卓也先生（保健センター長）

1日40～50人の学生が利用する「保健センター」。
スポーツ科学部を置く豊田キャンパス内の施設だけに、運動によるケガが利用者の大半を占めているそうです。

最先端のトレーニング理論で
学生アスリートを力強くサポート。

学 生 相 談 セ ン タ ー
学生相談センターでは学生のみなさんが入学から卒業まで「よりよい学生生活を送るための支援」を目的としています。一人ひとりの話を
じっくりと聴き、あるいは話し合いながら、悩みを克服するためのお手伝いをします。気軽に学生相談センターを訪ねてください。

すこやかな学生生活をバックアップするために、学生のみなさんの健康管理やケガの応急処置など、
万一の場合も迅速にサポートできる体制を整えています。

豊田キャンパス 保健センター

豊田キャンパス

名古屋キャンパス 保健室

パフォーマンス向上にまで
役に立てると
やっぱり嬉しいですね。

傷
な
ど
重
傷
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、そ
う
し
た
場
合
は
い
か
に
早
く
診

断
を
つ
け
、適
切
な
病
院
に
つ
な
げ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。当
セ
ン
タ
ー
は
ス

ポ
ー
ツ
専
門
外
来
と
し
て
専
門
医
を

置
く
ク
リ
ニッ
ク
で
す
か
ら
、そ
の
点
、

ご
安
心
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

を
支
援
す
る「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
」と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
を
提
唱
し
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門

H e a l t h C a r e
心 と 体 の 健 康 サ ポ ー ト

ついはりきり過ぎてしまう
新学期はとくに、ケガや
体調を崩しやすいもの。
心も体も、早め早めのケア
がいちばんです。

【
一
般
相
談
】

【
心
理
相
談
】

TEL
（0565）46-1232（直通）

TEL
（052）835-7861（直通）

大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、

仕
事
の
苦
労
も
歓
び
に
な
る
。

自
分
が
ど
れ
ほ
ど
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。

浮
か
ん
だ
、「
感
謝
」の
二
文
字
。

就
活
で
も
っ
と
も
苦
労
し
た
こ
と
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
は
？

浅
井　
結
局
、プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
が
百
五
十
社
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
た
の
が
約
七
十
社

で
、そ
の
半
分
が
手
書
き
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、体
力
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

野
添
　
僕
は
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
、十
五

社
で
も
相
当
つ
ら
か
っ
た（
笑
）。で
も
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
　
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
そ
う
で
し
た
が
、面

接
練
習
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
何

度
も
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て…

。ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
た
ら
絶
対
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
、

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
存
在
で
し
た
ね
。

浅
井
　
逆
に
、僕
は
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
も
面
接

で
も
、最
初
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
教
わ
っ
た
こ

と
を
た
だ
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
。自
分
の
就
職

活
動
な
の
に
、人
任
せ
に
な
って
い
ま
し
た
。取
り

掛
り
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、失
敗
す
る
こ
と
が
怖

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。〝
自
分
〞を
出
す
こ
と

も
忘
れ
、振
り
返
る
と
、た
だ「
就
活
」の
ま
ね
ご

と
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。企
業
の
説

明
会
を
受
け
に
東
京
や
大
阪
を
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
が
、気
付
け
ば
卒
業
旅
行
の
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
も
消
え
て
い
き
、お
ま
け

に
内
定
も
取
れ
な
い
。「
俺
は
いっ
た
い
何
を
や
って

ん
だ
ろ
う
」と
恥
ず
か
し
な
が
ら
、電
車
の
中
で

一
人
、泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

浅
井
課
長
　
周
り
が
決
ま
って
い
く
焦
り
と
、ど

う
し
て
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
内
定
が
貰

え
な
い
の
か
、そ
ん
な
悔
し
さ
で
す
よ
ね
。い
つ
頃

が
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
？

浅
井
　
選
考
が
進
ん
で
く
る
二
月
中
旬
頃
で
す

ね
。そ
の
後
、自
分
が
本
当
に
就
き
た
い
仕
事
は

何
か
。自
己
分
析・業
界
研
究
を
き
ち
ん
と
や
り

直
し
、一
社
一
社〝
自
分
〞の
言
葉
で
、気
持
ち
を

込
め
て
臨
む
よ
う
に
な
って
、初
め
て
内
定
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
役
立
っ
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
は
何
で
す
か
？

長
尾
課
長　
山
田
さ
ん
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
し
て

いっ
た
印
象
が
あ
る
け
れ
ど
。

山
田
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
関
し
て
は
比
較
的

そ
う
で
す
が
、私
は
業
界
を
絞
り
こ
み
過
ぎ
て
し

ま
って
、「
全
滅
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う

焦
り
が
実
は
強
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
当
時
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
い

う
講
座
で
、お
じ
ぎ
や
戸
の
開
け
閉
め
な
ど
の
立

ち
居
振
る
舞
い
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
、自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
添
　「
いつ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」と
い
う
就
職

対
策
講
座
で
、自
分
の
面
接
風
景
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ

て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、我
な
が
ら
態
度
が

悪
く
て…

こ
ん
な
学
生
、採
り
た
く
な
い
な
あ
って

反
省
し
ま
し
た（
笑
）。そ
の
後
、自
分
の
姿
を
見

て
、面
接
本
番
に
向
け
て
修
正
し
て
い
き
ま
し
た
。

浅
井
　
企
業・官
公
庁
セ
ミ
ナ
ー
は
凄
い
規
模
で

し
た
ね
。

山
田
　
大
手
の
企
業
が
足
を
運
ば
ず
と
も
大
学

ま
で
来
て
く
れ
る
。そ
う
い
う
企
業
を
呼
び
寄
せ

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の
腕
が
ス
ゴ
イ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
に
手
厚
い
な
ら
中
京
大
学
に
入
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
他
大
学
の
友
人
も
い
ま
し
た
。

長
尾
課
長
　
業
界・職
種
研
究
会
と
企
業・官
公

庁
セ
ミ
ナ
ー
を
合
わ
せ
て
四
〇
〇
社
前
後
か
な
。

た
ぶ
ん
他
大
学
さ
ん
と
比
べ
て
も
最
大
級
の
規
模

じ
ゃ
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

浅
井
課
長
　
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

保
護
者
の
方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

青
木　
岐
阜
県
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す
が
、家
か

ら
駅
ま
で
は
バ
ス
で
四
十
分
。就
活
は
移
動
も
多

く
、冬
は
寒
い
で
す
し
、体
力
的
に
つ
ら
か
っ
た
の

で
す
が
、母
が
察
知
し
て
く
れ
、駅
ま
で
毎
日
送

迎
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
し
た
の
で
、よ
く
電

話
で
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。親
と
し
て
は

私
の
選
択
に
意
見
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
安
心
感
を
与
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
添
　
ス
ー
ツ
代
や
交
通
費
、生
活
費
も
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
休
ん
で
就
活
に
集

中
で
き
ま
し
た
し
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

浅
井
　
僕
は
一
切
、両
親
に
就
活
の
話
は
し
て
い

な
い
で
す
ね
。そ
れ
ま
で
の
人
生
で
相
当
な
苦
労

を
か
け
て
き
た
の
で
、「
こ
う
い
う
会
社
に
内
定
を

貰
い
ま
し
た
」と
き
ち
ん
と
報
告
す
る
こ
と
が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。就
活
だ
け
は
親
に
甘

え
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。流
石
に
親
も

心
配
し
て
か
、一
度
だ
け「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？
」と
訊
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

時
も
、「
適
当
に
や
っ
て
る
よ
」と
答
え
て
お
し
ま

い
。で
も
何
気
な
い
そ
の
一
言
が
よ
り
一
層
や
る
気

を
掻
き
立
て
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、こ
れ
か
ら
就
活
に 

臨
む
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田　
受
験
勉
強
は
大
学
四
年
間
の
た
め
、就

職
活
動
は
そ
の
後
、何
十
年
と
い
う
人
生
の
た

め
、と
考
え
る
と
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
就
職
活
動
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。社
会
人
に

な
って
み
る
と
、こ
ん
な
に
責
任
の
あ
る
仕
事
に
就

か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。で
も
学
生
時
代
、あ
れ
ほ
ど
な
り
た
か
っ
た

仕
事
に
就
い
て
い
る
。そ
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、就
職
活
動
を
頑
張
っ
た
お
か
げ
。そ
ん
な
ふ

う
に
思
え
る
仕
事
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

浅
井
　
今
の
世
の
中
、生
き
方
は
様
々
で
す
が
、

就
活
に
臨
む
と
決
め
た
後
輩
に
は
、一
生
に
一
回

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
納
得
い
く
ま
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
へ
ひ
と
こ
と

浅
井
課
長　
今
の
学
生
が
ど
れ
ほ
ど
悩
み
、時
に

は
泣
き
な
が
ら
就
活
を
乗
り
越
え
て
い
る
か
。そ

の
現
実
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、親
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
考

え
方
、行
動
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、社
会
人
と

の
接
点
を
作
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

長
尾
課
長
　
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
活
用
で
き
る
と
、考
え
を
整
理
し
や
す
く
、う

ま
く
レ
ー
ル
に
乗
れ
る
気
が
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
子

様
に
は
、当
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就活をきちんと語ろう！



青木湖セミナーハウス
【レイクビュー白馬】
〒398-0001
長野県大町市大字平エビスマ23370
TEL：0261-21-4500 FAX：0261-21-4510
一泊2食（平日・税込み）7,800円～

蓼科セミナーハウス
【マウントビュー蓼科】
〒391-0213
長野県茅野市豊平字東嶽三井の森内
TEL：0266-76-2588 FAX：0266-76-5539
一泊2食（平日・税込み）7,700円～ 

ご
家
族
の
休
日
は
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
過
ご
せ
る

本
格
リ
ゾ
ー
ト
へ
。

　
在
学
生
ば
か
り
で
な
く
、保
護

者
の
皆
様
や
卒
業
生
の
方
々
に
も

ご
利
用
い
た
だ
き
、大
変
ご
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
、本
学
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
す
。北
ア
ル
プ
ス

の
麓
、青
木
湖
畔
に
佇
む「
青
木

湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」は
、ス
キ
ー
や

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、紅
葉
な
ど
四
季

折
々
に
満
喫
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
ス

ポ
ッ
ト
。ま
た
南
・
中
・
北
ア
ル
プ
ス

と
八
ヶ
岳
連
峰
の
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ

を
望
む「
蓼
科
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」

で
は
、広
大
な
森
で
野
生
動
物
と

出
会
っ
た
り
、星
空
を
眺
め
た
り
。

大
自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
講
義

を
受
け
る
こ
と
で
大
学
卒

業
資
格
を
得
ら
れ
る
通
信

制
大
学「
放
送
大
学
」。本

学
で
は
、そ
の
東
海
地
区
の

拠
点
と
な
る「
愛
知
学
習
セ

ン
タ
ー
」を
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
四

階
に
設
置
。ス
ク
ー
リ
ン
グ

の
た
め
の
学
習
施
設
と
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
。現
在
、

学
部
生
、大
学
院
生
合
わ
せ

て
三
千
名
が
在
籍
。主
婦
や

社
会
人
の
方
な
ど
、向
上
心

あ
ふ
れ
る
学
生
を
支
援
す

る
の
も
、本
学
の
役
割
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
三
月
十
五
日（
土
）、

第
三
回
目
と
な
る
中
京
大

学
・
明
治
大
学
サ
ッ
カ
ー
交
流

試
合
が
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
日
本
大
学
選
手
権
で
優

勝
争
い
を
繰
り
広
げ
て
き
た

大
学
サ
ッ
カ
ー
界
の
両
雄
の
対

戦
に
、大
学
関
係
者
の
み
な
ら

ず
一
般
市
民
ら
約
千
名
が
駆

け
つ
け
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な
プ
レ
ー

を
観
戦
。双
方
、巧
み
な
攻
撃

と
鉄
壁
の
守
り
で
０
対
０
の

引
分
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
校
友
会
本
部
も
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
こ
の
試
合
は
、豊
田
ス

タ
ジ
ア
ム
の
名
物
カ
ー
ド
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。

 

施 設 紹 介
中京大学では、開かれたキャンパスとして、保護者の方々や一般市民に施設を開放しています。

趣味やライフスタイル、交流を広げる場としてぜひご活用ください。

校友会本部  個人情報保護の基本方針   

1
2

3
4
5

6

校友会本部における個人情報の取扱は、次の方針で行います。
利用目的をできる限り特定し、必要な範囲に限って個人情報を取得します。
利用目的の範囲内で、業務の遂行上必要な限りにおいて個人情報を利用します。
取得した個人情報は、本人の同意を得ることなく、第三者に提供しません。
情報セキュリティー対策をはじめ、個人情報の紛失、漏えい等の予防に努めます。
外部への業務委託については、個人情報の保護に関する契約の締結及び委託先に対する監督を行い、情報の管理に努めます。
本人から個人情報の開示・訂正・削除の請求がなされた場合は、その請求を尊重して対応します。

放
送
大
学

個
人
学
習
室

図
書
館

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ
る

人
の
、も
う
ひ
と
つ
の
、

学
び
の
カ
タ
チ
。

　
中
京
大
学
図
書
館
は
、多

く
の
学
部
学
科
を
備
え
る

総
合
大
学
の
図
書
館
と
し

て
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
三

館
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
一
館

あ
り
、多
分
野
に
わ
た
り
充

実
し
た
蔵
書
を
備
え
て
い
ま

す
。東
海
地
区
の
大
学
で
は

初
の
自
動
書
庫（
八
十
万
冊

収
蔵
可
能
）が
導
入
さ
れ
た

ほ
か
、貴
重
書
庫
も
新
設
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、名
古
屋

図
書
館
に
は
学
生
ア
シ
ス
タ

ン
ト
を
配
置
し
て
い
る「
ラ
ー

ニ
ン
グ・ス
ク
エ
ア
」や
館
内
で

長
時
間
学
習
で
き
る
よ
う
に

飲
食
や
会
話
が
で
き
る「
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ・ス
ク
エ
ア
」が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

四
館
で
蔵
書
九
十
九
万
冊
、

一
般
市
民
に
も
開
放
さ
れ
た
、

知
の
宝
庫
。

　
本
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、一
般
市
民
を

対
象
と
し
た
講
座
を
年
二

回
開
講
し
て
い
ま
す
。
文

学
、ビ
ジ
ネ
ス
、ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
さ
ま

ざ
ま
で
、語
学
学
習
な
ど
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き

る
上
、午
前
、午
後
、夜
間

と
幅
広
い
時
間
設
定
で
、社

会
人
の
方
で
も
利
用
し
や

す
い
よ
う
配
慮
。こ
れ
ま
で

に
受
講
者
は
延
べ
五
万
人

を
数
え
、地
域
の
方
々
の
生

涯
学
習
へ
の
旺
盛
な
意
欲

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
、

よ
り
楽
し
む
た
め
に
。

　
レ
ポ
ー
ト
や
ゼ
ミ
発
表
の

資
料
づ
く
り
、就
職
活
動
や

資
格
試
験
に
備
え
た
勉
強

の
た
め
に
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

施
設
を
利
用
す
る
学
生
が

増
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に

対
応
す
べ
く
、名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス・
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
一
階
に

個
人
学
習
の
た
め
の
専
用

ス
ペ
ー
ス
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
座
席
は
全
八
十
席
、授
業

開
始
前
よ
り
利
用
で
き
る
よ

う
、午
前
八
時
か
ら
午
後
八

時
ま
で（
月
〜
金
）す
べ
て
の

学
生
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
学
自
習
へ
の
情
熱
に

き
ち
ん
と
応
え
る

新
ス
ペ
ー
ス
誕
生
。単 位 修 得 状 況

成績表 の 見方 成績表・履修時間割表内「単位修得状況」部分の見方
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14 0 16 16 32

①履修登録 ②既修
単位

③要卒
単位

④卒業
要件春期 秋期

■お問い合わせ

全
学
共
通

フ
ロ
ー
ト

学
部
固
有

中
京
大
・
明
治
大

サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合
開
催

①履修登録 …今学期に登録している単位数

②既修単位 …すでに取得（合格）した単位数

③要卒単位 …既修単位のうち卒業に必要な単位数を
　どれだけ満たしているか示した単位数

④卒業要件 …卒業に必要な各区分の単位数スポーツ・健康
外国語基礎
自然の探究
人間の探究
社会の探究
新 領 域
選 択 単 位

必 修 科 目
選 択 科 目

10 0 30 26 36小 計

24 0 46 46 124総 計

小 計

小 計

フ ロ ー ト

教務課
名古屋キャンパス …… 052-835-7162

豊田キャンパス …… 0565-46-1226

学業成績の発表は、春と秋、各学期末にCUBICS（Webシステム）で学生本人に開示されます。保護者の皆様へは教育後援会より
5月と10月、「成績表・履修時間割表」が送付されますので、卒業に必要な単位を修得できているか、ぜひ一度お確かめください。

校 友 会 本 部 か ら の お 知 ら せ

「④卒業要件」と「③要卒単位」の数字がすべての区分でイ
コールとなれば、卒業要件を満たしていることになります。

卒業に必要な単位を取っているかどうしたら分かる
でしょうか？
1：Q

「フロート単位」とは何ですか？

「全学共通科目」と「学部固有科目」の区分で、修得した単
位のうち各区分の卒業要件を超過した単位数がフロート
単位となります。「フロート単位」のない学部もあります。

1：A

2：A
2：Q

Q ＆ A成績表の見方

　
名
古
屋
市
に
お
け
る
学
校
教
育
の
充
実
と
本
学

の
人
材
育
成
の
強
化
を
目
的
に
、二
〇
一
四
年
四
月

三
十
日
、名
古
屋
市
教
育
委
員
会
と
の
間
で
、「
相

互
連
携
に
関
す
る
協
定
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　「
子
供
の
体
力
向
上
」が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
名
古
屋
市
で
は
、大
学
及
び
大
学
生
を
活
用

し
、小
中
学
生
の
体
力
増
強
や
運
動
技
術
の
向
上

を
図
る
の
が
狙
い
。一
方
、本
学
に
お
い
て
は
体
育
実

技
の
補
助
や
部
活
動
の
指
導
な
ど
、教
員
を
目
指

す
学
生
が
、よ
り
多
く
の
現
場
経
験
を
積
め
る
よ
う

に
な
り
、社
会
人
基
礎
力
を
養
成
す
る
意
味
で
も

成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
市
と
大
学
全
体
と
の
包
括
協
定
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、今
後
、他
の
学
部
への
展
開
も
待

た
れ
る
事
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
二
〇
一
四
年
四
月
十
四
日
松
阪
市
と
本
学
は
、「
人
材

育
成
と
地
域
振
興
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
を
運
営
す
る
梅
村
学
園
は
、こ
れ
ま

で
三
重
高
等
学
校
、三
重
中
学
校
、梅
村
幼
稚
園
と

地
域
の
人
材
を
育
成
し
、松
阪
市
内
で
は
多
く
の
卒

業
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。今
後
、十
一
学
部
十
八

学
科
の
視
点
を
活
か
し
、そ
ん
な
ゆ
か
り
深
い
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
と
も
に
、市
役
所
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
学
の
学
生
が
参
加
す
る
な

ど
、う
れ
し
い
相
互
効
果
も
。

　
ま
た
二
〇
一
三
年
の「
松
阪
市
政
策
立
案
コン
テ
ス
ト
」

で
は
総
合
政
策
学
部
チ
ー
ム
が
優
勝
。そ
の
際
、提
案

し
た
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
部
署「
М
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
　
ま
つ
さ
課
」は
正
式
採
用
さ
れ
、本
年
四
月
よ

り
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
豊
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、学
生

や
教
員
、大
学
の
施
設
な
ど
を
積
極
的
に
提
供
し
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
よ
う
と
、二
〇
一
三
年

三
月
三
十
日
、豊
田
市
と「
包
括
連
携
協
定
」を
締
結
。

　
さ
ら
に
本
学
を
は
じ
め
愛
知
工
業
大
学
、愛
知
学

泉
大
学
、日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
、豊
田
工
業

高
等
専
門
学
校
の
四
大
学・高
校
と
の
間
で
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
、共
同
で
実
施
で
き
る
事
業
に
つ

い
て
も
提
案
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
二
〇
一
二
年
秋
か
ら
、豊
田
市
や

ト
ヨ
タ
自
動
車
の「
超
小
型
電
気
自
動
車
」実
証
実

験
に
約
百
名
の
学
生
や
教
職
員
ら
が
協
力
。こ
の

他
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
性
化

事
業
」「
と
よ
た
防
災
フェス
タ
」な
ど
、数
多
く
の
連

携
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ど
大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
」発
表
。三
ヶ
月
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
作
業
を
行
い
な
が

ら
一
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
、そ
れ
を

観
客
と
共
有
す
る
と
い
う
新
た
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
製
作
過
程
で
は
各

自
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
思
い
通
り
動
い
て
く
れ
な
い
こ

と
に
苦
戦
し
つつ
、日
本
語
と
い
う
普
段
使
って
い
る

言
語
の
曖
昧
さ
に
気
づ
き
、逆
に
、す
べ
て
を
明
確

に
伝
え
な
け
れ
ば
理
解
さ
れ
な
い
英
語
の
難
し
さ

を
痛
感
。さ
ら
に
複
雑
な
問
題
に
直
面
し
た
時
、

自
分
自
身
で
問
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
な
ど
、毎
回
、収
穫
の
多
い

イ
ベン
ト
に
な
って
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
全
国
の
大
学
生
た
ち
が

企
画
案
を
練
り
、商
品
化
を
目
指
す
、大
学
横
断

型
商
品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト「Student 

Innovation 
College2014

」（
通
称
Ｓ
カ
レ
）が
、二
〇
一
四
年
六

月
二
十
八
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
が
開
催
地
と
な
っ
た
今
年
度
は
、総
合

政
策
学
部
四
年・牧
絵
梨
香
さ
ん
が
運
営
委
員
長
と

な
り
、全
国
二
十
九
大
学
か
ら
参
加
し
た
四
百
十
五

名
の
学
生
を
取
り
ま
と
め
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。

　
開
会
式
で
は
、協
賛
企
業
二
十
三
社
の
う
ち
十
二

社
か
ら
大
枠
の
企
画
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、意
見
交

換
な
ど
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
経
て
、十
一
月
二

十
九
日
に
行
わ
れ
る
閉
会
式
ま
で
、企
画
を
持
ち
帰

り
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
。商
品
化
を
目
指
し
、コ
ン
テ
ス

ト
の
優
勝
を
争
い
ま
す
。

　
経
営
学
部
の
中
村
ゼ
ミ
と
総
合
政
策
学
部
の
宮

川
ゼ
ミ
、そ
し
て
名
古
屋
市
に
本
社
を
置
く
化
粧
品

メ
ー
カ
ー（
株
）フ
タ
バ
化
学
が
、二
〇
一
三
年
四
月
か

ら
共
同
開
発
に
取
り
組
ん
だ
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル

『
香
っ
手（
か
お
って
）キ
レ
イ
』が
商
品
化
さ
れ
、二
〇

一
四
年
六
月
一
日
よ
り
発
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
者
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。学
生
の
目

線
を
活
か
し
て
開
発
さ
れ
た
、『
香
っ
手
キ
レ
イ
』

は
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ・保
湿・ア
ル
コ
ー
ル
洗
浄
の
三
つ
の

効
果
を
備
え
た
新
感
覚
ハ
ン
ド
ジ
ェル
。学
生
た
ち

は
提
案
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
行
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
展

開
。商
品
は
通
販
サ
イ
ト（
株
）リ
ー
ブ
ル
等
で
販

売
さ
れ
、産
学
連
携
商
品
と
し
て
知
名
度
を
上
げ

つつ
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
一
四
年
三
月
、法
学
部・杉
島
ゼ
ミ
三
年
生
が
作

成
し
た
消
費
者
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
あ
な
た
に
ふ

り
か
か
る
の
は
明
日
か
も
し
れ
な
い
！
〜
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
方
法
」が
完
成
し
在
学
生
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
マ
ル
チ
商
法
や
電
子
マ
ネ
ー
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
注
意
点
、被
害
防
止

策
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も
の
で
、名
古

屋
市
の「
消
費
者
啓
発
委
託
事
業
」に
本
学
が
協
力

す
る
形
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、名
古
屋
市
で
は
学
校
に
お
け
る
消
費
者

教
育
を
推
進
し
て
お
り
、「
二
〇
一
四
年
度
消
費
者

教
育
モ
デ
ル
校
」に
選
ば
れ
た
本
学
で
は
、学
生
が
関

心
の
あ
る
消
費
者
問
題
を
テ
ー
マ
に
、被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
啓
発
活
動
や
消
費
者
教
育
に
取
り
組
む

事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
中
部
圏
の
複
数
の
経
済
関
連
学
部
の
学
生
の
交

流
を
目
的
に
、日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
、議
論
し

合
う「
中
部
経
済
学
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
」が
、二
〇
一
三

年
十
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
、本
学
か
ら
は
経
済
学

部
六
つの
ゼ
ミ
全
十
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
大
学
は
、本
学
の
ほ
か
名
古
屋
大
学
、名
古

屋
市
立
大
学
、富
山
大
学
、愛
知
教
育
大
学
、南
山

大
学
、愛
知
大
学
、名
古
屋
学
院
大
学
の
八
大
学
四

十
二
グ
ル
ー
プ
。

　
学
生
た
ち
は
各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、四
十
五
分
の
持

ち
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
発
表
。そ
の
後
、

質
疑
応
答
の
時
間
に
は
他
大
学
の
教
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
交
え
、活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。大
学
の
垣
根
を
越
え
た「
知
の
交
流
」に
、参
加
し

た
学
生
た
ち
は
大
い
に
触
発
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
二
〇
一
四
年
七
月
十
五
日
、

A
pple Store, N

agoya Sakae

に
て
、森
山
ゼ
ミ
生
九
名
が
英
語

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
五
回
目
で

す
。告
知
を
見
て
訪
れ
た
来
場
者

や
、偶
然
居
合
わ
せ
た
お
客
様
な

　教育奨励賞の存在は知っていましたが、何かの紹介文で「会員
のご子女の中から成績優秀な学生に」という一文を“女子の中から”
と読み違え、自分には関係ないものと思い込んでいました。大学は
真面目に勉強するところ、と親に言われていましたし、最初の1年目
は純粋に勉強に取り組んだ結果の受賞でした。
　受賞者には表彰状と成績に応じて決められた額の奨励金が与
えられます。僕自身、アルバイトはしていたものの、自活しているこ
ともあって、なかなかお金を貯められないでいましたが、奨励金を
いただいたことで宅建の資格取得にチャレンジできました。
　やはり一度、経験してしまうと欲が出るもので、2年生からは教
育奨励賞を目標に頑張りました。大学図書館が閉まるまで勉強し、
その後コンビニの夜勤が午後10時から午前2時まで、土日は朝6
時までという日もありましたが、2年生の成績（GPA）はオールS。
結局、資格への挑戦を通して勉強の習慣が身についたこと、一緒
に学ぶ仲間を得たことが大きかったと思います。
　奨励金のおかげで少し余裕もでき、3年生の春休みにはカンボ
ジアを訪ねました。貧困にあえぐ国をイメージしていましたが、星空
は感動的に美しく、誰もが笑顔で挨拶してくれる。視野が広がる
思いでした。奨励賞をいただいたことがきっかけで、いろいろなこと
に意欲的に取り組めるようになれたと感謝しています。

教育奨励賞がなければ、やりたいこと
一つ、できなかったかもしれない。

1年次、2年次、3年次の成績が毎年合算され、上位者が選ばれる賞だけに、
3年連続受賞は、いかに努力を積み重ねてきたか、その証し。

輝く
中京大生

青木 耀平さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

教育後援会「教育奨励賞」を3年連続トップ受賞。

輝く
中京大生

寺本 明日香さん
スポーツ科学部競技スポーツ科学科（1年）

ロンドン五輪・体操女子で個人総合11位に輝いた日本のエース。

　私が所属する体操クラブ（レジックスポーツ）のコーチ、坂本周
次先生も中京大学の卒業生。その先生が体操競技部女子の監
督ということもあり、また名古屋で引き続きご指導いただきたくて、
今春、中京大学に進学しました。
　いつも朝7時頃には大学へ。3限まで授業を受け、午後5時から
夜10時過ぎまで、体操部の拠点でもあるレジックスポーツで毎日
練習しています。たまに体調がすぐれず、休みたくなる日もありますが、
足が勝手に体育館に向いてしまいます。
　ロンドン五輪では、試合に出ることだけに集中していましたので、
日の丸を背負うプレッシャーのようなものは無かったです。たしかに
会場内はものすごい歓声に沸いていましたが、「何だか騒々しい
なあ」と思ったぐらい（笑）。大会後に振り返り、初めてオリンピック
という舞台の大きさに気づきました。
　世界戦もそうですが、日本代表を決める選考会の方が私はずっと
緊張しますし、そこを乗り越えられたら、あとは「もう、やるしかない！」
そんな気持ちで世界の壁に挑んでいます。
　リオ五輪は2年後。まず
はその前の世界選手権
で、団体8位以内に入る
ことが五輪出場の条件で
す。勉強も、自分自身の
夢にも自由に挑戦できる
のが大学生の特権！中
京大学の充実した練習
環境をフル活用しながら、
高難度の技の完成度を
磨いていきたいですね。

恵まれた環境と時間を有効活用しながら、
リオ五輪への切符をめざす。

最近、親のサポートにどれほど
助けられてきたか気がついた。
「いつも感謝の気持ちを忘れずこ
れからも頑張りたい」と寺本さん。

保 健 室 ／ 保 健 セ ン タ ー

名古屋キャンパス

※相談内容については秘密を厳守し、外部に漏らすことはありません。

曜日

月

火

水

木

金

名古屋キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

（第2金曜日）
精神科医による相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

14：00～17：00

健康相談

（第2月曜日）校医による健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

9：00～17：00

10：30～12：30

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～12：30

整形外科・健康相談

内科

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

名古屋キャンパス時間

月

火

水

木

金

土

曜日

月

火

水

木

金

土

曜日 豊田キャンパス時間

9：15～12：45

10：00～12：00

11：00～13：00

9：15～12：45

9：15～12：45

休診

休診

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、

い
ま
や
社
会
的
に
も

重
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ

の
悩
み
を
感
じ
た
ら

早
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

状
況
に
応
じ
て
継
続

的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
不
安
や
迷
い

を
感
じ
た
と
き
や
、誰

か
に
話
を
聴
い
て
も
ら

い
た
い
と
き
、具
体
的

に
は
、学
業
・
進
路
・
交

友
関
係
・
課
外
活
動
・

経
済・生
活
全
般
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
は
、遠
慮
せ
ず

に
「
学
生
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
大
学
生
の
健
康
管
理
】

　
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、み
な
さ
ん
の

健
康
状
態
を
知
り
、病
気
の
早
期

発
見
や
相
談
・
応
急
処
置
な
ど
が

常
に
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。健
康
管
理・健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
、保
健
室
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
毎
年

春
に
は
、全
学
年
を
対
象
に
定
期

健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。一

般
計
測
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
尿

検
査
、内
科
検
診
、一
年
次
に
は
心

電
図
検
査
を
行
って
お
り
ま
す
。

曜日

月

火

水

木

金

豊田キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

と
し
て
、ケ
ガ
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
動
作
を
指
導
し
、競

技
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、故
障
す
る
前

よ
り
記
録
が
伸
び
た
な
ど
、大
喜
び

で
報
告
に
く
る
学
生
も
多
く
、私
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
猫
背

や
肩
の
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
、使
い
方
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学
生

の
約
九
割
が
、体
育
の
授
業
や
部
活

動
中
の
ケ
ガ
で
や
って
き
ま
す
。単
な

る
打
撲
や
捻
挫
か
ら
前
十
字
靭
帯
損

整形外科の専門医、スポーツ科学部教授として、2000年に前

任校の国立大学から本学へ赴任。ケガを防ぐ、正しい筋肉の

使い方まで指導し、丁寧なメディカルサポートを心がける。

清水 卓也先生（保健センター長）

1日40～50人の学生が利用する「保健センター」。
スポーツ科学部を置く豊田キャンパス内の施設だけに、運動によるケガが利用者の大半を占めているそうです。

最先端のトレーニング理論で
学生アスリートを力強くサポート。

学 生 相 談 セ ン タ ー
学生相談センターでは学生のみなさんが入学から卒業まで「よりよい学生生活を送るための支援」を目的としています。一人ひとりの話を
じっくりと聴き、あるいは話し合いながら、悩みを克服するためのお手伝いをします。気軽に学生相談センターを訪ねてください。

すこやかな学生生活をバックアップするために、学生のみなさんの健康管理やケガの応急処置など、
万一の場合も迅速にサポートできる体制を整えています。

豊田キャンパス 保健センター

豊田キャンパス

名古屋キャンパス 保健室

パフォーマンス向上にまで
役に立てると
やっぱり嬉しいですね。

傷
な
ど
重
傷
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、そ
う
し
た
場
合
は
い
か
に
早
く
診

断
を
つ
け
、適
切
な
病
院
に
つ
な
げ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。当
セ
ン
タ
ー
は
ス

ポ
ー
ツ
専
門
外
来
と
し
て
専
門
医
を

置
く
ク
リ
ニッ
ク
で
す
か
ら
、そ
の
点
、

ご
安
心
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

を
支
援
す
る「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
」と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
を
提
唱
し
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門

H e a l t h C a r e
心 と 体 の 健 康 サ ポ ー ト

ついはりきり過ぎてしまう
新学期はとくに、ケガや
体調を崩しやすいもの。
心も体も、早め早めのケア
がいちばんです。

【
一
般
相
談
】

【
心
理
相
談
】

TEL
（0565）46-1232（直通）

TEL
（052）835-7861（直通）

大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、

仕
事
の
苦
労
も
歓
び
に
な
る
。

自
分
が
ど
れ
ほ
ど
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。

浮
か
ん
だ
、「
感
謝
」の
二
文
字
。

就
活
で
も
っ
と
も
苦
労
し
た
こ
と
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
は
？

浅
井　
結
局
、プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
が
百
五
十
社
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
た
の
が
約
七
十
社

で
、そ
の
半
分
が
手
書
き
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、体
力
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

野
添
　
僕
は
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
、十
五

社
で
も
相
当
つ
ら
か
っ
た（
笑
）。で
も
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
　
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
そ
う
で
し
た
が
、面

接
練
習
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
何

度
も
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て…

。ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
た
ら
絶
対
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
、

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
存
在
で
し
た
ね
。

浅
井
　
逆
に
、僕
は
エン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
も
面
接

で
も
、最
初
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
教
わ
っ
た
こ

と
を
た
だ
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
。自
分
の
就
職

活
動
な
の
に
、人
任
せ
に
な
って
い
ま
し
た
。取
り

掛
り
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、失
敗
す
る
こ
と
が
怖

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。〝
自
分
〞を
出
す
こ
と

も
忘
れ
、振
り
返
る
と
、た
だ「
就
活
」の
ま
ね
ご

と
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。企
業
の
説

明
会
を
受
け
に
東
京
や
大
阪
を
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
が
、気
付
け
ば
卒
業
旅
行
の
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
も
消
え
て
い
き
、お
ま
け

に
内
定
も
取
れ
な
い
。「
俺
は
いっ
た
い
何
を
や
って

ん
だ
ろ
う
」と
恥
ず
か
し
な
が
ら
、電
車
の
中
で

一
人
、泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

浅
井
課
長
　
周
り
が
決
ま
って
い
く
焦
り
と
、ど

う
し
て
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
内
定
が
貰

え
な
い
の
か
、そ
ん
な
悔
し
さ
で
す
よ
ね
。い
つ
頃

が
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
？

浅
井
　
選
考
が
進
ん
で
く
る
二
月
中
旬
頃
で
す

ね
。そ
の
後
、自
分
が
本
当
に
就
き
た
い
仕
事
は

何
か
。自
己
分
析・業
界
研
究
を
き
ち
ん
と
や
り

直
し
、一
社
一
社〝
自
分
〞の
言
葉
で
、気
持
ち
を

込
め
て
臨
む
よ
う
に
な
って
、初
め
て
内
定
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
役
立
っ
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
は
何
で
す
か
？

長
尾
課
長　
山
田
さ
ん
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
し
て

いっ
た
印
象
が
あ
る
け
れ
ど
。

山
田
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
関
し
て
は
比
較
的

そ
う
で
す
が
、私
は
業
界
を
絞
り
こ
み
過
ぎ
て
し

ま
って
、「
全
滅
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う

焦
り
が
実
は
強
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
当
時
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
い

う
講
座
で
、お
じ
ぎ
や
戸
の
開
け
閉
め
な
ど
の
立

ち
居
振
る
舞
い
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
、自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
添
　「
いつ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」と
い
う
就
職

対
策
講
座
で
、自
分
の
面
接
風
景
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ

て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、我
な
が
ら
態
度
が

悪
く
て…

こ
ん
な
学
生
、採
り
た
く
な
い
な
あ
って

反
省
し
ま
し
た（
笑
）。そ
の
後
、自
分
の
姿
を
見

て
、面
接
本
番
に
向
け
て
修
正
し
て
い
き
ま
し
た
。

浅
井
　
企
業・官
公
庁
セ
ミ
ナ
ー
は
凄
い
規
模
で

し
た
ね
。

山
田
　
大
手
の
企
業
が
足
を
運
ば
ず
と
も
大
学

ま
で
来
て
く
れ
る
。そ
う
い
う
企
業
を
呼
び
寄
せ

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の
腕
が
ス
ゴ
イ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
に
手
厚
い
な
ら
中
京
大
学
に
入
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
他
大
学
の
友
人
も
い
ま
し
た
。

長
尾
課
長
　
業
界・職
種
研
究
会
と
企
業・官
公

庁
セ
ミ
ナ
ー
を
合
わ
せ
て
四
〇
〇
社
前
後
か
な
。

た
ぶ
ん
他
大
学
さ
ん
と
比
べ
て
も
最
大
級
の
規
模

じ
ゃ
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

浅
井
課
長
　
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

保
護
者
の
方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

青
木　
岐
阜
県
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す
が
、家
か

ら
駅
ま
で
は
バ
ス
で
四
十
分
。就
活
は
移
動
も
多

く
、冬
は
寒
い
で
す
し
、体
力
的
に
つ
ら
か
っ
た
の

で
す
が
、母
が
察
知
し
て
く
れ
、駅
ま
で
毎
日
送

迎
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
し
た
の
で
、よ
く
電

話
で
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。親
と
し
て
は

私
の
選
択
に
意
見
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
安
心
感
を
与
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
添
　
ス
ー
ツ
代
や
交
通
費
、生
活
費
も
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
休
ん
で
就
活
に
集

中
で
き
ま
し
た
し
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

浅
井
　
僕
は
一
切
、両
親
に
就
活
の
話
は
し
て
い

な
い
で
す
ね
。そ
れ
ま
で
の
人
生
で
相
当
な
苦
労

を
か
け
て
き
た
の
で
、「
こ
う
い
う
会
社
に
内
定
を

貰
い
ま
し
た
」と
き
ち
ん
と
報
告
す
る
こ
と
が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。就
活
だ
け
は
親
に
甘

え
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。流
石
に
親
も

心
配
し
て
か
、一
度
だ
け「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？
」と
訊
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

時
も
、「
適
当
に
や
っ
て
る
よ
」と
答
え
て
お
し
ま

い
。で
も
何
気
な
い
そ
の
一
言
が
よ
り
一
層
や
る
気

を
掻
き
立
て
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、こ
れ
か
ら
就
活
に 

臨
む
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田　
受
験
勉
強
は
大
学
四
年
間
の
た
め
、就

職
活
動
は
そ
の
後
、何
十
年
と
い
う
人
生
の
た

め
、と
考
え
る
と
、や
っ
ぱ
り
必
死
で
就
職
活
動
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。社
会
人
に

な
って
み
る
と
、こ
ん
な
に
責
任
の
あ
る
仕
事
に
就

か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。で
も
学
生
時
代
、あ
れ
ほ
ど
な
り
た
か
っ
た

仕
事
に
就
い
て
い
る
。そ
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、就
職
活
動
を
頑
張
っ
た
お
か
げ
。そ
ん
な
ふ

う
に
思
え
る
仕
事
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

浅
井
　
今
の
世
の
中
、生
き
方
は
様
々
で
す
が
、

就
活
に
臨
む
と
決
め
た
後
輩
に
は
、一
生
に
一
回

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
納
得
い
く
ま
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
へ
ひ
と
こ
と

浅
井
課
長　
今
の
学
生
が
ど
れ
ほ
ど
悩
み
、時
に

は
泣
き
な
が
ら
就
活
を
乗
り
越
え
て
い
る
か
。そ

の
現
実
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、親
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
考

え
方
、行
動
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、社
会
人
と

の
接
点
を
作
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

長
尾
課
長
　
早
い
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
活
用
で
き
る
と
、考
え
を
整
理
し
や
す
く
、う

ま
く
レ
ー
ル
に
乗
れ
る
気
が
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
子

様
に
は
、当
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就活をきちんと語ろう！

〒466-8666　名古屋市昭和区八事本町101-2
TEL：052-835-7111（大学代表）／052-835-7140（校友会本部）・ FAX：052-835-6069
中京大学ホームページ　http://www.chukyo-u.ac.jp ・ 中京大学校友会本部　e-mail koyu@mng.chukyo-u.ac.jp

校友会本部

中京大学大学祭のお知らせ

10/30（木）
豊田キャンパスのみ

10/31（金） /2（日）～11
■名古屋キャンパス

  第61回 中京大学祭テーマ『素』
■豊田キャンパス

  第21回 中京大学とよた祭テーマ『翔』

・ 開催時間／11:00～15:00
・ 受付時間／10:30～13:00
・ 受付場所／名古屋キャンパス：センタービルG階ロビー
　　　　　   豊田キャンパス：19号館ロビー11/1（土）

1.名古屋キャンパス・豊田キャンパスで開催します。　2．受付後、学内を自由にご見学ください。（学内施設見学ツアーも予定しています。）
3．食堂やバザーで利用できるチケットを来学されたご家族分お渡しいたします。

12：00～14：00

［名古屋キャンパス］
■地下鉄鶴舞線・名城線「八事駅」下車、5番出口から徒歩0分（中京大学センタービル入口直結）
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

［豊田キャンパス］
■名鉄豊田線「浄水駅」下車、スクールバス9分（地下鉄鶴舞線と名鉄豊田線は、「赤池駅」で連絡しています。）
※豊田キャンパスと浄水駅を結ぶスクールバスを運行（臨時ダイヤ）予定。 ※駐車場は200台程度あります。

■愛知環状鉄道「貝津駅」下車、徒歩8分

時間 場所 ・名古屋キャンパス： センタービル６階 ゼミ教室
： 20号館1階・豊田キャンパス

交通機関について

個別相談会（学業・学生生活・就職・留学・資格対策について）

中京大学開学60周年記念事業

※お気軽にご相談ください。

大学祭
開催中

前夜祭 本 祭

キャンパス見学会のお知らせ（全学年の保護者対象）

全国青年弁論大会
日時／2014年11月9日（日） 9：00～17：00　会場／中京大学 清明ホール（入場無料）

主催 ／ 日本弁論連盟　中京大学
後援 ／ 文部科学省　愛知県　名古屋市　豊田市　愛知県議会　名古屋市議会　豊田市議会　愛知県教育委員会　名古屋市教育委員会

豊田市教育委員会　中日新聞社　高等学校文化連盟全国弁論専門部会　中京大学同窓会　中京大学教育後援会

第59回
文部科学大臣杯

保護者と教職員が協力し、学生をサポートする中京大学

A n n u a l R e p o r t o f t h e E d u c a t i o n a l S u p p o r t S o c i e t y

　
名
古
屋
市
に
お
け
る
学
校
教
育
の
充
実
と
本
学

の
人
材
育
成
の
強
化
を
目
的
に
、二
〇
一
四
年
四
月

三
十
日
、名
古
屋
市
教
育
委
員
会
と
の
間
で
、「
相

互
連
携
に
関
す
る
協
定
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　「
子
供
の
体
力
向
上
」が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
名
古
屋
市
で
は
、大
学
及
び
大
学
生
を
活
用

し
、小
中
学
生
の
体
力
増
強
や
運
動
技
術
の
向
上

を
図
る
の
が
狙
い
。一
方
、本
学
に
お
い
て
は
体
育
実

技
の
補
助
や
部
活
動
の
指
導
な
ど
、教
員
を
目
指

す
学
生
が
、よ
り
多
く
の
現
場
経
験
を
積
め
る
よ
う

に
な
り
、社
会
人
基
礎
力
を
養
成
す
る
意
味
で
も

成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
市
と
大
学
全
体
と
の
包
括
協
定
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、今
後
、他
の
学
部
への
展
開
も
待

た
れ
る
事
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
二
〇
一
四
年
四
月
十
四
日
松
阪
市
と
本
学
は
、「
人
材

育
成
と
地
域
振
興
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
を
運
営
す
る
梅
村
学
園
は
、こ
れ
ま

で
三
重
高
等
学
校
、三
重
中
学
校
、梅
村
幼
稚
園
と

地
域
の
人
材
を
育
成
し
、松
阪
市
内
で
は
多
く
の
卒

業
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。今
後
、十
一
学
部
十
八

学
科
の
視
点
を
活
か
し
、そ
ん
な
ゆ
か
り
深
い
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
と
も
に
、市
役
所
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
学
の
学
生
が
参
加
す
る
な

ど
、う
れ
し
い
相
互
効
果
も
。

　
ま
た
二
〇
一
三
年
の「
松
阪
市
政
策
立
案
コン
テ
ス
ト
」

で
は
総
合
政
策
学
部
チ
ー
ム
が
優
勝
。そ
の
際
、提
案

し
た
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
部
署「
М
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
　
ま
つ
さ
課
」は
正
式
採
用
さ
れ
、本
年
四
月
よ

り
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
豊
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、学
生

や
教
員
、大
学
の
施
設
な
ど
を
積
極
的
に
提
供
し
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
よ
う
と
、二
〇
一
三
年

三
月
三
十
日
、豊
田
市
と「
包
括
連
携
協
定
」を
締
結
。

　
さ
ら
に
本
学
を
は
じ
め
愛
知
工
業
大
学
、愛
知
学

泉
大
学
、日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
、豊
田
工
業

高
等
専
門
学
校
の
四
大
学・高
校
と
の
間
で
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
、共
同
で
実
施
で
き
る
事
業
に
つ

い
て
も
提
案
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
二
〇
一
二
年
秋
か
ら
、豊
田
市
や

ト
ヨ
タ
自
動
車
の「
超
小
型
電
気
自
動
車
」実
証
実

験
に
約
百
名
の
学
生
や
教
職
員
ら
が
協
力
。こ
の

他
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
性
化

事
業
」「
と
よ
た
防
災
フェス
タ
」な
ど
、数
多
く
の
連

携
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ど
大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
」発
表
。三
ヶ
月
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
作
業
を
行
い
な
が

ら
一
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
、そ
れ
を

観
客
と
共
有
す
る
と
い
う
新
た
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
製
作
過
程
で
は
各

自
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
思
い
通
り
動
い
て
く
れ
な
い
こ

と
に
苦
戦
し
つつ
、日
本
語
と
い
う
普
段
使
って
い
る

言
語
の
曖
昧
さ
に
気
づ
き
、逆
に
、す
べ
て
を
明
確

に
伝
え
な
け
れ
ば
理
解
さ
れ
な
い
英
語
の
難
し
さ

を
痛
感
。さ
ら
に
複
雑
な
問
題
に
直
面
し
た
時
、

自
分
自
身
で
問
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
な
ど
、毎
回
、収
穫
の
多
い

イ
ベン
ト
に
な
って
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
全
国
の
大
学
生
た
ち
が

企
画
案
を
練
り
、商
品
化
を
目
指
す
、大
学
横
断

型
商
品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト「Student 

Innovation 
College2014

」（
通
称
Ｓ
カ
レ
）が
、二
〇
一
四
年
六

月
二
十
八
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
が
開
催
地
と
な
っ
た
今
年
度
は
、総
合

政
策
学
部
四
年・牧
絵
梨
香
さ
ん
が
運
営
委
員
長
と

な
り
、全
国
二
十
九
大
学
か
ら
参
加
し
た
四
百
十
五

名
の
学
生
を
取
り
ま
と
め
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。

　
開
会
式
で
は
、協
賛
企
業
二
十
三
社
の
う
ち
十
二

社
か
ら
大
枠
の
企
画
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、意
見
交

換
な
ど
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
経
て
、十
一
月
二

十
九
日
に
行
わ
れ
る
閉
会
式
ま
で
、企
画
を
持
ち
帰

り
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
。商
品
化
を
目
指
し
、コ
ン
テ
ス

ト
の
優
勝
を
争
い
ま
す
。

　
経
営
学
部
の
中
村
ゼ
ミ
と
総
合
政
策
学
部
の
宮

川
ゼ
ミ
、そ
し
て
名
古
屋
市
に
本
社
を
置
く
化
粧
品

メ
ー
カ
ー（
株
）フ
タ
バ
化
学
が
、二
〇
一
三
年
四
月
か

ら
共
同
開
発
に
取
り
組
ん
だ
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル

『
香
っ
手（
か
お
って
）キ
レ
イ
』が
商
品
化
さ
れ
、二
〇

一
四
年
六
月
一
日
よ
り
発
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
者
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。学
生
の
目

線
を
活
か
し
て
開
発
さ
れ
た
、『
香
っ
手
キ
レ
イ
』

は
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ・保
湿・ア
ル
コ
ー
ル
洗
浄
の
三
つ
の

効
果
を
備
え
た
新
感
覚
ハ
ン
ド
ジ
ェル
。学
生
た
ち

は
提
案
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
行
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
展

開
。商
品
は
通
販
サ
イ
ト（
株
）リ
ー
ブ
ル
等
で
販

売
さ
れ
、産
学
連
携
商
品
と
し
て
知
名
度
を
上
げ

つつ
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
一
四
年
三
月
、法
学
部・杉
島
ゼ
ミ
三
年
生
が
作

成
し
た
消
費
者
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
あ
な
た
に
ふ

り
か
か
る
の
は
明
日
か
も
し
れ
な
い
！
〜
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
方
法
」が
完
成
し
在
学
生
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
マ
ル
チ
商
法
や
電
子
マ
ネ
ー
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
注
意
点
、被
害
防
止

策
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も
の
で
、名
古

屋
市
の「
消
費
者
啓
発
委
託
事
業
」に
本
学
が
協
力

す
る
形
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、名
古
屋
市
で
は
学
校
に
お
け
る
消
費
者

教
育
を
推
進
し
て
お
り
、「
二
〇
一
四
年
度
消
費
者

教
育
モ
デ
ル
校
」に
選
ば
れ
た
本
学
で
は
、学
生
が
関

心
の
あ
る
消
費
者
問
題
を
テ
ー
マ
に
、被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
啓
発
活
動
や
消
費
者
教
育
に
取
り
組
む

事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
中
部
圏
の
複
数
の
経
済
関
連
学
部
の
学
生
の
交

流
を
目
的
に
、日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
、議
論
し

合
う「
中
部
経
済
学
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
」が
、二
〇
一
三

年
十
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
、本
学
か
ら
は
経
済
学

部
六
つの
ゼ
ミ
全
十
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
大
学
は
、本
学
の
ほ
か
名
古
屋
大
学
、名
古

屋
市
立
大
学
、富
山
大
学
、愛
知
教
育
大
学
、南
山

大
学
、愛
知
大
学
、名
古
屋
学
院
大
学
の
八
大
学
四

十
二
グ
ル
ー
プ
。

　
学
生
た
ち
は
各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、四
十
五
分
の
持

ち
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
発
表
。そ
の
後
、

質
疑
応
答
の
時
間
に
は
他
大
学
の
教
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
交
え
、活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。大
学
の
垣
根
を
越
え
た「
知
の
交
流
」に
、参
加
し

た
学
生
た
ち
は
大
い
に
触
発
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
二
〇
一
四
年
七
月
十
五
日
、

A
pple Store, N

agoya Sakae

に
て
、森
山
ゼ
ミ
生
九
名
が
英
語

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
五
回
目
で

す
。告
知
を
見
て
訪
れ
た
来
場
者

や
、偶
然
居
合
わ
せ
た
お
客
様
な

保 健 室 ／ 保 健 セ ン タ ー

名古屋キャンパス

※相談内容については秘密を厳守し、外部に漏らすことはありません。

曜日

月

火

水

木

金

名古屋キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

（第2金曜日）
精神科医による相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

14：00～17：00

健康相談

（第2月曜日）校医による健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

9：00～17：00

10：30～12：30

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～12：30

整形外科・健康相談

内科

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

名古屋キャンパス時間

月

火

水

木

金

土

曜日

月

火

水

木

金

土

曜日 豊田キャンパス時間

9：15～12：45

10：00～12：00

11：00～13：00

9：15～12：45

9：15～12：45

休診

休診

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、

い
ま
や
社
会
的
に
も

重
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ

の
悩
み
を
感
じ
た
ら

早
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

状
況
に
応
じ
て
継
続

的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
不
安
や
迷
い

を
感
じ
た
と
き
や
、誰

か
に
話
を
聴
い
て
も
ら

い
た
い
と
き
、具
体
的

に
は
、学
業
・
進
路
・
交

友
関
係
・
課
外
活
動
・

経
済・生
活
全
般
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
は
、遠
慮
せ
ず

に
「
学
生
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
大
学
生
の
健
康
管
理
】

　
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、み
な
さ
ん
の

健
康
状
態
を
知
り
、病
気
の
早
期

発
見
や
相
談
・
応
急
処
置
な
ど
が

常
に
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。健
康
管
理・健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
、保
健
室
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
毎
年

春
に
は
、全
学
年
を
対
象
に
定
期

健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。一

般
計
測
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
尿

検
査
、内
科
検
診
、一
年
次
に
は
心

電
図
検
査
を
行
って
お
り
ま
す
。

曜日

月

火

水

木

金

豊田キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

と
し
て
、ケ
ガ
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
動
作
を
指
導
し
、競

技
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、故
障
す
る
前

よ
り
記
録
が
伸
び
た
な
ど
、大
喜
び

で
報
告
に
く
る
学
生
も
多
く
、私
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
猫
背

や
肩
の
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
、使
い
方
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学
生

の
約
九
割
が
、体
育
の
授
業
や
部
活

動
中
の
ケ
ガ
で
や
って
き
ま
す
。単
な

る
打
撲
や
捻
挫
か
ら
前
十
字
靭
帯
損

整形外科の専門医、スポーツ科学部教授として、2000年に前

任校の国立大学から本学へ赴任。ケガを防ぐ、正しい筋肉の

使い方まで指導し、丁寧なメディカルサポートを心がける。

清水 卓也先生（保健センター長）

1日40～50人の学生が利用する「保健センター」。
スポーツ科学部を置く豊田キャンパス内の施設だけに、運動によるケガが利用者の大半を占めているそうです。

最先端のトレーニング理論で
学生アスリートを力強くサポート。

学 生 相 談 セ ン タ ー
学生相談センターでは学生のみなさんが入学から卒業まで「よりよい学生生活を送るための支援」を目的としています。一人ひとりの話を
じっくりと聴き、あるいは話し合いながら、悩みを克服するためのお手伝いをします。気軽に学生相談センターを訪ねてください。

すこやかな学生生活をバックアップするために、学生のみなさんの健康管理やケガの応急処置など、
万一の場合も迅速にサポートできる体制を整えています。

豊田キャンパス 保健センター

豊田キャンパス

名古屋キャンパス 保健室

パフォーマンス向上にまで
役に立てると
やっぱり嬉しいですね。

傷
な
ど
重
傷
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、そ
う
し
た
場
合
は
い
か
に
早
く
診

断
を
つ
け
、適
切
な
病
院
に
つ
な
げ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。当
セ
ン
タ
ー
は
ス

ポ
ー
ツ
専
門
外
来
と
し
て
専
門
医
を

置
く
ク
リ
ニッ
ク
で
す
か
ら
、そ
の
点
、

ご
安
心
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

を
支
援
す
る「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
」と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
を
提
唱
し
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門

H e a l t h C a r e
心 と 体 の 健 康 サ ポ ー ト

ついはりきり過ぎてしまう
新学期はとくに、ケガや
体調を崩しやすいもの。
心も体も、早め早めのケア
がいちばんです。

【
一
般
相
談
】

【
心
理
相
談
】

TEL
（0565）46-1232（直通）

TEL
（052）835-7861（直通）



　
名
古
屋
市
に
お
け
る
学
校
教
育
の
充
実
と
本
学

の
人
材
育
成
の
強
化
を
目
的
に
、二
〇
一
四
年
四
月

三
十
日
、名
古
屋
市
教
育
委
員
会
と
の
間
で
、「
相

互
連
携
に
関
す
る
協
定
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　「
子
供
の
体
力
向
上
」が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
名
古
屋
市
で
は
、大
学
及
び
大
学
生
を
活
用

し
、小
中
学
生
の
体
力
増
強
や
運
動
技
術
の
向
上

を
図
る
の
が
狙
い
。一
方
、本
学
に
お
い
て
は
体
育
実

技
の
補
助
や
部
活
動
の
指
導
な
ど
、教
員
を
目
指

す
学
生
が
、よ
り
多
く
の
現
場
経
験
を
積
め
る
よ
う

に
な
り
、社
会
人
基
礎
力
を
養
成
す
る
意
味
で
も

成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
市
と
大
学
全
体
と
の
包
括
協
定
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、今
後
、他
の
学
部
への
展
開
も
待

た
れ
る
事
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
二
〇
一
四
年
四
月
十
四
日
松
阪
市
と
本
学
は
、「
人
材

育
成
と
地
域
振
興
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
を
運
営
す
る
梅
村
学
園
は
、こ
れ
ま

で
三
重
高
等
学
校
、三
重
中
学
校
、梅
村
幼
稚
園
と

地
域
の
人
材
を
育
成
し
、松
阪
市
内
で
は
多
く
の
卒

業
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。今
後
、十
一
学
部
十
八

学
科
の
視
点
を
活
か
し
、そ
ん
な
ゆ
か
り
深
い
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
と
も
に
、市
役
所
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
学
の
学
生
が
参
加
す
る
な

ど
、う
れ
し
い
相
互
効
果
も
。

　
ま
た
二
〇
一
三
年
の「
松
阪
市
政
策
立
案
コン
テ
ス
ト
」

で
は
総
合
政
策
学
部
チ
ー
ム
が
優
勝
。そ
の
際
、提
案

し
た
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
部
署「
М
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
　
ま
つ
さ
課
」は
正
式
採
用
さ
れ
、本
年
四
月
よ

り
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
豊
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、学
生

や
教
員
、大
学
の
施
設
な
ど
を
積
極
的
に
提
供
し
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
よ
う
と
、二
〇
一
三
年

三
月
三
十
日
、豊
田
市
と「
包
括
連
携
協
定
」を
締
結
。

　
さ
ら
に
本
学
を
は
じ
め
愛
知
工
業
大
学
、愛
知
学

泉
大
学
、日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
、豊
田
工
業

高
等
専
門
学
校
の
四
大
学・高
校
と
の
間
で
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
、共
同
で
実
施
で
き
る
事
業
に
つ

い
て
も
提
案
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
二
〇
一
二
年
秋
か
ら
、豊
田
市
や

ト
ヨ
タ
自
動
車
の「
超
小
型
電
気
自
動
車
」実
証
実

験
に
約
百
名
の
学
生
や
教
職
員
ら
が
協
力
。こ
の

他
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
性
化

事
業
」「
と
よ
た
防
災
フェス
タ
」な
ど
、数
多
く
の
連

携
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ど
大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
」発
表
。三
ヶ
月
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
作
業
を
行
い
な
が

ら
一
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
、そ
れ
を

観
客
と
共
有
す
る
と
い
う
新
た
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
製
作
過
程
で
は
各

自
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
思
い
通
り
動
い
て
く
れ
な
い
こ

と
に
苦
戦
し
つつ
、日
本
語
と
い
う
普
段
使
って
い
る

言
語
の
曖
昧
さ
に
気
づ
き
、逆
に
、す
べ
て
を
明
確

に
伝
え
な
け
れ
ば
理
解
さ
れ
な
い
英
語
の
難
し
さ

を
痛
感
。さ
ら
に
複
雑
な
問
題
に
直
面
し
た
時
、

自
分
自
身
で
問
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
な
ど
、毎
回
、収
穫
の
多
い

イ
ベン
ト
に
な
って
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
全
国
の
大
学
生
た
ち
が

企
画
案
を
練
り
、商
品
化
を
目
指
す
、大
学
横
断

型
商
品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト「Student 

Innovation 
College2014

」（
通
称
Ｓ
カ
レ
）が
、二
〇
一
四
年
六

月
二
十
八
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
が
開
催
地
と
な
っ
た
今
年
度
は
、総
合

政
策
学
部
四
年・牧
絵
梨
香
さ
ん
が
運
営
委
員
長
と

な
り
、全
国
二
十
九
大
学
か
ら
参
加
し
た
四
百
十
五

名
の
学
生
を
取
り
ま
と
め
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。

　
開
会
式
で
は
、協
賛
企
業
二
十
三
社
の
う
ち
十
二

社
か
ら
大
枠
の
企
画
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、意
見
交

換
な
ど
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
経
て
、十
一
月
二

十
九
日
に
行
わ
れ
る
閉
会
式
ま
で
、企
画
を
持
ち
帰

り
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
。商
品
化
を
目
指
し
、コ
ン
テ
ス

ト
の
優
勝
を
争
い
ま
す
。

　
経
営
学
部
の
中
村
ゼ
ミ
と
総
合
政
策
学
部
の
宮

川
ゼ
ミ
、そ
し
て
名
古
屋
市
に
本
社
を
置
く
化
粧
品

メ
ー
カ
ー（
株
）フ
タ
バ
化
学
が
、二
〇
一
三
年
四
月
か

ら
共
同
開
発
に
取
り
組
ん
だ
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル

『
香
っ
手（
か
お
って
）キ
レ
イ
』が
商
品
化
さ
れ
、二
〇

一
四
年
六
月
一
日
よ
り
発
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
者
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。学
生
の
目

線
を
活
か
し
て
開
発
さ
れ
た
、『
香
っ
手
キ
レ
イ
』

は
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ・保
湿・ア
ル
コ
ー
ル
洗
浄
の
三
つ
の

効
果
を
備
え
た
新
感
覚
ハ
ン
ド
ジ
ェル
。学
生
た
ち

は
提
案
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
行
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
展

開
。商
品
は
通
販
サ
イ
ト（
株
）リ
ー
ブ
ル
等
で
販

売
さ
れ
、産
学
連
携
商
品
と
し
て
知
名
度
を
上
げ

つつ
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
一
四
年
三
月
、法
学
部・杉
島
ゼ
ミ
三
年
生
が
作

成
し
た
消
費
者
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
あ
な
た
に
ふ

り
か
か
る
の
は
明
日
か
も
し
れ
な
い
！
〜
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
方
法
」が
完
成
し
在
学
生
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
マ
ル
チ
商
法
や
電
子
マ
ネ
ー
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
注
意
点
、被
害
防
止

策
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も
の
で
、名
古

屋
市
の「
消
費
者
啓
発
委
託
事
業
」に
本
学
が
協
力

す
る
形
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、名
古
屋
市
で
は
学
校
に
お
け
る
消
費
者

教
育
を
推
進
し
て
お
り
、「
二
〇
一
四
年
度
消
費
者

教
育
モ
デ
ル
校
」に
選
ば
れ
た
本
学
で
は
、学
生
が
関

心
の
あ
る
消
費
者
問
題
を
テ
ー
マ
に
、被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
啓
発
活
動
や
消
費
者
教
育
に
取
り
組
む

事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
中
部
圏
の
複
数
の
経
済
関
連
学
部
の
学
生
の
交

流
を
目
的
に
、日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
、議
論
し

合
う「
中
部
経
済
学
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
」が
、二
〇
一
三

年
十
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
、本
学
か
ら
は
経
済
学

部
六
つの
ゼ
ミ
全
十
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
大
学
は
、本
学
の
ほ
か
名
古
屋
大
学
、名
古

屋
市
立
大
学
、富
山
大
学
、愛
知
教
育
大
学
、南
山

大
学
、愛
知
大
学
、名
古
屋
学
院
大
学
の
八
大
学
四

十
二
グ
ル
ー
プ
。

　
学
生
た
ち
は
各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、四
十
五
分
の
持

ち
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
発
表
。そ
の
後
、

質
疑
応
答
の
時
間
に
は
他
大
学
の
教
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
交
え
、活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。大
学
の
垣
根
を
越
え
た「
知
の
交
流
」に
、参
加
し

た
学
生
た
ち
は
大
い
に
触
発
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
二
〇
一
四
年
七
月
十
五
日
、

A
pple Store, N

agoya Sakae

に
て
、森
山
ゼ
ミ
生
九
名
が
英
語

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
五
回
目
で

す
。告
知
を
見
て
訪
れ
た
来
場
者

や
、偶
然
居
合
わ
せ
た
お
客
様
な

保 健 室 ／ 保 健 セ ン タ ー

名古屋キャンパス

※相談内容については秘密を厳守し、外部に漏らすことはありません。

曜日

月

火

水

木

金

名古屋キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

（第2金曜日）
精神科医による相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

14：00～17：00

健康相談

（第2月曜日）校医による健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

9：00～17：00

10：30～12：30

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～12：30

整形外科・健康相談

内科

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

名古屋キャンパス時間

月

火

水

木

金

土

曜日

月

火

水

木

金

土

曜日 豊田キャンパス時間

9：15～12：45

10：00～12：00

11：00～13：00

9：15～12：45

9：15～12：45

休診

休診

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、

い
ま
や
社
会
的
に
も

重
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ

の
悩
み
を
感
じ
た
ら

早
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

状
況
に
応
じ
て
継
続

的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
不
安
や
迷
い

を
感
じ
た
と
き
や
、誰

か
に
話
を
聴
い
て
も
ら

い
た
い
と
き
、具
体
的

に
は
、学
業
・
進
路
・
交

友
関
係
・
課
外
活
動
・

経
済・生
活
全
般
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
は
、遠
慮
せ
ず

に
「
学
生
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
大
学
生
の
健
康
管
理
】

　
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、み
な
さ
ん
の

健
康
状
態
を
知
り
、病
気
の
早
期

発
見
や
相
談
・
応
急
処
置
な
ど
が

常
に
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。健
康
管
理・健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
、保
健
室
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
毎
年

春
に
は
、全
学
年
を
対
象
に
定
期

健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。一

般
計
測
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
尿

検
査
、内
科
検
診
、一
年
次
に
は
心

電
図
検
査
を
行
って
お
り
ま
す
。

曜日

月

火

水

木

金

豊田キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

と
し
て
、ケ
ガ
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
動
作
を
指
導
し
、競

技
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、故
障
す
る
前

よ
り
記
録
が
伸
び
た
な
ど
、大
喜
び

で
報
告
に
く
る
学
生
も
多
く
、私
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
猫
背

や
肩
の
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
、使
い
方
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学
生

の
約
九
割
が
、体
育
の
授
業
や
部
活

動
中
の
ケ
ガ
で
や
って
き
ま
す
。単
な

る
打
撲
や
捻
挫
か
ら
前
十
字
靭
帯
損

整形外科の専門医、スポーツ科学部教授として、2000年に前

任校の国立大学から本学へ赴任。ケガを防ぐ、正しい筋肉の

使い方まで指導し、丁寧なメディカルサポートを心がける。

清水 卓也先生（保健センター長）

1日40～50人の学生が利用する「保健センター」。
スポーツ科学部を置く豊田キャンパス内の施設だけに、運動によるケガが利用者の大半を占めているそうです。

最先端のトレーニング理論で
学生アスリートを力強くサポート。

学 生 相 談 セ ン タ ー
学生相談センターでは学生のみなさんが入学から卒業まで「よりよい学生生活を送るための支援」を目的としています。一人ひとりの話を
じっくりと聴き、あるいは話し合いながら、悩みを克服するためのお手伝いをします。気軽に学生相談センターを訪ねてください。

すこやかな学生生活をバックアップするために、学生のみなさんの健康管理やケガの応急処置など、
万一の場合も迅速にサポートできる体制を整えています。

豊田キャンパス 保健センター

豊田キャンパス

名古屋キャンパス 保健室

パフォーマンス向上にまで
役に立てると
やっぱり嬉しいですね。

傷
な
ど
重
傷
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、そ
う
し
た
場
合
は
い
か
に
早
く
診

断
を
つ
け
、適
切
な
病
院
に
つ
な
げ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。当
セ
ン
タ
ー
は
ス

ポ
ー
ツ
専
門
外
来
と
し
て
専
門
医
を

置
く
ク
リ
ニッ
ク
で
す
か
ら
、そ
の
点
、

ご
安
心
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

を
支
援
す
る「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
」と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
を
提
唱
し
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門

H e a l t h C a r e
心 と 体 の 健 康 サ ポ ー ト

ついはりきり過ぎてしまう
新学期はとくに、ケガや
体調を崩しやすいもの。
心も体も、早め早めのケア
がいちばんです。

【
一
般
相
談
】

【
心
理
相
談
】

TEL
（0565）46-1232（直通）

TEL
（052）835-7861（直通）

〒466-8666　名古屋市昭和区八事本町101-2
TEL：052-835-7111（大学代表）／052-835-7140（校友会本部）・ FAX：052-835-6069
中京大学ホームページ　http://www.chukyo-u.ac.jp ・ 中京大学校友会本部　e-mail koyu@mng.chukyo-u.ac.jp

校友会本部

中京大学大学祭のお知らせ

10/30（木）
豊田キャンパスのみ

10/31（金） /2（日）～11
■名古屋キャンパス

  第61回 中京大学祭テーマ『素』
■豊田キャンパス

  第21回 中京大学とよた祭テーマ『翔』

・ 開催時間／11:00～15:00
・ 受付時間／10:30～13:00
・ 受付場所／名古屋キャンパス：センタービルG階ロビー
　　　　　   豊田キャンパス：19号館ロビー11/1（土）

1.名古屋キャンパス・豊田キャンパスで開催します。　2．受付後、学内を自由にご見学ください。（学内施設見学ツアーも予定しています。）
3．食堂やバザーで利用できるチケットを来学されたご家族分お渡しいたします。

12：00～14：00

［名古屋キャンパス］
■地下鉄鶴舞線・名城線「八事駅」下車、5番出口から徒歩0分（中京大学センタービル入口直結）
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

［豊田キャンパス］
■名鉄豊田線「浄水駅」下車、スクールバス9分（地下鉄鶴舞線と名鉄豊田線は、「赤池駅」で連絡しています。）
※豊田キャンパスと浄水駅を結ぶスクールバスを運行（臨時ダイヤ）予定。 ※駐車場は200台程度あります。

■愛知環状鉄道「貝津駅」下車、徒歩8分

時間 場所 ・名古屋キャンパス： センタービル６階 ゼミ教室
： 20号館1階・豊田キャンパス

交通機関について

個別相談会（学業・学生生活・就職・留学・資格対策について）

中京大学開学60周年記念事業

※お気軽にご相談ください。

大学祭
開催中

前夜祭 本 祭

キャンパス見学会のお知らせ（全学年の保護者対象）

全国青年弁論大会
日時／2014年11月9日（日） 9：00～17：00　会場／中京大学 清明ホール（入場無料）

主催 ／ 日本弁論連盟　中京大学
後援 ／ 文部科学省　愛知県　名古屋市　豊田市　愛知県議会　名古屋市議会　豊田市議会　愛知県教育委員会　名古屋市教育委員会

豊田市教育委員会　中日新聞社　高等学校文化連盟全国弁論専門部会　中京大学同窓会　中京大学教育後援会

第59回
文部科学大臣杯

保護者と教職員が協力し、学生をサポートする中京大学

A n n u a l R e p o r t o f t h e E d u c a t i o n a l S u p p o r t S o c i e t y

　
二
〇
一
四
年
四
月
、こ
れ
ま
で「
日
本
文
学
科
」「
言
語
表
現
学
科
」の
二

学
科
体
制
で
展
開
し
て
き
た
文
学
部
に
、日
本
の
歴
史
と
文
化
を
総
合

的
に
学
ぶ「
歴
史
文
化
学
科
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
入
学
定
員
は
六
十
五
名
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
を
拠
点
に
①
日
本
史
を
主

と
し
た
文
献
歴
史
学
②
宗
教
学・社
会
学
を
母
体
と
し
つつ
歴
史
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う
諸
学
③
歴
史
資
料
学
の
三
つ
を
教
育・研
究
の
柱
と
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
中
京
大
学
の
あ
る
中
部
エ
リ
ア
は
、織
田
信
長
や
豊
臣
秀

吉
、徳
川
家
康
ら
戦
国
武
将
が
天
下
統
一
の
夢
を
追
い
か
け
た
歴
史
の

舞
台
。古
く
か
ら
日
本
の
東
西
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、戦
国

時
代
以
外
に
も
革
新
の
歴
史
を
刻
み
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
地
域

の
代
表
的
な
学
術
研
究
拠
点「
八
事
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
エ
リ
ア
」か
ら
、新
た

な
歴
史
文
化
学
の
学
び
を
大
き
く
開
花
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

高
度
な
英
語
交
渉
力
と
運
用
力
を
培
う
、

将
来
像
に
応
じ
た
三
専
攻
体
制
へ

日
本
を
動
か
し
た
歴
史
舞
台
で
歴
史
を
学
ぶ
、

文
学
部
三
番
目
の
学
科
が
誕
生

「
歩
い
て・
見
て・
感
じ
る
」発
見
の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

学
び
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「
世
界
」

　
歴
史
文
化
学
科
で
は
、文
学
部
の
半
世
紀
に
及
ぶ
日
本
文
化
研
究
の

成
果
を
礎
に
、地
域
の
歴
史
遺
産
と
直
接
対
話
し
、独
自
の
発
見
を
と

も
な
う
地
域
の
歴
史
像
の
構
築
と
文
化
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で「
歩
い
て・見
て・感
じ
る
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、歴
史
文
化
に
関

す
る《
正
確
か
つ
幅
広
い
知
識
》に
加
え
、史
料
や
古
文
書
を
読
み
解
く

《
実
証
的
研
究
》、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
現
地
調
査
）に
よ
る《
体
験
型
研

究
》を
重
視
。戦
国
期
か
ら
現

代
ま
で
各
時
代
に
選
任
教
員

を
配
し
、多
角
的
な
学
び
を
通

し
て
考
え
を
生
み
だ
す
力
、考

え
を
他
者
に
伝
え
る
力
を
獲

得
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
発
見

への
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し
、社
会

が
求
め
る
基
本
的
な
能
力（
社

会
人
基
礎
力
）も
獲
得
で
き

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

世
界
人
口
約
七
十
億
人
の
う
ち
約
二
十
億
人
、お
よ
そ
四
人
に一人
が

英
語
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
る
現
代
。し
か
し
英
語
を
母
語
と
す
る

人
口
は
約
四
億
人
と
割
合
少
な
く
、世
界
の
大
半
の
人
々
が
他
の
言
語

を
母
語
と
し
な
が
ら
、学
修
に
よ
って
英
語
を
修
得
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
英
語
の
形
態
は
多
種
多
様
。本
学
で
は
、英
米
語
だ
け
で
は
な

い
、世
界
に
存
在
す
る
複
数
の
英
語“W

orld

　Englishes”

こ
そ
、こ
れ
か

ら
の
時
代
に
不
可
欠
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
手
法
と
位
置
づ
け
、二
〇
一
四

年
四
月
、国
際
英
語
学
部
を
改
編
。よ
り
専
門
的
な
学
び
を
通
し
て
高
度

な
英
語
力
を
修
得
で
き
る
よ
う
、「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
専
攻
」「
英
語
圏

文
化
専
攻
」「
国
際
学
専
攻
」の
三
専
攻
制
と
し
ま
し
た
。英
語
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
に
な
り
た
い
、国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
ス
キ
ル
を
発
揮
し
た
い
な

ど
、卒
業
後
の
進
路
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
実
践
力
を
鍛
え
る
方
針
で
す
。

　
通
訳
や
英
語
教
育
者
な
ど
、プ
ロ
と
し
て
の
高
度
な
英
語
運
用
力
を

獲
得
す
る「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
」、文
化
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
国
際
的

に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る「
英
語
圏
文
化
」、高
度
な
Ｉ
Ｔ・語

学
運
用
力
と
英
語
交
渉
力
を
身
に
つ
け
る「
国
際
学
」と
特
色
あ
る
学

び
を
展
開
し
な
が
ら
、全
専
攻
に
お
い
て
多
彩
な
海
外
研
修・留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。

　
一・
二
年
次
で
は
国
際
交
流
や
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
を
通
し
て
英
語
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
を
高
め
、二・三
年
次
の
長
期
留
学
や
専
門
的
な
学

び
へ
と
発
展
さ
せ
な
が
ら
、卒
業
時
に
は
Ｔ
О
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ⓡ
ス
コ
ア
全
専
攻

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
、

四
専
攻
か
ら
社
会
で
の
実
践
力
を
磨
く

社
会
と
つ
な
が
り
、未
来
と
つ
な
が
る

 

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、格
差
社
会
が

深
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、「
新
た
な
つ
な
が
り
の
創

造
」を
ミ
ッ
シ
ョン
に
、二
〇
一
五
年
四
月
、現
代
社
会

学
部
は
四
専
攻
制
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会
構
想
力
を
養

成
す
る「
社
会
学
専
攻
」、つ
な
が
り
の
現
場
で
実
証・

実
践
力
を
身
に
つ
け
る「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
学
専
攻
」、福
祉

の
理
論
と
実
践
を
融
合
し
、新
し
い
共
生
の
カ
タ
チ
を

創
造
す
る「
社
会
福
祉
学
専
攻
」、国
境
と
異
文
化
を

越
え
て
活
躍
す
る
人
材
を
目
指
す「
国
際
文
化
専

攻
」。そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
側
面
か
ら
、社
会
に
対
す
る
見

方
と
社
会
と
の
取
り
組
み
方
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
自
分
を
知
り
、人
を
知
り
、社
会
を
知
り
、何
を
す

べ
き
か
を
追
究
す
る
現
代
社
会
学
部
。各
専
攻
と
も

一
年
次
よ
り
核
と
な
る
科
目
を
学
び
、同
時
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
実
体
験
、社
会
調
査
な
ど
現
場
に
身

を
置
き
な
が
ら
社
会
問
題
と
向
き
あ
い
ま
す
。

　
ま
た
四
年
間
を
通
じ
、学
部
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

を
展
開
。学
び
な
が
ら
学
生
た
ち
が
自
分
自
身
を
見

つ
め
、自
身
の
存
在
を
確
か
め
、自
分
の
問
題
を
解
決

し
て
い
く
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

将来像に応じた3専攻

●=遺跡・史跡 ●=戦国武将ゆかりの地 ●=文化財継承地

長母寺
（沙石集執筆の寺）
小牧・長久手の戦い

桶狭間の戦い

長篠の戦い
天恩寺
（足利尊氏・義満ゆかりの地）
牟呂神社
（ええじゃないか発祥地方）
岡崎城
（徳川家康居城）
田原
（渡辺崋山ゆかりの地）

野間大坊
（源頼朝・頼朝
ゆかりの地）

熱田神宮
（草薙剣を祀る・

七里の渡し）

松平郷
（松平家発祥の地）

犬山城
（国宝天守閣）

真清田神社
（尾張国一宮）

国府宮
（はだか祭り）

朝日遺跡
（弥生時代の集落遺跡）

名古屋城
（尾張徳川家居城）

津島神社
（全国津島総本山・

津島天王祭）

真福寺
（古事記などの
重要文化財伝存）

東栄町
（花祭：重要無形
民俗文化財）

上：基礎を培う1・2年次は、外国人教員による
　 語学教育をベースにしています。
下：学内には日本語禁止ラウンジもあり、外国人
　 留学生との異文化交流も活発です。

教育

メディア

経済

政治

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

社会学専攻
社会構想力を養成

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

伝統

慣習

宗教

モノ文化

教育

メディア

経済

政治

社会学専攻
社会構想力を養成

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

伝統

慣習

宗教

モノ文化

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

基本社会学
教育社会学

マスコミ学

コミュティ社会学
社会調査
心理学

博物館学・観光学
文化人類学

社会福祉学
ソーシャルワーク論
ソーシャルワーク

実習・演習

グローバル・
コミュニケーション

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

国際
ビジネス分野

国際交流分野

国際学専攻 英語圏文化専攻

国際英語
キャリア専攻

交渉力 高度な
言語力

異文化理解

国際英語学科

World
Englishes

言語
プロフェッショナル

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
八
学
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

六
十
年
の
歴
史
の
中
で
、絶
え
ず
「
挑
戦
」
と「
進
化
」を
繰
り
返
し

て
き
た
中
京
大
学
。次
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た
人
材
を
世
に
送
り

だ
す
た
め
に
、ふ
た
た
び
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

【
六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩
】

実際の古文書や古書に接しながら、歴史調査の基礎となる
文献読解力も身につけていきます。

2 015年4月
［4専攻制］スタート

現代
社会学部

深刻化する社会問題を解決
に導く、実践に必要な知識や
手法をより専門的に修得。

2 014年4月［新設］

文学部・
歴史文化
学科

歴史遺産と対話し、史実を追
いかける。日本文化の創造に
挑み、心豊かな社会づくりに
貢献する人材を育成。

世界共通語としての、生きた
英語を修得。グローバル社会
に求められる高度な英語スキ
ルを養う。

国際
英語学部

2 014年4月
［3専攻制］スタート

　
名
古
屋
市
に
お
け
る
学
校
教
育
の
充
実
と
本
学

の
人
材
育
成
の
強
化
を
目
的
に
、二
〇
一
四
年
四
月

三
十
日
、名
古
屋
市
教
育
委
員
会
と
の
間
で
、「
相

互
連
携
に
関
す
る
協
定
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　「
子
供
の
体
力
向
上
」が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
名
古
屋
市
で
は
、大
学
及
び
大
学
生
を
活
用

し
、小
中
学
生
の
体
力
増
強
や
運
動
技
術
の
向
上

を
図
る
の
が
狙
い
。一
方
、本
学
に
お
い
て
は
体
育
実

技
の
補
助
や
部
活
動
の
指
導
な
ど
、教
員
を
目
指

す
学
生
が
、よ
り
多
く
の
現
場
経
験
を
積
め
る
よ
う

に
な
り
、社
会
人
基
礎
力
を
養
成
す
る
意
味
で
も

成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
市
と
大
学
全
体
と
の
包
括
協
定
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、今
後
、他
の
学
部
への
展
開
も
待

た
れ
る
事
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
二
〇
一
四
年
四
月
十
四
日
松
阪
市
と
本
学
は
、「
人
材

育
成
と
地
域
振
興
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
を
運
営
す
る
梅
村
学
園
は
、こ
れ
ま

で
三
重
高
等
学
校
、三
重
中
学
校
、梅
村
幼
稚
園
と

地
域
の
人
材
を
育
成
し
、松
阪
市
内
で
は
多
く
の
卒

業
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。今
後
、十
一
学
部
十
八

学
科
の
視
点
を
活
か
し
、そ
ん
な
ゆ
か
り
深
い
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
と
も
に
、市
役
所
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
学
の
学
生
が
参
加
す
る
な

ど
、う
れ
し
い
相
互
効
果
も
。

　
ま
た
二
〇
一
三
年
の「
松
阪
市
政
策
立
案
コン
テ
ス
ト
」

で
は
総
合
政
策
学
部
チ
ー
ム
が
優
勝
。そ
の
際
、提
案

し
た
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
部
署「
М
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
　
ま
つ
さ
課
」は
正
式
採
用
さ
れ
、本
年
四
月
よ

り
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
豊
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、学
生

や
教
員
、大
学
の
施
設
な
ど
を
積
極
的
に
提
供
し
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
よ
う
と
、二
〇
一
三
年

三
月
三
十
日
、豊
田
市
と「
包
括
連
携
協
定
」を
締
結
。

　
さ
ら
に
本
学
を
は
じ
め
愛
知
工
業
大
学
、愛
知
学

泉
大
学
、日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
、豊
田
工
業

高
等
専
門
学
校
の
四
大
学・高
校
と
の
間
で
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
、共
同
で
実
施
で
き
る
事
業
に
つ

い
て
も
提
案
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
二
〇
一
二
年
秋
か
ら
、豊
田
市
や

ト
ヨ
タ
自
動
車
の「
超
小
型
電
気
自
動
車
」実
証
実

験
に
約
百
名
の
学
生
や
教
職
員
ら
が
協
力
。こ
の

他
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
性
化

事
業
」「
と
よ
た
防
災
フェス
タ
」な
ど
、数
多
く
の
連

携
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ど
大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
」発
表
。三
ヶ
月
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
作
業
を
行
い
な
が

ら
一
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
、そ
れ
を

観
客
と
共
有
す
る
と
い
う
新
た
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
製
作
過
程
で
は
各

自
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
思
い
通
り
動
い
て
く
れ
な
い
こ

と
に
苦
戦
し
つつ
、日
本
語
と
い
う
普
段
使
って
い
る

言
語
の
曖
昧
さ
に
気
づ
き
、逆
に
、す
べ
て
を
明
確

に
伝
え
な
け
れ
ば
理
解
さ
れ
な
い
英
語
の
難
し
さ

を
痛
感
。さ
ら
に
複
雑
な
問
題
に
直
面
し
た
時
、

自
分
自
身
で
問
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
な
ど
、毎
回
、収
穫
の
多
い

イ
ベン
ト
に
な
って
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
全
国
の
大
学
生
た
ち
が

企
画
案
を
練
り
、商
品
化
を
目
指
す
、大
学
横
断

型
商
品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト「Student 

Innovation 
College2014

」（
通
称
Ｓ
カ
レ
）が
、二
〇
一
四
年
六

月
二
十
八
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
が
開
催
地
と
な
っ
た
今
年
度
は
、総
合

政
策
学
部
四
年・牧
絵
梨
香
さ
ん
が
運
営
委
員
長
と

な
り
、全
国
二
十
九
大
学
か
ら
参
加
し
た
四
百
十
五

名
の
学
生
を
取
り
ま
と
め
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。

　
開
会
式
で
は
、協
賛
企
業
二
十
三
社
の
う
ち
十
二

社
か
ら
大
枠
の
企
画
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、意
見
交

換
な
ど
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
経
て
、十
一
月
二

十
九
日
に
行
わ
れ
る
閉
会
式
ま
で
、企
画
を
持
ち
帰

り
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
。商
品
化
を
目
指
し
、コ
ン
テ
ス

ト
の
優
勝
を
争
い
ま
す
。

　
経
営
学
部
の
中
村
ゼ
ミ
と
総
合
政
策
学
部
の
宮

川
ゼ
ミ
、そ
し
て
名
古
屋
市
に
本
社
を
置
く
化
粧
品

メ
ー
カ
ー（
株
）フ
タ
バ
化
学
が
、二
〇
一
三
年
四
月
か

ら
共
同
開
発
に
取
り
組
ん
だ
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル

『
香
っ
手（
か
お
って
）キ
レ
イ
』が
商
品
化
さ
れ
、二
〇

一
四
年
六
月
一
日
よ
り
発
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
者
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。学
生
の
目

線
を
活
か
し
て
開
発
さ
れ
た
、『
香
っ
手
キ
レ
イ
』

は
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ・保
湿・ア
ル
コ
ー
ル
洗
浄
の
三
つ
の

効
果
を
備
え
た
新
感
覚
ハ
ン
ド
ジ
ェル
。学
生
た
ち

は
提
案
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
行
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
展

開
。商
品
は
通
販
サ
イ
ト（
株
）リ
ー
ブ
ル
等
で
販

売
さ
れ
、産
学
連
携
商
品
と
し
て
知
名
度
を
上
げ

つつ
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
一
四
年
三
月
、法
学
部・杉
島
ゼ
ミ
三
年
生
が
作

成
し
た
消
費
者
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
あ
な
た
に
ふ

り
か
か
る
の
は
明
日
か
も
し
れ
な
い
！
〜
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
方
法
」が
完
成
し
在
学
生
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
マ
ル
チ
商
法
や
電
子
マ
ネ
ー
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
注
意
点
、被
害
防
止

策
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も
の
で
、名
古

屋
市
の「
消
費
者
啓
発
委
託
事
業
」に
本
学
が
協
力

す
る
形
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、名
古
屋
市
で
は
学
校
に
お
け
る
消
費
者

教
育
を
推
進
し
て
お
り
、「
二
〇
一
四
年
度
消
費
者

教
育
モ
デ
ル
校
」に
選
ば
れ
た
本
学
で
は
、学
生
が
関

心
の
あ
る
消
費
者
問
題
を
テ
ー
マ
に
、被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
啓
発
活
動
や
消
費
者
教
育
に
取
り
組
む

事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
中
部
圏
の
複
数
の
経
済
関
連
学
部
の
学
生
の
交

流
を
目
的
に
、日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
、議
論
し

合
う「
中
部
経
済
学
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
」が
、二
〇
一
三

年
十
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
、本
学
か
ら
は
経
済
学

部
六
つの
ゼ
ミ
全
十
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
大
学
は
、本
学
の
ほ
か
名
古
屋
大
学
、名
古

屋
市
立
大
学
、富
山
大
学
、愛
知
教
育
大
学
、南
山

大
学
、愛
知
大
学
、名
古
屋
学
院
大
学
の
八
大
学
四

十
二
グ
ル
ー
プ
。

　
学
生
た
ち
は
各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、四
十
五
分
の
持

ち
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
発
表
。そ
の
後
、

質
疑
応
答
の
時
間
に
は
他
大
学
の
教
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
交
え
、活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。大
学
の
垣
根
を
越
え
た「
知
の
交
流
」に
、参
加
し

た
学
生
た
ち
は
大
い
に
触
発
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
二
〇
一
四
年
七
月
十
五
日
、

A
pple Store, N

agoya Sakae

に
て
、森
山
ゼ
ミ
生
九
名
が
英
語

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
五
回
目
で

す
。告
知
を
見
て
訪
れ
た
来
場
者

や
、偶
然
居
合
わ
せ
た
お
客
様
な

Ｄ
委
員
会
は
年
に
七
回
ほ
ど
催
し
、委
員

会
で
の
決
定
事
項
や
検
討
す
る
事
案
に

つ
い
て
は
、各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教
授
会

で
報
告
し
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
委
員
会
で
は
三
本
柱
の
ほ
か
、Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
講
演
会
の
開
催
、国
際
教
養
学
部
の「
経
験

交
流
会
」や
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。と
く
に
経
験
交
流
会
は
成
功
も
失
敗
も
含
め
、

教
員
自
身
の
経
験
談
を
披
露
す
る
こ
と
で
、よ
り

良
い
授
業
を
行
う
た
め
の
手
法
を
学
び
合
う
場
と

な
って
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
の
基
礎
的
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
想
い
が

私
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
の
教
育
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
教
員
を

主
と
す
る
Ｆ
Ｄ
に
対
し
、職
員
、つ
ま
り
ス
タ
ッ
フ
の

能
力
向
上
を
意
味
す
る
Ｓ
Ｄ
（S

ta
ff 

D
evelopm

ent

）も
重
視
す
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
大
学
は
、い
ち
ば
ん
大
切
な
主
人
公
で
あ

る
学
生
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。単
に「
教
え

る
」

｜「
学
ぶ
」だ
け
の
関
係
で
な
く
、学
生
も
一
緒

に
な
って
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。通

常
、〝
大
学
ス
タ
ッフ
〞と
い
え
ば
、「
教
員
」あ
る
い
は

「
教
職
員
」が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、我
々
、中
京

大
学
と
し
て
は「
学
生
」も
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ

や
高
校
生
の
半
数
以
上
が
大
学
へ
進
学
す

る
時
代
。推
薦
や
Ａ
О
入
試
な
ど
入
試
の

方
法
も
多
彩
に
な
り
、学
生
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
は
、こ
の
対
応
を
各
大
学
に
求
め

た
も
の
で
す
が
、か
ね
て
よ
り
教
育
の
質
的
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
本
学
に
お
い
て
も
、全
学
的
な
活

動
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
、

ざ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
す
と
、一
つ
は「
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
」で
す
ね
。ま
ず
は
教
員
が
行
って
い
る
授
業
に
つ

い
て
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、教
員
自
身
が

授
業
内
容
を
点
検
し
、改
善
す
べ
き
点
を
教
育
に

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
つ
目
は「
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
」で
す
。

高
校
ま
で
と
違
っ
て
、大
学
で
は
自
分
で
受
け
た
い

授
業
を
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
判
断
材
料

と
し
て「
シ
ラ
バ
ス
」と
い
う
授
業
計
画
書
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
十
分
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、意
味

が
な
い
。そ
こ
で
先
生
方
に
シ
ラ
バ
ス
の
ま
と
め
方
も

改
善
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
が「
公
開
授
業
」。そ

も
そ
も
大
学
教
員
は
教
育
実
習
経
験
が
な
く
、各

自
、模
索
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
だ
っ
た
授
業
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
で
、教
員
同
士
が
互
い
に
学
び
合
お
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
を
柱
に
Ｆ
Ｄ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

〇
〇
九
年
に
各
学
部・研
究
科
か
ら
委
員

を
選
出
し
て
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
組
織
し
、翌

年
の
春
、第
一
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
教
員
の
声
は
は
っ
き
り
聞
こ
え
る
か
」「
授
業
内

容
は
十
分
、理
解
で
き
て
い
た
か
」「
シ
ラ
バ
ス
通
り

の
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
か
」「
補
助
教
材
が
き
ち

ん
と
生
か
さ
れ
て
い
た
か
」な
ど
、変
化
を
把
握
す

る
意
味
も
あ
って
、ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
の
五
、六
年
、同

じ
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ
変

化
が
出
て
き
ま
し
た
。と
く
に
授
業
中
の
声
や
補

助
教
材
等
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
改
善
に
結
び
つ
き

や
す
く
、評
価
の
数
値
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
学
生
の
立
場
で

考
え
ま
す
と
、自
分
た
ち
の
意
見
が
い
か
に
反
映
さ

れ
る
の
か
、そ
こ
が
最
大
の
関
心
事
で
し
ょ
う
。学

習
環
境
に
つ
い
て
は
、改
修
工
事
を
行
う
際
な
ど
、

随
時
、要
望
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
一
方
で
、教

員
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、各
教
員
が
そ
の
結
果
を

「
自
己
点
検
報
告
書
」と
し
て
ま
と
め
、学
生
に
公

開
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
こ
で
Ｆ
Ｄ
が
教
員
に
と
って
、重
苦
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。振
り
返
り
ま
す
と
、当
初
こ
の
活
動
を
推
進
す

る
上
で
、何
が
い
ち
ば
ん
難
し
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、

教
員
に
考
え
方
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

　
昔
と
比
べ
る
と
大
学
教
員
の
仕
事
は
増
え
て
い

ま
す
し
、何
と
いって
も
、自
分
の
授
業
が
学
生
か
ら

点
数
を
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。「
学
生
が
教
員
を

評
価
す
る
と
は
何
た
る
こ
と
」と
抵
抗
を
感
じ
る

先
生
方
も
正
直
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
来
、学
生
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
に

な
り
ま
せ
ん
。学
生
は
黙
って
講
義
に
つい
て
く
れ
ば

い
い
、と
い
う
、旧
式
の
考
え
か
ら
脱
し
、授
業
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
で
学
生
と
の
関
係
が
良
好
に
な

れ
ば
、教
員
自
身
が
望
む
授
業
を
実
現
で
き
る
と
、

地
道
な
意
識
改
革
を
行
って
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、そ
ろ
そ
ろ
第
一
段

階
を
終
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

今
後
も
継
続
す
る
方
針
で
す
が
、導
入
時
と
比
べ

る
と
形
式
的
に
な
る
と
い
う
か
、結
果
を
受
け
止
め

る
教
員
の
緊
張
感
も
減
退
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
段
階
へ
発
展
さ
せ
る
べ
く
、改
善
に
つ
と

め
た
い
と
思
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中京大学でもFD活動に取り組むこととなり、2008年、委員会発足と
合わせてFD委員長に。同時に副学長にも就任した。

り
、こ
の
三
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、Ｆ
Ｄ
活
動
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
に
、よ
り
良
い
教
育
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
み
た
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
を
学
生

の
中
か
ら
募
集
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、す
ぐ
に
三
十
名
ほ
ど
が
手
を
挙
げ
て
く
れ

ま
し
た
。果
た
し
て
学
生
が
集
ま
って
く
れ
る
の
か
、

正
直
、不
安
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、委

員
会
の
先
生
方
と
感
激
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま

す
。現
在
、彼
ら
は「
学
生
Ｆ
Ｄ
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
、

「
授
業
中
の
私
語
を
な
く
し
た
い
」「
机
の
落
書
き

を
消
し
た
い
」な
ど
、学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、自

主
的
な
活
動
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は「
大
学
の
す
べ
て
の
者
の《
幸
せ
》の
た

め
」と
Ｆ
Ｄ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、よ
り
良
い
授
業
が
現
実

化
さ
れ
れ
ば
、学
生
が
ま
ず
幸
せ
に
な
り
ま
す
。学

生
が
い
き
い
き
と
授
業
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
、教
員

も
元
気
に
な
れ
る
。つ
ま
り
学
生
も
教
員
も
、そ
し

て
ま
わ
り
で
支
え
て
く
だ
さ
る
職
員
の
方
々
も
、大

学
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
。私
た
ち
は
こ
れ
を
標

榜
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、Ｆ
Ｄ
は
誰
も
が
明

る
く
、前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
べ
き
活
動
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で〝
Ｆ
Ｄ
〞を“For D

oing our best！
”

と

読
み
替
え
た
わ
け
で
す
が
、教
職
員
も
学
生
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、学
内
の
好
循

環
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

今二

F

大
学
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
た
め
の
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
、

今
、中
京
大
学
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
安
村
仁
志
副
学
長
に
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
京
大
学 

副
学
長
・

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

安
村 

仁
志

FDとは「Faculty Development（教
授団の資質改善・能力開発）」という
意味であり、個々の大学教員の教育
力向上を図るために大学全体で行う
組織的な取り組みが“FD活動”です。
それまでFDは大学における努力義務
とされていましたが、2008年より、大
学設置基準において明確に義務づけ
られるようになっています。

FD活動とは

保 健 室 ／ 保 健 セ ン タ ー

名古屋キャンパス

※相談内容については秘密を厳守し、外部に漏らすことはありません。

曜日

月

火

水

木

金

名古屋キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

（第2金曜日）
精神科医による相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

14：00～17：00

健康相談

（第2月曜日）校医による健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

9：00～17：00

10：30～12：30

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～12：30

整形外科・健康相談

内科

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

名古屋キャンパス時間

月

火

水

木

金

土

曜日

月

火

水

木

金

土

曜日 豊田キャンパス時間

9：15～12：45

10：00～12：00

11：00～13：00

9：15～12：45

9：15～12：45

休診

休診

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、

い
ま
や
社
会
的
に
も

重
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ

の
悩
み
を
感
じ
た
ら

早
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

状
況
に
応
じ
て
継
続

的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
不
安
や
迷
い

を
感
じ
た
と
き
や
、誰

か
に
話
を
聴
い
て
も
ら

い
た
い
と
き
、具
体
的

に
は
、学
業
・
進
路
・
交

友
関
係
・
課
外
活
動
・

経
済・生
活
全
般
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
は
、遠
慮
せ
ず

に
「
学
生
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
大
学
生
の
健
康
管
理
】

　
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、み
な
さ
ん
の

健
康
状
態
を
知
り
、病
気
の
早
期

発
見
や
相
談
・
応
急
処
置
な
ど
が

常
に
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。健
康
管
理・健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
、保
健
室
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
毎
年

春
に
は
、全
学
年
を
対
象
に
定
期

健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。一

般
計
測
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
尿

検
査
、内
科
検
診
、一
年
次
に
は
心

電
図
検
査
を
行
って
お
り
ま
す
。

曜日

月

火

水

木

金

豊田キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

と
し
て
、ケ
ガ
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
動
作
を
指
導
し
、競

技
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、故
障
す
る
前

よ
り
記
録
が
伸
び
た
な
ど
、大
喜
び

で
報
告
に
く
る
学
生
も
多
く
、私
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
猫
背

や
肩
の
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
、使
い
方
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学
生

の
約
九
割
が
、体
育
の
授
業
や
部
活

動
中
の
ケ
ガ
で
や
って
き
ま
す
。単
な

る
打
撲
や
捻
挫
か
ら
前
十
字
靭
帯
損

整形外科の専門医、スポーツ科学部教授として、2000年に前

任校の国立大学から本学へ赴任。ケガを防ぐ、正しい筋肉の

使い方まで指導し、丁寧なメディカルサポートを心がける。

清水 卓也先生（保健センター長）

1日40～50人の学生が利用する「保健センター」。
スポーツ科学部を置く豊田キャンパス内の施設だけに、運動によるケガが利用者の大半を占めているそうです。

最先端のトレーニング理論で
学生アスリートを力強くサポート。

学 生 相 談 セ ン タ ー
学生相談センターでは学生のみなさんが入学から卒業まで「よりよい学生生活を送るための支援」を目的としています。一人ひとりの話を
じっくりと聴き、あるいは話し合いながら、悩みを克服するためのお手伝いをします。気軽に学生相談センターを訪ねてください。

すこやかな学生生活をバックアップするために、学生のみなさんの健康管理やケガの応急処置など、
万一の場合も迅速にサポートできる体制を整えています。

豊田キャンパス 保健センター

豊田キャンパス

名古屋キャンパス 保健室

パフォーマンス向上にまで
役に立てると
やっぱり嬉しいですね。

傷
な
ど
重
傷
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、そ
う
し
た
場
合
は
い
か
に
早
く
診

断
を
つ
け
、適
切
な
病
院
に
つ
な
げ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。当
セ
ン
タ
ー
は
ス

ポ
ー
ツ
専
門
外
来
と
し
て
専
門
医
を

置
く
ク
リ
ニッ
ク
で
す
か
ら
、そ
の
点
、

ご
安
心
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

を
支
援
す
る「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
」と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
を
提
唱
し
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門

H e a l t h C a r e
心 と 体 の 健 康 サ ポ ー ト

ついはりきり過ぎてしまう
新学期はとくに、ケガや
体調を崩しやすいもの。
心も体も、早め早めのケア
がいちばんです。

【
一
般
相
談
】

【
心
理
相
談
】

TEL
（0565）46-1232（直通）

TEL
（052）835-7861（直通）



　
二
〇
一
四
年
四
月
、こ
れ
ま
で「
日
本
文
学
科
」「
言
語
表
現
学
科
」の
二

学
科
体
制
で
展
開
し
て
き
た
文
学
部
に
、日
本
の
歴
史
と
文
化
を
総
合

的
に
学
ぶ「
歴
史
文
化
学
科
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
入
学
定
員
は
六
十
五
名
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
を
拠
点
に
①
日
本
史
を
主

と
し
た
文
献
歴
史
学
②
宗
教
学・社
会
学
を
母
体
と
し
つつ
歴
史
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う
諸
学
③
歴
史
資
料
学
の
三
つ
を
教
育・研
究
の
柱
と
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
中
京
大
学
の
あ
る
中
部
エ
リ
ア
は
、織
田
信
長
や
豊
臣
秀

吉
、徳
川
家
康
ら
戦
国
武
将
が
天
下
統
一
の
夢
を
追
い
か
け
た
歴
史
の

舞
台
。古
く
か
ら
日
本
の
東
西
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、戦
国

時
代
以
外
に
も
革
新
の
歴
史
を
刻
み
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
地
域

の
代
表
的
な
学
術
研
究
拠
点「
八
事
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
エ
リ
ア
」か
ら
、新
た

な
歴
史
文
化
学
の
学
び
を
大
き
く
開
花
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

高
度
な
英
語
交
渉
力
と
運
用
力
を
培
う
、

将
来
像
に
応
じ
た
三
専
攻
体
制
へ

日
本
を
動
か
し
た
歴
史
舞
台
で
歴
史
を
学
ぶ
、

文
学
部
三
番
目
の
学
科
が
誕
生

「
歩
い
て・
見
て・
感
じ
る
」発
見
の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

学
び
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「
世
界
」

　
歴
史
文
化
学
科
で
は
、文
学
部
の
半
世
紀
に
及
ぶ
日
本
文
化
研
究
の

成
果
を
礎
に
、地
域
の
歴
史
遺
産
と
直
接
対
話
し
、独
自
の
発
見
を
と

も
な
う
地
域
の
歴
史
像
の
構
築
と
文
化
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で「
歩
い
て・見
て・感
じ
る
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、歴
史
文
化
に
関

す
る《
正
確
か
つ
幅
広
い
知
識
》に
加
え
、史
料
や
古
文
書
を
読
み
解
く

《
実
証
的
研
究
》、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
現
地
調
査
）に
よ
る《
体
験
型
研

究
》を
重
視
。戦
国
期
か
ら
現

代
ま
で
各
時
代
に
選
任
教
員

を
配
し
、多
角
的
な
学
び
を
通

し
て
考
え
を
生
み
だ
す
力
、考

え
を
他
者
に
伝
え
る
力
を
獲

得
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
発
見

への
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し
、社
会

が
求
め
る
基
本
的
な
能
力（
社

会
人
基
礎
力
）も
獲
得
で
き

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

世
界
人
口
約
七
十
億
人
の
う
ち
約
二
十
億
人
、お
よ
そ
四
人
に一人
が

英
語
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
る
現
代
。し
か
し
英
語
を
母
語
と
す
る

人
口
は
約
四
億
人
と
割
合
少
な
く
、世
界
の
大
半
の
人
々
が
他
の
言
語

を
母
語
と
し
な
が
ら
、学
修
に
よ
って
英
語
を
修
得
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
英
語
の
形
態
は
多
種
多
様
。本
学
で
は
、英
米
語
だ
け
で
は
な

い
、世
界
に
存
在
す
る
複
数
の
英
語“W

orld

　Englishes”

こ
そ
、こ
れ
か

ら
の
時
代
に
不
可
欠
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
手
法
と
位
置
づ
け
、二
〇
一
四

年
四
月
、国
際
英
語
学
部
を
改
編
。よ
り
専
門
的
な
学
び
を
通
し
て
高
度

な
英
語
力
を
修
得
で
き
る
よ
う
、「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
専
攻
」「
英
語
圏

文
化
専
攻
」「
国
際
学
専
攻
」の
三
専
攻
制
と
し
ま
し
た
。英
語
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
に
な
り
た
い
、国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
ス
キ
ル
を
発
揮
し
た
い
な

ど
、卒
業
後
の
進
路
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
実
践
力
を
鍛
え
る
方
針
で
す
。

　
通
訳
や
英
語
教
育
者
な
ど
、プ
ロ
と
し
て
の
高
度
な
英
語
運
用
力
を

獲
得
す
る「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
」、文
化
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
国
際
的

に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る「
英
語
圏
文
化
」、高
度
な
Ｉ
Ｔ・語

学
運
用
力
と
英
語
交
渉
力
を
身
に
つ
け
る「
国
際
学
」と
特
色
あ
る
学

び
を
展
開
し
な
が
ら
、全
専
攻
に
お
い
て
多
彩
な
海
外
研
修・留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。

　
一・
二
年
次
で
は
国
際
交
流
や
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
を
通
し
て
英
語
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
を
高
め
、二・三
年
次
の
長
期
留
学
や
専
門
的
な
学

び
へ
と
発
展
さ
せ
な
が
ら
、卒
業
時
に
は
Ｔ
О
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ⓡ
ス
コ
ア
全
専
攻

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
、

四
専
攻
か
ら
社
会
で
の
実
践
力
を
磨
く

社
会
と
つ
な
が
り
、未
来
と
つ
な
が
る

 

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、格
差
社
会
が

深
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、「
新
た
な
つ
な
が
り
の
創

造
」を
ミ
ッ
シ
ョン
に
、二
〇
一
五
年
四
月
、現
代
社
会

学
部
は
四
専
攻
制
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会
構
想
力
を
養

成
す
る「
社
会
学
専
攻
」、つ
な
が
り
の
現
場
で
実
証・

実
践
力
を
身
に
つ
け
る「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
学
専
攻
」、福
祉

の
理
論
と
実
践
を
融
合
し
、新
し
い
共
生
の
カ
タ
チ
を

創
造
す
る「
社
会
福
祉
学
専
攻
」、国
境
と
異
文
化
を

越
え
て
活
躍
す
る
人
材
を
目
指
す「
国
際
文
化
専

攻
」。そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
側
面
か
ら
、社
会
に
対
す
る
見

方
と
社
会
と
の
取
り
組
み
方
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
自
分
を
知
り
、人
を
知
り
、社
会
を
知
り
、何
を
す

べ
き
か
を
追
究
す
る
現
代
社
会
学
部
。各
専
攻
と
も

一
年
次
よ
り
核
と
な
る
科
目
を
学
び
、同
時
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
実
体
験
、社
会
調
査
な
ど
現
場
に
身

を
置
き
な
が
ら
社
会
問
題
と
向
き
あ
い
ま
す
。

　
ま
た
四
年
間
を
通
じ
、学
部
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

を
展
開
。学
び
な
が
ら
学
生
た
ち
が
自
分
自
身
を
見

つ
め
、自
身
の
存
在
を
確
か
め
、自
分
の
問
題
を
解
決

し
て
い
く
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

将来像に応じた3専攻

●=遺跡・史跡 ●=戦国武将ゆかりの地 ●=文化財継承地

長母寺
（沙石集執筆の寺）
小牧・長久手の戦い

桶狭間の戦い

長篠の戦い
天恩寺
（足利尊氏・義満ゆかりの地）
牟呂神社
（ええじゃないか発祥地方）
岡崎城
（徳川家康居城）
田原
（渡辺崋山ゆかりの地）

野間大坊
（源頼朝・頼朝
ゆかりの地）

熱田神宮
（草薙剣を祀る・
七里の渡し）

松平郷
（松平家発祥の地）

犬山城
（国宝天守閣）

真清田神社
（尾張国一宮）

国府宮
（はだか祭り）

朝日遺跡
（弥生時代の集落遺跡）

名古屋城
（尾張徳川家居城）

津島神社
（全国津島総本山・

津島天王祭）

真福寺
（古事記などの
重要文化財伝存）

東栄町
（花祭：重要無形
民俗文化財）

上：基礎を培う1・2年次は、外国人教員による
　 語学教育をベースにしています。
下：学内には日本語禁止ラウンジもあり、外国人
　 留学生との異文化交流も活発です。

教育

メディア

経済

政治

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

社会学専攻
社会構想力を養成

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

伝統

慣習

宗教

モノ文化

教育

メディア

経済

政治

社会学専攻
社会構想力を養成

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

伝統

慣習

宗教

モノ文化

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

基本社会学
教育社会学

マスコミ学

コミュティ社会学
社会調査
心理学

博物館学・観光学
文化人類学

社会福祉学
ソーシャルワーク論
ソーシャルワーク

実習・演習

グローバル・
コミュニケーション

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

国際
ビジネス分野

国際交流分野

国際学専攻 英語圏文化専攻

国際英語
キャリア専攻

交渉力 高度な
言語力

異文化理解

国際英語学科

World
Englishes

言語
プロフェッショナル

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
八
学
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

六
十
年
の
歴
史
の
中
で
、絶
え
ず
「
挑
戦
」
と「
進
化
」を
繰
り
返
し

て
き
た
中
京
大
学
。次
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た
人
材
を
世
に
送
り

だ
す
た
め
に
、ふ
た
た
び
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

【
六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩
】

実際の古文書や古書に接しながら、歴史調査の基礎となる
文献読解力も身につけていきます。

2 015年4月
［4専攻制］スタート

現代
社会学部

深刻化する社会問題を解決
に導く、実践に必要な知識や
手法をより専門的に修得。

2 014年4月［新設］

文学部・
歴史文化
学科

歴史遺産と対話し、史実を追
いかける。日本文化の創造に
挑み、心豊かな社会づくりに
貢献する人材を育成。

世界共通語としての、生きた
英語を修得。グローバル社会
に求められる高度な英語スキ
ルを養う。

国際
英語学部

2 014年4月
［3専攻制］スタート

　
名
古
屋
市
に
お
け
る
学
校
教
育
の
充
実
と
本
学

の
人
材
育
成
の
強
化
を
目
的
に
、二
〇
一
四
年
四
月

三
十
日
、名
古
屋
市
教
育
委
員
会
と
の
間
で
、「
相

互
連
携
に
関
す
る
協
定
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　「
子
供
の
体
力
向
上
」が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
名
古
屋
市
で
は
、大
学
及
び
大
学
生
を
活
用

し
、小
中
学
生
の
体
力
増
強
や
運
動
技
術
の
向
上

を
図
る
の
が
狙
い
。一
方
、本
学
に
お
い
て
は
体
育
実

技
の
補
助
や
部
活
動
の
指
導
な
ど
、教
員
を
目
指

す
学
生
が
、よ
り
多
く
の
現
場
経
験
を
積
め
る
よ
う

に
な
り
、社
会
人
基
礎
力
を
養
成
す
る
意
味
で
も

成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
市
と
大
学
全
体
と
の
包
括
協
定
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、今
後
、他
の
学
部
への
展
開
も
待

た
れ
る
事
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
二
〇
一
四
年
四
月
十
四
日
松
阪
市
と
本
学
は
、「
人
材

育
成
と
地
域
振
興
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
を
運
営
す
る
梅
村
学
園
は
、こ
れ
ま

で
三
重
高
等
学
校
、三
重
中
学
校
、梅
村
幼
稚
園
と

地
域
の
人
材
を
育
成
し
、松
阪
市
内
で
は
多
く
の
卒

業
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。今
後
、十
一
学
部
十
八

学
科
の
視
点
を
活
か
し
、そ
ん
な
ゆ
か
り
深
い
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
と
も
に
、市
役
所
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
学
の
学
生
が
参
加
す
る
な

ど
、う
れ
し
い
相
互
効
果
も
。

　
ま
た
二
〇
一
三
年
の「
松
阪
市
政
策
立
案
コン
テ
ス
ト
」

で
は
総
合
政
策
学
部
チ
ー
ム
が
優
勝
。そ
の
際
、提
案

し
た
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
部
署「
М
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
　
ま
つ
さ
課
」は
正
式
採
用
さ
れ
、本
年
四
月
よ

り
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
豊
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、学
生

や
教
員
、大
学
の
施
設
な
ど
を
積
極
的
に
提
供
し
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
よ
う
と
、二
〇
一
三
年

三
月
三
十
日
、豊
田
市
と「
包
括
連
携
協
定
」を
締
結
。

　
さ
ら
に
本
学
を
は
じ
め
愛
知
工
業
大
学
、愛
知
学

泉
大
学
、日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
、豊
田
工
業

高
等
専
門
学
校
の
四
大
学・高
校
と
の
間
で
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
、共
同
で
実
施
で
き
る
事
業
に
つ

い
て
も
提
案
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
二
〇
一
二
年
秋
か
ら
、豊
田
市
や

ト
ヨ
タ
自
動
車
の「
超
小
型
電
気
自
動
車
」実
証
実

験
に
約
百
名
の
学
生
や
教
職
員
ら
が
協
力
。こ
の

他
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
性
化

事
業
」「
と
よ
た
防
災
フェス
タ
」な
ど
、数
多
く
の
連

携
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ど
大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
」発
表
。三
ヶ
月
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
作
業
を
行
い
な
が

ら
一
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
、そ
れ
を

観
客
と
共
有
す
る
と
い
う
新
た
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
製
作
過
程
で
は
各

自
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
思
い
通
り
動
い
て
く
れ
な
い
こ

と
に
苦
戦
し
つつ
、日
本
語
と
い
う
普
段
使
って
い
る

言
語
の
曖
昧
さ
に
気
づ
き
、逆
に
、す
べ
て
を
明
確

に
伝
え
な
け
れ
ば
理
解
さ
れ
な
い
英
語
の
難
し
さ

を
痛
感
。さ
ら
に
複
雑
な
問
題
に
直
面
し
た
時
、

自
分
自
身
で
問
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
な
ど
、毎
回
、収
穫
の
多
い

イ
ベン
ト
に
な
って
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
全
国
の
大
学
生
た
ち
が

企
画
案
を
練
り
、商
品
化
を
目
指
す
、大
学
横
断

型
商
品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト「Student 

Innovation 
College2014

」（
通
称
Ｓ
カ
レ
）が
、二
〇
一
四
年
六

月
二
十
八
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
が
開
催
地
と
な
っ
た
今
年
度
は
、総
合

政
策
学
部
四
年・牧
絵
梨
香
さ
ん
が
運
営
委
員
長
と

な
り
、全
国
二
十
九
大
学
か
ら
参
加
し
た
四
百
十
五

名
の
学
生
を
取
り
ま
と
め
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。

　
開
会
式
で
は
、協
賛
企
業
二
十
三
社
の
う
ち
十
二

社
か
ら
大
枠
の
企
画
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、意
見
交

換
な
ど
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
経
て
、十
一
月
二

十
九
日
に
行
わ
れ
る
閉
会
式
ま
で
、企
画
を
持
ち
帰

り
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
。商
品
化
を
目
指
し
、コ
ン
テ
ス

ト
の
優
勝
を
争
い
ま
す
。

　
経
営
学
部
の
中
村
ゼ
ミ
と
総
合
政
策
学
部
の
宮

川
ゼ
ミ
、そ
し
て
名
古
屋
市
に
本
社
を
置
く
化
粧
品

メ
ー
カ
ー（
株
）フ
タ
バ
化
学
が
、二
〇
一
三
年
四
月
か

ら
共
同
開
発
に
取
り
組
ん
だ
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル

『
香
っ
手（
か
お
って
）キ
レ
イ
』が
商
品
化
さ
れ
、二
〇

一
四
年
六
月
一
日
よ
り
発
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
者
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。学
生
の
目

線
を
活
か
し
て
開
発
さ
れ
た
、『
香
っ
手
キ
レ
イ
』

は
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ・保
湿・ア
ル
コ
ー
ル
洗
浄
の
三
つ
の

効
果
を
備
え
た
新
感
覚
ハ
ン
ド
ジ
ェル
。学
生
た
ち

は
提
案
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
行
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
展

開
。商
品
は
通
販
サ
イ
ト（
株
）リ
ー
ブ
ル
等
で
販

売
さ
れ
、産
学
連
携
商
品
と
し
て
知
名
度
を
上
げ

つつ
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
一
四
年
三
月
、法
学
部・杉
島
ゼ
ミ
三
年
生
が
作

成
し
た
消
費
者
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
あ
な
た
に
ふ

り
か
か
る
の
は
明
日
か
も
し
れ
な
い
！
〜
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
方
法
」が
完
成
し
在
学
生
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
マ
ル
チ
商
法
や
電
子
マ
ネ
ー
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
注
意
点
、被
害
防
止

策
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も
の
で
、名
古

屋
市
の「
消
費
者
啓
発
委
託
事
業
」に
本
学
が
協
力

す
る
形
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、名
古
屋
市
で
は
学
校
に
お
け
る
消
費
者

教
育
を
推
進
し
て
お
り
、「
二
〇
一
四
年
度
消
費
者

教
育
モ
デ
ル
校
」に
選
ば
れ
た
本
学
で
は
、学
生
が
関

心
の
あ
る
消
費
者
問
題
を
テ
ー
マ
に
、被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
啓
発
活
動
や
消
費
者
教
育
に
取
り
組
む

事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
中
部
圏
の
複
数
の
経
済
関
連
学
部
の
学
生
の
交

流
を
目
的
に
、日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
、議
論
し

合
う「
中
部
経
済
学
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
」が
、二
〇
一
三

年
十
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
、本
学
か
ら
は
経
済
学

部
六
つの
ゼ
ミ
全
十
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
大
学
は
、本
学
の
ほ
か
名
古
屋
大
学
、名
古

屋
市
立
大
学
、富
山
大
学
、愛
知
教
育
大
学
、南
山

大
学
、愛
知
大
学
、名
古
屋
学
院
大
学
の
八
大
学
四

十
二
グ
ル
ー
プ
。

　
学
生
た
ち
は
各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、四
十
五
分
の
持

ち
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
発
表
。そ
の
後
、

質
疑
応
答
の
時
間
に
は
他
大
学
の
教
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
交
え
、活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。大
学
の
垣
根
を
越
え
た「
知
の
交
流
」に
、参
加
し

た
学
生
た
ち
は
大
い
に
触
発
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
二
〇
一
四
年
七
月
十
五
日
、

A
pple Store, N

agoya Sakae
に
て
、森
山
ゼ
ミ
生
九
名
が
英
語

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
五
回
目
で

す
。告
知
を
見
て
訪
れ
た
来
場
者

や
、偶
然
居
合
わ
せ
た
お
客
様
な

Ｄ
委
員
会
は
年
に
七
回
ほ
ど
催
し
、委
員

会
で
の
決
定
事
項
や
検
討
す
る
事
案
に

つ
い
て
は
、各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教
授
会

で
報
告
し
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
委
員
会
で
は
三
本
柱
の
ほ
か
、Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
講
演
会
の
開
催
、国
際
教
養
学
部
の「
経
験

交
流
会
」や
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。と
く
に
経
験
交
流
会
は
成
功
も
失
敗
も
含
め
、

教
員
自
身
の
経
験
談
を
披
露
す
る
こ
と
で
、よ
り

良
い
授
業
を
行
う
た
め
の
手
法
を
学
び
合
う
場
と

な
って
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
の
基
礎
的
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
想
い
が

私
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
の
教
育
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
教
員
を

主
と
す
る
Ｆ
Ｄ
に
対
し
、職
員
、つ
ま
り
ス
タ
ッ
フ
の

能
力
向
上
を
意
味
す
る
Ｓ
Ｄ
（S

ta
ff 

D
evelopm

ent

）も
重
視
す
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
大
学
は
、い
ち
ば
ん
大
切
な
主
人
公
で
あ

る
学
生
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。単
に「
教
え

る
」

｜「
学
ぶ
」だ
け
の
関
係
で
な
く
、学
生
も
一
緒

に
な
って
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。通

常
、〝
大
学
ス
タ
ッフ
〞と
い
え
ば
、「
教
員
」あ
る
い
は

「
教
職
員
」が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、我
々
、中
京

大
学
と
し
て
は「
学
生
」も
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ

や
高
校
生
の
半
数
以
上
が
大
学
へ
進
学
す

る
時
代
。推
薦
や
Ａ
О
入
試
な
ど
入
試
の

方
法
も
多
彩
に
な
り
、学
生
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
は
、こ
の
対
応
を
各
大
学
に
求
め

た
も
の
で
す
が
、か
ね
て
よ
り
教
育
の
質
的
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
本
学
に
お
い
て
も
、全
学
的
な
活

動
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
、

ざ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
す
と
、一
つ
は「
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
」で
す
ね
。ま
ず
は
教
員
が
行
って
い
る
授
業
に
つ

い
て
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、教
員
自
身
が

授
業
内
容
を
点
検
し
、改
善
す
べ
き
点
を
教
育
に

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
つ
目
は「
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
」で
す
。

高
校
ま
で
と
違
っ
て
、大
学
で
は
自
分
で
受
け
た
い

授
業
を
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
判
断
材
料

と
し
て「
シ
ラ
バ
ス
」と
い
う
授
業
計
画
書
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
十
分
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、意
味

が
な
い
。そ
こ
で
先
生
方
に
シ
ラ
バ
ス
の
ま
と
め
方
も

改
善
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
が「
公
開
授
業
」。そ

も
そ
も
大
学
教
員
は
教
育
実
習
経
験
が
な
く
、各

自
、模
索
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
だ
っ
た
授
業
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
で
、教
員
同
士
が
互
い
に
学
び
合
お
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
を
柱
に
Ｆ
Ｄ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

〇
〇
九
年
に
各
学
部・研
究
科
か
ら
委
員

を
選
出
し
て
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
組
織
し
、翌

年
の
春
、第
一
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
教
員
の
声
は
は
っ
き
り
聞
こ
え
る
か
」「
授
業
内

容
は
十
分
、理
解
で
き
て
い
た
か
」「
シ
ラ
バ
ス
通
り

の
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
か
」「
補
助
教
材
が
き
ち

ん
と
生
か
さ
れ
て
い
た
か
」な
ど
、変
化
を
把
握
す

る
意
味
も
あ
って
、ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
の
五
、六
年
、同

じ
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ
変

化
が
出
て
き
ま
し
た
。と
く
に
授
業
中
の
声
や
補

助
教
材
等
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
改
善
に
結
び
つ
き

や
す
く
、評
価
の
数
値
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
学
生
の
立
場
で

考
え
ま
す
と
、自
分
た
ち
の
意
見
が
い
か
に
反
映
さ

れ
る
の
か
、そ
こ
が
最
大
の
関
心
事
で
し
ょ
う
。学

習
環
境
に
つ
い
て
は
、改
修
工
事
を
行
う
際
な
ど
、

随
時
、要
望
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
一
方
で
、教

員
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、各
教
員
が
そ
の
結
果
を

「
自
己
点
検
報
告
書
」と
し
て
ま
と
め
、学
生
に
公

開
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
こ
で
Ｆ
Ｄ
が
教
員
に
と
って
、重
苦
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。振
り
返
り
ま
す
と
、当
初
こ
の
活
動
を
推
進
す

る
上
で
、何
が
い
ち
ば
ん
難
し
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、

教
員
に
考
え
方
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

　
昔
と
比
べ
る
と
大
学
教
員
の
仕
事
は
増
え
て
い

ま
す
し
、何
と
いって
も
、自
分
の
授
業
が
学
生
か
ら

点
数
を
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。「
学
生
が
教
員
を

評
価
す
る
と
は
何
た
る
こ
と
」と
抵
抗
を
感
じ
る

先
生
方
も
正
直
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
来
、学
生
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
に

な
り
ま
せ
ん
。学
生
は
黙
って
講
義
に
つい
て
く
れ
ば

い
い
、と
い
う
、旧
式
の
考
え
か
ら
脱
し
、授
業
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
で
学
生
と
の
関
係
が
良
好
に
な

れ
ば
、教
員
自
身
が
望
む
授
業
を
実
現
で
き
る
と
、

地
道
な
意
識
改
革
を
行
って
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、そ
ろ
そ
ろ
第
一
段

階
を
終
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

今
後
も
継
続
す
る
方
針
で
す
が
、導
入
時
と
比
べ

る
と
形
式
的
に
な
る
と
い
う
か
、結
果
を
受
け
止
め

る
教
員
の
緊
張
感
も
減
退
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
段
階
へ
発
展
さ
せ
る
べ
く
、改
善
に
つ
と

め
た
い
と
思
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中京大学でもFD活動に取り組むこととなり、2008年、委員会発足と
合わせてFD委員長に。同時に副学長にも就任した。

り
、こ
の
三
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、Ｆ
Ｄ
活
動
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
に
、よ
り
良
い
教
育
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
み
た
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
を
学
生

の
中
か
ら
募
集
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、す
ぐ
に
三
十
名
ほ
ど
が
手
を
挙
げ
て
く
れ

ま
し
た
。果
た
し
て
学
生
が
集
ま
って
く
れ
る
の
か
、

正
直
、不
安
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、委

員
会
の
先
生
方
と
感
激
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま

す
。現
在
、彼
ら
は「
学
生
Ｆ
Ｄ
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
、

「
授
業
中
の
私
語
を
な
く
し
た
い
」「
机
の
落
書
き

を
消
し
た
い
」な
ど
、学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、自

主
的
な
活
動
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は「
大
学
の
す
べ
て
の
者
の《
幸
せ
》の
た

め
」と
Ｆ
Ｄ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、よ
り
良
い
授
業
が
現
実

化
さ
れ
れ
ば
、学
生
が
ま
ず
幸
せ
に
な
り
ま
す
。学

生
が
い
き
い
き
と
授
業
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
、教
員

も
元
気
に
な
れ
る
。つ
ま
り
学
生
も
教
員
も
、そ
し

て
ま
わ
り
で
支
え
て
く
だ
さ
る
職
員
の
方
々
も
、大

学
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
。私
た
ち
は
こ
れ
を
標

榜
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、Ｆ
Ｄ
は
誰
も
が
明

る
く
、前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
べ
き
活
動
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で〝
Ｆ
Ｄ
〞を“For D

oing our best！
”

と

読
み
替
え
た
わ
け
で
す
が
、教
職
員
も
学
生
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、学
内
の
好
循

環
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

今二

F

大
学
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
た
め
の
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
、

今
、中
京
大
学
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
安
村
仁
志
副
学
長
に
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
京
大
学 

副
学
長
・

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

安
村 

仁
志

FDとは「Faculty Development（教
授団の資質改善・能力開発）」という
意味であり、個々の大学教員の教育
力向上を図るために大学全体で行う
組織的な取り組みが“FD活動”です。
それまでFDは大学における努力義務
とされていましたが、2008年より、大
学設置基準において明確に義務づけ
られるようになっています。

FD活動とは

保 健 室 ／ 保 健 セ ン タ ー

名古屋キャンパス

※相談内容については秘密を厳守し、外部に漏らすことはありません。

曜日

月

火

水

木

金

名古屋キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

（第2金曜日）
精神科医による相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

14：00～17：00

健康相談

（第2月曜日）校医による健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

9：00～17：00

10：30～12：30

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～12：30

整形外科・健康相談

内科

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

整形外科・健康相談

名古屋キャンパス時間

月

火

水

木

金

土

曜日

月

火

水

木

金

土

曜日 豊田キャンパス時間

9：15～12：45

10：00～12：00

11：00～13：00

9：15～12：45

9：15～12：45

休診

休診

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、

い
ま
や
社
会
的
に
も

重
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ

の
悩
み
を
感
じ
た
ら

早
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

状
況
に
応
じ
て
継
続

的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
不
安
や
迷
い

を
感
じ
た
と
き
や
、誰

か
に
話
を
聴
い
て
も
ら

い
た
い
と
き
、具
体
的

に
は
、学
業
・
進
路
・
交

友
関
係
・
課
外
活
動
・

経
済・生
活
全
般
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
は
、遠
慮
せ
ず

に
「
学
生
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
大
学
生
の
健
康
管
理
】

　
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、み
な
さ
ん
の

健
康
状
態
を
知
り
、病
気
の
早
期

発
見
や
相
談
・
応
急
処
置
な
ど
が

常
に
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。健
康
管
理・健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
、保
健
室
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
毎
年

春
に
は
、全
学
年
を
対
象
に
定
期

健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。一

般
計
測
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
尿

検
査
、内
科
検
診
、一
年
次
に
は
心

電
図
検
査
を
行
って
お
り
ま
す
。

曜日

月

火

水

木

金

豊田キャンパス

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

一般・心理相談

時間

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

と
し
て
、ケ
ガ
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
動
作
を
指
導
し
、競

技
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、故
障
す
る
前

よ
り
記
録
が
伸
び
た
な
ど
、大
喜
び

で
報
告
に
く
る
学
生
も
多
く
、私
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
猫
背

や
肩
の
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
、使
い
方
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学
生

の
約
九
割
が
、体
育
の
授
業
や
部
活

動
中
の
ケ
ガ
で
や
って
き
ま
す
。単
な

る
打
撲
や
捻
挫
か
ら
前
十
字
靭
帯
損

整形外科の専門医、スポーツ科学部教授として、2000年に前

任校の国立大学から本学へ赴任。ケガを防ぐ、正しい筋肉の

使い方まで指導し、丁寧なメディカルサポートを心がける。

清水 卓也先生（保健センター長）

1日40～50人の学生が利用する「保健センター」。
スポーツ科学部を置く豊田キャンパス内の施設だけに、運動によるケガが利用者の大半を占めているそうです。

最先端のトレーニング理論で
学生アスリートを力強くサポート。

学 生 相 談 セ ン タ ー
学生相談センターでは学生のみなさんが入学から卒業まで「よりよい学生生活を送るための支援」を目的としています。一人ひとりの話を
じっくりと聴き、あるいは話し合いながら、悩みを克服するためのお手伝いをします。気軽に学生相談センターを訪ねてください。

すこやかな学生生活をバックアップするために、学生のみなさんの健康管理やケガの応急処置など、
万一の場合も迅速にサポートできる体制を整えています。

豊田キャンパス 保健センター

豊田キャンパス

名古屋キャンパス 保健室

パフォーマンス向上にまで
役に立てると
やっぱり嬉しいですね。

傷
な
ど
重
傷
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、そ
う
し
た
場
合
は
い
か
に
早
く
診

断
を
つ
け
、適
切
な
病
院
に
つ
な
げ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。当
セ
ン
タ
ー
は
ス

ポ
ー
ツ
専
門
外
来
と
し
て
専
門
医
を

置
く
ク
リ
ニッ
ク
で
す
か
ら
、そ
の
点
、

ご
安
心
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

を
支
援
す
る「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
」と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
を
提
唱
し
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門

H e a l t h C a r e
心 と 体 の 健 康 サ ポ ー ト

ついはりきり過ぎてしまう
新学期はとくに、ケガや
体調を崩しやすいもの。
心も体も、早め早めのケア
がいちばんです。

【
一
般
相
談
】

【
心
理
相
談
】

TEL
（0565）46-1232（直通）

TEL
（052）835-7861（直通）

　
二
〇
一
四
年
四
月
、こ
れ
ま
で「
日
本
文
学
科
」「
言
語
表
現
学
科
」の
二

学
科
体
制
で
展
開
し
て
き
た
文
学
部
に
、日
本
の
歴
史
と
文
化
を
総
合

的
に
学
ぶ「
歴
史
文
化
学
科
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
入
学
定
員
は
六
十
五
名
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
を
拠
点
に
①
日
本
史
を
主

と
し
た
文
献
歴
史
学
②
宗
教
学・社
会
学
を
母
体
と
し
つつ
歴
史
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う
諸
学
③
歴
史
資
料
学
の
三
つ
を
教
育・研
究
の
柱
と
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
中
京
大
学
の
あ
る
中
部
エ
リ
ア
は
、織
田
信
長
や
豊
臣
秀

吉
、徳
川
家
康
ら
戦
国
武
将
が
天
下
統
一
の
夢
を
追
い
か
け
た
歴
史
の

舞
台
。古
く
か
ら
日
本
の
東
西
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、戦
国

時
代
以
外
に
も
革
新
の
歴
史
を
刻
み
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
地
域

の
代
表
的
な
学
術
研
究
拠
点「
八
事
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
エ
リ
ア
」か
ら
、新
た

な
歴
史
文
化
学
の
学
び
を
大
き
く
開
花
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

高
度
な
英
語
交
渉
力
と
運
用
力
を
培
う
、

将
来
像
に
応
じ
た
三
専
攻
体
制
へ

日
本
を
動
か
し
た
歴
史
舞
台
で
歴
史
を
学
ぶ
、

文
学
部
三
番
目
の
学
科
が
誕
生

「
歩
い
て・
見
て・
感
じ
る
」発
見
の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

学
び
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「
世
界
」

　
歴
史
文
化
学
科
で
は
、文
学
部
の
半
世
紀
に
及
ぶ
日
本
文
化
研
究
の

成
果
を
礎
に
、地
域
の
歴
史
遺
産
と
直
接
対
話
し
、独
自
の
発
見
を
と

も
な
う
地
域
の
歴
史
像
の
構
築
と
文
化
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で「
歩
い
て・見
て・感
じ
る
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、歴
史
文
化
に
関

す
る《
正
確
か
つ
幅
広
い
知
識
》に
加
え
、史
料
や
古
文
書
を
読
み
解
く

《
実
証
的
研
究
》、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
現
地
調
査
）に
よ
る《
体
験
型
研

究
》を
重
視
。戦
国
期
か
ら
現

代
ま
で
各
時
代
に
選
任
教
員

を
配
し
、多
角
的
な
学
び
を
通

し
て
考
え
を
生
み
だ
す
力
、考

え
を
他
者
に
伝
え
る
力
を
獲

得
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
発
見

への
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し
、社
会

が
求
め
る
基
本
的
な
能
力（
社

会
人
基
礎
力
）も
獲
得
で
き

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

世
界
人
口
約
七
十
億
人
の
う
ち
約
二
十
億
人
、お
よ
そ
四
人
に一人
が

英
語
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
る
現
代
。し
か
し
英
語
を
母
語
と
す
る

人
口
は
約
四
億
人
と
割
合
少
な
く
、世
界
の
大
半
の
人
々
が
他
の
言
語

を
母
語
と
し
な
が
ら
、学
修
に
よ
って
英
語
を
修
得
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
英
語
の
形
態
は
多
種
多
様
。本
学
で
は
、英
米
語
だ
け
で
は
な

い
、世
界
に
存
在
す
る
複
数
の
英
語“W

orld

　Englishes”

こ
そ
、こ
れ
か

ら
の
時
代
に
不
可
欠
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
手
法
と
位
置
づ
け
、二
〇
一
四

年
四
月
、国
際
英
語
学
部
を
改
編
。よ
り
専
門
的
な
学
び
を
通
し
て
高
度

な
英
語
力
を
修
得
で
き
る
よ
う
、「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
専
攻
」「
英
語
圏

文
化
専
攻
」「
国
際
学
専
攻
」の
三
専
攻
制
と
し
ま
し
た
。英
語
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
に
な
り
た
い
、国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
ス
キ
ル
を
発
揮
し
た
い
な

ど
、卒
業
後
の
進
路
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
実
践
力
を
鍛
え
る
方
針
で
す
。

　
通
訳
や
英
語
教
育
者
な
ど
、プ
ロ
と
し
て
の
高
度
な
英
語
運
用
力
を

獲
得
す
る「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
」、文
化
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
国
際
的

に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る「
英
語
圏
文
化
」、高
度
な
Ｉ
Ｔ・語

学
運
用
力
と
英
語
交
渉
力
を
身
に
つ
け
る「
国
際
学
」と
特
色
あ
る
学

び
を
展
開
し
な
が
ら
、全
専
攻
に
お
い
て
多
彩
な
海
外
研
修・留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。

　
一・
二
年
次
で
は
国
際
交
流
や
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
を
通
し
て
英
語
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
を
高
め
、二・三
年
次
の
長
期
留
学
や
専
門
的
な
学

び
へ
と
発
展
さ
せ
な
が
ら
、卒
業
時
に
は
Ｔ
О
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ⓡ
ス
コ
ア
全
専
攻

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
、

四
専
攻
か
ら
社
会
で
の
実
践
力
を
磨
く

社
会
と
つ
な
が
り
、未
来
と
つ
な
が
る

 

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、格
差
社
会
が

深
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、「
新
た
な
つ
な
が
り
の
創

造
」を
ミ
ッ
シ
ョン
に
、二
〇
一
五
年
四
月
、現
代
社
会

学
部
は
四
専
攻
制
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会
構
想
力
を
養

成
す
る「
社
会
学
専
攻
」、つ
な
が
り
の
現
場
で
実
証・

実
践
力
を
身
に
つ
け
る「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
学
専
攻
」、福
祉

の
理
論
と
実
践
を
融
合
し
、新
し
い
共
生
の
カ
タ
チ
を

創
造
す
る「
社
会
福
祉
学
専
攻
」、国
境
と
異
文
化
を

越
え
て
活
躍
す
る
人
材
を
目
指
す「
国
際
文
化
専

攻
」。そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
側
面
か
ら
、社
会
に
対
す
る
見

方
と
社
会
と
の
取
り
組
み
方
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
自
分
を
知
り
、人
を
知
り
、社
会
を
知
り
、何
を
す

べ
き
か
を
追
究
す
る
現
代
社
会
学
部
。各
専
攻
と
も

一
年
次
よ
り
核
と
な
る
科
目
を
学
び
、同
時
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
実
体
験
、社
会
調
査
な
ど
現
場
に
身

を
置
き
な
が
ら
社
会
問
題
と
向
き
あ
い
ま
す
。

　
ま
た
四
年
間
を
通
じ
、学
部
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

を
展
開
。学
び
な
が
ら
学
生
た
ち
が
自
分
自
身
を
見

つ
め
、自
身
の
存
在
を
確
か
め
、自
分
の
問
題
を
解
決

し
て
い
く
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

将来像に応じた3専攻

●=遺跡・史跡 ●=戦国武将ゆかりの地 ●=文化財継承地

長母寺
（沙石集執筆の寺）
小牧・長久手の戦い

桶狭間の戦い

長篠の戦い
天恩寺
（足利尊氏・義満ゆかりの地）
牟呂神社
（ええじゃないか発祥地方）
岡崎城
（徳川家康居城）
田原
（渡辺崋山ゆかりの地）

野間大坊
（源頼朝・頼朝
ゆかりの地）

熱田神宮
（草薙剣を祀る・
七里の渡し）

松平郷
（松平家発祥の地）

犬山城
（国宝天守閣）

真清田神社
（尾張国一宮）

国府宮
（はだか祭り）

朝日遺跡
（弥生時代の集落遺跡）

名古屋城
（尾張徳川家居城）

津島神社
（全国津島総本山・

津島天王祭）

真福寺
（古事記などの
重要文化財伝存）

東栄町
（花祭：重要無形
民俗文化財）

上：基礎を培う1・2年次は、外国人教員による
　 語学教育をベースにしています。
下：学内には日本語禁止ラウンジもあり、外国人
　 留学生との異文化交流も活発です。

教育

メディア

経済

政治

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

社会学専攻
社会構想力を養成

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

伝統

慣習

宗教

モノ文化

教育

メディア

経済

政治

社会学専攻
社会構想力を養成

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

伝統

慣習

宗教

モノ文化

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

基本社会学
教育社会学

マスコミ学

コミュティ社会学
社会調査
心理学

博物館学・観光学
文化人類学

社会福祉学
ソーシャルワーク論
ソーシャルワーク

実習・演習

グローバル・
コミュニケーション

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

国際
ビジネス分野

国際交流分野

国際学専攻 英語圏文化専攻

国際英語
キャリア専攻

交渉力 高度な
言語力

異文化理解

国際英語学科

World
Englishes

言語
プロフェッショナル

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
八
学
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

六
十
年
の
歴
史
の
中
で
、絶
え
ず
「
挑
戦
」
と「
進
化
」を
繰
り
返
し

て
き
た
中
京
大
学
。次
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た
人
材
を
世
に
送
り

だ
す
た
め
に
、ふ
た
た
び
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

【
六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩
】

実際の古文書や古書に接しながら、歴史調査の基礎となる
文献読解力も身につけていきます。

2 015年4月
［4専攻制］スタート

現代
社会学部

深刻化する社会問題を解決
に導く、実践に必要な知識や
手法をより専門的に修得。

2 014年4月［新設］

文学部・
歴史文化
学科

歴史遺産と対話し、史実を追
いかける。日本文化の創造に
挑み、心豊かな社会づくりに
貢献する人材を育成。

世界共通語としての、生きた
英語を修得。グローバル社会
に求められる高度な英語スキ
ルを養う。

国際
英語学部

2 014年4月
［3専攻制］スタート

Ｄ
委
員
会
は
年
に
七
回
ほ
ど
催
し
、委
員

会
で
の
決
定
事
項
や
検
討
す
る
事
案
に

つ
い
て
は
、各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教
授
会

で
報
告
し
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
委
員
会
で
は
三
本
柱
の
ほ
か
、Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
講
演
会
の
開
催
、国
際
教
養
学
部
の「
経
験

交
流
会
」や
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。と
く
に
経
験
交
流
会
は
成
功
も
失
敗
も
含
め
、

教
員
自
身
の
経
験
談
を
披
露
す
る
こ
と
で
、よ
り

良
い
授
業
を
行
う
た
め
の
手
法
を
学
び
合
う
場
と

な
って
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
の
基
礎
的
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
想
い
が

私
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
の
教
育
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
教
員
を

主
と
す
る
Ｆ
Ｄ
に
対
し
、職
員
、つ
ま
り
ス
タ
ッ
フ
の

能
力
向
上
を
意
味
す
る
Ｓ
Ｄ
（S

ta
ff 

D
evelopm

ent

）も
重
視
す
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
大
学
は
、い
ち
ば
ん
大
切
な
主
人
公
で
あ

る
学
生
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。単
に「
教
え

る
」

｜「
学
ぶ
」だ
け
の
関
係
で
な
く
、学
生
も
一
緒

に
な
って
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。通

常
、〝
大
学
ス
タ
ッフ
〞と
い
え
ば
、「
教
員
」あ
る
い
は

「
教
職
員
」が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、我
々
、中
京

大
学
と
し
て
は「
学
生
」も
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ

や
高
校
生
の
半
数
以
上
が
大
学
へ
進
学
す

る
時
代
。推
薦
や
Ａ
О
入
試
な
ど
入
試
の

方
法
も
多
彩
に
な
り
、学
生
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
は
、こ
の
対
応
を
各
大
学
に
求
め

た
も
の
で
す
が
、か
ね
て
よ
り
教
育
の
質
的
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
本
学
に
お
い
て
も
、全
学
的
な
活

動
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
、

ざ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
す
と
、一
つ
は「
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
」で
す
ね
。ま
ず
は
教
員
が
行
って
い
る
授
業
に
つ

い
て
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、教
員
自
身
が

授
業
内
容
を
点
検
し
、改
善
す
べ
き
点
を
教
育
に

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
つ
目
は「
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
」で
す
。

高
校
ま
で
と
違
っ
て
、大
学
で
は
自
分
で
受
け
た
い

授
業
を
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
判
断
材
料

と
し
て「
シ
ラ
バ
ス
」と
い
う
授
業
計
画
書
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
十
分
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、意
味

が
な
い
。そ
こ
で
先
生
方
に
シ
ラ
バ
ス
の
ま
と
め
方
も

改
善
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
が「
公
開
授
業
」。そ

も
そ
も
大
学
教
員
は
教
育
実
習
経
験
が
な
く
、各

自
、模
索
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
だ
っ
た
授
業
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
で
、教
員
同
士
が
互
い
に
学
び
合
お
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
を
柱
に
Ｆ
Ｄ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

〇
〇
九
年
に
各
学
部・研
究
科
か
ら
委
員

を
選
出
し
て
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
組
織
し
、翌

年
の
春
、第
一
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
教
員
の
声
は
は
っ
き
り
聞
こ
え
る
か
」「
授
業
内

容
は
十
分
、理
解
で
き
て
い
た
か
」「
シ
ラ
バ
ス
通
り

の
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
か
」「
補
助
教
材
が
き
ち

ん
と
生
か
さ
れ
て
い
た
か
」な
ど
、変
化
を
把
握
す

る
意
味
も
あ
って
、ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
の
五
、六
年
、同

じ
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ
変

化
が
出
て
き
ま
し
た
。と
く
に
授
業
中
の
声
や
補

助
教
材
等
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
改
善
に
結
び
つ
き

や
す
く
、評
価
の
数
値
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
学
生
の
立
場
で

考
え
ま
す
と
、自
分
た
ち
の
意
見
が
い
か
に
反
映
さ

れ
る
の
か
、そ
こ
が
最
大
の
関
心
事
で
し
ょ
う
。学

習
環
境
に
つ
い
て
は
、改
修
工
事
を
行
う
際
な
ど
、

随
時
、要
望
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
一
方
で
、教

員
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、各
教
員
が
そ
の
結
果
を

「
自
己
点
検
報
告
書
」と
し
て
ま
と
め
、学
生
に
公

開
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
こ
で
Ｆ
Ｄ
が
教
員
に
と
って
、重
苦
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。振
り
返
り
ま
す
と
、当
初
こ
の
活
動
を
推
進
す

る
上
で
、何
が
い
ち
ば
ん
難
し
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、

教
員
に
考
え
方
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

　
昔
と
比
べ
る
と
大
学
教
員
の
仕
事
は
増
え
て
い

ま
す
し
、何
と
いって
も
、自
分
の
授
業
が
学
生
か
ら

点
数
を
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。「
学
生
が
教
員
を

評
価
す
る
と
は
何
た
る
こ
と
」と
抵
抗
を
感
じ
る

先
生
方
も
正
直
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
来
、学
生
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
に

な
り
ま
せ
ん
。学
生
は
黙
って
講
義
に
つい
て
く
れ
ば

い
い
、と
い
う
、旧
式
の
考
え
か
ら
脱
し
、授
業
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
で
学
生
と
の
関
係
が
良
好
に
な

れ
ば
、教
員
自
身
が
望
む
授
業
を
実
現
で
き
る
と
、

地
道
な
意
識
改
革
を
行
って
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、そ
ろ
そ
ろ
第
一
段

階
を
終
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

今
後
も
継
続
す
る
方
針
で
す
が
、導
入
時
と
比
べ

る
と
形
式
的
に
な
る
と
い
う
か
、結
果
を
受
け
止
め

る
教
員
の
緊
張
感
も
減
退
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
段
階
へ
発
展
さ
せ
る
べ
く
、改
善
に
つ
と

め
た
い
と
思
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中京大学でもFD活動に取り組むこととなり、2008年、委員会発足と
合わせてFD委員長に。同時に副学長にも就任した。

り
、こ
の
三
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、Ｆ
Ｄ
活
動
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
に
、よ
り
良
い
教
育
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
み
た
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
を
学
生

の
中
か
ら
募
集
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、す
ぐ
に
三
十
名
ほ
ど
が
手
を
挙
げ
て
く
れ

ま
し
た
。果
た
し
て
学
生
が
集
ま
って
く
れ
る
の
か
、

正
直
、不
安
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、委

員
会
の
先
生
方
と
感
激
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま

す
。現
在
、彼
ら
は「
学
生
Ｆ
Ｄ
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
、

「
授
業
中
の
私
語
を
な
く
し
た
い
」「
机
の
落
書
き

を
消
し
た
い
」な
ど
、学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、自

主
的
な
活
動
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は「
大
学
の
す
べ
て
の
者
の《
幸
せ
》の
た

め
」と
Ｆ
Ｄ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、よ
り
良
い
授
業
が
現
実

化
さ
れ
れ
ば
、学
生
が
ま
ず
幸
せ
に
な
り
ま
す
。学

生
が
い
き
い
き
と
授
業
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
、教
員

も
元
気
に
な
れ
る
。つ
ま
り
学
生
も
教
員
も
、そ
し

て
ま
わ
り
で
支
え
て
く
だ
さ
る
職
員
の
方
々
も
、大

学
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
。私
た
ち
は
こ
れ
を
標

榜
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、Ｆ
Ｄ
は
誰
も
が
明

る
く
、前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
べ
き
活
動
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で〝
Ｆ
Ｄ
〞を“For D

oing our best！
”

と

読
み
替
え
た
わ
け
で
す
が
、教
職
員
も
学
生
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、学
内
の
好
循

環
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

今二

F

大
学
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
た
め
の
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
、

今
、中
京
大
学
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
安
村
仁
志
副
学
長
に
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
京
大
学 

副
学
長
・

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

安
村 

仁
志

FDとは「Faculty Development（教
授団の資質改善・能力開発）」という
意味であり、個々の大学教員の教育
力向上を図るために大学全体で行う
組織的な取り組みが“FD活動”です。
それまでFDは大学における努力義務
とされていましたが、2008年より、大
学設置基準において明確に義務づけ
られるようになっています。

FD活動とは



　
二
〇
一
四
年
四
月
、こ
れ
ま
で「
日
本
文
学
科
」「
言
語
表
現
学
科
」の
二

学
科
体
制
で
展
開
し
て
き
た
文
学
部
に
、日
本
の
歴
史
と
文
化
を
総
合

的
に
学
ぶ「
歴
史
文
化
学
科
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
入
学
定
員
は
六
十
五
名
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
を
拠
点
に
①
日
本
史
を
主

と
し
た
文
献
歴
史
学
②
宗
教
学・社
会
学
を
母
体
と
し
つつ
歴
史
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う
諸
学
③
歴
史
資
料
学
の
三
つ
を
教
育・研
究
の
柱
と
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
中
京
大
学
の
あ
る
中
部
エ
リ
ア
は
、織
田
信
長
や
豊
臣
秀

吉
、徳
川
家
康
ら
戦
国
武
将
が
天
下
統
一
の
夢
を
追
い
か
け
た
歴
史
の

舞
台
。古
く
か
ら
日
本
の
東
西
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、戦
国

時
代
以
外
に
も
革
新
の
歴
史
を
刻
み
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
地
域

の
代
表
的
な
学
術
研
究
拠
点「
八
事
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
エ
リ
ア
」か
ら
、新
た

な
歴
史
文
化
学
の
学
び
を
大
き
く
開
花
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

高
度
な
英
語
交
渉
力
と
運
用
力
を
培
う
、

将
来
像
に
応
じ
た
三
専
攻
体
制
へ

日
本
を
動
か
し
た
歴
史
舞
台
で
歴
史
を
学
ぶ
、

文
学
部
三
番
目
の
学
科
が
誕
生

「
歩
い
て・
見
て・
感
じ
る
」発
見
の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

学
び
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「
世
界
」

　
歴
史
文
化
学
科
で
は
、文
学
部
の
半
世
紀
に
及
ぶ
日
本
文
化
研
究
の

成
果
を
礎
に
、地
域
の
歴
史
遺
産
と
直
接
対
話
し
、独
自
の
発
見
を
と

も
な
う
地
域
の
歴
史
像
の
構
築
と
文
化
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で「
歩
い
て・見
て・感
じ
る
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、歴
史
文
化
に
関

す
る《
正
確
か
つ
幅
広
い
知
識
》に
加
え
、史
料
や
古
文
書
を
読
み
解
く

《
実
証
的
研
究
》、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
現
地
調
査
）に
よ
る《
体
験
型
研

究
》を
重
視
。戦
国
期
か
ら
現

代
ま
で
各
時
代
に
選
任
教
員

を
配
し
、多
角
的
な
学
び
を
通

し
て
考
え
を
生
み
だ
す
力
、考

え
を
他
者
に
伝
え
る
力
を
獲

得
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
発
見

への
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し
、社
会

が
求
め
る
基
本
的
な
能
力（
社

会
人
基
礎
力
）も
獲
得
で
き

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

世
界
人
口
約
七
十
億
人
の
う
ち
約
二
十
億
人
、お
よ
そ
四
人
に一人
が

英
語
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
る
現
代
。し
か
し
英
語
を
母
語
と
す
る

人
口
は
約
四
億
人
と
割
合
少
な
く
、世
界
の
大
半
の
人
々
が
他
の
言
語

を
母
語
と
し
な
が
ら
、学
修
に
よ
って
英
語
を
修
得
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
英
語
の
形
態
は
多
種
多
様
。本
学
で
は
、英
米
語
だ
け
で
は
な

い
、世
界
に
存
在
す
る
複
数
の
英
語“W

orld

　Englishes”

こ
そ
、こ
れ
か

ら
の
時
代
に
不
可
欠
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
手
法
と
位
置
づ
け
、二
〇
一
四

年
四
月
、国
際
英
語
学
部
を
改
編
。よ
り
専
門
的
な
学
び
を
通
し
て
高
度

な
英
語
力
を
修
得
で
き
る
よ
う
、「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
専
攻
」「
英
語
圏

文
化
専
攻
」「
国
際
学
専
攻
」の
三
専
攻
制
と
し
ま
し
た
。英
語
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
に
な
り
た
い
、国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
ス
キ
ル
を
発
揮
し
た
い
な

ど
、卒
業
後
の
進
路
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
実
践
力
を
鍛
え
る
方
針
で
す
。

　
通
訳
や
英
語
教
育
者
な
ど
、プ
ロ
と
し
て
の
高
度
な
英
語
運
用
力
を

獲
得
す
る「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
」、文
化
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
国
際
的

に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る「
英
語
圏
文
化
」、高
度
な
Ｉ
Ｔ・語

学
運
用
力
と
英
語
交
渉
力
を
身
に
つ
け
る「
国
際
学
」と
特
色
あ
る
学

び
を
展
開
し
な
が
ら
、全
専
攻
に
お
い
て
多
彩
な
海
外
研
修・留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。

　
一・
二
年
次
で
は
国
際
交
流
や
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
を
通
し
て
英
語
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
を
高
め
、二・三
年
次
の
長
期
留
学
や
専
門
的
な
学

び
へ
と
発
展
さ
せ
な
が
ら
、卒
業
時
に
は
Ｔ
О
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ⓡ
ス
コ
ア
全
専
攻

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
、

四
専
攻
か
ら
社
会
で
の
実
践
力
を
磨
く

社
会
と
つ
な
が
り
、未
来
と
つ
な
が
る

 

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、格
差
社
会
が

深
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、「
新
た
な
つ
な
が
り
の
創

造
」を
ミ
ッ
シ
ョン
に
、二
〇
一
五
年
四
月
、現
代
社
会

学
部
は
四
専
攻
制
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会
構
想
力
を
養

成
す
る「
社
会
学
専
攻
」、つ
な
が
り
の
現
場
で
実
証・

実
践
力
を
身
に
つ
け
る「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
学
専
攻
」、福
祉

の
理
論
と
実
践
を
融
合
し
、新
し
い
共
生
の
カ
タ
チ
を

創
造
す
る「
社
会
福
祉
学
専
攻
」、国
境
と
異
文
化
を

越
え
て
活
躍
す
る
人
材
を
目
指
す「
国
際
文
化
専

攻
」。そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
側
面
か
ら
、社
会
に
対
す
る
見

方
と
社
会
と
の
取
り
組
み
方
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
自
分
を
知
り
、人
を
知
り
、社
会
を
知
り
、何
を
す

べ
き
か
を
追
究
す
る
現
代
社
会
学
部
。各
専
攻
と
も

一
年
次
よ
り
核
と
な
る
科
目
を
学
び
、同
時
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
実
体
験
、社
会
調
査
な
ど
現
場
に
身

を
置
き
な
が
ら
社
会
問
題
と
向
き
あ
い
ま
す
。

　
ま
た
四
年
間
を
通
じ
、学
部
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

を
展
開
。学
び
な
が
ら
学
生
た
ち
が
自
分
自
身
を
見

つ
め
、自
身
の
存
在
を
確
か
め
、自
分
の
問
題
を
解
決

し
て
い
く
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

将来像に応じた3専攻

●=遺跡・史跡 ●=戦国武将ゆかりの地 ●=文化財継承地

長母寺
（沙石集執筆の寺）
小牧・長久手の戦い

桶狭間の戦い

長篠の戦い
天恩寺
（足利尊氏・義満ゆかりの地）
牟呂神社
（ええじゃないか発祥地方）
岡崎城
（徳川家康居城）
田原
（渡辺崋山ゆかりの地）

野間大坊
（源頼朝・頼朝
ゆかりの地）

熱田神宮
（草薙剣を祀る・
七里の渡し）

松平郷
（松平家発祥の地）

犬山城
（国宝天守閣）

真清田神社
（尾張国一宮）

国府宮
（はだか祭り）

朝日遺跡
（弥生時代の集落遺跡）

名古屋城
（尾張徳川家居城）

津島神社
（全国津島総本山・

津島天王祭）

真福寺
（古事記などの
重要文化財伝存）

東栄町
（花祭：重要無形
民俗文化財）

上：基礎を培う1・2年次は、外国人教員による
　 語学教育をベースにしています。
下：学内には日本語禁止ラウンジもあり、外国人
　 留学生との異文化交流も活発です。

教育

メディア

経済

政治

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

社会学専攻
社会構想力を養成

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

伝統

慣習

宗教

モノ文化

教育

メディア

経済

政治

社会学専攻
社会構想力を養成

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

伝統

慣習

宗教

モノ文化

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

基本社会学
教育社会学

マスコミ学

コミュティ社会学
社会調査
心理学

博物館学・観光学
文化人類学

社会福祉学
ソーシャルワーク論
ソーシャルワーク

実習・演習

グローバル・
コミュニケーション

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

国際
ビジネス分野

国際交流分野

国際学専攻 英語圏文化専攻

国際英語
キャリア専攻

交渉力 高度な
言語力

異文化理解

国際英語学科

World
Englishes

言語
プロフェッショナル

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
八
学
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

六
十
年
の
歴
史
の
中
で
、絶
え
ず
「
挑
戦
」
と「
進
化
」を
繰
り
返
し

て
き
た
中
京
大
学
。次
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た
人
材
を
世
に
送
り

だ
す
た
め
に
、ふ
た
た
び
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

【
六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩
】

実際の古文書や古書に接しながら、歴史調査の基礎となる
文献読解力も身につけていきます。

2 015年4月
［4専攻制］スタート

現代
社会学部

深刻化する社会問題を解決
に導く、実践に必要な知識や
手法をより専門的に修得。

2 014年4月［新設］

文学部・
歴史文化
学科

歴史遺産と対話し、史実を追
いかける。日本文化の創造に
挑み、心豊かな社会づくりに
貢献する人材を育成。

世界共通語としての、生きた
英語を修得。グローバル社会
に求められる高度な英語スキ
ルを養う。

国際
英語学部

2 014年4月
［3専攻制］スタート

Ｄ
委
員
会
は
年
に
七
回
ほ
ど
催
し
、委
員

会
で
の
決
定
事
項
や
検
討
す
る
事
案
に

つ
い
て
は
、各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教
授
会

で
報
告
し
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
委
員
会
で
は
三
本
柱
の
ほ
か
、Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
講
演
会
の
開
催
、国
際
教
養
学
部
の「
経
験

交
流
会
」や
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。と
く
に
経
験
交
流
会
は
成
功
も
失
敗
も
含
め
、

教
員
自
身
の
経
験
談
を
披
露
す
る
こ
と
で
、よ
り

良
い
授
業
を
行
う
た
め
の
手
法
を
学
び
合
う
場
と

な
って
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
の
基
礎
的
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
想
い
が

私
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
の
教
育
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
教
員
を

主
と
す
る
Ｆ
Ｄ
に
対
し
、職
員
、つ
ま
り
ス
タ
ッ
フ
の

能
力
向
上
を
意
味
す
る
Ｓ
Ｄ
（S

ta
ff 

D
evelopm

ent

）も
重
視
す
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
大
学
は
、い
ち
ば
ん
大
切
な
主
人
公
で
あ

る
学
生
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。単
に「
教
え

る
」

｜「
学
ぶ
」だ
け
の
関
係
で
な
く
、学
生
も
一
緒

に
な
って
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。通

常
、〝
大
学
ス
タ
ッフ
〞と
い
え
ば
、「
教
員
」あ
る
い
は

「
教
職
員
」が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、我
々
、中
京

大
学
と
し
て
は「
学
生
」も
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ

や
高
校
生
の
半
数
以
上
が
大
学
へ
進
学
す

る
時
代
。推
薦
や
Ａ
О
入
試
な
ど
入
試
の

方
法
も
多
彩
に
な
り
、学
生
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
は
、こ
の
対
応
を
各
大
学
に
求
め

た
も
の
で
す
が
、か
ね
て
よ
り
教
育
の
質
的
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
本
学
に
お
い
て
も
、全
学
的
な
活

動
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
、

ざ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
す
と
、一
つ
は「
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
」で
す
ね
。ま
ず
は
教
員
が
行
って
い
る
授
業
に
つ

い
て
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、教
員
自
身
が

授
業
内
容
を
点
検
し
、改
善
す
べ
き
点
を
教
育
に

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
つ
目
は「
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
」で
す
。

高
校
ま
で
と
違
っ
て
、大
学
で
は
自
分
で
受
け
た
い

授
業
を
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
判
断
材
料

と
し
て「
シ
ラ
バ
ス
」と
い
う
授
業
計
画
書
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
十
分
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、意
味

が
な
い
。そ
こ
で
先
生
方
に
シ
ラ
バ
ス
の
ま
と
め
方
も

改
善
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
が「
公
開
授
業
」。そ

も
そ
も
大
学
教
員
は
教
育
実
習
経
験
が
な
く
、各

自
、模
索
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
だ
っ
た
授
業
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
で
、教
員
同
士
が
互
い
に
学
び
合
お
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
を
柱
に
Ｆ
Ｄ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

〇
〇
九
年
に
各
学
部・研
究
科
か
ら
委
員

を
選
出
し
て
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
組
織
し
、翌

年
の
春
、第
一
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
教
員
の
声
は
は
っ
き
り
聞
こ
え
る
か
」「
授
業
内

容
は
十
分
、理
解
で
き
て
い
た
か
」「
シ
ラ
バ
ス
通
り

の
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
か
」「
補
助
教
材
が
き
ち

ん
と
生
か
さ
れ
て
い
た
か
」な
ど
、変
化
を
把
握
す

る
意
味
も
あ
って
、ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
の
五
、六
年
、同

じ
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ
変

化
が
出
て
き
ま
し
た
。と
く
に
授
業
中
の
声
や
補

助
教
材
等
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
改
善
に
結
び
つ
き

や
す
く
、評
価
の
数
値
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
学
生
の
立
場
で

考
え
ま
す
と
、自
分
た
ち
の
意
見
が
い
か
に
反
映
さ

れ
る
の
か
、そ
こ
が
最
大
の
関
心
事
で
し
ょ
う
。学

習
環
境
に
つ
い
て
は
、改
修
工
事
を
行
う
際
な
ど
、

随
時
、要
望
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
一
方
で
、教

員
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、各
教
員
が
そ
の
結
果
を

「
自
己
点
検
報
告
書
」と
し
て
ま
と
め
、学
生
に
公

開
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
こ
で
Ｆ
Ｄ
が
教
員
に
と
って
、重
苦
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。振
り
返
り
ま
す
と
、当
初
こ
の
活
動
を
推
進
す

る
上
で
、何
が
い
ち
ば
ん
難
し
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、

教
員
に
考
え
方
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

　
昔
と
比
べ
る
と
大
学
教
員
の
仕
事
は
増
え
て
い

ま
す
し
、何
と
いって
も
、自
分
の
授
業
が
学
生
か
ら

点
数
を
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。「
学
生
が
教
員
を

評
価
す
る
と
は
何
た
る
こ
と
」と
抵
抗
を
感
じ
る

先
生
方
も
正
直
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
来
、学
生
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
に

な
り
ま
せ
ん
。学
生
は
黙
って
講
義
に
つい
て
く
れ
ば

い
い
、と
い
う
、旧
式
の
考
え
か
ら
脱
し
、授
業
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
で
学
生
と
の
関
係
が
良
好
に
な

れ
ば
、教
員
自
身
が
望
む
授
業
を
実
現
で
き
る
と
、

地
道
な
意
識
改
革
を
行
って
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、そ
ろ
そ
ろ
第
一
段

階
を
終
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

今
後
も
継
続
す
る
方
針
で
す
が
、導
入
時
と
比
べ

る
と
形
式
的
に
な
る
と
い
う
か
、結
果
を
受
け
止
め

る
教
員
の
緊
張
感
も
減
退
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
段
階
へ
発
展
さ
せ
る
べ
く
、改
善
に
つ
と

め
た
い
と
思
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中京大学でもFD活動に取り組むこととなり、2008年、委員会発足と
合わせてFD委員長に。同時に副学長にも就任した。

り
、こ
の
三
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、Ｆ
Ｄ
活
動
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
に
、よ
り
良
い
教
育
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
み
た
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
を
学
生

の
中
か
ら
募
集
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、す
ぐ
に
三
十
名
ほ
ど
が
手
を
挙
げ
て
く
れ

ま
し
た
。果
た
し
て
学
生
が
集
ま
って
く
れ
る
の
か
、

正
直
、不
安
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、委

員
会
の
先
生
方
と
感
激
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま

す
。現
在
、彼
ら
は「
学
生
Ｆ
Ｄ
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
、

「
授
業
中
の
私
語
を
な
く
し
た
い
」「
机
の
落
書
き

を
消
し
た
い
」な
ど
、学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、自

主
的
な
活
動
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は「
大
学
の
す
べ
て
の
者
の《
幸
せ
》の
た

め
」と
Ｆ
Ｄ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、よ
り
良
い
授
業
が
現
実

化
さ
れ
れ
ば
、学
生
が
ま
ず
幸
せ
に
な
り
ま
す
。学

生
が
い
き
い
き
と
授
業
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
、教
員

も
元
気
に
な
れ
る
。つ
ま
り
学
生
も
教
員
も
、そ
し

て
ま
わ
り
で
支
え
て
く
だ
さ
る
職
員
の
方
々
も
、大

学
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
。私
た
ち
は
こ
れ
を
標

榜
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、Ｆ
Ｄ
は
誰
も
が
明

る
く
、前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
べ
き
活
動
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で〝
Ｆ
Ｄ
〞を“For D

oing our best！
”

と

読
み
替
え
た
わ
け
で
す
が
、教
職
員
も
学
生
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、学
内
の
好
循

環
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

今二

F

大
学
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
た
め
の
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
、

今
、中
京
大
学
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
安
村
仁
志
副
学
長
に
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
京
大
学 

副
学
長
・

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

安
村 

仁
志

FDとは「Faculty Development（教
授団の資質改善・能力開発）」という
意味であり、個々の大学教員の教育
力向上を図るために大学全体で行う
組織的な取り組みが“FD活動”です。
それまでFDは大学における努力義務
とされていましたが、2008年より、大
学設置基準において明確に義務づけ
られるようになっています。

FD活動とは

　
今
年
で
三
十
五
回
目
と
な
る
中
京

大
学
教
育
懇
談
会
が
、六
月
七
日

（
土
）、名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
空
模
様
の

中
、午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
た
全
体
会

で
は
、ま
ず
杉
野
邦
廣
教
育
後
援
会

長
が
ご
挨
拶
さ
れ
、少
子
化
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
中
で
保
護
者
の
方
々
に

も
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
と
ご

指
摘
さ
れ
た
上
で
、「
今
日
は
日
頃
の

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
は
じ
め

中
京
大
学
の
こ
れ
か
ら
を
紹
介

教育懇談会に参加された保護者の方々からのご感想
愛
　
知

開
催
都
市

都
道
府
県

開
催
日

会
　
場

沖
　
縄

6
/
14（
土
）
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
オ
リ
オ
ン

鹿
児
島

6
/
15（
日
）
城
山
観
光
ホ
テ
ル

石
　
川

6
/
14（
土
）
金
沢
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急

福
　
井

6
/
15（
日
）
ホ
テ
ル
フ
ジ
タ
福
井

山
　
口

6
/
14（
土
）
下
関
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

兵
　
庫

6
/
15（
日
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸

岐
　
阜

6
/
21（
土
）
岐
阜
都
ホ
テ
ル

岐
　
阜

6
/
22（
日
）
高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

愛
　
媛

6
/
21（
土
）
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル

高
　
知

6
/
22（
日
）
高
知
サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ
テ
ル

三
　
重

6
/
28（
土
）
四
日
市
都
ホ
テ
ル

三
　
重

6
/
29（
日
）
フ
レ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル

大
　
分

6
/
28（
土
）
大
分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

山
　
梨

7
/
5（
土
）
ホ
テ
ル
談
露
館

長
　
野

7
/
6（
日
）
ホ
テ
ル
モ
ン
タ
ー
ニュ
松
本

鳥
　
取

7
/
5（
土
）
ホ
テ
ル
ニュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取

島
　
根

7
/
6（
日
）
松
江
東
急
イ
ン

愛
　
知

7
/
5（
土
）
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
豊
橋

京
　
都

7
/
12（
土
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

和
歌
山

7
/
13（
日
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山

静
　
岡

7
/
12（
土
）
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松

静
　
岡

7
/
13（
日
）
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡

佐
　
賀

7
/
19（
土
）
ホ
テ
ル
ニュ
ー
オ
ー
タ
ニ
佐
賀

長
　
崎

7
/
20（
日
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

長
崎
グ
ラ
バ
ー
ヒ
ル

那
　
覇

鹿
児
島

金
　
沢

福
　
井

下
　
関

神
　
戸

岐
　
阜

高
　
山

松
　
山

高
　
知

四
日
市

松
　
阪

大
　
分

甲
　
府

松
　
本

鳥
　
取

松
　
江

豊
　
橋

京
　
都

和
歌
山

浜
　
松

静
　
岡

佐
　
賀

長
　
崎

日本中どの地域にお住まいの保護者の方も気軽にご参加いただけるよう、本年度も全国27会場にて教育懇談会を開催しました。
来年度も全国にて開催予定です。是非ご参加ください。

法学部法律学科（2年生）

松 阪 会場 豊 橋 会場島 根 会場
現代社会学部現代社会学科（1年生）スポーツ科学部スポーツ教育学科（3年生）

2
0
1
4
年
度

教
育
懇
談
会
開
催
会
場

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

（
文
学
部・国
際
英
語
学
部・法
学
部・

経
済
学
部
）

中
京
大
学
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

（
現
代
社
会
学
部・工
学
部・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
）

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

（
工
学
部・国
際
教
養
学
部・心
理
学
部・

経
営
学
部・総
合
政
策
学
部
）

6
/
7（
土
）

6
/
7（
土
）

6
/
8（
日
）

名
古
屋

豊
　
田

名
古
屋

教育懇談 会報告 保護者の皆様と大学との交流をサポートする教育懇談会が、
今年も全国で開催されました。

悩
み
を
ぜ
ひ
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
」と
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。続
い

て
登
壇
さ
れ
た
梅
村
清
英
理
事
長
は
、

本
年
度
か
ら
始
動
し
た
長
期
計
画

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
詳
し
く
ご
紹
介
。大

学
改
革
に
向
け
た
強
い
決
意
を
熱
く

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、各
学
部
に
分
か
れ
て
教

育
内
容
な
ど
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
昼
食
を

兼
ね
た
懇
親
会
を
実
施
。午
後
に
は

個
別
相
談
会
が
行
わ
れ
、就
職
や
留

学
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
ご
質
問
さ
れ

る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。　

2014年度

名古屋
会場

　一般説明をしてくださった担当者
の方々の説明がとてもわかりやすく、
中京大学が身近に感じられました。
また息子の相談に乗っていただける
環境と知り、安心できました。

　本日は遠方での開催に感謝すると
ともに、子どもたちへの温かいご支援
を知り、嬉しく思いました。初めてお会
いした保護者の方とも話題が尽き
ず、有意義に過ごせました。

　親として一番心配していた就職に
ついても大変わかりやすく説明してい
ただけました。今回参加し、大学の情
報を理解できたことで子どもとの会話
も弾みそうです。

名古屋
会場

6/7（土）

豊 田
会場

6/7（土）

　
昨
年
に
続
き
二
回
目
の
参
加
で

し
た
が
、梅
村
理
事
長
に
よ
る
長

期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
説
明
は

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、大
学
の

考
え
方
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し

た
。個
別
相
談
会
で
も
留
学
に
つ

い
て
本
音
で
相
談
が
で
き
、有
意

義
な
一
日
で
し
た
。

　
初
参
加
で
し
た
が
、特
に
個
別

相
談
会
が
良
か
っ
た
で
す
ね
。キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
が
親
切
に
対

応
し
て
く
だ
さ
り
、公
務
員
採
用

試
験
の
具
体
的
な
内
容
、傾
向
と

対
策
、他
大
学
と
の
違
い
な
ど
、た

く
さ
ん
の
情
報
を
得
ら
れ
て
大
変

満
足
で
す
。

参
加
さ
れ
た

保
護
者
の
声八木 守さん・悦子さん ご夫妻

愛知県名古屋市在住
大野　寛さん・好美さん ご夫妻

岐阜県可児市在住
加賀 敬章さん・まなみさん ご夫妻

愛知県東郷町在住
髙杉 達也さん・里香さん ご夫妻

愛知県岡崎市在住

豊田
会場

　
教
育
懇
談
会
に
は
一
年
次
か
ら

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。息
子
は

一
人
暮
ら
し
、し
か
も
三
年
生
で
、

今
日
は
公
務
員
試
験
や
卒
業
後
の

進
路
に
つ
い
て
ご
相
談
で
き
る
良

い
機
会
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。こ
れ

を
機
に
、家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
息
子
は
三
年
生
。成
績
の
こ
と

や
将
来
の
こ
と
な
ど
心
配
で
、初

め
て
参
加
し
ま
し
た
。や
は
り
男
の

子
で
す
の
で
、普
段
、多
く
を
語
っ

て
く
れ
ず
不
安
で
し
た
が
、先
生

や
職
員
の
方
の
説
明
は
わ
か
り
や

す
く
、少
し
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。来

て
良
か
っ
た
で
す
ね
。

参
加
さ
れ
た

保
護
者
の
声

　
平
年
よ
り
少
し
早
い
梅
雨
入
り
を

迎
え
た
六
月
七
日（
土
）、豊
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
五
百
名
近
い
保
護
者
の
方
々
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
午
前
十
時
、檀
上
の
北
川
薫

学
長
が
、「
中
京
大
学
の
成
り
立
ち
と

現
状
」と
し
て
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
ご

挨
拶
。
大
学
の
あ
ゆ
み
、長
期
計
画

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
T
10
」を
柱
と
す
る
新
た
な
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
公
務

員
試
験
や
教
員
採
用
試
験
の
合
格
者
数

保
護
者
と
の
思
い
を
一
つ
に
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

が
順
調
に
伸
び
て
い
る
、と
の
お
話
に
は
、

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　
各
学
部
懇
談
会
で
は
、専
門
分
野
の

学
び
や
単
位
の
取
り
方
、奨
学
金
な
ど

に
つい
て
、き
め
細
か
く
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行

わ
れ
ま
し
た
。昼
食
時
に
は
教
員
と
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

気
兼
ね
な
く
会
話
で
き
た
よ
う
で
す
。

　
午
後
は「
学
業
」「
学
生
生
活
」「
留
学
」

「
就
職
」「
公
務
員
対
策
」に
分
か
れ
て
個

別
相
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、ひっ
き

り
な
し
に
人
が
訪
れ
、お
子
様
への
思
い
の

丈
が
感
じ
ら
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
〇
一
四
年
四
月
、こ
れ
ま
で「
日
本
文
学
科
」「
言
語
表
現
学
科
」の
二

学
科
体
制
で
展
開
し
て
き
た
文
学
部
に
、日
本
の
歴
史
と
文
化
を
総
合

的
に
学
ぶ「
歴
史
文
化
学
科
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
入
学
定
員
は
六
十
五
名
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
を
拠
点
に
①
日
本
史
を
主

と
し
た
文
献
歴
史
学
②
宗
教
学・社
会
学
を
母
体
と
し
つつ
歴
史
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う
諸
学
③
歴
史
資
料
学
の
三
つ
を
教
育・研
究
の
柱
と
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
中
京
大
学
の
あ
る
中
部
エ
リ
ア
は
、織
田
信
長
や
豊
臣
秀

吉
、徳
川
家
康
ら
戦
国
武
将
が
天
下
統
一
の
夢
を
追
い
か
け
た
歴
史
の

舞
台
。古
く
か
ら
日
本
の
東
西
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、戦
国

時
代
以
外
に
も
革
新
の
歴
史
を
刻
み
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
地
域

の
代
表
的
な
学
術
研
究
拠
点「
八
事
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
エ
リ
ア
」か
ら
、新
た

な
歴
史
文
化
学
の
学
び
を
大
き
く
開
花
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

高
度
な
英
語
交
渉
力
と
運
用
力
を
培
う
、

将
来
像
に
応
じ
た
三
専
攻
体
制
へ

日
本
を
動
か
し
た
歴
史
舞
台
で
歴
史
を
学
ぶ
、

文
学
部
三
番
目
の
学
科
が
誕
生

「
歩
い
て・
見
て・
感
じ
る
」発
見
の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

学
び
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「
世
界
」

　
歴
史
文
化
学
科
で
は
、文
学
部
の
半
世
紀
に
及
ぶ
日
本
文
化
研
究
の

成
果
を
礎
に
、地
域
の
歴
史
遺
産
と
直
接
対
話
し
、独
自
の
発
見
を
と

も
な
う
地
域
の
歴
史
像
の
構
築
と
文
化
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で「
歩
い
て・見
て・感
じ
る
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、歴
史
文
化
に
関

す
る《
正
確
か
つ
幅
広
い
知
識
》に
加
え
、史
料
や
古
文
書
を
読
み
解
く

《
実
証
的
研
究
》、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
現
地
調
査
）に
よ
る《
体
験
型
研

究
》を
重
視
。戦
国
期
か
ら
現

代
ま
で
各
時
代
に
選
任
教
員

を
配
し
、多
角
的
な
学
び
を
通

し
て
考
え
を
生
み
だ
す
力
、考

え
を
他
者
に
伝
え
る
力
を
獲

得
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
発
見

への
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し
、社
会

が
求
め
る
基
本
的
な
能
力（
社

会
人
基
礎
力
）も
獲
得
で
き

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

世
界
人
口
約
七
十
億
人
の
う
ち
約
二
十
億
人
、お
よ
そ
四
人
に一人
が

英
語
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
る
現
代
。し
か
し
英
語
を
母
語
と
す
る

人
口
は
約
四
億
人
と
割
合
少
な
く
、世
界
の
大
半
の
人
々
が
他
の
言
語

を
母
語
と
し
な
が
ら
、学
修
に
よ
って
英
語
を
修
得
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
英
語
の
形
態
は
多
種
多
様
。本
学
で
は
、英
米
語
だ
け
で
は
な

い
、世
界
に
存
在
す
る
複
数
の
英
語“W

orld

　Englishes”

こ
そ
、こ
れ
か

ら
の
時
代
に
不
可
欠
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
手
法
と
位
置
づ
け
、二
〇
一
四

年
四
月
、国
際
英
語
学
部
を
改
編
。よ
り
専
門
的
な
学
び
を
通
し
て
高
度

な
英
語
力
を
修
得
で
き
る
よ
う
、「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
専
攻
」「
英
語
圏

文
化
専
攻
」「
国
際
学
専
攻
」の
三
専
攻
制
と
し
ま
し
た
。英
語
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
に
な
り
た
い
、国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
ス
キ
ル
を
発
揮
し
た
い
な

ど
、卒
業
後
の
進
路
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
実
践
力
を
鍛
え
る
方
針
で
す
。

　
通
訳
や
英
語
教
育
者
な
ど
、プ
ロ
と
し
て
の
高
度
な
英
語
運
用
力
を

獲
得
す
る「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
」、文
化
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
国
際
的

に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る「
英
語
圏
文
化
」、高
度
な
Ｉ
Ｔ・語

学
運
用
力
と
英
語
交
渉
力
を
身
に
つ
け
る「
国
際
学
」と
特
色
あ
る
学

び
を
展
開
し
な
が
ら
、全
専
攻
に
お
い
て
多
彩
な
海
外
研
修・留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。

　
一・
二
年
次
で
は
国
際
交
流
や
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
を
通
し
て
英
語
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
を
高
め
、二・三
年
次
の
長
期
留
学
や
専
門
的
な
学

び
へ
と
発
展
さ
せ
な
が
ら
、卒
業
時
に
は
Ｔ
О
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ⓡ
ス
コ
ア
全
専
攻

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
、

四
専
攻
か
ら
社
会
で
の
実
践
力
を
磨
く

社
会
と
つ
な
が
り
、未
来
と
つ
な
が
る

 

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、格
差
社
会
が

深
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、「
新
た
な
つ
な
が
り
の
創

造
」を
ミ
ッ
シ
ョン
に
、二
〇
一
五
年
四
月
、現
代
社
会

学
部
は
四
専
攻
制
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会
構
想
力
を
養

成
す
る「
社
会
学
専
攻
」、つ
な
が
り
の
現
場
で
実
証・

実
践
力
を
身
に
つ
け
る「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
学
専
攻
」、福
祉

の
理
論
と
実
践
を
融
合
し
、新
し
い
共
生
の
カ
タ
チ
を

創
造
す
る「
社
会
福
祉
学
専
攻
」、国
境
と
異
文
化
を

越
え
て
活
躍
す
る
人
材
を
目
指
す「
国
際
文
化
専

攻
」。そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
側
面
か
ら
、社
会
に
対
す
る
見

方
と
社
会
と
の
取
り
組
み
方
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
自
分
を
知
り
、人
を
知
り
、社
会
を
知
り
、何
を
す

べ
き
か
を
追
究
す
る
現
代
社
会
学
部
。各
専
攻
と
も

一
年
次
よ
り
核
と
な
る
科
目
を
学
び
、同
時
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
実
体
験
、社
会
調
査
な
ど
現
場
に
身

を
置
き
な
が
ら
社
会
問
題
と
向
き
あ
い
ま
す
。

　
ま
た
四
年
間
を
通
じ
、学
部
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

を
展
開
。学
び
な
が
ら
学
生
た
ち
が
自
分
自
身
を
見

つ
め
、自
身
の
存
在
を
確
か
め
、自
分
の
問
題
を
解
決

し
て
い
く
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

将来像に応じた3専攻

●=遺跡・史跡 ●=戦国武将ゆかりの地 ●=文化財継承地

長母寺
（沙石集執筆の寺）
小牧・長久手の戦い

桶狭間の戦い

長篠の戦い
天恩寺
（足利尊氏・義満ゆかりの地）
牟呂神社
（ええじゃないか発祥地方）
岡崎城
（徳川家康居城）
田原
（渡辺崋山ゆかりの地）

野間大坊
（源頼朝・頼朝
ゆかりの地）

熱田神宮
（草薙剣を祀る・

七里の渡し）

松平郷
（松平家発祥の地）

犬山城
（国宝天守閣）

真清田神社
（尾張国一宮）

国府宮
（はだか祭り）

朝日遺跡
（弥生時代の集落遺跡）

名古屋城
（尾張徳川家居城）

津島神社
（全国津島総本山・

津島天王祭）

真福寺
（古事記などの
重要文化財伝存）

東栄町
（花祭：重要無形
民俗文化財）

上：基礎を培う1・2年次は、外国人教員による
　 語学教育をベースにしています。
下：学内には日本語禁止ラウンジもあり、外国人
　 留学生との異文化交流も活発です。

教育

メディア

経済

政治

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

社会学専攻
社会構想力を養成

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

伝統

慣習

宗教

モノ文化

教育

メディア

経済

政治

社会学専攻
社会構想力を養成

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

伝統

慣習

宗教

モノ文化

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

基本社会学
教育社会学

マスコミ学

コミュティ社会学
社会調査
心理学

博物館学・観光学
文化人類学

社会福祉学
ソーシャルワーク論
ソーシャルワーク

実習・演習

グローバル・
コミュニケーション

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

国際
ビジネス分野

国際交流分野

国際学専攻 英語圏文化専攻

国際英語
キャリア専攻

交渉力 高度な
言語力

異文化理解

国際英語学科

World
Englishes

言語
プロフェッショナル

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
八
学
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

六
十
年
の
歴
史
の
中
で
、絶
え
ず
「
挑
戦
」
と「
進
化
」を
繰
り
返
し

て
き
た
中
京
大
学
。次
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た
人
材
を
世
に
送
り

だ
す
た
め
に
、ふ
た
た
び
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

【
六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩
】

実際の古文書や古書に接しながら、歴史調査の基礎となる
文献読解力も身につけていきます。

2 015年4月
［4専攻制］スタート

現代
社会学部

深刻化する社会問題を解決
に導く、実践に必要な知識や
手法をより専門的に修得。

2 014年4月［新設］

文学部・
歴史文化
学科

歴史遺産と対話し、史実を追
いかける。日本文化の創造に
挑み、心豊かな社会づくりに
貢献する人材を育成。

世界共通語としての、生きた
英語を修得。グローバル社会
に求められる高度な英語スキ
ルを養う。

国際
英語学部

2 014年4月
［3専攻制］スタート

・「教育推進センター」設置構想
・新たなFD活動の可能性の模索

など

大学での授業計画書である「シラバス」に
は、何を学び、どんなことが身につく授業か、あ
るいは使用する教科書や教材、参考文献な
どが掲載されています。シラバスを活用し、大
学での学びを有意義なものにできるよう、FD
委員会で各科目のシラバスを数年かけて点
検し、書式も統一しました。大学ホームページ
で見ることができ、授業を履修する上でのアド
バイスや学習課題もチェックできます。バイスや学習課題もチェックできます。

FD委員会

FD活動推進部会
・授業改善のための
  アンケートの見直し・工夫
・シラバスの改善
・公開授業の推進

FD活動開発部会

F D は 大 学 すべての 者 の（ 幸 せ ）のため

For Doing our best !

う
し
た
活
動
に
、保
護
者
の
皆
様
に
は
、

今
の
大
学
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
お
感
じ
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
毎
年
、入
学
式
や
教
育
懇
談
会
で
配
布
し
て
い

る「
Ｆ
Ｄ
ニュ
ー
ス
」は
、こ
う
し
た
Ｆ
Ｄ
活
動
の
取
り

組
み
や
内
容
を
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。今
の
大
学

の
状
況
や
教
育
内
容
に
関
す
る
こ
と
、大
学
が
目
指

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、保

護
者
の
皆
様
に
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
、中
京
大
学

が
よ
り
良
い
学
び
の
た
め
に
、ど
ん
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

そ
れ
を
何
ら
か
の
機
会
に
親
子
の
会
話
に
交
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

　
最
近
の
学
生
は
、出
席
率
も
高
く
、遅
刻
者
も
割

合
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。レ
ポ
ー
ト
の
提
出
率

も
い
い
で
す
。Ｆ
Ｄ
の
成
果
で
あ
れ
ば
有
難
い
こ
と
で

す
が
、ど
う
や
ら
若
者
の
一
般
的
気
質
の
変
化
に
よ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。平
均
点
に

は
達
す
る
け
れ
ど
、そ
れ
以
上
に
個
性
あ
る
答
案

を
書
く
よ
う
な
、意
欲
的
な
部
分
で
少
し
物
足
り

な
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
高
校
ま
で
は「
学
び
習
う
」と
い
う
意
味
で
の

「
学
習
」で
し
た
。し
か
し
大
学
で
は
、「
学
び
修
め

る
」と
書
く「
学
修
」な
ん
で
す
ね
。「
学
習
か
ら
学

修
へ
」、用
意
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
こ
な
す
だ
け

で
な
く
、ぜ
ひ
自
立
的
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
学
ん
で
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
引
き
出
す
の
が
今
の
大

学
教
員
の
役
目
で
あ
り
、一
人
ひ
と
り
の
力
量
が
問

わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　「
難
し
過
ぎ
る
」「
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
」な

ど
、学
生
の
評
価
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、教
育
レ
ベ

ル
が
下
が
って
し
ま
って
は
本
末
転
倒
で
す
。教
育
の

質
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、ぜ
ひ
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
自
由
に
、意
欲
的
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸
収
し

て
欲
し
い
と
い
う
の
が
切
な
る
願
い
で
す
。

　
究
極
の
目
標
は
、「
Ｆ
Ｄ
活
動
」と
い
う
用
語
が
な

く
な
る
こ
と
で
す
。中
京
大
学
で
教
員
、職
員
、学

生
に
よって
、自
然
に
良
い
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る

状
態
に
な
って
い
る
こ
と
が
理
想
で
す
ね
。

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的
解消し、FDをより強化に進めるための「大学教育推進センター（仮称）」の設置が検討され
ています。

大人数、少人数教育それぞれに、効果的な
授業方法があり、より良い伝え方があります。
そこで教員同士が授業を見せあい、とりわけ
学生アンケートでも評価の高い授業方法を
学びあうことで、個 の々授業改善に結びつけ
ることができるよう、本学では原則「すべての
授業を公開」しています。日頃の研究成果を
確実に学生に伝え、学習効果の上がるノウ
ハウを全学的に共有できる仕組みです。

1人の教員につき、担当する1科目について、
年2回、授業アンケートを実施しています。学
生のアンケートに対する負担を減らすため、質
問を7項目程度に絞りこみ、その結果を教職
員へフィードバック。授業についての学生の
満足度を把握し、教員自身のイメージとの
ギャップを認識した上で、今後の授業方法
やカリキュラム、教育環境などの改善につな
げるための意識の共有を目的としています。

こ

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的

中京大学FD活動スローガン

・教職員と学生FDスタッフによる協働活動
・TA（Teaching Assistant）・
 SA（Student Assistant）の活動支援
・図書館等利用の促進

FD活動協働部会

・FDニュースの発行
・FD活動の広報

下部組織（FDニュース編集局）

などなど

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

Ｄ
委
員
会
は
年
に
七
回
ほ
ど
催
し
、委
員

会
で
の
決
定
事
項
や
検
討
す
る
事
案
に

つ
い
て
は
、各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教
授
会

で
報
告
し
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
委
員
会
で
は
三
本
柱
の
ほ
か
、Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
講
演
会
の
開
催
、国
際
教
養
学
部
の「
経
験

交
流
会
」や
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。と
く
に
経
験
交
流
会
は
成
功
も
失
敗
も
含
め
、

教
員
自
身
の
経
験
談
を
披
露
す
る
こ
と
で
、よ
り

良
い
授
業
を
行
う
た
め
の
手
法
を
学
び
合
う
場
と

な
って
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
の
基
礎
的
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
想
い
が

私
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
の
教
育
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
教
員
を

主
と
す
る
Ｆ
Ｄ
に
対
し
、職
員
、つ
ま
り
ス
タ
ッ
フ
の

能
力
向
上
を
意
味
す
る
Ｓ
Ｄ
（S

ta
ff 

D
evelopm

ent

）も
重
視
す
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
大
学
は
、い
ち
ば
ん
大
切
な
主
人
公
で
あ

る
学
生
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。単
に「
教
え

る
」

｜「
学
ぶ
」だ
け
の
関
係
で
な
く
、学
生
も
一
緒

に
な
って
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。通

常
、〝
大
学
ス
タ
ッフ
〞と
い
え
ば
、「
教
員
」あ
る
い
は

「
教
職
員
」が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、我
々
、中
京

大
学
と
し
て
は「
学
生
」も
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ

や
高
校
生
の
半
数
以
上
が
大
学
へ
進
学
す

る
時
代
。推
薦
や
Ａ
О
入
試
な
ど
入
試
の

方
法
も
多
彩
に
な
り
、学
生
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
は
、こ
の
対
応
を
各
大
学
に
求
め

た
も
の
で
す
が
、か
ね
て
よ
り
教
育
の
質
的
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
本
学
に
お
い
て
も
、全
学
的
な
活

動
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
、

ざ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
す
と
、一
つ
は「
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
」で
す
ね
。ま
ず
は
教
員
が
行
って
い
る
授
業
に
つ

い
て
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、教
員
自
身
が

授
業
内
容
を
点
検
し
、改
善
す
べ
き
点
を
教
育
に

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
つ
目
は「
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
」で
す
。

高
校
ま
で
と
違
っ
て
、大
学
で
は
自
分
で
受
け
た
い

授
業
を
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
判
断
材
料

と
し
て「
シ
ラ
バ
ス
」と
い
う
授
業
計
画
書
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
十
分
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、意
味

が
な
い
。そ
こ
で
先
生
方
に
シ
ラ
バ
ス
の
ま
と
め
方
も

改
善
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
が「
公
開
授
業
」。そ

も
そ
も
大
学
教
員
は
教
育
実
習
経
験
が
な
く
、各

自
、模
索
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
だ
っ
た
授
業
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
で
、教
員
同
士
が
互
い
に
学
び
合
お
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
を
柱
に
Ｆ
Ｄ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

〇
〇
九
年
に
各
学
部・研
究
科
か
ら
委
員

を
選
出
し
て
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
組
織
し
、翌

年
の
春
、第
一
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
教
員
の
声
は
は
っ
き
り
聞
こ
え
る
か
」「
授
業
内

容
は
十
分
、理
解
で
き
て
い
た
か
」「
シ
ラ
バ
ス
通
り

の
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
か
」「
補
助
教
材
が
き
ち

ん
と
生
か
さ
れ
て
い
た
か
」な
ど
、変
化
を
把
握
す

る
意
味
も
あ
って
、ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
の
五
、六
年
、同

じ
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ
変

化
が
出
て
き
ま
し
た
。と
く
に
授
業
中
の
声
や
補

助
教
材
等
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
改
善
に
結
び
つ
き

や
す
く
、評
価
の
数
値
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
学
生
の
立
場
で

考
え
ま
す
と
、自
分
た
ち
の
意
見
が
い
か
に
反
映
さ

れ
る
の
か
、そ
こ
が
最
大
の
関
心
事
で
し
ょ
う
。学

習
環
境
に
つ
い
て
は
、改
修
工
事
を
行
う
際
な
ど
、

随
時
、要
望
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
一
方
で
、教

員
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、各
教
員
が
そ
の
結
果
を

「
自
己
点
検
報
告
書
」と
し
て
ま
と
め
、学
生
に
公

開
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
こ
で
Ｆ
Ｄ
が
教
員
に
と
って
、重
苦
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。振
り
返
り
ま
す
と
、当
初
こ
の
活
動
を
推
進
す

る
上
で
、何
が
い
ち
ば
ん
難
し
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、

教
員
に
考
え
方
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

　
昔
と
比
べ
る
と
大
学
教
員
の
仕
事
は
増
え
て
い

ま
す
し
、何
と
いって
も
、自
分
の
授
業
が
学
生
か
ら

点
数
を
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。「
学
生
が
教
員
を

評
価
す
る
と
は
何
た
る
こ
と
」と
抵
抗
を
感
じ
る

先
生
方
も
正
直
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
来
、学
生
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
に

な
り
ま
せ
ん
。学
生
は
黙
って
講
義
に
つい
て
く
れ
ば

い
い
、と
い
う
、旧
式
の
考
え
か
ら
脱
し
、授
業
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
で
学
生
と
の
関
係
が
良
好
に
な

れ
ば
、教
員
自
身
が
望
む
授
業
を
実
現
で
き
る
と
、

地
道
な
意
識
改
革
を
行
って
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、そ
ろ
そ
ろ
第
一
段

階
を
終
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

今
後
も
継
続
す
る
方
針
で
す
が
、導
入
時
と
比
べ

る
と
形
式
的
に
な
る
と
い
う
か
、結
果
を
受
け
止
め

る
教
員
の
緊
張
感
も
減
退
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
段
階
へ
発
展
さ
せ
る
べ
く
、改
善
に
つ
と

め
た
い
と
思
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中京大学でもFD活動に取り組むこととなり、2008年、委員会発足と
合わせてFD委員長に。同時に副学長にも就任した。

り
、こ
の
三
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、Ｆ
Ｄ
活
動
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
に
、よ
り
良
い
教
育
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
み
た
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
を
学
生

の
中
か
ら
募
集
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、す
ぐ
に
三
十
名
ほ
ど
が
手
を
挙
げ
て
く
れ

ま
し
た
。果
た
し
て
学
生
が
集
ま
って
く
れ
る
の
か
、

正
直
、不
安
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、委

員
会
の
先
生
方
と
感
激
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま

す
。現
在
、彼
ら
は「
学
生
Ｆ
Ｄ
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
、

「
授
業
中
の
私
語
を
な
く
し
た
い
」「
机
の
落
書
き

を
消
し
た
い
」な
ど
、学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、自

主
的
な
活
動
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は「
大
学
の
す
べ
て
の
者
の《
幸
せ
》の
た

め
」と
Ｆ
Ｄ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、よ
り
良
い
授
業
が
現
実

化
さ
れ
れ
ば
、学
生
が
ま
ず
幸
せ
に
な
り
ま
す
。学

生
が
い
き
い
き
と
授
業
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
、教
員

も
元
気
に
な
れ
る
。つ
ま
り
学
生
も
教
員
も
、そ
し

て
ま
わ
り
で
支
え
て
く
だ
さ
る
職
員
の
方
々
も
、大

学
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
。私
た
ち
は
こ
れ
を
標

榜
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、Ｆ
Ｄ
は
誰
も
が
明

る
く
、前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
べ
き
活
動
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で〝
Ｆ
Ｄ
〞を“For D

oing our best！
”

と

読
み
替
え
た
わ
け
で
す
が
、教
職
員
も
学
生
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、学
内
の
好
循

環
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

今二

F

大
学
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
た
め
の
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
、

今
、中
京
大
学
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
安
村
仁
志
副
学
長
に
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
京
大
学 

副
学
長
・

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

安
村 

仁
志

FDとは「Faculty Development（教
授団の資質改善・能力開発）」という
意味であり、個々の大学教員の教育
力向上を図るために大学全体で行う
組織的な取り組みが“FD活動”です。
それまでFDは大学における努力義務
とされていましたが、2008年より、大
学設置基準において明確に義務づけ
られるようになっています。

FD活動とは



　
二
〇
一
四
年
四
月
、こ
れ
ま
で「
日
本
文
学
科
」「
言
語
表
現
学
科
」の
二

学
科
体
制
で
展
開
し
て
き
た
文
学
部
に
、日
本
の
歴
史
と
文
化
を
総
合

的
に
学
ぶ「
歴
史
文
化
学
科
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
入
学
定
員
は
六
十
五
名
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
を
拠
点
に
①
日
本
史
を
主

と
し
た
文
献
歴
史
学
②
宗
教
学・社
会
学
を
母
体
と
し
つつ
歴
史
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う
諸
学
③
歴
史
資
料
学
の
三
つ
を
教
育・研
究
の
柱
と
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
中
京
大
学
の
あ
る
中
部
エ
リ
ア
は
、織
田
信
長
や
豊
臣
秀

吉
、徳
川
家
康
ら
戦
国
武
将
が
天
下
統
一
の
夢
を
追
い
か
け
た
歴
史
の

舞
台
。古
く
か
ら
日
本
の
東
西
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、戦
国

時
代
以
外
に
も
革
新
の
歴
史
を
刻
み
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
地
域

の
代
表
的
な
学
術
研
究
拠
点「
八
事
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
エ
リ
ア
」か
ら
、新
た

な
歴
史
文
化
学
の
学
び
を
大
き
く
開
花
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

高
度
な
英
語
交
渉
力
と
運
用
力
を
培
う
、

将
来
像
に
応
じ
た
三
専
攻
体
制
へ

日
本
を
動
か
し
た
歴
史
舞
台
で
歴
史
を
学
ぶ
、

文
学
部
三
番
目
の
学
科
が
誕
生

「
歩
い
て・
見
て・
感
じ
る
」発
見
の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

学
び
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「
世
界
」

　
歴
史
文
化
学
科
で
は
、文
学
部
の
半
世
紀
に
及
ぶ
日
本
文
化
研
究
の

成
果
を
礎
に
、地
域
の
歴
史
遺
産
と
直
接
対
話
し
、独
自
の
発
見
を
と

も
な
う
地
域
の
歴
史
像
の
構
築
と
文
化
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で「
歩
い
て・見
て・感
じ
る
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、歴
史
文
化
に
関

す
る《
正
確
か
つ
幅
広
い
知
識
》に
加
え
、史
料
や
古
文
書
を
読
み
解
く

《
実
証
的
研
究
》、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
現
地
調
査
）に
よ
る《
体
験
型
研

究
》を
重
視
。戦
国
期
か
ら
現

代
ま
で
各
時
代
に
選
任
教
員

を
配
し
、多
角
的
な
学
び
を
通

し
て
考
え
を
生
み
だ
す
力
、考

え
を
他
者
に
伝
え
る
力
を
獲

得
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
発
見

への
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し
、社
会

が
求
め
る
基
本
的
な
能
力（
社

会
人
基
礎
力
）も
獲
得
で
き

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

世
界
人
口
約
七
十
億
人
の
う
ち
約
二
十
億
人
、お
よ
そ
四
人
に一人
が

英
語
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
る
現
代
。し
か
し
英
語
を
母
語
と
す
る

人
口
は
約
四
億
人
と
割
合
少
な
く
、世
界
の
大
半
の
人
々
が
他
の
言
語

を
母
語
と
し
な
が
ら
、学
修
に
よ
って
英
語
を
修
得
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
英
語
の
形
態
は
多
種
多
様
。本
学
で
は
、英
米
語
だ
け
で
は
な

い
、世
界
に
存
在
す
る
複
数
の
英
語“W

orld
　Englishes”

こ
そ
、こ
れ
か

ら
の
時
代
に
不
可
欠
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
手
法
と
位
置
づ
け
、二
〇
一
四

年
四
月
、国
際
英
語
学
部
を
改
編
。よ
り
専
門
的
な
学
び
を
通
し
て
高
度

な
英
語
力
を
修
得
で
き
る
よ
う
、「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
専
攻
」「
英
語
圏

文
化
専
攻
」「
国
際
学
専
攻
」の
三
専
攻
制
と
し
ま
し
た
。英
語
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
に
な
り
た
い
、国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
ス
キ
ル
を
発
揮
し
た
い
な

ど
、卒
業
後
の
進
路
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
実
践
力
を
鍛
え
る
方
針
で
す
。

　
通
訳
や
英
語
教
育
者
な
ど
、プ
ロ
と
し
て
の
高
度
な
英
語
運
用
力
を

獲
得
す
る「
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
」、文
化
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
国
際
的

に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る「
英
語
圏
文
化
」、高
度
な
Ｉ
Ｔ・語

学
運
用
力
と
英
語
交
渉
力
を
身
に
つ
け
る「
国
際
学
」と
特
色
あ
る
学

び
を
展
開
し
な
が
ら
、全
専
攻
に
お
い
て
多
彩
な
海
外
研
修・留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。

　
一・
二
年
次
で
は
国
際
交
流
や
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
を
通
し
て
英
語
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
を
高
め
、二・三
年
次
の
長
期
留
学
や
専
門
的
な
学

び
へ
と
発
展
さ
せ
な
が
ら
、卒
業
時
に
は
Ｔ
О
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ⓡ
ス
コ
ア
全
専
攻

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
、

四
専
攻
か
ら
社
会
で
の
実
践
力
を
磨
く

社
会
と
つ
な
が
り
、未
来
と
つ
な
が
る

 

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、格
差
社
会
が

深
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、「
新
た
な
つ
な
が
り
の
創

造
」を
ミ
ッ
シ
ョン
に
、二
〇
一
五
年
四
月
、現
代
社
会

学
部
は
四
専
攻
制
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会
構
想
力
を
養

成
す
る「
社
会
学
専
攻
」、つ
な
が
り
の
現
場
で
実
証・

実
践
力
を
身
に
つ
け
る「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
学
専
攻
」、福
祉

の
理
論
と
実
践
を
融
合
し
、新
し
い
共
生
の
カ
タ
チ
を

創
造
す
る「
社
会
福
祉
学
専
攻
」、国
境
と
異
文
化
を

越
え
て
活
躍
す
る
人
材
を
目
指
す「
国
際
文
化
専

攻
」。そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
側
面
か
ら
、社
会
に
対
す
る
見

方
と
社
会
と
の
取
り
組
み
方
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
自
分
を
知
り
、人
を
知
り
、社
会
を
知
り
、何
を
す

べ
き
か
を
追
究
す
る
現
代
社
会
学
部
。各
専
攻
と
も

一
年
次
よ
り
核
と
な
る
科
目
を
学
び
、同
時
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
実
体
験
、社
会
調
査
な
ど
現
場
に
身

を
置
き
な
が
ら
社
会
問
題
と
向
き
あ
い
ま
す
。

　
ま
た
四
年
間
を
通
じ
、学
部
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

を
展
開
。学
び
な
が
ら
学
生
た
ち
が
自
分
自
身
を
見

つ
め
、自
身
の
存
在
を
確
か
め
、自
分
の
問
題
を
解
決

し
て
い
く
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

将来像に応じた3専攻

●=遺跡・史跡 ●=戦国武将ゆかりの地 ●=文化財継承地

長母寺
（沙石集執筆の寺）
小牧・長久手の戦い

桶狭間の戦い

長篠の戦い
天恩寺
（足利尊氏・義満ゆかりの地）
牟呂神社
（ええじゃないか発祥地方）
岡崎城
（徳川家康居城）
田原
（渡辺崋山ゆかりの地）

野間大坊
（源頼朝・頼朝
ゆかりの地）

熱田神宮
（草薙剣を祀る・
七里の渡し）

松平郷
（松平家発祥の地）

犬山城
（国宝天守閣）

真清田神社
（尾張国一宮）

国府宮
（はだか祭り）

朝日遺跡
（弥生時代の集落遺跡）

名古屋城
（尾張徳川家居城）

津島神社
（全国津島総本山・

津島天王祭）

真福寺
（古事記などの
重要文化財伝存）

東栄町
（花祭：重要無形
民俗文化財）

上：基礎を培う1・2年次は、外国人教員による
　 語学教育をベースにしています。
下：学内には日本語禁止ラウンジもあり、外国人
　 留学生との異文化交流も活発です。

教育

メディア

経済

政治

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

社会学専攻
社会構想力を養成

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

伝統

慣習

宗教

モノ文化

教育

メディア

経済

政治

社会学専攻
社会構想力を養成

家族
地域
環境

NPO

コミュニティ学専攻
つながりの現場で実証・実践

国際文化専攻
国境を越えたつながりを創造

伝統

慣習

宗教

モノ文化

社会福祉学専攻
新たな共生の創造を実践

子ども
高齢者
障害者
地域

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

現代社会学部の
ミッション

新たな
つながりの
創造

基本社会学
教育社会学

マスコミ学

コミュティ社会学
社会調査
心理学

博物館学・観光学
文化人類学

社会福祉学
ソーシャルワーク論
ソーシャルワーク

実習・演習

グローバル・
コミュニケーション

九
〇
〇
点
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

国際
ビジネス分野

国際交流分野

国際学専攻 英語圏文化専攻

国際英語
キャリア専攻

交渉力 高度な
言語力

異文化理解

国際英語学科

World
Englishes

言語
プロフェッショナル

知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
始
動
！

商
科
の
短
期
大
学
か
ら
十
一
学
部
十
八
学
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
。

六
十
年
の
歴
史
の
中
で
、絶
え
ず
「
挑
戦
」
と「
進
化
」を
繰
り
返
し

て
き
た
中
京
大
学
。次
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た
人
材
を
世
に
送
り

だ
す
た
め
に
、ふ
た
た
び
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

【
六
十
一
年
目
の
あ
ら
た
な
第
一
歩
】

実際の古文書や古書に接しながら、歴史調査の基礎となる
文献読解力も身につけていきます。

2 015年4月
［4専攻制］スタート

現代
社会学部

深刻化する社会問題を解決
に導く、実践に必要な知識や
手法をより専門的に修得。

2 014年4月［新設］

文学部・
歴史文化
学科

歴史遺産と対話し、史実を追
いかける。日本文化の創造に
挑み、心豊かな社会づくりに
貢献する人材を育成。

世界共通語としての、生きた
英語を修得。グローバル社会
に求められる高度な英語スキ
ルを養う。

国際
英語学部

2 014年4月
［3専攻制］スタート

Ｄ
委
員
会
は
年
に
七
回
ほ
ど
催
し
、委
員

会
で
の
決
定
事
項
や
検
討
す
る
事
案
に

つ
い
て
は
、各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
教
授
会

で
報
告
し
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
委
員
会
で
は
三
本
柱
の
ほ
か
、Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
講
演
会
の
開
催
、国
際
教
養
学
部
の「
経
験

交
流
会
」や
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。と
く
に
経
験
交
流
会
は
成
功
も
失
敗
も
含
め
、

教
員
自
身
の
経
験
談
を
披
露
す
る
こ
と
で
、よ
り

良
い
授
業
を
行
う
た
め
の
手
法
を
学
び
合
う
場
と

な
って
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
の
基
礎
的
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
想
い
が

私
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
の
教
育
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
教
員
を

主
と
す
る
Ｆ
Ｄ
に
対
し
、職
員
、つ
ま
り
ス
タ
ッ
フ
の

能
力
向
上
を
意
味
す
る
Ｓ
Ｄ
（S

ta
ff 

D
evelopm

ent

）も
重
視
す
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
大
学
は
、い
ち
ば
ん
大
切
な
主
人
公
で
あ

る
学
生
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。単
に「
教
え

る
」

｜「
学
ぶ
」だ
け
の
関
係
で
な
く
、学
生
も
一
緒

に
な
って
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。通

常
、〝
大
学
ス
タ
ッフ
〞と
い
え
ば
、「
教
員
」あ
る
い
は

「
教
職
員
」が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、我
々
、中
京

大
学
と
し
て
は「
学
生
」も
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ

や
高
校
生
の
半
数
以
上
が
大
学
へ
進
学
す

る
時
代
。推
薦
や
Ａ
О
入
試
な
ど
入
試
の

方
法
も
多
彩
に
な
り
、学
生
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
は
、こ
の
対
応
を
各
大
学
に
求
め

た
も
の
で
す
が
、か
ね
て
よ
り
教
育
の
質
的
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
た
本
学
に
お
い
て
も
、全
学
的
な
活

動
と
し
て
Ｆ
Ｄ
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
、

ざ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
す
と
、一
つ
は「
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
」で
す
ね
。ま
ず
は
教
員
が
行
って
い
る
授
業
に
つ

い
て
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、教
員
自
身
が

授
業
内
容
を
点
検
し
、改
善
す
べ
き
点
を
教
育
に

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
つ
目
は「
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
」で
す
。

高
校
ま
で
と
違
っ
て
、大
学
で
は
自
分
で
受
け
た
い

授
業
を
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
判
断
材
料

と
し
て「
シ
ラ
バ
ス
」と
い
う
授
業
計
画
書
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
十
分
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、意
味

が
な
い
。そ
こ
で
先
生
方
に
シ
ラ
バ
ス
の
ま
と
め
方
も

改
善
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
が「
公
開
授
業
」。そ

も
そ
も
大
学
教
員
は
教
育
実
習
経
験
が
な
く
、各

自
、模
索
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
だ
っ
た
授
業
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
で
、教
員
同
士
が
互
い
に
学
び
合
お
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
を
柱
に
Ｆ
Ｄ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

〇
〇
九
年
に
各
学
部・研
究
科
か
ら
委
員

を
選
出
し
て
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
組
織
し
、翌

年
の
春
、第
一
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
教
員
の
声
は
は
っ
き
り
聞
こ
え
る
か
」「
授
業
内

容
は
十
分
、理
解
で
き
て
い
た
か
」「
シ
ラ
バ
ス
通
り

の
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
か
」「
補
助
教
材
が
き
ち

ん
と
生
か
さ
れ
て
い
た
か
」な
ど
、変
化
を
把
握
す

る
意
味
も
あ
って
、ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
の
五
、六
年
、同

じ
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ
変

化
が
出
て
き
ま
し
た
。と
く
に
授
業
中
の
声
や
補

助
教
材
等
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
改
善
に
結
び
つ
き

や
す
く
、評
価
の
数
値
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
学
生
の
立
場
で

考
え
ま
す
と
、自
分
た
ち
の
意
見
が
い
か
に
反
映
さ

れ
る
の
か
、そ
こ
が
最
大
の
関
心
事
で
し
ょ
う
。学

習
環
境
に
つ
い
て
は
、改
修
工
事
を
行
う
際
な
ど
、

随
時
、要
望
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
一
方
で
、教

員
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、各
教
員
が
そ
の
結
果
を

「
自
己
点
検
報
告
書
」と
し
て
ま
と
め
、学
生
に
公

開
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
こ
で
Ｆ
Ｄ
が
教
員
に
と
って
、重
苦
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。振
り
返
り
ま
す
と
、当
初
こ
の
活
動
を
推
進
す

る
上
で
、何
が
い
ち
ば
ん
難
し
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、

教
員
に
考
え
方
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

　
昔
と
比
べ
る
と
大
学
教
員
の
仕
事
は
増
え
て
い

ま
す
し
、何
と
いって
も
、自
分
の
授
業
が
学
生
か
ら

点
数
を
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。「
学
生
が
教
員
を

評
価
す
る
と
は
何
た
る
こ
と
」と
抵
抗
を
感
じ
る

先
生
方
も
正
直
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
来
、学
生
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
に

な
り
ま
せ
ん
。学
生
は
黙
って
講
義
に
つい
て
く
れ
ば

い
い
、と
い
う
、旧
式
の
考
え
か
ら
脱
し
、授
業
内
容

を
改
善
す
る
こ
と
で
学
生
と
の
関
係
が
良
好
に
な

れ
ば
、教
員
自
身
が
望
む
授
業
を
実
現
で
き
る
と
、

地
道
な
意
識
改
革
を
行
って
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、そ
ろ
そ
ろ
第
一
段

階
を
終
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

今
後
も
継
続
す
る
方
針
で
す
が
、導
入
時
と
比
べ

る
と
形
式
的
に
な
る
と
い
う
か
、結
果
を
受
け
止
め

る
教
員
の
緊
張
感
も
減
退
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
段
階
へ
発
展
さ
せ
る
べ
く
、改
善
に
つ
と

め
た
い
と
思
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中京大学でもFD活動に取り組むこととなり、2008年、委員会発足と
合わせてFD委員長に。同時に副学長にも就任した。

り
、こ
の
三
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、Ｆ
Ｄ
活
動
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
に
、よ
り
良
い
教
育
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
み
た
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
を
学
生

の
中
か
ら
募
集
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、す
ぐ
に
三
十
名
ほ
ど
が
手
を
挙
げ
て
く
れ

ま
し
た
。果
た
し
て
学
生
が
集
ま
って
く
れ
る
の
か
、

正
直
、不
安
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、委

員
会
の
先
生
方
と
感
激
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま

す
。現
在
、彼
ら
は「
学
生
Ｆ
Ｄ
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
、

「
授
業
中
の
私
語
を
な
く
し
た
い
」「
机
の
落
書
き

を
消
し
た
い
」な
ど
、学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、自

主
的
な
活
動
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は「
大
学
の
す
べ
て
の
者
の《
幸
せ
》の
た

め
」と
Ｆ
Ｄ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、よ
り
良
い
授
業
が
現
実

化
さ
れ
れ
ば
、学
生
が
ま
ず
幸
せ
に
な
り
ま
す
。学

生
が
い
き
い
き
と
授
業
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
、教
員

も
元
気
に
な
れ
る
。つ
ま
り
学
生
も
教
員
も
、そ
し

て
ま
わ
り
で
支
え
て
く
だ
さ
る
職
員
の
方
々
も
、大

学
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
。私
た
ち
は
こ
れ
を
標

榜
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、Ｆ
Ｄ
は
誰
も
が
明

る
く
、前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
べ
き
活
動
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で〝
Ｆ
Ｄ
〞を“For D

oing our best！
”

と

読
み
替
え
た
わ
け
で
す
が
、教
職
員
も
学
生
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、学
内
の
好
循

環
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

今二

F

大
学
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
た
め
の
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
、

今
、中
京
大
学
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
安
村
仁
志
副
学
長
に
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
京
大
学 

副
学
長
・

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

安
村 

仁
志

FDとは「Faculty Development（教
授団の資質改善・能力開発）」という
意味であり、個々の大学教員の教育
力向上を図るために大学全体で行う
組織的な取り組みが“FD活動”です。
それまでFDは大学における努力義務
とされていましたが、2008年より、大
学設置基準において明確に義務づけ
られるようになっています。

FD活動とは

　
今
年
で
三
十
五
回
目
と
な
る
中
京

大
学
教
育
懇
談
会
が
、六
月
七
日

（
土
）、名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
空
模
様
の

中
、午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
た
全
体
会

で
は
、ま
ず
杉
野
邦
廣
教
育
後
援
会

長
が
ご
挨
拶
さ
れ
、少
子
化
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
中
で
保
護
者
の
方
々
に

も
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
と
ご

指
摘
さ
れ
た
上
で
、「
今
日
は
日
頃
の

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
は
じ
め

中
京
大
学
の
こ
れ
か
ら
を
紹
介

教育懇談会に参加された保護者の方々からのご感想
愛
　
知

開
催
都
市

都
道
府
県

開
催
日

会
　
場

沖
　
縄

6
/
14（
土
）
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
オ
リ
オ
ン

鹿
児
島

6
/
15（
日
）
城
山
観
光
ホ
テ
ル

石
　
川

6
/
14（
土
）
金
沢
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急

福
　
井

6
/
15（
日
）
ホ
テ
ル
フ
ジ
タ
福
井

山
　
口

6
/
14（
土
）
下
関
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

兵
　
庫

6
/
15（
日
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸

岐
　
阜

6
/
21（
土
）
岐
阜
都
ホ
テ
ル

岐
　
阜

6
/
22（
日
）
高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

愛
　
媛

6
/
21（
土
）
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル

高
　
知

6
/
22（
日
）
高
知
サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ
テ
ル

三
　
重

6
/
28（
土
）
四
日
市
都
ホ
テ
ル

三
　
重

6
/
29（
日
）
フ
レ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル

大
　
分

6
/
28（
土
）
大
分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

山
　
梨

7
/
5（
土
）
ホ
テ
ル
談
露
館

長
　
野

7
/
6（
日
）
ホ
テ
ル
モ
ン
タ
ー
ニュ
松
本

鳥
　
取

7
/
5（
土
）
ホ
テ
ル
ニュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取

島
　
根

7
/
6（
日
）
松
江
東
急
イ
ン

愛
　
知

7
/
5（
土
）
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
豊
橋

京
　
都

7
/
12（
土
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

和
歌
山

7
/
13（
日
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山

静
　
岡

7
/
12（
土
）
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松

静
　
岡

7
/
13（
日
）
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡

佐
　
賀

7
/
19（
土
）
ホ
テ
ル
ニュ
ー
オ
ー
タ
ニ
佐
賀

長
　
崎

7
/
20（
日
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

長
崎
グ
ラ
バ
ー
ヒ
ル

那
　
覇

鹿
児
島

金
　
沢

福
　
井

下
　
関

神
　
戸

岐
　
阜

高
　
山

松
　
山

高
　
知

四
日
市

松
　
阪

大
　
分

甲
　
府

松
　
本

鳥
　
取

松
　
江

豊
　
橋

京
　
都

和
歌
山

浜
　
松

静
　
岡

佐
　
賀

長
　
崎

日本中どの地域にお住まいの保護者の方も気軽にご参加いただけるよう、本年度も全国27会場にて教育懇談会を開催しました。
来年度も全国にて開催予定です。是非ご参加ください。

法学部法律学科（2年生）

松 阪 会場 豊 橋 会場島 根 会場
現代社会学部現代社会学科（1年生）スポーツ科学部スポーツ教育学科（3年生）

2
0
1
4
年
度

教
育
懇
談
会
開
催
会
場

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

（
文
学
部・国
際
英
語
学
部・法
学
部・

経
済
学
部
）

中
京
大
学
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

（
現
代
社
会
学
部・工
学
部・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
）

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

（
工
学
部・国
際
教
養
学
部・心
理
学
部・

経
営
学
部・総
合
政
策
学
部
）

6
/
7（
土
）

6
/
7（
土
）

6
/
8（
日
）

名
古
屋

豊
　
田

名
古
屋

教育懇談 会報告 保護者の皆様と大学との交流をサポートする教育懇談会が、
今年も全国で開催されました。

悩
み
を
ぜ
ひ
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
」と
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。続
い

て
登
壇
さ
れ
た
梅
村
清
英
理
事
長
は
、

本
年
度
か
ら
始
動
し
た
長
期
計
画

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
詳
し
く
ご
紹
介
。大

学
改
革
に
向
け
た
強
い
決
意
を
熱
く

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、各
学
部
に
分
か
れ
て
教

育
内
容
な
ど
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
昼
食
を

兼
ね
た
懇
親
会
を
実
施
。午
後
に
は

個
別
相
談
会
が
行
わ
れ
、就
職
や
留

学
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
ご
質
問
さ
れ

る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。　

2014年度

名古屋
会場

　一般説明をしてくださった担当者
の方々の説明がとてもわかりやすく、
中京大学が身近に感じられました。
また息子の相談に乗っていただける
環境と知り、安心できました。

　本日は遠方での開催に感謝すると
ともに、子どもたちへの温かいご支援
を知り、嬉しく思いました。初めてお会
いした保護者の方とも話題が尽き
ず、有意義に過ごせました。

　親として一番心配していた就職に
ついても大変わかりやすく説明してい
ただけました。今回参加し、大学の情
報を理解できたことで子どもとの会話
も弾みそうです。

名古屋
会場

6/7（土）

豊 田
会場

6/7（土）

　
昨
年
に
続
き
二
回
目
の
参
加
で

し
た
が
、梅
村
理
事
長
に
よ
る
長

期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
説
明
は

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、大
学
の

考
え
方
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し

た
。個
別
相
談
会
で
も
留
学
に
つ

い
て
本
音
で
相
談
が
で
き
、有
意

義
な
一
日
で
し
た
。

　
初
参
加
で
し
た
が
、特
に
個
別

相
談
会
が
良
か
っ
た
で
す
ね
。キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
が
親
切
に
対

応
し
て
く
だ
さ
り
、公
務
員
採
用

試
験
の
具
体
的
な
内
容
、傾
向
と

対
策
、他
大
学
と
の
違
い
な
ど
、た

く
さ
ん
の
情
報
を
得
ら
れ
て
大
変

満
足
で
す
。

参
加
さ
れ
た

保
護
者
の
声八木 守さん・悦子さん ご夫妻

愛知県名古屋市在住
大野　寛さん・好美さん ご夫妻

岐阜県可児市在住
加賀 敬章さん・まなみさん ご夫妻

愛知県東郷町在住
髙杉 達也さん・里香さん ご夫妻

愛知県岡崎市在住

豊田
会場

　
教
育
懇
談
会
に
は
一
年
次
か
ら

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。息
子
は

一
人
暮
ら
し
、し
か
も
三
年
生
で
、

今
日
は
公
務
員
試
験
や
卒
業
後
の

進
路
に
つ
い
て
ご
相
談
で
き
る
良

い
機
会
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。こ
れ

を
機
に
、家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
息
子
は
三
年
生
。成
績
の
こ
と

や
将
来
の
こ
と
な
ど
心
配
で
、初

め
て
参
加
し
ま
し
た
。や
は
り
男
の

子
で
す
の
で
、普
段
、多
く
を
語
っ

て
く
れ
ず
不
安
で
し
た
が
、先
生

や
職
員
の
方
の
説
明
は
わ
か
り
や

す
く
、少
し
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。来

て
良
か
っ
た
で
す
ね
。

参
加
さ
れ
た

保
護
者
の
声

　
平
年
よ
り
少
し
早
い
梅
雨
入
り
を

迎
え
た
六
月
七
日（
土
）、豊
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
五
百
名
近
い
保
護
者
の
方
々
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
午
前
十
時
、檀
上
の
北
川
薫

学
長
が
、「
中
京
大
学
の
成
り
立
ち
と

現
状
」と
し
て
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
ご

挨
拶
。
大
学
の
あ
ゆ
み
、長
期
計
画

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
T
10
」を
柱
と
す
る
新
た
な
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
公
務

員
試
験
や
教
員
採
用
試
験
の
合
格
者
数

保
護
者
と
の
思
い
を
一
つ
に
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

が
順
調
に
伸
び
て
い
る
、と
の
お
話
に
は
、

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　
各
学
部
懇
談
会
で
は
、専
門
分
野
の

学
び
や
単
位
の
取
り
方
、奨
学
金
な
ど

に
つい
て
、き
め
細
か
く
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行

わ
れ
ま
し
た
。昼
食
時
に
は
教
員
と
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

気
兼
ね
な
く
会
話
で
き
た
よ
う
で
す
。

　
午
後
は「
学
業
」「
学
生
生
活
」「
留
学
」

「
就
職
」「
公
務
員
対
策
」に
分
か
れ
て
個

別
相
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、ひっ
き

り
な
し
に
人
が
訪
れ
、お
子
様
への
思
い
の

丈
が
感
じ
ら
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

・「教育推進センター」設置構想
・新たなFD活動の可能性の模索

など

大学での授業計画書である「シラバス」に
は、何を学び、どんなことが身につく授業か、あ
るいは使用する教科書や教材、参考文献な
どが掲載されています。シラバスを活用し、大
学での学びを有意義なものにできるよう、FD
委員会で各科目のシラバスを数年かけて点
検し、書式も統一しました。大学ホームページ
で見ることができ、授業を履修する上でのアド
バイスや学習課題もチェックできます。バイスや学習課題もチェックできます。

FD委員会

FD活動推進部会
・授業改善のための
  アンケートの見直し・工夫
・シラバスの改善
・公開授業の推進

FD活動開発部会

F D は 大 学 すべての 者 の（ 幸 せ ）のため

For Doing our best !

う
し
た
活
動
に
、保
護
者
の
皆
様
に
は
、

今
の
大
学
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
お
感
じ
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
毎
年
、入
学
式
や
教
育
懇
談
会
で
配
布
し
て
い

る「
Ｆ
Ｄ
ニュ
ー
ス
」は
、こ
う
し
た
Ｆ
Ｄ
活
動
の
取
り

組
み
や
内
容
を
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。今
の
大
学

の
状
況
や
教
育
内
容
に
関
す
る
こ
と
、大
学
が
目
指

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、保

護
者
の
皆
様
に
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
、中
京
大
学

が
よ
り
良
い
学
び
の
た
め
に
、ど
ん
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

そ
れ
を
何
ら
か
の
機
会
に
親
子
の
会
話
に
交
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

　
最
近
の
学
生
は
、出
席
率
も
高
く
、遅
刻
者
も
割

合
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。レ
ポ
ー
ト
の
提
出
率

も
い
い
で
す
。Ｆ
Ｄ
の
成
果
で
あ
れ
ば
有
難
い
こ
と
で

す
が
、ど
う
や
ら
若
者
の
一
般
的
気
質
の
変
化
に
よ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。平
均
点
に

は
達
す
る
け
れ
ど
、そ
れ
以
上
に
個
性
あ
る
答
案

を
書
く
よ
う
な
、意
欲
的
な
部
分
で
少
し
物
足
り

な
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
高
校
ま
で
は「
学
び
習
う
」と
い
う
意
味
で
の

「
学
習
」で
し
た
。し
か
し
大
学
で
は
、「
学
び
修
め

る
」と
書
く「
学
修
」な
ん
で
す
ね
。「
学
習
か
ら
学

修
へ
」、用
意
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
こ
な
す
だ
け

で
な
く
、ぜ
ひ
自
立
的
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
学
ん
で
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
引
き
出
す
の
が
今
の
大

学
教
員
の
役
目
で
あ
り
、一
人
ひ
と
り
の
力
量
が
問

わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　「
難
し
過
ぎ
る
」「
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
」な

ど
、学
生
の
評
価
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、教
育
レ
ベ

ル
が
下
が
って
し
ま
って
は
本
末
転
倒
で
す
。教
育
の

質
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、ぜ
ひ
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
自
由
に
、意
欲
的
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸
収
し

て
欲
し
い
と
い
う
の
が
切
な
る
願
い
で
す
。

　
究
極
の
目
標
は
、「
Ｆ
Ｄ
活
動
」と
い
う
用
語
が
な

く
な
る
こ
と
で
す
。中
京
大
学
で
教
員
、職
員
、学

生
に
よって
、自
然
に
良
い
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る

状
態
に
な
って
い
る
こ
と
が
理
想
で
す
ね
。

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的
解消し、FDをより強化に進めるための「大学教育推進センター（仮称）」の設置が検討され
ています。

大人数、少人数教育それぞれに、効果的な
授業方法があり、より良い伝え方があります。
そこで教員同士が授業を見せあい、とりわけ
学生アンケートでも評価の高い授業方法を
学びあうことで、個 の々授業改善に結びつけ
ることができるよう、本学では原則「すべての
授業を公開」しています。日頃の研究成果を
確実に学生に伝え、学習効果の上がるノウ
ハウを全学的に共有できる仕組みです。

1人の教員につき、担当する1科目について、
年2回、授業アンケートを実施しています。学
生のアンケートに対する負担を減らすため、質
問を7項目程度に絞りこみ、その結果を教職
員へフィードバック。授業についての学生の
満足度を把握し、教員自身のイメージとの
ギャップを認識した上で、今後の授業方法
やカリキュラム、教育環境などの改善につな
げるための意識の共有を目的としています。

こ

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的

中京大学FD活動スローガン

・教職員と学生FDスタッフによる協働活動
・TA（Teaching Assistant）・
 SA（Student Assistant）の活動支援
・図書館等利用の促進

FD活動協働部会

・FDニュースの発行
・FD活動の広報

下部組織（FDニュース編集局）

などなど

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。



　
今
年
で
三
十
五
回
目
と
な
る
中
京

大
学
教
育
懇
談
会
が
、六
月
七
日

（
土
）、名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
空
模
様
の

中
、午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
た
全
体
会

で
は
、ま
ず
杉
野
邦
廣
教
育
後
援
会

長
が
ご
挨
拶
さ
れ
、少
子
化
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
中
で
保
護
者
の
方
々
に

も
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
と
ご

指
摘
さ
れ
た
上
で
、「
今
日
は
日
頃
の

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
は
じ
め

中
京
大
学
の
こ
れ
か
ら
を
紹
介

教育懇談会に参加された保護者の方々からのご感想
愛
　
知

開
催
都
市

都
道
府
県

開
催
日

会
　
場

沖
　
縄
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グ
ラ
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ヴ
ィ
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京
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和
歌
山

7
/
13（
日
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
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ヴ
ィ
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和
歌
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静
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7
/
12（
土
）
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松

静
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7
/
13（
日
）
ホ
テ
ル
セ
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チ
ュ
リ
ー
静
岡

佐
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7
/
19（
土
）
ホ
テ
ル
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ー
オ
ー
タ
ニ
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長
　
崎

7
/
20（
日
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

長
崎
グ
ラ
バ
ー
ヒ
ル

那
　
覇

鹿
児
島

金
　
沢

福
　
井

下
　
関

神
　
戸

岐
　
阜

高
　
山

松
　
山

高
　
知

四
日
市

松
　
阪

大
　
分

甲
　
府

松
　
本

鳥
　
取

松
　
江

豊
　
橋

京
　
都

和
歌
山

浜
　
松

静
　
岡

佐
　
賀

長
　
崎

日本中どの地域にお住まいの保護者の方も気軽にご参加いただけるよう、本年度も全国27会場にて教育懇談会を開催しました。
来年度も全国にて開催予定です。是非ご参加ください。

法学部法律学科（2年生）

松 阪 会場 豊 橋 会場島 根 会場
現代社会学部現代社会学科（1年生）スポーツ科学部スポーツ教育学科（3年生）

2
0
1
4
年
度

教
育
懇
談
会
開
催
会
場

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

（
文
学
部・国
際
英
語
学
部・法
学
部・

経
済
学
部
）

中
京
大
学
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

（
現
代
社
会
学
部・工
学
部・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
）

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

（
工
学
部・国
際
教
養
学
部・心
理
学
部・

経
営
学
部・総
合
政
策
学
部
）

6
/
7（
土
）

6
/
7（
土
）

6
/
8（
日
）

名
古
屋

豊
　
田

名
古
屋

教育懇談 会報告 保護者の皆様と大学との交流をサポートする教育懇談会が、
今年も全国で開催されました。

悩
み
を
ぜ
ひ
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
」と
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。続
い

て
登
壇
さ
れ
た
梅
村
清
英
理
事
長
は
、

本
年
度
か
ら
始
動
し
た
長
期
計
画

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
詳
し
く
ご
紹
介
。大

学
改
革
に
向
け
た
強
い
決
意
を
熱
く

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、各
学
部
に
分
か
れ
て
教

育
内
容
な
ど
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
昼
食
を

兼
ね
た
懇
親
会
を
実
施
。午
後
に
は

個
別
相
談
会
が
行
わ
れ
、就
職
や
留

学
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
ご
質
問
さ
れ

る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。　

2014年度

名古屋
会場

　一般説明をしてくださった担当者
の方々の説明がとてもわかりやすく、
中京大学が身近に感じられました。
また息子の相談に乗っていただける
環境と知り、安心できました。

　本日は遠方での開催に感謝すると
ともに、子どもたちへの温かいご支援
を知り、嬉しく思いました。初めてお会
いした保護者の方とも話題が尽き
ず、有意義に過ごせました。

　親として一番心配していた就職に
ついても大変わかりやすく説明してい
ただけました。今回参加し、大学の情
報を理解できたことで子どもとの会話
も弾みそうです。

名古屋
会場

6/7（土）

豊 田
会場

6/7（土）

　
昨
年
に
続
き
二
回
目
の
参
加
で

し
た
が
、梅
村
理
事
長
に
よ
る
長

期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
説
明
は

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、大
学
の

考
え
方
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し

た
。個
別
相
談
会
で
も
留
学
に
つ

い
て
本
音
で
相
談
が
で
き
、有
意

義
な
一
日
で
し
た
。

　
初
参
加
で
し
た
が
、特
に
個
別

相
談
会
が
良
か
っ
た
で
す
ね
。キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
が
親
切
に
対

応
し
て
く
だ
さ
り
、公
務
員
採
用

試
験
の
具
体
的
な
内
容
、傾
向
と

対
策
、他
大
学
と
の
違
い
な
ど
、た

く
さ
ん
の
情
報
を
得
ら
れ
て
大
変

満
足
で
す
。

参
加
さ
れ
た

保
護
者
の
声八木 守さん・悦子さん ご夫妻

愛知県名古屋市在住
大野　寛さん・好美さん ご夫妻

岐阜県可児市在住
加賀 敬章さん・まなみさん ご夫妻

愛知県東郷町在住
髙杉 達也さん・里香さん ご夫妻

愛知県岡崎市在住

豊田
会場

　
教
育
懇
談
会
に
は
一
年
次
か
ら

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。息
子
は

一
人
暮
ら
し
、し
か
も
三
年
生
で
、

今
日
は
公
務
員
試
験
や
卒
業
後
の

進
路
に
つ
い
て
ご
相
談
で
き
る
良

い
機
会
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。こ
れ

を
機
に
、家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
息
子
は
三
年
生
。成
績
の
こ
と

や
将
来
の
こ
と
な
ど
心
配
で
、初

め
て
参
加
し
ま
し
た
。や
は
り
男
の

子
で
す
の
で
、普
段
、多
く
を
語
っ

て
く
れ
ず
不
安
で
し
た
が
、先
生

や
職
員
の
方
の
説
明
は
わ
か
り
や

す
く
、少
し
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。来

て
良
か
っ
た
で
す
ね
。

参
加
さ
れ
た

保
護
者
の
声

　
平
年
よ
り
少
し
早
い
梅
雨
入
り
を

迎
え
た
六
月
七
日（
土
）、豊
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
五
百
名
近
い
保
護
者
の
方
々
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
午
前
十
時
、檀
上
の
北
川
薫

学
長
が
、「
中
京
大
学
の
成
り
立
ち
と

現
状
」と
し
て
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
ご

挨
拶
。
大
学
の
あ
ゆ
み
、長
期
計
画

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
T
10
」を
柱
と
す
る
新
た
な
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
公
務

員
試
験
や
教
員
採
用
試
験
の
合
格
者
数

保
護
者
と
の
思
い
を
一
つ
に
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

が
順
調
に
伸
び
て
い
る
、と
の
お
話
に
は
、

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　
各
学
部
懇
談
会
で
は
、専
門
分
野
の

学
び
や
単
位
の
取
り
方
、奨
学
金
な
ど

に
つい
て
、き
め
細
か
く
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行

わ
れ
ま
し
た
。昼
食
時
に
は
教
員
と
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

気
兼
ね
な
く
会
話
で
き
た
よ
う
で
す
。

　
午
後
は「
学
業
」「
学
生
生
活
」「
留
学
」

「
就
職
」「
公
務
員
対
策
」に
分
か
れ
て
個

別
相
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、ひっ
き

り
な
し
に
人
が
訪
れ
、お
子
様
への
思
い
の

丈
が
感
じ
ら
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

・「教育推進センター」設置構想
・新たなFD活動の可能性の模索

など

大学での授業計画書である「シラバス」に
は、何を学び、どんなことが身につく授業か、あ
るいは使用する教科書や教材、参考文献な
どが掲載されています。シラバスを活用し、大
学での学びを有意義なものにできるよう、FD
委員会で各科目のシラバスを数年かけて点
検し、書式も統一しました。大学ホームページ
で見ることができ、授業を履修する上でのアド
バイスや学習課題もチェックできます。バイスや学習課題もチェックできます。

FD委員会

FD活動推進部会
・授業改善のための
  アンケートの見直し・工夫
・シラバスの改善
・公開授業の推進

FD活動開発部会

F D は 大 学 すべての 者 の（ 幸 せ ）のため

For Doing our best !

う
し
た
活
動
に
、保
護
者
の
皆
様
に
は
、

今
の
大
学
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
お
感
じ
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
毎
年
、入
学
式
や
教
育
懇
談
会
で
配
布
し
て
い

る「
Ｆ
Ｄ
ニュ
ー
ス
」は
、こ
う
し
た
Ｆ
Ｄ
活
動
の
取
り

組
み
や
内
容
を
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。今
の
大
学

の
状
況
や
教
育
内
容
に
関
す
る
こ
と
、大
学
が
目
指

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、保

護
者
の
皆
様
に
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
、中
京
大
学

が
よ
り
良
い
学
び
の
た
め
に
、ど
ん
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

そ
れ
を
何
ら
か
の
機
会
に
親
子
の
会
話
に
交
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

　
最
近
の
学
生
は
、出
席
率
も
高
く
、遅
刻
者
も
割

合
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。レ
ポ
ー
ト
の
提
出
率

も
い
い
で
す
。Ｆ
Ｄ
の
成
果
で
あ
れ
ば
有
難
い
こ
と
で

す
が
、ど
う
や
ら
若
者
の
一
般
的
気
質
の
変
化
に
よ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。平
均
点
に

は
達
す
る
け
れ
ど
、そ
れ
以
上
に
個
性
あ
る
答
案

を
書
く
よ
う
な
、意
欲
的
な
部
分
で
少
し
物
足
り

な
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
高
校
ま
で
は「
学
び
習
う
」と
い
う
意
味
で
の

「
学
習
」で
し
た
。し
か
し
大
学
で
は
、「
学
び
修
め

る
」と
書
く「
学
修
」な
ん
で
す
ね
。「
学
習
か
ら
学

修
へ
」、用
意
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
こ
な
す
だ
け

で
な
く
、ぜ
ひ
自
立
的
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
学
ん
で
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
引
き
出
す
の
が
今
の
大

学
教
員
の
役
目
で
あ
り
、一
人
ひ
と
り
の
力
量
が
問

わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　「
難
し
過
ぎ
る
」「
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
」な

ど
、学
生
の
評
価
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、教
育
レ
ベ

ル
が
下
が
って
し
ま
って
は
本
末
転
倒
で
す
。教
育
の

質
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、ぜ
ひ
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
自
由
に
、意
欲
的
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸
収
し

て
欲
し
い
と
い
う
の
が
切
な
る
願
い
で
す
。

　
究
極
の
目
標
は
、「
Ｆ
Ｄ
活
動
」と
い
う
用
語
が
な

く
な
る
こ
と
で
す
。中
京
大
学
で
教
員
、職
員
、学

生
に
よって
、自
然
に
良
い
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る

状
態
に
な
って
い
る
こ
と
が
理
想
で
す
ね
。

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的
解消し、FDをより強化に進めるための「大学教育推進センター（仮称）」の設置が検討され
ています。

大人数、少人数教育それぞれに、効果的な
授業方法があり、より良い伝え方があります。
そこで教員同士が授業を見せあい、とりわけ
学生アンケートでも評価の高い授業方法を
学びあうことで、個 の々授業改善に結びつけ
ることができるよう、本学では原則「すべての
授業を公開」しています。日頃の研究成果を
確実に学生に伝え、学習効果の上がるノウ
ハウを全学的に共有できる仕組みです。

1人の教員につき、担当する1科目について、
年2回、授業アンケートを実施しています。学
生のアンケートに対する負担を減らすため、質
問を7項目程度に絞りこみ、その結果を教職
員へフィードバック。授業についての学生の
満足度を把握し、教員自身のイメージとの
ギャップを認識した上で、今後の授業方法
やカリキュラム、教育環境などの改善につな
げるための意識の共有を目的としています。

こ

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的

中京大学FD活動スローガン

・教職員と学生FDスタッフによる協働活動
・TA（Teaching Assistant）・
 SA（Student Assistant）の活動支援
・図書館等利用の促進

FD活動協働部会

・FDニュースの発行
・FD活動の広報

下部組織（FDニュース編集局）

などなど

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

2 014年度  教育奨励賞受賞者

2 013年度  中京大学教育後援会 決算報告書

項目
前期繰越金
会　費
受取利息
預金（振込手数料）
その他収入
戻入金

教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
学術・スポーツ活動奨励寄付金
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
次期繰越金

82,419,741
188,550,000

36,454
4,025
52,500
19,580

35,278,943
4,302,900
5,604,822
6,500,000
580,000

22,052,562
915,365
2,190,094
150,545
1,000,000
82,841,200
30,000,000
79,665,869

予算額 項目 予算額

合計 合計

収入 支出

￥271,082,300 ￥271,082,300

授与学生数及び奨励金額

情報理工

工

スポーツ科

情報システム工
情報メディア工
機械情報工
機械システム工
電気電子工
情報工
メディア工

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年２名以内

スポーツ教育
競技スポーツ科

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内

スポーツ健康科 成績上位者各学年３名以内

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

学部 学科 授与学生数 奨励金額

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

日本文
言語表現
国際英語
英米文化
国際教養
心理
現代社会
法律
総合政策

学部 学科 授与学生数 奨励金額

文

国際英語

国際教養
心理
現代社会
法
総合政策

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内経済経済
成績上位者各学年５名以内経営経営

項目
前期繰越金
会　費
受取利息

予算額 予算額項目
教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
入学辞退者等会費返金費
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
中京大学６０周年記念事業補助金
次期繰越金

33,000,000
5,000,000
7,000,000
8,000,000
1,000,000
30,000,000
3,000,000
2,000,000
1,000,000
200,000

45,000,000
45,000,000
1,000,000
88,565,869

￥269,765,869合計 ￥269,765,869合計

収入 支出

2 014年度  中京大学教育後援会 予算書

79,665,869
190,000,000
100,000

①1・2年次の基準は、年間修得単位数40単位以上とする。 ②3年次の基準は、総修得単位数120単位以上とする。 ③GPA（Grade Point Average）を使用し、各学科10位までを教育奨励賞候補者として選出する。

第14 回
2014年

6月19日（木）
開 催

文学部 ・ 心理学部法学部 ・ 経済学部

国際英語学部 ・ 国際教養学部 ・ 経営学部総合政策学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

評定Sの単位数×4※GPAの算出式 ＋ ＋ ＋ ÷評定Aの単位数×3 評定Bの単位数×2 評定Cの単位数×1 修得単位数

文
学
部

国
際
英
語
学
部

日
本
文
学
科

言
語
表
現
学
科

国
際
英
語
学
科

国
際
教
養

学
部

国
際
教
養

学
科

英
米
文
化
学
科

4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3

水谷　優花
高橋　真弥
栢原　真美
佐竹　あゆ美
寺澤　沙羅
大河内　志帆
別府　祐希
小黒　祐実
櫻井　舞
土谷　恵理
神谷　有紗
安部　千菜美
小松　紗織
藤井　美咲
高藤　咲希
金原　祐子
前野　紘子
可知　秋代
山下　明里
長谷川　友里
木村　英里名
小川　向日葵
夏目　和加子
長崎　笑子
太田　燎
青木　香澄
金沢　京佳
河合　真奈光
浅倉　悠美
鈴木　美有
尾関　優希
前田　彩乃
日比　千愛美
高杉　美和
西川　眞帆
宮地　優奈
エグエズ・チュタ・ガリルイス
長谷川　愛
加藤　雅隆
酒井　未紗

心
理
学
部

心
理
学
科

現
代
社
会
学
部

現
代
社
会
学
科

法
学
部

法
律
学
科

3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
4

中垣内　優希
廣田　聡美
遠藤　杏菜
小川　翔子
中村　公美
川田　奈於
笠井　美乃里
青木　奈未
池田　葵
大谷　礼子
道脇　菜々穂
桑山　友里
加納　理恵子
遠山　素乃子
深田　菜美子
安田　由真
加藤　史菜
梅村　裕多香
新井　佑実
石川　果穂
青木　耀平
諸江　音美
北沢　歩実
高塚　博子
内山　友梨
木村　結香
波多野　香織
浅井　涼太
八田　莉衣
天野　由鳥
漆間　茜
長谷川　詠美
石山　香穂
河瀬　留彩
岩月　彩
福沢　仁
望月　晴加
後藤　翔一
西沢　美紀
山田　江里子

総
合
政
策
学
部

総
合
政
策
学
科

経
済
学
部

経
済
学
科

4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2

張田　雄暉
後藤　菜月
橋本　健太郎
安田　大輝
大橋　真央
加藤　優里
石川　愛望
大橋　慶甫
柳沼　若南
栃原　奈央子
小久保　実紀
伊藤　美有
辻村　真里奈
長瀬　実希
神谷　明里
武藤　春香
上倉　昇悟
青木　理沙
落合　真子
川合　良延
浅沼　夏奈
葛谷　知美
小山田　藍
宮部　洋輝
山崎　友菜
原　あい
上田　光輪子
宮地　梨衣
濱條　由莉
竹居　直樹
鈴木　諒佑
春日井　志菜
河村　春菜
新中　大地
藤本　雅也
野元　友美子
幸來　貴人
大角　輝
飯田　朱莉
安藤　智哉

情
報
理
工
学
部

工
学
部

2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
2
2
2
2
2

堺　啓太
吉田　隆宏
川　雄太
細井　飛聡
丹羽　絢音
伊佐治　佳苗
山口　明音
小高　あず沙
小島　潤也
大野　由賀
八木　瑛理香
田中　絵里
今村　みなみ
石橋　優希
清水　梨加
岡野　浩寿
成瀬　千春
金粕　慎平
林　広幸
舘　亜里紗
松本　健一
江口　準啓
森本　一輝
磯部　光佑
伊藤　琴美
竹内　義宜
メイ　ズイ
立山　蓮
山本　崇喜
佐々木　康輔
兼松　裕一
伊藤　里英
熊崎　陽介
松田　博樹
間瀬　基之
飯塚　正樹
真川　智也
大塚　慧介
永井　宏樹
貝沼　雄太

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

機
械
シ
ス
テ
ム

工
学
科

電
気
電
子
工
学
科

情
報

工
学
科
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

情
報
シ
ス
テ
ム

工
学
科

経
営
学
部

経
営
学
科

情
報
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

機
械
情
報

工
学
科

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科

2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2

河津　直樹
伊藤　貴洋
松本　弦篤
菊地　慎之介
大隅　純子
松本　あすか
道脇　大斗
佐久間　綾香
角田　和繁
河野　真理果
石川　聡珠
平子　大喜
加藤　咲希
澤　理沙
岡田　美久
近藤　さき
佐藤　裕也
山田　瑞輝
佐野　円香
杉山　凌
池野　恵理子
佐々木　一憲
清水　陽平
長谷　瑞希
本多　史奈
高橋　健太
若月　翼
石原　康平
平手　佑佳
村上　宏樹
山口　恭平
米野　真由
川口　拓也
落海　なえ
湖東　祐貴
高塚　裕子
次良丸　あずさ
光岡　正太郎
彦坂　幹斗

教育奨励賞

教育奨励賞授与式
　
毎
年
、中
京
大
学
教
育
後
援
会
が
学
生
の
修
学
意
欲

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
って
い
る
、「
教
育
奨
励

賞
」の
授
与
式
が
六
月
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
学
年
別
に
、そ
れ
ぞ
れ
修
得
し
た
科
目
の
成
績

上
位
者
二
〜
五
名
を
表
彰
す
る
も
の
で
、今
年
は
二
年
生

か
ら
四
年
生
の
学
生
百
九
十
九
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
度
の
授
与
式
は
、学
部
配
置
に
合
わ
せ
て

名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パス
で
同
時
開
催
さ
れ
、会
場
と

な
っ
た
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
、八
一
二
教
室
に
は
ス
ー
ツ
に
身
を

包
み
、凛
々
し
い
表
情
の
学
生
た
ち
が
集
結
し
ま
し
た
。

　
午
後
五
時
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
会
場
で
は
、杉
野
邦
廣

教
育
後
援
会
長
の
ご
挨
拶
か
ら
授
与
式
が
ス
タ
ー
ト
。

　「
年
々
、中
京
大
学
の
学
力
が
向
上
す
る
な
か
で
、と
く

に
成
績
優
秀
な
皆
さ
ん
は
本
学
を
代
表
す
る
方
々
で
あ

り
、日
本
の
将
来
を
担
う
方
々
で
も
あ
り
ま
す
。い
つ
か

世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

い
ま
世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
が
起
こ
り
、信
じ
ら

れ
な
い
事
件
、異
常
気
象
な
ど
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
激
変
し
て
い
ま
す
が
、自
分
の
進
む
べ
き
道
を
め
ざ

し
、今
後
も
精
進
し
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
会
場
で
は
、北
川
薫
学
長
が

「
保
護
者
の
方
々
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
奨
励
金
を
ど
う

使
う
か
、そ
こ
は
知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら

先
の
長
い
人
生
の
転
機
に
な
る
よ
う
な
使
い
道
も
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、若
い
知
恵
を
絞
って
欲
し
い
」と

ご
挨
拶
。学
生
た
ち
の
顔
が
ぐ
っ
と
引
き
締
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、学
部
学
科
単
位
で
全
員
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
、

各
学
科
の
代
表
者
に
賞
状
と
奨
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。今
日
の
日
を
誇
り
に
、そ
し
て
今
後
の
励
み
に
、さ
ら

な
る
努
力
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

会員のご子女の中から、学業成績の優秀な学生に奨励金を贈って表彰すること
により、修学意欲の高揚を目的とする制度です。

名古屋キャンパス
NAGOYA CAMPUS

豊田キャンパス
TOYOTA CAMPUS

スポーツ科学部現代社会学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

年2回、約200名の文化会員が集まり、交流や会議を行う「リーダーズキャンプ」は
執行部主催の大きなイベント。2泊3日の全日程を仕切る。

舟橋 大裕さん
心理学部心理学科（4年）

熱き志を胸に文化会を牽引する、執行部第60代幹事長。

輝く
中京大生

洞庭 誠治さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

1年生から体育会幹事会に所属。現在、第58代体育会幹事会
幹事長。

輝く
中京大生

　1年生で司会放送部に入り、文化会の一員として過ごしてきまし
たが、2年生の秋、「マジメそうな奴がいる」と先輩の目に留まり、
声を掛けられたのが執行部に入ったきっかけです。
　初年度は総務局長を務め、先輩の推薦で幹事長を引き受ける
ことに。しかしそのプレッシャーたるや、外から見ていたのとでは大
違いでした。そもそも正規の部活動を行っているか、部室が不正
に使用されていないかなど、所属団体の活動を管理し、円滑な活
動をサポートするのが執行部の役割。中には予算の審議も含まれ
ており、団体の活動内容によっては予算ゼロ、という最終決定を
幹事長の僕が下さなければならないこともあります。判断を誤れば、
文化会だけでなく、所属する800人近くの学生に負担を強いてしま
うことを考えると、胃の痛くなる思いでした。
　でも、後輩たちが可愛いんですよね。彼らの部活が存続し、今の
1年生が卒業するまで好きな活動ができるよう、正すべきところは正
しておきたい。文化系ではありますが、僕がしっかり先頭を突っ
走っていかないと、皆もきっと熱くなれないですから。
　大学と学生をつなぐ架け橋として仕事をこなしてきたことで、双
方向の視点を持てるようになりました。まずは相手の気持ちを慮る、
そんなところから新たな視点が芽生えるように思います。次の幹事
長には、そんな考えも一緒にバトンタッチしたいですね。

後輩を思いやる熱い気持ちを原動力に、
文化会の先頭で走りつづける。

　体育会幹事会に入ったのは、部活で「幹事会に入ってほしい」
と言われたから。皆、そうだと思いますが、好きな部活動だけに専念
していたいじゃないですか。仕事もよくわからないし、正直、最初は
嫌々、参加していました。
　そのうちリーダーズキャンプやスポーツ功労賞祝賀会の企画運
営、体育会誌の編集発行と、幹事会の役割がわかるようになっ
て、この組織の面白さに気づきました。
　とくに幹事会の場合、スポーツ振興室と一緒に仕事をする機会
も多く、職員の方々と触れ合うなかで教えられること、学ぶことが本
当にたくさんあるんですね。アメフトや陸上、水泳選手…元アス
リートとして日本を背負った方もいらっしゃいますし、掛けていただ
いた言葉の一つひとつ、どれも宝物のように感じられて全部ノート
に書き留めています。
　とはいえ、僕たち幹事会の方からも声を出していかなくちゃいけ
ない。先日、名古屋キャンパスで開催した「応援プロジェクト」は、
スポーツ振興室に僕らが積極的にアイデアを提案しながらカタチ
にしていったものです。もともと名古屋キャンパスの学生にも体育
会の選手を応援してもらおうと企画したイベントですが、学生を
一つにまとめられるのは、学生の勢いだと思うんですよね。まだまだ
幹事会にしかできないこともあるでしょうし、次の世代のお手本に
なれるよう、もっと情熱を注いでいきたいと思います。

部活動にはない出会いと学びのなかで、
気づいた幹事会の意義。

名古屋キャンパスに学生アスリートが集結した「応援プロジェクト」。洞庭君も裏方を
務めながらステージに登場し、会場を熱く盛り上げた。



2 014年度  教育奨励賞受賞者

2 013年度  中京大学教育後援会 決算報告書

項目
前期繰越金
会　費
受取利息
預金（振込手数料）
その他収入
戻入金

教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
学術・スポーツ活動奨励寄付金
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
次期繰越金

82,419,741
188,550,000

36,454
4,025
52,500
19,580

35,278,943
4,302,900
5,604,822
6,500,000
580,000

22,052,562
915,365
2,190,094
150,545
1,000,000
82,841,200
30,000,000
79,665,869

予算額 項目 予算額

合計 合計

収入 支出

￥271,082,300 ￥271,082,300

授与学生数及び奨励金額

情報理工

工

スポーツ科

情報システム工
情報メディア工
機械情報工
機械システム工
電気電子工
情報工
メディア工

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年２名以内

スポーツ教育
競技スポーツ科

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内

スポーツ健康科 成績上位者各学年３名以内

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

学部 学科 授与学生数 奨励金額

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

日本文
言語表現
国際英語
英米文化
国際教養
心理
現代社会
法律
総合政策

学部 学科 授与学生数 奨励金額

文

国際英語

国際教養
心理
現代社会
法
総合政策

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内経済経済
成績上位者各学年５名以内経営経営

項目
前期繰越金
会　費
受取利息

予算額 予算額項目
教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
入学辞退者等会費返金費
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
中京大学６０周年記念事業補助金
次期繰越金

33,000,000
5,000,000
7,000,000
8,000,000
1,000,000
30,000,000
3,000,000
2,000,000
1,000,000
200,000

45,000,000
45,000,000
1,000,000
88,565,869

￥269,765,869合計 ￥269,765,869合計

収入 支出

2 014年度  中京大学教育後援会 予算書

79,665,869
190,000,000
100,000

①1・2年次の基準は、年間修得単位数40単位以上とする。 ②3年次の基準は、総修得単位数120単位以上とする。 ③GPA（Grade Point Average）を使用し、各学科10位までを教育奨励賞候補者として選出する。

第14 回
2014年

6月19日（木）
開 催

文学部 ・ 心理学部法学部 ・ 経済学部

国際英語学部 ・ 国際教養学部 ・ 経営学部総合政策学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

評定Sの単位数×4※GPAの算出式 ＋ ＋ ＋ ÷評定Aの単位数×3 評定Bの単位数×2 評定Cの単位数×1 修得単位数

文
学
部

国
際
英
語
学
部

日
本
文
学
科

言
語
表
現
学
科

国
際
英
語
学
科

国
際
教
養

学
部

国
際
教
養

学
科

英
米
文
化
学
科

4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3

水谷　優花
高橋　真弥
栢原　真美
佐竹　あゆ美
寺澤　沙羅
大河内　志帆
別府　祐希
小黒　祐実
櫻井　舞
土谷　恵理
神谷　有紗
安部　千菜美
小松　紗織
藤井　美咲
高藤　咲希
金原　祐子
前野　紘子
可知　秋代
山下　明里
長谷川　友里
木村　英里名
小川　向日葵
夏目　和加子
長崎　笑子
太田　燎
青木　香澄
金沢　京佳
河合　真奈光
浅倉　悠美
鈴木　美有
尾関　優希
前田　彩乃
日比　千愛美
高杉　美和
西川　眞帆
宮地　優奈
エグエズ・チュタ・ガリルイス
長谷川　愛
加藤　雅隆
酒井　未紗

心
理
学
部

心
理
学
科

現
代
社
会
学
部

現
代
社
会
学
科

法
学
部

法
律
学
科

3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
4

中垣内　優希
廣田　聡美
遠藤　杏菜
小川　翔子
中村　公美
川田　奈於
笠井　美乃里
青木　奈未
池田　葵
大谷　礼子
道脇　菜々穂
桑山　友里
加納　理恵子
遠山　素乃子
深田　菜美子
安田　由真
加藤　史菜
梅村　裕多香
新井　佑実
石川　果穂
青木　耀平
諸江　音美
北沢　歩実
高塚　博子
内山　友梨
木村　結香
波多野　香織
浅井　涼太
八田　莉衣
天野　由鳥
漆間　茜
長谷川　詠美
石山　香穂
河瀬　留彩
岩月　彩
福沢　仁
望月　晴加
後藤　翔一
西沢　美紀
山田　江里子

総
合
政
策
学
部

総
合
政
策
学
科

経
済
学
部

経
済
学
科

4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2

張田　雄暉
後藤　菜月
橋本　健太郎
安田　大輝
大橋　真央
加藤　優里
石川　愛望
大橋　慶甫
柳沼　若南
栃原　奈央子
小久保　実紀
伊藤　美有
辻村　真里奈
長瀬　実希
神谷　明里
武藤　春香
上倉　昇悟
青木　理沙
落合　真子
川合　良延
浅沼　夏奈
葛谷　知美
小山田　藍
宮部　洋輝
山崎　友菜
原　あい
上田　光輪子
宮地　梨衣
濱條　由莉
竹居　直樹
鈴木　諒佑
春日井　志菜
河村　春菜
新中　大地
藤本　雅也
野元　友美子
幸來　貴人
大角　輝
飯田　朱莉
安藤　智哉

情
報
理
工
学
部

工
学
部

2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
2
2
2
2
2

堺　啓太
吉田　隆宏
川　雄太
細井　飛聡
丹羽　絢音
伊佐治　佳苗
山口　明音
小高　あず沙
小島　潤也
大野　由賀
八木　瑛理香
田中　絵里
今村　みなみ
石橋　優希
清水　梨加
岡野　浩寿
成瀬　千春
金粕　慎平
林　広幸
舘　亜里紗
松本　健一
江口　準啓
森本　一輝
磯部　光佑
伊藤　琴美
竹内　義宜
メイ　ズイ
立山　蓮
山本　崇喜
佐々木　康輔
兼松　裕一
伊藤　里英
熊崎　陽介
松田　博樹
間瀬　基之
飯塚　正樹
真川　智也
大塚　慧介
永井　宏樹
貝沼　雄太

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

機
械
シ
ス
テ
ム

工
学
科

電
気
電
子
工
学
科

情
報

工
学
科
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

情
報
シ
ス
テ
ム

工
学
科

経
営
学
部

経
営
学
科

情
報
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

機
械
情
報

工
学
科

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科

2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2

河津　直樹
伊藤　貴洋
松本　弦篤
菊地　慎之介
大隅　純子
松本　あすか
道脇　大斗
佐久間　綾香
角田　和繁
河野　真理果
石川　聡珠
平子　大喜
加藤　咲希
澤　理沙
岡田　美久
近藤　さき
佐藤　裕也
山田　瑞輝
佐野　円香
杉山　凌
池野　恵理子
佐々木　一憲
清水　陽平
長谷　瑞希
本多　史奈
高橋　健太
若月　翼
石原　康平
平手　佑佳
村上　宏樹
山口　恭平
米野　真由
川口　拓也
落海　なえ
湖東　祐貴
高塚　裕子
次良丸　あずさ
光岡　正太郎
彦坂　幹斗

教育奨励賞

教育奨励賞授与式
　
毎
年
、中
京
大
学
教
育
後
援
会
が
学
生
の
修
学
意
欲

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
って
い
る
、「
教
育
奨
励

賞
」の
授
与
式
が
六
月
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
学
年
別
に
、そ
れ
ぞ
れ
修
得
し
た
科
目
の
成
績

上
位
者
二
〜
五
名
を
表
彰
す
る
も
の
で
、今
年
は
二
年
生

か
ら
四
年
生
の
学
生
百
九
十
九
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
度
の
授
与
式
は
、学
部
配
置
に
合
わ
せ
て

名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パス
で
同
時
開
催
さ
れ
、会
場
と

な
っ
た
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
、八
一
二
教
室
に
は
ス
ー
ツ
に
身
を

包
み
、凛
々
し
い
表
情
の
学
生
た
ち
が
集
結
し
ま
し
た
。

　
午
後
五
時
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
会
場
で
は
、杉
野
邦
廣

教
育
後
援
会
長
の
ご
挨
拶
か
ら
授
与
式
が
ス
タ
ー
ト
。

　「
年
々
、中
京
大
学
の
学
力
が
向
上
す
る
な
か
で
、と
く

に
成
績
優
秀
な
皆
さ
ん
は
本
学
を
代
表
す
る
方
々
で
あ

り
、日
本
の
将
来
を
担
う
方
々
で
も
あ
り
ま
す
。い
つ
か

世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

い
ま
世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
が
起
こ
り
、信
じ
ら

れ
な
い
事
件
、異
常
気
象
な
ど
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
激
変
し
て
い
ま
す
が
、自
分
の
進
む
べ
き
道
を
め
ざ

し
、今
後
も
精
進
し
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
会
場
で
は
、北
川
薫
学
長
が

「
保
護
者
の
方
々
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
奨
励
金
を
ど
う

使
う
か
、そ
こ
は
知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら

先
の
長
い
人
生
の
転
機
に
な
る
よ
う
な
使
い
道
も
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、若
い
知
恵
を
絞
って
欲
し
い
」と

ご
挨
拶
。学
生
た
ち
の
顔
が
ぐ
っ
と
引
き
締
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、学
部
学
科
単
位
で
全
員
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
、

各
学
科
の
代
表
者
に
賞
状
と
奨
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。今
日
の
日
を
誇
り
に
、そ
し
て
今
後
の
励
み
に
、さ
ら

な
る
努
力
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

会員のご子女の中から、学業成績の優秀な学生に奨励金を贈って表彰すること
により、修学意欲の高揚を目的とする制度です。

名古屋キャンパス
NAGOYA CAMPUS

豊田キャンパス
TOYOTA CAMPUS

スポーツ科学部現代社会学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

　
今
年
で
三
十
五
回
目
と
な
る
中
京

大
学
教
育
懇
談
会
が
、六
月
七
日

（
土
）、名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
空
模
様
の

中
、午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
た
全
体
会

で
は
、ま
ず
杉
野
邦
廣
教
育
後
援
会

長
が
ご
挨
拶
さ
れ
、少
子
化
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
中
で
保
護
者
の
方
々
に

も
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
と
ご

指
摘
さ
れ
た
上
で
、「
今
日
は
日
頃
の

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
は
じ
め

中
京
大
学
の
こ
れ
か
ら
を
紹
介

教育懇談会に参加された保護者の方々からのご感想
愛
　
知

開
催
都
市

都
道
府
県

開
催
日

会
　
場

沖
　
縄

6
/
14（
土
）
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
オ
リ
オ
ン

鹿
児
島

6
/
15（
日
）
城
山
観
光
ホ
テ
ル

石
　
川

6
/
14（
土
）
金
沢
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急

福
　
井

6
/
15（
日
）
ホ
テ
ル
フ
ジ
タ
福
井

山
　
口

6
/
14（
土
）
下
関
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

兵
　
庫

6
/
15（
日
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸

岐
　
阜

6
/
21（
土
）
岐
阜
都
ホ
テ
ル

岐
　
阜

6
/
22（
日
）
高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

愛
　
媛

6
/
21（
土
）
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル

高
　
知

6
/
22（
日
）
高
知
サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ
テ
ル

三
　
重

6
/
28（
土
）
四
日
市
都
ホ
テ
ル

三
　
重

6
/
29（
日
）
フ
レ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル

大
　
分

6
/
28（
土
）
大
分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

山
　
梨

7
/
5（
土
）
ホ
テ
ル
談
露
館

長
　
野

7
/
6（
日
）
ホ
テ
ル
モ
ン
タ
ー
ニュ
松
本

鳥
　
取

7
/
5（
土
）
ホ
テ
ル
ニュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取

島
　
根

7
/
6（
日
）
松
江
東
急
イ
ン

愛
　
知

7
/
5（
土
）
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
豊
橋

京
　
都

7
/
12（
土
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

和
歌
山

7
/
13（
日
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山

静
　
岡

7
/
12（
土
）
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松

静
　
岡

7
/
13（
日
）
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡

佐
　
賀

7
/
19（
土
）
ホ
テ
ル
ニュ
ー
オ
ー
タ
ニ
佐
賀

長
　
崎

7
/
20（
日
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

長
崎
グ
ラ
バ
ー
ヒ
ル

那
　
覇

鹿
児
島

金
　
沢

福
　
井

下
　
関

神
　
戸

岐
　
阜

高
　
山

松
　
山

高
　
知

四
日
市

松
　
阪

大
　
分

甲
　
府

松
　
本

鳥
　
取

松
　
江

豊
　
橋

京
　
都

和
歌
山

浜
　
松

静
　
岡

佐
　
賀

長
　
崎

日本中どの地域にお住まいの保護者の方も気軽にご参加いただけるよう、本年度も全国27会場にて教育懇談会を開催しました。
来年度も全国にて開催予定です。是非ご参加ください。

法学部法律学科（2年生）

松 阪 会場 豊 橋 会場島 根 会場
現代社会学部現代社会学科（1年生）スポーツ科学部スポーツ教育学科（3年生）

2
0
1
4
年
度

教
育
懇
談
会
開
催
会
場

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

（
文
学
部・国
際
英
語
学
部・法
学
部・

経
済
学
部
）

中
京
大
学
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

（
現
代
社
会
学
部・工
学
部・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
）

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

（
工
学
部・国
際
教
養
学
部・心
理
学
部・

経
営
学
部・総
合
政
策
学
部
）

6
/
7（
土
）

6
/
7（
土
）

6
/
8（
日
）

名
古
屋

豊
　
田

名
古
屋

教育懇談 会報告 保護者の皆様と大学との交流をサポートする教育懇談会が、
今年も全国で開催されました。

悩
み
を
ぜ
ひ
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
」と
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。続
い

て
登
壇
さ
れ
た
梅
村
清
英
理
事
長
は
、

本
年
度
か
ら
始
動
し
た
長
期
計
画

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
詳
し
く
ご
紹
介
。大

学
改
革
に
向
け
た
強
い
決
意
を
熱
く

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、各
学
部
に
分
か
れ
て
教

育
内
容
な
ど
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
昼
食
を

兼
ね
た
懇
親
会
を
実
施
。午
後
に
は

個
別
相
談
会
が
行
わ
れ
、就
職
や
留

学
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
ご
質
問
さ
れ

る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。　

2014年度

名古屋
会場

　一般説明をしてくださった担当者
の方々の説明がとてもわかりやすく、
中京大学が身近に感じられました。
また息子の相談に乗っていただける
環境と知り、安心できました。

　本日は遠方での開催に感謝すると
ともに、子どもたちへの温かいご支援
を知り、嬉しく思いました。初めてお会
いした保護者の方とも話題が尽き
ず、有意義に過ごせました。

　親として一番心配していた就職に
ついても大変わかりやすく説明してい
ただけました。今回参加し、大学の情
報を理解できたことで子どもとの会話
も弾みそうです。

名古屋
会場

6/7（土）

豊 田
会場

6/7（土）

　
昨
年
に
続
き
二
回
目
の
参
加
で

し
た
が
、梅
村
理
事
長
に
よ
る
長

期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
説
明
は

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、大
学
の

考
え
方
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し

た
。個
別
相
談
会
で
も
留
学
に
つ

い
て
本
音
で
相
談
が
で
き
、有
意

義
な
一
日
で
し
た
。

　
初
参
加
で
し
た
が
、特
に
個
別

相
談
会
が
良
か
っ
た
で
す
ね
。キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
が
親
切
に
対

応
し
て
く
だ
さ
り
、公
務
員
採
用

試
験
の
具
体
的
な
内
容
、傾
向
と

対
策
、他
大
学
と
の
違
い
な
ど
、た

く
さ
ん
の
情
報
を
得
ら
れ
て
大
変

満
足
で
す
。

参
加
さ
れ
た

保
護
者
の
声八木 守さん・悦子さん ご夫妻

愛知県名古屋市在住
大野　寛さん・好美さん ご夫妻

岐阜県可児市在住
加賀 敬章さん・まなみさん ご夫妻

愛知県東郷町在住
髙杉 達也さん・里香さん ご夫妻

愛知県岡崎市在住

豊田
会場

　
教
育
懇
談
会
に
は
一
年
次
か
ら

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。息
子
は

一
人
暮
ら
し
、し
か
も
三
年
生
で
、

今
日
は
公
務
員
試
験
や
卒
業
後
の

進
路
に
つ
い
て
ご
相
談
で
き
る
良

い
機
会
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。こ
れ

を
機
に
、家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
息
子
は
三
年
生
。成
績
の
こ
と

や
将
来
の
こ
と
な
ど
心
配
で
、初

め
て
参
加
し
ま
し
た
。や
は
り
男
の

子
で
す
の
で
、普
段
、多
く
を
語
っ

て
く
れ
ず
不
安
で
し
た
が
、先
生

や
職
員
の
方
の
説
明
は
わ
か
り
や

す
く
、少
し
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。来

て
良
か
っ
た
で
す
ね
。

参
加
さ
れ
た

保
護
者
の
声

　
平
年
よ
り
少
し
早
い
梅
雨
入
り
を

迎
え
た
六
月
七
日（
土
）、豊
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
五
百
名
近
い
保
護
者
の
方
々
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
午
前
十
時
、檀
上
の
北
川
薫

学
長
が
、「
中
京
大
学
の
成
り
立
ち
と

現
状
」と
し
て
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
ご

挨
拶
。
大
学
の
あ
ゆ
み
、長
期
計
画

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
T
10
」を
柱
と
す
る
新
た
な
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
公
務

員
試
験
や
教
員
採
用
試
験
の
合
格
者
数

保
護
者
と
の
思
い
を
一
つ
に
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

が
順
調
に
伸
び
て
い
る
、と
の
お
話
に
は
、

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　
各
学
部
懇
談
会
で
は
、専
門
分
野
の

学
び
や
単
位
の
取
り
方
、奨
学
金
な
ど

に
つい
て
、き
め
細
か
く
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行

わ
れ
ま
し
た
。昼
食
時
に
は
教
員
と
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

気
兼
ね
な
く
会
話
で
き
た
よ
う
で
す
。

　
午
後
は「
学
業
」「
学
生
生
活
」「
留
学
」

「
就
職
」「
公
務
員
対
策
」に
分
か
れ
て
個

別
相
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、ひっ
き

り
な
し
に
人
が
訪
れ
、お
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年2回、約200名の文化会員が集まり、交流や会議を行う「リーダーズキャンプ」は
執行部主催の大きなイベント。2泊3日の全日程を仕切る。

舟橋 大裕さん
心理学部心理学科（4年）

熱き志を胸に文化会を牽引する、執行部第60代幹事長。

輝く
中京大生

洞庭 誠治さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

1年生から体育会幹事会に所属。現在、第58代体育会幹事会
幹事長。

輝く
中京大生

　1年生で司会放送部に入り、文化会の一員として過ごしてきまし
たが、2年生の秋、「マジメそうな奴がいる」と先輩の目に留まり、
声を掛けられたのが執行部に入ったきっかけです。
　初年度は総務局長を務め、先輩の推薦で幹事長を引き受ける
ことに。しかしそのプレッシャーたるや、外から見ていたのとでは大
違いでした。そもそも正規の部活動を行っているか、部室が不正
に使用されていないかなど、所属団体の活動を管理し、円滑な活
動をサポートするのが執行部の役割。中には予算の審議も含まれ
ており、団体の活動内容によっては予算ゼロ、という最終決定を
幹事長の僕が下さなければならないこともあります。判断を誤れば、
文化会だけでなく、所属する800人近くの学生に負担を強いてしま
うことを考えると、胃の痛くなる思いでした。
　でも、後輩たちが可愛いんですよね。彼らの部活が存続し、今の
1年生が卒業するまで好きな活動ができるよう、正すべきところは正
しておきたい。文化系ではありますが、僕がしっかり先頭を突っ
走っていかないと、皆もきっと熱くなれないですから。
　大学と学生をつなぐ架け橋として仕事をこなしてきたことで、双
方向の視点を持てるようになりました。まずは相手の気持ちを慮る、
そんなところから新たな視点が芽生えるように思います。次の幹事
長には、そんな考えも一緒にバトンタッチしたいですね。

後輩を思いやる熱い気持ちを原動力に、
文化会の先頭で走りつづける。

　体育会幹事会に入ったのは、部活で「幹事会に入ってほしい」
と言われたから。皆、そうだと思いますが、好きな部活動だけに専念
していたいじゃないですか。仕事もよくわからないし、正直、最初は
嫌々、参加していました。
　そのうちリーダーズキャンプやスポーツ功労賞祝賀会の企画運
営、体育会誌の編集発行と、幹事会の役割がわかるようになっ
て、この組織の面白さに気づきました。
　とくに幹事会の場合、スポーツ振興室と一緒に仕事をする機会
も多く、職員の方々と触れ合うなかで教えられること、学ぶことが本
当にたくさんあるんですね。アメフトや陸上、水泳選手…元アス
リートとして日本を背負った方もいらっしゃいますし、掛けていただ
いた言葉の一つひとつ、どれも宝物のように感じられて全部ノート
に書き留めています。
　とはいえ、僕たち幹事会の方からも声を出していかなくちゃいけ
ない。先日、名古屋キャンパスで開催した「応援プロジェクト」は、
スポーツ振興室に僕らが積極的にアイデアを提案しながらカタチ
にしていったものです。もともと名古屋キャンパスの学生にも体育
会の選手を応援してもらおうと企画したイベントですが、学生を
一つにまとめられるのは、学生の勢いだと思うんですよね。まだまだ
幹事会にしかできないこともあるでしょうし、次の世代のお手本に
なれるよう、もっと情熱を注いでいきたいと思います。

部活動にはない出会いと学びのなかで、
気づいた幹事会の意義。

名古屋キャンパスに学生アスリートが集結した「応援プロジェクト」。洞庭君も裏方を
務めながらステージに登場し、会場を熱く盛り上げた。

・「教育推進センター」設置構想
・新たなFD活動の可能性の模索

など

大学での授業計画書である「シラバス」に
は、何を学び、どんなことが身につく授業か、あ
るいは使用する教科書や教材、参考文献な
どが掲載されています。シラバスを活用し、大
学での学びを有意義なものにできるよう、FD
委員会で各科目のシラバスを数年かけて点
検し、書式も統一しました。大学ホームページ
で見ることができ、授業を履修する上でのアド
バイスや学習課題もチェックできます。バイスや学習課題もチェックできます。

FD委員会

FD活動推進部会
・授業改善のための
  アンケートの見直し・工夫
・シラバスの改善
・公開授業の推進

FD活動開発部会

F D は 大 学 すべての 者 の（ 幸 せ ）のため

For Doing our best !
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。
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Ｆ
Ｄ
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介
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す
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取
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。
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ポ
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ト
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あ
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一
般
的
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の
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で
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が
し
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均
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に

は
達
す
る
け
れ
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よ
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な
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な
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あ
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。

　
高
校
ま
で
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び
習
う
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い
う
意
味
で
の
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し
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し
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め
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テ
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と
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。
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す
る
あ
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ベ

ル
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し
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す
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す
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い
ろ
い
ろ
な
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と
を
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収
し

て
欲
し
い
と
い
う
の
が
切
な
る
願
い
で
す
。

　
究
極
の
目
標
は
、「
Ｆ
Ｄ
活
動
」と
い
う
用
語
が
な

く
な
る
こ
と
で
す
。中
京
大
学
で
教
員
、職
員
、学

生
に
よって
、自
然
に
良
い
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る

状
態
に
な
って
い
る
こ
と
が
理
想
で
す
ね
。

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的
解消し、FDをより強化に進めるための「大学教育推進センター（仮称）」の設置が検討され
ています。

大人数、少人数教育それぞれに、効果的な
授業方法があり、より良い伝え方があります。
そこで教員同士が授業を見せあい、とりわけ
学生アンケートでも評価の高い授業方法を
学びあうことで、個 の々授業改善に結びつけ
ることができるよう、本学では原則「すべての
授業を公開」しています。日頃の研究成果を
確実に学生に伝え、学習効果の上がるノウ
ハウを全学的に共有できる仕組みです。

1人の教員につき、担当する1科目について、
年2回、授業アンケートを実施しています。学
生のアンケートに対する負担を減らすため、質
問を7項目程度に絞りこみ、その結果を教職
員へフィードバック。授業についての学生の
満足度を把握し、教員自身のイメージとの
ギャップを認識した上で、今後の授業方法
やカリキュラム、教育環境などの改善につな
げるための意識の共有を目的としています。

こ

中京大生が本学での学びを生かし、世界を視野に大きく羽ばたいていけるよう、授業を担当する教員も、大学生活や勉強をサポートする職員も、
ともに資質の向上を図っていかなければなりません。そこで、これまで教職員の努力に頼ってきた質的向上を全学的な取り組みとして確実に
推進するために「FD委員会」を組織し、次の3つを柱にFD活動を行っています。

FD委員会では各課題について部会を設置し、具体的かつ集中的に取り組んでいます。
2014年度は、各部会を以下のように再編し、新たな課題に対応しています。
2015年度には長期計画「NEXT10」の改革プロジェクトの一つとして、FD委員会を発展的

中京大学FD活動スローガン

・教職員と学生FDスタッフによる協働活動
・TA（Teaching Assistant）・
 SA（Student Assistant）の活動支援
・図書館等利用の促進

FD活動協働部会

・FDニュースの発行
・FD活動の広報

下部組織（FDニュース編集局）

などなど

本学では、FDを学生、教員、職員、“大学のすべての者の幸せのため”の活動と位置づけ、
三者がそれぞれの立場でベストを尽くす（For Doing our best！）ことを標榜しています。

2 014年度  教育奨励賞受賞者

2 013年度  中京大学教育後援会 決算報告書

項目
前期繰越金
会　費
受取利息
預金（振込手数料）
その他収入
戻入金

教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
学術・スポーツ活動奨励寄付金
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
次期繰越金

82,419,741
188,550,000

36,454
4,025
52,500
19,580

35,278,943
4,302,900
5,604,822
6,500,000
580,000

22,052,562
915,365
2,190,094
150,545
1,000,000
82,841,200
30,000,000
79,665,869

予算額 項目 予算額

合計 合計

収入 支出

￥271,082,300 ￥271,082,300

授与学生数及び奨励金額

情報理工

工

スポーツ科

情報システム工
情報メディア工
機械情報工
機械システム工
電気電子工
情報工
メディア工

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年２名以内

スポーツ教育
競技スポーツ科

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内

スポーツ健康科 成績上位者各学年３名以内

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

学部 学科 授与学生数 奨励金額

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

日本文
言語表現
国際英語
英米文化
国際教養
心理
現代社会
法律
総合政策

学部 学科 授与学生数 奨励金額

文

国際英語

国際教養
心理
現代社会
法
総合政策

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内経済経済
成績上位者各学年５名以内経営経営

項目
前期繰越金
会　費
受取利息

予算額 予算額項目
教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
入学辞退者等会費返金費
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
中京大学６０周年記念事業補助金
次期繰越金

33,000,000
5,000,000
7,000,000
8,000,000
1,000,000
30,000,000
3,000,000
2,000,000
1,000,000
200,000

45,000,000
45,000,000
1,000,000
88,565,869

￥269,765,869合計 ￥269,765,869合計

収入 支出

2 014年度  中京大学教育後援会 予算書

79,665,869
190,000,000
100,000

①1・2年次の基準は、年間修得単位数40単位以上とする。 ②3年次の基準は、総修得単位数120単位以上とする。 ③GPA（Grade Point Average）を使用し、各学科10位までを教育奨励賞候補者として選出する。

第14 回
2014年

6月19日（木）
開 催

文学部 ・ 心理学部法学部 ・ 経済学部

国際英語学部 ・ 国際教養学部 ・ 経営学部総合政策学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

評定Sの単位数×4※GPAの算出式 ＋ ＋ ＋ ÷評定Aの単位数×3 評定Bの単位数×2 評定Cの単位数×1 修得単位数

文
学
部

国
際
英
語
学
部

日
本
文
学
科

言
語
表
現
学
科

国
際
英
語
学
科

国
際
教
養

学
部

国
際
教
養

学
科

英
米
文
化
学
科

4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3

水谷　優花
高橋　真弥
栢原　真美
佐竹　あゆ美
寺澤　沙羅
大河内　志帆
別府　祐希
小黒　祐実
櫻井　舞
土谷　恵理
神谷　有紗
安部　千菜美
小松　紗織
藤井　美咲
高藤　咲希
金原　祐子
前野　紘子
可知　秋代
山下　明里
長谷川　友里
木村　英里名
小川　向日葵
夏目　和加子
長崎　笑子
太田　燎
青木　香澄
金沢　京佳
河合　真奈光
浅倉　悠美
鈴木　美有
尾関　優希
前田　彩乃
日比　千愛美
高杉　美和
西川　眞帆
宮地　優奈
エグエズ・チュタ・ガリルイス
長谷川　愛
加藤　雅隆
酒井　未紗

心
理
学
部

心
理
学
科

現
代
社
会
学
部

現
代
社
会
学
科

法
学
部

法
律
学
科

3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
4

中垣内　優希
廣田　聡美
遠藤　杏菜
小川　翔子
中村　公美
川田　奈於
笠井　美乃里
青木　奈未
池田　葵
大谷　礼子
道脇　菜々穂
桑山　友里
加納　理恵子
遠山　素乃子
深田　菜美子
安田　由真
加藤　史菜
梅村　裕多香
新井　佑実
石川　果穂
青木　耀平
諸江　音美
北沢　歩実
高塚　博子
内山　友梨
木村　結香
波多野　香織
浅井　涼太
八田　莉衣
天野　由鳥
漆間　茜
長谷川　詠美
石山　香穂
河瀬　留彩
岩月　彩
福沢　仁
望月　晴加
後藤　翔一
西沢　美紀
山田　江里子

総
合
政
策
学
部

総
合
政
策
学
科

経
済
学
部

経
済
学
科

4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2

張田　雄暉
後藤　菜月
橋本　健太郎
安田　大輝
大橋　真央
加藤　優里
石川　愛望
大橋　慶甫
柳沼　若南
栃原　奈央子
小久保　実紀
伊藤　美有
辻村　真里奈
長瀬　実希
神谷　明里
武藤　春香
上倉　昇悟
青木　理沙
落合　真子
川合　良延
浅沼　夏奈
葛谷　知美
小山田　藍
宮部　洋輝
山崎　友菜
原　あい
上田　光輪子
宮地　梨衣
濱條　由莉
竹居　直樹
鈴木　諒佑
春日井　志菜
河村　春菜
新中　大地
藤本　雅也
野元　友美子
幸來　貴人
大角　輝
飯田　朱莉
安藤　智哉

情
報
理
工
学
部

工
学
部

2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
2
2
2
2
2

堺　啓太
吉田　隆宏
川　雄太
細井　飛聡
丹羽　絢音
伊佐治　佳苗
山口　明音
小高　あず沙
小島　潤也
大野　由賀
八木　瑛理香
田中　絵里
今村　みなみ
石橋　優希
清水　梨加
岡野　浩寿
成瀬　千春
金粕　慎平
林　広幸
舘　亜里紗
松本　健一
江口　準啓
森本　一輝
磯部　光佑
伊藤　琴美
竹内　義宜
メイ　ズイ
立山　蓮
山本　崇喜
佐々木　康輔
兼松　裕一
伊藤　里英
熊崎　陽介
松田　博樹
間瀬　基之
飯塚　正樹
真川　智也
大塚　慧介
永井　宏樹
貝沼　雄太

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

機
械
シ
ス
テ
ム

工
学
科

電
気
電
子
工
学
科

情
報

工
学
科
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

情
報
シ
ス
テ
ム

工
学
科

経
営
学
部

経
営
学
科

情
報
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

機
械
情
報

工
学
科

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科

2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2

河津　直樹
伊藤　貴洋
松本　弦篤
菊地　慎之介
大隅　純子
松本　あすか
道脇　大斗
佐久間　綾香
角田　和繁
河野　真理果
石川　聡珠
平子　大喜
加藤　咲希
澤　理沙
岡田　美久
近藤　さき
佐藤　裕也
山田　瑞輝
佐野　円香
杉山　凌
池野　恵理子
佐々木　一憲
清水　陽平
長谷　瑞希
本多　史奈
高橋　健太
若月　翼
石原　康平
平手　佑佳
村上　宏樹
山口　恭平
米野　真由
川口　拓也
落海　なえ
湖東　祐貴
高塚　裕子
次良丸　あずさ
光岡　正太郎
彦坂　幹斗

教育奨励賞

教育奨励賞授与式
　
毎
年
、中
京
大
学
教
育
後
援
会
が
学
生
の
修
学
意
欲

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
って
い
る
、「
教
育
奨
励

賞
」の
授
与
式
が
六
月
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
学
年
別
に
、そ
れ
ぞ
れ
修
得
し
た
科
目
の
成
績

上
位
者
二
〜
五
名
を
表
彰
す
る
も
の
で
、今
年
は
二
年
生

か
ら
四
年
生
の
学
生
百
九
十
九
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
度
の
授
与
式
は
、学
部
配
置
に
合
わ
せ
て

名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パス
で
同
時
開
催
さ
れ
、会
場
と

な
っ
た
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
、八
一
二
教
室
に
は
ス
ー
ツ
に
身
を

包
み
、凛
々
し
い
表
情
の
学
生
た
ち
が
集
結
し
ま
し
た
。

　
午
後
五
時
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
会
場
で
は
、杉
野
邦
廣

教
育
後
援
会
長
の
ご
挨
拶
か
ら
授
与
式
が
ス
タ
ー
ト
。

　「
年
々
、中
京
大
学
の
学
力
が
向
上
す
る
な
か
で
、と
く

に
成
績
優
秀
な
皆
さ
ん
は
本
学
を
代
表
す
る
方
々
で
あ

り
、日
本
の
将
来
を
担
う
方
々
で
も
あ
り
ま
す
。い
つ
か

世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

い
ま
世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
が
起
こ
り
、信
じ
ら

れ
な
い
事
件
、異
常
気
象
な
ど
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
激
変
し
て
い
ま
す
が
、自
分
の
進
む
べ
き
道
を
め
ざ

し
、今
後
も
精
進
し
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
会
場
で
は
、北
川
薫
学
長
が

「
保
護
者
の
方
々
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
奨
励
金
を
ど
う

使
う
か
、そ
こ
は
知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら

先
の
長
い
人
生
の
転
機
に
な
る
よ
う
な
使
い
道
も
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、若
い
知
恵
を
絞
って
欲
し
い
」と

ご
挨
拶
。学
生
た
ち
の
顔
が
ぐ
っ
と
引
き
締
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、学
部
学
科
単
位
で
全
員
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
、

各
学
科
の
代
表
者
に
賞
状
と
奨
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。今
日
の
日
を
誇
り
に
、そ
し
て
今
後
の
励
み
に
、さ
ら

な
る
努
力
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

会員のご子女の中から、学業成績の優秀な学生に奨励金を贈って表彰すること
により、修学意欲の高揚を目的とする制度です。

名古屋キャンパス
NAGOYA CAMPUS

豊田キャンパス
TOYOTA CAMPUS

スポーツ科学部現代社会学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

年2回、約200名の文化会員が集まり、交流や会議を行う「リーダーズキャンプ」は
執行部主催の大きなイベント。2泊3日の全日程を仕切る。

舟橋 大裕さん
心理学部心理学科（4年）

熱き志を胸に文化会を牽引する、執行部第60代幹事長。

輝く
中京大生

洞庭 誠治さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

1年生から体育会幹事会に所属。現在、第58代体育会幹事会
幹事長。

輝く
中京大生

　1年生で司会放送部に入り、文化会の一員として過ごしてきまし
たが、2年生の秋、「マジメそうな奴がいる」と先輩の目に留まり、
声を掛けられたのが執行部に入ったきっかけです。
　初年度は総務局長を務め、先輩の推薦で幹事長を引き受ける
ことに。しかしそのプレッシャーたるや、外から見ていたのとでは大
違いでした。そもそも正規の部活動を行っているか、部室が不正
に使用されていないかなど、所属団体の活動を管理し、円滑な活
動をサポートするのが執行部の役割。中には予算の審議も含まれ
ており、団体の活動内容によっては予算ゼロ、という最終決定を
幹事長の僕が下さなければならないこともあります。判断を誤れば、
文化会だけでなく、所属する800人近くの学生に負担を強いてしま
うことを考えると、胃の痛くなる思いでした。
　でも、後輩たちが可愛いんですよね。彼らの部活が存続し、今の
1年生が卒業するまで好きな活動ができるよう、正すべきところは正
しておきたい。文化系ではありますが、僕がしっかり先頭を突っ
走っていかないと、皆もきっと熱くなれないですから。
　大学と学生をつなぐ架け橋として仕事をこなしてきたことで、双
方向の視点を持てるようになりました。まずは相手の気持ちを慮る、
そんなところから新たな視点が芽生えるように思います。次の幹事
長には、そんな考えも一緒にバトンタッチしたいですね。

後輩を思いやる熱い気持ちを原動力に、
文化会の先頭で走りつづける。

　体育会幹事会に入ったのは、部活で「幹事会に入ってほしい」
と言われたから。皆、そうだと思いますが、好きな部活動だけに専念
していたいじゃないですか。仕事もよくわからないし、正直、最初は
嫌々、参加していました。
　そのうちリーダーズキャンプやスポーツ功労賞祝賀会の企画運
営、体育会誌の編集発行と、幹事会の役割がわかるようになっ
て、この組織の面白さに気づきました。
　とくに幹事会の場合、スポーツ振興室と一緒に仕事をする機会
も多く、職員の方々と触れ合うなかで教えられること、学ぶことが本
当にたくさんあるんですね。アメフトや陸上、水泳選手…元アス
リートとして日本を背負った方もいらっしゃいますし、掛けていただ
いた言葉の一つひとつ、どれも宝物のように感じられて全部ノート
に書き留めています。
　とはいえ、僕たち幹事会の方からも声を出していかなくちゃいけ
ない。先日、名古屋キャンパスで開催した「応援プロジェクト」は、
スポーツ振興室に僕らが積極的にアイデアを提案しながらカタチ
にしていったものです。もともと名古屋キャンパスの学生にも体育
会の選手を応援してもらおうと企画したイベントですが、学生を
一つにまとめられるのは、学生の勢いだと思うんですよね。まだまだ
幹事会にしかできないこともあるでしょうし、次の世代のお手本に
なれるよう、もっと情熱を注いでいきたいと思います。

部活動にはない出会いと学びのなかで、
気づいた幹事会の意義。

名古屋キャンパスに学生アスリートが集結した「応援プロジェクト」。洞庭君も裏方を
務めながらステージに登場し、会場を熱く盛り上げた。



2 014年度  教育奨励賞受賞者

2 013年度  中京大学教育後援会 決算報告書

項目
前期繰越金
会　費
受取利息
預金（振込手数料）
その他収入
戻入金

教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
学術・スポーツ活動奨励寄付金
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
次期繰越金

82,419,741
188,550,000

36,454
4,025
52,500
19,580

35,278,943
4,302,900
5,604,822
6,500,000
580,000

22,052,562
915,365
2,190,094
150,545
1,000,000
82,841,200
30,000,000
79,665,869

予算額 項目 予算額

合計 合計

収入 支出

￥271,082,300 ￥271,082,300

授与学生数及び奨励金額

情報理工

工

スポーツ科

情報システム工
情報メディア工
機械情報工
機械システム工
電気電子工
情報工
メディア工

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年２名以内

スポーツ教育
競技スポーツ科

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内

スポーツ健康科 成績上位者各学年３名以内

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

学部 学科 授与学生数 奨励金額

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

日本文
言語表現
国際英語
英米文化
国際教養
心理
現代社会
法律
総合政策

学部 学科 授与学生数 奨励金額

文

国際英語

国際教養
心理
現代社会
法
総合政策

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内経済経済
成績上位者各学年５名以内経営経営

項目
前期繰越金
会　費
受取利息

予算額 予算額項目
教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
入学辞退者等会費返金費
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
中京大学６０周年記念事業補助金
次期繰越金

33,000,000
5,000,000
7,000,000
8,000,000
1,000,000
30,000,000
3,000,000
2,000,000
1,000,000
200,000

45,000,000
45,000,000
1,000,000
88,565,869

￥269,765,869合計 ￥269,765,869合計

収入 支出

2 014年度  中京大学教育後援会 予算書

79,665,869
190,000,000
100,000

①1・2年次の基準は、年間修得単位数40単位以上とする。 ②3年次の基準は、総修得単位数120単位以上とする。 ③GPA（Grade Point Average）を使用し、各学科10位までを教育奨励賞候補者として選出する。

第14 回
2014年

6月19日（木）
開 催

文学部 ・ 心理学部法学部 ・ 経済学部

国際英語学部 ・ 国際教養学部 ・ 経営学部総合政策学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

評定Sの単位数×4※GPAの算出式 ＋ ＋ ＋ ÷評定Aの単位数×3 評定Bの単位数×2 評定Cの単位数×1 修得単位数

文
学
部

国
際
英
語
学
部

日
本
文
学
科

言
語
表
現
学
科

国
際
英
語
学
科

国
際
教
養

学
部

国
際
教
養

学
科

英
米
文
化
学
科

4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3

水谷　優花
高橋　真弥
栢原　真美
佐竹　あゆ美
寺澤　沙羅
大河内　志帆
別府　祐希
小黒　祐実
櫻井　舞
土谷　恵理
神谷　有紗
安部　千菜美
小松　紗織
藤井　美咲
高藤　咲希
金原　祐子
前野　紘子
可知　秋代
山下　明里
長谷川　友里
木村　英里名
小川　向日葵
夏目　和加子
長崎　笑子
太田　燎
青木　香澄
金沢　京佳
河合　真奈光
浅倉　悠美
鈴木　美有
尾関　優希
前田　彩乃
日比　千愛美
高杉　美和
西川　眞帆
宮地　優奈
エグエズ・チュタ・ガリルイス
長谷川　愛
加藤　雅隆
酒井　未紗

心
理
学
部

心
理
学
科

現
代
社
会
学
部

現
代
社
会
学
科

法
学
部

法
律
学
科

3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
4

中垣内　優希
廣田　聡美
遠藤　杏菜
小川　翔子
中村　公美
川田　奈於
笠井　美乃里
青木　奈未
池田　葵
大谷　礼子
道脇　菜々穂
桑山　友里
加納　理恵子
遠山　素乃子
深田　菜美子
安田　由真
加藤　史菜
梅村　裕多香
新井　佑実
石川　果穂
青木　耀平
諸江　音美
北沢　歩実
高塚　博子
内山　友梨
木村　結香
波多野　香織
浅井　涼太
八田　莉衣
天野　由鳥
漆間　茜
長谷川　詠美
石山　香穂
河瀬　留彩
岩月　彩
福沢　仁
望月　晴加
後藤　翔一
西沢　美紀
山田　江里子

総
合
政
策
学
部

総
合
政
策
学
科

経
済
学
部

経
済
学
科

4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2

張田　雄暉
後藤　菜月
橋本　健太郎
安田　大輝
大橋　真央
加藤　優里
石川　愛望
大橋　慶甫
柳沼　若南
栃原　奈央子
小久保　実紀
伊藤　美有
辻村　真里奈
長瀬　実希
神谷　明里
武藤　春香
上倉　昇悟
青木　理沙
落合　真子
川合　良延
浅沼　夏奈
葛谷　知美
小山田　藍
宮部　洋輝
山崎　友菜
原　あい
上田　光輪子
宮地　梨衣
濱條　由莉
竹居　直樹
鈴木　諒佑
春日井　志菜
河村　春菜
新中　大地
藤本　雅也
野元　友美子
幸來　貴人
大角　輝
飯田　朱莉
安藤　智哉

情
報
理
工
学
部

工
学
部

2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
2
2
2
2
2

堺　啓太
吉田　隆宏
川　雄太
細井　飛聡
丹羽　絢音
伊佐治　佳苗
山口　明音
小高　あず沙
小島　潤也
大野　由賀
八木　瑛理香
田中　絵里
今村　みなみ
石橋　優希
清水　梨加
岡野　浩寿
成瀬　千春
金粕　慎平
林　広幸
舘　亜里紗
松本　健一
江口　準啓
森本　一輝
磯部　光佑
伊藤　琴美
竹内　義宜
メイ　ズイ
立山　蓮
山本　崇喜
佐々木　康輔
兼松　裕一
伊藤　里英
熊崎　陽介
松田　博樹
間瀬　基之
飯塚　正樹
真川　智也
大塚　慧介
永井　宏樹
貝沼　雄太

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

機
械
シ
ス
テ
ム

工
学
科

電
気
電
子
工
学
科

情
報

工
学
科
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

情
報
シ
ス
テ
ム

工
学
科

経
営
学
部

経
営
学
科

情
報
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

機
械
情
報

工
学
科

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科

2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2

河津　直樹
伊藤　貴洋
松本　弦篤
菊地　慎之介
大隅　純子
松本　あすか
道脇　大斗
佐久間　綾香
角田　和繁
河野　真理果
石川　聡珠
平子　大喜
加藤　咲希
澤　理沙
岡田　美久
近藤　さき
佐藤　裕也
山田　瑞輝
佐野　円香
杉山　凌
池野　恵理子
佐々木　一憲
清水　陽平
長谷　瑞希
本多　史奈
高橋　健太
若月　翼
石原　康平
平手　佑佳
村上　宏樹
山口　恭平
米野　真由
川口　拓也
落海　なえ
湖東　祐貴
高塚　裕子
次良丸　あずさ
光岡　正太郎
彦坂　幹斗

教育奨励賞

教育奨励賞授与式
　
毎
年
、中
京
大
学
教
育
後
援
会
が
学
生
の
修
学
意
欲

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
って
い
る
、「
教
育
奨
励

賞
」の
授
与
式
が
六
月
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
学
年
別
に
、そ
れ
ぞ
れ
修
得
し
た
科
目
の
成
績

上
位
者
二
〜
五
名
を
表
彰
す
る
も
の
で
、今
年
は
二
年
生

か
ら
四
年
生
の
学
生
百
九
十
九
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
度
の
授
与
式
は
、学
部
配
置
に
合
わ
せ
て

名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パス
で
同
時
開
催
さ
れ
、会
場
と

な
っ
た
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
、八
一
二
教
室
に
は
ス
ー
ツ
に
身
を

包
み
、凛
々
し
い
表
情
の
学
生
た
ち
が
集
結
し
ま
し
た
。

　
午
後
五
時
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
会
場
で
は
、杉
野
邦
廣

教
育
後
援
会
長
の
ご
挨
拶
か
ら
授
与
式
が
ス
タ
ー
ト
。

　「
年
々
、中
京
大
学
の
学
力
が
向
上
す
る
な
か
で
、と
く

に
成
績
優
秀
な
皆
さ
ん
は
本
学
を
代
表
す
る
方
々
で
あ

り
、日
本
の
将
来
を
担
う
方
々
で
も
あ
り
ま
す
。い
つ
か

世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

い
ま
世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
が
起
こ
り
、信
じ
ら

れ
な
い
事
件
、異
常
気
象
な
ど
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
激
変
し
て
い
ま
す
が
、自
分
の
進
む
べ
き
道
を
め
ざ

し
、今
後
も
精
進
し
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
会
場
で
は
、北
川
薫
学
長
が

「
保
護
者
の
方
々
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
奨
励
金
を
ど
う

使
う
か
、そ
こ
は
知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら

先
の
長
い
人
生
の
転
機
に
な
る
よ
う
な
使
い
道
も
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、若
い
知
恵
を
絞
って
欲
し
い
」と

ご
挨
拶
。学
生
た
ち
の
顔
が
ぐ
っ
と
引
き
締
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、学
部
学
科
単
位
で
全
員
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
、

各
学
科
の
代
表
者
に
賞
状
と
奨
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。今
日
の
日
を
誇
り
に
、そ
し
て
今
後
の
励
み
に
、さ
ら

な
る
努
力
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

会員のご子女の中から、学業成績の優秀な学生に奨励金を贈って表彰すること
により、修学意欲の高揚を目的とする制度です。

名古屋キャンパス
NAGOYA CAMPUS

豊田キャンパス
TOYOTA CAMPUS

スポーツ科学部現代社会学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

年2回、約200名の文化会員が集まり、交流や会議を行う「リーダーズキャンプ」は
執行部主催の大きなイベント。2泊3日の全日程を仕切る。

舟橋 大裕さん
心理学部心理学科（4年）

熱き志を胸に文化会を牽引する、執行部第60代幹事長。

輝く
中京大生

洞庭 誠治さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

1年生から体育会幹事会に所属。現在、第58代体育会幹事会
幹事長。

輝く
中京大生

　1年生で司会放送部に入り、文化会の一員として過ごしてきまし
たが、2年生の秋、「マジメそうな奴がいる」と先輩の目に留まり、
声を掛けられたのが執行部に入ったきっかけです。
　初年度は総務局長を務め、先輩の推薦で幹事長を引き受ける
ことに。しかしそのプレッシャーたるや、外から見ていたのとでは大
違いでした。そもそも正規の部活動を行っているか、部室が不正
に使用されていないかなど、所属団体の活動を管理し、円滑な活
動をサポートするのが執行部の役割。中には予算の審議も含まれ
ており、団体の活動内容によっては予算ゼロ、という最終決定を
幹事長の僕が下さなければならないこともあります。判断を誤れば、
文化会だけでなく、所属する800人近くの学生に負担を強いてしま
うことを考えると、胃の痛くなる思いでした。
　でも、後輩たちが可愛いんですよね。彼らの部活が存続し、今の
1年生が卒業するまで好きな活動ができるよう、正すべきところは正
しておきたい。文化系ではありますが、僕がしっかり先頭を突っ
走っていかないと、皆もきっと熱くなれないですから。
　大学と学生をつなぐ架け橋として仕事をこなしてきたことで、双
方向の視点を持てるようになりました。まずは相手の気持ちを慮る、
そんなところから新たな視点が芽生えるように思います。次の幹事
長には、そんな考えも一緒にバトンタッチしたいですね。

後輩を思いやる熱い気持ちを原動力に、
文化会の先頭で走りつづける。

　体育会幹事会に入ったのは、部活で「幹事会に入ってほしい」
と言われたから。皆、そうだと思いますが、好きな部活動だけに専念
していたいじゃないですか。仕事もよくわからないし、正直、最初は
嫌々、参加していました。
　そのうちリーダーズキャンプやスポーツ功労賞祝賀会の企画運
営、体育会誌の編集発行と、幹事会の役割がわかるようになっ
て、この組織の面白さに気づきました。
　とくに幹事会の場合、スポーツ振興室と一緒に仕事をする機会
も多く、職員の方々と触れ合うなかで教えられること、学ぶことが本
当にたくさんあるんですね。アメフトや陸上、水泳選手…元アス
リートとして日本を背負った方もいらっしゃいますし、掛けていただ
いた言葉の一つひとつ、どれも宝物のように感じられて全部ノート
に書き留めています。
　とはいえ、僕たち幹事会の方からも声を出していかなくちゃいけ
ない。先日、名古屋キャンパスで開催した「応援プロジェクト」は、
スポーツ振興室に僕らが積極的にアイデアを提案しながらカタチ
にしていったものです。もともと名古屋キャンパスの学生にも体育
会の選手を応援してもらおうと企画したイベントですが、学生を
一つにまとめられるのは、学生の勢いだと思うんですよね。まだまだ
幹事会にしかできないこともあるでしょうし、次の世代のお手本に
なれるよう、もっと情熱を注いでいきたいと思います。

部活動にはない出会いと学びのなかで、
気づいた幹事会の意義。

名古屋キャンパスに学生アスリートが集結した「応援プロジェクト」。洞庭君も裏方を
務めながらステージに登場し、会場を熱く盛り上げた。

青木湖セミナーハウス
【レイクビュー白馬】
〒398-0001
長野県大町市大字平エビスマ23370
TEL：0261-21-4500 FAX：0261-21-4510
一泊2食（平日・税込み）7,800円～

蓼科セミナーハウス
【マウントビュー蓼科】
〒391-0213
長野県茅野市豊平字東嶽三井の森内
TEL：0266-76-2588 FAX：0266-76-5539
一泊2食（平日・税込み）7,700円～ 

ご
家
族
の
休
日
は
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
過
ご
せ
る

本
格
リ
ゾ
ー
ト
へ
。

　
在
学
生
ば
か
り
で
な
く
、保
護

者
の
皆
様
や
卒
業
生
の
方
々
に
も

ご
利
用
い
た
だ
き
、大
変
ご
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
、本
学
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
す
。北
ア
ル
プ
ス

の
麓
、青
木
湖
畔
に
佇
む「
青
木

湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」は
、ス
キ
ー
や

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、紅
葉
な
ど
四
季

折
々
に
満
喫
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
ス

ポ
ッ
ト
。ま
た
南
・
中
・
北
ア
ル
プ
ス

と
八
ヶ
岳
連
峰
の
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ

を
望
む「
蓼
科
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」

で
は
、広
大
な
森
で
野
生
動
物
と

出
会
っ
た
り
、星
空
を
眺
め
た
り
。

大
自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
講
義

を
受
け
る
こ
と
で
大
学
卒

業
資
格
を
得
ら
れ
る
通
信

制
大
学「
放
送
大
学
」。本

学
で
は
、そ
の
東
海
地
区
の

拠
点
と
な
る「
愛
知
学
習
セ

ン
タ
ー
」を
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
四

階
に
設
置
。ス
ク
ー
リ
ン
グ

の
た
め
の
学
習
施
設
と
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
。現
在
、

学
部
生
、大
学
院
生
合
わ
せ

て
三
千
名
が
在
籍
。主
婦
や

社
会
人
の
方
な
ど
、向
上
心

あ
ふ
れ
る
学
生
を
支
援
す

る
の
も
、本
学
の
役
割
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
三
月
十
五
日（
土
）、

第
三
回
目
と
な
る
中
京
大

学
・
明
治
大
学
サ
ッ
カ
ー
交
流

試
合
が
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
日
本
大
学
選
手
権
で
優

勝
争
い
を
繰
り
広
げ
て
き
た

大
学
サ
ッ
カ
ー
界
の
両
雄
の
対

戦
に
、大
学
関
係
者
の
み
な
ら

ず
一
般
市
民
ら
約
千
名
が
駆

け
つ
け
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な
プ
レ
ー

を
観
戦
。双
方
、巧
み
な
攻
撃

と
鉄
壁
の
守
り
で
０
対
０
の

引
分
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
校
友
会
本
部
も
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
こ
の
試
合
は
、豊
田
ス

タ
ジ
ア
ム
の
名
物
カ
ー
ド
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。

 

施 設 紹 介
中京大学では、開かれたキャンパスとして、保護者の方々や一般市民に施設を開放しています。

趣味やライフスタイル、交流を広げる場としてぜひご活用ください。

校友会本部  個人情報保護の基本方針   

1
2

3
4
5

6

校友会本部における個人情報の取扱は、次の方針で行います。
利用目的をできる限り特定し、必要な範囲に限って個人情報を取得します。
利用目的の範囲内で、業務の遂行上必要な限りにおいて個人情報を利用します。
取得した個人情報は、本人の同意を得ることなく、第三者に提供しません。
情報セキュリティー対策をはじめ、個人情報の紛失、漏えい等の予防に努めます。
外部への業務委託については、個人情報の保護に関する契約の締結及び委託先に対する監督を行い、情報の管理に努めます。
本人から個人情報の開示・訂正・削除の請求がなされた場合は、その請求を尊重して対応します。

放
送
大
学

個
人
学
習
室

図
書
館

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ
る

人
の
、も
う
ひ
と
つ
の
、

学
び
の
カ
タ
チ
。

　
中
京
大
学
図
書
館
は
、多

く
の
学
部
学
科
を
備
え
る

総
合
大
学
の
図
書
館
と
し

て
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
三

館
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
一
館

あ
り
、多
分
野
に
わ
た
り
充

実
し
た
蔵
書
を
備
え
て
い
ま

す
。東
海
地
区
の
大
学
で
は

初
の
自
動
書
庫（
八
十
万
冊

収
蔵
可
能
）が
導
入
さ
れ
た

ほ
か
、貴
重
書
庫
も
新
設
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、名
古
屋

図
書
館
に
は
学
生
ア
シ
ス
タ

ン
ト
を
配
置
し
て
い
る「
ラ
ー

ニ
ン
グ・ス
ク
エ
ア
」や
館
内
で

長
時
間
学
習
で
き
る
よ
う
に

飲
食
や
会
話
が
で
き
る「
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ・ス
ク
エ
ア
」が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

四
館
で
蔵
書
九
十
九
万
冊
、

一
般
市
民
に
も
開
放
さ
れ
た
、

知
の
宝
庫
。

　
本
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、一
般
市
民
を

対
象
と
し
た
講
座
を
年
二

回
開
講
し
て
い
ま
す
。
文

学
、ビ
ジ
ネ
ス
、ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
さ
ま

ざ
ま
で
、語
学
学
習
な
ど
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き

る
上
、午
前
、午
後
、夜
間

と
幅
広
い
時
間
設
定
で
、社

会
人
の
方
で
も
利
用
し
や

す
い
よ
う
配
慮
。こ
れ
ま
で

に
受
講
者
は
延
べ
五
万
人

を
数
え
、地
域
の
方
々
の
生

涯
学
習
へ
の
旺
盛
な
意
欲

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
、

よ
り
楽
し
む
た
め
に
。

　
レ
ポ
ー
ト
や
ゼ
ミ
発
表
の

資
料
づ
く
り
、就
職
活
動
や

資
格
試
験
に
備
え
た
勉
強

の
た
め
に
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

施
設
を
利
用
す
る
学
生
が

増
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に

対
応
す
べ
く
、名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス・
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
一
階
に

個
人
学
習
の
た
め
の
専
用

ス
ペ
ー
ス
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
座
席
は
全
八
十
席
、授
業

開
始
前
よ
り
利
用
で
き
る
よ

う
、午
前
八
時
か
ら
午
後
八

時
ま
で（
月
〜
金
）す
べ
て
の

学
生
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
学
自
習
へ
の
情
熱
に

き
ち
ん
と
応
え
る

新
ス
ペ
ー
ス
誕
生
。単 位 修 得 状 況

成 績表 の 見 方 成績表・履修時間割表内「単位修得状況」部分の見方

区　　分

0
0
4
4
2
4
0

4
6

0
0

0
0
0
0
0
0
0

14
16

2
8
0
0
0
4
2

14
12

2
8
0
0
0
2
4

0 0 0 4 56

0 0 0 4 56

24
12

2
8
4
4
4
2
8

14 0 16 16 32

①履修登録 ②既修
単位

③要卒
単位

④卒業
要件春期 秋期

■お問い合わせ

全
学
共
通

フ
ロ
ー
ト

学
部
固
有

中
京
大
・
明
治
大

サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合
開
催

①履修登録 …今学期に登録している単位数

②既修単位 …すでに取得（合格）した単位数

③要卒単位 …既修単位のうち卒業に必要な単位数を
　どれだけ満たしているか示した単位数

④卒業要件 …卒業に必要な各区分の単位数スポーツ・健康
外国語基礎
自然の探究
人間の探究
社会の探究
新 領 域
選 択 単 位

必 修 科 目
選 択 科 目

10 0 30 26 36小 計

24 0 46 46 124総 計

小 計

小 計

フ ロ ー ト

教務課
名古屋キャンパス …… 052-835-7162

豊田キャンパス …… 0565-46-1226

学業成績の発表は、春と秋、各学期末にCUBICS（Webシステム）で学生本人に開示されます。保護者の皆様へは教育後援会より
5月と10月、「成績表・履修時間割表」が送付されますので、卒業に必要な単位を修得できているか、ぜひ一度お確かめください。

校 友 会 本 部 か ら の お 知 ら せ

「④卒業要件」と「③要卒単位」の数字がすべての区分でイ
コールとなれば、卒業要件を満たしていることになります。

卒業に必要な単位を取っているかどうしたら分かる
でしょうか？
1：Q

「フロート単位」とは何ですか？

「全学共通科目」と「学部固有科目」の区分で、修得した単
位のうち各区分の卒業要件を超過した単位数がフロート
単位となります。「フロート単位」のない学部もあります。

1：A

2：A
2：Q

Q ＆ A成績表の見方

2 014年度  教育奨励賞受賞者

2 013年度  中京大学教育後援会 決算報告書

項目
前期繰越金
会　費
受取利息
預金（振込手数料）
その他収入
戻入金

教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
学術・スポーツ活動奨励寄付金
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
次期繰越金

82,419,741
188,550,000

36,454
4,025
52,500
19,580

35,278,943
4,302,900
5,604,822
6,500,000
580,000

22,052,562
915,365
2,190,094
150,545
1,000,000
82,841,200
30,000,000
79,665,869

予算額 項目 予算額

合計 合計

収入 支出

￥271,082,300 ￥271,082,300

授与学生数及び奨励金額

情報理工

工

スポーツ科

情報システム工
情報メディア工
機械情報工
機械システム工
電気電子工
情報工
メディア工

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年２名以内

スポーツ教育
競技スポーツ科

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内

スポーツ健康科 成績上位者各学年３名以内

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

学部 学科 授与学生数 奨励金額

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

日本文
言語表現
国際英語
英米文化
国際教養
心理
現代社会
法律
総合政策

学部 学科 授与学生数 奨励金額

文

国際英語

国際教養
心理
現代社会
法
総合政策

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内経済経済
成績上位者各学年５名以内経営経営

項目
前期繰越金
会　費
受取利息

予算額 予算額項目
教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
入学辞退者等会費返金費
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
中京大学６０周年記念事業補助金
次期繰越金

33,000,000
5,000,000
7,000,000
8,000,000
1,000,000
30,000,000
3,000,000
2,000,000
1,000,000
200,000

45,000,000
45,000,000
1,000,000
88,565,869

￥269,765,869合計 ￥269,765,869合計

収入 支出

2 014年度  中京大学教育後援会 予算書

79,665,869
190,000,000
100,000

①1・2年次の基準は、年間修得単位数40単位以上とする。 ②3年次の基準は、総修得単位数120単位以上とする。 ③GPA（Grade Point Average）を使用し、各学科10位までを教育奨励賞候補者として選出する。

第14 回
2014年

6月19日（木）
開 催

文学部 ・ 心理学部法学部 ・ 経済学部

国際英語学部 ・ 国際教養学部 ・ 経営学部総合政策学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

評定Sの単位数×4※GPAの算出式 ＋ ＋ ＋ ÷評定Aの単位数×3 評定Bの単位数×2 評定Cの単位数×1 修得単位数

文
学
部

国
際
英
語
学
部

日
本
文
学
科

言
語
表
現
学
科

国
際
英
語
学
科

国
際
教
養

学
部

国
際
教
養

学
科

英
米
文
化
学
科

4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3

水谷　優花
高橋　真弥
栢原　真美
佐竹　あゆ美
寺澤　沙羅
大河内　志帆
別府　祐希
小黒　祐実
櫻井　舞
土谷　恵理
神谷　有紗
安部　千菜美
小松　紗織
藤井　美咲
高藤　咲希
金原　祐子
前野　紘子
可知　秋代
山下　明里
長谷川　友里
木村　英里名
小川　向日葵
夏目　和加子
長崎　笑子
太田　燎
青木　香澄
金沢　京佳
河合　真奈光
浅倉　悠美
鈴木　美有
尾関　優希
前田　彩乃
日比　千愛美
高杉　美和
西川　眞帆
宮地　優奈
エグエズ・チュタ・ガリルイス
長谷川　愛
加藤　雅隆
酒井　未紗

心
理
学
部

心
理
学
科

現
代
社
会
学
部

現
代
社
会
学
科

法
学
部

法
律
学
科

3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
4

中垣内　優希
廣田　聡美
遠藤　杏菜
小川　翔子
中村　公美
川田　奈於
笠井　美乃里
青木　奈未
池田　葵
大谷　礼子
道脇　菜々穂
桑山　友里
加納　理恵子
遠山　素乃子
深田　菜美子
安田　由真
加藤　史菜
梅村　裕多香
新井　佑実
石川　果穂
青木　耀平
諸江　音美
北沢　歩実
高塚　博子
内山　友梨
木村　結香
波多野　香織
浅井　涼太
八田　莉衣
天野　由鳥
漆間　茜
長谷川　詠美
石山　香穂
河瀬　留彩
岩月　彩
福沢　仁
望月　晴加
後藤　翔一
西沢　美紀
山田　江里子

総
合
政
策
学
部

総
合
政
策
学
科

経
済
学
部

経
済
学
科

4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2

張田　雄暉
後藤　菜月
橋本　健太郎
安田　大輝
大橋　真央
加藤　優里
石川　愛望
大橋　慶甫
柳沼　若南
栃原　奈央子
小久保　実紀
伊藤　美有
辻村　真里奈
長瀬　実希
神谷　明里
武藤　春香
上倉　昇悟
青木　理沙
落合　真子
川合　良延
浅沼　夏奈
葛谷　知美
小山田　藍
宮部　洋輝
山崎　友菜
原　あい
上田　光輪子
宮地　梨衣
濱條　由莉
竹居　直樹
鈴木　諒佑
春日井　志菜
河村　春菜
新中　大地
藤本　雅也
野元　友美子
幸來　貴人
大角　輝
飯田　朱莉
安藤　智哉

情
報
理
工
学
部

工
学
部

2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
2
2
2
2
2

堺　啓太
吉田　隆宏
川　雄太
細井　飛聡
丹羽　絢音
伊佐治　佳苗
山口　明音
小高　あず沙
小島　潤也
大野　由賀
八木　瑛理香
田中　絵里
今村　みなみ
石橋　優希
清水　梨加
岡野　浩寿
成瀬　千春
金粕　慎平
林　広幸
舘　亜里紗
松本　健一
江口　準啓
森本　一輝
磯部　光佑
伊藤　琴美
竹内　義宜
メイ　ズイ
立山　蓮
山本　崇喜
佐々木　康輔
兼松　裕一
伊藤　里英
熊崎　陽介
松田　博樹
間瀬　基之
飯塚　正樹
真川　智也
大塚　慧介
永井　宏樹
貝沼　雄太

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

機
械
シ
ス
テ
ム

工
学
科

電
気
電
子
工
学
科

情
報

工
学
科
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

情
報
シ
ス
テ
ム

工
学
科

経
営
学
部

経
営
学
科

情
報
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

機
械
情
報

工
学
科

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科

2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2

河津　直樹
伊藤　貴洋
松本　弦篤
菊地　慎之介
大隅　純子
松本　あすか
道脇　大斗
佐久間　綾香
角田　和繁
河野　真理果
石川　聡珠
平子　大喜
加藤　咲希
澤　理沙
岡田　美久
近藤　さき
佐藤　裕也
山田　瑞輝
佐野　円香
杉山　凌
池野　恵理子
佐々木　一憲
清水　陽平
長谷　瑞希
本多　史奈
高橋　健太
若月　翼
石原　康平
平手　佑佳
村上　宏樹
山口　恭平
米野　真由
川口　拓也
落海　なえ
湖東　祐貴
高塚　裕子
次良丸　あずさ
光岡　正太郎
彦坂　幹斗

教育奨励賞

教育奨励賞授与式
　
毎
年
、中
京
大
学
教
育
後
援
会
が
学
生
の
修
学
意
欲

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
って
い
る
、「
教
育
奨
励

賞
」の
授
与
式
が
六
月
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
学
年
別
に
、そ
れ
ぞ
れ
修
得
し
た
科
目
の
成
績

上
位
者
二
〜
五
名
を
表
彰
す
る
も
の
で
、今
年
は
二
年
生

か
ら
四
年
生
の
学
生
百
九
十
九
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
度
の
授
与
式
は
、学
部
配
置
に
合
わ
せ
て

名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パス
で
同
時
開
催
さ
れ
、会
場
と

な
っ
た
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
、八
一
二
教
室
に
は
ス
ー
ツ
に
身
を

包
み
、凛
々
し
い
表
情
の
学
生
た
ち
が
集
結
し
ま
し
た
。

　
午
後
五
時
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
会
場
で
は
、杉
野
邦
廣

教
育
後
援
会
長
の
ご
挨
拶
か
ら
授
与
式
が
ス
タ
ー
ト
。

　「
年
々
、中
京
大
学
の
学
力
が
向
上
す
る
な
か
で
、と
く

に
成
績
優
秀
な
皆
さ
ん
は
本
学
を
代
表
す
る
方
々
で
あ

り
、日
本
の
将
来
を
担
う
方
々
で
も
あ
り
ま
す
。い
つ
か

世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

い
ま
世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
が
起
こ
り
、信
じ
ら

れ
な
い
事
件
、異
常
気
象
な
ど
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
激
変
し
て
い
ま
す
が
、自
分
の
進
む
べ
き
道
を
め
ざ

し
、今
後
も
精
進
し
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
会
場
で
は
、北
川
薫
学
長
が

「
保
護
者
の
方
々
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
奨
励
金
を
ど
う

使
う
か
、そ
こ
は
知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら

先
の
長
い
人
生
の
転
機
に
な
る
よ
う
な
使
い
道
も
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、若
い
知
恵
を
絞
って
欲
し
い
」と

ご
挨
拶
。学
生
た
ち
の
顔
が
ぐ
っ
と
引
き
締
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、学
部
学
科
単
位
で
全
員
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
、

各
学
科
の
代
表
者
に
賞
状
と
奨
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。今
日
の
日
を
誇
り
に
、そ
し
て
今
後
の
励
み
に
、さ
ら

な
る
努
力
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

会員のご子女の中から、学業成績の優秀な学生に奨励金を贈って表彰すること
により、修学意欲の高揚を目的とする制度です。

名古屋キャンパス
NAGOYA CAMPUS

豊田キャンパス
TOYOTA CAMPUS

スポーツ科学部現代社会学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

　教育奨励賞の存在は知っていましたが、何かの紹介文で「会員
のご子女の中から成績優秀な学生に」という一文を“女子の中から”
と読み違え、自分には関係ないものと思い込んでいました。大学は
真面目に勉強するところ、と親に言われていましたし、最初の1年目
は純粋に勉強に取り組んだ結果の受賞でした。
　受賞者には表彰状と成績に応じて決められた額の奨励金が与
えられます。僕自身、アルバイトはしていたものの、自活しているこ
ともあって、なかなかお金を貯められないでいましたが、奨励金を
いただいたことで宅建の資格取得にチャレンジできました。
　やはり一度、経験してしまうと欲が出るもので、2年生からは教
育奨励賞を目標に頑張りました。大学図書館が閉まるまで勉強し、
その後コンビニの夜勤が午後10時から午前2時まで、土日は朝6
時までという日もありましたが、2年生の成績（GPA）はオールS。
結局、資格への挑戦を通して勉強の習慣が身についたこと、一緒
に学ぶ仲間を得たことが大きかったと思います。
　奨励金のおかげで少し余裕もでき、3年生の春休みにはカンボ
ジアを訪ねました。貧困にあえぐ国をイメージしていましたが、星空
は感動的に美しく、誰もが笑顔で挨拶してくれる。視野が広がる
思いでした。奨励賞をいただいたことがきっかけで、いろいろなこと
に意欲的に取り組めるようになれたと感謝しています。

教育奨励賞がなければ、やりたいこと
一つ、できなかったかもしれない。

1年次、2年次、3年次の成績が毎年合算され、上位者が選ばれる賞だけに、
3年連続受賞は、いかに努力を積み重ねてきたか、その証し。

輝く
中京大生

青木 耀平さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

教育後援会「教育奨励賞」を3年連続トップ受賞。

輝く
中京大生

寺本 明日香さん
スポーツ科学部競技スポーツ科学科（1年）

ロンドン五輪・体操女子で個人総合11位に輝いた日本のエース。

　私が所属する体操クラブ（レジックスポーツ）のコーチ、坂本周
次先生も中京大学の卒業生。その先生が体操競技部女子の監
督ということもあり、また名古屋で引き続きご指導いただきたくて、
今春、中京大学に進学しました。
　いつも朝7時頃には大学へ。3限まで授業を受け、午後5時から
夜10時過ぎまで、体操部の拠点でもあるレジックスポーツで毎日
練習しています。たまに体調がすぐれず、休みたくなる日もありますが、
足が勝手に体育館に向いてしまいます。
　ロンドン五輪では、試合に出ることだけに集中していましたので、
日の丸を背負うプレッシャーのようなものは無かったです。たしかに
会場内はものすごい歓声に沸いていましたが、「何だか騒々しい
なあ」と思ったぐらい（笑）。大会後に振り返り、初めてオリンピック
という舞台の大きさに気づきました。
　世界戦もそうですが、日本代表を決める選考会の方が私はずっと
緊張しますし、そこを乗り越えられたら、あとは「もう、やるしかない！」
そんな気持ちで世界の壁に挑んでいます。
　リオ五輪は2年後。まず
はその前の世界選手権
で、団体8位以内に入る
ことが五輪出場の条件で
す。勉強も、自分自身の
夢にも自由に挑戦できる
のが大学生の特権！中
京大学の充実した練習
環境をフル活用しながら、
高難度の技の完成度を
磨いていきたいですね。

恵まれた環境と時間を有効活用しながら、
リオ五輪への切符をめざす。

最近、親のサポートにどれほど
助けられてきたか気がついた。
「いつも感謝の気持ちを忘れずこ
れからも頑張りたい」と寺本さん。

年2回、約200名の文化会員が集まり、交流や会議を行う「リーダーズキャンプ」は
執行部主催の大きなイベント。2泊3日の全日程を仕切る。

舟橋 大裕さん
心理学部心理学科（4年）

熱き志を胸に文化会を牽引する、執行部第60代幹事長。

輝く
中京大生

洞庭 誠治さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

1年生から体育会幹事会に所属。現在、第58代体育会幹事会
幹事長。

輝く
中京大生

　1年生で司会放送部に入り、文化会の一員として過ごしてきまし
たが、2年生の秋、「マジメそうな奴がいる」と先輩の目に留まり、
声を掛けられたのが執行部に入ったきっかけです。
　初年度は総務局長を務め、先輩の推薦で幹事長を引き受ける
ことに。しかしそのプレッシャーたるや、外から見ていたのとでは大
違いでした。そもそも正規の部活動を行っているか、部室が不正
に使用されていないかなど、所属団体の活動を管理し、円滑な活
動をサポートするのが執行部の役割。中には予算の審議も含まれ
ており、団体の活動内容によっては予算ゼロ、という最終決定を
幹事長の僕が下さなければならないこともあります。判断を誤れば、
文化会だけでなく、所属する800人近くの学生に負担を強いてしま
うことを考えると、胃の痛くなる思いでした。
　でも、後輩たちが可愛いんですよね。彼らの部活が存続し、今の
1年生が卒業するまで好きな活動ができるよう、正すべきところは正
しておきたい。文化系ではありますが、僕がしっかり先頭を突っ
走っていかないと、皆もきっと熱くなれないですから。
　大学と学生をつなぐ架け橋として仕事をこなしてきたことで、双
方向の視点を持てるようになりました。まずは相手の気持ちを慮る、
そんなところから新たな視点が芽生えるように思います。次の幹事
長には、そんな考えも一緒にバトンタッチしたいですね。

後輩を思いやる熱い気持ちを原動力に、
文化会の先頭で走りつづける。

　体育会幹事会に入ったのは、部活で「幹事会に入ってほしい」
と言われたから。皆、そうだと思いますが、好きな部活動だけに専念
していたいじゃないですか。仕事もよくわからないし、正直、最初は
嫌々、参加していました。
　そのうちリーダーズキャンプやスポーツ功労賞祝賀会の企画運
営、体育会誌の編集発行と、幹事会の役割がわかるようになっ
て、この組織の面白さに気づきました。
　とくに幹事会の場合、スポーツ振興室と一緒に仕事をする機会
も多く、職員の方々と触れ合うなかで教えられること、学ぶことが本
当にたくさんあるんですね。アメフトや陸上、水泳選手…元アス
リートとして日本を背負った方もいらっしゃいますし、掛けていただ
いた言葉の一つひとつ、どれも宝物のように感じられて全部ノート
に書き留めています。
　とはいえ、僕たち幹事会の方からも声を出していかなくちゃいけ
ない。先日、名古屋キャンパスで開催した「応援プロジェクト」は、
スポーツ振興室に僕らが積極的にアイデアを提案しながらカタチ
にしていったものです。もともと名古屋キャンパスの学生にも体育
会の選手を応援してもらおうと企画したイベントですが、学生を
一つにまとめられるのは、学生の勢いだと思うんですよね。まだまだ
幹事会にしかできないこともあるでしょうし、次の世代のお手本に
なれるよう、もっと情熱を注いでいきたいと思います。

部活動にはない出会いと学びのなかで、
気づいた幹事会の意義。

名古屋キャンパスに学生アスリートが集結した「応援プロジェクト」。洞庭君も裏方を
務めながらステージに登場し、会場を熱く盛り上げた。



青木湖セミナーハウス
【レイクビュー白馬】
〒398-0001
長野県大町市大字平エビスマ23370
TEL：0261-21-4500 FAX：0261-21-4510
一泊2食（平日・税込み）7,800円～

蓼科セミナーハウス
【マウントビュー蓼科】
〒391-0213
長野県茅野市豊平字東嶽三井の森内
TEL：0266-76-2588 FAX：0266-76-5539
一泊2食（平日・税込み）7,700円～ 
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。
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。

 

施 設 紹 介
中京大学では、開かれたキャンパスとして、保護者の方々や一般市民に施設を開放しています。

趣味やライフスタイル、交流を広げる場としてぜひご活用ください。

校友会本部  個人情報保護の基本方針   

1
2

3
4
5

6

校友会本部における個人情報の取扱は、次の方針で行います。
利用目的をできる限り特定し、必要な範囲に限って個人情報を取得します。
利用目的の範囲内で、業務の遂行上必要な限りにおいて個人情報を利用します。
取得した個人情報は、本人の同意を得ることなく、第三者に提供しません。
情報セキュリティー対策をはじめ、個人情報の紛失、漏えい等の予防に努めます。
外部への業務委託については、個人情報の保護に関する契約の締結及び委託先に対する監督を行い、情報の管理に努めます。
本人から個人情報の開示・訂正・削除の請求がなされた場合は、その請求を尊重して対応します。
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収
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座
席
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全
八
十
席
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業
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始
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よ
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き
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よ

う
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か
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月
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さ
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自
学
自
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熱
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き
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と
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え
る

新
ス
ペ
ー
ス
誕
生
。単 位 修 得 状 況

成 績 表 の 見 方 成績表・履修時間割表内「単位修得状況」部分の見方

区　　分

0
0
4
4
2
4
0

4
6

0
0

0
0
0
0
0
0
0

14
16

2
8
0
0
0
4
2

14
12

2
8
0
0
0
2
4

0 0 0 4 56

0 0 0 4 56

24
12

2
8
4
4
4
2
8

14 0 16 16 32

①履修登録 ②既修
単位

③要卒
単位

④卒業
要件春期 秋期

■お問い合わせ

全
学
共
通

フ
ロ
ー
ト

学
部
固
有

中
京
大
・
明
治
大

サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合
開
催

①履修登録 …今学期に登録している単位数

②既修単位 …すでに取得（合格）した単位数

③要卒単位 …既修単位のうち卒業に必要な単位数を
　どれだけ満たしているか示した単位数

④卒業要件 …卒業に必要な各区分の単位数スポーツ・健康
外国語基礎
自然の探究
人間の探究
社会の探究
新 領 域
選 択 単 位

必 修 科 目
選 択 科 目

10 0 30 26 36小 計

24 0 46 46 124総 計

小 計

小 計

フ ロ ー ト

教務課
名古屋キャンパス …… 052-835-7162

豊田キャンパス …… 0565-46-1226

学業成績の発表は、春と秋、各学期末にCUBICS（Webシステム）で学生本人に開示されます。保護者の皆様へは教育後援会より
5月と10月、「成績表・履修時間割表」が送付されますので、卒業に必要な単位を修得できているか、ぜひ一度お確かめください。

校 友 会 本 部 か ら の お 知 ら せ

「④卒業要件」と「③要卒単位」の数字がすべての区分でイ
コールとなれば、卒業要件を満たしていることになります。

卒業に必要な単位を取っているかどうしたら分かる
でしょうか？
1：Q

「フロート単位」とは何ですか？

「全学共通科目」と「学部固有科目」の区分で、修得した単
位のうち各区分の卒業要件を超過した単位数がフロート
単位となります。「フロート単位」のない学部もあります。

1：A

2：A
2：Q

Q ＆ A成績表の見方

2 014年度  教育奨励賞受賞者

2 013年度  中京大学教育後援会 決算報告書

項目
前期繰越金
会　費
受取利息
預金（振込手数料）
その他収入
戻入金

教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
学術・スポーツ活動奨励寄付金
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
次期繰越金

82,419,741
188,550,000

36,454
4,025
52,500
19,580

35,278,943
4,302,900
5,604,822
6,500,000
580,000

22,052,562
915,365
2,190,094
150,545
1,000,000
82,841,200
30,000,000
79,665,869

予算額 項目 予算額

合計 合計

収入 支出

￥271,082,300 ￥271,082,300

授与学生数及び奨励金額

情報理工

工

スポーツ科

情報システム工
情報メディア工
機械情報工
機械システム工
電気電子工
情報工
メディア工

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年２名以内

スポーツ教育
競技スポーツ科

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内

スポーツ健康科 成績上位者各学年３名以内

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

学部 学科 授与学生数 奨励金額

①10万円
②7万円
③5万円
④3万円
⑤3万円
（上位順）

日本文
言語表現
国際英語
英米文化
国際教養
心理
現代社会
法律
総合政策

学部 学科 授与学生数 奨励金額

文

国際英語

国際教養
心理
現代社会
法
総合政策

成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年３名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内
成績上位者各学年５名以内経済経済
成績上位者各学年５名以内経営経営

項目
前期繰越金
会　費
受取利息

予算額 予算額項目
教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
入学辞退者等会費返金費
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
中京大学６０周年記念事業補助金
次期繰越金

33,000,000
5,000,000
7,000,000
8,000,000
1,000,000
30,000,000
3,000,000
2,000,000
1,000,000
200,000

45,000,000
45,000,000
1,000,000
88,565,869

￥269,765,869合計 ￥269,765,869合計

収入 支出

2 014年度  中京大学教育後援会 予算書

79,665,869
190,000,000
100,000

①1・2年次の基準は、年間修得単位数40単位以上とする。 ②3年次の基準は、総修得単位数120単位以上とする。 ③GPA（Grade Point Average）を使用し、各学科10位までを教育奨励賞候補者として選出する。

第14 回
2014年

6月19日（木）
開 催

文学部 ・ 心理学部法学部 ・ 経済学部

国際英語学部 ・ 国際教養学部 ・ 経営学部総合政策学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

評定Sの単位数×4※GPAの算出式 ＋ ＋ ＋ ÷評定Aの単位数×3 評定Bの単位数×2 評定Cの単位数×1 修得単位数

文
学
部

国
際
英
語
学
部

日
本
文
学
科

言
語
表
現
学
科

国
際
英
語
学
科

国
際
教
養

学
部

国
際
教
養

学
科

英
米
文
化
学
科

4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
3

水谷　優花
高橋　真弥
栢原　真美
佐竹　あゆ美
寺澤　沙羅
大河内　志帆
別府　祐希
小黒　祐実
櫻井　舞
土谷　恵理
神谷　有紗
安部　千菜美
小松　紗織
藤井　美咲
高藤　咲希
金原　祐子
前野　紘子
可知　秋代
山下　明里
長谷川　友里
木村　英里名
小川　向日葵
夏目　和加子
長崎　笑子
太田　燎
青木　香澄
金沢　京佳
河合　真奈光
浅倉　悠美
鈴木　美有
尾関　優希
前田　彩乃
日比　千愛美
高杉　美和
西川　眞帆
宮地　優奈
エグエズ・チュタ・ガリルイス
長谷川　愛
加藤　雅隆
酒井　未紗

心
理
学
部

心
理
学
科

現
代
社
会
学
部

現
代
社
会
学
科

法
学
部

法
律
学
科

3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
4

中垣内　優希
廣田　聡美
遠藤　杏菜
小川　翔子
中村　公美
川田　奈於
笠井　美乃里
青木　奈未
池田　葵
大谷　礼子
道脇　菜々穂
桑山　友里
加納　理恵子
遠山　素乃子
深田　菜美子
安田　由真
加藤　史菜
梅村　裕多香
新井　佑実
石川　果穂
青木　耀平
諸江　音美
北沢　歩実
高塚　博子
内山　友梨
木村　結香
波多野　香織
浅井　涼太
八田　莉衣
天野　由鳥
漆間　茜
長谷川　詠美
石山　香穂
河瀬　留彩
岩月　彩
福沢　仁
望月　晴加
後藤　翔一
西沢　美紀
山田　江里子

総
合
政
策
学
部

総
合
政
策
学
科

経
済
学
部

経
済
学
科

4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2

張田　雄暉
後藤　菜月
橋本　健太郎
安田　大輝
大橋　真央
加藤　優里
石川　愛望
大橋　慶甫
柳沼　若南
栃原　奈央子
小久保　実紀
伊藤　美有
辻村　真里奈
長瀬　実希
神谷　明里
武藤　春香
上倉　昇悟
青木　理沙
落合　真子
川合　良延
浅沼　夏奈
葛谷　知美
小山田　藍
宮部　洋輝
山崎　友菜
原　あい
上田　光輪子
宮地　梨衣
濱條　由莉
竹居　直樹
鈴木　諒佑
春日井　志菜
河村　春菜
新中　大地
藤本　雅也
野元　友美子
幸來　貴人
大角　輝
飯田　朱莉
安藤　智哉

情
報
理
工
学
部

工
学
部

2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
4
4
4
3
3
3
2
2
2
2
2

堺　啓太
吉田　隆宏
川　雄太
細井　飛聡
丹羽　絢音
伊佐治　佳苗
山口　明音
小高　あず沙
小島　潤也
大野　由賀
八木　瑛理香
田中　絵里
今村　みなみ
石橋　優希
清水　梨加
岡野　浩寿
成瀬　千春
金粕　慎平
林　広幸
舘　亜里紗
松本　健一
江口　準啓
森本　一輝
磯部　光佑
伊藤　琴美
竹内　義宜
メイ　ズイ
立山　蓮
山本　崇喜
佐々木　康輔
兼松　裕一
伊藤　里英
熊崎　陽介
松田　博樹
間瀬　基之
飯塚　正樹
真川　智也
大塚　慧介
永井　宏樹
貝沼　雄太

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

機
械
シ
ス
テ
ム

工
学
科

電
気
電
子
工
学
科

情
報

工
学
科
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

情
報
シ
ス
テ
ム

工
学
科

経
営
学
部

経
営
学
科

情
報
メ
デ
ィ
ア

工
学
科

機
械
情
報

工
学
科

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科

2
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
4
4
4
3
3
3
2
2
2

河津　直樹
伊藤　貴洋
松本　弦篤
菊地　慎之介
大隅　純子
松本　あすか
道脇　大斗
佐久間　綾香
角田　和繁
河野　真理果
石川　聡珠
平子　大喜
加藤　咲希
澤　理沙
岡田　美久
近藤　さき
佐藤　裕也
山田　瑞輝
佐野　円香
杉山　凌
池野　恵理子
佐々木　一憲
清水　陽平
長谷　瑞希
本多　史奈
高橋　健太
若月　翼
石原　康平
平手　佑佳
村上　宏樹
山口　恭平
米野　真由
川口　拓也
落海　なえ
湖東　祐貴
高塚　裕子
次良丸　あずさ
光岡　正太郎
彦坂　幹斗

教育奨励賞

教育奨励賞授与式
　
毎
年
、中
京
大
学
教
育
後
援
会
が
学
生
の
修
学
意
欲

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
って
い
る
、「
教
育
奨
励

賞
」の
授
与
式
が
六
月
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
学
年
別
に
、そ
れ
ぞ
れ
修
得
し
た
科
目
の
成
績

上
位
者
二
〜
五
名
を
表
彰
す
る
も
の
で
、今
年
は
二
年
生

か
ら
四
年
生
の
学
生
百
九
十
九
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
度
の
授
与
式
は
、学
部
配
置
に
合
わ
せ
て

名
古
屋・豊
田
両
キ
ャ
ン
パス
で
同
時
開
催
さ
れ
、会
場
と

な
っ
た
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
、八
一
二
教
室
に
は
ス
ー
ツ
に
身
を

包
み
、凛
々
し
い
表
情
の
学
生
た
ち
が
集
結
し
ま
し
た
。

　
午
後
五
時
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
会
場
で
は
、杉
野
邦
廣

教
育
後
援
会
長
の
ご
挨
拶
か
ら
授
与
式
が
ス
タ
ー
ト
。

　「
年
々
、中
京
大
学
の
学
力
が
向
上
す
る
な
か
で
、と
く

に
成
績
優
秀
な
皆
さ
ん
は
本
学
を
代
表
す
る
方
々
で
あ

り
、日
本
の
将
来
を
担
う
方
々
で
も
あ
り
ま
す
。い
つ
か

世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

い
ま
世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
が
起
こ
り
、信
じ
ら

れ
な
い
事
件
、異
常
気
象
な
ど
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
激
変
し
て
い
ま
す
が
、自
分
の
進
む
べ
き
道
を
め
ざ

し
、今
後
も
精
進
し
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
会
場
で
は
、北
川
薫
学
長
が

「
保
護
者
の
方
々
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
奨
励
金
を
ど
う

使
う
か
、そ
こ
は
知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら

先
の
長
い
人
生
の
転
機
に
な
る
よ
う
な
使
い
道
も
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、若
い
知
恵
を
絞
って
欲
し
い
」と

ご
挨
拶
。学
生
た
ち
の
顔
が
ぐ
っ
と
引
き
締
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、学
部
学
科
単
位
で
全
員
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
、

各
学
科
の
代
表
者
に
賞
状
と
奨
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。今
日
の
日
を
誇
り
に
、そ
し
て
今
後
の
励
み
に
、さ
ら

な
る
努
力
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

会員のご子女の中から、学業成績の優秀な学生に奨励金を贈って表彰すること
により、修学意欲の高揚を目的とする制度です。

名古屋キャンパス
NAGOYA CAMPUS

豊田キャンパス
TOYOTA CAMPUS

スポーツ科学部現代社会学部 ・ 情報理工学部 ・ 工学部

　教育奨励賞の存在は知っていましたが、何かの紹介文で「会員
のご子女の中から成績優秀な学生に」という一文を“女子の中から”
と読み違え、自分には関係ないものと思い込んでいました。大学は
真面目に勉強するところ、と親に言われていましたし、最初の1年目
は純粋に勉強に取り組んだ結果の受賞でした。
　受賞者には表彰状と成績に応じて決められた額の奨励金が与
えられます。僕自身、アルバイトはしていたものの、自活しているこ
ともあって、なかなかお金を貯められないでいましたが、奨励金を
いただいたことで宅建の資格取得にチャレンジできました。
　やはり一度、経験してしまうと欲が出るもので、2年生からは教
育奨励賞を目標に頑張りました。大学図書館が閉まるまで勉強し、
その後コンビニの夜勤が午後10時から午前2時まで、土日は朝6
時までという日もありましたが、2年生の成績（GPA）はオールS。
結局、資格への挑戦を通して勉強の習慣が身についたこと、一緒
に学ぶ仲間を得たことが大きかったと思います。
　奨励金のおかげで少し余裕もでき、3年生の春休みにはカンボ
ジアを訪ねました。貧困にあえぐ国をイメージしていましたが、星空
は感動的に美しく、誰もが笑顔で挨拶してくれる。視野が広がる
思いでした。奨励賞をいただいたことがきっかけで、いろいろなこと
に意欲的に取り組めるようになれたと感謝しています。

教育奨励賞がなければ、やりたいこと
一つ、できなかったかもしれない。

1年次、2年次、3年次の成績が毎年合算され、上位者が選ばれる賞だけに、
3年連続受賞は、いかに努力を積み重ねてきたか、その証し。

輝く
中京大生

青木 耀平さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

教育後援会「教育奨励賞」を3年連続トップ受賞。

輝く
中京大生

寺本 明日香さん
スポーツ科学部競技スポーツ科学科（1年）

ロンドン五輪・体操女子で個人総合11位に輝いた日本のエース。

　私が所属する体操クラブ（レジックスポーツ）のコーチ、坂本周
次先生も中京大学の卒業生。その先生が体操競技部女子の監
督ということもあり、また名古屋で引き続きご指導いただきたくて、
今春、中京大学に進学しました。
　いつも朝7時頃には大学へ。3限まで授業を受け、午後5時から
夜10時過ぎまで、体操部の拠点でもあるレジックスポーツで毎日
練習しています。たまに体調がすぐれず、休みたくなる日もありますが、
足が勝手に体育館に向いてしまいます。
　ロンドン五輪では、試合に出ることだけに集中していましたので、
日の丸を背負うプレッシャーのようなものは無かったです。たしかに
会場内はものすごい歓声に沸いていましたが、「何だか騒々しい
なあ」と思ったぐらい（笑）。大会後に振り返り、初めてオリンピック
という舞台の大きさに気づきました。
　世界戦もそうですが、日本代表を決める選考会の方が私はずっと
緊張しますし、そこを乗り越えられたら、あとは「もう、やるしかない！」
そんな気持ちで世界の壁に挑んでいます。
　リオ五輪は2年後。まず
はその前の世界選手権
で、団体8位以内に入る
ことが五輪出場の条件で
す。勉強も、自分自身の
夢にも自由に挑戦できる
のが大学生の特権！中
京大学の充実した練習
環境をフル活用しながら、
高難度の技の完成度を
磨いていきたいですね。

恵まれた環境と時間を有効活用しながら、
リオ五輪への切符をめざす。

最近、親のサポートにどれほど
助けられてきたか気がついた。
「いつも感謝の気持ちを忘れずこ
れからも頑張りたい」と寺本さん。

年2回、約200名の文化会員が集まり、交流や会議を行う「リーダーズキャンプ」は
執行部主催の大きなイベント。2泊3日の全日程を仕切る。

舟橋 大裕さん
心理学部心理学科（4年）

熱き志を胸に文化会を牽引する、執行部第60代幹事長。

輝く
中京大生

洞庭 誠治さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

1年生から体育会幹事会に所属。現在、第58代体育会幹事会
幹事長。

輝く
中京大生

　1年生で司会放送部に入り、文化会の一員として過ごしてきまし
たが、2年生の秋、「マジメそうな奴がいる」と先輩の目に留まり、
声を掛けられたのが執行部に入ったきっかけです。
　初年度は総務局長を務め、先輩の推薦で幹事長を引き受ける
ことに。しかしそのプレッシャーたるや、外から見ていたのとでは大
違いでした。そもそも正規の部活動を行っているか、部室が不正
に使用されていないかなど、所属団体の活動を管理し、円滑な活
動をサポートするのが執行部の役割。中には予算の審議も含まれ
ており、団体の活動内容によっては予算ゼロ、という最終決定を
幹事長の僕が下さなければならないこともあります。判断を誤れば、
文化会だけでなく、所属する800人近くの学生に負担を強いてしま
うことを考えると、胃の痛くなる思いでした。
　でも、後輩たちが可愛いんですよね。彼らの部活が存続し、今の
1年生が卒業するまで好きな活動ができるよう、正すべきところは正
しておきたい。文化系ではありますが、僕がしっかり先頭を突っ
走っていかないと、皆もきっと熱くなれないですから。
　大学と学生をつなぐ架け橋として仕事をこなしてきたことで、双
方向の視点を持てるようになりました。まずは相手の気持ちを慮る、
そんなところから新たな視点が芽生えるように思います。次の幹事
長には、そんな考えも一緒にバトンタッチしたいですね。

後輩を思いやる熱い気持ちを原動力に、
文化会の先頭で走りつづける。

　体育会幹事会に入ったのは、部活で「幹事会に入ってほしい」
と言われたから。皆、そうだと思いますが、好きな部活動だけに専念
していたいじゃないですか。仕事もよくわからないし、正直、最初は
嫌々、参加していました。
　そのうちリーダーズキャンプやスポーツ功労賞祝賀会の企画運
営、体育会誌の編集発行と、幹事会の役割がわかるようになっ
て、この組織の面白さに気づきました。
　とくに幹事会の場合、スポーツ振興室と一緒に仕事をする機会
も多く、職員の方々と触れ合うなかで教えられること、学ぶことが本
当にたくさんあるんですね。アメフトや陸上、水泳選手…元アス
リートとして日本を背負った方もいらっしゃいますし、掛けていただ
いた言葉の一つひとつ、どれも宝物のように感じられて全部ノート
に書き留めています。
　とはいえ、僕たち幹事会の方からも声を出していかなくちゃいけ
ない。先日、名古屋キャンパスで開催した「応援プロジェクト」は、
スポーツ振興室に僕らが積極的にアイデアを提案しながらカタチ
にしていったものです。もともと名古屋キャンパスの学生にも体育
会の選手を応援してもらおうと企画したイベントですが、学生を
一つにまとめられるのは、学生の勢いだと思うんですよね。まだまだ
幹事会にしかできないこともあるでしょうし、次の世代のお手本に
なれるよう、もっと情熱を注いでいきたいと思います。

部活動にはない出会いと学びのなかで、
気づいた幹事会の意義。

名古屋キャンパスに学生アスリートが集結した「応援プロジェクト」。洞庭君も裏方を
務めながらステージに登場し、会場を熱く盛り上げた。
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催
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ア
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。

 

施 設 紹 介
中京大学では、開かれたキャンパスとして、保護者の方々や一般市民に施設を開放しています。

趣味やライフスタイル、交流を広げる場としてぜひご活用ください。

校友会本部  個人情報保護の基本方針   

1
2

3
4
5

6

校友会本部における個人情報の取扱は、次の方針で行います。
利用目的をできる限り特定し、必要な範囲に限って個人情報を取得します。
利用目的の範囲内で、業務の遂行上必要な限りにおいて個人情報を利用します。
取得した個人情報は、本人の同意を得ることなく、第三者に提供しません。
情報セキュリティー対策をはじめ、個人情報の紛失、漏えい等の予防に努めます。
外部への業務委託については、個人情報の保護に関する契約の締結及び委託先に対する監督を行い、情報の管理に努めます。
本人から個人情報の開示・訂正・削除の請求がなされた場合は、その請求を尊重して対応します。
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①履修登録 ②既修
単位

③要卒
単位

④卒業
要件春期 秋期

■お問い合わせ

全
学
共
通

フ
ロ
ー
ト

学
部
固
有

中
京
大
・
明
治
大

サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合
開
催

①履修登録 …今学期に登録している単位数

②既修単位 …すでに取得（合格）した単位数

③要卒単位 …既修単位のうち卒業に必要な単位数を
　どれだけ満たしているか示した単位数

④卒業要件 …卒業に必要な各区分の単位数スポーツ・健康
外国語基礎
自然の探究
人間の探究
社会の探究
新 領 域
選 択 単 位

必 修 科 目
選 択 科 目

10 0 30 26 36小 計

24 0 46 46 124総 計

小 計

小 計

フ ロ ー ト

教務課
名古屋キャンパス …… 052-835-7162

豊田キャンパス …… 0565-46-1226

学業成績の発表は、春と秋、各学期末にCUBICS（Webシステム）で学生本人に開示されます。保護者の皆様へは教育後援会より
5月と10月、「成績表・履修時間割表」が送付されますので、卒業に必要な単位を修得できているか、ぜひ一度お確かめください。

校 友 会 本 部 か ら の お 知 ら せ

「④卒業要件」と「③要卒単位」の数字がすべての区分でイ
コールとなれば、卒業要件を満たしていることになります。

卒業に必要な単位を取っているかどうしたら分かる
でしょうか？
1：Q

「フロート単位」とは何ですか？

「全学共通科目」と「学部固有科目」の区分で、修得した単
位のうち各区分の卒業要件を超過した単位数がフロート
単位となります。「フロート単位」のない学部もあります。

1：A

2：A
2：Q

Q ＆ A成績表の見方

　教育奨励賞の存在は知っていましたが、何かの紹介文で「会員
のご子女の中から成績優秀な学生に」という一文を“女子の中から”
と読み違え、自分には関係ないものと思い込んでいました。大学は
真面目に勉強するところ、と親に言われていましたし、最初の1年目
は純粋に勉強に取り組んだ結果の受賞でした。
　受賞者には表彰状と成績に応じて決められた額の奨励金が与
えられます。僕自身、アルバイトはしていたものの、自活しているこ
ともあって、なかなかお金を貯められないでいましたが、奨励金を
いただいたことで宅建の資格取得にチャレンジできました。
　やはり一度、経験してしまうと欲が出るもので、2年生からは教
育奨励賞を目標に頑張りました。大学図書館が閉まるまで勉強し、
その後コンビニの夜勤が午後10時から午前2時まで、土日は朝6
時までという日もありましたが、2年生の成績（GPA）はオールS。
結局、資格への挑戦を通して勉強の習慣が身についたこと、一緒
に学ぶ仲間を得たことが大きかったと思います。
　奨励金のおかげで少し余裕もでき、3年生の春休みにはカンボ
ジアを訪ねました。貧困にあえぐ国をイメージしていましたが、星空
は感動的に美しく、誰もが笑顔で挨拶してくれる。視野が広がる
思いでした。奨励賞をいただいたことがきっかけで、いろいろなこと
に意欲的に取り組めるようになれたと感謝しています。

教育奨励賞がなければ、やりたいこと
一つ、できなかったかもしれない。

1年次、2年次、3年次の成績が毎年合算され、上位者が選ばれる賞だけに、
3年連続受賞は、いかに努力を積み重ねてきたか、その証し。

輝く
中京大生

青木 耀平さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

教育後援会「教育奨励賞」を3年連続トップ受賞。

輝く
中京大生

寺本 明日香さん
スポーツ科学部競技スポーツ科学科（1年）

ロンドン五輪・体操女子で個人総合11位に輝いた日本のエース。

　私が所属する体操クラブ（レジックスポーツ）のコーチ、坂本周
次先生も中京大学の卒業生。その先生が体操競技部女子の監
督ということもあり、また名古屋で引き続きご指導いただきたくて、
今春、中京大学に進学しました。
　いつも朝7時頃には大学へ。3限まで授業を受け、午後5時から
夜10時過ぎまで、体操部の拠点でもあるレジックスポーツで毎日
練習しています。たまに体調がすぐれず、休みたくなる日もありますが、
足が勝手に体育館に向いてしまいます。
　ロンドン五輪では、試合に出ることだけに集中していましたので、
日の丸を背負うプレッシャーのようなものは無かったです。たしかに
会場内はものすごい歓声に沸いていましたが、「何だか騒々しい
なあ」と思ったぐらい（笑）。大会後に振り返り、初めてオリンピック
という舞台の大きさに気づきました。
　世界戦もそうですが、日本代表を決める選考会の方が私はずっと
緊張しますし、そこを乗り越えられたら、あとは「もう、やるしかない！」
そんな気持ちで世界の壁に挑んでいます。
　リオ五輪は2年後。まず
はその前の世界選手権
で、団体8位以内に入る
ことが五輪出場の条件で
す。勉強も、自分自身の
夢にも自由に挑戦できる
のが大学生の特権！中
京大学の充実した練習
環境をフル活用しながら、
高難度の技の完成度を
磨いていきたいですね。

恵まれた環境と時間を有効活用しながら、
リオ五輪への切符をめざす。

最近、親のサポートにどれほど
助けられてきたか気がついた。
「いつも感謝の気持ちを忘れずこ
れからも頑張りたい」と寺本さん。
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学
部
生
、大
学
院
生
合
わ
せ

て
三
千
名
が
在
籍
。主
婦
や

社
会
人
の
方
な
ど
、向
上
心

あ
ふ
れ
る
学
生
を
支
援
す

る
の
も
、本
学
の
役
割
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
三
月
十
五
日（
土
）、

第
三
回
目
と
な
る
中
京
大

学
・
明
治
大
学
サ
ッ
カ
ー
交
流

試
合
が
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
日
本
大
学
選
手
権
で
優

勝
争
い
を
繰
り
広
げ
て
き
た

大
学
サ
ッ
カ
ー
界
の
両
雄
の
対

戦
に
、大
学
関
係
者
の
み
な
ら

ず
一
般
市
民
ら
約
千
名
が
駆

け
つ
け
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な
プ
レ
ー

を
観
戦
。双
方
、巧
み
な
攻
撃

と
鉄
壁
の
守
り
で
０
対
０
の

引
分
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
校
友
会
本
部
も
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
こ
の
試
合
は
、豊
田
ス

タ
ジ
ア
ム
の
名
物
カ
ー
ド
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。

 

施 設 紹 介
中京大学では、開かれたキャンパスとして、保護者の方々や一般市民に施設を開放しています。

趣味やライフスタイル、交流を広げる場としてぜひご活用ください。

校友会本部  個人情報保護の基本方針   

1
2

3
4
5

6

校友会本部における個人情報の取扱は、次の方針で行います。
利用目的をできる限り特定し、必要な範囲に限って個人情報を取得します。
利用目的の範囲内で、業務の遂行上必要な限りにおいて個人情報を利用します。
取得した個人情報は、本人の同意を得ることなく、第三者に提供しません。
情報セキュリティー対策をはじめ、個人情報の紛失、漏えい等の予防に努めます。
外部への業務委託については、個人情報の保護に関する契約の締結及び委託先に対する監督を行い、情報の管理に努めます。
本人から個人情報の開示・訂正・削除の請求がなされた場合は、その請求を尊重して対応します。

放
送
大
学

個
人
学
習
室

図
書
館

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ
る

人
の
、も
う
ひ
と
つ
の
、

学
び
の
カ
タ
チ
。

　
中
京
大
学
図
書
館
は
、多

く
の
学
部
学
科
を
備
え
る

総
合
大
学
の
図
書
館
と
し

て
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
三

館
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
一
館

あ
り
、多
分
野
に
わ
た
り
充

実
し
た
蔵
書
を
備
え
て
い
ま

す
。東
海
地
区
の
大
学
で
は

初
の
自
動
書
庫（
八
十
万
冊

収
蔵
可
能
）が
導
入
さ
れ
た

ほ
か
、貴
重
書
庫
も
新
設
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、名
古
屋

図
書
館
に
は
学
生
ア
シ
ス
タ

ン
ト
を
配
置
し
て
い
る「
ラ
ー

ニ
ン
グ・ス
ク
エ
ア
」や
館
内
で

長
時
間
学
習
で
き
る
よ
う
に

飲
食
や
会
話
が
で
き
る「
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ・ス
ク
エ
ア
」が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

四
館
で
蔵
書
九
十
九
万
冊
、

一
般
市
民
に
も
開
放
さ
れ
た
、

知
の
宝
庫
。

　
本
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、一
般
市
民
を

対
象
と
し
た
講
座
を
年
二

回
開
講
し
て
い
ま
す
。
文

学
、ビ
ジ
ネ
ス
、ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
さ
ま

ざ
ま
で
、語
学
学
習
な
ど
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き

る
上
、午
前
、午
後
、夜
間

と
幅
広
い
時
間
設
定
で
、社

会
人
の
方
で
も
利
用
し
や

す
い
よ
う
配
慮
。こ
れ
ま
で

に
受
講
者
は
延
べ
五
万
人

を
数
え
、地
域
の
方
々
の
生

涯
学
習
へ
の
旺
盛
な
意
欲

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
、

よ
り
楽
し
む
た
め
に
。

　
レ
ポ
ー
ト
や
ゼ
ミ
発
表
の

資
料
づ
く
り
、就
職
活
動
や

資
格
試
験
に
備
え
た
勉
強

の
た
め
に
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

施
設
を
利
用
す
る
学
生
が

増
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に

対
応
す
べ
く
、名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス・
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
一
階
に

個
人
学
習
の
た
め
の
専
用

ス
ペ
ー
ス
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
座
席
は
全
八
十
席
、授
業

開
始
前
よ
り
利
用
で
き
る
よ

う
、午
前
八
時
か
ら
午
後
八

時
ま
で（
月
〜
金
）す
べ
て
の

学
生
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
学
自
習
へ
の
情
熱
に

き
ち
ん
と
応
え
る

新
ス
ペ
ー
ス
誕
生
。単 位 修 得 状 況

成績表 の 見方 成績表・履修時間割表内「単位修得状況」部分の見方

区　　分

0
0
4
4
2
4
0

4
6

0
0

0
0
0
0
0
0
0

14
16

2
8
0
0
0
4
2

14
12

2
8
0
0
0
2
4

0 0 0 4 56

0 0 0 4 56

24
12

2
8
4
4
4
2
8

14 0 16 16 32

①履修登録 ②既修
単位

③要卒
単位

④卒業
要件春期 秋期

■お問い合わせ

全
学
共
通

フ
ロ
ー
ト

学
部
固
有

中
京
大
・
明
治
大

サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合
開
催

①履修登録 …今学期に登録している単位数

②既修単位 …すでに取得（合格）した単位数

③要卒単位 …既修単位のうち卒業に必要な単位数を
　どれだけ満たしているか示した単位数

④卒業要件 …卒業に必要な各区分の単位数スポーツ・健康
外国語基礎
自然の探究
人間の探究
社会の探究
新 領 域
選 択 単 位

必 修 科 目
選 択 科 目

10 0 30 26 36小 計

24 0 46 46 124総 計

小 計

小 計

フ ロ ー ト

教務課
名古屋キャンパス …… 052-835-7162

豊田キャンパス …… 0565-46-1226

学業成績の発表は、春と秋、各学期末にCUBICS（Webシステム）で学生本人に開示されます。保護者の皆様へは教育後援会より
5月と10月、「成績表・履修時間割表」が送付されますので、卒業に必要な単位を修得できているか、ぜひ一度お確かめください。

校 友 会 本 部 か ら の お 知 ら せ

「④卒業要件」と「③要卒単位」の数字がすべての区分でイ
コールとなれば、卒業要件を満たしていることになります。

卒業に必要な単位を取っているかどうしたら分かる
でしょうか？
1：Q

「フロート単位」とは何ですか？

「全学共通科目」と「学部固有科目」の区分で、修得した単
位のうち各区分の卒業要件を超過した単位数がフロート
単位となります。「フロート単位」のない学部もあります。

1：A

2：A
2：Q

Q ＆ A成績表の見方

　教育奨励賞の存在は知っていましたが、何かの紹介文で「会員
のご子女の中から成績優秀な学生に」という一文を“女子の中から”
と読み違え、自分には関係ないものと思い込んでいました。大学は
真面目に勉強するところ、と親に言われていましたし、最初の1年目
は純粋に勉強に取り組んだ結果の受賞でした。
　受賞者には表彰状と成績に応じて決められた額の奨励金が与
えられます。僕自身、アルバイトはしていたものの、自活しているこ
ともあって、なかなかお金を貯められないでいましたが、奨励金を
いただいたことで宅建の資格取得にチャレンジできました。
　やはり一度、経験してしまうと欲が出るもので、2年生からは教
育奨励賞を目標に頑張りました。大学図書館が閉まるまで勉強し、
その後コンビニの夜勤が午後10時から午前2時まで、土日は朝6
時までという日もありましたが、2年生の成績（GPA）はオールS。
結局、資格への挑戦を通して勉強の習慣が身についたこと、一緒
に学ぶ仲間を得たことが大きかったと思います。
　奨励金のおかげで少し余裕もでき、3年生の春休みにはカンボ
ジアを訪ねました。貧困にあえぐ国をイメージしていましたが、星空
は感動的に美しく、誰もが笑顔で挨拶してくれる。視野が広がる
思いでした。奨励賞をいただいたことがきっかけで、いろいろなこと
に意欲的に取り組めるようになれたと感謝しています。

教育奨励賞がなければ、やりたいこと
一つ、できなかったかもしれない。

1年次、2年次、3年次の成績が毎年合算され、上位者が選ばれる賞だけに、
3年連続受賞は、いかに努力を積み重ねてきたか、その証し。

輝く
中京大生

青木 耀平さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

教育後援会「教育奨励賞」を3年連続トップ受賞。

輝く
中京大生

寺本 明日香さん
スポーツ科学部競技スポーツ科学科（1年）

ロンドン五輪・体操女子で個人総合11位に輝いた日本のエース。

　私が所属する体操クラブ（レジックスポーツ）のコーチ、坂本周
次先生も中京大学の卒業生。その先生が体操競技部女子の監
督ということもあり、また名古屋で引き続きご指導いただきたくて、
今春、中京大学に進学しました。
　いつも朝7時頃には大学へ。3限まで授業を受け、午後5時から
夜10時過ぎまで、体操部の拠点でもあるレジックスポーツで毎日
練習しています。たまに体調がすぐれず、休みたくなる日もありますが、
足が勝手に体育館に向いてしまいます。
　ロンドン五輪では、試合に出ることだけに集中していましたので、
日の丸を背負うプレッシャーのようなものは無かったです。たしかに
会場内はものすごい歓声に沸いていましたが、「何だか騒々しい
なあ」と思ったぐらい（笑）。大会後に振り返り、初めてオリンピック
という舞台の大きさに気づきました。
　世界戦もそうですが、日本代表を決める選考会の方が私はずっと
緊張しますし、そこを乗り越えられたら、あとは「もう、やるしかない！」
そんな気持ちで世界の壁に挑んでいます。
　リオ五輪は2年後。まず
はその前の世界選手権
で、団体8位以内に入る
ことが五輪出場の条件で
す。勉強も、自分自身の
夢にも自由に挑戦できる
のが大学生の特権！中
京大学の充実した練習
環境をフル活用しながら、
高難度の技の完成度を
磨いていきたいですね。

恵まれた環境と時間を有効活用しながら、
リオ五輪への切符をめざす。

最近、親のサポートにどれほど
助けられてきたか気がついた。
「いつも感謝の気持ちを忘れずこ
れからも頑張りたい」と寺本さん。

〒466-8666　名古屋市昭和区八事本町101-2
TEL：052-835-7111（大学代表）／052-835-7140（校友会本部）・ FAX：052-835-6069
中京大学ホームページ　http://www.chukyo-u.ac.jp ・ 中京大学校友会本部　e-mail koyu@mng.chukyo-u.ac.jp

校友会本部

中京大学大学祭のお知らせ

10/30（木）
豊田キャンパスのみ

10/31（金） /2（日）～11
■名古屋キャンパス

  第61回 中京大学祭テーマ『素』
■豊田キャンパス

  第21回 中京大学とよた祭テーマ『翔』

・ 開催時間／11:00～15:00
・ 受付時間／10:30～13:00
・ 受付場所／名古屋キャンパス：センタービルG階ロビー
　　　　　   豊田キャンパス：19号館ロビー11/1（土）

1.名古屋キャンパス・豊田キャンパスで開催します。　2．受付後、学内を自由にご見学ください。（学内施設見学ツアーも予定しています。）
3．食堂やバザーで利用できるチケットを来学されたご家族分お渡しいたします。

12：00～14：00

［名古屋キャンパス］
■地下鉄鶴舞線・名城線「八事駅」下車、5番出口から徒歩0分（中京大学センタービル入口直結）
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

［豊田キャンパス］
■名鉄豊田線「浄水駅」下車、スクールバス9分（地下鉄鶴舞線と名鉄豊田線は、「赤池駅」で連絡しています。）
※豊田キャンパスと浄水駅を結ぶスクールバスを運行（臨時ダイヤ）予定。 ※駐車場は200台程度あります。

■愛知環状鉄道「貝津駅」下車、徒歩8分

時間 場所 ・名古屋キャンパス： センタービル６階 ゼミ教室
： 20号館1階・豊田キャンパス

交通機関について

個別相談会（学業・学生生活・就職・留学・資格対策について）

中京大学開学60周年記念事業

※お気軽にご相談ください。

大学祭
開催中

前夜祭 本 祭

キャンパス見学会のお知らせ（全学年の保護者対象）

全国青年弁論大会
日時／2014年11月9日（日） 9：00～17：00　会場／中京大学 清明ホール（入場無料）

主催 ／ 日本弁論連盟　中京大学
後援 ／ 文部科学省　愛知県　名古屋市　豊田市　愛知県議会　名古屋市議会　豊田市議会　愛知県教育委員会　名古屋市教育委員会

豊田市教育委員会　中日新聞社　高等学校文化連盟全国弁論専門部会　中京大学同窓会　中京大学教育後援会

第59回
文部科学大臣杯

保護者と教職員が協力し、学生をサポートする中京大学

A n n u a l R e p o r t o f t h e E d u c a t i o n a l S u p p o r t S o c i e t y

青木湖セミナーハウス
【レイクビュー白馬】
〒398-0001
長野県大町市大字平エビスマ23370
TEL：0261-21-4500 FAX：0261-21-4510
一泊2食（平日・税込み）7,800円～

蓼科セミナーハウス
【マウントビュー蓼科】
〒391-0213
長野県茅野市豊平字東嶽三井の森内
TEL：0266-76-2588 FAX：0266-76-5539
一泊2食（平日・税込み）7,700円～ 

ご
家
族
の
休
日
は
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
過
ご
せ
る

本
格
リ
ゾ
ー
ト
へ
。

　
在
学
生
ば
か
り
で
な
く
、保
護

者
の
皆
様
や
卒
業
生
の
方
々
に
も

ご
利
用
い
た
だ
き
、大
変
ご
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
、本
学
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
す
。北
ア
ル
プ
ス

の
麓
、青
木
湖
畔
に
佇
む「
青
木

湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」は
、ス
キ
ー
や

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、紅
葉
な
ど
四
季

折
々
に
満
喫
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
ス

ポ
ッ
ト
。ま
た
南
・
中
・
北
ア
ル
プ
ス

と
八
ヶ
岳
連
峰
の
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ

を
望
む「
蓼
科
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」

で
は
、広
大
な
森
で
野
生
動
物
と

出
会
っ
た
り
、星
空
を
眺
め
た
り
。

大
自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
講
義

を
受
け
る
こ
と
で
大
学
卒

業
資
格
を
得
ら
れ
る
通
信

制
大
学「
放
送
大
学
」。本

学
で
は
、そ
の
東
海
地
区
の

拠
点
と
な
る「
愛
知
学
習
セ

ン
タ
ー
」を
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
四

階
に
設
置
。ス
ク
ー
リ
ン
グ

の
た
め
の
学
習
施
設
と
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
。現
在
、

学
部
生
、大
学
院
生
合
わ
せ

て
三
千
名
が
在
籍
。主
婦
や

社
会
人
の
方
な
ど
、向
上
心

あ
ふ
れ
る
学
生
を
支
援
す

る
の
も
、本
学
の
役
割
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
三
月
十
五
日（
土
）、

第
三
回
目
と
な
る
中
京
大

学
・
明
治
大
学
サ
ッ
カ
ー
交
流

試
合
が
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
日
本
大
学
選
手
権
で
優

勝
争
い
を
繰
り
広
げ
て
き
た

大
学
サ
ッ
カ
ー
界
の
両
雄
の
対

戦
に
、大
学
関
係
者
の
み
な
ら

ず
一
般
市
民
ら
約
千
名
が
駆

け
つ
け
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な
プ
レ
ー

を
観
戦
。双
方
、巧
み
な
攻
撃

と
鉄
壁
の
守
り
で
０
対
０
の

引
分
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
校
友
会
本
部
も
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
こ
の
試
合
は
、豊
田
ス

タ
ジ
ア
ム
の
名
物
カ
ー
ド
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。

 

施 設 紹 介
中京大学では、開かれたキャンパスとして、保護者の方々や一般市民に施設を開放しています。

趣味やライフスタイル、交流を広げる場としてぜひご活用ください。

校友会本部  個人情報保護の基本方針   

1
2

3
4
5

6

校友会本部における個人情報の取扱は、次の方針で行います。
利用目的をできる限り特定し、必要な範囲に限って個人情報を取得します。
利用目的の範囲内で、業務の遂行上必要な限りにおいて個人情報を利用します。
取得した個人情報は、本人の同意を得ることなく、第三者に提供しません。
情報セキュリティー対策をはじめ、個人情報の紛失、漏えい等の予防に努めます。
外部への業務委託については、個人情報の保護に関する契約の締結及び委託先に対する監督を行い、情報の管理に努めます。
本人から個人情報の開示・訂正・削除の請求がなされた場合は、その請求を尊重して対応します。

放
送
大
学

個
人
学
習
室

図
書
館

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ
る

人
の
、も
う
ひ
と
つ
の
、

学
び
の
カ
タ
チ
。

　
中
京
大
学
図
書
館
は
、多

く
の
学
部
学
科
を
備
え
る

総
合
大
学
の
図
書
館
と
し

て
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
三

館
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
一
館

あ
り
、多
分
野
に
わ
た
り
充

実
し
た
蔵
書
を
備
え
て
い
ま

す
。東
海
地
区
の
大
学
で
は

初
の
自
動
書
庫（
八
十
万
冊

収
蔵
可
能
）が
導
入
さ
れ
た

ほ
か
、貴
重
書
庫
も
新
設
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、名
古
屋

図
書
館
に
は
学
生
ア
シ
ス
タ

ン
ト
を
配
置
し
て
い
る「
ラ
ー

ニ
ン
グ・ス
ク
エ
ア
」や
館
内
で

長
時
間
学
習
で
き
る
よ
う
に

飲
食
や
会
話
が
で
き
る「
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ・ス
ク
エ
ア
」が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

四
館
で
蔵
書
九
十
九
万
冊
、

一
般
市
民
に
も
開
放
さ
れ
た
、

知
の
宝
庫
。

　
本
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、一
般
市
民
を

対
象
と
し
た
講
座
を
年
二

回
開
講
し
て
い
ま
す
。
文

学
、ビ
ジ
ネ
ス
、ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
さ
ま

ざ
ま
で
、語
学
学
習
な
ど
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き

る
上
、午
前
、午
後
、夜
間

と
幅
広
い
時
間
設
定
で
、社

会
人
の
方
で
も
利
用
し
や

す
い
よ
う
配
慮
。こ
れ
ま
で

に
受
講
者
は
延
べ
五
万
人

を
数
え
、地
域
の
方
々
の
生

涯
学
習
へ
の
旺
盛
な
意
欲

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
、

よ
り
楽
し
む
た
め
に
。

　
レ
ポ
ー
ト
や
ゼ
ミ
発
表
の

資
料
づ
く
り
、就
職
活
動
や

資
格
試
験
に
備
え
た
勉
強

の
た
め
に
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

施
設
を
利
用
す
る
学
生
が

増
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に

対
応
す
べ
く
、名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス・
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
一
階
に

個
人
学
習
の
た
め
の
専
用

ス
ペ
ー
ス
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
座
席
は
全
八
十
席
、授
業

開
始
前
よ
り
利
用
で
き
る
よ

う
、午
前
八
時
か
ら
午
後
八

時
ま
で（
月
〜
金
）す
べ
て
の

学
生
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
学
自
習
へ
の
情
熱
に

き
ち
ん
と
応
え
る

新
ス
ペ
ー
ス
誕
生
。単 位 修 得 状 況

成績表 の 見 方 成績表・履修時間割表内「単位修得状況」部分の見方

区　　分

0
0
4
4
2
4
0

4
6

0
0

0
0
0
0
0
0
0

14
16

2
8
0
0
0
4
2

14
12

2
8
0
0
0
2
4

0 0 0 4 56

0 0 0 4 56

24
12

2
8
4
4
4
2
8

14 0 16 16 32

①履修登録 ②既修
単位

③要卒
単位

④卒業
要件春期 秋期

■お問い合わせ

全
学
共
通

フ
ロ
ー
ト

学
部
固
有

中
京
大
・
明
治
大

サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合
開
催

①履修登録 …今学期に登録している単位数

②既修単位 …すでに取得（合格）した単位数

③要卒単位 …既修単位のうち卒業に必要な単位数を
　どれだけ満たしているか示した単位数

④卒業要件 …卒業に必要な各区分の単位数スポーツ・健康
外国語基礎
自然の探究
人間の探究
社会の探究
新 領 域
選 択 単 位

必 修 科 目
選 択 科 目

10 0 30 26 36小 計

24 0 46 46 124総 計

小 計

小 計

フ ロ ー ト

教務課
名古屋キャンパス …… 052-835-7162

豊田キャンパス …… 0565-46-1226

学業成績の発表は、春と秋、各学期末にCUBICS（Webシステム）で学生本人に開示されます。保護者の皆様へは教育後援会より
5月と10月、「成績表・履修時間割表」が送付されますので、卒業に必要な単位を修得できているか、ぜひ一度お確かめください。

校 友 会 本 部 か ら の お 知 ら せ

「④卒業要件」と「③要卒単位」の数字がすべての区分でイ
コールとなれば、卒業要件を満たしていることになります。

卒業に必要な単位を取っているかどうしたら分かる
でしょうか？
1：Q

「フロート単位」とは何ですか？

「全学共通科目」と「学部固有科目」の区分で、修得した単
位のうち各区分の卒業要件を超過した単位数がフロート
単位となります。「フロート単位」のない学部もあります。

1：A

2：A
2：Q

Q ＆ A成績表の見方

　
名
古
屋
市
に
お
け
る
学
校
教
育
の
充
実
と
本
学

の
人
材
育
成
の
強
化
を
目
的
に
、二
〇
一
四
年
四
月

三
十
日
、名
古
屋
市
教
育
委
員
会
と
の
間
で
、「
相

互
連
携
に
関
す
る
協
定
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　「
子
供
の
体
力
向
上
」が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
名
古
屋
市
で
は
、大
学
及
び
大
学
生
を
活
用

し
、小
中
学
生
の
体
力
増
強
や
運
動
技
術
の
向
上

を
図
る
の
が
狙
い
。一
方
、本
学
に
お
い
て
は
体
育
実

技
の
補
助
や
部
活
動
の
指
導
な
ど
、教
員
を
目
指

す
学
生
が
、よ
り
多
く
の
現
場
経
験
を
積
め
る
よ
う

に
な
り
、社
会
人
基
礎
力
を
養
成
す
る
意
味
で
も

成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
市
と
大
学
全
体
と
の
包
括
協
定
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、今
後
、他
の
学
部
への
展
開
も
待

た
れ
る
事
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
二
〇
一
四
年
四
月
十
四
日
松
阪
市
と
本
学
は
、「
人
材

育
成
と
地
域
振
興
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
を
運
営
す
る
梅
村
学
園
は
、こ
れ
ま

で
三
重
高
等
学
校
、三
重
中
学
校
、梅
村
幼
稚
園
と

地
域
の
人
材
を
育
成
し
、松
阪
市
内
で
は
多
く
の
卒

業
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。今
後
、十
一
学
部
十
八

学
科
の
視
点
を
活
か
し
、そ
ん
な
ゆ
か
り
深
い
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
と
も
に
、市
役
所
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
学
の
学
生
が
参
加
す
る
な

ど
、う
れ
し
い
相
互
効
果
も
。

　
ま
た
二
〇
一
三
年
の「
松
阪
市
政
策
立
案
コン
テ
ス
ト
」

で
は
総
合
政
策
学
部
チ
ー
ム
が
優
勝
。そ
の
際
、提
案

し
た
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
部
署「
М
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
　
ま
つ
さ
課
」は
正
式
採
用
さ
れ
、本
年
四
月
よ

り
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
豊
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、学
生

や
教
員
、大
学
の
施
設
な
ど
を
積
極
的
に
提
供
し
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
よ
う
と
、二
〇
一
三
年

三
月
三
十
日
、豊
田
市
と「
包
括
連
携
協
定
」を
締
結
。

　
さ
ら
に
本
学
を
は
じ
め
愛
知
工
業
大
学
、愛
知
学

泉
大
学
、日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
、豊
田
工
業

高
等
専
門
学
校
の
四
大
学・高
校
と
の
間
で
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
、共
同
で
実
施
で
き
る
事
業
に
つ

い
て
も
提
案
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
二
〇
一
二
年
秋
か
ら
、豊
田
市
や

ト
ヨ
タ
自
動
車
の「
超
小
型
電
気
自
動
車
」実
証
実

験
に
約
百
名
の
学
生
や
教
職
員
ら
が
協
力
。こ
の

他
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
性
化

事
業
」「
と
よ
た
防
災
フェス
タ
」な
ど
、数
多
く
の
連

携
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ど
大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
」発
表
。三
ヶ
月
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
作
業
を
行
い
な
が

ら
一
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
、そ
れ
を

観
客
と
共
有
す
る
と
い
う
新
た
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
製
作
過
程
で
は
各

自
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
思
い
通
り
動
い
て
く
れ
な
い
こ

と
に
苦
戦
し
つつ
、日
本
語
と
い
う
普
段
使
っ
て
い
る

言
語
の
曖
昧
さ
に
気
づ
き
、逆
に
、す
べ
て
を
明
確

に
伝
え
な
け
れ
ば
理
解
さ
れ
な
い
英
語
の
難
し
さ

を
痛
感
。さ
ら
に
複
雑
な
問
題
に
直
面
し
た
時
、

自
分
自
身
で
問
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
な
ど
、毎
回
、収
穫
の
多
い

イ
ベン
ト
に
な
って
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
全
国
の
大
学
生
た
ち
が

企
画
案
を
練
り
、商
品
化
を
目
指
す
、大
学
横
断

型
商
品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト「Student 

Innovation 
College2014

」（
通
称
Ｓ
カ
レ
）が
、二
〇
一
四
年
六

月
二
十
八
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
が
開
催
地
と
な
っ
た
今
年
度
は
、総
合

政
策
学
部
四
年・牧
絵
梨
香
さ
ん
が
運
営
委
員
長
と

な
り
、全
国
二
十
九
大
学
か
ら
参
加
し
た
四
百
十
五

名
の
学
生
を
取
り
ま
と
め
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。

　
開
会
式
で
は
、協
賛
企
業
二
十
三
社
の
う
ち
十
二

社
か
ら
大
枠
の
企
画
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、意
見
交

換
な
ど
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
経
て
、十
一
月
二

十
九
日
に
行
わ
れ
る
閉
会
式
ま
で
、企
画
を
持
ち
帰

り
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
。商
品
化
を
目
指
し
、コ
ン
テ
ス

ト
の
優
勝
を
争
い
ま
す
。

　
経
営
学
部
の
中
村
ゼ
ミ
と
総
合
政
策
学
部
の
宮

川
ゼ
ミ
、そ
し
て
名
古
屋
市
に
本
社
を
置
く
化
粧
品

メ
ー
カ
ー（
株
）フ
タ
バ
化
学
が
、二
〇
一
三
年
四
月
か

ら
共
同
開
発
に
取
り
組
ん
だ
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル

『
香
っ
手（
か
お
って
）キ
レ
イ
』が
商
品
化
さ
れ
、二
〇

一
四
年
六
月
一
日
よ
り
発
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
者
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。学
生
の
目

線
を
活
か
し
て
開
発
さ
れ
た
、『
香
っ
手
キ
レ
イ
』

は
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ・保
湿・ア
ル
コ
ー
ル
洗
浄
の
三
つ
の

効
果
を
備
え
た
新
感
覚
ハ
ン
ド
ジ
ェル
。学
生
た
ち

は
提
案
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
行
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
展

開
。商
品
は
通
販
サ
イ
ト（
株
）リ
ー
ブ
ル
等
で
販

売
さ
れ
、産
学
連
携
商
品
と
し
て
知
名
度
を
上
げ

つつ
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
一
四
年
三
月
、法
学
部・杉
島
ゼ
ミ
三
年
生
が
作

成
し
た
消
費
者
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
あ
な
た
に
ふ

り
か
か
る
の
は
明
日
か
も
し
れ
な
い
！
〜
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
方
法
」が
完
成
し
在
学
生
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
マ
ル
チ
商
法
や
電
子
マ
ネ
ー
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
注
意
点
、被
害
防
止

策
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も
の
で
、名
古

屋
市
の「
消
費
者
啓
発
委
託
事
業
」に
本
学
が
協
力

す
る
形
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、名
古
屋
市
で
は
学
校
に
お
け
る
消
費
者

教
育
を
推
進
し
て
お
り
、「
二
〇
一
四
年
度
消
費
者

教
育
モ
デ
ル
校
」に
選
ば
れ
た
本
学
で
は
、学
生
が
関

心
の
あ
る
消
費
者
問
題
を
テ
ー
マ
に
、被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
啓
発
活
動
や
消
費
者
教
育
に
取
り
組
む

事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
中
部
圏
の
複
数
の
経
済
関
連
学
部
の
学
生
の
交

流
を
目
的
に
、日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
、議
論
し

合
う「
中
部
経
済
学
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
」が
、二
〇
一
三

年
十
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
、本
学
か
ら
は
経
済
学

部
六
つの
ゼ
ミ
全
十
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
大
学
は
、本
学
の
ほ
か
名
古
屋
大
学
、名
古

屋
市
立
大
学
、富
山
大
学
、愛
知
教
育
大
学
、南
山

大
学
、愛
知
大
学
、名
古
屋
学
院
大
学
の
八
大
学
四

十
二
グ
ル
ー
プ
。

　
学
生
た
ち
は
各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、四
十
五
分
の
持

ち
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
発
表
。そ
の
後
、

質
疑
応
答
の
時
間
に
は
他
大
学
の
教
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
交
え
、活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。大
学
の
垣
根
を
越
え
た「
知
の
交
流
」に
、参
加
し

た
学
生
た
ち
は
大
い
に
触
発
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
二
〇
一
四
年
七
月
十
五
日
、

A
pple Store, N

agoya Sakae

に
て
、森
山
ゼ
ミ
生
九
名
が
英
語

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
五
回
目
で

す
。告
知
を
見
て
訪
れ
た
来
場
者

や
、偶
然
居
合
わ
せ
た
お
客
様
な

　教育奨励賞の存在は知っていましたが、何かの紹介文で「会員
のご子女の中から成績優秀な学生に」という一文を“女子の中から”
と読み違え、自分には関係ないものと思い込んでいました。大学は
真面目に勉強するところ、と親に言われていましたし、最初の1年目
は純粋に勉強に取り組んだ結果の受賞でした。
　受賞者には表彰状と成績に応じて決められた額の奨励金が与
えられます。僕自身、アルバイトはしていたものの、自活しているこ
ともあって、なかなかお金を貯められないでいましたが、奨励金を
いただいたことで宅建の資格取得にチャレンジできました。
　やはり一度、経験してしまうと欲が出るもので、2年生からは教
育奨励賞を目標に頑張りました。大学図書館が閉まるまで勉強し、
その後コンビニの夜勤が午後10時から午前2時まで、土日は朝6
時までという日もありましたが、2年生の成績（GPA）はオールS。
結局、資格への挑戦を通して勉強の習慣が身についたこと、一緒
に学ぶ仲間を得たことが大きかったと思います。
　奨励金のおかげで少し余裕もでき、3年生の春休みにはカンボ
ジアを訪ねました。貧困にあえぐ国をイメージしていましたが、星空
は感動的に美しく、誰もが笑顔で挨拶してくれる。視野が広がる
思いでした。奨励賞をいただいたことがきっかけで、いろいろなこと
に意欲的に取り組めるようになれたと感謝しています。

教育奨励賞がなければ、やりたいこと
一つ、できなかったかもしれない。

1年次、2年次、3年次の成績が毎年合算され、上位者が選ばれる賞だけに、
3年連続受賞は、いかに努力を積み重ねてきたか、その証し。

輝く
中京大生

青木 耀平さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

教育後援会「教育奨励賞」を3年連続トップ受賞。

輝く
中京大生

寺本 明日香さん
スポーツ科学部競技スポーツ科学科（1年）

ロンドン五輪・体操女子で個人総合11位に輝いた日本のエース。

　私が所属する体操クラブ（レジックスポーツ）のコーチ、坂本周
次先生も中京大学の卒業生。その先生が体操競技部女子の監
督ということもあり、また名古屋で引き続きご指導いただきたくて、
今春、中京大学に進学しました。
　いつも朝7時頃には大学へ。3限まで授業を受け、午後5時から
夜10時過ぎまで、体操部の拠点でもあるレジックスポーツで毎日
練習しています。たまに体調がすぐれず、休みたくなる日もありますが、
足が勝手に体育館に向いてしまいます。
　ロンドン五輪では、試合に出ることだけに集中していましたので、
日の丸を背負うプレッシャーのようなものは無かったです。たしかに
会場内はものすごい歓声に沸いていましたが、「何だか騒々しい
なあ」と思ったぐらい（笑）。大会後に振り返り、初めてオリンピック
という舞台の大きさに気づきました。
　世界戦もそうですが、日本代表を決める選考会の方が私はずっと
緊張しますし、そこを乗り越えられたら、あとは「もう、やるしかない！」
そんな気持ちで世界の壁に挑んでいます。
　リオ五輪は2年後。まず
はその前の世界選手権
で、団体8位以内に入る
ことが五輪出場の条件で
す。勉強も、自分自身の
夢にも自由に挑戦できる
のが大学生の特権！中
京大学の充実した練習
環境をフル活用しながら、
高難度の技の完成度を
磨いていきたいですね。

恵まれた環境と時間を有効活用しながら、
リオ五輪への切符をめざす。

最近、親のサポートにどれほど
助けられてきたか気がついた。
「いつも感謝の気持ちを忘れずこ
れからも頑張りたい」と寺本さん。



青木湖セミナーハウス
【レイクビュー白馬】
〒398-0001
長野県大町市大字平エビスマ23370
TEL：0261-21-4500 FAX：0261-21-4510
一泊2食（平日・税込み）7,800円～

蓼科セミナーハウス
【マウントビュー蓼科】
〒391-0213
長野県茅野市豊平字東嶽三井の森内
TEL：0266-76-2588 FAX：0266-76-5539
一泊2食（平日・税込み）7,700円～ 

ご
家
族
の
休
日
は
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
過
ご
せ
る

本
格
リ
ゾ
ー
ト
へ
。

　
在
学
生
ば
か
り
で
な
く
、保
護

者
の
皆
様
や
卒
業
生
の
方
々
に
も

ご
利
用
い
た
だ
き
、大
変
ご
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
、本
学
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
す
。北
ア
ル
プ
ス

の
麓
、青
木
湖
畔
に
佇
む「
青
木

湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」は
、ス
キ
ー
や

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、紅
葉
な
ど
四
季

折
々
に
満
喫
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
ス

ポ
ッ
ト
。ま
た
南
・
中
・
北
ア
ル
プ
ス

と
八
ヶ
岳
連
峰
の
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ

を
望
む「
蓼
科
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」

で
は
、広
大
な
森
で
野
生
動
物
と

出
会
っ
た
り
、星
空
を
眺
め
た
り
。

大
自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
講
義

を
受
け
る
こ
と
で
大
学
卒

業
資
格
を
得
ら
れ
る
通
信

制
大
学「
放
送
大
学
」。本

学
で
は
、そ
の
東
海
地
区
の

拠
点
と
な
る「
愛
知
学
習
セ

ン
タ
ー
」を
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
四

階
に
設
置
。ス
ク
ー
リ
ン
グ

の
た
め
の
学
習
施
設
と
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
。現
在
、

学
部
生
、大
学
院
生
合
わ
せ

て
三
千
名
が
在
籍
。主
婦
や

社
会
人
の
方
な
ど
、向
上
心

あ
ふ
れ
る
学
生
を
支
援
す

る
の
も
、本
学
の
役
割
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
三
月
十
五
日（
土
）、

第
三
回
目
と
な
る
中
京
大

学
・
明
治
大
学
サ
ッ
カ
ー
交
流

試
合
が
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
日
本
大
学
選
手
権
で
優

勝
争
い
を
繰
り
広
げ
て
き
た

大
学
サ
ッ
カ
ー
界
の
両
雄
の
対

戦
に
、大
学
関
係
者
の
み
な
ら

ず
一
般
市
民
ら
約
千
名
が
駆

け
つ
け
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な
プ
レ
ー

を
観
戦
。双
方
、巧
み
な
攻
撃

と
鉄
壁
の
守
り
で
０
対
０
の

引
分
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
校
友
会
本
部
も
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
こ
の
試
合
は
、豊
田
ス

タ
ジ
ア
ム
の
名
物
カ
ー
ド
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。

 

施 設 紹 介
中京大学では、開かれたキャンパスとして、保護者の方々や一般市民に施設を開放しています。

趣味やライフスタイル、交流を広げる場としてぜひご活用ください。

校友会本部  個人情報保護の基本方針   

1
2

3
4
5

6

校友会本部における個人情報の取扱は、次の方針で行います。
利用目的をできる限り特定し、必要な範囲に限って個人情報を取得します。
利用目的の範囲内で、業務の遂行上必要な限りにおいて個人情報を利用します。
取得した個人情報は、本人の同意を得ることなく、第三者に提供しません。
情報セキュリティー対策をはじめ、個人情報の紛失、漏えい等の予防に努めます。
外部への業務委託については、個人情報の保護に関する契約の締結及び委託先に対する監督を行い、情報の管理に努めます。
本人から個人情報の開示・訂正・削除の請求がなされた場合は、その請求を尊重して対応します。

放
送
大
学

個
人
学
習
室

図
書
館

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ
る

人
の
、も
う
ひ
と
つ
の
、

学
び
の
カ
タ
チ
。

　
中
京
大
学
図
書
館
は
、多

く
の
学
部
学
科
を
備
え
る

総
合
大
学
の
図
書
館
と
し

て
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
三

館
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
一
館

あ
り
、多
分
野
に
わ
た
り
充

実
し
た
蔵
書
を
備
え
て
い
ま

す
。東
海
地
区
の
大
学
で
は

初
の
自
動
書
庫（
八
十
万
冊

収
蔵
可
能
）が
導
入
さ
れ
た

ほ
か
、貴
重
書
庫
も
新
設
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、名
古
屋

図
書
館
に
は
学
生
ア
シ
ス
タ

ン
ト
を
配
置
し
て
い
る「
ラ
ー

ニ
ン
グ・ス
ク
エ
ア
」や
館
内
で

長
時
間
学
習
で
き
る
よ
う
に

飲
食
や
会
話
が
で
き
る「
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ・ス
ク
エ
ア
」が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

四
館
で
蔵
書
九
十
九
万
冊
、

一
般
市
民
に
も
開
放
さ
れ
た
、

知
の
宝
庫
。

　
本
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、一
般
市
民
を

対
象
と
し
た
講
座
を
年
二

回
開
講
し
て
い
ま
す
。
文

学
、ビ
ジ
ネ
ス
、ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
さ
ま

ざ
ま
で
、語
学
学
習
な
ど
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き

る
上
、午
前
、午
後
、夜
間

と
幅
広
い
時
間
設
定
で
、社

会
人
の
方
で
も
利
用
し
や

す
い
よ
う
配
慮
。こ
れ
ま
で

に
受
講
者
は
延
べ
五
万
人

を
数
え
、地
域
の
方
々
の
生

涯
学
習
へ
の
旺
盛
な
意
欲

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
、

よ
り
楽
し
む
た
め
に
。

　
レ
ポ
ー
ト
や
ゼ
ミ
発
表
の

資
料
づ
く
り
、就
職
活
動
や

資
格
試
験
に
備
え
た
勉
強

の
た
め
に
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

施
設
を
利
用
す
る
学
生
が

増
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に

対
応
す
べ
く
、名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス・
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
一
階
に

個
人
学
習
の
た
め
の
専
用

ス
ペ
ー
ス
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
座
席
は
全
八
十
席
、授
業

開
始
前
よ
り
利
用
で
き
る
よ

う
、午
前
八
時
か
ら
午
後
八

時
ま
で（
月
〜
金
）す
べ
て
の

学
生
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
学
自
習
へ
の
情
熱
に

き
ち
ん
と
応
え
る

新
ス
ペ
ー
ス
誕
生
。単 位 修 得 状 況

成績表 の 見方 成績表・履修時間割表内「単位修得状況」部分の見方

区　　分

0
0
4
4
2
4
0

4
6

0
0

0
0
0
0
0
0
0

14
16

2
8
0
0
0
4
2

14
12

2
8
0
0
0
2
4

0 0 0 4 56

0 0 0 4 56

24
12

2
8
4
4
4
2
8

14 0 16 16 32

①履修登録 ②既修
単位

③要卒
単位

④卒業
要件春期 秋期

■お問い合わせ

全
学
共
通

フ
ロ
ー
ト

学
部
固
有

中
京
大
・
明
治
大

サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合
開
催

①履修登録 …今学期に登録している単位数

②既修単位 …すでに取得（合格）した単位数

③要卒単位 …既修単位のうち卒業に必要な単位数を
　どれだけ満たしているか示した単位数

④卒業要件 …卒業に必要な各区分の単位数スポーツ・健康
外国語基礎
自然の探究
人間の探究
社会の探究
新 領 域
選 択 単 位

必 修 科 目
選 択 科 目

10 0 30 26 36小 計

24 0 46 46 124総 計

小 計

小 計

フ ロ ー ト

教務課
名古屋キャンパス …… 052-835-7162

豊田キャンパス …… 0565-46-1226

学業成績の発表は、春と秋、各学期末にCUBICS（Webシステム）で学生本人に開示されます。保護者の皆様へは教育後援会より
5月と10月、「成績表・履修時間割表」が送付されますので、卒業に必要な単位を修得できているか、ぜひ一度お確かめください。

校 友 会 本 部 か ら の お 知 ら せ

「④卒業要件」と「③要卒単位」の数字がすべての区分でイ
コールとなれば、卒業要件を満たしていることになります。

卒業に必要な単位を取っているかどうしたら分かる
でしょうか？
1：Q

「フロート単位」とは何ですか？

「全学共通科目」と「学部固有科目」の区分で、修得した単
位のうち各区分の卒業要件を超過した単位数がフロート
単位となります。「フロート単位」のない学部もあります。

1：A

2：A
2：Q

Q ＆ A成績表の見方

　
名
古
屋
市
に
お
け
る
学
校
教
育
の
充
実
と
本
学

の
人
材
育
成
の
強
化
を
目
的
に
、二
〇
一
四
年
四
月

三
十
日
、名
古
屋
市
教
育
委
員
会
と
の
間
で
、「
相

互
連
携
に
関
す
る
協
定
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　「
子
供
の
体
力
向
上
」が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
名
古
屋
市
で
は
、大
学
及
び
大
学
生
を
活
用

し
、小
中
学
生
の
体
力
増
強
や
運
動
技
術
の
向
上

を
図
る
の
が
狙
い
。一
方
、本
学
に
お
い
て
は
体
育
実

技
の
補
助
や
部
活
動
の
指
導
な
ど
、教
員
を
目
指

す
学
生
が
、よ
り
多
く
の
現
場
経
験
を
積
め
る
よ
う

に
な
り
、社
会
人
基
礎
力
を
養
成
す
る
意
味
で
も

成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
市
と
大
学
全
体
と
の
包
括
協
定
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、今
後
、他
の
学
部
への
展
開
も
待

た
れ
る
事
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
二
〇
一
四
年
四
月
十
四
日
松
阪
市
と
本
学
は
、「
人
材

育
成
と
地
域
振
興
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
を
運
営
す
る
梅
村
学
園
は
、こ
れ
ま

で
三
重
高
等
学
校
、三
重
中
学
校
、梅
村
幼
稚
園
と

地
域
の
人
材
を
育
成
し
、松
阪
市
内
で
は
多
く
の
卒

業
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。今
後
、十
一
学
部
十
八

学
科
の
視
点
を
活
か
し
、そ
ん
な
ゆ
か
り
深
い
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
と
も
に
、市
役
所
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
学
の
学
生
が
参
加
す
る
な

ど
、う
れ
し
い
相
互
効
果
も
。

　
ま
た
二
〇
一
三
年
の「
松
阪
市
政
策
立
案
コン
テ
ス
ト
」

で
は
総
合
政
策
学
部
チ
ー
ム
が
優
勝
。そ
の
際
、提
案

し
た
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
部
署「
М
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
　
ま
つ
さ
課
」は
正
式
採
用
さ
れ
、本
年
四
月
よ

り
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
豊
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、学
生

や
教
員
、大
学
の
施
設
な
ど
を
積
極
的
に
提
供
し
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
よ
う
と
、二
〇
一
三
年

三
月
三
十
日
、豊
田
市
と「
包
括
連
携
協
定
」を
締
結
。

　
さ
ら
に
本
学
を
は
じ
め
愛
知
工
業
大
学
、愛
知
学

泉
大
学
、日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
、豊
田
工
業

高
等
専
門
学
校
の
四
大
学・高
校
と
の
間
で
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
、共
同
で
実
施
で
き
る
事
業
に
つ

い
て
も
提
案
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
二
〇
一
二
年
秋
か
ら
、豊
田
市
や

ト
ヨ
タ
自
動
車
の「
超
小
型
電
気
自
動
車
」実
証
実

験
に
約
百
名
の
学
生
や
教
職
員
ら
が
協
力
。こ
の

他
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
性
化

事
業
」「
と
よ
た
防
災
フェス
タ
」な
ど
、数
多
く
の
連

携
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ど
大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
」発
表
。三
ヶ
月
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
作
業
を
行
い
な
が

ら
一
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
、そ
れ
を

観
客
と
共
有
す
る
と
い
う
新
た
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
製
作
過
程
で
は
各

自
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
思
い
通
り
動
い
て
く
れ
な
い
こ

と
に
苦
戦
し
つつ
、日
本
語
と
い
う
普
段
使
っ
て
い
る

言
語
の
曖
昧
さ
に
気
づ
き
、逆
に
、す
べ
て
を
明
確

に
伝
え
な
け
れ
ば
理
解
さ
れ
な
い
英
語
の
難
し
さ

を
痛
感
。さ
ら
に
複
雑
な
問
題
に
直
面
し
た
時
、

自
分
自
身
で
問
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
な
ど
、毎
回
、収
穫
の
多
い

イ
ベン
ト
に
な
って
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
全
国
の
大
学
生
た
ち
が

企
画
案
を
練
り
、商
品
化
を
目
指
す
、大
学
横
断

型
商
品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト「Student 

Innovation 
College2014

」（
通
称
Ｓ
カ
レ
）が
、二
〇
一
四
年
六

月
二
十
八
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
が
開
催
地
と
な
っ
た
今
年
度
は
、総
合

政
策
学
部
四
年・牧
絵
梨
香
さ
ん
が
運
営
委
員
長
と

な
り
、全
国
二
十
九
大
学
か
ら
参
加
し
た
四
百
十
五

名
の
学
生
を
取
り
ま
と
め
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。

　
開
会
式
で
は
、協
賛
企
業
二
十
三
社
の
う
ち
十
二

社
か
ら
大
枠
の
企
画
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、意
見
交

換
な
ど
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
経
て
、十
一
月
二

十
九
日
に
行
わ
れ
る
閉
会
式
ま
で
、企
画
を
持
ち
帰

り
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
。商
品
化
を
目
指
し
、コ
ン
テ
ス

ト
の
優
勝
を
争
い
ま
す
。

　
経
営
学
部
の
中
村
ゼ
ミ
と
総
合
政
策
学
部
の
宮

川
ゼ
ミ
、そ
し
て
名
古
屋
市
に
本
社
を
置
く
化
粧
品

メ
ー
カ
ー（
株
）フ
タ
バ
化
学
が
、二
〇
一
三
年
四
月
か

ら
共
同
開
発
に
取
り
組
ん
だ
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル

『
香
っ
手（
か
お
って
）キ
レ
イ
』が
商
品
化
さ
れ
、二
〇

一
四
年
六
月
一
日
よ
り
発
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
者
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。学
生
の
目

線
を
活
か
し
て
開
発
さ
れ
た
、『
香
っ
手
キ
レ
イ
』

は
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ・保
湿・ア
ル
コ
ー
ル
洗
浄
の
三
つ
の

効
果
を
備
え
た
新
感
覚
ハ
ン
ド
ジ
ェル
。学
生
た
ち

は
提
案
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
行
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
展

開
。商
品
は
通
販
サ
イ
ト（
株
）リ
ー
ブ
ル
等
で
販

売
さ
れ
、産
学
連
携
商
品
と
し
て
知
名
度
を
上
げ

つつ
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
一
四
年
三
月
、法
学
部・杉
島
ゼ
ミ
三
年
生
が
作

成
し
た
消
費
者
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
あ
な
た
に
ふ

り
か
か
る
の
は
明
日
か
も
し
れ
な
い
！
〜
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
方
法
」が
完
成
し
在
学
生
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
マ
ル
チ
商
法
や
電
子
マ
ネ
ー
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
注
意
点
、被
害
防
止

策
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も
の
で
、名
古

屋
市
の「
消
費
者
啓
発
委
託
事
業
」に
本
学
が
協
力

す
る
形
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、名
古
屋
市
で
は
学
校
に
お
け
る
消
費
者

教
育
を
推
進
し
て
お
り
、「
二
〇
一
四
年
度
消
費
者

教
育
モ
デ
ル
校
」に
選
ば
れ
た
本
学
で
は
、学
生
が
関

心
の
あ
る
消
費
者
問
題
を
テ
ー
マ
に
、被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
啓
発
活
動
や
消
費
者
教
育
に
取
り
組
む

事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
中
部
圏
の
複
数
の
経
済
関
連
学
部
の
学
生
の
交

流
を
目
的
に
、日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
、議
論
し

合
う「
中
部
経
済
学
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
」が
、二
〇
一
三

年
十
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
、本
学
か
ら
は
経
済
学

部
六
つの
ゼ
ミ
全
十
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
大
学
は
、本
学
の
ほ
か
名
古
屋
大
学
、名
古

屋
市
立
大
学
、富
山
大
学
、愛
知
教
育
大
学
、南
山

大
学
、愛
知
大
学
、名
古
屋
学
院
大
学
の
八
大
学
四

十
二
グ
ル
ー
プ
。

　
学
生
た
ち
は
各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、四
十
五
分
の
持

ち
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
発
表
。そ
の
後
、

質
疑
応
答
の
時
間
に
は
他
大
学
の
教
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
交
え
、活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。大
学
の
垣
根
を
越
え
た「
知
の
交
流
」に
、参
加
し

た
学
生
た
ち
は
大
い
に
触
発
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
二
〇
一
四
年
七
月
十
五
日
、

A
pple Store, N

agoya Sakae

に
て
、森
山
ゼ
ミ
生
九
名
が
英
語

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
五
回
目
で

す
。告
知
を
見
て
訪
れ
た
来
場
者

や
、偶
然
居
合
わ
せ
た
お
客
様
な

　教育奨励賞の存在は知っていましたが、何かの紹介文で「会員
のご子女の中から成績優秀な学生に」という一文を“女子の中から”
と読み違え、自分には関係ないものと思い込んでいました。大学は
真面目に勉強するところ、と親に言われていましたし、最初の1年目
は純粋に勉強に取り組んだ結果の受賞でした。
　受賞者には表彰状と成績に応じて決められた額の奨励金が与
えられます。僕自身、アルバイトはしていたものの、自活しているこ
ともあって、なかなかお金を貯められないでいましたが、奨励金を
いただいたことで宅建の資格取得にチャレンジできました。
　やはり一度、経験してしまうと欲が出るもので、2年生からは教
育奨励賞を目標に頑張りました。大学図書館が閉まるまで勉強し、
その後コンビニの夜勤が午後10時から午前2時まで、土日は朝6
時までという日もありましたが、2年生の成績（GPA）はオールS。
結局、資格への挑戦を通して勉強の習慣が身についたこと、一緒
に学ぶ仲間を得たことが大きかったと思います。
　奨励金のおかげで少し余裕もでき、3年生の春休みにはカンボ
ジアを訪ねました。貧困にあえぐ国をイメージしていましたが、星空
は感動的に美しく、誰もが笑顔で挨拶してくれる。視野が広がる
思いでした。奨励賞をいただいたことがきっかけで、いろいろなこと
に意欲的に取り組めるようになれたと感謝しています。

教育奨励賞がなければ、やりたいこと
一つ、できなかったかもしれない。

1年次、2年次、3年次の成績が毎年合算され、上位者が選ばれる賞だけに、
3年連続受賞は、いかに努力を積み重ねてきたか、その証し。

輝く
中京大生

青木 耀平さん
現代社会学部現代社会学科（4年）

教育後援会「教育奨励賞」を3年連続トップ受賞。

輝く
中京大生

寺本 明日香さん
スポーツ科学部競技スポーツ科学科（1年）

ロンドン五輪・体操女子で個人総合11位に輝いた日本のエース。

　私が所属する体操クラブ（レジックスポーツ）のコーチ、坂本周
次先生も中京大学の卒業生。その先生が体操競技部女子の監
督ということもあり、また名古屋で引き続きご指導いただきたくて、
今春、中京大学に進学しました。
　いつも朝7時頃には大学へ。3限まで授業を受け、午後5時から
夜10時過ぎまで、体操部の拠点でもあるレジックスポーツで毎日
練習しています。たまに体調がすぐれず、休みたくなる日もありますが、
足が勝手に体育館に向いてしまいます。
　ロンドン五輪では、試合に出ることだけに集中していましたので、
日の丸を背負うプレッシャーのようなものは無かったです。たしかに
会場内はものすごい歓声に沸いていましたが、「何だか騒々しい
なあ」と思ったぐらい（笑）。大会後に振り返り、初めてオリンピック
という舞台の大きさに気づきました。
　世界戦もそうですが、日本代表を決める選考会の方が私はずっと
緊張しますし、そこを乗り越えられたら、あとは「もう、やるしかない！」
そんな気持ちで世界の壁に挑んでいます。
　リオ五輪は2年後。まず
はその前の世界選手権
で、団体8位以内に入る
ことが五輪出場の条件で
す。勉強も、自分自身の
夢にも自由に挑戦できる
のが大学生の特権！中
京大学の充実した練習
環境をフル活用しながら、
高難度の技の完成度を
磨いていきたいですね。

恵まれた環境と時間を有効活用しながら、
リオ五輪への切符をめざす。

最近、親のサポートにどれほど
助けられてきたか気がついた。
「いつも感謝の気持ちを忘れずこ
れからも頑張りたい」と寺本さん。

〒466-8666　名古屋市昭和区八事本町101-2
TEL：052-835-7111（大学代表）／052-835-7140（校友会本部）・ FAX：052-835-6069
中京大学ホームページ　http://www.chukyo-u.ac.jp ・ 中京大学校友会本部　e-mail koyu@mng.chukyo-u.ac.jp

校友会本部

中京大学大学祭のお知らせ

10/30（木）
豊田キャンパスのみ

10/31（金） /2（日）～11
■名古屋キャンパス

  第61回 中京大学祭テーマ『素』
■豊田キャンパス

  第21回 中京大学とよた祭テーマ『翔』

・ 開催時間／11:00～15:00
・ 受付時間／10:30～13:00
・ 受付場所／名古屋キャンパス：センタービルG階ロビー
　　　　　   豊田キャンパス：19号館ロビー11/1（土）

1.名古屋キャンパス・豊田キャンパスで開催します。　2．受付後、学内を自由にご見学ください。（学内施設見学ツアーも予定しています。）
3．食堂やバザーで利用できるチケットを来学されたご家族分お渡しいたします。

12：00～14：00

［名古屋キャンパス］
■地下鉄鶴舞線・名城線「八事駅」下車、5番出口から徒歩0分（中京大学センタービル入口直結）
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

［豊田キャンパス］
■名鉄豊田線「浄水駅」下車、スクールバス9分（地下鉄鶴舞線と名鉄豊田線は、「赤池駅」で連絡しています。）
※豊田キャンパスと浄水駅を結ぶスクールバスを運行（臨時ダイヤ）予定。 ※駐車場は200台程度あります。

■愛知環状鉄道「貝津駅」下車、徒歩8分

時間 場所 ・名古屋キャンパス： センタービル６階 ゼミ教室
： 20号館1階・豊田キャンパス

交通機関について

個別相談会（学業・学生生活・就職・留学・資格対策について）

中京大学開学60周年記念事業

※お気軽にご相談ください。

大学祭
開催中

前夜祭 本 祭

キャンパス見学会のお知らせ（全学年の保護者対象）

全国青年弁論大会
日時／2014年11月9日（日） 9：00～17：00　会場／中京大学 清明ホール（入場無料）

主催 ／ 日本弁論連盟　中京大学
後援 ／ 文部科学省　愛知県　名古屋市　豊田市　愛知県議会　名古屋市議会　豊田市議会　愛知県教育委員会　名古屋市教育委員会

豊田市教育委員会　中日新聞社　高等学校文化連盟全国弁論専門部会　中京大学同窓会　中京大学教育後援会

第59回
文部科学大臣杯

保護者と教職員が協力し、学生をサポートする中京大学

A n n u a l R e p o r t o f t h e E d u c a t i o n a l S u p p o r t S o c i e t y

　
名
古
屋
市
に
お
け
る
学
校
教
育
の
充
実
と
本
学

の
人
材
育
成
の
強
化
を
目
的
に
、二
〇
一
四
年
四
月

三
十
日
、名
古
屋
市
教
育
委
員
会
と
の
間
で
、「
相

互
連
携
に
関
す
る
協
定
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　「
子
供
の
体
力
向
上
」が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
名
古
屋
市
で
は
、大
学
及
び
大
学
生
を
活
用

し
、小
中
学
生
の
体
力
増
強
や
運
動
技
術
の
向
上

を
図
る
の
が
狙
い
。一
方
、本
学
に
お
い
て
は
体
育
実

技
の
補
助
や
部
活
動
の
指
導
な
ど
、教
員
を
目
指

す
学
生
が
、よ
り
多
く
の
現
場
経
験
を
積
め
る
よ
う

に
な
り
、社
会
人
基
礎
力
を
養
成
す
る
意
味
で
も

成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
市
と
大
学
全
体
と
の
包
括
協
定
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、今
後
、他
の
学
部
への
展
開
も
待

た
れ
る
事
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
二
〇
一
四
年
四
月
十
四
日
松
阪
市
と
本
学
は
、「
人
材

育
成
と
地
域
振
興
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
を
運
営
す
る
梅
村
学
園
は
、こ
れ
ま

で
三
重
高
等
学
校
、三
重
中
学
校
、梅
村
幼
稚
園
と

地
域
の
人
材
を
育
成
し
、松
阪
市
内
で
は
多
く
の
卒

業
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。今
後
、十
一
学
部
十
八

学
科
の
視
点
を
活
か
し
、そ
ん
な
ゆ
か
り
深
い
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
と
も
に
、市
役
所
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
学
の
学
生
が
参
加
す
る
な

ど
、う
れ
し
い
相
互
効
果
も
。

　
ま
た
二
〇
一
三
年
の「
松
阪
市
政
策
立
案
コン
テ
ス
ト
」

で
は
総
合
政
策
学
部
チ
ー
ム
が
優
勝
。そ
の
際
、提
案

し
た
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
部
署「
М
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
　
ま
つ
さ
課
」は
正
式
採
用
さ
れ
、本
年
四
月
よ

り
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
豊
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、学
生

や
教
員
、大
学
の
施
設
な
ど
を
積
極
的
に
提
供
し
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
よ
う
と
、二
〇
一
三
年

三
月
三
十
日
、豊
田
市
と「
包
括
連
携
協
定
」を
締
結
。

　
さ
ら
に
本
学
を
は
じ
め
愛
知
工
業
大
学
、愛
知
学

泉
大
学
、日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
、豊
田
工
業

高
等
専
門
学
校
の
四
大
学・高
校
と
の
間
で
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
、共
同
で
実
施
で
き
る
事
業
に
つ

い
て
も
提
案
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
二
〇
一
二
年
秋
か
ら
、豊
田
市
や

ト
ヨ
タ
自
動
車
の「
超
小
型
電
気
自
動
車
」実
証
実

験
に
約
百
名
の
学
生
や
教
職
員
ら
が
協
力
。こ
の

他
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
性
化

事
業
」「
と
よ
た
防
災
フェス
タ
」な
ど
、数
多
く
の
連

携
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ど
大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
」発
表
。三
ヶ
月
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
作
業
を
行
い
な
が

ら
一
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
、そ
れ
を

観
客
と
共
有
す
る
と
い
う
新
た
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
製
作
過
程
で
は
各

自
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
思
い
通
り
動
い
て
く
れ
な
い
こ

と
に
苦
戦
し
つつ
、日
本
語
と
い
う
普
段
使
っ
て
い
る

言
語
の
曖
昧
さ
に
気
づ
き
、逆
に
、す
べ
て
を
明
確

に
伝
え
な
け
れ
ば
理
解
さ
れ
な
い
英
語
の
難
し
さ

を
痛
感
。さ
ら
に
複
雑
な
問
題
に
直
面
し
た
時
、

自
分
自
身
で
問
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
な
ど
、毎
回
、収
穫
の
多
い

イ
ベン
ト
に
な
って
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
全
国
の
大
学
生
た
ち
が

企
画
案
を
練
り
、商
品
化
を
目
指
す
、大
学
横
断

型
商
品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト「Student 

Innovation 
College2014

」（
通
称
Ｓ
カ
レ
）が
、二
〇
一
四
年
六

月
二
十
八
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
が
開
催
地
と
な
っ
た
今
年
度
は
、総
合

政
策
学
部
四
年・牧
絵
梨
香
さ
ん
が
運
営
委
員
長
と

な
り
、全
国
二
十
九
大
学
か
ら
参
加
し
た
四
百
十
五

名
の
学
生
を
取
り
ま
と
め
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。

　
開
会
式
で
は
、協
賛
企
業
二
十
三
社
の
う
ち
十
二

社
か
ら
大
枠
の
企
画
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、意
見
交

換
な
ど
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
経
て
、十
一
月
二

十
九
日
に
行
わ
れ
る
閉
会
式
ま
で
、企
画
を
持
ち
帰

り
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
。商
品
化
を
目
指
し
、コ
ン
テ
ス

ト
の
優
勝
を
争
い
ま
す
。

　
経
営
学
部
の
中
村
ゼ
ミ
と
総
合
政
策
学
部
の
宮

川
ゼ
ミ
、そ
し
て
名
古
屋
市
に
本
社
を
置
く
化
粧
品

メ
ー
カ
ー（
株
）フ
タ
バ
化
学
が
、二
〇
一
三
年
四
月
か

ら
共
同
開
発
に
取
り
組
ん
だ
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル

『
香
っ
手（
か
お
って
）キ
レ
イ
』が
商
品
化
さ
れ
、二
〇

一
四
年
六
月
一
日
よ
り
発
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
者
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。学
生
の
目

線
を
活
か
し
て
開
発
さ
れ
た
、『
香
っ
手
キ
レ
イ
』

は
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ・保
湿・ア
ル
コ
ー
ル
洗
浄
の
三
つ
の

効
果
を
備
え
た
新
感
覚
ハ
ン
ド
ジ
ェル
。学
生
た
ち

は
提
案
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
行
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
展

開
。商
品
は
通
販
サ
イ
ト（
株
）リ
ー
ブ
ル
等
で
販

売
さ
れ
、産
学
連
携
商
品
と
し
て
知
名
度
を
上
げ

つつ
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
一
四
年
三
月
、法
学
部・杉
島
ゼ
ミ
三
年
生
が
作

成
し
た
消
費
者
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
あ
な
た
に
ふ

り
か
か
る
の
は
明
日
か
も
し
れ
な
い
！
〜
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
方
法
」が
完
成
し
在
学
生
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
マ
ル
チ
商
法
や
電
子
マ
ネ
ー
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
注
意
点
、被
害
防
止

策
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も
の
で
、名
古

屋
市
の「
消
費
者
啓
発
委
託
事
業
」に
本
学
が
協
力

す
る
形
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、名
古
屋
市
で
は
学
校
に
お
け
る
消
費
者

教
育
を
推
進
し
て
お
り
、「
二
〇
一
四
年
度
消
費
者

教
育
モ
デ
ル
校
」に
選
ば
れ
た
本
学
で
は
、学
生
が
関

心
の
あ
る
消
費
者
問
題
を
テ
ー
マ
に
、被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
啓
発
活
動
や
消
費
者
教
育
に
取
り
組
む

事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
中
部
圏
の
複
数
の
経
済
関
連
学
部
の
学
生
の
交

流
を
目
的
に
、日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
、議
論
し

合
う「
中
部
経
済
学
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
」が
、二
〇
一
三

年
十
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
、本
学
か
ら
は
経
済
学

部
六
つの
ゼ
ミ
全
十
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
大
学
は
、本
学
の
ほ
か
名
古
屋
大
学
、名
古

屋
市
立
大
学
、富
山
大
学
、愛
知
教
育
大
学
、南
山

大
学
、愛
知
大
学
、名
古
屋
学
院
大
学
の
八
大
学
四

十
二
グ
ル
ー
プ
。

　
学
生
た
ち
は
各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、四
十
五
分
の
持

ち
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
発
表
。そ
の
後
、

質
疑
応
答
の
時
間
に
は
他
大
学
の
教
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
交
え
、活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。大
学
の
垣
根
を
越
え
た「
知
の
交
流
」に
、参
加
し

た
学
生
た
ち
は
大
い
に
触
発
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
二
〇
一
四
年
七
月
十
五
日
、

A
pple Store, N

agoya Sakae

に
て
、森
山
ゼ
ミ
生
九
名
が
英
語

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
五
回
目
で

す
。告
知
を
見
て
訪
れ
た
来
場
者

や
、偶
然
居
合
わ
せ
た
お
客
様
な


